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はじめに
(

本研究は1920年代から1930年代の戦間期を中心とする時期のソ連のシベリア･極東地

域とモンゴル地域の政治体制､社会体制の状況､変容に焦点を当てようとしたものである｡

寺山､高倉がシベリア･極東地域､′栗林､岡がモンゴル地域を担当し､各自が独自のルー

ト･手法により現地でのフィールドワークを実施した｡さらに寺山が訪問したシベリア･

極東地域の5人の研究者､すなわちパブコフ(ノヴオシビルスク)､ナウ-モフ(イルク

ーツク)､クラス(ウランウデ)､ドゥピーニナ､ペスコフ(ともにハバロフスク)の各氏

には研究協力者として加わっていただいき､多忙な中にもかかわらず本研究報告にも寄稿

していただいたことに謝意を表したい｡すべてロシア語の論文であるがこのまま掲載した｡

特に海外の未知の土地におけるフィールドワークは､現地研究者の協力を得ることがきわ

めて有効であり成功の鍵でもあることを痛感したが､今回の科研費用でこれらの人的ネッ

トワークを構築することができたので､今後の研究にも一層役立てるのではないかと考え

ている｡以下に簡単に寄稿論文の内容を紹介することにする｡なお､モンゴル語フォント

を印刷するため､ロシア関連の論文7編のあとに岡､栗林論文を掲載した｡

寺山は1930年代に強化されていく鉄道網の建設や国防･金採塊産業の拡大､それに利

用された囚人労働の強化､様々な組織で極東問題にかかわった著名人物､戦後の日本人抑

留者問題などについて､極東地方で収集したソ連崩壊後の新聞､雑誌史料に現れた新事実

や極東現代史探求の傾向についてまとめようとした｡

高倉は帝政時代から革命を-てソ連時代を通じたサハ(ヤクート)研究の歴史を概観し､

ことに1920-30年代はサハ人の民族学者が始めて学術研究を展開し始めた時期として注

目するが､近年再び脚光を浴びつつある代表的なサハ人知識人3人(スターリン時代の粛

清で忘却の淵に追い込まれたものを含む)､すなわちニキーフォロフ､クラコフスキー､ク

セノフォントフ及び体制派知識人の活動､生涯に焦点を当てて､サハ研究におけるこの時

代の持つ意味を明らかにした｡

パブコフは対独戦争時のソ連国内の司法体制の特徴について､戦争を勝利に導くための

国内規律の強化を目指した組織の改編､刑法事案適用範囲の拡大､軍法会議やェヌカヴェ

デの特別会議など非司法機関による反革命罪適用の拡大などを列挙し､死刑の適用は緒戦

の危機的な状況を脱すると､後方での労働力-の利用のために減少していったことを､豊

富なアルヒーフ史料を駆使して論証した｡

ナウ-モフは東シベリア地方のオゲペウ(1930-1934年)､エヌカヴェデ(1934136年)

の活動について､その組織構成､スタッフ､地域構成などを概括し､集団化や農民蜂起-

の対応､他地域から強制的に移住させられてきた元富農のスペツペレセレンツイ-の対応､

工業化-の協力､企業や倉庫､備蓄物資の管理､密輸組織との闘い､反宗教活動や矯正労

働ラーゲリの管理など個別的な活動についてFSBの秘密史料を利用して詳しく紹介して

いる｡

クラスは､特にソ連の諜報機関が収集した情報をもとに1942年にチタで編纂された三

巻本の極秘文書｢満JJ1.日こおける白系亡命者｣や地元の旧KGBアルヒーフの一次史料を活

用しながら､戦間期の満州におけるロシア人ファシスト団体について､リーダーであるロ
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ザェフスキーをはじめとする幹部の人物像や組織の構造､構成メンバー等について論じて

いる｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

ドゥピーニナは1930年代の満州における日本人とロシア人の関係に関して､特に｢満

州国｣政府の承認のもとに設置(1934年)され､各種のロシア人亡命者団体を糾合した組

織である｢ロシア人亡命者問題局｣の活動内容を概観し､それと日本の特務機関の相互関

係にも焦点をあて､ロシア人亡命者の｢満仲個｣における地位には限界があったことを示

した｡

ペスコフは1920年代末から強まる日本の大陸侵略政策から説き起こし､ナチスがドイ

ツで政権をとったあと､独ソ不可侵条約､日ソ中立条約という双方にとって思いがけない

結果を伴いながらも､ソ連をめぐって行われた日独間で政治的､軍事的な接近を第二次世

界大戦終了まであとづけようとした｡

岡牡1921年に成立したモンゴル人民政府により実行に移され､晴代のモンゴルの社会

構造解体の画期となった行政統治制度改革について､佐領､随丁､タイジによって構成さ

れる旗の身分構造が改革の対象ではなく､近年岡自身が明らかにしてきたオトグ､バグと

呼ばれるタイジ分枝集団の属民統治組織が､新たに編成されたソム-と受け継がれていっ

たという点をアルヒーフ史料に依拠してある地方の具体的事例をもとに実証したこころみ

である｡

モンゴルではモンゴル文字からラテン文字､さらに現代のキリル文辛-と文字表記が変

遷したが､栗林は1941年のキリル文字の正書法作成に中心的な役割を果たしたダムディ

ンスレン教授による論説を二点紹介している｡モンゴル語をラテン文字化する際に弱化母

音を表記しない方式を提唱した1940年の論説と､同様の原則によるキリル文字-の全面

的な移行を前にキリル文字正書法の特徴をまとめた1945年の論説である｡

寺山　恭輔

(東北大学東北アジア研究センター)
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ソ連崩壊後のロシア極東発行の新聞､雑誌に見られる新史実の発掘　　(

寺山　恭輔

平成13年度から15年度にかけての科研研究費による研究期間中､モスクワはもとより

シベリア､極東の諸アルヒーフ(ノヴオシビルスク､イルクーツク､ハバロフスク､ウラ

ジオストック､チタ､プラゴヴェシチェンスク等)で新たな史料を発振することができた

が､それ以外にもソ連時代に隠匿され或いは長い間忘却の淵に置かれていた事実が､ソ連

崩壊後に訪れた報道機関による自由な報道により新たに見出されることもあった､という

事実にも注目した｡一般の新聞や雑誌に報道されることで読者の反響を呼び､それがさら

に新たな事実の発振-とつながっていったことも十分想定され`る｡崩壊後の社会の激変に

より､過去を静かに顧みる余裕がペレストロイカ初期に比べロシア住民には十分なかった

可能性もあるが､社会がソ連時代の真実を取り戻し､正常な社会-と変身を遂げていくプ

ロセスがソ連崩壊後十数年にわたっ.て地道に続けられてきたことも事実であろう｡

このような問題関心から1990年代以降に出版されたロシア･ソ連極東の現代史に関す

る新聞､雑誌の記事を収集しようと試みた｡この収集には筆者の2001年夏のハバロフス

ク滞在時間が限られていたことからハバロフスク国立教育大学のドゥピーニナ教授に全面

的な支援をいただいた｡ここに記して深甚なる謝意を表したい｡先生には2003年8月に

も2001年以降の資料収集に関してお願いした｡今回の報告ではそれらを利用することが

できなかったのでいずれまとめて発表することにしたい｡

雑誌記事には､極東で忘却され､或いは途中で放棄された大規模プロジェクト地点を探

訪し､過去に思いを馳せるというもの､過去の歴史に立ち会った証人にインタビューを試

み当時の様子を生々しく回想してもらおうとするもの､歴史家というよりはジャーナリス

トが多いが､彼らが自らアルヒーフ(公文書館)に入って隠されていたデータや歴史的事

実を暴露しようとするもの　など多岐にわたる｡アルヒーフ史料をたとえ使っていたにし

ても､その出典が明示されることなく研究者が後追いで確認するといった作業が､時とし

て困難になる可能性もあるが､生き証人に当時のことを語ってもらうのは､年月を経たた

め記憶違いにより誤った情報が伝達されるという可能性はあるにせよ､それらに細心の注

意を払うのであれば､有無を言わせぬ命令や型どおりの報告など時に無味乾燥に感じられ

ることもあるアルヒーフ史料を補完して歴史叙述を豊かにしてくれる可能性も秘めている｡

他方､これらの記事から改めてアルヒーフで史料を探索するということも可能になってく

るのではなかろうか｡

過去の暴露､事件､事実に関する証言という点から特に読者の関心を惹いたと思われる

のは､その後のソ連社会にも多大な影響を与え､多くの負の側面を残したスターリン時代

に関するものであろう｡極東が国防の最前線基地でありながら､ヨーロッパロシアからの

距離が遠大であったため､国防･動員政策に関してはその他に比べ特別な配慮､関心を向

けられていた地域であったが､それゆえにスターリン時代の中央と地方の関係を調べる上

でも極めてユニークな例を提供している｡極東地方に関してまず注意を引くのはヨーロッ

パロシアとの連絡手段たる鉄道路線の拡充に向けた政策である｡ 19世紀未に建設の開始さ
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れたシベリア鉄道､中国との協定に基づいて建設された中東鉄道問題に加え､満州事変が
(

勃発するとシベリア鉄道が日本に奪取されたときに備えて､第二シベリア鉄道ともいうべ

きバム(バイカル･アムール鉄道)建設も急速開始されることになった｡この路線は当初

の目論見通りに建設は進まなかったが､ハバロフスクからコムソモリスク･ナ･アムーレ

まで伸ばされた路線は､対日戦争に備えさらに東進して太平洋岸のソヴェ-ツカヤ･ガヴ

ァニまで建設が進められた｡さらにコムソモリスク･ナ･アムーレから鉄道をサハリン対

岸まで北進させ､トンネルを振ってサハリンと接続する計画も浮上し､スターリンの死に

よってストップがかかるまで建設は進められたのである｡囚人労働が大々的に利用された

ことを含めこれらの鉄道建設に関しては長い間秘匿されてきた｡造船所や飛行機工場など

の大型プロジェクトにも鉄道建設同様､これらの囚人の労働力が活用された｡スターリン

の意を呈して極東でプロジェクトの遂行に従事した幹部や技術者による興味深い回想も発

掘されている｡利用された囚人はラーゲリ(キャンプ)に収容され､自由を奪われていた

が､そのラーゲリの痕跡を探訪し､忘却されつつある悲劇を読者に再度認識させることも

ジャーナリストの仕事となった｡1930年代後半の大テロルについてももちろん多く語られ

ているが､スターリン批判後の名誉回復がなされた時期はあったとはいえソ連崩壊まで公

然たる批判や援護を許されなかったその犠牲者や親族の現状､後世-の記憶の伝達に向け

た活動にも目が向けられることになった｡他民族国家ソ連では民族的な指標をもとに弾圧

されることも多かったが､極東でのその端的な例は朝鮮人集団の中央アジアその他-の強

制移住であろう｡国境地区の例にもれずコサックも弾圧を蒙った｡農業問題に関しては極

東でももちろんクラーク絶滅､強制的集団化政策が実行に移されその他の地域同様の悲劇

を生むことになった｡準戦時的な体制が敷かれていたのもひとえに国境を挟んで『満州国』

という日本の塊偏国家が存在していたためだが､その対象も対日参戦と満州国の崩壊によ

り消滅してしまった｡しかし､日本人将兵の多くはシベリア､極東を中心にソ連領内に抑

留され､囚人同様の強制的な労働に従事させられることになった｡以上､新聞､雑誌の記

事にある傾向についておおまかにまとめたが､このような内容について､ある程度それぞ

れのテーマに絞ってまとめていくことにしたい｡本報告は論文というよりはあくまでも中

間的な報告にとどまることをお断りしておく｡

1. 1920年代までの極東における鉄道建設

ウスリー地方に鉄道を敷設しようという考えは1875年にまで遡る｡地方政府がウラジ

オストックからハンカ湖まで｢蒸気船の道TIapOBO丑ⅡyTL｣を提案した｡これはハバロフ

カⅩa6apoBEa (ハバロフスクは1893年からの名称)からの連絡を容易にするだろうと思

われた｡しかし他の数十の提案とともに葬られてしまう｡ 1886年東シベリアとプリモ-リ

ェ(沿海)の総督が､トムスクからイルクーツクまで､バイカルからスレーテンスク､ウ

ラジオストックからプッセ(今のプセエーフカ村ByceeBⅨa)港まで鉄道を敷設するとい

う新たな提案を行い､ 1887年6月7日(旧暦)､この提案は閣僚会議の特別協議会で審議

され肯定的評価を得た｡続いてツァーリが中央シベリア､ザバイカル､南ウスリー鉄道の

調査に関する特別遠征隊を組織するように命令した｡ウスリー遠征はウルサッティ

A.H.ypcaTTEが指揮したが､かくも大規模な調査に専門家が不足していることが判明し､
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軍の測量専門家が加えられた｡彼らは東部分､すなわち今日の極東鉄道とザバイカルの-
く

部の測量を行うよう委任された｡こうして最終的に1891年2月15　日アレクサンドル3

世は､ウラジオストックからニコリスコエ村(現在のウスリースク)､スパスコエ(現在の

スバスク･ダーリニー)を通りコサックの集落グラフスコイまでの南ウスリー鉄道の建設

に関する委員会の決定を承認したoJ続いて1891年3月17日の勅令で最終的に建設が決定

され､ヨーロッパロシアからは建設に必要な資材すべてが持ちこまれた｡木材を除けば極

東で生産されるものはなく､金儲けに敏感な連中はすでに前年の1890年秋から木材伐採

のために人を集めだした｡アレクサンドル三世が望んだとおりニコライは日本からペテル

プルグ-の途上､ウラジオストックの駅で礎石を置き歴史的な起工に立ち会った｡こうし

て始まった建設により､6年後の1897年8月31日ウラジオストックからハバロフスク-

二日かけて最初の列車が到着し､1897年11月半ばにこのウスリー鉄道は通常運行に入り､

極東全体がこの出来事を壮大に祝った1｡

ハバロフスクまで伸びた鉄道をさらに延ばす計画は日露戦争直後から活発化し､ 1907

年ストルイピン首相が閣僚会議でアムール鉄道を提案､翌1908年この鉄道の建設が始ま

った｡その目的は極東-の殖民である｡ 1908年までの10年間に沿海地方でロシア人が40

万人から65万人-増大した一方､朝鮮人､中国人は3万から25万-と増大し､極東を失

う恐れが鉄道建設を促した側面もある2｡

この時期より1920年代にかけてこの地域の鉄道路線探索において重要な役割を果たし

たのが『デルス･ウザ-ラ』で著名なアルセ-ニエフ(ApceHLeB, BJIaJtⅡMEp ItJla叩HeBm)

であった｡沿海総督ウンテルベルゲルロ.◎.yETep6eprepは､学術的､実際的かつ軍事的

性格を有する研究のできる将校たちに関心をもっていたためアルセ-ニエフの活動を支持

し､ 1906-10年にウスリー地方を探検するよう三回にわたり委任したが､その目的は正

確な地図の作成､好ましい交通路､要塞や､移住民に適した居住地を探索することであっ

た｡それぞれの内容は､ ①1906年5月20日-11月17日(ウスリー地方の東南部)､ウ

スリー鉄道のシマコフカ駅から聖オリガ湾までの鉄道敷設を提案､ ②1907年7月13日-

1908年1月(北緯45-47度のシホテ･アリンの山岳部分､イマン川､ビキン川流域)､

シホテ･アリン山脈を越えて軍事･戦略的な太平洋岸のいくつかの湾-の交通路を発見､

③1908年6月24日-1910年1月21日(19ケ月と最長)､ハバロフスク-皇帝湾､ハバ

ロフスク-デ･カストリ湾の鉄道路線の探索､ウスリー地方北部の全面的調査､アムール

下流からタタール海峡まで､ホル川からキジ湖まで､山岳地帯を流れるいくつかの河川流

域の調査､以上である｡収集した資料をもとに彼は様々な提案を行った｡革命後､アルセ
-ニエフは｢愛国者として｣亡命せず党に協力し､ 1922年12月彼は鉄道輸送の専門家と

ともに極東鉄道の復興､修復案を提案､極東革命委員会がそれを1923年初めに承認した｡

内戦､干渉戦争による被害から復興しつつ､ 1923年3月､ウラジオストックからハバロ

フスクまでの本来のウスリー鉄道にアムール鉄道の一部であるアムールニスコヴオロディ

ノ線を加え､ハバロフスクに中心をおくウスリー鉄道が設立された｡同年4月のウスリー

鉄道管理局の技術協議会でアルセ-ニエフは報告｢極東地方の経済的展望における鉄道の

役割｣の中で､極東の発展にとって複線化の他､様々な支線の建設の必要性を強調した｡

その後アルセ-ニエフらのグループは､ハバロフスクから太平洋岸-の鉄道路線､特にソ

ヴェ-ツカヤ･ガヴァニ-の路線敷設を主張､彼は多数の報告を行った｡彼のプランはハ
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バロフスクからデ･カストリ湾につなぐプランに比べ資金的にも優勢であったが､この時

点で本格的な太平洋岸-の出口をめざす計画は実施に移されず､基本的な資金は1916年

から臨時的な使用にとどまっていたアムール鉄道の完成､強化やウラジオストック周辺の

支線建設に注がれていた3｡

アルセ-ニエフが1928年に提出した報告が最近になって発表されている｡ 1933年1月

8日､極東地方党委員会書記ベルガヴイノフが､ダリビューロー(極東地方の最高権力機

関)に送付したものである｡以下にその内容をまとめる｡

1898年ロシアは旅順を奪取して中東鉄道と接続させたが､これは日本人にとってさらな

る打撃となり､その結果日英同盟を締結するにいたった｡日本にとって大陸に移住地が必

要である｡極東で農業に適している土地は一割で農地は現在すでに開発しつくされた｡ ｢わ
■れわれの植民は黄色諸民族の古来の土地に打ち込まれ末端で衰魂する榛の形を取っている｡

この衰弱しつつある末端がウスリー地方だ｣｡まわりに中国､朝鮮､日本が存在し約6億

の黄色人種が居住している｡交通については､中東鉄道には支線がほとんどなく唯一の連

絡路は海である｡これが利用できると､オホーツク､カムチャツカ､チュコト､アナドウ

イル地区も経営が可能となる｡極東には中国､朝鮮､日本の船が多数見かけられるが朝鮮

との国境からチュコト半島までサハリン島を含めるとロシアの2万キロの海岸線を警備し

ているのはブリュハ-ノフ号一隻だけである｡船がなければ塩や魚を輸送できず､この地

方を経営できない｡現在カムチャツカ株式会社は所有する3隻の蒸気船に加え5隻を購入

中で､一方ソヴトルグフロート(ソヴィェト商船艦隊)は18隻の蒸気船を保有し､全部

で26隻となる｡アメリカ､日本､朝鮮の船は急速に増加しており､ソ連も早急に船舶の

数を増やすべきだ｡例えばオホーツクの住民は時計を修理のために日本-送り､ベーリン

グ海峡では病気を治療するべくアラスカまで出かけている｡北方委員会の出現はカムチャ

ツカ株式会社とともに時宜を得た文化的基盤である｡サハリン島北部では人口13000人の

うち農業に従事するのが3693人､日本支配下の南部には23万人が居住している(農業に

42000人が従事)｡将来日本人､朝鮮人125万人が移住する計画があり､日本人が東西海

岸に沿って敷設した鉄道は現在320マイルまで伸びた｡南部サハリンでは7隻の蒸気船が

運航され､うち2隻は日本との間を毎日8時間で結ぶ｡ソヴトルグフロートの蒸気船は1

ケ月ごとに通常は時刻表なしで運行される｡日本の利権企業は最新設備で鉱山開発を進め

ているが､ほかにも様々な工場が存在する｡したがって北部サハリンの植民化を急ぐ必要

がある(サハリンの殖民に関するユルケ-ヴィチT.C.K)pReBEtZの報告を見よ).36万3000

平方キロの面積を有する満州で河川は4ケ月凍結する｡ 1500キロのスンガリ川では1400

キロまでジャンク船､ 900キロまで蒸気船､ 880キロの遼川はジャンク船のみ航行可能だ

(ヤール-川も同様､ 270キロまで)｡アメリカが1917年から鉄の対日禁輸に踏み切った

ため､日本は中国に注目し､需要の64%を獲得するようになり､サハリン､満州､モンゴ

ルの豊かな資源にも着目している｡満州で日本人は38種の貴金属､南部では55億トンの

オイルスレートを発見､綿花も中国から輸入し､さらに大豆からの燃料採取にも取り組ん

でいる｡朝鮮で日本は1245マイルの鉄道､ 7463マイルの道路を敷いた｡日露戦争は満州

を二つの勢力圏に分割し､ 1919年以降日本は全満州-の影響力拡大の絶好機とみなし､円

もその他の通貨を駆逐し始めた｡日本は周りを海に囲まれ絶好の条件下にあるが､ロシア

は日本海から外に出られない｡日本は極めて強力な諜報システムをもち､いかなる船も気
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づかれずに航行することは不可能で､日本がすべての海上交通路を支配している｡アメリ

ヵと戦争する場合､日本はすぐにサハリン北部を占領し､朝鮮､満州､ソ連の国境が交お

る清津にある自分の基地を根拠にするだろう｡この場合日本は生活や戦争に必要な後方か

ら切り離されることがないので､長期間の大海からの封鎖を何ら怖がる必要はなくなる｡

中国が興安嶺山脈北部を狙っていちという確かな情報がある｡すでに14000人の兵士､

将校がそこ-送り込まれた｡これは一種の中国のコサック軍である｡満州の併合によって

のみ日本がここの中国化を防ぐことが可能だ｡日本はそのための口実を探している｡ここ

25年で満州の人口は15倍に増加した｡日本は朝鮮半島を日本化し､南部ウスリー地区及

びそれと接する満州東部を朝鮮化しようとしている｡わが国-の朝鮮人の移住と並んで満

州､とりわけナンガン､輝春低地-の朝鮮人の移住が強烈に進んでおり､この移住が中国

にとって､我々以上の朝鮮問題を引き起こしている｡東部満州-の中国人以外の入植によ

り日本ij:政治的に攻勢に出ている｡日露戦争後､日本はツァーリ政府にポシェット､バラ

バシェフ地区-の朝鮮人移住を許可するよう頼み､内戦や干渉戦争を利用して日本は特に

精力的に朝鮮人をロシア領-送りこむことを活発化させた｡彼らに金を与え朝鮮の帆かけ

船を動員した｡土地を持たない150万の日本人､ 350万の朝鮮人を今日の日本が抱えてい

ることを考慮すべきだ｡ 1923年に奉天で発刊された雑誌に､満州と朝鮮の植民地問題が特

集されていた｡北部満州の川には海-の出口がないため､ロシア人は､ポシェットとバラ

バシ地区を奪うことで北部満州を日本海から切り離した｡したがって満州は海岸のこの地

区を獲得すべきであり､この地域には朝鮮人が移住せねばならない｡ウスリー南部は以前

満州の一部だったが､ロシアが力づくで奪取した､したがって日本も中国との協定でこの

地域にも権利を主張すべし､とも述べている｡

日本人はいわゆる朝鮮人問題は朝鮮ばかりでなく､吉林地区の東､南部ウスリー地区に

もあてはまるとみなしている｡1926年に中国人が満州-逃げてきた朝鮮人反乱者の弾圧を

始めたとき日本人は彼らの保護者として振る舞い､そのことで彼らより支持を得るにいた

った｡日本海岸で国際的な移住が組織され､ロシアに有利になると考えるのは過ちである｡

朝鮮人は中国人と性格が異なり､我々よりも日本人に近い｡朝鮮人がすぐにソ連国民にな

ると期待してはいけない｡満州､朝鮮の住民と我々の住民がより親しく按することにより

我々の領土が中国人､朝鮮人によって占領されてしまうという危険性はますます高まるだ

ろう｡これに対する闘争の主要な手段は､中国人､朝鮮人は断固として除き､民族に関係

なくヨーロッパロシア､西シベリアからの移住民を中国､朝鮮と直接国境を接している空

間にできるだけくまなく入植させる一方､中国人､朝鮮人は国の奥深く､西部やアムール

川の北側に移動させるということである｡今日､軍事的な抵抗よりも経済的な国家防衛の

ほうがよほど重要なので､国境地域にはカムチャツカ株式会社のように､植民者には給与

を与え農産物を供給するような強力な組織を作るべきである｡我々の海上国境を強化する

必要があるが､それは小さな沿岸航海の充実によってのみ可能となる4｡

以上要点をまとめてきた文章から､アルセ一二エフが抱いていた日本､中国､朝鮮に対

する考え方がうかがえるが､彼が極東における充実した鉄道網の整備を強く主張していた

背景にはこのように｢黄色人種｣に対する警戒心が強く存在していたことがうかがえる｡

この文章が満州事変の勃発した直後の1933年の段階で､当時の極東の最高責任者であっ

たベルガヴィノフ党書記の指示で指導部に回覧されたという事実は､暗に彼らがアルセ一
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ニエフ同様の認識を共有していたことを示すもののように思われるoしたがって､その準

のソ連極東地域に住む朝鮮人の集団的強制移住にも影響を及ぼしたことは間違いない｡今

日の国境をめぐる中露紛争にもつながっていく問題であるように思われる｡

2.バム建設

1920年代まで進展しなかった極東における鉄道建設は､ 1930年代になるとにわかに中

央の関心を集めることになる｡アルセ-ニエフの憂慮した通り､日本が｢満州国｣を作り

大陸進出を始めたことが最大の原因である｡満州国内では1935年に中東鉄道を売却して

極東における自らの足場を日本に譲り渡したが､ソ連極東では日本の攻撃に備えて準備せ

ねばならず､シベリア鉄道(極東ではザバイカル､ウスリー鉄道)の複線化を進め､まっ

たくゼロの状態からバイカル･アムール鉄道(通称バム)の建設に着手し､第二次大戦中

も建設が進められていたハバロフスクからの太平洋-の出口は日本の降伏直前にソヴェ-

ツカヤ･ガヴァ二まで完成し､上述のアルセ-ニエフのプランが十数年を経て実現される

ことになった｡しかもこれらの建設にはスターリン時代の例に漏れず､多数の犠牲者を伴

った大々的な囚人労働が利用されたことが特徴であり､当然ながらソ連崩壊後にこれらの

事実に光が当てられることになった｡

ズーエフが特にこの間題について史料を集めている｡筆者は未見だが､コムソモリスク･

ナ･アムーレで1999年に出版されたズーエフ(3yeB, BJIaJtⅡMHP OeJtOPOBEl)の本､

HepBOLTPOXOPZTH BOCTOgHLTX MaIWCTPaneh Poccnu (2001年に再販された模様｡ 2001年

版は352頁)の紹介が新聞に載っている｡バム開発の歴史について記述したこの本は紹介

者によれば､極東やモスクワのアルヒーフ､ベテラン設計者やバム建設者と絶えず接触し､

事実を参加者の回想で補足､膨大な事実関係を見事にまとめあげ､これまで秘密とされ報

道されてこなかったことについても触れたものとして高く評価されている｡しかも著者は

初めて､鉄道の最初の建設者アルセ-ニエフの知識､経験を表現､総合しようと試みたと

する｡彼の遠征がどのような課題のもとに行われたのかこれまで何も語られなかったから

だが､彼がバイカル･アムール鉄道という名の鉄道についてコンサルタントしたというの

はまったく知られていなかった作家アルセ-ニエフの活動だ｡全体として､当地の鉄道建

設の歴史､偉大な旅行家の伝記を埋めるものとして貴重な仕事であるとする｡またバムの

設計者､建設者について詳しく説明し､当時の雰囲気､興味深い人生など貴重な情報を提

供した.言及されている人物には､ H.A.OpeHReJIh, 班.r.IleTpeEKO, B.H.Kytlep,

Il.It.TaTaPH叩eB, M.M.Hoz'叫mii, B.B.CTellaHR,氾poBCRHe　夫妻､ A･H･RHPEH,

H.班.MaRROBeeB, Il.A.CTaHReBm, B.H.PeMepC, B.班.IIBeJIOJIy6, A.Il.ItyatIeI10B,地質学者

M.A.IlaBJIOBなどが挙げられる.最後に評者は､ロシアにとって人数も削減されつつある

バムが必要なのかといった議論が出てきているなかで､本書の出版はタイムリーであり､

その必要性を明らかにするものだと述べている｡出典が明示されていない点､氏名リスト

がないことは欠点とされた(出版は沿海地理協会の後援による) 50

本報告では､ズーエフの書いたいくつかの記事をもとに､ハバロフスクからコムソモリ

スク･ナ･アムーレまでの鉄道建設､さらに周辺-の鉄道建設の展開､それに伴うラーゲ

リ地点の増大などについてまとめることにする｡
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ズーエフは､ 1932年2月にアムール川のベルムスコエ村(後にコムソモリスク･ナ･ア
l

ムーレと名称変更)に造船､飛行機､機械製作工場を作ることを政府が決定し､これと関

連し太平洋-の第二の鉄道を作る計画が浮上､同年3月　21日､ソ連ソヴナルコムが極東

における鉄道建設-の財政支出に関する布告を採択したあとの路線探索の動きを詳述して

いる｡これらの事実は筆者も知らなかった内容で､特に参考になった｡探査のために特別

東シベリア遠征隊が結成されたoリーダーはジュス　R.nxyc､主任技師はスミルノフ

A.CMHpHOBがつとめ､バム建設管理局がムラチコフスキーC.MpatIROBCIくE丘指揮のもとに

設置された｡ 1932年4月13日､ソヴナルコムは布告｢バム建設について｣でウルシャ-

トウインダニベルムスコエルートの建設を1933年に開始し､ 1935年末には運行開始する

ことにした｡ 1932年から33年という厳しい期限の中で探査が行われ､ヴオルク線と称さ

れることになる自動車道路ヴオロチヤエフカニベルムスコエ線を並行して建設し鉄道建設

に生かすことになった｡1933年夏ヴォロチヤエフカニベルムスコエ線の探査についての政

府決定が採択され､ヴォルク線建設は極東ラーゲリ局に委任された｡

ダリラーグ(極東ラーゲリ局)の中には路線探索パーティーが結成されたが､その中で

は､経験豊かな運輸技師ピーリンH.H.IhJIHHが指拝をとっていた｡彼はペトログラード

の鉄道官僚の家庭に生まれ､モスクワ高等技術学校(運輸学部)卒業後､アムール鉄道建

設探索に参加し､ 1910-11年にかけてデジニヨフカ駅からヴァンダン山脈までの鉄道建

設に従事した｡ 1915-17年にはニコラエフスク鉄道建設､ 1917-23年にはウスリー鉄道

の一路線建設､ 1924-25年にはヤクート自動車道路､ソフイイスク-デ･カストリ湾道

路建設､ 1928-31年ウスリー鉄道強化に関する建設組織などを指揮していた｡ところが

突如1931年末に逮捕されハバロフスクで裁判にかけられ､極東の鉄道と石炭産業におけ

る反革命､有害活動の罪で告発され､ 1932年初めオゲペウの参事会は彼をロシア連邦刑法

第58条第6項で処刑から10年の刑に減刑された｡ヴオロチヤエフカ第二駅-送られた彼

はヴオロチャエフカ･コムソモリスク間の自動車道路､ついで鉄道の探索､建設に従事した

が､ 1937年再度逮捕されエヌカヴェデ極東局yHItBnのトロイカにより銃殺の判決を受

け執行された｡ 1956年に名誉回復されている｡

ヴォロチャエフカニベルムスコエ線の技術的探査にはコヴァリョフRoBaJIeBをリーダー

とする遠征隊が組織され､ 1933年5月にはすでにいくつかのパーティーが現地-でかけ

た｡同年6-7月には建設の総責任者であるオゲペウの極東全権代表デリバス自ら徒歩で

視察､人材不足を認め探索パーティーの数を増やした｡路線探査のあとで建設部隊が建設

を始めたが1933-34年の冬には11000人､ 1934年夏には2万人が働いていた｡囚人が

大部分で自由労働者はわずか2500人にとどまっていた｡全体的な指揮は極東オゲペクの

ソロヴィヨフ､主任技師はジューコフがつとめた｡建設の進め方について批判もなされた

ようだ｡ 1934年7月ベルマンがヤゴダ-の手紙の中で｢ダリラーグは建設の状況を知ら

ない｣とデリバスを批判､バムラーグのフレンケリに任せるよう提案した｡これに対し1934

年8月8-23日､デリバスは運輸人民委員部BocTH3XeJIJtOPの技術･経済探索部長である

息子A.T.nepII6acを伴い鉄道､馬を利用したり､或いは徒歩で現地調査し状況をヤゴダに

報告した｡ヤゴダからの支援もあり､働きの良い囚人-の特典､各種の道具が分配される

ことになった｡ 34年10月時点でこのヴオルク建設では5区間､ 8強化拠点､ 38建設区で

23800人の労働者･建設部隊が作業を行っていた｡こうして34年11月7日までに道路は
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完成､ 12月11日にハバロフスク-コムソモリスク間を23時間で結ぶバス路線が開通し
(

た｡年末には地方の党幹部のほか作家のフアデーエフらがコムソモリスクを訪問して世論

を喚起した｡

1935　年　3　月にはこの道路に依拠して鉄道建設が始められた｡マルチイネッリ

MapTI柑eJIJlEが建設を指揮することになったが､主任技師はジューコフのままで､探索パ

ーティーのリーダーには経験豊かな技師タラチェンコB.Il.TapatleⅡRO､主任地質学者はパ

グロフM.A.rIaBJIOBが選ばれた｡早期釈放と10段階に分けられた食事が囚人たち-の刺

激策として使われた｡建設現場には売店､食堂なども作られた｡中にはシャフトウイ事件

で裁かれたカラージンItapa3EEらいわゆる｢人民の敵｣も含まれていた｡彼はシャフト

ウイ事件で有罪となり極東-送られていたが､ヴオロチヤエフカから13キロのトウング

ースカ川横断橋の建設に携わった｡このような大建設では様々なデータを数年にわたって

蓄積する必要があるが､その蓄積もなく必要な金属もヨーロッパロシアから手に入るのは

1年後という状況の中､木材による橋の建設をカラージンは委任された｡デリバスは直接､

建設が成功したときには自由を与えると約束した｡こうして完成したのが､ 20000立方メ

ートルの木材だけを利用した1111メートルの木造の橋である｡自由を得た彼は後にヴオ

ルガ･ドン運河の建設を担当する著名な技師となった｡

こうして完成した鉄道は､ 1936年11月24日にハバロフスクから第-号の列車が出発

した｡完成を記念してデリバスは建設に参加した数百の囚人の解放､或いは刑の軽減を発

表､多くはその後も自由労働者として現地に残留した｡ところが翌1937年デリノミスは逮

捕され､ヴォルクの建設管理局でも60%以上の職員､技術者が弾圧された｡マルチイネッ

リ､ジューコフらも含まれる｡そして1938年初め､ダリラーグヴオルク線建設局は改組

され､この路線の完成はバムラーグに任されることになった｡さらに1938年半ばには､

バムラーグを基礎に極東エヌカヴェデグラーグ鉄道建設局(X月CyryJIArHItB月)が設

置された.これを統括したのがフレンケリH.A.OpeEIくeJILで､組織の中には西部､南部､

アムール､プレヤ､東部､東南､沿海､ニジニアムールの矯正労働ラーゲリが入った(1940

年1月末､東南､東部､ニジニアムールが統合してニジニアムールラーゲリとなる)｡ヴ

オロチヤエフカに本部をもつ東南ラーゲリはヴオロチヤエフカからコムソモリスク-の鉄

道建設を遂行した｡このラーゲリには4ラーゲリ支部(ヴォロチヤエフカ､リトフコ､バ

ローこ､パダリン)と　95の建設コロニーが存在し､ 1938･40年には民間施設､給水塔､

文化施設､住宅､車両庫などを建設した6｡

このラーゲリにまつわる話も記事に掲載されている｡アムールスク(コムソモリスクの

南約40キロ)に囚人追悼の記念碑を立てる計画が立てられ二つの石が持ち込まれた｡こ

のリストヴヤンカには1932-56年にアムールラーグの女性ゾーンが存在していたが､著

者レクートフ(プリアムール地理学協会正会員)によれば何年も前に女性ゾーンの元警備

者が埋葬地を見せてくれた｡モスクワでは作家ツヴェタ-エヴァA.H.IIBeTaeBaと何度も

話したが､彼女は今日のプーシキン美術館を設立し､ 1913年に死去した父H.B.IIBeTaeB

がモスクワ大学教授であったという理由からラーゲリ-送られ､このアムールラーグに17

年､流刑をいれると　27年の滞在を余儀なくされ､彼女は死ぬまでラーゲリで適切とされ

た髪型-短く刈る-を維持していた｡石にはツヴェクーエヴァの名前､他の言葉を彫るこ

とになった｡ 2000年夏には6月の町の日にリストヴヤンカで記念碑建立の式が開かれる
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予定であると伝えられた7｡
一方､ヴオ｡チヤエフカからコムソモリスク･ナ･アムーレまでの鉄道建設に参加し孟

女性EBreEESl BJIaJ叩MHPOBEaにマルイツェヴァがインタビューしている｡作業は10区

間に分割され､さらにそれぞれが作業隊､作業班-と細分化されていた｡各作業隊には参

謀部が置かれ､売店､図書室､浴場ゝ自主的な芸術組織などが存在した｡彼女も囚人であ

った技師カラージンに言及しているが､ヴオロチヤエフカでは建設に功績のあったと100

人の囚人が緊急的に解放され､ほとんどが自由意志で労働者として残ったという｡サラー

ェフがスタハ-ノフ主義者に選ばれた他､建設中に労働者には各種の専門知識が教育され

た(36年11月始めまでに各種専門教育を受けたのは12343人､スタハ-ノフ主義者は2275

人､ウダールニクは10573人)｡ソヴェ-ツカヤ･ガヴァニまでの路線建設は1945年のこ

とになるが､太平洋からの魚が極東を潤すことになったという｡ことにオゲペウの責任者

であJ{たデリバスについて彼女は､ ｢あらゆる鉄条網､自動小銃を取り払ったので囚人にと

っては慣れないことだった｡沼と道なきタイガの中での自由だった｡デリバスは歩いてヴ

ォロチヤエフカからコムソモリスクまで行った｡労働者の生活､食料､建設資材の供給が

必要なことを知っていた｡沼地の中で囚人に与えた自由が後にデリバスにとってルビヤン

カと銃殺になって降りかかってくることになった｣とかなり肯定的に述べている(デリバ

スについては以下にもまとめている) 80

以上ハバロフスクから極東の国防産業拠点コムソモリスク･ナ･アムーレまでの道路及

び鉄道建設と囚人労働のそれ-の動員についてまとめた｡このコムソモリスクから太平洋

への出口たるソヴェ-ツカヤ･ガヴァニまでの鉄道建設も続けて実行に移されていくと同

時に､既に述べたラーゲリ再編に関する決定からもわかるように､スターリンによるラー

ゲリ群島は拡大を続けた｡この間題についても1990年代初めに記事が書かれ歴史に光が

あてられた｡

3.ソヴェ-ツカヤ･ガヴァニ-の鉄道

ドイツのパウルス軍に包囲されていたときタタリンツェフIl.冗.TaTapHHqeZlはスターリ

ングラード近郊で設計･建設作業に従事し､ヴオルガ右岸に極めて短期間で建設した鉄道

が重要な役割を果たしていた｡その彼が1943年4月初め鉄道プロエクトXeJIJtOPⅡPOeRT

の長官で､ソ連エヌカヴェデ鉄道建設ラーゲリ総局ryJIX月Cの長官代理グヴオズデフス

キー◎.A.rBO371eBCRH益陸軍少将の協議会に参加するようモスクワに呼ばれたo鉄道プロエ

クトの主任技師チェルヴヤコフB.A.tlepBSIROB､鉄道建設ラーゲリ総局ryJIXnCの長官

フレンケリH.A.◎peHXeJIL､主任技師バキンA.冗.BamH､エヌカヴェデの鉄道建設人民委

員代理チェルヌイショフB.B.tlepHLIⅢeZIが出席していた.簡単な話の後5人がルビヤン

カ(エヌカヴェデ本部) -行くと､軍事的･作戦的､戦略的環境を考慮して極東のコムソ

モリスク･ナ･アムーレとソヴェ-ツカヤ･ガヴァ二間に急速鉄道を建設するという政府

の決定をべリヤより聞いた｡ヴァニノ港には同時に大規模な港湾施設と選別ステーション

を作ることになり､路線の探索は鉄道プロエクト､建設をryJIXnCが担当することにな

った｡タタリンツェフは1939-40年にこの路線の探索に従事したためべリアからその責

任者に任命された｡チェルヌイショフ､グヴオズデフスキーには国家防衛委員会の布告を､
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一方でタタリンツェフ､チェルヴヤコフ､クズネッオフA.Il.KyaⅠIeI10B,マッコヴェ-エ

(

フH.H.MaIくROBeeBはこの鉄道の建設に関する特別報告を2週間で準備することになった｡

5月21日ソ連国防国家委員会の会議が開かれた｡報告したのがチェルヌイショフ､グヴオ

ズデフスキー､タタリンツェフの3人で､タタリンツェフは建設の簡素化､迅速化のため

シホテ･アリン､サヤン山脈にトンノネルは建設せず､臨時の迂回路を造ること､アムール

川は橋に代えて蒸気船で曳航すること､フンガリ川の二つの大きな橋､トウムニン川の四

つの橋に代えて壁に沿って｢棚｣を作り､線路を引くこと､大小の橋脚の支えとして木材

で代用することなどを提案したo

彼の提案は建設プランに取り入れられ､戦前に作成されたプランよりかなり簡素なもの

となった｡作業には最終的な技術的設計の完成を前に取り掛かることになった｡タタリン

ツェフの回想によればグヴオズデフスキーが報告の締めくくりに､1940年に計画が頓挫し

なければ今日コムソモリスク-ニコラエフスク･ナ･アムーレ路線について話していたで

あろう､と強調(すなわちソヴェ-ツカヤ･ガヴァニまでの鉄道に加えてアムール河口ま

での鉄道さえ建設が進んでいた可能性を指摘したものと思われる)した｡注意深く彼をみ

ていたスターリンは｢当時は何人かのまじめな同志がソ連のヨーロッパ地区での鉄道建設

を主張したのだ､しかし今日我々には別の課題が生まれた｡君たちは22ケ月で鉄道を建

設せねばならない｡鉄道プロエクトの長官､ ryJIXnCの長官代理というポストには残し

て､グヴオズデフスキーを建設の責任者に任命する｡路線探索に関する彼の代理にタタリ

ンツェフを任命する｡ヴオルガで課された課題を見事に遂行したことに対して二人には感

謝する｡国家防衛委員会も二人がアムールで課題を遂行することを信じている｣と述べた

という｡ 475キロの鉄道を1945年8月1日までに建設することになった0 ｢我々はいかな

る山が我々に襲い掛かってきたのか理解した｣とタタリンツェフは回想した｡第500建設

という名称が冠せられた｡

第一次世界大戦後彼は大学に戻り1923年に卒業､鉄道路線の探索に関する仕事についた｡

参加した主な遠征は:ヴオルホフ建設(1925･26)､北部サハリン(1930･31)､バムの東部線

(1932)､ス-チャン･ナホトカ線(1933)､モスクワメトロの第一弾､アレル･スフミ線(1937)､

イズヴェストコヴァヤ･クスチ-イマン･ウルガル線(1938)､トウミ遠征(1939･1940)､そ

してスターリングラード-サラトフ線であり､この間多くの勲章を授与された｡グヴオズ

デフスキーは決められた期間でできるだけ支出を減らし､橋やトンネルを作らずに建設す

るよう各責任者に命令し､タタリンツェフとクズネッオフをリーダーとする探索グループ

が短期間に技術プランを作成することになった｡ 1943年8月10日エヌカヴェデ人民委員

べリヤもこのプランを承認した｡

初期の建設者の1人であるスタンケ-ヴイチが回想するように､セメント1グラムは金

1グラムほど大切にされ､金属とセメントはグヴオズデフスキーの許可があって初めて使

用された｡彼は失われたセメント､金属について責任者に厳しく問いただした｡グヴオズ

デフスキーとタタリンツェフは短期間にバムなどで1930年代にともに仕事をしたレニン

グラードの設計者たちを呼び集めた(本文には多数の技術者の氏名)｡コムソモリスク･ナ･

アムーレからの最初の250キロをニジニ･アムール矯正労働ラーゲリ､残りのソヴェ-ツ

カヤ･ガヴァニまでを東部ラーゲリが担当することになったが､山間部の作業の困難さか

らこの地域に第三のラーゲリが1944年5月に設置された｡労働者の数は1944年､45年､
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46年のそれぞれ1月段階で66000､ 92000､ 119000人に達し､うち線路で作業をしてtい

たのが37000､ 67000､ 89000人であった(自由意志で働く労働者のほか､ドイツ人捕虜､

ソ連のドイツ人なども含んでいた)｡ 1946年には日本人捕虜49000人､捕虜から帰還した

ソ連兵士(敵軍-の協力を疑われた) 13000人が新たに加わった｡

1944年にかけて特にシホテ･アニン山脈越えのルートの探索が行われた｡運輸人民委員

部の国防物資部はヨーロッパロシアからこの建設のために送られる貨物の厳重な管理を命

じられたが､国は北フカース､ドンバス､ウクライナなどで戦争を戦っており､解放され

た土地では資材の多くが農業､工業の復興に投入されたため､建設資材が滞ることが多か

った｡ 1939･40年に策定されていたプランに修正を加え資材をかなり節約しながら建設が

進められた｡こうして1945年7月20日､国防委員会の要求した期限内にコムソモリスク･

ナ･アムーレからソヴェ-ツカヤ･ガヴァニまでの鉄道が開通した｡ 1947年1月8日政

府はこの鉄道の通常運行を承認し､ 1947年5月1日にこの鉄道は極東鉄道の構成の中に

含められた9｡ ｢大洋-の道｣というプロパガンダ映画が撮影されたが､その撮影時の思い

出について､ ｢囚人は普段着を着せられ､白いテーブルクロスで覆われたテーブルのある清

潔な食堂に連れてこられ､テーブルの前に着席させられた｡周囲にはパンに手を伸ばそう

とするものに発砲しようと銃が構えられていた｣といった回想も伝えられている10｡

以上の経緯からもわかるように､独ソ戦の形成が逆転したスターリングラード決戦後､

極東の対日戦を意識して急速建設が進められたことが明白である｡ 1945年､この路線の全

線開通を記念し､スターリンの肖像が掲げられた建物の前で開かれた集会の模様を写した

写真を紹介したセドウイフは､｢今日国家は弾圧された人々に対して罪をあがなうことはで

きない｡ソヴェ-ツカヤ･ガヴァニとスタールイ･ウルガル間にはたくさんのラーゲリが存

在し､多くが苦しみ死んでいった｡ヴァニノ港からドゥツセ･アリニまで120､シホテ･

アリニン峠だけで3つもの墓地が存在する｡タイガや道床でどれだけ死んだのかわからな

いが､残った墓場のほとんどは汚されており､多くはただ消えていった｡地表からは悲劇

的な過去が拭い去られようとしている｡時間は我々から記憶する能力を奪っている｡スイ

ソコゴールナヤ駅にはすべての建設者に対する記念碑が建てられた｣ことを紹介している

1 1
0

4.ラザレフ岬からサハリン-

一方でソヴェ-ツカヤ･ガヴァニよりさらに北､サハリンとの海峡が最も狭くなる地点

にトンネルを掘り､サハリン島と鉄道を接続しようとする計画もあった｡ハバロフスク地

方誌博物館は､ニコラエフスク博物館でのスターリン時代の弾圧に関する展示に刺激を受

けて､同様の企画を考え1998年よりスターリン時代の痕跡をめぐる遠征を計画し､コン

サルタントとして参加したクジミナがその遠征について報告している｡彼らは研究のため

保存状態がよりよいという理由でスターリンの後期時代たる1950年代を選ぶことにした｡

そして選ばれたのがコムソモリスク･ナ･アムーレ近くのセリヒノとラザレフを結ぶ鉄道､

そしてラザレフでネヴェリスコイ海峡(タタール海峡､日本名間宮海峡の一番狭い部分)

に建設することを想定されたトンネルであり､それぞれ公式には建設507才HTJIと　建設

6 Ⅱ HTJI　と呼ばれた｡クジミナによればこの地方のマスコミ(Ⅹa63HeⅡpecc, nB,
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HETep4IaIくC)がセンセーショナルな発見として一連の報道を行ったらしいo

このラザレフ近郊には第6建設に関するいくつかのプロジェクトが存在し(竪坑､人口

島､爆発物倉庫など)､写真がマスコミに報道された｡クジミナらが滞在したホテルの当直

者が幼時に巨大な洞窟であった建設現場に降りたことがあるとわかり､彼女を通じて現場

で働いたことのある女性にインタビ才一が可能となった｡結局､トンネルの穴は約10メ

ートル掘り進んだだけで工事はストップした｡この時点でクジミナは第6建設に関するア

ルヒーフ資料をまだ発据できておらず､ 1998年にメモリアルとロシア国立公文書館

(rAPO)が出版した便覧(C耳CTeMa ECⅢpaBETeJIbEOITPyJtOBHX JIarePe魚B CCCP.

1923･1960rr)を参考にしている｡トンネル建設は運輸省が最初にとりかかり､次いでそ

れに従事していた労働者のほかすべてのスタッフをつけて内務省に引渡し､内務省が矯正

労働ラーゲリを組織するよう命じられた｡設立が1952年11月14′日であり､解散は翌1953

年4月~29日である｡1953年4月1日現在3700人が働き､エルモラーエフEpMOJIaeBH.A.

が責任者であった｡クジミナらはネヴェリスコイ湾からのみ見ることができるラザレフ岬

を現地住民の協力も得て見学､報告している｡一方､第507建設のほうは､立ち上がりが

早く､便覧によれば1950年1958人､ 1951年3814人､ 1952年11207人､ 1953年1月

1日13030人が建設に従事していた｡アムール川に沿って走る予定であったセリヒン･ラ

ザレフ線について､クジミナはシマコフによる記事(B.CIIMaItOBくくB xeJIeaEOJtOpOXHOM

TyI柑Ke)), TIIXOOKeaECRa31 3Be37ta,15 Eosl. 1991.これもいくつかはnaJIhrItⅡpOTpaHCの史

料に拠っていた)に頼って､アムール川沿いにボートで検証を試み､文書に伝えられてい

る132キロではなく､さらに北部プィストリンスク付近までの約220キロにわたる盛り土

を確認した12｡

その後クジミナはサハリン横断トンネル建設のためラザレフ岬近くにあった発電所建設

の跡地を訪れ報告している｡彼女の前に現れたのは草むらで覆われた小山とサッカー場な

みの広さを持つ水浸しの巨大な穴で､これは敵の空襲に備えて半分地下に作られる予定だ

った発電所のための土台穴であった｡その建設に第507建設の第二部隊が派遣され､ここ

で働いた囚人は全部で3700人､参謀本部はノヴォヴオロチヤエフカに置かれた｡建設に

参加したオスカル･デべは1950年代の初め､まずハバロフスク-連行され､ついでコム

ソモリスクからキジ湖-連れてこられた｡森の中に通路を開き1951年7月7日にキジ湖

での建設が開始された｡最初は住居とラーゲリ地点が建設されたが､防寒設備は貧弱で､

病院には収容能力を超える患者がいた｡ 1952年5月から発電所の建設が始まったが､ス

ターリンの死で中断され1953年3月27日に恩赦された｡サハリンとの最短距離にあるラ

ザレフ岬から9キロも離れた地点での発電所建設について､クジミナもトンネルのための

発電所ではなかったのではないかと疑問を呈している13.

パドペンコは1999年と2000年､アムール下流に広がるスターリン時代のラーゲリの跡

を回り､囚人たちが残したものを探索した｡そしてラザレフ村ネヴェリスコイ岬で､完全

な形で残っていた囚人の部屋を発見し､近い将来にハバロフスクで一般公開すべく移設す

る予定であると報告している｡彼もサハリンに向けてのトンネルの入り口に入ろうと試み

ている｡専門家の意見として､当時の巨大建設の正確な規模を把握するにはモスクワの諸

アルヒーフでの仕事が必要で､ルビヤンカ(旧KGB)の近くに図面が残っているはずだ､

という｡ハバロフスク地方誌博物館は翌2001年にアルヒーフでの史料探索を計画してい
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るとのことであった14 (その後の展示や新史料発見の有無については今のところ筆者の智

るところではない)0

｢スターリン最後の偉大なプロジェクト｣ともみなせるこのトンネルは1952年末に作

業が開始されたことから､ 1953年3月のスターリンの死によってわずか数メートルを掘

り進んだだけで故郷されることにな9たのであり､セリヒノ以北のアムール川沿いの鉄道

は3年以上囚人労働力が投入されたにも関わらず､後の世代が少しでも恩恵を蒙るような

成果を何らもたらすことなく現在では霧散霧消する運命にあるということだ｡

5.アムール川横断トンネル

ハバロフスクで大河アムールを渡河するためのトンネルが戦前一に振られていたことにつ

いても最近語られ始めた｡ 7キロのこのトンネルは名称を｢第4建設｣といい､ 1936年初

めに建設が決定されたという｡1936年9月から37年2月にかけてのわずか5ケ月で技師･

地質調査が行われ､ハバロフスクに配置されていたソユーズトランスプロエクト

CoIO3TpaI王CⅢpOeIくT (地下鉄建設やクイブィシェフ名称軍事技師アカデミーの専門家が参

加)の特別遠征隊が37年の6月から11月にかけてこの材料をもとに計画を立てた｡その

計画は38年3月ソヴナルコム､党中央委員会が承認したあと､空襲に備えて防備を増強

する修正をソヴナルコムの経済協議会9ROHOMCOBeTが10月に行い､ 40年8月ソヴナル

コムが予算を承認した｡建設を指拝したのは運輸人民委員カガノーヴィチ､設計はアカデ

ミー会員ヴェデネ-エフB.E.BeJteHeeBの指拝の下に行われた｡この建設は当時､世界で

最も地下部分が長く(3600メートル)､ソ連で最長のトンネルで､鉄の内張りの直径では

世界最大を誇った｡掘削は37年終わりに15の独立建設企業により開始されたが､軍の技

術部隊も参加していた｡ 10個の切り場から斜坑を掘る手法は世界でも画期的であった｡当

初42年に完成される予定だったが軍部の要請で1年早められ､ 41年7月にテストされ､

42年5月政府が運行を認めた｡政府委員会にはヴェデネ-エフのほか､赤軍軍事技術アカ

デミー教授ケルドウイシM.B.IteJIJtLIⅢ､地下鉄建設の専門家､ハバロフスク地方共産党の

幹部､プロムストロイバンクのハバロフスク支店幹部などが含まれていた｡当時の建設水

準の高さから今日にいたってもその堅牢さは維持されているが､記者はしかるべく注目も

されず放置されていることを残念がっている】5｡ハバロフスクにかかるアムール鉄橋が日

本軍の空襲で使用不能になれば､沿海地方が孤立することを恐れ万が一の時に備えて世界

最長のトンネルが作られることになったのであろう｡テストが実施された1941年7月は

独ソ戦開始直後であり､ドイツと歩調を合わせての日本の攻撃を警戒して前倒しして行わ

れたことは明らかである｡

この建設に参加した人物に他のジャーナリストがインタビューを試みた｡85歳になるオ

セトロフA.A.OceTPOBは建設の最初から完成まで参加した｡建設開始時の集まりで演説し

たのが極東軍管区司令官プルカーエフH.A.IlypIはeB将軍とハバロフスク地方党委員会書

記ナザ-ロフP.式.Ha3apOBで､彼らは日本からの戦争の脅威､シベリア鉄道の間断ない運

行のためにはトンネルが必要だと語ったという｡深さ37メートルのトンネルは1938年夏

に貫通した｡オセトロフは軍隊勤務のあと建設に従事したが､人員は厳密に選抜され､建

設自体は国防に関連した秘密事項とみなされた｡指揮したのは　3人の将軍エルモーロフ
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C.EpMOJIOZL､副官のヤレムチュ-クH.SIpeMtZyIく､主任技師ヴオルコフB.BoJIROBであっ
(

たo最初の.参加者は15000人で4000人の軍事建設者のほかは一般の自由労働者が占めた｡

彼は第二次世界大戦-志願したが許可されず､終戦後も極東に残ったという16｡

戦争の陰は極東の鉄道に関して出された決定にも見ることができる｡グラトキフは1941

年に出された鉄道に関する決定を紹介している｡ 1941年6月13日極東鉄道管理局対空防

衛部長の命令が出た｡また市ソヴィェトの決定に基づき､毎月5日に極東鉄道管理局の施

設で防毒マスクのトレーニングを実施することになった｡灯火管制の違反にも厳しく対処

され､ 1941年8月9日､仕事を終えて消灯せずカーテンを閉めずに外出したため､管理

局の管理人クルイロフが逮捕され批難された｡規律の維持が特に厳しく求められた｡例え

ば､ 1943年1月19日の極東鉄道軍法会議は不注意から貨車に衝突しけが人と4台の貨車

･に損傷を負わせた罪で､ 4人に6年間の自由剥奪､寝込んだため列車を10分遅らせた二人

について4年と2年の自由剥奪を宣告した17｡

6.リグェロフスキー

シベリア､極東の鉄道と関わりの深い人物にリグェロフスキーがいる｡彼に対する弾圧

を含め最近になって記事が掲載されるようになってきた｡次の文章は彼の生誕130周年を

記念して極東の国立運輸アカデミー教授がまとめた文章の要約である0

ケレンスキー内閣の運輸大臣として臨時政府の最後に関する覚書を残したリグェロフ

スキーAJIeIくCaEAP BacIIJILeZIHtZ JImepOBCIは丘は､今日に至るまで国内外を問わず輸送学

の世界で非常に敬意をはらわれている｡シベリア鉄道､バイカル迂回線､ムルマンスク鉄

道の設計､建設､モスクワ地下鉄の設計検討委員会､ラドガ湖通過の命の道路建設に携わ

った｡彼は1893年夏､西シベリア鉄道の管区責任者として偉大な技師･建築家ミハイロフ

スキーR.SI.MHXa丘JIOBCRH丘の指導のもと実践に参加した｡運輸大学卒業後はエカチェリン

プルグ-チェリヤビンスク線の管区責任者に任命された｡最も困難なバイカル迂回線を建

設する際､ロシアの鉄道建設史上初めて作業を電化し､同じくバイカルでのトンネル建設

の経験がロシアにおけるトンネル学の基礎となり彼は世界的名声を得た｡これらは日露戦

争のために建設が早められたものであり､極東-の軍事輸送に貢献した｡ 1912年に東アム

ール鉄道の建設が開始されると1913年から15年にかけて､この鉄道とアムール鉄橋の建

設を指揮した｡ 1913年6月からハバロフスクでの生活を始めたアレクセ-エフ通りの家

はハバロフスクの文化の中心となった｡アルセ-ニエフ､将来の学者､フォークロア学者

で人類学者のアザドフスキーM.IC.A3aJtOBCRH丘､極東の有名な社会活動家で医者､作家､

チェーホフの医学部時代の同級生でもあったキリーロフH.B.ltⅡpmJIOBなどが彼を訪問

した｡ 1914年､リヴェロフスキーはロシア地理学協会に入り以後40年活動した｡リグェ

ロフスキーと知り合い､彼の同伴でクラスノヤルスクからハバロフスク-向かった著名な

旅行家ナンセンは1913年9月に建設地を訪問し｢労働者に病人は少なく状況はなかなか

よい､衛生環境もよい､大きな駅には病院がある｣と記しリグェロフスキーについても言

及している｡このアムール鉄橋はロシア人技師が設計し､ロシア人が作った(設計はプロ

スクリヤコフJI.A.rlpocRypSlROB教授､橋の左岸部分-網目の陸橋はペレデーリー

r.rI.IlepeJtePH丘教授が設計､各桁は21m､径間は130m､橋の長さは2600m).今日まで
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運行可能なほど橋は強度を維持している｡
I

りヴえろふすき-は1915年､ロシア運輸省の鉄道建設部長に､ 2月革命後の臨時政府で

は8月にケレンスキー内閣の運輸大臣に就任し､コルニーロフが反旗を翻したときその軍

の移動を妨害した｡デニーキンは亡命先で｢リグェロフスキーに部魔｣されたと回想して

いる｡ 10月革命後､新しい運輸大臣エリザ-ロフはリグェロフスキーに技術コンサルタン

ト-の就任を要請したが､彼は休暇を求め妻とソチ-向かった｡そこ-シベリアで逃亡を

助けたことのあったジェルジンスキーが1922年に訪れた際に二人で黒海を視察し､リグ

ェロフスキーはアブハジアでの鉄道建設に協力することに同意した｡そして　57歳の時に

レニングラード運輸技師大学に招碑され､ロシアで最初の鉄道建設学科を設立し､死ぬま

で勤めた｡ 1932年にモスクワ地下鉄プロジェクトの審査に参加して､露独の技師による深

度の異なる提案を検討､できるだけ深くする必要があるとのリヴェロフスキーと著名なト

ンネル建設者パセクA.H.naeceIくの主張が勝利しロシア技師の案が採用された｡このころ

1933年3-5月(モスクワ)､ 1933年9月-34年3月(レニングラード)の2回有害分

子として逮捕されたが二度とも釈放されてもとの職場に戻っている｡

第二次世界大戦が始まると前線-の技術支援に関してレニングラード鉄道輸送技師大学

に作られた特別委員会で仕事を始め､包囲されたレニングラードですべてのレニングラー

ド市民とともに74歳の教授は奮闘し､ラドガ湖を通り､レニングラード市民を救ったい

わゆる｢命の道｣の設計､建設にも携わった｡リグェロフスキーが関わった鉄道には､ド

ゥディンカニノリリスク､カラガンダ-アクチュビンスク､ノヴゴロドニスモレンスク､

コムソモリスク-ソヴェ-ツカヤ･ガヴァニなどがある｡ソ連政府はその仕事を高く評価

し､レーニン勲章､赤旗勲章､その他多くのメダルを授与した｡ 1951年12月19日84歳

で死去し､サンクトペテルプルグのシュヴァ一口フ墓地に葬られている18｡

7.造船工場

既に述べてきた通り､ハバロフスク北方の未開の土地ベルムスコエ(今日のコムソモリ

スク･ナ･アムーレ)にタイガを切り開いて鉄道を通すという無謀な試みは､国境から遠

く日本軍の攻撃を受けにくい奥地に軍需工場を作ることが最大の目的であった｡1932年初

めにこの土地に造船工場を建設することが決定された｡ソ連時代には､困難を克服しなが

らも､未開の土地に若者たちが｢若者の町コムソモリスク｣をいかに建設してきたのか､

という点に焦点が置かれてきた19が､ 1990年代になると工場そのものについてこれまで

秘匿されてきた事実が明らかにされつつある｡

例えばこの造船工場の建設に重大な役割を果たした人物にコステンコB.Ⅲ.ⅨocTeHⅩ0が

いる｡ 1931年8月初め､彼は設計組織｢プロエクトヴェルフイIlpoeRTBepd)h｣の主任技

師に任命されていた｡そして10年にわたり新しい造船所の建設､修理基地の設計､老朽

化した造船企業の再建などに大きな役割を果たした｡海抜より高い位置にある水のない造

船ドックで垂直船台の上で造船するという､当時最新の技術を取り入れた極東の造船工場

の設計プランはハバロフスクの党書記や労働国防会議の極東地方全権などが反対し常に支

持されていたわけではなかったが､結局ソ連で初めて実行に移された｡この工場は軽巡洋

艦､駆逐艦､潜水艦の建造を想定し､ 1932年から開始された技術的な文書の作成と同時に
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建設が開始された｡夏を0とすれば春には増水のため13メートル水位が上昇することが
(

問題であった｡通常の作業を確保するのに必要な川面からの最低限2.5mの高さを考慮す

ると､夏季の水位から15.5m高いところに工場を建設する必要があった｡ 1930年代､ 200

メートル以上の船は傾斜した造船台で造られた20｡

このアムール造船工場で始まった戦艦の建造についてカリ-ノフが興味深いレポートを

書いている｡ 1070/1366トンの排水量､ 79.9×7.3×4.1mの寸法､ 2200/1300馬力のディ

ーゼル､ 13/8.1ノットの速度､乗員53名､魚雷8個､ 533m砲､ 100nn砲､ 45mm砲一つ

ずつを備えた潜水艦JI･11は1935年5月25日アムール造船工場で起工され､ 38年11月

6　日太平洋艦隊に配備されたが､ロシアでは著名な設計者(主任技師ゴイキンス

Il.r.ro丘EREC､製造主任クルイシェフ　B.E.RypHⅢeB､引渡し責任者テルレツキー

冗.0.TepJIeIIIくEii)が携わったことで有名である｡設備のない中で当時の建造者たちが各種

の潜水艦や駆逐艦をいかにして建造したのか想像すらできないし､今や当時を知る労働者

にあって話を聞くのは困難だが､ある人物と偶然知り合いになったという｡彼は1942年

にスターリングラードのある工場にでかけ､ドイツ軍による爆撃の跡から､それがなけれ

ば有名な巡洋艦ラーザル･カガノヴィチの建造をなしえなかった部品を発見､極東-持っ

てきた経験があったが当初カリ-ノフ-の説明を拒んだ｡なぜベテランは黙して語りたが

らないのか?1930年代のアムール造船工場ではエヌカヴェデのグループ､国家安全保障･

作戦全権が密かに活動し､工場長ジダーノフH.M.XJtafIOBや､潜水艦の建造主任クルイ

シェフさえ容赦せず､工場勤務者は皆､誓約書を書きエヌカヴェデ要員の絶えざるプレッ

シャーのもとにいた､ということが最近になってわかってきており､このような圧力は今

になっても忘れられないのだ､とカリ-ノフは説明している｡この元労働者によれば､最

初はレニングラードその他の都市から技術者が派遣されていたが､後には若い技師や技術

者が中心になっていた｡当時のアムール造船工場は秘書箱199 (I/兄199)と呼ばれ､ニコ

ラーエフから派遣され1937･43年の最も厳しい時期に工場長を務めていたトカリョフ

A.JI.ToRaPeBは､ 1941年にレニングラード､ニコラーエフが封鎖されたとき､工場に学

校を作って教育を進めた｡彼は労働者､技師と良好な関係を築き､コステンコシステムを

応用し建造テンポを上げた｡ 1942年5月18日に浸水した巡洋艦カリ-ニンは､別の工場

で作り上げた胴体を溶接して建造したことで新時代を画すことになった｡その後も工場は

戦艦の建造､修理に従事したが1946年1月1日､工場で働く8000人のうち2733人が女

性であったという21｡半世紀以上前の出来事についてさえ関係者に沈黙を守らせるほどの

きわめて強い心理的な圧力を当時の体制が及ぼしていたことがわかる｡極秘に進めていた

軍備増強に関する情報漏れを当局が如何にして制御しようとしていたのかについては､治

安関係のアルヒーフ資料の閲覧が必要となってこよう｡

この第199工場- 1935年にやってきた造船技師イヴオチキンB.0.HBOtIRⅡⅡについて､

娘の回想や友人が残した記録に基づいて地方誌研究家のフェフィーロフIl.JI.◎e4IHJIOBが

紹介している｡イヴオチキンは1906年チュメニに生まれ､ 1929年レニングラード造船大

学に入学､造船技師としての専門教育を受け､バルト工場で働いていた｡ 1935年､レニン

グラードで水上クレーンを解体､分割しコムソモリスク･ナ･アムーレ-鉄道で送り､現

地で組み立てるという任務を言い渡された｡現地の第199号工場の仕事ぶりは非常に緊迫

していたが､ 1942年11月には軍需品担当の責任者に任命され､前線-様々な軍需品を発
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送した｡娘は､父が造船所で戦艦を建造していたのは知っていたが､忙しくめったに会き

ず､母は工場の幼稚園での仕事に専念していた､という｡大戦後の1946年7月､ゼレノ

ドリスクで主任技師に任命されたためコムソモリスク･ナ･アムーレから離れ､ヴォルガ､

カスピ海で小型対潜哨戒艇の建造を命じられ1947年か48年には完成するころにはすでに

工場長になっていた｡第199工場J7)元工場長スギブネフC.r.CrH6ⅠIeBは出版された本

AMypCIはe ROPa6eJIもⅠの中でイヴオチキンについてソ連で初めて新しい手法を用いたと評

価しているという｡その後イヴオチキンは1949年8月､ニコラーエフのアンドレ･マル

ティ造船工場長に任命されて巡洋艦を建造することになった｡だが航空母艦の建造計画に

ついては､ロケット技術の発展で不必要になるとみなしたため彼は工場長から降り､レニ

ングラードでタンカー建造に携わることになった｡さらに原潜｢レーニン｣建造の主任に

･任命される予定だったが､ 1954年11月中国-派遣され1959年′12月にレニングラードへ

戻るまで技術協力を行った｡帰国後は小型の救助船の開発に取り組んだが(国際協定締結

後に政府が建造を決定)､ 1968年7月に亡くなった｡フェフィーロフによれば､コムソモ

リスクの造船所の現指導部はイヴォチキンについて知らなかったが､後世に回想を伝える

義務あるとして情報提供を通じて求めている22｡軍需生産と関わっていた技術者の活動は

これまで秘密のベールに覆われていたが､このようにそれも徐々に取り払われつつある｡

戦後の軍拡や中ソの蜜月時代の軍事協力にも関わってくるだけに興味深いo

ベルムスコエ村と同時に､ハバロフスクではオシポフ入り江(現在のキーロフ入り江)

でも造船工場の建設が始まった｡歴史を遡れば､ 1908年5月アムール川艦隊創設の責任

者デ･リグロンneJIHBPOII提督がペテルブルグからハバロフスクを訪問し､艦隊の基地に

適切な場所として市北部のオシポフ峡谷を選定､1911年までに埠頭として人口のオシポフ

入り江を完成させ､兵舎､学校などアムール河川艦隊の活動に必要なあらゆる施設の整備

が短期間に進んだ｡1931年10月にはこの入り江に造船工場を建設することが決まり､1932

年3月､記事によれば政治局員キーロフのイニシアチブと直接の指揮のもとにアムール川

最初の造船所が起工され､キーロフ自身が集めたレニングラードの労働者､職人､技師の

集団が派遣された23｡いかにレニングラードから労働者､職人を動員して工場を建設した

のか非常に興味深いが､時期から満州事変-の対応とみてよかろう｡この記事が書かれた

のは1989年といささか古いため､別の情報を探す必要がある｡

コムソモリスク･ナ･アムーレをはじめ極東に少ない女性を国家的に動員すべく推進さ

れた､いわゆる-タグ-ログァ運動については愛国主義的な運動としてソ連時代には多数

の記事が掲載されてきたものと思われる｡最近の記事を少しだけ取り上げることにしたい｡

ハバロフスクのカリ-ニン通り115番地にかつて住んでいたルドネフC.B.PyJtEeBは､

軍政アカデミーを卒業後､黒海沿岸防衛の高射砲連隊の政治部長代理に任命されたあと､

1932年タタール(間宮)海峡-派遣され､デ･カストリ強化地区改治委員として沿岸防衛

施設の建設を無事にこなして赤旗勲章を授与された｡彼が､赤軍指揮官妻全軍協議会での

演説を-タグ-ログァに委任したことから-タグ-ログァ運動が開始された｡クレムリン

や中央紙から｢我々は､親愛なる女性の皆さん､極東であなたたちを待っていますMLI

町teM BaC,FtOPOrIIe ⅢOApyr.It, Ha月aJILHeM BocTOIくe!｣という言葉が響き渡った｡ 1937年

秋には極東-11500人のコムソモール女性が向かった｡ところが､大テロルの時代に3人

がルドネフを告発した結果､ 38年2月7日に彼は逮捕された｡ 9ケ月の尋問期間中に｢自
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白｣したが､38年6月にリュシコフが逃亡し､エジョフからべリア-エヌカヴェデのトッ
～

プが交代すると状況が変化し､無実を主張した彼は結局無罪放免された｡復党した彼は故

郷ウクライナでオソアヴイアヒムの地区ソヴィエト議長をつとめていたが､戦争が始まる

と1941年9月パルチザン部隊を結成した｡しかし1943年8月4日彼と息子は死亡した

(一説によれば彼はべリヤの指示で銃殺されたとのこと)｡ 1944年1月4日彼にはソ連邦

英雄として表彰された｡このような歴史をたどりながら､この記事の筆者は彼の元の居住

場所に記念碑を設置するようハバロフスク行政府に提案している240
一方で動員された女性たちに関する記事も掲載された｡ 1937年ワレンティナ･-タグ-

ログァBaJIeHTEHa XeTaryPOBaが女性の少ない極東-行くよう全国の女性に呼びかける

手紙がコムソモーリスカヤ･プラウダに掲載されたが､ハリコヴァM.XaphROZlaもキエフ

から友達の女性コ-ガン3.RoraHと極東-向かった｡ハバロフスクまで長かったが駅で-

タグこログァが出迎え､コロンブス号に乗船しコムソモリスク･ナ･アムーレに1937年

10月24日夕刻到着したが､暗くて街も見えなかった｡通りはキーロフ､ピオネールスカ

ヤの二つしかなく､不安で二人は泣いたという｡建設中の第199工場-向かったが､専門

とする仕事はなく木材倉庫の記録係として働いた｡マイナス40度の寒さはこたえフェル

トの長靴は手放せなかった｡演劇クラブに参加し熱心に働いたという｡戦時中は新聞

CTaJIEECRH最RoMCOMOJILCIくの編集部で無線通信士として､戦後は内務省軍の歌と踊りア

ンサンブルで働き､極東の各地方をめぐった25｡官製のプロパガンダを信じてはるばる遠

方から乗り込んできた女性たちが極東の現実を目の当たりにして感じた生の声が､これま

でどれだけ掬い取られてきたのだろうか｡

8.デリバス

極東におけるオゲペウ､エヌカヴェデの最高責任者デリバス　nepII6ac (TepeHTH丑

nMHTPHeBHtZ, 1883-1938)の役割は､囚人を大々的に利用した大型プロジェクトが極東

で多かったこと､粛清とも関連して極めて大きかったといえよう｡その彼についても詳し

い論文が出ている｡それを簡潔にまとめることにする｡彼は1883年ウクライナのキロヴ

オグラード州に生まれ､ 1903年に地下活動家となった｡煙草工場でストに参加して放校さ

れたあと非合法ビラの配布などプロパガンダ活動に従事した｡流刑を経てオレンプルグ県

トロイツクで2月革命､ 10月を知り現地でソヴィェトの代表に選ばれた｡ 1918年夏のチ

ェコ軍団反乱のとき自ら部隊を結成､のちにプリュッ-ルが指挿していた南ウラルパルチ

ザン軍団に入った｡ 1920年4月まで第三軍で､次いで第五軍で自軍と戦った｡健康を害

して1920年4月除隊したあとシベリアの革命委員会､次いでパグロダールで仕事をした｡

8月にモスクワに呼ばれ､チェカー第四部(秘密部COBtIK)のサムソ-ノフよりデリバ

スを派遣するようジェルジンスキーに依頼があり､ 1920年12月チェカーでの経歴を始め

た｡ 1921年春のクロンシュタット反乱では負傷で働けなかったが､アント-ノフの反乱で

は希望にこたえて蜂起鎮圧に成果を挙げた｡このあとメンジンスキーの重要な補佐官の1

人となり､サムソ-ノフの後を継いでヴェチェカの秘密政治部長に就任､ボリス･サヴィ

ンコフを捕えた1924年の重要な作戦｢トラスト｣の組織者でもあった｡また自衛派のク

テポフ将軍の二人の戦闘員ラドケ-ヴィチr.Pa耶eBm､シュリツMaxaptleHRO･nIyJI叩
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を排除するのにも貢献し､黒海では最大の密輸者フレンケリH.◎peIIXeJILも捕らえた｡オ
(

デッサの状況､二人の闘争について自衛派の作家シリヤーエフB. IHHPSleBが執筆してい

る｡彼の記述によれば恐ろしい人物に見えるが､ジェルジンスキーの姪､ゾ-シャによれ

ばデリバスは若い教授に似て誰もチェキストとは想像できなかったという｡彼は詩の朗読､

哲学を好み極東でもインテリ的な摩る舞いは続いた｡

1930年にスターリンの個人的な委任で極東-派遣された｡ 1927年4月の北京ソ連大使

鰭-の襲撃､ハルビンの白系ロシア人によるファシスト団体の活動などに関してオゲペウ

の秘密部長として情報を得ていた｡極東到着後､コサックのスイチェフ将軍の｢ロシア真

実の兄弟愛｣､グラチョフの｢勤労農民党｣､ディテリフス将軍の｢ロシア全軍ソユーズ｣､

その他の自派亡命組織にエージェントを送り込んだ｡1929年の中ソ紛争後も国境地区の平

穏は続かず､例えば1931年春ウ-ツコエ村ではシモーニンと.トレチヤコフの指揮のもと

に反盲Lが起き､ 1932年10月の報告によれば反乱者の数は10人を越え､一部は銃殺され

一部はラーゲリ-送られた｡ 1933年にはハバロフスクとビロビジャンで帝政時代の将校､

コサック､富農など248人を摘発し､うち13人は刑務所で拷問により死亡､ 84人はトロ

イカにより銃殺の判決がくだされ､残りは年数は様々だがラーゲリ-送られた｡銃殺は時

に集団的で1931年6月28日､ミハイロ･セミョーノフスキー村で75人のコサックが銃

殺され､さらに46人が様々の年数でラーゲリに収容された｡

問題となる1937年に､ハバロフスクでは5月15日､エヌカヴェデ本部地下で11人の

鉄道員､　5月22日にも同数が銃殺されるなど5月にハバロフスクでは計37人のシベリ

ア鉄道関係者が銃殺された他､極東地方党委書記クルトフ､ハバロフスク州委書記スリン

キン　ウスリー州委書記フェ-ディン､極東検察チェルニン､その他リヤーミン､ノヴオ

リヤンスキー､ ｢太平洋の星｣編集シュヴェールなど､ソ連政権の強化に尽力した多敬の極

東の著名人が反革命のかどで銃殺された｡ハバロフスク州妻の部長プリガ-リン､カムチ

ャツカ株式会社社長アダモーヴィチ､沿海州委メンバーでトラスト･ダリトランスクーゴ

リ議長コ-テイン､エヌカヴェデダリラーグ長官補佐ソローキンなどは自殺した｡デリバ

スが極東で起きている事件についてよく知っていたことは1937年4月2日クライコムビ

ューロー会議のプロトコールからわかる(4月1日のレンベルグ極東鉄道長官の自殺につ

いて､出席はヴァレイキス､デリバス､どリュコ-フ､ザハ-ロフ)0 4月23日のビュー

ロー会議でも前日のアダモーヴィチの自殺が話し合われ､自殺はトロツキスト的･敵対的

なものと断定している｡この文章の筆者ウソリツェフはエヌカヴェデのオフィスでデリバ

スの在籍中に逮捕者が拷問されたことを証明する文書を多数閲覧したというが､スターリ

ン死後の1956年､以前ハバロフスクで勤務したことのあった警察陸軍大佐IIOJIROBHHR

MHJI叩脱のコヴシューン(当時はオデッサyMBJl職員)は質問に､後任のリュシコフの

ときに縦横無尽に行われた拷問は､デリバスの在席中には極端な場合だけ許可されたと答

え､別の証言者マリインは1955年にデリバスのときにすでに手錠をはめて拷問するよう

になったと証言している(リュシコフのときに抵抗するほど強く締め上げられるアメリカ

製のブレスレットを使用)｡圧倒的多数の｢事件｣の担造の事実を証言する元チェキストの

ほかの証言がアルヒーフには保管され､極東におけるスターリンの弾圧犠牲者名誉回復委

員会も同様の結論に達しているが､ウソリツェフはそれでもデリバスを擁護し､彼は鉄道

建設など国家のために貢献し､国家に対して罪は犯していないという0
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1937年4月モスクワよりハバロフスク-エヌカヴェデの代表団が派遣されデリバスら

の仕事の調査を始めた.デリバスが6月にモスクワ-召集を受け､代わりにウクライナ長

務人民委員バリッキーが極東と訪問していた間､アルノリドフの指揮で極東執行委員会議

長クルトフ(スターリン自身彼をよく知り第七回臨時ソヴィェト大会で会話し､幹部会で

は隣に座った)のほか､ヴィトコフグキー､シーロフ､ミ--エフなどが逮捕された｡デ

リバスが極東に戻ると､彼の前にクルトフや木材人民委員部極東全権代表ゲルベクの自白

が並べられ､さらに30人の党､ソヴィェト幹部の逮捕をデリバスに要求してきた｡当時

としては勇気ある行為だったが､デリバスはこれを拒否したためアルノリドフはモスクワ

-クルトフ､ゲルべクの自白調書を送った｡こうしてデリバスが逮捕されることになった｡

今日まで死亡した場所､埋葬場所は不明である｡摘発されたトロッキー･右翼日本スパイ･

有害センターには､ヴレンティエフ､クルトフ､デリバス､レンベルグ､アロンシタム､

グレべク､ラーピン､シュミットなどが含まれていた｡次いでデリバスの副官ザ-パドヌ

ィ､第二次官のパルミンスキー､日本のスパイとしてヴィ-ゼリ(アムール州エヌカヴェ

デ長)､ほかにプリヤーヒン(ウスリー州エヌカヴェデ長)､ボグダーノフ(国境軍政治局

長) (すべて銃殺)が逮捕され､陰謀-の参加者として摘発されたのがスリンキン(ハバロ

フスク介倭書記)､オフチンニコフ(ウスリー州委書記)､ワシ-リエフ(ニジニ･アムール

州委書記)､イワノフ(アムール州委書記)である｡極東の鉄道には日本のスパイ､エージ

ェント､諜報部員がはびこっているとして､この間500人以上のスパイが銃殺された｡デ

リバスの跡を継いだリュシコフr.JImⅢxoBは､デリバスの時と同様にモスクワからフリノ

フスキーのグループが派遣されたのを知り､ 1938年6月12日国境を越えた｡フリノフス

キー､アルノリドフも悲劇的な結末を迎えることになった26｡ウソリツェフは､デリバス

のように死刑執行人であり､犠牲者でもあった者が多数存在した､と結論づけている｡

9.コリマ

極寒のコリマ地方は金の採掘に多数の囚人を利用したことで悪名高い｡コリマについて

も多くの記事が掲載されている｡

20世紀初めにオホーツクで金が発見されたことから､隣のコリマでもその可能性が指摘

されていた0 1920　年代半ばに地質学者ビリビン　Ⅸ).BIIJIH6Ⅰ相　とツァレグラッキー

B.IlaperpaACR曲がコリマの調査を計画した｡二人を中心とする7人のメンバーは1928

年6月にウラジオストックを出発､オレ(現在のマガダン)に到着､現地でヤクートの案

内者や金採取人､馬を雇いコリマ川周辺の探索を開始､約1年後大規模な金鉱床を発見す

るに至った｡これがもとになってダリストロイ設置-と道が開かれることになるのである

27
0

ビリビンはもちろん囚人労働の使用など考えていなかったが､ソ連の東端にあり交通の

不自由なこの地方で自由労働だけに頼るのは非常に困難であった(このときまで囚人労働

はエニセイ川のイガルカ港､ベロモルカナル､北ウラルのヴィシェルのセルローズ･紙コン

ビナートなどで実施)｡ 1931年11月11日政治局がコリマ開発を決定し､そのために略称

ダリストロイと呼ばれるトラストを設立､長官にはベルジン(9.Il.Bep3EH)が選ばれた｡

1932年2月にベルジンはナガェヴオ港に到着した｡同年10月26日に党中央委員会はダ
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リストロイにおける党､ソヴィェト活動の指導をベルジンに全面的に任せることを決定し
て

た｡

現在残念ながら数部しか残っていないが1933年初めにコリマでは新聞｢正しい道

BepIILI丘IIyTL｣が発行され始めた｡その初期の号には､ダリストロイ長官ベルジンと東北

ラーゲリの所長ヴァシコフ　P.班.B邸EteOBが決めたダリストロイにおける規則を掲載して

いる｡一年以上働けばコリマでの開発を志す植民者としての権利を与え､彼らにはグリス

トロイの金で家族を呼ぶこともできること､囚人､自由労働者-の給与支給､その食事の

量､成績のよい囚人を早期に釈放することを含んでいた｡ 1933年末囚人は27390人､自

由労働者は2989人であった｡ 1933年に新たにコリマを訪れた囚人は21724人で3401人

がここを去り､他のラーゲリ-301人が移り､釈放された囚人の3分の1(1015人)が自

由労働者としてコリマに残った｡植民者は403人を数えた｡給与は変動が激しいが囚人の

場合月給が475･650ルーブル､自由労働者が711-886ルーブルであった.これは､ ｢労働

による再教育｣ ｢文化的･教育的作業｣を主眼とするベルジン､ヴァシコフらの方針から生

まれたものであった｡

コリマで最大の問題は病気､特に壊血病であった｡ 1933年第一四半期には7965人が､

第二四半期には9856人この病気に篠患していた｡針葉樹の煎汁が効力を発揮し1933年第

三四半期には1248人､第四四半期には954人と壊血病患者は減少した｡初期の囚人労働

者はナガェヴォ港の建設や鉱山を結ぶ道路建設に従事していたため､1932年の金採掬は控

えめな500キロ､ 1933年には800キロにとどまっていた｡ 1934年夏にはウラジオストッ

クから6キロ離れた移送基地からナガェヴオ-の輸送体制が整いコリマを訪れる囚人の数

が増えると金の生産も増大えた｡ 1934年春から夏にかけて4000人の囚人(自由労働者は

その4分の1)が送られたが､彼らは基本的な環境整備がすでに済んでいたことに加え､

約束された早期釈放を求めて金採掘に積極的に参加したため1934年には5.5トンの純金

が採掘された｡ 1934年末には32304人に増大したが､囚人の増大に環境の整備が追いつ

かなかったことから囚人による犯罪も記録されるようになった｡こうしたことから､この

文章の筆者コズロフは､ 1932･1937年のベルジン時代を理想的に描く有名な作家シャラー

モフに反して､犯罪も脱走もあったと否定するが､やはりその事実を率直に認めてラーゲ

リの規律のなさを書きとめているベルジンだからこそこのような｢伝説｣が生まれたので

はないかと思われる｡ 1935年末の囚人数は44601人(全土で72万5483人)で夏秋のシ

ーズンに14.5トンの金を採掘､ 1936年末の囚人数は62703人で自由労働者とともに33

トンの金を採振した28｡

このダリストロイ初代長官ベルジンについて別の記事がある｡生誕loo牛(2月19日)

を記念して1994年にスモーリナが地元紙に記事を書いた｡周囲からは純心､怜例､強力

な意思の人とみなされていたベルジンはマガダンには6年住み､コリマをソ連の外貨稼ぎ

の中心地に変えた｡彼はコリマ道路､コリマ川橋､農業開拓､地方住民の子供のための学

校開設､東北での航空路開設､地方誌博物館のための資料収集(34年3月開館)など開発

にも貢献している｡ 1935年にはレーニン勲章を授与されたが1937年12月人民の敵とし

て粛清され､ 1956年7月の名誉回復後もヴォルコフT.BoJIROZIの論文｢エドゥアルド･ベ

ルジンー革命の兵士｣は､ベルジンはラーゲリ関係者だという理由でJll党委員会がマガダ

ンスカヤ･プラウダ-の掲載取りやめを命じるなど長い間その名は忘却されていた｡とこ
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ろが､マガダンソヴナルホ-ズ議長コロレフC.ItopoJleBが貴金属坑の名称にベルジンをあ

てることを決定したとrMa,aAaECRⅡ丘R｡MC｡M｡皿eq｣が掲載(1961年5月21日)すると

編集部には多くの手紙､問い合わせが届き､その多くとスモーリナは会見し記録にとった｡

その材料の一部をまとめた文章の要約が次の文章である｡

スモーリナはベルジンの妻9JIも3a75IEoBHaと1965年秋､モスクワで会見した.彼女は

ベルリンの美術学校卒業後に彼が好きな絵の道に戻ると考えていたが､ドイツでロシア通

のある経済学者の話を聞き､ロシア国内に製紙工場を作るプランに参画していく｡換業し

ているウラジーミル州の川の他に､北ウラルのヴイシェル川にも工場を建設することにな

った｡ドイツから最新設備を2年のクレジットで導入し､1930年4月に建設を開始､ 1931

年11月には高品質紙の生産を開始した(この工場にも囚人労働は利用されている)｡極東

-の派遣に妻は反対したが､ベルジンは党の命令にしたがった｡トウルケスタノヴァ

H.A.TypKeCTaHOBaの回想によれば､1931年の末ウラジオストックのホテルでコリマに向

かうベルジンと会話し､雄弁ではなかったが人を説得する力､何でもできる人だとの強い

印象を日増しに受けるようになり､一生思い出に残った､という｡ 1931年7月にコリマ

道路建設遠征隊の一員として到着していたサロマトフR.0.CaJIOMaTOBは､ 1932年2月に

ウラジオストックから｢サハリン号｣で到着したベルジンと道路建設に関して協議したが､

控えめで注意深く､機転のきく人物として非常に好ましい印象を受けた｡コヴァリョフ

H.r.KoBaJIeBもベルジンとの強烈な思い出を語った｡セ-ミンH.Il.CeMEHは､自由労働

者とも囚人とも分け隔てなく話していたベルジンを回想している｡刑期を終えた囚人の中

にはベルジンの説得を受け入れて現地に残る契約を結ぶ者もいた｡ベルジンの死後､状況

は悪化して専横が支配するようになった｡刑期を終えた囚人は以前､村にコロニーを作っ

て居住でき､契約でダリストロイの経費で家族を呼べたが､ベルジンに代わったパヴロフ

はコロニー居住者をゾーンに移し家族と引き離した｡供給は悪化し囚人-の給与支給は中

止された.ベルジン名称坑を長年指揮してきたムリヤールJI.M.MyJI5IPはベルジンについ

て最も暖かい思い出を抱いている｡極めて文化的な人物で､人々に対して繊細でおべっか

使いを嫌った｡ヤクート人､エヴェン人､オロチはベルジンを自分たちの庇護者とみなし

て愛し､彼を際限なく信じた｡まさに皆から愛された極めて魅力的な人物だったという29｡

粛清されたベルジンに代わってモスクワから派遣されたグループによりコリマの悪名高

い伝説が打ちたてられることになる｡その中心人物に焦点をあてた文章がコズロフにより

書かれている｡それを紹介することにする｡

1937年末から始まったコリマでの流血の専横は東北矯正労働ラーゲリ(yCBHTJI-

yIIPaBJIeIIHe CeBepO･BocTOtmLIX ECItpaBHTeJIhHOITpyAOBLIX JIarepe益)局長ガラーニン

C.H.rapaHI柑陸軍大佐の名前と結び付けられて語られてきた｡マガダン出版社から1960

年代初めに出版されたヴヤトキンB.C.BJITIくHHの小説｢人間は二度生まれる　tleJIOBeIく

poxJtaeTCSl耶a)和H｣でおそらく初めてガラーニンについて客観的に説明しようとする最

初の試みがなされた｡そしてやっと5年ほど前(すなわち1980年代末)からコリマ時代

までを含む伝記が掲載されるようになった｡ ｢東北金CeBepOBOCTORO30JtOTO合同｣のアル

ヒーフで幾人かの協力を得て探し出された伝記についてマガダンスカヤ･プラウダの1988

年5月25日号､雑誌｢極東JlaJILHII点BocTORJ (1988年第10号) ､本｢MatlaPaH.KoHCneHr

LTPOLZTnOZ10J (Mar叩.aH, 1989r.)に重ねて発表してきた(コズロフによる)｡彼自身の手に
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なる100枚ほどの極めて短い伝記が､当時はほぼ唯一の彼に関する文書史料であったがペ
(

レストロイカの進行とともに史料の発掘が進んだ.マガダン州国立アルヒーフ(roe.ApxHB

MaraJtaHCIく0蕗06JIaCTH)には例えば､ 1937年末から38年9月終わりまでの彼の職務に関

連した文書が存在した｡ 1990年にはマガダン州KGB職員の協力で､彼の全人生､逮捕の

原因､審理､正確な死亡日時を知ることができた｡

彼のマガダン-の登場はすべて､エジョフがグラーグ群島のうちで最も遠い島に｢秩序

を打ち立てる｣ことを目指して指導部を替えたことと関係していた｡したがってベルジン

に休暇が与えられ1937年12月4日に蒸気船でウラジオストックに向かうと､その三日前

に到着していたパグロフlt.A.IlaBJIOBがダリストロイの長官になった｡彼に同行したのは

副長官で旅団長ホドウイレフA.A.Xo耶IpeB､政治部長ガウプシュテインⅨ).r.rayⅡIHTeiiH､

検事メテレフJI.Il.MeTeJIeB､そしてラーゲリ所長のガラーニンであるoダリストロイのエ

ヌガヴェデ局長となる上級中尉スペランスキーB.M.CrlePaHCRH丘にはエジョフ自ら直接､

コリマに秩序を打ち立てるようにとの指示を授けていた｡モスクワから派遣されたグルー

プはパグロフを指導者にモスクワ旅団と呼ばれた｡

パグロフはスモレンスク手工業学校卒業後､ 1918年23歳のときにカザンチェカーの捜

査員となりポリシェヴィキ党に入党､コリマまでの20年間各地で働いた｡モスクワ旅団

はマガダン到着後の1937年12月､いわゆる｢コリマ地下反ソ右翼トロツキストテロ組織｣

をでっち上げた｡この組織は金産業に被害を与え､ソ連政権を転覆させ日本-コリマを引

渡す目的で､コリマで軍事蜂起を計画していたとされ､ダリストロイ関係者100人以上が

逮捕された｡この組織のリーダーとみなされたベルジンはモスクワ近郊のアレクサンドロ

フ駅で1937年12月19日(1938年8月1日銃殺)に､もとラーゲリの所長だったフイリ

ッポフH.r.◎HJtErlrIOBはその二日前にマガダンで逮捕された.肉体的､精神的な手段で彼

や他の連中から自白を引き出した｡スペランスキーらの拷問の果てにフイリッポフはこの

組織の活動､構造や陰謀者､反乱者､有害人物を自白して署名した｡
一方でパヴロフは収容所の生活に制限を加えていった.囚人の仕事を10段階に分類し

て給与を決定､さらに収容所における扶養費用を計算､給与からあらかじめ差し引くこと

にした｡また､すでに刑期を終えてダリストロイに残った自由労働者に対する関係が悪化､

彼らを家族から引き離して再び有刺鉄線の向こう-追いやった｡また食事も仕事量に応じ

て160%以上から74%以下まで数段階に分けた｡そのほか生活に必要な衣類そのほかにつ

いても節約は徹底したため､ 1937年末から38年初めにかけてダリストロイ関係者の生活

条件は悪化し､羅息率も上昇した｡

マガダンでチェキストとして働いた人物の回想によればほとんど根拠のない逮捕や処刑

が横行した｡実行後に署名をもらうこともあった｡最も深刻な過ちはダリストロイの北部､

西部､南部採掘所で公開銃殺を行ったことだが､ガラーニンはこれにはタッチしていなか

った模様である｡

アルヒーフ史料によればガラーニンは1898年12月12日べチェンコヴィチ(今日のヴ

イテフスク)近くの村で生まれる｡臨時政府の時代に入隊し､ 1917年11月ペテルゴフで

赤軍親衛隊に､ 1918年4月より赤軍に加わった｡ 19年1月入党しデニーキン､ポーラン

ド軍との闘いに参加し､ワルシャワからの帰還途中捕虜となり1921年の春に帰国後､ヴ

ェチェカ軍の参謀部-送られた｡モスクワの高等国境学校を卒業して国境軍で勤務した｡
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そして偶然にもパグロフと知り合いになりその命令でコリマでの勤務を命じられることに

なり､フイリッポフの仕事を引き継いだ｡

1938年3月4日ソヴナルコムの布告により､ダリストロイはソ連内務人民委員部の管

轄-移され｢ソ連エヌカヴェデ極北建設総局rJIaBEOe yⅡpaB.neHBe CTPOm･eJILCTBa

naJIhEerO CeBepa HItBn CCCPJ Jと名称を変更し､パヴロフの権限はますます増大して

いくことになる｡以後､労働強化､ノルマの強化がダリストロイの命令で次々に打ち出さ

れ死亡率も上昇した.ダリストロイからの脱走も増加した｡逮捕されたものを叩くなどと

いうことはベルジンの時代には考えられなかった(弾圧された経済学者ヤロッキー

A･C･5Ipo叩曲､ rJIaB30JIOTO　の弾圧された労働者クルティコヴァ･オクシコ

r･A･ItpyTHROBa･OKyⅢlCO､人類学者ガレン･トルンH.H.rarelI･TopE､ 1937年からコリマ

･にいたジャーナリストエデリベルグA.A.9JteJIL6eprなどがガラーニンの抑圧体制を回想)｡

ガラこニンについては著名な作家シャラーモフB.T.IIIaJIaMOBや､すでにガラーニンのい

ない時にコリマにやってきたギンズプルグE.C.rEH36yprでさえもその作品の中で冷酷な

人物として描いている｡ソルジェニーツィンが毎日30150人は銃殺されたと記述している

ことから､コンクェストはセパランテインカの特別ラーゲリでは1938年には26000人と

いう途方もない囚人が銃殺されたと書いている｡

しかし実際はどうだったのか｡ガラーニンはスペランスキーの命令で1938年9月27日

に逮捕された｡これより数ヶ月前モスクワからはガラーニンがポーランドのスパイだとい

う情報が入っていたが(ポーランドの捕虜であったことがその告発の原因であったと考え

られる)､パグロフはこれを知りながら彼には当分触れなかったようだ｡ガラーニンは自分

に着せられた罪を最後まで認めようとしなかった｡モスクワでエジョフからべリヤにエヌ

カヴェデのトップが交代するとコリマでもスペランスキーが逮捕された｡ガラーニンは

1939年5月モスクワ-送られたが､彼はポーランドのスパイであるとの､フリノフスキ

ーが強制された自白を聞かされてもそれを認めようとしなかった｡ 1939年12月終わりに

行われた尋問で彼は､コリマでは8ケ月の捜査で耐えられない拷問を受けた､ラーゲリの

状況悪化はスペランスキー､パグロフの責任であって自分は関係ない､自分はパグロフの

命令である鉱床にいたと答えた｡それにも関わらず1940年1月17日のエヌカヴェデの特

別会議は8年(後に延長)の矯正労働ラーゲリ-の収容を決定した｡ペチョララーゲリの

記録によれば彼は1950年7月3日に死去した｡約40年たった1990年2月ガラーニンは

名誉回復を受けた｡コズロフは､これまでのガラーニンに関する逸話はすべて真実に基づ

かないもので､数十年にわたり彼は｢コリマラーゲリの最大の伝説｣であったと結論づけ

ている30｡

まだベルジン時代のことだが､1936年初めからトロッキーグループ-の弾圧が厳しさを

増し､流刑地にいるトロッキー派を3-5年にわたり遠隔地のラーゲリに移送し､テロル

へ参加したとみなされるトロッキー主義者は銃殺するという決定が下されるとコリマには

多くのトロッキー主義者が送られてきた｡彼らの中には旧帝政時代の流刑者のような待遇

を求め､ハンガーストライキをする者もいた｡コズロフは旧トロッキー主義者で回想録を

残せた人物の回想やアルヒーフ史料を引用しながら､筋金入りの革命家が多く､旧時代の

幻想を抱いていた彼らのハンストの試みを伝えているが､スターリン体制のもとでそのよ

うな待遇は望み得ないことは次第に明らかになり､多くは銃殺されることになった｡トロ
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ツキーと革命以前から親交が深く､ソ連時代には外交官として活躍したヨッフェの娘
(

H.A.Ho4ゆeは大学時代から父に倣って反スターリン的立場を明らかにしていたため､コ

ムソモールを除名され同じくトロッキー主義者の夫ともにコリマに送られ結局は10年も

この地ですごすことになったが彼女についても地元に残されたアルヒーフ史料を交えなが

ら紹介されている｡トロッキーの秘書として活躍したセルムクスH.M.CepMyIくCもコリマ

-追放され銃殺された31｡

マガダンの金採掘と関連してインディギルカ号の遭難に関する記事が載っている｡クス

ルガ-シェフRycypraⅢeBr.刀.はヴオロネシの年金生活者だったが1939年12月当時彼も

マガダンから600キロ離れた場所で金を探していた｡インディギルカ号の遭難については

噂に聞いていたが､北海道の猿払にインディギルカのための碑が作られたことを聞き､再

び極東でアルヒーフの門を叩いた｡しかしマガダンで何も見つけられず､モスクワの日本

大使館に手紙を書き､当時の日本の新聞を送ってもらい､生存者を探そうとしたがうまく

いかなかった｡ところが､ウラジオストックのジャーナリストジュヌソフ0.XyHyCOBが

ついに一人の生存者を発見した｡タラバニコTapa6aHLⅨOH.M.という｡彼は遭難時の様子､

日本人による救助と厚遇について語った｡その後ジュヌソフは沿海地方アルヒーフで資料

を探索したが､連邦安全保障局OCBに請願する必要がでてきたためイズヴェスチアが請

願､モスクワで記者マクシモヴァが数日に渡って6巻の史料を読んだ｡船長がレニングラ

ードから高い賃金目当てに極東にやってきたこと､正確に何人乗っていたかは不明である

こと(政府委員会は1134から1241人としている)､うち885人は囚人であったこと､遭

難した12月13日に395人救助され､ 16日にさらに25人救助されたが､この間自殺する

者もいたということ､政府の調査委員会は日本人がわざと16　日まで救出しなかったと非

難していたことなどが書かれているという｡ラブシン船長は死刑になったが､最後に｢エ

ヌカヴェデダリストロイでの仕事の最初から私は罪を犯し､一切何も尋ねずに命令を実行

することを強いられた｣という言葉を発したという32｡

10.日本人抑留者について

戦後､ソ連､モンゴルに抑留された満州の関東軍兵士を中心とする日本人将兵について

は､ゴルバチョフが1991年の来日時に不完全ながら死亡者名簿を日本政府に渡し､遺族

の現地訪問､厚生労働省による発振調査が本格化した｡この間題についても極東の現地紙

は少なからず報道している(カルポフ､クズネッオフの本､長瀬の翻訳2冊)0

1989年より日本人捕虜(ロシアではほとんど捕虜BOeIIHOHJIeHHHeという用語を用いる

が､日本側はこれに反発し抑留者HHTepHHPOBaHHHeという用語を主張している)の問題

に携わるようになったクジミナは､アルヒーフでの文書探索､事件の目撃者との面談､埋

葬場所の探索と確認､資料の出版､旧日本人捕虜協会との協力､記念碑の建立､親族によ

る訪問-の協力など徐々に段階を踏んできたという.そして1996年に｢捕虜IIJIeH｣とい

う本を出版するにいたった｡彼女は､今日ロシア人にとって最後の責務とは｢遺骨を発掘

し､茶毘に付して日本-遺灰を引き渡すこと｣だと述べる｡ 1997年10月､コムソモリス

ク･ナ･アムーレ市のソ-ネチヌイ地区で日露共同の11日間にわたる遠征が行われた｡

ハバロフスク地方慈善平和フォンド､露日協会市支部などの各種団体のほか日本側からは
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厚生省代表が参加し､翌年どこで発振が可能か認定することが仕事となるo　すでに1992
1

年より､チタ､イルクーツク､ユダヤ自治州で実行され､今回コムソモリスク･ナ･アム

ーレの番となった｡調査した中から第18ラーゲリと第893病院の墓地を選んだ｡コムソ

モリスク･ナ･アムーレ市の硫酸工場だが､ここにはハバロフスク地方で最大の1513人

が眠っている. 2haの敷地に208q)墓地があり､うち31が合同墓地となっている.自然

の影響と人工物によって墓地は形を変え発見は困難になってきている0 1997年､手の触れ

られていない場所を探り出し､そこで発掘したところ2週間で94名の遺骸が発掘された｡

ほとんどが1人ずつ､ときに二人ずつだが､ブーツや金歯のある顎が､棺おけなしに葬ら

れていた｡深さは平均1.5mで､見つけ出すとすぐに日本人に場所を引き渡す｡特別のス

コップを使用しほうきで清めた白いシーツに並べた｡フルタ氏は3度目でやっと父の葬ら

れている場所を探し出し､発根に参加できて幸せだ､と述べた｡次に火葬が準備されるが､

日本やは死者の魂が祖国に帰るとみなされているからだ｡遺灰は包んで日本-持ち帰られ

る｡親族に戻るのは極めて稀で､だいたいが国家墓地に葬られることになる｡最終日に追

悼の祈祷が行われ､出席者はみな白い菊を手向けた｡ 1999年にも発掘は続行されると結ん

でいる33｡別の記事でクジミナは､日本の立場を説明している｡斉藤六郎氏らは埋葬場所

を永続化し､親族がそこを訪問することを主張､ハバロフスク地方に16の記念碑が建造

されたが､多くは列車も止まらない鉄道近くに存在している上､親族による訪問ブームは

終了し､もうすぐ誰も来ないようになる｡したがって厚生省は遺灰はできるだけ祖国に持

ち帰りたいと考えているとのこと｡ロシア側の課題は正確に埋葬場所を特定することにあ

る｡コムソモリスク･ナ･アムーレ(1513人)､コスグランボ(592人)の集団墓地なら

ば簡単だが20-30人の少数の埋葬場所で､しかも痕跡がなければ探索は困難になる｡1991

年極東航空測量naJIhaaPOreOJtE3mの専門家と想定される埋葬場所を特定したが､さらに

手探りで探す必要がある｡ソヴェ-ツカヤ･ガヴァニではモンゴフトMoIIrOXTO以外に見

つからず､ワニノでは3箇所にとどまっている｡日本人には1949年に作成された地図し

かなく､周辺の風景が変化したことも探索を困難にしているという34｡

1999年9月初めにフルムリ村から90人以上の日本人の遺灰が祖国に戻っていったこと

を報道した極東の地方紙は､それまでの経緯を説明したo　国際法では当然のことながら日

本は50年前に抑留死亡者の名簿を要求したが､ 1959年に4000名のリストのみ渡された

こと､ 1991年にゴルバチョフがリストを渡し､内務省のアルヒーフ史料によればハバロフ

スクの埋葬場所は40箇所だが､実際はそれと異なっていること､その探索という困難な

仕事を極東航空測量が請け負っており､その結果完成したのがくくハバロフスク地方における

日本人捕虜埋葬場所地図: 1946-56年))である｡この地図に基づき､日本人グループは平

和フォンドハバロフスク支部の代表の随伴で極東のタイガを旅している｡地元住民を雇っ

て木を切り､表面の土を取って遺骨を発据するが多数のヤブが飛ぶ中でもくもくと日本人

は作業している｡国からは3分の2の補助が出るだけで､3-4回も訪問することは驚きで

ある｡中国で父が戦死したハラ･ヨシヒロは､中国政府が日本人捕虜を茶毘に付すことを

認めないので代わりに訪露していること､などを紹介している｡鉄道建設で日本人を使っ

たロシア人にはよい思い出しか残ってないが､一方でロシア側が日本人代表団で儲けてい

ることも特別のテーマであるし､遺灰を国外に持ち出すのにもいろいろな文書が必要なこ

とも問題だと述べている｡上記埋葬場所地図について､この筆者は探索作業と同じく､ ｢日
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本人はお金を払っていない､ロシアにとってこれは全くの慈善的行為､或いは善意のジェ
(

スチャーだ｣と述べているが､不当に他国民を抑留し､しかも長期にわたって埋葬場所､

人数等を知らせなかったロシア当局として､これらは当然行われるべき作業であろう35｡

前述のクジミナの本について､ 1995年コムソモリスク･ナ･アムーレを訪問した捕虜団

体の議長タカハシ･ダイゾウが､この協会の資金で本が出版されるという吉報を彼女に知

らせたとの報道がなされ36､出版されると日本人との膨大な手紙のやり取り､埋葬場所の

特定のための努力など彼女の集めた材料の5分の1に過ぎないと､地元紙はこの本を紹介

し､コムソモリスク･ナ･アムーレで出たことが重要だと指摘した37｡極東ではラーゲリ

が各地に存在するため時には､誰が葬られているのか特定するのが困難な場合もある｡ピ

ヴァン地区にある墓地はアルヒーフ文書に基づいて1991年に地方行政府により､日本人

捕虜の墓地と確定されていた｡ 7年にわたりもとの捕虜と死亡者の家族がここを訪問して

いた｡ 1997年からピヴァン墓地でも試韓が始まり地下120センチから骨を発振した｡と

ころが翌1998年再度本格的に8つの埋葬場所を掘ったところ骨の長さから日本人ではな

くピヴァンにあったラーゲリ墓地の一つで囚人のものだと判明した､というようなことも

起こっているのである38｡ 1996年､沿海地方の代表団が新潟を訪問した際､知事ナズド

ラチェンコ　E.Ha37tPaTeEKOが日本の外務次官に渡した抑留死亡者の追悼本はHra

ⅢaM.SITHについても報道されているo　これは沿海地方で1945-50年に死亡した日本人捕

虜6000名の姓名､生年月日､死亡日時をまとめたもので､ 1991年にゴルバチョフが日本

政府に渡した不正確なリストを沿海地方の歴史家アンドレイ･ポリカロフ　AEJtPe丘

rIoJ柑RapOBが補ったものである｡戦時中彼はラーゲリで通訳を務めていたが､この地方

の内務省アルヒーフ史料を研究し､さらに約1000の墓を探すことに成功した｡この最新

のデータが本の第二巻に入った｡氏名ばかりでなく､各種文書､基の配置場所を知ること

が可能であるという39｡

元抑留者のミヤモトットムについて極東の地方紙はたびたび紹介している｡彼はハルビ

ンで20歳のときに捕虜となり､エヴロン村近くの第306ラーゲリに連行された｡ラーゲ

リの所長がスターリンの肖像を書けるものはいないかと尋ねたので彼は手を挙げた｡自ら

ドイツで捕虜を経験した将校ヴァシューチンBacIOTI相がその付き添いとなり､絵の具の

調達に協力した｡重労働が免除される幸運に恵まれた｡ 1946年春からは木材の切り出し作

業に従事し､ミヤモトも絶えず場所を移動したがその都度ヴァシューチンはあとから同行

し､時には映画にも招待した｡この間ミヤモトは厳しい極東の自然をテーマに描き続けた｡

ヴァシューチンは捕虜生活が終わったらロシア女性を探し出すから一緒に暮らそう､と提

案しミヤモトも同意したが､ヴァシューチンには別の任務が与えられ二人は別れざるをえ

なくなった｡ミヤモトは1949年の帰国までアムール州の炭鉱で働き､帰国後は長い間数

学､物理を教え自由時間に絵を描き続けながらロシア再訪を希望していた｡年金生活を送

るようになり､ハバロフスク博物館には自作の絵画を寄贈し､ 1996年秋にも再訪を予定し

ている｡彼は厳しい青年時代をともに過ごし強い友情で結ばれた73歳になったはずのヴ

アシューチンとの再会を求めているのだ40｡ 4年後の2000年にも､ハバロフスク地方誌

博物館で開催されたミヤモトの個人展覧会の模様､ヴァシューチンを探していることが報

道された｡この博物館には元捕虜から手紙や､本の入った小包などが送られてくるという

4 1
0
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ある村の19世紀未から20世紀終わりまでの歴史の中に日本人抑留者を位置づける記事
(

もある｡それはハバロフスクの南30キロにあるコルフ村である｡現地住民はこの名称が

コルフ男爵(ltop4IA.H.(1831-1893)､ 18世紀にロシアに移住したドイツ人を祖先にも

つ｡ 1884年東シベリアから沿海総督府が分割され最初の沿海総督府兼軍管区司令官に任命､

1984年10月13日ハバロフスク-々　全住民が花火で出迎えた｡賄賂を取らず文化的で誠

実な行政官として地方での問題解決につとめた)に由来することを知っている｡彼は大規

模な建設を始め､そのために花樹岩の採石場として開発したのがこの村だった｡この村に

日本人が存在したのは1945-48年で､長老の話では日本人は夜､皆が寝ているときに連

れて来られ､ 3年後には同様にひっそりと帰国していったというが､人数については100

から300まで様々に伝えられている｡内務人民委員部は村人に話さなかったし､ゾーンに

も近寄らせなかった｡極めてきれいな水源を発振し､現在まで稼動している立派な水道を

作ったし､木材伐採にも優れ､狭軌道の鉄道も作り､いわばコルフに日のいずる国の管轄

範囲を残したことに､村人は日本人捕虜に感謝しなければならないことを知っている､と

いう｡当時10歳だった女性は前線から戻った兄が機械工としてこのラーゲリに勤務した

際に日本人捕虜サトウが兄を助けていたこと､ひそかに食料を分け与え､仕事の後にラー

ゲリ-戻すのを目撃していた｡彼女の夫によればラーゲリは1920年代に政治四が整備し､

村と伐採場を結ぶ狭軌道の鉄道が当時建設されたが､戦時中彼らはどこか-連れて行かれ

た｡ 1960年代にレールははずされることになる｡ハバロフスク住民に人気のコルフ村の水

源は夫の父が1927年に発見した｡蒸気機関車用の水として重宝され､鉄道が電化される

と飲み水として使われるようになった｡ここで約30人の日本人が亡くなったと思われ､

採石場の向こうにある基地-マリア･バグログナに案内してもらったが､現在のゴミ捨て

場の下で消えている｡彼女によれば｢ここには何列かにわたって木の十字架が立っていた｡

十字架でなく板のついたただの柱の場合もあった｡番号だけで名前は書いていなかった｡

彼らは仲間のために石を引いて道床を作り､整頓していたが日本人が去ると誰も墓守をし

なかったので49年には崩れ始め墓標も最終的に1年後には消え小さな小山が残った｣と

いう｡映画にあるようにドイツ人に子供が石を投げつけるようなことはなく､皆小さな兵

士たちを不偶に思っていた｡なぜそこに立てられたのか不明だが､採石場の近く､本当の

基地からは直線で300メートルほど離れたところに日本の記念碑が数年前に立てられた｡

ここにはハバロフスクからもピクニックに人々が訪れるが､あるときオベリスクから日露

二カ国語で追悼文が書かれていた銅版が消えた｡日本人の後にはソ連からの独立を目論ん

だ西ウクライナの民族主義者が連れてこられ､フルシチョフ時代に故郷に戻った｡理由は

不明だが､ 1950年代初めに朝鮮人がこの村-やってきたことも歴史の空白である｡彼らは

ラーゲリ時代から残っていたバラックに住んだり､採板場で働いたりあるものは一生この

村で生活した｡ 1960年代になると村はほとんど毛沢東の中国-の侵攻の基地になった｡囚

人もだれもいなかったが､軍人が有刺鉄線をはり､タンク軍を配備し､住民によれば昼夜

構わず戦闘態勢に入っていたという42｡

一般兵士の他に特別な立場にいた抑留者も注目された｡ 1931年以降の満州の最高権力者､

最後の関東軍最高司令官を勤めた山田乙三(1944年7月22日-45年9月5日)につい

ても記事で紹介された｡ 1881年東京に生まれ17歳で陸軍幼年学校に入り1901年卒業､

1904年5-9月には大連で日露戦争に参加､その後陸軍士官学校で学び､主として参謀部

-30-



の将校として勤務(1930年陸軍少将､1937年陸軍中将)､満州の-精強部隊を指挿した後､

1939年10月教育統監に就任､最終的に関東軍最高司令官をつとめた｡山田は1945尋8

月14　日午後､外国のラジオで日本が無条件降伏しそうだと知り､東京からは自衛のため

に武器をとってもよいと指示されるが､山田は天皇の意思に従って無条件降伏することに

決した｡ 16日深夜に準備され翌朝から第二航空軍の飛行機がビラをまいた｡当日ソ連軍指

導部も戦闘行動の中止にって山田からの電信を受理している｡山田は9月3日の日記にワ

シレフスキーその他多くの将校と会った､と書いている｡ 9月5日ソ連軍の命令で関東軍

参謀部は武装解除され､長春にある前線受け入れ･輸送ラーゲリNo.3-13人の将官､ 12

人の将校､21人の兵士が送られ､彼らは9月6日対諜報スメルシの将校が同行してハバロ

フスク-連行され､近郊のヴオロネシ村にあるラーゲリに収容された｡モスクワ-輸送さ

れる予定だったが10月に中止された｡山田は10月11日ワシ.レフスキーと会見し､日本

人捕廉-の取り扱いに感謝するとともに､満州に残った兵士､家族についての懸念を表明

した｡ 11月6日に第45特別施設に収容されたが､ここには1946年初めまでに153人の

日本人将官､ 6人の提督､ 11人の高官､ 16人の将校､ 200人のサービス要員が集められる

ことになった｡ 1946年1月20日にモスクワは内務人民委員部の係官を派遣し､東京裁判

のために対ソ連戦争の準備に参加した将官を特定すべく資料を準備した｡

石井の731細菌部隊について山田は1944年に関東軍司令官となってこの部隊を視察し､

日記に驚樗したと記している｡ソ連侵攻後に石井らは逃亡し､ソ連軍軍事検察スミルノフ

が米国に引渡しを求めたものの拒否された｡1949年最後の週にハバロフスク裁判が開かれ､

12月30日に山田らには25年の自由剥奪(1947-50年にソ連では死刑が廃止されていた)

が宣告された｡かくして戦争犯罪人とみなされた彼は1950年初め､イヴァノヴオ州の第

48ラーゲリ-移送され､ 1956年12月までその地にとどまった｡ 1950年半ばまでソ連に

は2500人の日本人が存在したが､日ソ間で特赦協定が締結され､ 1956年12月23日解放

された｡山田は帰国後8年以上生き､ 1965年7月84歳で死去した｡ 1980年代終わりに

息子の1人がハバロフスクを訪問している43｡

ハバロフスクの極東裁判で主席翻訳官をつとめ､ハバロフスク地方では地方誌研究者と

して著名なプレミヤコフr.rlepM5IXOBが当時のことについて興味深い文章を寄稿している.

彼は1970年代に｢太平洋の星｣紙で自然部門を担当していた｡以下にその内容をまとめ

る｡

ハバロフスクでの裁判(1949年12月25･30日の五日間)からちょうど50年が経過し

たが､ 731部隊の本拠平房には今でもツーリストの訪問が絶えない｡満州を日本が占領し

たあと､コレラが蔓延したことがあり､あらかじめ注射していた日本兵が羅患せず日本人

がコレラ菌を流したと言われていた｡ソ連軍の情報総局(rPy)はすぐに平房に生物兵器

生産施設があることを突き止めた｡満州の諜報員からは､工場の上空で飛行が禁止され､

工場からの強い風で中国人が病気になるなど不安にさせる情報が寄せられていたが､人体

実験を行っていることが次第に判明してきた｡ 731部隊は毎年600人以上､ 5年で3000

人以上の丸太を殺した｡日本人はこの巨大な犯罪の跡を消すのに成功した｡あらかじめソ

連軍の侵攻を知っていたのか石井部隊は梓菌の株や文書とともに無事に逃亡し研究所は爆

破された｡山田乙三も生物兵器を使っても敵よりも被害が出る可能性があったので廃棄を

命じたと回想している｡石井らは朝鮮を経由して無事に帰国したが､米軍にみつかり梓菌
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の株などと米国へ連行され､秘密を明かすことで罪をまぬかれ1959年米国で死去した

ソ連軍が入ったときはすでにみな廃城の中にあり､数年間､中国人は原因不明の病気で死

んでいった｡私(プレミヤコフ)は革命後に父が連れてきた中国に住み､ 1939年始めハル

ビンのソ連総領事で中国語､日本語を教えるよう招かれ40年からは翻訳にも従事した｡

戦後の1945年10月ソ連国内で中国語日本語の通訳をする仕事に誘われ､ 11月初め妻と

ハバロフスク-向かった｡内務省の主任通訳として日本の高官が収容される第45特別施

設-行くと､山田のほか､ 3人の細菌将官梶塚､川島､高橋などの幹部がいた｡モスクワ

からの派遣者も含め多数の経験豊かな捜査官からなるグループが軍部の侵略を暴露する材

料を探すべく戦争犯罪人を探し､将官らの発言を記録した｡ 1946年5月に東京で開始さ

れた裁判では7人に死刑､ 16人に終身刑が宣告されたが､生物兵器については沈黙しゴル

ンスキーroJlyHCIくEii陸軍大将の訴えも米国の反対で却下されたこ米ソに対する戦争で使用

しなおったからというのが理由だが､自国の生物兵器開発に石井を利用するのが主眼であ

り､ソ連は対抗して彼らに対する裁判の準備を始めた｡ 1949年10月20日､ハバロフス

ク地方内務省局長ドルギフ月oJTr耳Ⅹのところに､ほとんどがハルビンから来た最良の通訳

20名が集合した｡ソ連内務省が裁判の遂行を委任したカルリンltapJIEH陸軍大佐が会議

を進行したが､個人的な安全のために彼は長い間秘密のままに伏せられていた(主任通訳

としてのプレミヤコフも名前が伏せられた)｡そして12人の被告を尋問するというひどく

疲れる仕事を開始した｡皆が関与を否定したが陸軍中将高橋隆篤(神経質でロシア人に対

して高慢だった)だけが､虚勢から生きた人間による人体実験の経験を話した｡ ｢もし犯罪

者が死刑になるのなら､科学のためにそれを殺したほうがよい｣と述べた｡一方､ 1950

年にソ連で再度死刑が導入されるため､上司からは1949年末までにハバロフスク裁判を

終了させるよう指示されていた｡当時､モスクワ東京間では捕虜をめぐる複雑な交渉が行

われており､日本側は関東軍､朝鮮軍幹部について心配していた｡裁判は49年12月25

日より　5　日､朝と晩､ 12人に対する公開裁判が開かれ連日満員となった｡告発文書を2

時間にわたり国家検事チェルトコフJI.H.tlepTROBが読んだ(あらかじめ日本語に訳して

被告に配布)｡ 731部隊がペスト菌を毎月300キロ生産し､凍傷実験などの人体実験で毎

年600人が死亡したという事実が明らかにされた｡沿海軍管区軍法会議の判決は厳しく､

山田､梶塚､高橋､川島には25年､残りの将校には20､ 18､ 15年､若い役人は2-10

年の自由剥奪という判決が宣告された｡しかし6年後に彼らは日ソ基本条約に基づき自由

を得て帰国したことにプレミヤコフは不満を覚えている44｡

一方でベルミヤコフは､関東軍の幹部が収容されたハバロフスク教育大学の裏手に残る

白二階建ての第45特別施設を紹介するとともに､ロシア語に堪能で関東軍の中央情報機

関を指揮していた有名な対ソ連諜報員陸軍中将秦彦三郎(体重が重く頭が大きく耳も巨大

だったので耳将軍と呼ばれた)､口数の少ない山田乙三(体格は平均的でバリカンで刈り上

げ額は広い)､満州個から連行された｢中国人の裏切り者将軍･大臣連｣ (金で祖国を日本

人に売ったので中国に引き渡した)などについて紹介している45｡そしてプレミヤコフは

ある日､収容所長から薄儀の存在を知らされ彼の通訳になるよう指示され驚樗する｡英国

など欧州の君主国や米国大統領の妻が捨てられた君主樽儀に関心を持っていること､我々

は完全で正しい樽儀の伝記を書く必要があるとの収容所長の話を聞かされた｡博儀は同意

し､プレミヤコフは彼の伝記執筆に取り掛かった｡以下､薄儀の回想についての紹介が続
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く460 1945年11月から50年9月までハバロフスクで生活した博儀については､他仁も

報道された｡ラヴレンツオフは1946年春に日本軍のヒライ　トイチがいかにして博儀が

満州国の皇帝となったのか語った内幕を紹介している｡樽儀はチタから22 km離れた赤軍

のモロコフサナトリウムにある第30特別施設に収容され､ 11月初めに関東軍の幹部とと

もにハバロフスクの第45特別施設-移された｡1946年6月12-18日に公式に尋問され､

6月26日これらの文書が東京-送られたあと､ 7月31日博儀は内務人民委員部職員5名

とウラジオストック-向かい､数日後に厚木-飛んで8月16日､東京裁判で証言台にた

った｡そして9月6日ウラジオストック-戻り､翌日ハバロフスクに帰還した｡ 1949年

に毛沢東が政権を握った翌1950年7月､中央からの指示で彼はポグラニチナヤまで列車

で連行され中国側に引き渡された｡スターリンに書いた手紙には卑屈に愛と敬意を､日本

には敵慌心をあらわにしていた47｡

おわりに

今回の報告では､極東におけるテロル全般に関する問題､農業､ことにクラーク絶滅政

策と集団化に関する問題､強制移住や民族的な弾圧､さらに中国を中心とする東北アジア

地域との関係､特にロシア人の亡命者とソ連との関係に関する問題を報告できなかった｡

特に最後の問題については､ロシア極東地域はロシア革命後にアジア･太平洋地域､アジ

アばかりでなくオーストラリア､アメリカ-と反ソ勢力が亡命していく拠点であったと同

時に､19世紀末から建設が始められ日本による満州支配とともに手放さざるをえなくなっ

た中東鉄道という植民地拠点を維持していたことからハルビン､上海といった中国の拠点

都市とのつながりが強く､ソ連崩壊後の極東現地紙にはこれら亡命問題が頻繁に取り上げ

られている｡出版された文献も多く､極東住民にとっては看過されえない問題であるとみ

なせよう｡いずれこれらの問題についてまとめることにしたい｡

I tlyIIPaIくOBa JI･,くくRaIくOT Ba益ⅨaJIa Ilo AMypa IlaPいくCTPOⅡJI,, MarIICTpaJIL : (H3 IICTOpm

cTPOHTeJIhCTBa Xe.TIe3rl0蕗JtOPOrII Ea naJIhHeM BocTOIくe) )), Xa6apoBCNne BeCTn, 1998.

28,30altPeJI3I.ハバロフスクの木造の駅舎には1900年､ウスリー鉄道を建設した兵士に

捧げる記念碑が建てられたが､ 1920年4月4日から5日にかけての夜､極東のすべての

主要都市で攻撃を開始した日本軍が鉄道駅の近くでも戦闘を行い､駅舎に放火､記念碑は

爆破されるという悲劇的運命をたどった｡
2 HHJIOB I)･, ･･HaItPaBJIeHHe 6ynylqHX JtOPOr･ CTPOrO IIa CeBep : (H3 HCTOpI柑

cTpOHTeJIhCTBa XeJle3HO丘JIOpOrH Ha naJIhHeM BocTOIくe, B T.tI.

RoMCOMOJILCR･Ⅹa6apoBCⅨ),,, PanLHeBOCT10gHaR MaTnCTPanL, 1997, HO.43, (HO5I.). C.5,

(1cTp.).

3 3yeB B･, 《Ile叩00TRPbIBaTeJIL 6yJtyⅡlHX TPaCC : (0 BRJtaJte B.冗.ApceHLeBa a

H3LtCⅨaHHSI 6yJtyqHX XeJIeaHOROpOXHhIX TpaCC B IIpHaMyPhe H rIpIIMOPhe)'〉,

DanLHeBOCT10gHaRMaTnCTPanL, 1997, HO.47 (JteR.), C.7, HO.48(JteIく), C.7.アルセ-ニエ

フによるハバロフスク-ソヴェ-ツカヤ･ガヴァニ(革命前はインペラートルスカヤ･ガ

ヴァニとよばれる)線建設の主張については､次の論文も参照のことo roHtlaPOBaC.,

･･IlyT- BeJIHROMy OReaHy : (0 cTPOHTeJILCTBe AMyPCXOii xeJIe3ⅠIO丘JtOpOrH OT

Xa6apoBCIは40 BJIaJtHBOCTOEa, 1913･1946rr.), 1TpuaMJPCHue BePOMOCTu, 1999, 26 OXT,

C.3. 4)oT (4 cp.cT6.).
4 ApceHheB B･lt･,くくnOMaJt B.It.ApceHheBa naJIE,XPa益HoMy BItIl : (06 Ⅰ王CTOpHH

OTXpLITH5I, 3aCeJIeI王H5I, Ⅹ03･OCBOeHIはH IIePCITemHBaX pa3BHTH5I naJIhHerO BocTORa,
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1928r･),,･, BecTHnHDBOPAH, 1995, HO.3, C.94･104.)前文でこの文章に関する紹介がく

なされている｡沿海軍管区のもと司令官ウンテルベルゲルは1881年､キヤフタからカル

ガン､北京を経て日本へ行き､ドイツ帰りの参謀本部の若き将校大山巌と会見した｡大山

はウンテルベルゲルに陸軍士官学校の新しい建物を見せ､軍の再編､艦隊の設立などにつ
いて説明した.ウンテルベルゲルが凡のために軍備を整備しているのか尋ねるとあなた方

と戦争をするためだと回答した｡それも1891年に開始されたシベリア鉄道がチタまで進
んだ際に､その後の路線についてアムール沿いか満州通過か議論され､ ｢残念ながら｣他国
の領土を通過することが決定され､それが後に複雑で危険な政治的問題を引き起こすこと
になった｡日本は冗談でなく警戒を始め､ロシアは中国との新たな複雑な関係-入ったと

解説している｡
5 0e如JIOB Il･, 《Hy3-aSI, IIOJIeaHaE KHIra : (H3 HCTOPHⅡ RoMCOMOJILCR･Ha･Anype H

TH耶EE OTJteJIeEHSI naJILHeBOCTOlE0丘xeJIe3HO点JtOPOrⅡ) , Cob.HpnaMJPLe

(HoMCOMOnLCK･Ha･AMJPe), 1999, HO.42 (OKT). C.7, (3 6.cT6.).例えば､ 1998年10月15

日こ　ソヴェ-ツカヤ･ガヴァニ近くのヴァニノ駅にこの鉄道で仕事をしていたベテランが

多数集合した際､コムソモリスクの鉄道博物館長ズーエフは､将来本を執筆するために回
想を書いてくれるよう彼らに要請した(Ce恥ⅠⅩT･ , <{naJIhHeBOCTOtZEOe OXepeJILe : ( 0

CTPOImeJILCTBe XeJIe3HLIX JtOpOr, BoJ10tlaeBm ･ RoMCOMOJIhCIt, KoMCOMOJthCIく･

H3BeCTROBaSI, RoMCOMOJILCX A CoBeTCKaE raBaEL)'', BocxoP (BaHuHO), 1998, 14 HOSI6.)｡

バムについては､未見だが次のような記事が多数掲載されている｡ RoMOrOpqeBH.,

OpoJIOB A･, 《TpyJt aTOT, BaH3I, 6hI∬ CTPaⅢEO rpOMaJteⅡ...'': (Ha HCTOPHH BAMJIAra

(30･50 rr･ 2O B･)),,, CoBeTCKaR MonoPemL, EahKan-PeTnOH, 1994, 14 A4a3I C.3,6.,

neHHCOBa Iで･C･, ･･CHCTeMa BAMJIAra B r.CBO6oAHOM, 1933･1941rr.'', AMyPCHue

RPaeBePqeCHne uH卓opMaLTuOHHHe BeCTu, EO.2 (4), BJIarOZreqeHCR, 1992. C.21･24.,

EJIaIIqeBa O･IT･,..He rIOJIJIeXET PaCZIPOCTPaEeEm) ･･･, nePHOJtmeCRⅡe HaJtaHH5I

BAMJIAra 1932･37r),,AMJPCHnh HPaeBeP, (uHd,opMaLtuOHHHe BeCTn), HO.2(4),

BJIarOBeqeHCX, 1992, cl24129･, 《KTO IIOrpe6eII Ha BAMJIAroBCIくOM nOrOCTe?.

(Pe.lpeCC- B CBO6oJtHOM B 30･hle rO抑Ⅰ),,, AMJPCKaR HePenH, 1998, 5 Eo5I6., ITapⅢHH

E･,くくBAM - BAMJIAr ･ CBO6oJtEhI丘: (06 06pa3e BAMJIAra耳erO CTOJI叫e ･

CBO60.叩LI丘)", AMyPCHne BecTn, 1993, 27 aBr. ,Ity3hMHHa M.,くくnopora xeJIe3Ha3I …:

(MaJIO耳3BeCTHLIe 4)aRTもI H3 HCTOPHⅡ　CTPOHTeJIhCTBa BAMa)'', DanBHeBOCTOqLi,A

KoMCOMOn占CK, 1990, 24 0ⅠくT.

6 3yeB B･, 《BeryT l70e31ta, CTytlaT ROJIeCa, MOJIIHT Ta点ra… : (H3 HCTOPm

cTPOHTeJILCTZIa JtaJILHeBOCTOtIHO丘xeJIe3H0丘JtOpOrH a T.tLBAMa)'', TypoH, 1996. 30 HOSI.

C･7･ (lcTP･)･, 3yeB B･,くくJIHHH51 《BoJIX》 ‥ (耶ECTOPHH CTpOHTeJILCTBa ROPOrH

BoJTOlaeBRa･ ltoMCOMOJILCX･Ha･AMype 汰 CyJtL6ax cTpOHTeJIeii - perIPeCCHPOBaEHLZX

3aXJIXrtleHHもⅠⅩ),,, Cope,CKOe HpnaMJP･Be (HoMCOMOnLCK･Ha ･AMJPe), 1999, 5 4'eB, C. 6. 10.

7 PeyTOB A.,くくKaMeHh Ha JIy6月HKe - RaMeIIL Ea JIHCTB5IHRe : (0 TIaM5ITHOM 3IIaIくe

perIPeCCHpOBaIIHhIM 《AMyPJIara,･ Ea OCTpOBe JIⅡcTMHRa, AMypCXH孟paiioⅡ)'',

HpnaMJPCNue BePOMOCTn, 2000, 28 aI一p, C･2, 3cp.cT6.

8 MaJILIIeBa E･B･..IlepBLIii ⅡoeaJt Ha Ⅹa6apoBCRa B ItoMCOMOJIhCⅨ Ⅲe皿ⅡOtITE JIBOe

cyTOH : (H3 HCTOPHⅡ CTpOHTeJILCTBa BAMa),,, AMJPCKaH 3apR (AMJPCR), 2000, 16 4'eBP,

e･3,(3cp･cT6･)｡次の記事にもラーゲリで働いた人々､それを見ていた人々の回想が掲載さ

れている｡ 《Ilo ROW aBOHHT ROJIOl'OJI :( TeRCT rOPOJtCKOii ∂RCXypCHH 0 r.RoMCOM=OJIhCRe

Ha AMyPe - PaCCXa3 0 CTPOWreJISIX, 06,Z･eRTaX, BLITIOJIHeHHLIe Tpy40M

perTpeccHpOBaHHhIX),･, 1To KOM 38OHnT KOnOKOn?, 2000, HH5･ ll.
9 EJIaHIIeBa 0,Il･, 《VS m汀OPI柑CTpOHTeJILCTBa XeJIeaHLIX FtOPOr KoMCOMOJIhCR I

CoBeTCHa5I raBaHh (1943･ 1945), Ⅹa6apoBCK滋最KPa危》, OTeVeCTBeHHLIe aPXMBH, 1995,

HO･3,C･90･99,エランツェヴァの論文は中央誌に発表された｡彼女は文献の所在を明らか

にしている.PrACIIHのフォンド644､rAPOのフォンド9407(鉄道建設ラーゲリ総局)､

IIXHnRの捕虜関係フォンド1､ハバロフスク地方アルヒーフ､その他記録映画や写真集

である0 3yeB B･, ･･Ha ltoMCOMOJIhCⅨa B CoBraBaHh, CHXOTa･AnEHCRHii ⅢepeBaJI : (Ha

HCTOPI柑CTpOIITeJIhCTBa 3KeJIe3ⅠIOii JtOpOrⅡ RoMCOMOJIbCIC ･ CoBraBaHL))), CoBeTICHa8
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3BeaPa (CoBtuaHL), 1994, 16,17, 18,22,24 4)eBP., OH Xe, 《nepBLIMII ⅢJIE HaLICRaTeJIふ:

( o cTpO如eJILCTBe XeJIe3EO丘AOpOrlI IlⅡzLaHL･ CoBeTCIは5I raBaHL)汁, CoBeTCHOe

lTpuaMJPLe (HoMCOMOnLCK-Ha･AMyPe), 1998, 4 ceHT. C.5. ll ceIIT, C.6, 18 ceIIT, C.7.,

TIはtleBa r., 《CTPOHTeJIhCTDO HO.500. : H3 lICTOpI柑CTPOHTeJILCTBa XeJIe3ⅠIO点JtOPOrH

ItoMCOMOJIhCIt･CoBeTCIはSI raBaHも〉), PanLHeBOCT10qHHh yqeHHh, 1994, HO.5, C.4.cxeM.な

どを主に参照｡次のクジミナの文章は､地方アルヒーフの史料を利用して当時の囚人労働
の内容を紹介したもの｡ lty3hMHHa M.A., <<ⅩpoHHRa BOCTOtIHOrO JIarePSI : (0

cTpOHTeJIZ'CTBe XeJIe3ⅠIO丘JtOpOrII RoMCOMOJILCX･Ha･AMype - Con.raBaIIh B 30･40･e rr.))),

CoBeTCHaR 3BeaPa,(CoBeTCHaRTaBaHL), 1995, 23,24,25 MapTa.フェフィーロフは､特に

シホテ･アニン越えの路線決定に貢献のあった技術者クズネッオフA.Il.ICy3HeI10Bについ

て紹介しているが､ズーエフとの共著で彼についての本も出版したようだ｡ ◎ed)HJIOBIl.,

くくMarHcTpaJIも, yCTpeMJIeHHa5" 6yJtyIIIee : (0 cTPOHTeJIhCTBe XeJIe3HO丘FtOpOrH

RoMCOMOJIもCI卜CozleTCmSI raBaHh耳ee ItpOeRTHpOBqme A.Il.ICyHeI10Be : It 70･JIeTIIK)

RoM_C.OMOJILCIくOrO Pa点oⅠIa) , CoBeTICKOe lTpnaMJPLe (HoMCOMOnLCHnhpahoH), 1995, 16.23

EefC.本の題創ま､ CeppzTe OCTlaHOBnnOCL Ha HePeBane, OHHE37taT,MocIくBa, 1995.これ

より早くフェフィーロフはクズネッオフに関する論文《IlepeBaJIlty3ⅠIeI10Ba》,

Pa.心HeBOCTOqHHhKoMCOMOnLCK, 14 aIIpemI 1992r.を書き､コムソモリスク･ナ･アム
ーレ住民に彼の記念碑を建立するよう訴え翌93年7月1日に除幕されたとのこと(未見)｡

Ky3hMHHa M., ･･IlyTh IC OXeaHy :( 0 cTPOHTeJ一hCTBe B 1939･1945 rr. 3KeJIe3ⅠIOJtOpOXEOii

JIHHHH ItoMCOMOJILCI卜CoBraBaHh)'', CoBeTCKaR 3BeaPa(CoBtTaBaHL), 1990, 10 OKT.によ

れば､この路線建設の指揮をしたグヴオズデフスキーについてはゼンジノフによる次の本
がある｡ H.A.3eII3Ⅰ柑OB, OT 17eTeP6yptl･MocKOBCHOhpo EahKanO IAMyPCHOh MaZluCTPann,

Mocma,TpaHCI10pT, 1986r.このクジミナの文章がかなり早い時期にこの間題を取り上

げ､建設に参加した無名の囚人について知られていないとして､参加者に声を聞かせてく

れるよう頼んでいる｡未見だが次の文章が､囚人の回想を集めたものだろう.Ry3hMHHaM.,
くくHac R MOpIO EhIBeJIa JtOPOra…》: (H3 BOCI10MHHaHHii 3a壬【JIK)tZeHHもⅠⅩ - CTpOHTeJIe丘

xeJIe3HOii JtOPOrIHくItoMCOMOJILCIく- CoBeTCRa5I raZlaHL)) ZL 40･e rr).)), TuxooReaHCHaR

3Be3Pa, 1995, 21 HX)JISI. C.5.･
I 0 M.Ity3hMI柑a,くくCTpOHTeJIbCTBO HO.500: (0 cTPOHTeJILCTBe XeJIe3HO丘JtOPOrH

KoMCOMOJIhCIt ･ CoBraBaHh BocTOtIHOrO ytlaCTIはBAMa)'', 4anL,HeBOCTOVHHh

HoMCOMOnLCH, 1991, 21 ceHT, 24 ceHT.
1 1 CeJILTX T.,くくApTepHSI XH3HH : ( 0 cTpOHTeJIhCTBe XeJIe3HO丘JtOpOrII KoMCOMOJIZ,CR -

Con.raBaHh, 1945 r.)'', BocxoP(BaHHHO), 1998. 31 oIくT.

1 2 Ⅰty3LMEHa Mリ･･ⅩoJ10JtHOe JIeTO IlSIThJteC月T TPeTLerO : (0 3aBepⅢHBme丘cSI

aⅨclleAH叩H Ilo IlyJIAroBCKHM MeCTaM, Ilo MapIHpyTy HIはOJIaeBCIくI JIa3aPeB ･

BoropoJtCROe))), MonopohDanLHeBOCTOVHHH, 1999, H.31 IIX)JIB, C.8, lc., oIIa Xe.,
･･TeJIerPa4IHLIii ⅨoA 《0ⅩoTa),, CTpOHTeJIhCTBO 6 H HTJI. ･･3JteCh 6yFIeT rOPOJt

3aJIOXeH,,?! : (axcITeJIqmI Xa6apoBCROrO KPaeBeJItleCROrO My3e5I CO6HPaJIa MaTepHa.TIhI

o cTpOHTeJILCTBe Xe.Tre3ⅠIOii JtOPOrII CeJIHXHHIJIa3apeB H TOHHeJI5I ⅢOA ⅡPOJIHBOM

HeBeJILCROrO),,, Da.雅HeBOCTOVHaR MatWCTPa.粘, 1999, HO.31, (aBr),C.7, rlo.34

(aBr.･CeHT.), C.7., oHa 3Re, <'TeJIerPa4)HhliiくくRpHCTaJu'': tL3. cTPOHTeJIhCTBO 507 H HTJI :

(cTpOHTeJIhCTBO XeJIe3HO丘JtOpOrH CeJTHXHH - JIa3aPeB : Ha HCTOpHH Xa6apoBCKOrO RPa5I

tI nBXn),', DanLHeBOCTOqHaR MaZluCTPanL, 1999, HO.36 (ceHT.), C.7., oHa Xe,
《IlocJIeAHIIii BarOH Ha CeBeP : (0 cTpOHTeJILCTBe OJtHOii Ha I10CJI印.EHXくくBeJIHRHX

cTaJIHHCICHX CTPOeI(,,, XeJIe3HO丘AOpOrH ItoMCOMOJILCIく･JIa3apeB B 1950r.)'), Ho MOM

38OHuTHOnOHOn?, 2000, HO.5, C.1, (3C.cT6.))

1 3 ⅠtyaLMHHa M.,くくB 9 ⅠくM OT ne･ItacTpII : HoBO･BoJIOtlaeBKa : rIPOⅢJIOe II EaCTO5Iqee :

(0 cTPOETeJIbCTBe 3aXJIK)tleHIthIMH rIOJ13eMHO丘aJIeRTpOCTaII叩H即Ⅰ兄TOHHeJはHa

CaxaJIHH B yJILtI.P･He,a 1951･53 rr.), 1TpuaMJPCHne BePOMOCTu. 2000, 19 HbM5I, C.14,

¢oT. 6ep.cT6.

】 4 IloJtrleHⅨO E., ･･nopora R RaTOPre :( 06 3RCIleJtHqHH Xa6apoBCHOrO RPaeBeJttleCHOrO

My3eSI Ilo MeCTaM ryJIAra B Xa6apoBCROM: KPae)'', Xa6apoBCKuh 3KCHPEcc, 2000, 12
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H沿JISIC.5,¢oT. lcTp.次の記事も探検時に撮影した6枚の写真を掲載し､この北方ラヰゲ

リで発見した遣物について報告している. tlepH3IBCmii A., <<Ta丘Hu CeBepHOrO

ryJIAra:( CoTpyJtHmH RPaeBeJttleCROrO My3eS" 01epeAE0丘pa3 Ⅱ06hIBaJIH B ryJIArax

ceBepELIX MeCT Xa6apoBCIくOrO Rpa5I))I, TTuxooKeaHCKaR 3Be3Da, 2000, 13 IIK)JIg C.3. (4

6.cT6.)

1 5 Ⅰtopo6oB A･, 《AMyPCIは点I107tBeAELT丘TOHHeJIb : (0 xeJIe3HOROPO3KHOM TOEHeJIe ⅡOJt

AnypoM, =OCTpOeH B 19361 1942rr.),,, PanLHeBOCTOVHaR MatWCTPanL, 1999, HO35.(ceHT.),
C.7･8.
】 6 3atleCa A･, (･ToHEeJIh I70Jt AMyPOM : (06 A.A.OceTpOBe, Pa6oTaBⅢeM Ha

cTpOHTeJILCTBe XeJIe3HOJtOpOXHOrO TOHHeJはIIOJt AMypOM : 1937･ 1945)汁, Xa6apoBCKue

Becru, 2000, 5 MaSl, C.2. HopTP. (5cp.cT6.).
I 7 rJIaA-Ⅹ T･ 《naH IIPHl{a3-: (H3耳CTOPHH nBXn : Ilo ⅡpⅡRa3aM BeJtOM=CTBa ⅡepHOJta

1941･1943 rr･),･, Pa.雅HeBOCT10qHaR MatWCTPanL, 1997, HO.44(ⅡoJI6.), C.7, (1cTP.).

】 8月aM:Mep 3., 1･H MHHHCTp B rIPaBHTeJILCTBe RepeHCROrO : (･It 130 JIeTHK) CO刀こH5I

poxjteHEE Ⅱ3BeCTHOrO CTpOHTeJI5I XeJIe3KBIX JtOpOr PoccEH A.B.JIHZlePOBCROrO. C 1913

Ilo 1915 rr. pa6oTaJ" Ⅹa6apoBCRe)汁, HpnaMJPCKne Be40MOCTu, 1997, 3 ∬DJ15(, C.3. (4

6.cT6.). 1944･45年にリグェロフスキーが行った講義からとくにアムール鉄橋建設にまつ

わる困難に関する部分を同じくダンメルが紹介している｡ JIHBePOBCRH最A.B.《MocT

BhICTpOeII 6hICTPO II XOPOⅢ0,･ : (BhIJtep沈ⅨE H3 CTeHOr.paヰ)HH JteKIIEii

A･B･JhBePOBCXOrO,RaCaIOIlIHeCE ECTOpI柑　CTpOHTeJILCTBa aMyPCⅨOrO MOCTa)汁,

HpnaMyPCHMe BePOMOCTn, 1996, 22 OKT, C.2.(6 C.cT6.)
1 9例えば､ tleKOBHTOZ, H･ 《Kopa6eJIhI :( BocⅢoMHHaHESI E CB耶eTeJIもCTBa 0 TpyJte,

xH3Ⅰ柑OtleB耶qeB滋ytlaCTEHROB CTPOⅡTeJILCTBa KoMCOMOJIhCIくOrO CyJtOCTPOHTeJIhEOrO

3aEOFta),･, PanBHnhBocT10H, 1986,HO.7,CIOO･107.を参照｡コロブキンはベルムスコエへ最

初の有志とともにコロンブス号､コミンテルン号で到着､ 1932年から木材伐採に従事した

こと､ソロヴィヨフは仕事のあとのアコ-デオンをひいたこと､春が近づくにつれて恐ろ

しい壊血病が広まったこと､効き目はなかったが針葉樹の煮汁を飲んだこと､コスイギン

は1933年6月12日の造船所建造開始時のプリュッ-ルの挨拶､工場内で行われた競争､

封鎖されたレニングラードやスターリングラードからも部品が戦火の中を運ばれてきたこ
となどについて触れている｡
2 0 5IRyⅢeB B･H･《BRJIaJt B･mRocTemO a pa3pa60TKy IlpOeRTOB CyJtOCTpOHTeJILHもⅠⅩ

3aBOJtOB a ItoMCOMOJIhCIくe-Ha･AMyPe E CeBePO耶HHCIくe :( B.IT.RocTeIIXO - rJIaBHhI丘

HHXeHep ZTpOeRTIIOii opraHH3allI柑《ITpoexTEepか,,),I, CywocTPOeHne, 1999, HO.3,

C.76･78.この文章の後半では､ 1936年に開始されたアルハンゲリスク近郊セヴェロドヴ

インスク造船工場についても述べられている｡この工場はコステンコシステムによるコム
ソモリスク･ナ･アムーレ工場の第二弾と呼べるものだった｡その設計をしたヴァハルロ

フスキーr･A.BaxapJtOBCRHiiはコステンコについて｢要求は高いが公平で､魅力的な人物｣

として記憶している｡コステンコについて述べた次のスミルノフによる文章は未見｡

CMHPIIOB r･B･, ･･rIepBeHeIl 《IlpoeKTBep4)即, : (B.Il.RocTeHKO I…CTOPHjI

cyEOCTPOHTeJIbEOrO 3aE叩a B RoMCOMOJILCK･ Ha･AMype)'',. BnaPuMnP nOnueBWOBnV

KocTeHHO. 1881･1956, M,1995,C.123･126.また､彼に関する回想文書集も最近になって

刊行された. ,･mu3HL u PeRT,enLHOCTL HOPa6necTPOuTenR B.17.KocTeHHO ･･ (cEopHuK

cT即,ehuBOCnOMuHaHuh, CrI6),･, 2000,202C.これも未見である.次のシャピロによれば､

コステンコは日露戦争にも参加､ノヴィコフ･プリヴオイの『ツシマ』にも登場する｡ 1955

年には｢対馬沖のオリョ-ル号にて｣ Ha〝Opne〟BLb,cuMeを出版(1968年に再販)､生

涯､日露戦争について考えていたというIJIaⅡHpo C. 《Itopa6JLEM･6oJILⅢOe maBaHHe : (0

Hopa6JreCTPOETeJIe BJI･ⅠtocTeHⅨ0, ylaCTHme PyCCRO･SIIIOIICRO丑BO丘HhI, 1904･ 1905rr)'',

Mono40hPa.〝五HeBOCTVVHuH, 1983,17 m0HSI.この造船工場の最初の工場長はカッテリ

H.A,RaTTeJIh､次いでB.It.BmTOpOBがつとめたが､ 3人目の工場長で工場建て直しに貢

献したものの1938年に粛清されたジダーノフについても記事が出ているlty3hMHHaM.
･ItpacHLt魚卵peRTOP B HHTePLepe aTIOXH : (0 HaTlaJIhHIはe月aJILrIPOMCTPOSI

H･M･XJtaHOBe,BⅡOCJIeJtCTBHH ⅡePBOM JtHPeRTOpe AMyPC壬【OrO CyZIOCTpOHTeJILHOr0
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3aBOAa B ICoMCOMOJILCXe･Ha･AMype, pellpeCCHpOBaH B 1938 r.)》,

HaHOPaka(KoMCOMOnLCK･Ha ･AMJ:Pe), 1996 HO. 29 ⅡK'Jlh. C. 12. HO. 30 (EDJIL),C. 12.)

2 1 Ⅰ(aJrEEOB B･, 《B oTCeIはⅩ TIIIIIEHa : (0 HoJIBOJtHO危JIOARe <{JIeHI柑eII''H

RoMCOMOJILCIくOM CTPOHTeJIhHOM 3aJ107te B rOJtL"0孟HL1 1941･ 1945

rr･),･,DanLHeBOCTVVHH彦KoMCOMOn占CN, 1995. 17 MapTa, C.6.

2 2 0e如JIOZL Il･, 《Hz,otIRHELI : (O KOpa6JIeCTpOWreJISlX ItoMCOMOJIhCRa-Ha･Anype,

Rl300･JIeTⅡm PoccII丘cROrO OJ10Ta),･, Pa.粘HeBOCTOVHHh KoMCOMOnLCH,

1996･14,21,28MaJI･父の趣味が影響して娘のHI柑aBJIaJtHMHPOBHaはエルミタージュで

学芸員を務め､東方の硬貨システムに関する研究を行った｡
2 3 CyErOPRHH H･,くく3aBOFt HMeHE RHPOBa : (H3 HCTOPm CyJtOCTpOHTeJILHOr0 3aBOJta EM.

ltHpo丑a),,, TuxooKeaHCLCaR3BeaPa, 1989,31 Ma5(.キーロフ暗殺後､工場にはキーロフの

名がつけられた｡
2 4 IleJIE-C A･, 《3aIIeCeH B CEHCOX ･･BParOB HaPOJta･': (0 mapTE3aEe ･ ROBⅢaROBqe

C･B_･PyJtEeEe, B 30-X rr･ xHBⅢeM Ha naJILHeM BocTOEe,B T.tZ. B Xa6apoBCXe)'',

HpnaMJPCHue BePOMOCTn, 1997. 30 ORT.C.2.
2 5 ⅩapLXOBa M･, 《PoMaHTⅡKa M‥Oe丘MOJIOJtOCTH : (Ha paCCⅨa30B XeTarypOBRE,

EepBOCTPOHTeJI3I r･RoMCOMOJTLCXa･Ea･Anype),,, DanLHeBOCTVqHHh KoMCOMOnLCK, 1996,
ll ⅡX)E兄, C.3. (26.cT6.)

2 6 ycoJIZ･qeB B･, ･･IlaJIatI ⅡJIH XePTBa?:( Otle叩O ROMECCaPe rOCyJtapCTBeHEO丘

6e30IIaCEOCTII l･ro paHra T･n･EepH6ace. XHJI E pa6oTaJ" Ⅹa6apoBCRe C 1930･1937 rr.

CTaJI XepTBO丘peIIpeCCIIA)汁, PanLHnh BocT10H, 1997. Ho.3. C.230･253.

2 7 IlepM:HHOB r., 《IlepBOIIpOXO榊hI : (06 3ⅨCIIeJt叩HH

BO･A･BEJIH6Ⅰ柑a･B･A･IlaperpaJtCROrO, OTXpLIBⅢe益30JIOTO ZL MaraJtaHCRO丘06JTaCTe B

1928r･),･, Oxon∂BeH･nPaBPa(OxoTICR), 1998,24 HOSI6.C.2, m. (1cTp.)ツァレグラッキー

は1930･31年の第二次コリマ遠征を指揮し､その後彼は1938-55年引退するまでダリス

トロイの地質調査局を率いた｡どリビンは1932-39年に再度コリマに滞在した｡ 1935年

からはレニングラード鉱山大学で働き著名な地質学者になった｡彼の｢鉱床地質学の基礎｣

は今日でもイギリスを失っていない｡ 1946年ビリビン､ツァレグラッキー他コリマ金鉱の

発見者には第一級のスターリン寅が授与された.コリマの金発見に関する最初の本｢金の
コリマ30JIOTaSIltoJILtMa｣はゲフトマンH.rexTMaHにより1937年にハバロフスクで出

版されたが､彼は｢人民の敵｣と宣告され､著書も禁止された｡この文章の筆者ベルミノ
フは･ 1948年に中学校の地理の教師からこの本を読むように渡された0 1972年｢MhICJIL｣

出版より､著名なマガダンの地質学者ウステイエフE.班.ycTHeZLがコリマの最初の発見者

たる地質学者についての本を出している｢y HCTOROB 30JIOTO丘peRHJ.)

2 8 Ⅰ(oaJIOB n･r., 《Bo BPeMer･a ROJILIMCRHX JIarepeii.'', KonLLMa, 1992, HO.10･11, C.31･36.

コズロフはまた､次の文章で特に1931年から32年にかけてのダリストロイ立ち上げ時の

模様についてコズロフはアルヒーフ史料を使いつつ説明している｡ lto3JIOBA.I.., 《y

ECTOROB CeBBOCTJrara》, KonLLMa. 1992, Ⅱ0.12, C.27132.その中で彼は､ニコラーエフによ

る同じくダリストロイ設立時の問題に関する次の文章の不正確さを指摘している｡
HEROJIaeB R･くくtlyJtHa兄ⅢJIaEeTa ItoJILtMa'', HayHa u mn3KB, 1990, HOl. C.48･54.

2 9 CMOJIma T･,くくJIHt,EOCTMPHa5I,ⅩaPaRTep MHOrOrpaHHもⅠ丘:( lt 100 JIeTHm CO JtH5l

po耶eⅡm 9･rI･Bep3-a, rlePBOrO JtHPeZ'TOPa月aJILCTPOSI, RoJILIMa)'', KonL'Ma, 1994,

Eo.1. C.34･38.

3 0 A･Ito3JIOB･, (･raPaHEH: JIere耶LI 冗 FtOXyMeETu : (0 cyJtも6e I10JlROBH汰Ea

C･H･rapamHa - EatlaJIhHHRa y叩aZ'JIeHⅡSl CeBePOBOCTOtIHHX

HCIIpaBETeJIhHO･TpyJtOBhIX JIarePe点(30･e rr. 20 B.),,, MazlaPaHCHan nPaBPa, 1993,

9,12,14 0ⅠくT.

3 1 Ⅰto3J10B A･r･, ･･3a ROJI)Dtle点rIPaBOJIOⅨ0丘ceBBOCTJIara : (TpoI叩ⅡCTht Ha RoJILIMe.

JIoRyMeIITaTeJILHLIe MaTepHaJIH),I, KonLtMa, 1993, rlo. 1, C.33-37.
3 2 MaRCHMOBa 9･,くく800 tleJIOBeX I,OrH6JIO a 'IeJtSlEO丘BOJte OxoTCROrO MOP5I :( 0 rH6eJIH

coBeTCKOrO IIapOX叩･aくくHHJIErHPRa,, B JteXa6pe 1939 r･c apecTaHTaMH, ⅨOTOPHX Be3JIⅡ Ha

KonLIMy),･, H3BeCTnR1999, 12 HO5I6. C.7. 1 cTp.猿払の記念碑は1971年10月に建てられ
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シベリアからは石が送られた｡救助に対してソ連のメダルが10人に授与された).コリマC

の囚人の生活については､次のような随筆が書かれている｡ BopoHCIはSIr.,

''cepIIaHTHHRa : (PaccRa3 0 3KE3E瓦penPeCC叩OBaEEHX B JIarePe Ha ItoJIhIMe),･, Bonn,

1995.冗0.4･5, C.101･111., rareII･TopH H., 《PyROHECh :( PaccRa3 0 3EEaEf" ROJILIMCRHX

JlareP3IX)'', Bonn, 1995, EO.4･5, C.313･327., ycTHeBa B., 《IToJtaPOIt JtJISI

B叩e-IlPe3EJteETa : (BocⅡoMEHat相見/o ROJILIMCKEX JIarepSlX, 3aIIⅡeaI'O B.lILI6moめ,

Bonn, 1995, HO.5･6, C.124･130‥未見だが､コリマの金採掛こついてBarIIep r.冗.,

くくnOpOra B aJt H 06paTE0: (BocⅡoMEHaEESl 3aItJIX)1eHIIOrO 0 pa6oTe IIa 30JIOThIX

rlpmCRaX KoJILIMH, 19371 1947 rr.),･, PoccE益CⅨoe 30JIOTO, C6.T.2, PeJt.COCT･B･H･RaJIyrml,

M.1994, C.365･385. mcTOPnR Cu6npnuPan.BocTOKa, 1994, BHⅡ 3, Eo.94.ダリストロ

イとヤクート人の関係についてBoJItZeHRO B.Il. 《《naJILCTPOか〉 B CyJtL6ax HapOJtOB

5IxyTI柑(193 1･ 1953r.r.), PerEOHaJIhHhle OCO6eHIIOCTE Me3REaI叩0HaJtt･HhIX OTH0ⅢeEE丘:

Ma repnanH MemBy30BCHOh HaYVHOh HOHd,epeHLTun, nOCBRLZTeHIO滋MeHHaLTuOHanLHHX

oTHOLqeHnh KOPeHHHX HaPOPOB (HHyTCHnh t10CyWaPCTBeHHHh yHnBePCnrer 1993tJ,

5IRyTCR, 1994, C.92･93.コリマでの政治的弾圧について次のような文章が書かれている模

様｡ roptlaEOB r., 《JI･1･105 : H3 BOCIIOMHHaHH丘y3EEHa : (rloJIHTEleCRH

peⅡpecc叩OBaHHもIe Ea ItoJIhIMe, B CECTeMe BepJIara B ROHIIe 40-X roAOB),･, PoccubcROe

30nOTO, T.3,M, 1994. C.323･342, CBeJteHE5106.ART. C.343.次のピリヤソフの論文はダリ

ストロイの構造をまとめたものだが､歴史的というより若干抽象的にまとめている観があ

る｡ただしダリストロイの構造において囚人､自由労働者ばかりでなく現地住民(集団化

されたあとのエヴェン､カムチヤダール､チュクチなど)のダリストロイ-の関わりにつ

いても言及されており参考になる(IIHJISICOB A.H. ({TpecTくくnaJIhCTPO免)) KaR

cyIIepOPraHH3a叩Sl (1932･1956 rr.),,, KonHMa, 1993, HO.8.9･10,ll (8号を除き､ 9･10号､

11号を参照した｡)0
3 3 Ky3LMEHa M., 《nyⅢR ycoIIⅢⅡⅩ BO3BpaqaX'TC5t Ha PO叩Hy : (0 tIOECRaX

3aXOPOHeHII最5IHOHCIくHX HJIeIIHLIX B RoMCOMOJILCIくOM Pa点oHe I JtJI月BhIBOaa OCTaHIくOB B

ShoHIIX)))I, Pa.心HeBOCTOYHHh KoMCOMOnLCH, 1998, 1 ceHT, C.4･5.

3 4 Ky3hMEEa M.,くくnyⅢH yCOHⅢHX BepHyTCSI Ha POJ叩Hy : (0 I10IICmX MOrHJI SII70HCREX

BOeHHOmeIIHhIX Ha TepPWrOpEH Xa6apoBCKOrO KPa5I (KoMCOMOJlhCKH丑pa丘oH) nJLil

BhIBO3a OCTaHROB B 5IrIOHIIX))'', HaHOPaMa (KoMCOMO.舶CKIHa -AMyPe), 1998,HO. 1

(兄HB.),C.12 (lcTP.)

3 5 IloA3HOeBa Cリ《PacROIIRⅡ Ea SIⅡ0ECROM KJIaJt6mle BMeCTO yPOKa HCTOPI柑: (B

xa6apoBCROM lCPae nPOXOJtHT aXCryMa叩兄OCTaHXOB SlTIOHCXHX BOeHHOIIJIeHHhtX),,,

TuxooHeaHCHaR 3BeaPa, 1999,23 ceHT, C.2.(6 6.cT6.)
3 6AnyJIHtI C., 《Pyccmii aBTOp - 0 5IrTOHCMX BOeHHOⅡJIeHtlhIX : (0 RHHre CeXPeTaP5I

RoMCOMOJIhCIくOrO OTJteJIerlHSl 06ⅡIeCTBa i(PoccE5I一見ⅢoⅠ柑Sl)I M.Ity3bMI柑0丘《ShoEcIくHe

BOeHEOIIJIeIIHhle B Xa6apoBCROM Rpae'')'', TuxooHeaHCHaR 3BeaPa, 1995, 5 ceHT.日本で

2000冊以上出版された抑留者関係の本にさらに一冊加わると付け加えている｡
3 7 AHJtpeeBa r., 《IIpaBAa HyXHa )EHBLIM : (0 RHHre EOMCOMOJthCⅨOrO RPaeBeJIa

M.lty3LMHrl0丘((rIJIeH)), ⅡOCBSIqeI柑0丘slmoHCIくHM BOeHH0mJIeZIrlhIM BTOPO点MHpOBO丑

BOiiEL" Ⅹa6apoBCROM RPae)汁, HpnaMmCKne BePOMOCTu,1996,12 aⅢp. (1 6.cT6･)

3 8 Ky3LMHHa M., 《3araJIXa IlHBaIICROrO RJIaJt6HIlIa : (npH PaCXOIIRaX 3aXOPOHeHH丑

SIItOECKHX BOeHHOItneHHLtX B ItoMCOMOJIhCROM paiioHe B ⅡOCeJIKe rIHBaHL 6LIJIH

o6HaPyXeHもI OCTaHRⅡ PeltPeCCEPOBaHHLIX),,, Ho HOW 3BOHuT KOnOHOn?

(HoMCOMOnLCH･Ha ･AMme), 2000,I.2, C. 1.
3 9 《MapTHpOJ10r BOeHIIOIIJIeHIILIX:(0 HepeJtatle IくHHrH ItaMSrrH CO CIlECRaMH

3aXOPOHeHhIX SIⅡOECRHX BOeHHOⅡJIeHHhIX a XOJte BH3HTa ⅡPHMOPIIeB a HHHraTy),･, yTPO

poccun, 1996, 144)esp.未見だが次の記事も知事による日本-の追悼リストの贈与を報

じている｡ AcTIはaC JIリ<{ry6epHaTOP IIepeJtaeT RHHry TIaM･mH SlⅢOEIlaM: : (0 BhIIIyCⅨe

xHErH IIaMSITII B 2･X TOMaX 0 3aXOpOIIeHIはX SIIIOHCIくⅡX BOeI柑OIIJIeHHI,ⅠⅩ a

IIpHMOphe),,,BnaPuBOCTOHCKOe BPeMR, 1996, 8 ¢eBP･

4 0 ⅠtoJIOROJIOB B., '<5IrIOIIeIl, ROTOphlii pHCOBaJI CTaJIHHa : (0 51IT0Ⅰ叩e
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MHSIMOTO,OT6LIBaBⅢeM mIeII ⅡOCJIe COBeTCIく0･3IⅡOHCIC0蕗BO丘HhI 1945 r.a JIarePe N3066

Ⅹa6ap.叩aSI)》, Da.雅HeBOCTOVHHh KoMCOMOnLCK. 1996, 27 4)eBp.C.6 (56.cT6.)

4 1 HBaEOB B.,くくrpycTHble TPO申eH BO丘HhI (0 5II70ⅠICROM XyJtOXHI柑e MH5IMOTO

qyTOMy,6LIJ- IIJIeZIy a Xa6apoBCIくOM Kpae nocJIe BO蕗HhI 1945 r.),,, 17puaMJPCKue

Be40MOCTn, 2000, 12 HDJI5I C.14, Pyc.◎JIar, 2000, HO.7,C.4.未見だが､もと抑留者で現在

ハバロフスクの中学で日本語を教えている日本人についての記事も掲載されている

(tlapTOPIIXCIくH蕗R. ･･CBO丘cpeJtH tlyXHX : (0 5IIIOHCIくOMニBOeHrl0ⅢJIeHHOM TaHaRa

TaRaCII, CeiitlaC OH ITperlOJtaeT 5II10HCIくEii 513hTR a Xa6apoBCIく0丘cpeAHe丘ⅢROJIe HO.32))),

TyBOPOBCHnh HaTCLr,2000,2 ceHT,C.3.(36.cT6.)) ｡ (同じく未見Cepe6peHHIIOB B. 《CBO点

cpeJtH tlyXHX : (0 6LIBIHeM 5ITIOHCICOM BOeHIIOTIJIemOM,HhIEe ytIHTeJIe 5IrIOHCKOrO 5I3hIRa

B Xa6apoBCIく0丑ⅢROJIe HO.32. T.TaRaCH))I, Xa6apoBCKue H3BeCTuR, 1999, 15 IIX)JI5I,C. 1,3.)

オーストラリア在住のトクラ氏は､1940年代後半にタンボフからハバロフスクまでソ連の

ラーゲリを連れまわされ､ハバロフスク第二駅の病院で死亡LT=父の墓地を探すために訪

問した｡彼はハバロフスク地方知事にまで手紙を書き､あきらめきれずアルヒーフで探す
ことも望んだ(HffKOJIaeBa C. `くB IIOHCRaX OTIIa Ilo BCeMy 6eJIyMy CBeTy : (0 110HCXaX

3aXOpOIIeHH丑3IⅢOECRⅡⅩ BOeHHOⅢ皿eHHhIX Ha TePPHTOpIIE Xa6apoBCIくOrO RPaSZ))),

TTnxooNeaHCKaR 3Be3Pa, 2000, 29 3IHB.C.2.(2M.CT6.)
4 2 AHJtPe兄HOB A., 《SII10HIILI,BepHETeCh ! Mh"aC ⅡOJIm6HJIH ! : (0 3a6poⅢeHHOM

KJIaA6Hqe 3ITIOHCItHX BOeHHOIIJIeI柑LIX y I10CeJIXe Kopd)oBCRH軌Ⅹa6apoBCIくH益Rpaii)D,

KoMCOMO.広丘CHaRHpaBPa a Xa6apoBCHe, 2000, 22 ceHT, C.12. (lc.)　コルフでは銅版がは

がされた模様だが､他にも別の日本人挿虜の墓地で平和公園が作られるプランが出されて
いる(TepexoBa A.くくB ApTeMe 6yJteT ITapx MHpa : (Ha MeCTe 3a6poⅢeHHOrO XJIaJt6HIqa

3ITIOHCRHX BOeHHOIIJIerlHLIX CO3JtaeTCSI rlapR MHPa),･, 3aBTPa Poccun, 1997, 30 OXT. 6

HOE.H.43,C.16. (未見))｡次の記事はこれよりも早く､ 1995年にハバロフスクに日本人

捕虜に対するメモリアル･パークが建立されたことを報じている模様(未見) BeJIHOBA.
くくCHMBOJI MHpa : (B Xa6apoBCKe OTRphtT MeMOPHaJIbEhI丘rlapIt MHPa II rlaM5ITH B IIaMETL

o JIⅡOHCIt班Ⅹ BOeHIIOⅡJIeHHhIX,IIOrII6ⅢⅡⅩ Ha TePp滋TOpI柑CCCP)'', TpaHuLTa Poccuu, 1995,

HO.44 (AeIく.),C.2)

4 3 JIaBPeHI10ZL A., ･･IlocJIeAHH丘KOMaHJtyIO叩Iii : (SIMaJta OT0300 -

reHePaJIIROMaHJtyIOⅡIEii ItBaHTyHCIくOii apMIIe益1945r.), TuxooKeaHCKan 3BeaPa, 1997,

15 aBr, C.5.(3 6.cT6.)

4 4 IlepM5IROB r.,くく3oHa CMepTH (H3 JIHtmOrO apXHBa. 0 3ⅠIaMeHETOM Xa6apozLCROM

Hp叩eCCe 1949r.Halt SII70HCItHMH BOeHHhIMH rIPeCTyⅢHHKaMH,TIPOBOJtHBInHMH

HCIILtTaHmI 6aIくTepHOJIOrHtleCROrO OpyXHJI Ha JtX)Jt5IX B r1071LI COBeTCIく0･51ⅡOHCIく0点BO危HLt

1945r.?),, , TuxooHeaHCNan abe.2Pa, 2000,ll 4)eBP. C.5. (46.cT6,)
4 5 rlepM5IXOB r.,くく170 reHepaJIOB : (H3 JIHtIHOrO apXHBa : o JIarePe 5IrIOHCItHX

BOeHHOITJIeHIIhIX B Xa6apoBCRe, 1945r.),,, TuxooKeaHCHaR 3Be3Pa, 2000, 15 4)eBP. C.3 (3

C.CT6.)
4 6 IlepM3IROB r.,くくHMIIePaTOP B Xa6apoBCRe : (0 cyJth6e A点cHHr点opo llyH, IT0CJIeJtHerO

HMrlePaTOPa RHTa5I H I10CJIeAHerO HMITepaTOPa MaHLtI3RypCIt0最JtHHaCTHH IIHH,

ROTOPもⅠ血coJtePXaJIC5I B OCO60M JIarePe JIJISI IIJIeHHhIX 5IrIOHCRHX reIIePaJIOB B

Xa6apoBCIくe B aBryCTe 1945r.))), TnxooHeaHCKaR3BeaPa, 2000, 18 aBr, C.6, (4 6.cT6.)

4 7 JIaBpeH110B A.,くくmrrb JIeT H3 XH3HE IIOCJIeJtHerO HMIlePaTOPa : (HMrlePaLTOp

MaIIhtIXypHH r.Ily 班 c 1945 Ilo 1950 rr.HaXOJtHJICSI B Xa6apoBCIte B XatleCTBe

BOeHHOIIJIeIIHOrO BMeCTe C 5IrIOHCIくHMH reHePaJIaMH))), TuxooReaHCKaR 3Be343, 1997, 13

4)eB. C.3, 4)oT. (lc.)
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1920･30年代におけるサハ研究と民族知識人についての覚書く

3aⅡHcIはaTHOJIOrmeCIくHX E3ytleI柑丑caxa (SIEyTOB)拓EaIIEOHaJILHHe mTeJIJIⅡre叩HH a

1920-30rr.

高倉浩樹

TAKAltyPA XHpOIくE

Ⅰ

シベリア東部のテユルク系民族サハ人(ヤクート) 1に対する戦間期の民族学2的研究動向は意外

と知られていない｡ 1920-30年代において旧ソ連内でサハの民族学的研究に従事したのはロシ

ア人以外にも幾人ものサハ人知識人が含まれていた｡ところが､その多くが1930年代末には｢反

革命｣ ｢ブルジョワ民族主義者｣という名の下に粛正されてしまったのである｡加えて彼らの著作を研

究対象として取り上げること自体がタブーとされた時期も存在した｡こうした諸要因が､ 20-30年代

のサハ人研究者によるサハ民族学研究を､外国人研究者にとって見えにくいものとしたのであろう｡

そのことに気がつかされるのは民族知識人-の再評価が､ソ連崩壊以降の1990年代に著しく顕

在化するようになったからである｡復刻版の出版が行われたほか､サハ人研究者によって数多くの

伝記的及びその歴史的背景に関する研究が急速に進んだのであった｡

いうまでもなく､この状況はソ連崩壊前後からの民族主義の台頭､歴史観の問題､ソビエト民族

学史の位置づけといったより幅広い諸問題に絡むものである｡本稿はこうした諸問題を念頭におき

つつ､近年蓄積されるこうしたサハの民族知識人に関する研究を参照しながら､ 1920-30年代に

おけるサハ民族学の進展と知識人の関係について考察を試みるものである｡具体的にはまず

1920-30年代のサハ民族学的研究がその前後の文脈のなかでどのような位置づけを占めるかを

解明し､さらにこの時代の主たる民族知識人の個人史を紹介すると共に､彼らが輩出される歴史的

背景とその相互関係を当時の政治社会的状況をふまえながら描写したいと思う｡こうした作業を通

して､戦間期のサハ民族学研究の担い手達とその意義について一定の見取り図を提示することが

本稿の目的である｡

Ⅱ

サハ人に対する民族学的研究は古くは帝政ロシア科学アカデミーによる調査にさかのぼる｡ 18世

紀初頭のアカデミー創設以来幾度となくサハ人の分布するヤク-チア地域にも及ぶ学術調査が繰

り返された｡ 1845年に帝政ロシア地理学協会が創設され､ 1851年にはシベリア支部が設けられ現

地調査が頻繁に行われるようになったが､その多くは民族学的調査を含むより広い意味での博物

学調査だった3｡これが転換するのは長期にわたって現地に滞在することを余儀なくされたナロード

lサハとは民族自称であり､ヤクートとはロシア語による民族名称である｡ヤク-チアはヤクートの土

地という意味であり､本稿においてこの言葉が指し示す空間領域はソ連時代の｢ヤクート自治共和国｣､

現在のロシア連邦における｢サハ共和国｣とほぼ同じである｡
2本稿における民族学とは特に断らない限り､帝政ロシア時代及び現在のロシアにおける民族学

3THO^OrHれその間のソビェト民族誌学CoBeTCKQ月3THOrP(コ中日月の双方を意味している｡
3 Ep〟10^OeBO fO･ H･只KyTCK0月KO八へ∩∧eKCHQ只3KCneALluLl只1 925 - 1 930rr･ PQ3BHTLle HQYKL"只KyTLIH.
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ニキ政治犯流刑囚らによる民族誌的調査が行われるようになってからある｡ 19世紀末から20世畢

初頭にかけては､ベルホヤンスク地域のサハ人とエヴェン人のフォークロアと民俗慣習を記録したフ

ジャーコフ(H.A. XyJtSIROB)を筆頭に､サハ人の慣習法について考察したヴィタシェフスキー(H.A.

BETaⅢeBCIくH丘)とレベンクーリ(JI.Il. JIeBeETaJIL)､ロシア人農民と定住化した先住民について書

いたⅠ.マイデール(班.班. Ma軸eJI)などがいる｡さらにサハ民族誌の古典的研究として日本人類学

及び西欧･北米人類学でもよく広く知られるのはシェロセフスキー(B.JI. CepoⅢezLCItHii)､ペカルス

キー(H. B. rleRaPCIくEii)､ボゴラス(B.r. Boropa3)､ヨ-リソン(B.H. HoxeJIhCOH)などである4｡彼

ら政治犯流刑囚達は比較的自由な行動が許された流刑地において現地語を学び民族学の世界

にはいっていった｡そうした彼らが公式な立場で調査する機会を与えられたのが､帝政ロシア地理

学協会東シベリア支部主催によるシビリヤコフ調査である｡ 1894･96年にかけて上述の政治犯流刑

囚のほとんどを含む15人そして4人のサハ人が加わって民族学調査を含む総合調査が行われた5｡

その成果のいくつかは1910年代までに発表された｡

ロシア革命(十月革命)以降から第二次世界大戦までの研究動向は大きく三つに分けられるとい

われている｡第-にシャマニズム研究である｡これは当時のソビエト社会主義建設と関係している｡

というのも住民の宗教･信仰形態を明らかにすることは後の宗教政策とも絡んでいたからである｡当

初はサハ人自身の研究者はおらず､ロシア人研究者がその中心だった｡先にも挙げたヴィタシェフ

スキーのほかにV.イオノフ(B.M. HoIIOB)､ドゥラベルト(Il.JI. npaBepT)らによって資料が収集され

た｡ 1920年代に入るとサハの知識人による研究も成果となって現れている｡特に重要なのは､クラ

コフスキー(A.E. ItyJIaIくOBCItHB)､クセノフォントフ(T.B. ItceIIO¢oETOB)といった当時のサハの政

治と文化に大きな影響を持っていた民族知識人の研究である6｡とりわけクセノフォントフはプリヤー

トやハカス文化などと比較する形でサハのシャマニズム研究を行っている｡ 1930年代末には､その

後ソビエト民族学を代表する一人になるロシア人研究者トカレフ(C.A. ToIはpeB)が歴史文書を用

いながら17世紀のサハのシャマニズム復元研究を行い､さらに1949年にはA.ポポフ(A.A.

HoBOCL16LIPCK(tHclyKCl)7, 2001. C. 30-35.具体的には以下の通りである｡ 1725年のアカデミー創設以降､

第一次カムチャツカ調査(代表:ベーリングB.6epLIHr)､メッセルシュミット仏.｢.MeccepuJ州IT)に

よるシベリア調査(1720-1727年)､ミッレル(｢.中.Mレ1人∧eP)やグメ-リンILl.｢.｢〟le^HHJらが参加した

第二次カムチャッカ調査(1733-1743)､イスレニエフIH.H. LIc^eHbeB)とゲオルギfH.｢. ｢eoprレ小こよる

調査(1768-1774年)､サリチェフLr.A.CopblLleB)とメルクfK.MepKJによる調査(1785-1792年)等が

ある｡ 19世紀に入ってからは1820-24年のプランゲリ(中爪.BpくコHre∧b)による調査､ 1842-1845年のミ

ッテンドロフfA.午.MHAAeHAOP中)の調査が続く｡19世紀後半以降はより地域を絞った調査が行われた｡

以下はヤク-チアの内部の地域対象とした調査である｡ 1854-55年のマークIP.K.MoQKJらによるヴユ

ルイ地域調査､ 1866年クロボトキン(n.A.KponoTKLIH)によるオレクマ･ピッチム地域調査､さらに1868

-70年にはマイデールLr.M.M(コ内Ae^)を中心とするチュコトカ調査隊がヤク-チア北東部について､さ

らに1873-75年にはチェカノフスキーIA.^.LleKOHOBCKLl叫らによるオレニヨク地域調査が行われた｡
4 M80HOB B. H. K BOnPOCy O6レ13yLleHL^LI AOPeBO∧H3uLIOHHO向日CTOPLIOrPQ中LILI LICTOPLILI HQPOAOB

ceBePO-BOCTOK(コA3レルり/Co中poHOB中.｢. (peÅ.) Bonpocbl HCTOPレ10rP(】中LILI H LICTOtlHレ1KOBeAeH朋

SlKyTレル1.只KyTCK, 1971. C. 107; rypB州M.C. H nyXOB H.a. E.K. neKOPCKl柏. K cTO∧eT州O CO AHA

po〉KAeHLIJ // CoBeTCKO!1 3THOrP(コ(P朋. 1958. N96.

5 Ep〟10^OeBO. SlKYTCK0月KO〟ln^eKCHO月3KCneAHuL棚. C.35.

4以下様々なサハ人研究者の名前が列挙されるが､そのほとんどはロシア人風の姓･名･父称である｡

こうした洗礼名に基づく姓名が普及したのは19世紀から20世紀初頭だったといわれている｡同時にこ

の時期にロシア正教会の洗礼･葬儀法･復活奈の導入や民族衣装に十字架を付けるといった習慣が定着

した｡教育分野では､ 1903年にヤクート州において教会系の学校は77校あったのに対し､政府系のは

17校にすぎなかった｡ 20世紀初頭の知識人には教会系の学校出身者が多いといわれるrHHKO∧OeBA.n.

H BocJ4^beB占.E. Pe^H｢LIO3Hbl内申oKTOP B仙eX3THレMeCKLIX OTHOuJeHレ柑X: PeTPOCneKTLIBQレl

coBPe〟leHHOCTb // 3THOCOuHQ^bHOe PQ3BLIT11e Pecny6^HK(コCoxcl l只KyTレ叫. HoBOCL16LIPCK

《HqyKq)), 2000. C.243-244.)｡
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IloI10B)がヴユルイ地域の資料を報告している7｡

第二の潮流はヤク-チアにおける民族構成つまり人口や民族分布に関する研究である｡これは
一番目の動向以上に当時の行政･民族政策と関連している｡ 1922年ヤクート自治共和国がソ連

邦内ロシア連邦共和国に設立されたあと､後に詳しく検討するが1925･30年にかけて自治共和国

の領域に対する総合現地調査が当時の穐学アカデミーによって行われた｡この調査は当時の全ロ

シア中央執行委員会幹部会付属ヤクート共和国全権代表であったサハ人M.アモーソフ(M.冗.

AnMOCOB)のイニシアティブによって実行されたが､調査にはクセノフォントフのほか､当時社会運

動家･民族主義者として知られていたニキーフォロフ(B.B. HIはEd)opoB)などのサハ人も参加して

いる8｡残念ながらこの総合調査の成果は少なくとも民族学分野に関してはそれほど刊行されてい

ない｡その関係者のマイノフ(H.H. MaiiHOB)やG.ポポフ(T.A. IloⅡoB)らによる歴史的復元研究も

含めたものがわずかに知られるほどである9｡

第三の問題は､民族起源論であるoノソフ(M.M. HocoB)､コズィ-ミン(H.H. Ro3LMEH)､ペトウ

リ(B.E. neTpⅡ)らによって1920年代後半に相次いで発表された論考では､サハの南方起源説が

出された｡さらに1930年代末にはこれを踏♯する形で､クセノフォントフ及びポロ(C.班. Bopo)によ

って､歴史･言語学･考古学･フォークロア資料を駆使したサハ人の起源と現在のレナ川中流域-

の移住の経路の問題について先駆的な考察がなされている10｡なお､この時期にはホローシフ

(Ⅱ.口. XopoⅢHX)らによって帝政時代から20世紀初頭にかけてのサハ及びヤク-チア民族学に

関わる広範な文献目録が作られていることも追記しておこうll｡

第二次世界大戦を-て､ 1947年にはソビエト科学アカデミーに付属するヤク-ツク科学研究セ

ンター(6a3a)が設立されるが､これ以降より本格的な民族学研究が行われようになった｡すでに

1935年にはソ連時代のヤク-チア民族学研究の中核となる｢言語･文学･歴史研究所(EHCTIITyT

5I3LIRa, JIETepaTyPLI I HCTOPHH)｣がP.オユンスキー(rI.A. OiiyHCIは点)を初代所長として設立さ

れていたが(当初は｢ヤクート自治共和国人民委員会議付属言語文化研究所

(ElayqIIO･HCCJIeJtOBaTeJIhCRH丘HECTHTyT朋HXa H RyJIhTyPhl rlpH CHR 5IACCP)｣ ) ､ 1947

年にこの研究所はソ連科学アカデミー下に統合された12｡同時に様々な学術雑誌出版体制も整え

られた｡たとえば先の研究所の紀要(当初は《ytleIIhTX 3aIIHCIはⅩ》 ､後にくくTpy月H HHCTHTyT

SI3LIXa, JIETePaTypLI H HCTOPI柑5I◎ CO AH CCCP)lと変更)､またヤク-ツク郷土博物館

(SIxyTCIは蕗KpaeBe耶eCIく滋丘My3e丘HM. EM. 5IpocJIaBCIくOrO)やヤクート自治共和国中央公文

書館(IleHTpaJILHLt丘rocyAaPCTBeHHLI孟apxHz1 5IACCP) ､さらにモスクワの民族学研究所

(HHCTETyT aTIIOrpad)那 AH CCCP)といった研究施設による出版物である13｡

7 nopHHKOBO A.C. 3THOrP(コ中LlleCKOe L13ytleHLle SlKyTllH a COBeTCKOe BPe〟＼月// Co申poHOB中.r.

lpeA.I Bonpocbl LICTOPレ10rPく】中HLlレ日ICTOLIHLIKO8eAeHLIR只KYTLILl.只KYTCK, 1971. C. 33-35.

8 Ep〟o^oeBO. 5lKyTCKくコ只KO〟＼∩∧eKCHO月3KCneAレ1uH月. C.67.1 27,I NoKOPOB A.C. M.K. A∧…ocoB //

MoKCレ川∧ KHPOBレM A〟WOCOB. 5レ106L16^LIOrP(コ中HLleCKレ1iろyKq3OTe^b,只KyTCK t(51KyTCKOe KHレ1〉KHOe

H3AOTe^bCTBO)), 1986. C.8.
9 nopHHKOBO. 3THOrPOヰ)州eCKOeレ13yLleHレ1e只KyTLILl. C.35.

10 nopHHKO80. 3THOrP(コ中LlleCKOe L13yleHLle只KyT11日. C.36.

ll XopoLDHX I7.n.只KyTbl. OnblT YKQ3(コTe^只HCTOP11K0-3THO^OrLlleCKO内川TePくコTYPb1 0月KYTCKO内

H(コPOAHOCTレ1. HpKyTCK, 1924.

12 AHTHnHH B.H. H T.A. †peA.J HcTOPレ1月只KyTCKO内ACCP. T.3. Co8eTCK0月!lKYTレ帆M. L13AOTe^bCTBO

AH CCCP, 1963. C. 190; Ep∧40^OeB(コ.只KyTCK0月KO∧へ∩∧eKCHClR 3KCneAレ1u朋. C. 141.なお､ソ連崩

壊後､この言語文学歴史研究所は｢人文学研究所｣と名称をかえ､ロシア科学アカデミーから独立し､
サハ共和国アカデミー(1993年設立)付属となった｡
t3 nopHJイKOBCI. 3THOrPQ中州eCKOe H3yLleHレ1e只KyTLILl. C. 39.
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制度的な充実の結果は､ 1950-1960年代にかけて相次いで現れるようになった｡それらの多く
(

はモスクワやレニングラードにおいて出版されたこともあり､日本･西欧･北米においてもよく知られて

いる｡キエフ生まれのサハ人であるイオノワ(0.B. HoIIOBa)によるサハの伝統的牧畜と住居に関す

る物質文化研究があるはか､ノソフ､プリイトクコワ(H.0. IlpLtTIくOBa)､ A.ポポフによっても伝統的衣

類及び住居に関する研究が行われている｡こうした物質文化研究の成果は､他のシベリア諸民族

のものとも集大成され､1961年に刊行される有名な｢シベリア歴史･民族誌アトラス

《HcTOpmOlaTIIOrpa¢ⅡqeCRH丘aTJIaC CE6EpE))Jとなって結実した｡またソビエト民族学のシベリ

ア研究の黄金期を担うドルギフ(B.0. noJIrHX)による｢17世紀のシベリア諸民族における氏族的･

部族的構造｣ (《PoAOBO丘Ⅱ IIJIeMeI柑0丘cocTaB EapOJtOB CE6EpH B XVII B))1960年)やグー

ルヴィッチ(班.C. rypB耶)の｢東北シベリア民族史｣ (《9TEEtleCmSl ECTOPHSl CeBepO-BocTORa

CII6HP斑))1966年)など広域にわたる民族史的考察のなかでヤク-チア及びサハ研究も進められ

た｡後にソ連考古学の牽引するオクラドニコフ(A.I7. 0MaJtEEROB)は､サハの民族起源論を含め

たロシア植民地化以前の先史時代について精力的に研究をおこなった140

様々な意味で重要なのは17世紀末から18世紀前半のサハの社会構成とりわけ私的所有の始

まりに関する議論-すなわち唯物史観的発展段階論におけるサハ社会の封建制の性質をめぐる

諸閉居-である｡これは先に挙げたロシア革命前の政治犯流刑囚ヴィタシェフスキーやマイノフら

の民族誌によって1910-20年代に先鞭がつけられた議論であったが､史的唯物論の立場からよ

り本格的な検討をおこなったのはトカレフである｡ 1945年に出版された｢17-18世紀のヤクートの

社会構成｣15のなかで､著者はサハ社会の土地私有化は18世紀後半の毛皮税(ヤサク)の課税単

位が土地に変わってから出現するのであると結論づけた｡この間題は土地の封建的所有の変化が

サハ社会内部から発生するのか否か-サハの社会発展段階の規定に関わる極めて重要な問題で

あった｡そのためこれはその後サハ人とロシア人研究者がほぼ対立する形で､すなわちドルギフや

グールヴィッチらと､バフルーシン(C.B. BaxpyⅢHE)､イオノワ､バシャ-リン(r.B. BaⅢapm)､ P.

ソフロノフ(rI.C. Cod)POHOB) ､そしてV.イワノフ(B.H. HBaEOB)と連なりながら1960年代まで続く

論争となったのである16｡

こうしてみてくると､ほぼ1940年代を境にして､サハ民族学研究はそれ以前と大きく性質を変え

たことがわかる｡それは所謂サハ人の文化と歴史に焦点をあてた民族誌的分析から､隣接する諸

民族との比較を含むより広い史的唯物論的文脈に彼らの文化と歴史を位置づけようとする研究に

転換したとことである｡さらにモスクワやレニングラードなど中央の民族学者が牽引するかたちで研

究の生成や論争が展開したことも注意すべきだろう17｡

1920-30年代のサハ民族知識人による民族学的研究というのは､これまで描写してきた19世

紀末から20世紀初頭の政治犯流刑囚らを中心とする古典的民族誌と1940年代以降のソビエト

民族学によるシベリア研究の黄金期を形成する研究との間に位置するものである｡そして着目しな

ければならないのは､この時期にサハの知識人による民族学的研究が始まるということだ｡いわばサ

14 I7opHJイKOBO. 3THOrPQ中mecKOe L13ytleHHe只KyTレ1日. C. 40-42.

15 ToKOPeB C.A. 06ueCTBeHHbl内cTPO内月KYTOB XVJl - XVH BB.只KyTCK, 1945.

1` CoくわpoHOB n.C. L13yLleHレ1e llCTOPLI日月KYTOB nePBO内no^oBHHbl XV= BeK(コ//Co中poHOB中.r.

lpeA.) Bonpocbl LICTOP110rPくコ中LILI H HCTOLIHLIKOBeAeH朋只KyTレ1レ1.月KYTCK, 1971.
17先のサハの歴史的社会構造をめぐる問題もそうであるが､それ以外にも1950年代の｢ソビエト民族

学ICo8eTCK(コ只3THOrP(コ中日如｣誌上で論争された北西ヤク-チアの住民(エヴェンキ､サハ､ドルガ

ン)の民族的属性(ェスニシティ)をめぐる問題が挙げられよう｡
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ハ人最初の民族学の担い手の多くは1930年代末までにはスターリン治世下で粛正されている｡そ

のこともあってだろうか(後の1950年代後半以降にその多くが名誉回復されるが)､戦間期を終え

より制度的に確立されたソビエト民族学にあって彼らの業績がこれまで十分に光が当てられてきたと

はいえないのである｡

この空白はいうまでもなく､ソ連体制時代の民族と文化をめぐる政治が大きく絡んでいる｡たとえ

ば､先に紹介した17-18世紀前半におけるサハの社会構成に関する論争のサハ側の主要な担

い手であったバシャ-リンは､彼の先達である民族知識人クラコフスキーらの研究及び芸術活動を

評価する著作｢啓蒙主義的かつ現実主義者であった三人のヤクート人(TpE SllCyTCMX

peaJIHCTa･ⅡpOCBeTⅡTeJISl)｣を1944年に出版した.これはクラコフスキー､ A.ソフロノフ(A.

Cod)POEOB)､ N.ネウストロエフ(H. HeycTpOeZl)という革命以前から活躍したサハ民族知識人の第

-世代の役割-サハは無文字社会であり､豊富な口頭伝承があったが､その伝統から｢書記的

文芸作品創造｣-の橋渡しを行った-を評価するものであった18｡しかしこのうちの一人クラコフス

キーはすでに当時のソビエト政権にとって反革命的･ブルジョワ民族主義的と熔印が押されていた｡

1943年3月1日にはソ連共産党ヤク-ツク州委員会によって彼の研究･印刷･販売が禁止する決

定がされていたからである19｡当然の結果として､ややしばらく後だが､ 1951年1月のソ連作家同盟

会議上､さらに同年12月10日の全国紙プラウダ誌上の記事｢ヤクート文学史の正しい解釈のため

に｣でバシヤーリンは公に批判される20｡また同様の例として､先に紹介したサハ人のクセノフォント

フは1938年粛正されたが､彼の代表的著作｢ウランカイ･サハラル:ヤクート人の古代史概説｣は一

時期引用すら禁止されていたのである21｡

状況が大きく変わるのは1980年代後半以降である｡旧ソ連各地における民族復興現象はヤク
-チアでも現れたが､そのなかで革命前から1930年代末に活躍した民族知識人を再評価し､そ

の個人史研究と彼らの研究の復刻が行われるようになったからである｡実際､先のバシヤーリンの著

作もさらにクセノフォントフの著作も1990年代初頭に相次いで復刻された｡前者の復刻版序文を

担当したスピリドノフは｢この本は偉業であり､この本は伝説だった｣と冒頭で述べている22｡

1920-30年代という時代は､サハ人自身によるサハ民族学研究が実際に出版という形で現れ

始めた時期であり､同時にその担い手達は当時の複雑で激しい政治過程-より正確には1905

年の第一次革命から続くものであるが-に自らをゆだねた時期でもあった｡以下ではそうしたサハ

人知識人の個人史を紹介することで､彼らがいかなる歴史的背景のなかにあって自らの研究とそし

て政治･社会活動をおこなっていたのか探っていきたい｡

Ⅲ

ここで取り上げるのは､ 20世紀初頭から1920-1930代に活躍した三人のサハ民族知識人であ

18 CnHPHAOHOB H. noABHr yleHHOrO // 6ouJOPHH r･n･ TpLMKyTCKLIX PeClNICT(コ-nPOCBeTHTe^月.

只KyTCK. Pecny6^LIKClHCKOe O6uleCTBO ((KHLlrくコ〉), 1994. C. 315.

19 A^eKCeeB E･E･ BLIO6L16^HOrPくゆLl月A.E. Ky^QKOBCKOrO // A^eKCe内E^LICeeBHI Ky^QKOBCKLl内-

6日06L16^LIOrPQ中州eCKLl内yKQ3くコTe^b･只KyTCK "HQL川OHQ^bH0月6日6^HOTeK(コPC lq)), 1996. C.5.

20 CnHPHAOHOB･ nOABLlr ytleHHOrO. C. 6.

21 MBOHOB B･H･ (fypq(コHrXQ内-cc)xcl^ClP)) ｢.B. KceHO中oHTO80 //. KceHO申oHTOBO r.B.

ypqqHrXQ由一CQXC)^QP. OHePKLl nO APeBHe白日cTOPLl日月KYTOB･ To人へ1 a 2lX KHHrOX･ flKyTCK

ltHQuHOH(コ∧bHOe L13AQTe^bCTBO Pecny6^LIK(】 CQXCl岬KYT叫)), 1 992 ll 937). C. 5.

22 CnHPHAOHOB･ nOABレ1r ytleHHOrO. C. 3.
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るo彼らはいずれも政治･社会的活動に従事しており､しばしば｢サハ人最初の｣という枕詞ととも隼

語られる人々である.サハ人最初の劇作家といわれるV.ニキーフォロフ(B.B. HERE中opoB)､サハ

文学の創始者であるA.クラコフスキー(A.E. RyJIaIくOBCIくEB)､さらにサハ人最初の歴史家である

G.クセノフォントフ(r.B. ltce1104)OHTOB)-この三人の個人史を年譜風に述べてみよう｡

･ワシリイ　ワシリイヴイツチ　ニキーフォロフ(1866･1928)

1866年ヤク-ツク管区デュプシン郡UIKIHCmCRE丘y皿yC)テピコフ郷(Te6Ⅰ相oBCml丘EacJIer)

に生まれるo彼の父は郡役場の書記であったが､ニキーフォロフが4歳の時に死亡している.母の

実家は裕福で､彼女自身は文盲であったが､子供の教育には熱心であった｡ニキーフォロフ自身

は彼の郡にいたナロードニキ政治犯流刑囚と交流しながら影響をうけ､その後ヤク-ツタの四年制

中学校(rlpOrIIMHa3HSI)に入学した｡そこで彼と共にサハ民族知識人の第一世代となるK.ネウスト

エフやアフアナシイエフ兄弟らと出会っており､彼らと共に政治犯流刑囚　P.ポドベリスキー(刀.刀.

rloJt6eJILCRHb)のサークルで勉強を続けた.このサークルは今日の研究者によって､将来のサハ

知識人達が集って教育と政治的素養を身につけた最初の場であったと評価されており､ニキーフォ

ロフ自身もポドべリスキーなしには自分たちがロシア文学や社会科学を学ぶことはなかったと回想し

ている23｡

通信教育で法学をみにつけた後､ 1890年代前半には故郷のデュプシン郡の郡長として働き､

1896年にはヤク-ツクの統計委員会で勤め始めた｡この間も､ナロードニキ政治犯との交流は拡

大し､サハの英雄叙事詩オロンホのロシア語訳などを行うなど当時民族学･言語学的研究を行って

いたペカルスキーに協力しはじめていた.また1894196年にはシべリヤコフ調査隊に加わり､サハの

民族学調査を行った｡その成果は｢ヤクートの家族に関する慣習｣として発表された｡ 1902年には

ヤク-ツク管区裁判所付き弁護士として働き始めていたが､ 1905年第一次ロシア革命後の十月詔

書をうけて､ 1906年｢ヤクート同盟coK)3 5IEyTOB｣を結成した24｡ヤクート同盟とは､帝改政府に対

し､サハの土地権の回復と民族自治及び議会設置の要求を主とする綱領をもつ政治団体であった

25｡ロシア政府はこの団体を民族的革命組織と認定し､その後ニキーフォロフを含む10人の中央

執行委員を逮捕した｡これに対し彼は､獄中において自らの思想をよりわかりやすく広めるために､

戯曲｢マンチャーリMaHtlaapLI｣を執筆したのである｡これは､帝政ロシアの圧政とこれに荷担する

役割を果たしていたサハの富裕層トヨンに対して反乱を起こした19世紀中葉に実在した義賊の話

である｡ニキーフォロフは当時サハ人の間に流布していた民衆英雄の伝説を用いながら､民族の統

一のシンボルを作り上げたのだった26｡

その後釈放されたニキーフォロフは､反帝政政府活動を継続する一方で､サハ語新聞･雑誌の

発行に関わったほか､トルストイやゴーゴリの翻訳なども行っている0 1917年二月革命が起こると､

23 Ab刃KOHOBO H.H.只KyTCK(コ只LIHTe^^LlreHuLl" H(コuレ10HQ^bHO内LICTOPレ1日. HoBOCL16LIPCK (tHQyKO)),

2002. C.54-55.
24 K^HOPJイHO L4. Bo3BPくコLJleHレ1e Hレ1KH中opoB // Ll∧HH 1991 N92. C.7.

25 Kqlsuki, H. The foundcllion of Soyuz Yくコkulov ond the polilicoL exiles. In H. TQk(コkurC】 ed.

Indigenous ecologlCOI proclI'ces and cultural trodilions I'n Yokutio. SendQi: Center for Northeost

Asian Studies, TohokU University. 2003.
26 K^HOPHHO. Bo3BPくコLneHLle HLIKレゆopoB. C.7,'roro^eB A. L4. HcTOPレ相月KyTレル1. 0630P

LICTOPLILleCKレlX CO6blTレ伯AO HQHQ^CI XXB. SkyTCK tM3ACITe^bCTBO只｢y)). 2000. C. 181 ; Di(コkonovQ, N.

a E. Rom(コnOVQ, "The role of the YQkUl inlelligentsiQ in †ho n(州onQl movement" in H. T(コkくコkUr(コ

ed., Indigenous ecolo･gI'CoI procfices and cuIIurol frodilions in Yokulio ISendQi: Center for

Norlhe(コSI AsiQn Studies, TohokU University, 2003), p.19.

-46-



中央の臨時政府はヤク-チアに地方自治(3eMCTBO)を導入したが､そこでニキーワオロフは県坤方

自治庁の･トップ(rJtaBa ry6epIICKO点3eMCRO丘yⅡpaBhI)に任命された｡十月革命をへて内戦期に

はいり､ 1919年1月にはヤク-チアはコルチャク権力下におかれるが､ニキーフォロフは個人的に

コルチャクの知古であったこともあり､彼が招集した国家経済会議(rocynapcTBeHHOe

axoIIOMEtleCItOe COBeⅡIame)にも参加した.その後1919年12月にヤク-ツクがボリシェビキ権

力下におかれると､ニキーフォロフは逮挿されたのであった｡イルクーツクで獄中生活を送っていた

が､その後恩赦となり､ 1922年ヤクート自治共和国が成立した後､彼はヤク-ツクに帰還した｡

ボルシェビキ体制下で､ニキーフォロフは政治的な要職につくことはなかったが､文化行政の仕

事及び研究活動に従事するようになった. 1924年中央東洋出版局(IleHTpaJIhHOe BocTOtIEOe

HaJtaTeJILCTBO)ヤク-ツク支部が設立されると､当時自治共和国権力の中枢にいたサハ人M.ア

モーソフはニキーフォロフを支部書記に任命している｡同年､当時中央の民族学者として有名だっ

たボゴラスやシュテルンベルクも含まれていたシベリア･ウラル･極東研究協会の執行委員会のメン

バーとなっている｡さらに1924年には所謂北方委員会のなかの法･行政委員会で働いていたほか､

第5回コミンテルン大会で国際プロレタリアート作家協会の中の｢シベリア異族出身プロレタリアート

作家｣国際ビューローに招待されている0 1925･26年には後述するソ連科学アカデミーのヤク-チ

ア総合調査に参加し､イルクーツク大学のV.ポドゴルブンスキー(B.班. noJtrOp6yHCRHii)と共に

民族学的調査に従事した.特にヴィルイ管区内部の15の郷(HaCJTer)とオレクマ管区の7の共同

体(06ⅡleCTBO)を対象にした人口学的情報の収集で､ニキーフォロフは698の居住地点の4538世

帯､合計186()6人の資料を収集したのだった｡また1925年にはバクーで開催された第-回テユ

ルク学会議に､個人の資格で招待されている｡こうしてさまざまな学術活動･文化行政で活躍してい

たが､ 1927年9月18日､反革命容疑で逮捕され､強制収容所での10年の刑となったが翌1928

年9月15日に62歳で獄死した27｡

･アレクセイ　エリセエヴィッチクラコフスキー(1877･1926)

タラコフスキーは､ 1877年3月6日ヤク-ツク管区バトゥルース郡(BaTyPyCCK耳益yJIyC)第四ジョ

フソゴン郷(ⅠV XexcoroHCRH蕗HaCJIer)の中流家庭に生まれた.両親は文盲だったが教育熱

心で､ 1910年にはヤク-ツクの神学校にすすみ､その後実科中学校で学んだ｡そして歴史と文学

に関心をもつようになり､とりわけロシア文学に親しんだ｡ 1897年に卒業した後､故郷にもどって当

初はバトゥルース郡異族管理部の書記官を勤めたが､まもなく辞め､その後教師をしながら､ヤク-

チア各地を転々とする生活を送った｡彼は､サハのフォークロア､言語･民族学的資料を収集しな

がら､民族の生活を題材にした文芸活動をおこなっていたのである280

1900年にはサハ語による最初の文芸(請) ｢バヤナイの呪文BaiiaHa益aJIrLIha｣を出版した｡そ

の後､ロシア文学(レルモントフ)のサハ語翻訳も手がけながら､自らのさまざまな作品を残した｡そ

のなかにあって重要なのは1910年の詩｢シャマンの夢0丘yH TYYJIa｣であるoこれは文字通りシャマ

ンが自らの夢を人々に語るかたちで紡がれるが､そこでは帝政ロシア政府の圧政に対する批判が

基本的なモチーフである｡フォークロア･神話を利用しながら､シャマンが見ることのできる当時の社

27 K^HOPHHO･ Bo3BPCIUleHHe HLIK日中opoB. C.7-8; EpJMO^Oe80. RKYTCK0月KO∧∧n^eKCHClR

3KCneAHuレ佃. C.95.

28 Ab月KOHOBO･只KyTCKOMHTe^^HreHuLl月. C.1 24-1 26; A^eKCee8. 6日06L16^HOrP(コ中朋A.E.

Ky^QKOBCKOrO. C. 8.
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会状況を批判的に描き出しているのである｡サハの伝統的世界観において､シャマンは現実の世
(

界と天の世界とをつなぐ媒体であるわけだが､この作品のなかでシャマンはむしろサハの伝統世界

とロシア-西洋世界との間をつなぐ媒体である｡そうしたシャマンが語る状況は､クラコフスキー自身

も含めた知識人達の現状認識の比喰なのでもあった.その一端は､ヤク-チアを日本､中国､或い

はアメリカに譲り渡すべきかというシャマンの問いかけに凝縮されている｡この答えはシャマンによれ

ば否であり､彼はロシアの呪術すなわち文学や科学･技術にこそ感嘆すべきであると人々に訴えか

けている｡その一方で1905年の第一次ロシア革命以降の革命的雰囲気に対する抑稔もまたみら

れた29｡

二月革命の時期､クラコフスキーは北部ヤク-チアにいたが､このことは彼のその後人生を複雑

にした｡それは北部ヤク-チアが十月革命そして内戦期においても､反ボリシェビキ政権の支配下

におかれたからである｡実際､ 1917年8月に当時の社会革命党(エスエル)のⅤソロビヨフ(B.H.

CoJldiLeJ})に率いられたヤク-ツク政府は､クラコフスキーをベルホヤンスク管区のコミッサール(政

治委員)に任命し､ 1918年12月までその職にあった30｡ 1919年ボリシェビキ権力下に入ったヤク

-ツクに戻り､そこで県革命委員会人民教育部(oT月こeJI HapOJtEOrO O6pa30BaEHSH.y6peBROAq)

付属ヤクート地方調査課の研究員となった｡その半年後には同部の文芸課主任に任命された31｡

1920年以降彼は精力的に文化･学術活動を行うが､この時期に民族学関係の論考を発表して

いる｡さらに1925年にはすでにヤクート自治共和国の初代中央執行委員会議長を務めていたサ

ハ人のP.オユンスキーらとともに学術研究協会｢サハ･ケスキレ(Caxa ItaCItEJla)｣をつくった.さら

に同年12月バクーで開催された第-回テユルク学会議にヤクート自治共和国から派遣されたが､

この帰路に病気となり､ 1926年6月6日モスクワで客死した32｡

多くの研究においてクラコフスキーは非マルクス主義者であり､当初は十月革命の意義を理解せ

ず反ボリシェビキ側に立ったが､最終的にはソビエト政権を受け入れたと指摘されている｡実際に､

1925年に出版された彼の詩はソビエト体制･赤軍･ボリシェビキ党を賞賛している33｡ソビエト政権

の受容-これは先に紹介した1950年代にプラウダ誌で批判されたバシヤーリンの著作においても､

そして1970年に発行された｢ヤクート･ソビエト文学史概説｣においても同様である34｡しかしクラコ

フスキーが真に自己変革したかどうかを問題にするよりも-バシヤーリンが自らの著作の結論で指

摘しているように-彼の人生は文学芸術･思想･政治的発展の道において複雑で矛盾に満ちてい

る35-この側面にこそ彼の特徴があるといえよう｡この点について近年の研究は次のように指摘し

ている｡クラコフスキーが問うたのは､サハが模範とすべき国家及び文明がアメリカ･日本･中国のい

ずれかなのか､或いはロシアのなかで発展することなのか-である｡そしてその答えは17世紀以

降ロシア文明との相互作用のなかであったサハ社会の歴史であり､その文脈にそってサハ文化の

29 60山OPHH r･n･ Tp日月KyTCKLIX Pe(コ∧HCTくコ-nPOCBeTHTe^月･只KyTCK, Pecny6^LIKClHCKOe O6uJ.eCTBO

くくKHHrQ"I 1994日944)･ Cl 22-23･ 46;AbaKOHOJ0･知yTCKQ…HTe^^H｢eHu帆C･ 126･'3e^HHCK日月K･^･

lpeA･J OqepK LICTOPレ11朋KyTCKO内coBeTCKOレ1人LITePく⊃TYPbl. MocKBCl L(HQyK(コ)), 1 970. C.45-46.

30 6ouJOPHH. TpレHKYTCK11X Pe(コ^HCTO-nPOCBeTレ1Te^只. C.46-47.

31 3e^HHCKJ4月. 01ePK 11CTOPLIL=KyTCKO内. C.56-57.

32 6ypue8 A. A. Ky^clKOBCK日向KClK nO3T- MbIC^HTe^b // no^月PHくコ月3Be3AQ 1994 N21. C. 158,I

3e^J4HCKH月. OLlePKレ1CTOPレ1日月KyTCKO内. C. 59.

33 60山OPHH. TpL…KYTCKLIX PeO^LICT(コ-nPOCBeTLITe^月. C. 29.

34 6ouJOPHH･ TpL1月KYTCKHX Pe(コ^HCTくコ-nPOCBeTLITe^只･ C･ 49-50; 3e^HHCKH内･ OtlePK LICTOPH日

月KyTCKO内. C.59.

35 6ouJOPHH. TpLl只KyTCKLIX Pe(コ^LICTO-nPOCBeTLITe^月. C. 55.
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発展を考えなければならない36｡それは彼がフォークロア･民族学的資料に親しみながら研究その
(

もの自体よりむしろサハ文学の創造一精神文化の発展-に力を注いだことに現れているのであ

る｡

･ガプリール　ワシリエヴイツチクセノフォントフ(1888･1938)

クセノフォントフは､ 1888年4月　4日ヤク-ツク管区西ハンガル郡(3aⅡaJtE0-RaEra皿aCCIくOrO

yJIyC)の第四マリジェガル郷(ⅠV MaJIhXerapCRH蕗HaCJIer)で裕福な家庭に生まれた｡数人の子

供に早死にされていたその両親は､ ｢不浄の力｣をおそれて､子供の養育を同じ郷内のスレプツオ

フ一家に預けたという｡郷内で初等教育を受けた後はヤク-ツクの養護施設で育った｡ 1899年に

実科中学校に入学したが､この当時冬は生家で暮らし､夏は養家で過ごすという生活だった｡

1905年4月にヤク-チアで最初の非合法マルクス主義サークル｢マヤ-ク(MaSlR)｣が社会民主主

義者の政治犯流刑囚によって結成されるとこれに参加した｡ 1907年に実科中学校卒業後､一年

を経て1908年にトムスク大学法学部に入学した｡そこでシベリア民族学者G.ポクーニン(r.H.

IloTaFEE)の学生らによって結成されていた民族学サークルに接し､民族学を学ぶことになった｡

1912年から1年間トムスクにおいて弁護士助手として働いたが､その後ヤク-ツクに帰郷した｡その

後1917年まで弁護士活動を続けるが､同時に民族学-の関心を失うことはなくフォークロア資料

などの収集を行っていた37｡

二月革命がおきると､ヤクート連邦主義者勤労同盟(SIKyTCRE丘TPyFtOJ30丘cox)3

4)eJtePaJIHCTOB)に指導的立場で参加する一方で､ E.ヤロスラフスキー(EM. 5IpocJtaBCRE最)の影

響で反宗教諸問題に関心をもつようになり､信仰関連の民俗資料に関心を持つようになっていた｡

そして1920年にはイルクーツク大学社会科学部の助手として考古学･民族学の研究をより本格的

に行い始めた.当時イルクーツクにはB.ペトリ(B.9. rleTPE)､ P.ハローシフなど著名な学者がお

り､考古学･民族学分野は充実していた｡彼らに師事しながら､サハの民族起源論に取り組むように

なったのである. 1922年にはヤク-ツクに戻り通商産業人民委員部(HapⅨoMaT TOprOBJIE E

ⅡpoMhIⅢJIeIIHOCTII)の北方課の書記官として働き､その後1925　年には教員人民委員部

(HapIくOMTIPOC)の研究員の職に就いている｡この間､ヴィルイ地域や北方地域(オレニヨク川下

舵)でフォークロア･信仰儀礼の民族誌資料を収集したほか､ハカシャや西ブリヤートも訪れ､比較

民族学のための調査も行ったのだった｡そうした成果は1937年刊行の｢ウランカイ･サハラル:ヤク

ート古代史概説｣で形となった38｡

この本は､サハ人の民族起源とりわけ現在の中心的な生活域であるレナ川中流域の移動拡散

過程を､ヴユルイ地域･北方(オレクマ)地域･中央(レナーアムガ)地域の民族文化の偏差をふまえ

ながら論じた大著である｡クセノフォントフは､当初サハ人はヴイルイ地域に分布し､その後一部はさ

らに北部(オレクマ川下流-北極海沿岸)に移動して北方サハとなり､その後ヴイルイに残った集団

から中央(レナ-アムガ)地域-移動したと考えた｡残念ながら､これは現在の研究者には受け入

れられておらず､現在定説となっているのは1630年代に中央地域からヴィルイ地域-の移動があ

3` AbRKOHOB(コ.只KyTCK0月LIHTe^^HreHuLl月. C.1 28-1 29.

37 rpHrOPbeB ～.r. nepBbl内只KYTCKHFHICTOPHK // L13BeCTLl月CH6HPCKOrO OTAe^eH日月AH CCCP.

Cepレ柑06LueCTBeHHbIX H(コyK. 1978. N21. C. 163-164.

38 rpJqOPbeB･ nePBb一向RKyTCKH内LICTOPLIK･ C･ 1 65; L4BOHOB BI H･ CoBeTCKLle LICTOPLIKH一月KYTOBeAbI.

触yTCK, 1973. C.39.
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ったということである｡その他バイカル地域からの民族移動の時期や｢古代｣の政治体制についての
l

見解についても多くが否定されている｡しかしながら､フォークロア資料を丹念に分析することで､そ

こに民俗文化の多様性と時間的な秩序を読みとり､サハの基層文化の複合性を指摘したこと-そ

れは無文字社会におけるフォークロア資料の位置づけを明確にした先駆的業績であるといえよう｡

この出版の同じ年に､クセノフォントフjまさらなる研究を進めるために､モスクワに移住した｡しかし

翌年1938年4月に逮捕され､同年8月28日に銃殺刑の判決､そして刑はその日のうちに執行さ

れたのである39｡

Ⅳ

これまで紹介してきた三人の知識人はそれぞれちょうど十才づつ離れた世代に位置しているが､

さまざまな形でその人生は交差している｡そしていくつもの共通性がみられることがわかるだろう｡そ

の第-は､政治犯流刑囚との関わりである｡彼らは程度の差こそあれ､一様に人生の早い段階から

ナロードニキ政治犯と接触し､さまざまな影響をうけている｡こうした経験は､当時のサハ民族知識

人全体にいえることである｡彼らが接した政治犯流刑囚のなかには､ 19世紀未から20世紀初頭に

行われた現在古典となっているサハ民族誌研究を行った者がいたことはすでに述べたとおりである｡

彼らの影響は､何も民族学や言語学､フォークロア研究といった領域だけにとどまらない｡ニキーフ

ォロフやクラコフスキーがロシア文学のサハ語翻訳を試みているように､またクセノフォントフがトムス

ク大学で法学を修めたように､文学をふくめた学術･科学的知識の窓は､帝政ロシアの植民地主義

の制度的端々に存在していたのである｡

実際に､ニキーフォロフはヤクート同盟を結成に先だって､ 1905年8月に｢啓蒙協会06ⅡleCTZIO

TIpOCBeqeI柑3IJをI.ゴポロフ(H.C. roBOpOB)らと設立したが､そのアイデアは政治犯流刑囚で民

族学者のⅤイオノフだったといわれている｡この団体はサハの精神文化及び物質文化の収集を行

うと共に､サハ語の識字教育､文学の翻訳を行い､さらに協会付属の｢異族(ヤクート)クラブ

HHOPOJttleCRHii (5hyTCKEii) RJIy6｣を設けた.これは1880年代のロシアでみられた公民館

(HaPOJtHLIii JIOM)をモデルとするもので､このクラブでニキーフォロフの戯曲｢マンチャーリ｣も上演さ

れた｡また同様の団体はクラコフスキーも作っており､彼はソフロノフらと共に1910年に｢ヤクート文

学愛好クラブItpyxoR 《JIK)6HTeJIL 5IKyTCIく0丘JIHTepaTypLI''Jを結成し､自ら文学作品を発表す

ると共に､サハ文学のロシア語翻訳､ロシア文学のサハ語翻訳を行った40｡

そうした近代西洋的知識を身につけたサハ人が､その近代性を追求しながら､同時に自らの土着

性を希求するといった態度も共通している｡その一つの極は､クラコフスキー軌跡に現れている｡彼

の特徴の第-は､ロシアの文学･文化･国家性を高く評価した上で､自らのアイデンティティを支え

るサハの精神文化-つまりシャマニズム-の関心である｡なお1920年代に発表された彼の民族

学的諸論考は､その後1979年になって蒐集され出版された41｡第二は､サハ人とロシア人は不可

分な一体であるという認識に到達したことである42｡実際､内戦期(1919･21年)の間にクラコフスキ

39 rpJイrOPbeB. nePBbl白月KYTCKレ伯LICTOPレ1K. C. 1砧; L4BOHOB. ((yP(コOHrXQ内-CQXO^OP)) ｢.B.

KceHO中oHTOBCl. C. 6-10.

40 AHTOHOB E.n. Ky^bTyPHO - nPOCBeTLITe^bHOe O6LueCTBO f(CくコXくコ○〟LYKl) I1 92011928rrJ.

HoBOCレ16LIPCK t(HQyKCl)), 1998. C. 10-1 I.

41 Ky^oKO8CK川内A.E. H(コytlHble TPYAbl.只KyTCK (15IKyTCKOe KHHXHOe L13AQTe^bCTBO〉), 1 979.

42 AbRKOHOB(コ.只KyTCK(コ只HHTe^^LlreHuLIL C.1 25.
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ーはサハ語の転写法を編み出すが､そこで用いられたのはキリル字であった｡彼はサハ人のお力ミれ

た歴史的背景を考慮しつつラテン字による転写法よりもキリル字のほうが現状に適しているという判

断を行ったのであった43｡

1905年の第-革命以来のさまざまな社会変動のなかにあって､クラコフスキーは革命的変革の

意義そのものに懐疑的態度を示してように思われる44｡むしろ前述した文化学術団体のような活動

に積極的だったようである｡死去する一年前の1925年にも学術研究団体サハ･ケスキレの設立に

関与した45｡とはいっても､当時の知識人に対する思想的影響は大きいものだった｡単なる文芸的

作品の創造にとどまらず､先述した｢シャマンの夢｣をはじめとして､ ｢ヤクート･インテリゲンツイヤ-｣

の手紙(1912年)といったいわば政治批評を含む作品を数多く発表していたからである0

一方のニキーフォロフとクセノフォントフの場合､似たような傾向を持ちながらも､より明確な形で政

治活動に関与している｡ニキーフォロフは先述したように､ 1905年の第一次革命後にヤクート同盟

を結成した｡この時には300人もの郡(クルス)代表が賛同し､同盟の設立会議に集まるほどだった｡

その活動では2度にわたって中央政府(-度目は当時の首相ウィッテに､二度目は皇帝-)に自ら

の主張を記した要求書を送りつけたが､政治的な成果は何もえることなくニキーフォロフ自身の逮

捕をもって終結した46｡その後再び彼の政治活動が顕在化するのは､ 1917年二月革命後である｡

この時にはクセノフォントフも加わって､ヤクート連邦主義勤労同盟(5IRyTCRE丘Tpy月OBO益coE)3

4)eJtepaJIHCTOB)が結成された｡そもそも1917年3月にサハ人及びロシア人の農民を中心にして

合法的政党として｢自由党CBO6oJta｣が結成されたが､ 6月に開催されたその大会において名称が

｢ヤクート連邦主義者勤労同盟｣と変更されたのである｡政治的対場は当時の社会革命党に近く､

その後さまざまな場面で共闘している｡主要なメンバーは､上記二人に加えて､ A.シローキフ(A.刀.

IJl瓦pOIはⅩ)やR.オロシン(P.班. OpocⅡⅡ)他である｡彼らが連邦主義者をなのる所以は､アメリカ

合衆国の統治制度をモデルとし､脱中央主権･地方-の権限委譲を中心的な主張としたからであ

る｡その綱領においては､連邦主体として｢シベリア｣を想定し､シベリア州議会(CE6ⅡpcIは兄

06JIaCTHaSl JtyMa)の設立を目指した｡さらにヤク-チアを含むその構成内部では政治的自治の

実現よりもむしろ文化自治を基本とした民族平等政策の実現が主張されている47｡

二月革命後のヤクート州コミッサール(政治委員)はすでに述べたように社会革命党のⅤソロビヨ

フであり､反ボリシェビキが力を持っていた｡その中にあって党員1198人､ 20の地方委員会(1917

年11月)をもつヤクート連邦主義者勤労同盟は大きな影響を持っていた｡さらにそれを安定させる

べく1917年9月には連邦主義者勤労同盟は社会革命党とともに､文化啓蒙協会サハ･アイマフ

(Caxa a丘MaX)等を含めて､ ｢ヤクートJll合同民主主義061,eJtHHeHIIe JteMOKpaTH5I 5IxyTCIく0丘

06JIaCTE｣を組織した48｡ちなみにこのサハ･アイマフという組織は､クラコフスキーの後継であること

を自認する知識人によって1917年6月に設立されたものである｡そのメンバーはサハ語のアルファ

43 60山OPJ4H. TpH只KyTCKLIX PeO^LICTCl-nPOCBeTLITe^只. C.52.

44クラコフスキーの政治活動については､ 192ト22年に起きた反ソビェト運動であるヤク-チア州臨時

人民統治軍に参加したという説とこれを否定する説双方がある｡この解明については今後の課題とした
い｡

45 6ypueB. Ky^QKOBCKレ伯KQK nO3T. C. 158.

46 roro^eB. HcTOPLl只只KyTLIH. C. 179-181.

47 PoAリeHKO H.H. ｢ocyAOPCTBeHHO-nPくコBOBOe YCTPO内cTBO Poccレル1 a nPOrPQ∧…e只KYTCKOrO

TPyAOBOrO CO103qくわeAePO∧LICTOB // L4BOHO8 B.H. fpeA.) ｢ocyAQPCTBeHHOCTb Pecny6^LIKL^ CQXCl

f只KyTH如: LICTOPL棚′ COBPeルIeHHOCTb. 6yAyulee.只KyTCK (tH｢レ1 AH PCf別〉), 1999. C.20-23.
48 ｢oro^eB A.H. !IKyTLl月: BeK XX I191 7 - 2000rり.只KyTCK (M3AOTe^bCTBO別~y)), 2001. C.6-7; PoAYeHKO.

｢ocyAqpcTBeHHO - nPくコBOBOe YCTPO内cTBO. C. 19.
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ベット表記法を確立するS･ノブゴロドフ(C･A･ HoBrOpOJtOB)や勤労同盟の中心メンバーでもあ1た

R.オロシンら52人であり､ (1)サハ語の発展､ (2)フォークロア資料の収集､ (3)文学の翻訳を組

織の目的として掲げていた49｡こうした合同の結果､1917年11月の全露憲法制定会議

(BcepoccII丘cROe ytlpeJtETeJIhHOe CO6paHHe)の代議員選挙ではクセノフォントフと､社会革命党

のⅤパンクロトフが選出されたほか､す二でに紹介したように翌年1月にはヤクート州の自治庁議長に

ニキーフォロフが選ばれたのであった｡つまり1917年の十月革命以降であってもヤク-チアは反ボ

リシェビキ派が力を握っていたのである｡その後のヤク-チア内部の内戦過程はかなり複雑な道筋

を経るが､最終的には彼らは敗北し､ボリシェビキが1922年12月にヤクート自治共和国が成立し

た50｡

こうした三人と対称的に語られるのは､ボリシェビキ派にあったサハ人のM.アモーソフ(M.冗.

AMMOCOB)とP.オユンスキー(Il.A. 0丘yHCRH最)の二人である｡ 1897年に生まれたアモーソフは一

貫しゼボリシェビキの党人として生きた政治家であり､ 1920年にはシベリア革命委員会のヤク-チ

ア組織における全権を､さらに1923-25年には全露中央執行委員会幹部会(Ⅱpe3H脚yM

BqHK)付属ヤクート自治共和国全権代表を務めた人物である51.これに対し､オユンスキーの志

向は､先の三者と類似している｡彼は政治家であると同時に､詩人･文学者･フォークロア学者だっ

たからだ｡ちなみに彼の本姓はスレプツオフであり､オユンスキーはサハ語でシャマンを意味する｢オ

ユン｣に由来するいわばペンネームである.彼は1893年バトゥルース郡(BaTypyCCIくH丘yJIyC)で生

まれるが､この郡には当時何人ものサハの口頭伝承オロンホ(英雄叙事詩)の歌い手がおり､さらに

ペカルスキーやイオノフらの政治犯流刑囚出身の民族学･言語学者が住んでおり､そうした環境が

オユンスキーの性向に影響したといわれている｡彼は一世代前のクラコフスキーらの文芸活動にも

感化され､学術文化活動をおこなうが､政治的立場はボリシェビキに属し､その後政治指導者の道

を歩んだ｡ 1922年にはヤクート自治共和国人民委員会議(CoBHaPKOM)議長､つづいて同共和国

中央執行委員会議長を務めるなど要職を歴任した52｡

彼らが主要な指導的位置をしめたヤク-チア･ソビエト権力確立下において､前述の三人は学

術･文化行政の職についたのはすでに見てきたとおりである｡その彼らが一同に介する機会となっ

たのが､ 1921年にロシア共産党(ボ)ヤク-ツク当局の命令によって作られた｢サハ･オムクCaxa

oMyIりであり､ 1925-1930年に実施されたソ連科学アカデミーによるヤク-チア総合調査であっ

た｡

サハ･オムクは､もともと先に紹介したサハ･アイマフを継承する文化啓蒙団体である｡サハ･アイ

マフはその反ボリシェビキ的性格のため､ソビエト権力下のヤク-ツク政府によって1920年8月活

動停止命令がだされるが､その教育文化活動そのものの必要性は認められ､共産党員の知識人を

加えることで再編されることが決定されたのであった｡そのメンバーは共産党員からアナーキスト､社

会民主主義者､連邦主義者､トヨンもふくめ当時のサハ人のほぼすべての知識人が関わっていたと

いわれるo正式な人数の記録はないが内務人民委員部(HRBD)の資料では最大時1124人だっ

49 AHTOHOB. Ky^bTyPHO- nPOCBeTLITe^bHOe O6LJleCTBO. C.13.

50 roro∧eB.只KYTLlR: BeK XX. C. 7-16.

5I CblPOBOTCKJ4月A.n. H3 AOKyMeHTOB 0 PeBONOulイOHHO白日06uleCTBeHHO-nO∧HTレ川eCKO内

Aeme^bHOCT11 M･K･ A∧…oco8Q a CL16LIPLl // C6opHLIK H(コYtlHblX CT(コTe叫只KyTCKLl内

pecny6^LIK(コHCKLl内KPOeBeAHeCKLl白州Y3e白州＼. E. SIpoc^OBCKOrOJ. 1960. N23. C.1 10.
52 AoHHPO8 C･ H OKOPOKOB r. nO33LIA 6opb6bl H CO3AQH日月// 17.A. 0月yHCKH月CTLIXOTBOPeHH只.

∧eHレ1HrPQA (tCoBeTCKLl内nレ1ccITe^b)〉′ 1 978. C.8-1 2.
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たと記録されているo彼らは人文系研究を進めると共に･劇場芸術･出版活動を行い､さらに地車

にもいくつもの支部を持ち､当時のヤク-ツクのボリシェビキ政府も無視できない力をもっていた｡次

第にこの団体は反ソビエト的性質を持つものとして治安当局に認識され､最終的に1928年には廃

止されている53｡

後者のヤク-チア総合調査は､ヤクヤチア自治共和国の国民経済と文化状況の向上の方法を

模索するための基本的科学的資料を入手する目的でアモーソフがイニシアティブをとりながら企画

されたものである｡とはいっても､そうした発想はすでにモスクワ中央政府によってその必要性が認

められていた.そもそもの発端は十分な天然資源の調査が行われていなかったことに由来する第一

次世界大戦中の鉱物資源不足であった｡これを受けて当時の帝政ロシア政府は､ ⅤⅠ.べルナツキ

ーを中心とする｢天然生産力研究に関する常時委員会ItEIIC｣を設立した｡そこでは天然資源･

地政学･歴史及び民族構成に関する総合研究の国家的必要性が説かれたが､それはソビエト政

権になっても引き継がれ､むしろその役割は拡大していったのである｡こうしたなかでまさに人文社

会科学から自然科学に至る総合調査を科学アカデミーが引き受ける制度的基盤は整っていたの

である54｡

1924年3月アモーソフは､ソ連科学アカデミーに総合調査を要望した｡これをうけてアカデミー

内部にヤク-チア調査委員会(lt5IP = KoMHCcmI Ilo R3ytleIIHD 5IACCP)が設けられたが､その

設立に際しては､当時中央で有力な研究者となっていたボゴラスやペカルスキー､マイノフといった

かつてヤク-チアに流刑されていた知識人達の協力があったのである55｡そして調査委員会は､

1925年から5年間にわたる民族学･公衆衛生学･経済統計･森林経済･狩猟漁労･魚類学･農学･

地理学･地質学･水利学･気象学といった分野で調査の遂行を決定したのである｡調査委員会委

員長であったP.Ⅴピッテンプルグはこの調査が18世紀のメッセルシュミット調査に匹敵し､科学ア

カデミーにとっても重要なものだと認識していた｡それは単に人文社会科学と自然科学の総合とい

うだけではなく､そこに医学･公衆衛生学さらに農学などが加わった応用的調査の側面が含まれて

いたからである｡現地調査では246人の研究者が参加し､そのうち現地出身の研究者は43人だっ

た56｡ソ連科学アカデミーに協力したヤク-チア側の学術組織はオユンスキー､クラコフスキー､さら

にペカルスキーらも加わる形で1925年に設立された学術研究団体サハ･ケスキレである｡これはヤ

クート自治共和国中央執行委員会幹部会の決定によって設立された公式の団体で､全露西亜シ

ベリア･ウラル･極東研究協会(06ⅠqePOCCHiicKOe HCCJIeJtOBaTe.1IhCROe O6qecTBO H3ytleH汀兄

CⅡ6HpH, yPaJIa I naJILHerO BocTOIは)の支部であった(1930年にはロシア地理学協会ヤク-

チア支部と合体し､ヤクート地方研究協会となる)｡ここを通してニキーフォロフやクセノフォントフら

は実際の調査に従事したのである｡その他､ヤク-チア出身のロシア人民族学者であるA.ポポフ

(A.A. IloIIOZl)やG.ポポフ(Il.A. norIOB)などもいた57｡すなわち民族学分野についていえば､この

調査は､ 19世紀末から20世紀初頭の政治犯流刑囚の民族学者及びイルクーツク大学の民族学

関係者などもふくむ当時のサハ研究者のほとんどが何らかの形で集結したものだったのである｡最

53 AHTOHOB･ Ky^bTYPH0 - nPOCBeTレ1Te^bHOe O6LueCTBO･ C･1 4-24,･ AHTHnJイH･ HcTOPLIR SlKYTCKO内

ACCP. T.3. CoBeTCK0月只KYTLIR. M. H3AQTe^bCTBO AH CCCP, 1963. C. 1 10-1 13.

54 EpJVtO∧OeBO.只KYTCKQR KO〟ln^eKCHくコ只3KCneAレ1uL朋. C. 1 6-29.

55 EpJuO∧OeBO.只KyTCKC)A KO〟ln^eKCH0月3KCneAレ1uレ佃. C.45.

5` Ep∧10人OeBO.只KyTCK(コ月KOMn^eKCH0月3KCneAレ1uレ佃. C.53-64.

57 EpルIO^CIeBO. fIKyTCK0月KOMn^eKCHCl月3KCneAレ1uL棚. C. 98, 1 1 9. 1 27-128: AHTHm4H. LIcTOPLl只

5IKyTCKOia ACCP. T.3, C. 1 13, 160.
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終的に･調査のなかで民族学標本資料は1084点･写真ネガは459本が収集されたo Lかしそ?

成果報告書は民族分野については残念ながらほとんど刊行されなかった｡その理由は十分わかっ

ていない｡民族学調査に従事したものの多くがその後粛正されてしまうことや､ソビエト権力が民族

学の成果に関心を示さなかったからだともいわれている58｡

調査に関する出版は民族学分野以外で膨大な量となった｡その主要な刊行物は47巻から構成

されるrヤクート自治共和国調査委員会紀要TpyJlhI RSIP｣と39分冊から構成される｢ヤクート自

治共和国調査委員会資料MaTepHaJIH ItSIP｣である｡なおここでは､ 19世紀末に行われたシビリ

ヤコフ調査の未刊行の成果もあわせて刊行されており､ペカルスキーのサハ語辞典も初版は後者

のシリーズから出版された59｡

アモーソフら自治共和国政府首脳にとって最も深刻だったのは､公衆衛生学的調査の成果だっ

たという｡なぜなら､ 19世紀末の帝政ロシアの国勢調査以来､サハ人も含めたシベリア先住民は将

来死滅すると危倶されていたからである｡調査に従事した医学者達の答えはこれに否定的であった

が､衛生条件を向上させるため､当時サハ人の住居の典型であった家香/1､屋(XoTOE)と住宅

(I)pTa)が合体したタイプは二つを分離するよう助言された｡彼らはサハ人の疾病率の高さの原因を

衛生条件の悪さをもたらす伝統的家屋とシャマンによる民俗医療に兄いだしたのだった｡また畜産

学調査によって家畜飼養についてもさまざまな改善が指摘されている60｡こうした成果は､その後の

反宗教政策･農業集団化を含めた社会主義化政策の実施を考えると様々な意味で示唆的である｡

実際､後に家畜小屋と住宅部分の分離は法律で明記された｡また自由放牧されていた家畜に対し

ての飼料飼育法や草の研究も進められた｡そして何よりもこのヤク-チア総合調査はその後のヤク

-チアにおける学術ネットワークの人的･制度的建設の基盤になったのである61｡

上述の5人が相互に協力する機会をあたえた総合調査であったが､その民族学的研究の成果

が十分な形で世に出ることはなかった｡五年間の調査中にクラコフスキーは病死し､さらにニキーフ

ォロフは粛正､さらに1938年にはクセノフォントフもまた粛正されることとなったことはすでに述べた

とおりである｡さらに一貫してボリシェビキであったアモーソフとオユンスキーもまた反革命罪にとわれ

共に1939年に粛正されたのであった62｡

Ⅴ

以上駆け足で､戦間期のサハ民族学の位置づけとこれに関わった民族知識人達の軌跡とその背

後の状況を描写してきた｡それは19世紀末～20世紀初頭の古典的民族誌と1940年代以降のソ

ビエト民族学におけるサハ研究の間の隙間を埋めることであった｡この点について序論で掲げたよ

うに一定の見取り図をつくることはできたと思う｡

この時代のサハ人研究者は､民族学的研究に従事すると共に､政治文化活動に関わる実践家

であった｡彼らはロシア-西洋という枠組みの近代性を受け入れた上で､自らの土着性を崇高なも

のとして自覚し､そのことを自民族に啓蒙することを課したといえる｡こうした態度はこの時代の帝政

58 EpJVLO^Oe80.月KyTCKO只KO〟Ln^eKCH0月3KCneAHu州L C. 103-104.

59 Ep∧40^oe80.只KYTCK(コ月KOMn^eKCH0月3KCneAHuLl月. C. 131-138.

60 Ep〟o^oe80.只KYTCK(コ只KOMn^eKCHCl月3KCneALlu朋. C.83-84, 92-94,104-1 06.

61 EpルIO^OeBO.只KYTCK0月KO八へn^eKCHC)月3KCneAレIul佃. C. 141-148.

62 NoKOPOB･ M･K･ A…∧ocoB. C.8;中eAOPOB ～.～. O Ae^O n.A. OFlyHCKOrO // no^叩H(コ月3Be3A(コ

1994 N21. C. 168-170.
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ロシア内あるいは世界各地の民族知識人に共通する側面をもっているといえよう｡とはいえ注革し

たいのは､一彼らの思想的･学術的蓄積とは異なる文脈でサハ民族学研究をめぐる制度的確立がさ

れたということである｡それは1930年代以降､ソ連における民族学が帝政以来の良質な民族誌記

述と比較研究という性質から､史的唯物論に基づく歴史科学の下位部門としてのソビエト民族学

(aTHOrPad)Ⅱ3I)に変質していった過程と重なりあうことはいうまでもない. 1940年代以降､ここで紹

介した三人のような学術研究と社会実践の双方を掲げながら活躍する民族知識人は当然ながら現

れていない｡その意味では彼らは過渡期に生きた知識人であり､その過渡性とは､帝政ロシアの植

民地主義体制のなかで紡がれ始めた他者による民族学及び文学の思考の様式を､自らのもの-と

領有することの試みだった-ということができよう｡残念ながら､その成果は十分に結実する以前に､

彼らは消えていったのである｡とはいえ､第二章で触れたサハの歴史的社会構成についての問題

における論争に現れているように､その後の職業的知識人となったそ'の後商は､さまざまな形で自

らの祖先を同定する作業を試みたのだった｡それが1990年代以降の現代-と連なっているのであ

る｡おそらくここから見えてくる問題の地平は､ソビエト民族学のなかのサハ人によるサハ民族学研

究の意味それ自体を問うことであろう｡この新しい段階の課題をあぶり出したことをもって､本稿を閉

じたいと思う｡
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RapaTeJlbⅡOe ⅡPaBOCyJ叩e B CCCP B rOFtH BTOpO丘MEPOBO丘

B｡丘EもⅠ(1940 _ 1945)　　　　　　　t

C.A.IlaⅡROB

MⅡpoBa5I BO免Ha, pa3ZlSZaaEEa3I B 1939 roJty B EBpOIIe, paJtElCaJILHO

E3MeEⅡJIa MHOrHe ⅢpIIOpHTeThI BHyTpeHHeii IIOJIHTER耳CTaJIⅡECIくOrO peXHMa 冗

cTaJIa IIpHtIHHO最IIJIy6olくHX ⅡepeMeH B CIICTeMe IIpaBOCyJtESI, ⅡPe3KFte BCerO B

ECI10JIh30BaHHH yrOJlOBHLIX HaRa3aI柑B. PeIIpeCCHBEaJHIpHPOJta COBeTCRO丘

E)CTI叩EE, 4)opMⅡpOBaBⅢaSICSI C rlepBHX JleT 60JIhZIIeBHCTCIく0丘BJIaCT耳, B rOJthI

BO丘ELI rlOJIytZH皿a 3aROHtleEHLIe 4)OPM.hI. B aTOM aaRJIX)1a･JIaCh yI柑RaJILHOCTh

ⅢoJIOXeI柑JI: HH B XaIく0益井pyrO丘ⅡepIIOJt COBeTCIく0丘HCTOpEⅡ CIICTeMa yrOJIOBHOrO

ⅡpaBOCyAHSI He HaXOJtⅡJIaCb B CTOJIL 3aZmCEMOM IIOJIO3KeHEE OT ⅡOBCeJtEeBHO丘

ⅡoJIZlTHRH npaBSIqerO peXHMa l王He BhIⅡOJtHSIJIa TaIくOrO 06もeMa

MO6EJIⅡ3aI叩0EHLIX aaJtatI B COIIEaJIhEOIIIOJ柑TEtleCIく0丘H XO35I益cTBeEEO丘C申epe,

RaIくBO BPeMSl BO丘HLI.

OJtEaXO ⅡepBhle 3HatIHTeJILHLIe ⅢarH Ⅱ0 ⅠIePeXOJty IIa lpeaBhltZa蕗HOe

JIOJIOXeEIIe 6LtJIH叩.eJTaIIhl eqe HaRaIIyEe BCTyIIJIeIIH5I a BO最EY C repMaI柑eB.

HoBLIe RapaTeJ一hHLte TeIIJteHqHH, CB5I3aHnLte C BOeIIHO点06cTaIIOZlEO丘,

ⅡoSIZtHJIECh B COBeTCKOM yrLOJIOBEOM ⅡpaBe B 1940 roJty. 0ⅡE ⅡpeACTaZuJIJTH CO60丘

oJtEE E3 ⅠくJIK)tleBHX HECTpyMeIITOB MO6EJIE3aI叩OHE0丘zl0JIETERH peXHMa H

RaCaJIHCh CHCTeMLI TpyJIOBLIX OTHOⅢeI川魚B CTpaHe. 9T0 6もIJIa CepH3I yRa30B

rlpe3叩EyMa BepxoBEOrO CoBeTa CCCP, rJIaBHLtM H3 ⅠくOTOpLIX SIBJI3IJICSI yIは3 0T

26 lImHJI 1940 roAa 《O nepexoJte Ha BOChMEtlaCOBO丘pa6otIH丘JteHL, Ha

ceM叩ⅡeBHyE) pa60tlyIO IIeEeJmO A 0 3aIIPeIIIeHHH CaMOBOJIhHOrO yXOJta pa60tIHX H

cJIyXaⅡ叩Ⅹ C ITPeAITPH兄TH免H ytlpe3KJteHII丘)I.

HaH60JIee XapaRTepHO丘oco6eHHOCTI'X) pa3BHTmI COBeTCROrO ⅡpaBOCyJ叩SI B

J10eHHLI丘IIepIIOJHIZLHJIC5I ⅡepeCMOTp CIIHCIはTeX Ae丘cTBⅡH, 3a ROTOpLte

ycTaEaB.TIHBaJIaCL yrOJIOBHaSl OTBeTCTBeHIIOCTL I, RaIくCJIeJtCTBEe, - EeII36exHoe

BOaPaCTaHHe POJIE yrOJIOBHOrO IIpeCJIeAOBaHHSI. rpaHⅡItLI ITPⅡMeI王elIHSI

yroJIOBEOrO RoAeRCa 6LIJIH EeO6hltla丘HO PaCⅢHpeHLI 6JIarOJtapSI TOMy, tITO 6htJIH

ECIくyCCTBeHHO Pa31tBHEyTもI paMRH CaMOrO ⅡOHSITH5日くⅡPeCTyⅢHOe JteSIⅡEe)I. B

peayJIhTaTe lleJILIE PSIJI Ae丘cTBEE, KOTOPI.Ⅰ丘B MIIpHOe ZLPeMJI He CIHTaJIC5日taXe

aJIMHEIICTPaTHBHZ'IM HapyⅢeEHeM, HepeⅢeJI B Pa3PSIJt IIPeCTyIIJIeI柑丘E

ⅢoJtJIe)ⅨaJI yrOJIOBIIOMy HaRaaaHIIK) (1) . It RaTerOpI柑yrOJIOBHhIX

IIPaBOIIapyⅢeHH丘cTaJIH OTHOCIITLCSI TaIくⅡe Jte益cTBHSI ⅨaIく《PaCⅡpOCTpaHeI柑e B

BOeEHOe BpeMSI JIOXHもIX CJIyXOB)I (yKaa IIpe3lIJtHyMa BepxozLHOrO CozleTa CCCP

oT 6 IImJISI 1941 r.), ｡yIくJtOHeHHe OT CJtatIE paJtHOIIpEeMHHKOB 冗 ⅡpH3MaTIItleCItEX

6HHORJIe点》 (Ha OCHOBaHHH CT. 59･6 yK PC◎CP), 《yItJIOHeI柑e OT O6sI3aTeJILEOrO

o6ytleHHS"OeHHOMy AeJIy''. nO HeROTOPhIM Jte最cTBPlSlM (EJIⅡ 6e3Jte丘cTBESIM),
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lIeEaBeCTHhIM JIJlSl ylt PCOCP JtOBOeHEOrO ZlpeMeHE, TaK3Ee BBO叩JIaCL

～

yrOJIOZLHa5I OTBeTCTBeEHOCTL: JtJISl ROJIXOaEEROB ･ 《3a IIeZLhlpa6oTIくy MEHI…yMa

･pyJtOJtlleii》 (yxa3 0T 15 arIPeJISI 1942 r.),くく3a yMOHeEⅡe OT yⅡJIaTLI HaJIOrOZL

mE HeZILIⅡOJIEeEHe EOBmEOCTeか, (Ⅱa ocIIOBaI柑E CT. 59･6 yR PCOCP), JtJISl

MOJIOJte3RH日《aa yRJIOⅡeEEe OT苧OHHCIくOrO ytleTa)) (ⅡOCTaEOBJIeEHe rKO oT 16

兄HZ･aP5I 1942 r･), `(3a yRJIOEeHEe rOpOJtCROrO HaCeJIeEM OT MO6HJIE3a耶Ⅱ Ea

rlePⅡOJt BOeEHOrO BpeMeEE Ha pa60Ty B mPOMLlⅢJIeⅡHOCTL H CTPOETeJILCTBe)1

(yRa3 0T 13 4)eBPaJH 1942 r.), {{yRJIOHeHHe OT MO6mH3a叩E Ha

ceJIhCKOXOaR丘cTBeEHLIe Pa6oTLI,･ (yxa3 0T 15 aHPeJH 1942 r.) E EeROTOPHe

JtPyrIIe･

0脚OBpeMeHHO CHHXaJICS- BO3PaCTHO点=opor, c xoTOpOrO ⅡaCTyⅢaJIa

yroJI6iEa兄OTBeTCTBeHEOCTh nO BCeM B叩aM ⅡpeCTyⅡJIeEHii. 3aROHOM OT 31 MaSI

1941 r･, cIIeI叩aJILEO TIpeJtyCMOTPeIIELIM JtJm HOJtPOCTROB, yrOJIOBHOe

COBePⅡIeHHOJIeTIIe yCTaHaBJIⅦBaJIOCh C 14 JIeT.

npyro孟Ba3me丘Ⅲe丘TeHJte叩He丘mJIEJIOCL O6Ⅱlee yXeCTOleHEe TPyJtOBOrO

3aIく0ⅠIOJtaTeJIbCTZla･ MephI CypOBOrO yrOJIOBHOrO IIPeCJIeAOBaⅡHSI 6もⅠ皿H

pacⅡPOCTpaIIeIILI Ha TaRHe Ae点cTBH5I Ra∝ OIIO37taHEJI Ea pa6oTy, rIPOryJIH,

caMOBOJILHblii yxoA C ⅡpeAEPESlTESI, yIくJIOIIeme OT MO6-IJIE3aI叩E Ha pa60Ty a

rTPOMhIⅢJIeEEOCTL, CTpOHTeJILCTBO H CeJILCItOe XOa兄点cTBO. Ho co BCTyⅡJIeElⅡeM

CCCP A BOihly C repMaHHe丘H JtaJIhHe蕗Ⅲe丘MEJIkrTaPE3a叩e丘Ⅹ033I丘cTBeEEO点

xE3EⅡ CaHXII耳Ⅱ 3a aTII mPyⅢeHⅡJI 3HatZ滋TeJILEO yCHJIHJIECL. EcJIE HO yRa3y OT

26 那)HSI 1940 r･ caMOBOJtLHLIH yXOR C pa60TLI mPaJICSI TX)PeMHHM 3aRJIE)tleEⅡeM

oT 2 7tO 4 MeC5IIIeB, TO ⅡO yⅨa3y OT 26 7teRa6pJI 1942 r･ TaXO丘yxoJt C

rlpe･叩PII兄THS"OeHHOrO 3rlatleHm 6LI皿06MBJIeH TPyJtOBHM JteaepTHpCTBOM H

xapaJICSI TIOPeMHhIM 3aRJIX)leI柑eM Ea CpOIくOT 5 JtO 8 JIeT(2).

HaKOHell, elqe OJtHO丘HOBO丑TeHJte叩Ee免cTaJIO IPe3Bhltla丘HOe叩pOⅡleHⅡe

cyJte6EO･CJIeJtCTBeHIIhIX ⅡPOIleAyp II ⅡOP耶m TIPaBOⅡPIIMeHemE. TaROe

I10J10XeHIIe CTaJIO BO3MOXHhIM BC皿eJtCTB耳e IIOBLIⅢeIlHSl POJIH CIIeIIHaJILELIX CyJtOB

(BOeHELtX 冗 TpaHCIIOpTHHX TPE6yHaJIOB), ECI10JTh叩0ⅡIHX yCROpeHHH丘E

yZIPOEleIIHLI丘I10p叩0Ⅸ OCy-eHESI, ltepeXOAa I IIpaBOCy脚蛤, OCIIOBalIHOMy Ha

yIは3aX･ IIpeJtyCMaTpHBaBⅢHX 3HatZHTeJThHOe OTCTyⅡJIeHHe OT O6LItIHhIX CyJle6HLIX

HOpM B CTOPOHy HX yⅡpOⅡleHIは, a TaIくXe ⅢOH耳3EeHIIe O6qero ypoBESI

RZIaJZE中和EPOBaHHOrO rlpaBOCyJtm R CTPaHe. OTleIIL BLICOXaJI CTeIIeIIL

3aBHCIIMOCTE COZIeTCIくOrO IlpaBOCy刀.ⅡSl OT IIOJIETHtleCIくOrO BJIH3日IIISl E

rlparMaTHtleCROe OTHOⅢeHHe peXHMa R HCnOJIL30BaHIID IIpaBOBLIX HOpM,

oco6eHHO XapaRTepHLte JtJI兄ⅢePHOJta BO紬hI, nPEBeJIt- aHatIⅡTeJIhHOMy

yBeJImeEEX"ECJIa Cy6もeRTOB rlPaBOTIpHMeHemSI, He OTHOCSlqEXCSl K Cd)epe

ⅡpaBOCy刀:別I･ B aTOM aCI-eETe CHCTeMa yrOJIOBHOrO TIpeCJIeAOZIaHm BHmIa 3a

HPeJteJILI TeX COZIeTCIく耳X HOPM, ROTOPLte CJIO3KHJIHCh 冗 6hIJIH y3aIく0EeEhI B

ItpeABOeEHH点ⅡepHOJt.
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ITpaBOCyJtEe B CCCP BHOBh OIはaaJIOCL B THCIはX rJIy6oKOrO XpE3ECa E

AerpaJtaI岬H, COⅡOCTaBオMHX Ilo CZ10EM MaCⅢTa6aM E IIOCJIeJtCTZlE兄M C ⅡepHOJtOM

JIatlaJIa 30･X roJtOB. B lpe3BhllaiiHO丑06cTaIIOBRe BO点EH EEEqEaTⅡZly IIa

BO36yxJteEEe yrOJIOBEOrO ⅡpeCJIe40BaHE3I ⅡOJIytIEJIE ⅡpamHtleCRH BCe OCHOBⅡHe

ⅡapTII丘Ehle, COBeTCIくⅡe, Ⅹ03E丘cTBeHELIe E aAMⅡEHCTpaTEZlHHe PyROBOJtETeJIH:

ceRPeTapE pa丘ROMOZl, ⅡpeJtCeJtaTeJIH pa丘ⅡCⅡoJIROMOB, AEpeRTOpa rlpeJtⅡPESITHH,

MTC II COZLXO30B, paaHOrO pOJta yⅡOJIHOMOTleHHhle, IIpeJtCeJtaTeJI甘ROJIXO30B,

pyIくOBOJtETeJIH ytlpe3EJteI柑点H OpraI柑aaI叩B.

HaJIeJIHZHtOJI3KHOCTHhIX JIEII ⅡpaBOM Ⅱ 065I3aIIHOCTbD Tpe60zlaTh OTRpHTHSZ

yroJIOBHHe AeJIa B OTIIOⅢeEI柑ⅡOJttIHEeEEhIX, ⅢOJIETHtleCXOe pyROZ107ICTBO CCCP

`oJtEOBpeMeIIHO J106Ⅰ柑aJIOCh TaROrO ⅢOp叩Ra, ⅡpE XOTOPOM hlecTHHe

PyROZ30JtHTeJIH EMeJIE MaJIO ⅡIaIICOB yRJ10EETI,C5I OT EaBSl3aEHもlX HM

KaPaTeJIhHhIX 4)yHRqHB. Itaphepa, a tlaCTO E CBO607ta aTIIX Ilk)Jte益EaxoJtEJIHCL B

ⅡpSlMO最aaBⅡCHMOCTE OT IIX rOTOBHOCTH OTJtaZLaTもIIOJI CyJI HEXeCTOSIIItEX JIErt.

HeBepOSITIIOe paCCpeJtOTOTleEHe aAMEⅡECTpaTEBHO･ⅡpaBOBHX 4)yII叩Ⅱ丘

rlopoJt甘JIO OleEh ⅢEPOKOe It XaOTIItleCIくOe ⅢpEMeⅡeEⅡe aaIくOHa. Heo60cHOBaHEhIM

apecTaM, Ra3H5IM A JtPyrⅡM yrOJIOZIHLIM HaRaaaEIはM BO BpeMSI BO最HhI OTRpHJIⅡCt'

ⅢEPOKHe rpaI柑qLt, E I10TOMy XePTBaMH CyJte6ⅠIOrO ⅢpOII3BOJIa CTaJIE MEJIJIEOELI

coBeTCIく耳Ⅹ rpaXJtaII. CTaTIICTERa OCyXFterlE点3a 1940 - 1945 rr., BePO∬THO, y3Ee

HRrROr.Aa IIe 6yJteT yCTaEOBJIeHa B I10JIHOM O6beMe. Ho Jta3Ⅸe BLISIBJIeEHLIe

cBeAeI柑SZ JtaIOT OCHOBaHH3I nOJIaraTL, 1TO RapaTeJILEOe ⅡPaBOCy月He B CCCP

oTJIHlaJIOCL a BOeEHLI丘nepEoJt 6ecrTPeIIeZteETEOii 3ⅠくCⅡaHCⅡe蕗E HCⅡOJIHgJIO

BaXEyIO POJIL a RatZeCTBe耳HCTpyMeHTa yⅡPaBJIeHIはCTpaHO乱

《KoETppeJ)OJIX)qEOrlHa3I ⅡPeCTyIIHOCTh))

B cIICTeMe COZIeTCKOrO ⅡPaBOCyJtⅡSI 《ROETppeBOJIX)IIH0ⅡHLIe〉) Jte丘cTBHSI

TpaJtElIHOrlElO PaCCMaTpI柑aJTHCh ⅨaIくHaH60JIee TSIXRHe rOCyAapCTBeIIHhle

叩eCTyⅡJIeIIH5I(3). nJIS"Ⅹ ⅡOJtaZueHm yrOJIOZlHhlii ICoJIeRC IIpeJtyCMaTpHBaJI

ⅢHpOIくH丘CⅡeRTP OCO6HX CTaTeii. Ho r.JIaBHO丑Ⅱ3 EEⅩ 6LIJIa 58･aSI CTaThSI C 14･X)

HyHKTaME, a KOTOphIX OIIHChIBaJIHCI'BCe BOaMOXHLIe CJIytlaIIくくROIITppeJlOJImqEH)):

ⅢIIⅡ0ⅠIaX, arIITaIIIISI H IlpOrlaraHJta, ZIpep.HTeJIhCTBO, AHBePCHH, rIOBCTaHtleCTBO II

ytlaCT滋e ZL ROIITPpeBOJIIOtlHOHHhIX OPraHE3aqE兄X, H3MeHa pOJtHHe H T.Ft. B

I10BCeJtHeBHO丘coBeTCIく0丘ⅢpaRTI柑e 40･Ⅹ roFtOB HaⅡ6oJILⅢee npIIMeIIeI柑e II3

3TOr･O CIIECIはHMeJIH JtBa ⅢyHRTa: 58･10 (arⅡTaIIHSI E ⅢpOⅡaraH月a)滋58･14

(ca6oTa3K). Hx Jte丘cTBEe ⅡpeHMyIIteCTBeHEO paCⅡpOCTpaHSmOCL Ha TLIJIOBLIe

pa丘oⅡLI CTpaIIH. Ha 4)poHTe, B ZlOHHCIくEX tlaCTSlX A B 30HaX, IIpIIMLIRaIOⅡ叩M X

pa丘oIIaM 6oeBHX Jte最cTBHA, EaH60JIee PaCHpOCTpaIIeI柑LIM 6LIJTO OCy3KJteHHe Ilo CT.

58･1 (E3MeEa pOJ叩He).
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B ycJIOBESlX BO丘HLt CTeⅡeEL OTZleTCTBeI柑OCTE 3a 《ROHTppeBOJlD叩OEEHe

Jte3IHm》-eⅡle 6oJIee BO3pOCJIa. CooTBeTCTZIeHEO IIOBLICIIJIaCh E Mepa HaXaaaI柑Sl.

B HpERa3e HapIくOMa K)CTI叩HE PCOCP It.Il. ropIIIeEEEa OT 31 01くTSI6psl 1941

roJta..0 pa60Te BepxoBHLIX CyJtOZI ACCP, RPaeZ}HX, 06JIaCTHhIX Ⅱ ORPyXEhIX

CyJtOB Ilo JteJIaM 0 IくOHTpPeBOJImqE0ⅠⅠⅡhIX IIpeCTyIIJIeIIESIX B BOetIEOe BpeM.SZ)) ZICeM

cyJtaM: CTaBEJIaCも3aJtatIaくく06ecⅡetzHTh CypOByX) CyJte6EyEI peIIpeCCEK) RO BCeM

ROETPPeBOJIX)叩0ⅡePaM I areETaM repMaECIくOrO ¢aⅢⅡ3Ma…)I, ⅢpⅡMeHSlTh

3aIく0HH BOeEEOrO BpeMeEH XO BCeM CJIytla兄M ROHTPpeBOJImqⅡ0Ⅰ柑0丘IIpOrlaraII耶I

Ⅱ arETaIIHH, ((Ee3aB搭CEMO OT TOTO, COBePⅢeHO JIH IIpeCTyIIJIeIIEe rla TeppIITOpEH,

06MlBJIeEHO丘HJIE EeO6MBJIeHHO丘Ha BOeHEOM nOJIOXeEⅡE''(4). B ⅡpIはa3e

TaXXe JtaBa皿OCL ylCa3aEEe 《06ecⅡelHTL paCCMOTpeEEe JteJI 0 rOCyJIapCTBeI柑hIX

IIpeCTyIIJIeHH兄Ⅹ Ee IIOaJtIIee JteCSlTⅡJtHeBHOrO CpORa CO FtESl IIOCTyrlJIeHE5I JteJIa B

cyJt･･･》･ KapaTeJIhHOe BO37te丘cTBHe　3aIt0ⅠIa yCIIJI抜BaJIOCh ⅡPeXJte BCerO

BZLeJte耳HeM B CyJte6tIyX日IpaItTERy BTOPO丘qacTH CT. 58･10 yIt PCOCP,

rIPeJlyCMOTpeHEyK) HCIくJIX)tZHTeJIZ'HO JtJI31 ttZlOeHHO丑06cTaEOBXE)) Ⅱ

opEeETEpOBaEE0丘Ⅱa IIpIIMeHeEⅡe ZlhICHe丘MepH EaXa3aHIは- paCCTpeJIa･

IIpEleM HpaIくTEtleCROe ⅢPHMeEeEHe aTOrO ⅢyERTa, COrJIaCHO CTaTⅡCTHKe, C

ⅡepBLIX MeCJIqeB BO丘HH CTaJIO IIpeO6JIaJtaK)IItEM: Ha ee刀こOJIXHlpEXO脚J10Ch JtO 45･

50 % BCeX CyJte6HhIX ⅢpIIrOBOpOB Ilo JteJIaM 0 i(XOIITpPeBOJIK)qHOI柑LIX

TIp eCTyIIJIeHHSIX)).

Ratc HaII6oJIee ZLa3KEa5I RaTerOPESI yrOJIOBHhIX JteJI, JteJIa 0

ttKOHTpPeZLOJImqHOEHLIX ⅡPeCTyrrJIeHE3IX)) He IIOJtJleXaJIH paCCMOTpeIIⅡD B CyJtaX

HE3Ⅲe丘HHCTaHIII柑I HapOJtHLIX (pa丘oEELtX) cyJtaX. 0Ⅰ柑ⅡepeJtaBaJI拓CH CyJtH

60mee BLICOROrO ypOBH5I EJIH OCO60益K)pHC押印EH: B PeCⅡy6JIEKaIICRⅡe,

06JIaCTHLIe (RpaeBhle) cyALI, BoeHHy)a RoJIJIerHX) BepxoBHOrO CyJta CCCP,

BOeHHhle II TPaIICIIOpTHhle TpII6yHaJIH E Oco6oe coBeⅡIaEHe IIPH HItB月･HItIIB

CCCP･ CyIZteCTBOBaJI TaIくXe CⅡeI叩申HtleCI柑丘Ⅱop耶OR paCCMOTpeI柑SI aTItX JteJI H

BhIHeCeHIはIIPIIrOBOpOB: 1aCTL H3 EIIX rlpOXOAⅡJIa rIOJTHyIO CyJte6EyX) ⅢpOIIeJtypy ･

06hlqHO B 3aRpLITOM npOIIeCCe B peCI-y6JIHRaHCROM, 06JIaCTHOM EJIE EPaeBOM CyJte,

APyrHe刀こeJIa IIOIIaJtaJIH B BOeEHhle HJIH TPaHCⅡOPTHLIe TPH6yEaJILt, rJte

JteiicTBOBaJI 6oJIee yⅡPOⅡleIIHLI危rIOP叩0Ⅰく; TPeTLE PaCCMaTpmaJ柑Ch BO

BHeCyJte6HOM rIOP叩Re, tlePe3 0co6oe coBeⅡlaHⅡe, 6e3 MHOrEX　4)opMaJIhHOCTe丘H

BLIJICIIeIlESI ROHRpeTIIO丘BHHLI O6zIⅡHSIeMOrO. Ho B JTKI60M CJIylae a O6cTarlOZIRe

BO孟EhI OT IIPaBOCyJtHSl TPe60BaJIOCh BLtⅡOJIHHTh耶a IくJIX)tleBhIX ⅡpaBEJIa -

<(6HCTpOTa paCCMOTpeI柑SI)I H 《CyPOZ10CTI, HaIは3aHHSI)).

IIocIくOJIhRy 《ROHTPpeBOJIDqHOHHhIM IIpeCTyⅡJIeH耳SIM〉) TIpIIZtaBaJIaCh OCO6oe

ⅡoJIETⅡqeCIくOe 3ⅠIatleHHe, HX I10JtaBJIeI柑e IIPeJtCTaBJI3IJ10 CO60丘rlepBOCTeIIeHHyK)

aaJlatly JIJI兄OpraHOB ⅡPaBOCyJtESI. yXe C IIePBHX MeCSlIIeB BO丘HH CTaJIⅡHCRE丘

pexEM pe3RO yCHnHJI peIIPeCCHBHhle MePhT IIpOTI柑《ZlparOB HapOAa)). HapslJty C

yBeJlEtleHHeM aPeCTOB aaMeTHO BO3pOCJIO II H0皿HtleCTBO CyJte6ELIX IIPErOBOPOZl Ⅱ0
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ⅢpⅡ3HaIはM 《IC0ⅠITPpeBOJIKqⅡⅡ)). Oc06もⅠ益ⅡoAXOA R 6oph6e cくくBPaXFte6HHMⅡ

IIpOJIJIJIeEEJIMH)) IIOJIytIEJI OTpaXeI柑e B CBOeO6pa3EOii FtHHaMERe CyJtⅡMOCTE a

cTpaHe: a TO BpeM3I RaIく06Ⅱ叩e O6TheAqhI Cy刀こe6fIO点JteSlTeJIhEOCTE (ⅡOCTyⅡJIeHHe

yrl0JIOZLHHX JteJI E EX paCCMOTpeⅡEe) c HatZaJIOM BO丘ELI PeaRO CORpaTEJIECL,

ⅨoJ柑1eCTBO JteJI ItOくくROIITpPeBOJImqHH)) 3HatIⅡTeJILEO BOapOCJIO. Ilo

HoBOCE6HPCIt0丘06JIaCTH, HaⅡp甘Mep, Ea･3a ⅡaJteHIISI 06もeMOZI CyJte6tIO丑pa6oTLI

3a BTOPyIO rIOJIOBHEy 1941 r. ceTh EapOJtEhIX CyAOB 6HJIa CORPaⅡleEa Ea 26

ytlaCTROB (co 173 7tO 147). Ho ⅡocTyrIJIeI柑e JteJ" 06JIaCTEOM CyAe IIO CT. 58･10

(<{ROIITppeBOJIX)IIHOIIHa兄arHTaI叩Sl 冗 IIPOⅡaraEJta'') 3a IIepBtJe ⅢeCTh MeC叩eB

BO丘HLI BLIpOCJIO 6oJIee, tleM B TpⅡ Pa3a (C 200 7teJI JtO 701)(5). 3aMeTIIOe

yBeJIEIeIIⅡe tIHCJIa OCyXJteHHhIX 3a ((rOCy刀.aPCTBeHHhte IIPeCTyⅡJIeIIESl))

rlpoE30ⅢJIO II B RpacHOSlpCKOM RPaeBOM CyJte: zL ⅡePBOe ⅡOJIyrOJ叩e 1941 r. 6hIJIO

ocy)和eHO 485 TleJI., BO BTOPOe ⅡOJIyrOFtEe - 1072 1eJI. (Ⅱ3 Ⅰ柑Ⅹ - 848 Ilo CT.

58.)(6).

06Ⅱ叩e MaCⅢTa6LI ECHOJIL30BaHESI CyAe6HO丑MaⅢEHLI B 6oph6e c

･ⅨoⅡTppeBOJIKqHeii,･ R rOJthI BO最HhI (丑COrIOCTaBneHI柑C ⅡpeJtBOeIIHO丘aI10Ⅹ0最)

EaH6oJIee ⅡOJIHO rIPeACTaBJI兄X)T JtaEHHe CTaTIICTⅡRE.

Ta6J柑qa 1.

tIECJIO OCyXJteHHLIX CyJtaME BCeX B耶OB ⅡO JteJIaM 0 IくOHTppeBOJIKqEOHHhIX

ⅡpecTyrueHHSIX 3a 1937･1945 rr. (Ilo CCCP).

roJtLI 尾7淀ｧFT��&U��$Tﾄ��ﾔT7���ﾔR�4��4V�р�OcyxJteHO JⅠⅠ相eEⅠⅠLⅠMl王 Ⅱ ORPyXHLIME 尾7淀ｧFT��､��&U�TﾈuDﾔ��7肌F�ﾔつ�､��$�ｧFT､帽uHuHuST��OcyxJteHO 尾7淀gFT��HTOrO 

aBTOHOMH �7�8�+��ﾘ黷ﾂ�MIⅠⅡ �$�T�uDﾔ��BoeⅠⅠHO丘 

もⅠⅩ �$�XuHuH.�uDﾔ�B�ⅠⅠOCTO51HⅠⅠもⅠMⅠⅠ 膝��Cg之�ｨuF��RoJⅠJIerⅡe 

pecⅡy6JIHR I 膝�ト�HuF�､��ﾒ��r�CeCCE5IMH 番�4�白�ⅠⅠ 

BepXOBHLⅠⅩ �$ﾔ�$�T8uH*ﾒ�BepxoBHO 

RpaeBLⅠME ��荅B韭��CyJtOB 番&��roCyJta 

(06皿.) CyJtaMH (CⅡeⅠIⅠくOJIJI erIlSIMElt cyJte6HHM 冗 ROJⅠJⅠer耳兄 MIⅠⅡ0 yrOJⅠOBHht MJteJIaM) �$�D�$��G���8uGD��F��COl03ⅠⅠⅠ止XE aBTOⅠⅠOMHLⅠⅩ peclty6JIHR, RPaeBLⅠⅩH o6JⅠ.CyJtOB 僂CCP 

1937 鼎#C3R�HeTCBeJteH. ���S��HeTCBeJleH. ��Cs3"�58325 

1938 鼎SC���7792 ��CCb�HeTeB印こeⅠⅠ. �#S#3R�79883 

1939 �3ピc��1632 ��3CR�10393 �##sb�54415 

1940 �#�縱迭�1149 ��33��5619 ��3�r�31208 
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HTOr.03a 1937- 1940 ��Cイ���10573 鉄#ビ�16012 鼎3SS��223(831 

B CpeJtHeM 3arOJt �3s��"�3524 ��3#"�8006 ���ャr�55958 

1941 鼎CCC��4323 都鼎B�28732 ��C#b�86865 

1942 �#�#SB�5565 塔3���112973 都"�155245 

1943 ���33b�5845 田33r�95802 田��126380 

1944 塔c6ﾇ��7478 �3s���99425 ��#2�119448 

1945 塔3c2�7216_ ��s�2�135056 �#s2�152691 

HTOrO3a 1941- 1945. �����#B�30427 �#�#3b�471988 ��鉄B�640629 

B Cpe刀.EeM 3arOJt �#�c�R�6085 鉄cCr�94397 �3���128125 

HcTOIHER: rAPO, 4). 9492 ctI, OII. 6C, A. 14, JI. 8.

3TH CBeJteHIIJI, CO6paxHtJe HapIくOMaTOM DCT叩HH CCCP (rAP◎,申. 9492),

HJIJIK)CTpHpyIOT BOJIEOO6pa3HOe ⅡpEMeEeHHe yrOJIOBHOrO ⅡPaBa B OTIIOⅢeEI柑

ⅢoJIHTIItleCIくHX IIpeCTyIIJIeHE丘H ⅢHpOIく0丘Ea6op cyAe6ⅠIO･RaPaTeJIhHHX OpraIIOB

JtJISI aTO蕗IleJIH. 0ⅠIH I10Ra3LIBaIOT IIpeXJte BCerO, tlTO CyJIbI O6ⅡIe点K)pHCJtH叩EⅡ

(pecrly6JII柑aHCKHe, RpaeBHe II O6JIaCTIIhle) B BOeIIHOe BPeMS"LIrIOJIH兄JIE Ilo

i(KOHTPPeBOJIDItHOHHhIM)) AeJIaM HeCKOJthKO MeHhⅢH点06TheM XaPaTeJIhHhIX

申yERIIH丘, tleM B ⅡpeJtBOeHHLIe 30･e roJtLt, Ⅱ HX ytlaCTEe B aTO丘06JIaCTII

ItpaBOCyJtHJI HeⅡpepHBHO CHIIXaJIOCh JtO CaMOrO IくOHIIa BO丘HLI. OcHOBHyIO

PeIIPeCCIIBHyX) POJIL ECrlOJ一IIJIJIE CⅡeIIIIaJIhHHe CyJthI - BOeHIIhle I TpaECIIOpTELIe

TpH6yIIaJIH, TpII6yHaJILI ZLO丘cIC HKBn Ⅱ JIarepEhle CyJthI. Ha HX JtOJIK)

ⅡpEXOJtⅡJIOCL TIOtITII 80 % BCeX CyJte6EhIX IIpHrOBOpOB Ilo ((ROIITpPeBOJtKqHH))

BOemOrO BpeMeHII. IlpⅡ aTOM OCHOBEOii 06もeM OCyXAeI川魚(IIOtmE HOJIMHJTJIHOHa

tleJIOBeIくaa 1941･1945 rr.) ⅡpHHaJtJIeXaJI TpI王6yHaJIaM RpacIIO最ApMHH, BOem0･

MOpCIくOrO申JIOTa II BO丘cR HRB月. 3TII OCO6LIe CyJtH, ⅩaR TIOIは3Z'IBaeT CTaTHCTI柑a,

HaE60JIee HHTeIICI柑HO HCI10JIL303aJIECL B HatlaJIe II B KOHIle BO丘HLI - B 1942 lI

1945 rr., a HMeI柑O a rlePHOJI HaHBhICⅢerO BOeHHO･nOJIHTIItleCIくOrO I叩HalICa,

ROrJIa PyROBOJICTBy CTpaHhHIpHX07tHJIOCL BeCTII OTtla5IHHyK) 6opb6y c pa3BaJIOM

卓poHTa E OTCTyⅢJIeHEeM aPMm (c JIeTa 1941 ･ 1942); E B IIePIIOJT 《rIJteEeHHSI

BOeHIIOrlJIeHHhIX}> ･ MaCCOBO最中滋JIhTpaI叩打COBeTCIくHX COJIRaT, OCBO6oXJteHHLIX H3

HeMeI叩OrO IIJIeIIa a 1945 r., a TaIくXe rpaXJlaHCItEX JIHIl, BHBe3eHHLIX H3 CTPaHLI

ORRyIIaLETaMH･

naI柑Z'Ie Ta6JIHqhl 1, paayMeeTCSI, OTPa3RaX)T JIHIIIh tlaCTh TeX

MHOrOO6paaHhIX aRqH丘, ROTOpLIe OTHOCIIJIHCL R nOJtaBJIeI柑K) 《XOIITppeBOJIX)qHE)),

冗 ⅡoaTOMy Ee MOryT CtIETaThCSZ IIOJIHもIMm 0Ⅰ柑He ytIEThIRaK)T 3EePTB,
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ⅡpoxoJtHBⅢHX tZepe3 BHeCypこe6Hoe paccMOTpeHIIe - Oco6oe cozleⅡlaHHe IIPE

HRBn:HItIIB, ROTOpOM:y TaIくXe llpmaJtJIeXaJIa 3HatIETeJILHaSl pOJIb B aTOM

rlpoIleCCe･ Ilo ⅡocTaEOBJIeHEX) rOCyJtapCTZIeI柑OrO ltoMETeTa O6opoHLI (N rIt0･

903) oT 17 IIOSI6psI 1941 r., ItOJtTIHCamOrO CTaJI耳HhIM, Oco60My COBeqaHH氾C

HatlaJIOM BO丘HLI BHOBb 6hIJIH BLO3BPaⅡIeHLI, tlpe3BLItZa丘HLIe I10JIHOMOtIH5I, rlOFt06HO

TOMy, Ra∝ aTO IlpOⅡCXOJtHJtO a rOJtH 《6oJIhⅢOrO TePpOpa)I. EMy I一peJtOCTaBJI兄JIOCh

IIpaBO 《C ytlaCTⅡeM rlpoIくypOPa Col)3a CCP Ho BO3Ⅰ柑XaIOⅡ叩M B OpraIIaX HKBn

JteJIaM 0 ROHTPpeBOJIDllⅡOEHhIX ⅢPeCTyrIJIeI柑5IX a OCO60 0ⅢacHLIX rlpeCTyIIJIeHIはⅩ

IIPOTHB TIOpSIJtRa yIIpaZlJIeHHSl CCCP, BLIEOCmL COOTBeTCTByIOⅡIHe MepLI

HaⅨaaaHH5I, BⅡ皿OTh JtO paCCTpeJIa》(7). BcJIeJt 3a aTI… IIO兄BEJIC51 11pEⅨa3 HltB月

CCCP N 613 oT 21 HOSI6pSI 1941 r. 《0 ⅡoJIEOMOtlHSlⅩ Oco6oro coBeⅡlaIIH即,

KO-iopLI丘TIOTpe60BaJI OT BCeX perHOHaJIhHLIX yrTPaJueHH免HItBn HallpaZuSm, B

OCO ((BCe 6e3 ⅡCRJIK)tleHHSl 3aROHtleHHもIe CJIeJtCm7IeM JteJIa, BO31ⅠⅡRatOI叩e B

opraIIaX HltBn,, Ilo BCeM HyHKTaM CT. 58 H 60JILnZEECTBy rlyHIくTOB CT. 59(8).

TaREM O6pa30M, B HepHOJt BO丘HbI CTaJlI柑CⅨOe py7{OZLOACTBO BHOBL rlpeJtⅢOtuO

OrlePeTLCSI Ha IIPHBhltIHLIe - 3aRPhITLIe, yCROpeHIIもIe I yrlpOqeHIIhle - CI10CO6H

Ⅱ04aBJIeHIISI i(KOIITppeBOJIKqHH)I, OrpaIIHtIHB ItpH aTOM POJIE･ rpaXAaIICI柑X CyAOJ3.

HcxJImt"TeJIもHa5I mpHCJtH叩m OCO IIatlaJIa ⅢHpO壬【O BHeApSlThC兄C IくOHIIa

1941 r･, BhI3BaB yCROpeHHOe llePePaCIIPeJteJIeI柑e HaXaIlJtHBaBⅢHXCSI JteJI 0

･ROHTPpeBOJIK)qHⅡ》 H3 06JIaCTIILIX (KpaeBhIX) cyJtOJ" BeJtOMCTBO BepHPF. B

pe3yJIhTaTe - tlepe3 0CO IlpⅡ HltBn･HItrB cTaJIO ⅡpOXOJtHTL 6oJIee I10JIOBHHhI

BCeX JteJI, ROTOphle PaHee PaCCMaTpHBaJIⅡCL B CyJte6ⅠIOM I70p即IRe. Tax,

EaIIpⅡMep, ItpacHo5IpCIくH丘RPaeBO益cyJt COO6111aJI B CBOeM OTtleTe 0 Pe3ⅠくOM

cEHXeI柑Ⅱ (Ha 58 %) rIOCTyHJteI柑3I JteJI Ha CyZIe6HOe paCCMOTpeHHe a HatlaJIe

1942 r･ ⅢO cpaBHeIIHX) C ⅡOCITIeFtHHMH MeCSIIlaM打1941 r･ TaIくOe CORpaqeIIHe,

roBOpHJIOCh ZL OTtleTe, I ((06も5ICI柑eTCSI rJIaBELIM O6pa30M TeM, tITO aa aTOT ITepⅡOA

Ha OCHOBaIIHH yRa3aHIt点rlpaBETeJILCTBa OCIIOBHOe ROJIHtleCTBO JteJI aTOii

xaTerOPI柑paCCMaTpI柑aJIOCh BHeCyAe6HLIM TIOpSIAROM - Oco6LIM COBeⅡlaI柑eM

HKBn CCCP,,(9)･ AHaJIOrHtmLI点nop即tOR Ha6JI耶aJIC5I I B 3altaJtHO点CE6HPH. B

ⅡzoJIe 1942 r. rIPOItypaTypa HoBOCII6HPCIく0丘06JIaCTH COO61naJIa, tITO O6JIaCTflhIM

ynpazLJteHIIeM HItBn coBMeCTEO C rOPOJtCKⅡMH I PaiioHIIhIMH OTAeJIaMII 3a

MHHyBⅢH丘MeC叩6bIJIO 3aIくOHTleHO 53 JteJla, H3 ROTOPhIX 21 6hIJIO HaITPaBJIeHO B

Oco60e coBelqaHHe, a 31 TIepeJtaHO a O6JIaCTIIO丘cyJt･ ItpoMe TOTO, IIpOKypOPhl

paccMOTpeJIH 216 7leJI Ea 3BaRyHpOBaHHLIX 3aIくJI沿tleHHLIX 汰 HX JteJIa TaIく3Re

HaⅡPaBHJIH B Oc06oe coBeⅡlaHHe(10).

no ZtpⅡ6JIH3HTeJILHO丘oIIeHXe IくOJIHtleCTBO ⅡP滋rOBOpOB, BLIHOCEMhTX OCO, a

cpaBHeHHH C rpa)和aHCIくHMH CyJtaMII BhIPOCJIO C 1940 r. 冗 ROHIly 1941 r. C 7･10 %

JtO 50･55 %･ tlepe3 0CO TIPOXOJtHJIH B OCHOBHOM JIeJIa, KOTOphle COBeTCXaSl

cI王CTeMa rlpH3HaBaJIa (くHaII60JIee OIIaCHhIMII ItPO5IBJIeIIⅡ5IMH ROHTPPeBOJIのqHH》 ･

ttJtⅡBepCHH)), ttⅡIrIHOHa)那), ((rIOBCTaIItleCRHe HaMepeHHSI)I, CO3AaH耳e
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((opraI柑3aI叩丘)) I 《rpyⅡII》, a TaIくXe JteJIa aaRJIDtZeHELIX. CyJte6HzJM OPraIIaM

(

OCTaBaJI耳Ch CJIylaE paaEOrO pOAa 《RJIeBemI Ha COBeTCIくE丘cTpO丘)), 《BOCXBaJIeI柑SI

zIPara)1, ttPaCIIpOCTPaEeI柑Sl CJIyXOB)} Ⅱ 《Ca60TaXa rOCyJtaPCTBeHEZdX 3a月aⅡH丘)).

tITO IはCaeTCSl Mep EaRa3aHHSI, TO B aTO最06JlaCTII COZleTCIくOe IIPaBOCyJtHe

JteMOECTPEpOBaJIO OCO6eHEO TeCPy10柑Sl3L C Z10JIETERO丘pexⅡMa E 3aBHCEMOCTh

oT ROERpeTIIO丘BOeEEO･CTpaTerEtleCRO丘cIITyaI叩H. CTaJTHECIくOe pyItOBOJtCT80

rIOmPOCTy MaEIIⅡyJIHPOBaJIO ⅡpaBOM: Ha IIepBO軌HaII60Jtee TPyJtHO最中a3e BO丘HH

(1941･1945) OHO OCO6eEEO HHTeECEBHO ECⅡOnh30BaJIO CaMhle CyPOBhle ⅡpErOBOPhI,

ⅡpeFtaBaSZ Ra3HII COTIIH 冗 TもICJItIH rPaXJtaII Ra∝ ttE3MeEEHROB)) H ((BparOB EaPOJta)).

OAHaIくO a IIOCJleJtyIOI叩丘ⅡepEoJt OCyXJteEHe Ha CMepTh CTaEOBⅡTC3" CyJtaX

eJtEHEtIElLIM 5IBJIeIIEeM･ PeXHM ⅡpeJtmOtIⅡTaJI ECI10JIL30BaTL OCyXAeHHhIX Ha

TSlXteJILlX JIarepIIZJX Pa60TaX B ThtJIy, rJte 6hIJI OCO6eHHO OCTPHM Aed)EIIET

pa6olHX PyIt. IIpIIMepOM TaRO丘aBOJIK)叩H CMepTIIO益RaaⅠ柑B TIePIIOJt Z10丘HLl

cJIyXaT JtaHEhle KpacIIOSlpCItOrO RPaeBOrO Cy月.a.

Ta6JIEqa 2.

KapaTeJILHa兄I10JIETERa RpacIIO3IpCROrO EpaeBOrO CyJta

flo t(ROIITPpeZIOJI)D叩OHHHM)I AeJIaM (cT. 58) 3a 1940 - 1945 rr･.

roJthⅠ �&6W&��H3ⅠⅠⅡⅩ 儖rlpaBAaⅠⅠ0 

OCyXJteHO �U�uW$�$��T�"�

(tleJI.) �$ﾔ��

A6coJIX)T. �"RR�A6coJⅠDT. �"RR�

1940 ��途�14 途ﾃ��39 ��津��

1941 ���Cb�333 �#津��6 ��ﾃR�

1942 涛途�206 �#�ﾃb�8 ��ﾃ��

1943(ⅡepzlOe ⅢoJⅠyrOJtEe) �3s��7 ��ﾃ��4 ��ﾃ��

1944 �33��6 ��ﾃ��4 ��ﾃ"�

1945 (sIEBaph-Ma虫) 都R�3 釘ﾃ��2 �"ﾃr�

Beero3a 1941-1945 �#�3R�555 ��づ��24 ��ﾃ��

HcTOtIEIは: IIXHnHH ICK, 4). 26, OII. 3, Jt. 8, JI. 29,' rAKK,中. P11736, 0Ⅱ. lc, A.

25,m. 13;Jt. 26,JI. 32;Jt. 29, JI. 65, 110, 169.

yzCa3HOe ⅡpaBOCyJtHe

OcHOBHO丘C申epoii rIPIIMeEeI柑JI KaPaTeJIt,HOrO IIpaBOCyAHSI B rOJtLI BO丘ELt

3IBJISIJIaCh O6皿aCTh TpyJtOBhIX OTHOⅢeI柑ii. JIJISl ee perJIaMeIITaI叩Ⅱ 6zJJIa

pa3Pa6oTaHa, a 3aTeM Ⅲar 3a IIIarOM BBeJleHa Ji rlpaItTIIRy IleJIa3l CⅡCTeMa OC06LIX
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HpaBOBLIX aRTOB (yRa303), ROTOpLIe OXBaTLIBaJIE ⅡpaRT胴eCXE BCe OTPaCJ柑

3ROEOMH_tZeCRO丘3RH3Ⅰ柑E rOCyAapCTBeEIIOrO yIIpaBJIeEESl CTpaEH. yIは3LI,

coJtep3KaBⅢEe I107tpO6ⅠILle I柑CTPyI叩HR H HOpMもⅠ =pIIMeHemSl yrOJIOBHOrO IIPaBa

c pa3ⅠIOO6paaELIMH BHJtaME EaRa3aI柑軌Ⅱo cyⅡleCTBy aaMeHEJIH CO60丘

yroJlOZmLI丘ItoJteRC･ Oz,E CTaJ柑′ErpaTL COBepⅢeHⅡO EOByX,, HeCBOiicTBemyIO

o6hltZEOMy 3aROHy ⅡOJIET2lROlaltOHOMEtZeCRy蛤pOJIh.

ARTmEOe BTOPXeE-Ie yrOJIOBEOrO HpaZLa B C4)epy TpyJtOBHX OTEOⅢemB,

EaqaBⅢeeCJI C yRa3a OT 26 IIDH3I 1940 r. 06 yroJIOBE0最oTZleTCTBeI柑OCTH 3a

EaPyⅢeI柑e TPyJtOZIO点JtHCIII‡IIJIHⅡLI, ⅡOBJIeIくJIO 3a CO60丘otleHh rJIy60ⅠくEe E

JtOJIrOCpOIHLte ⅡOCJZeACTBHSZ JtJIS"Ce丘cECTeMLI COBeTCIくOrO TIPaBOCyJtESI(1 1). 9TOT

yRa3, BOーIIePBhIX, OTHLIEe 3aⅡpeqaJI yBOJILEeI柑e pa6oTI柑ROB Ⅱ OKOEtlaTeJIhHO

3aRpもⅡmIJ"Ⅹ 3a IIPeJ叩PmTIIeM (ytIPe町teEEeM); BO･BTOpLTX,

KPEMEHaJ柑3HPOBaJI qeJIyIO O6JIaCTL EPO甘3BOJtCTBeHXlHX OTIIOⅢeEⅡii, ⅡepezleJIS"

pa3p即t yrOJIOBHHX ⅡpeCTyⅡJIeI柑丘oFtHE E3 CaMhIX paCⅡpOCTPaIIeⅡEhIX BEJtOB

EaPyⅢeEE点B COBeTCIく0危aIくOHOMmeCIt0丘cECTeMe ･ CaMOBOJILEhle yXOJtLI C pa6oTもⅠ,

0Ⅱ037(aHHSI H TIpOryJIもⅠ.

C aTOrO IIePIIOJta A JtO CaMO益cMepTH CTaJIⅡHa yRa3 0T 26 HX)HSI 1940 r.

6y月eT OIIp印.eJI3ZTb OCIIOZIEOe COJtepXaI柑e pa60TH COZleTCRHX Cy刀こe6ⅠIhIX OPraHOB A

OZI Xe CTaEeT rJIaBHLIM EHCTpyMeHTOM MaCCOBhIX CyJte6HO･XaPaTeJIhHEJX aRqH丘

pexHMa B OTHOⅢeIIⅡE Pa6olEX.

yRaa yCTaHaBJZHBaJI CJIeJtyX)qHe MePZ･Ⅰ HaRa3aEESl: JlKI60丘pa60THm

rocyAaPCTBeHIIOrO Ⅱpe.叩pHSlTⅡJI (ytIPeXJteEESI), ⅨOTOphI孟ⅡoⅠく耶aJI MeCTO CBOe丘

pa6oThI 6e3 pa3peIZIeHHSl aJtMmHCTpa叩H, =0耶epraJIC兄TIOpeMHOMy 3aIumtleI川X)

Ea CPOIくOT AByX JIO tZeTLIpeX MeC叩eB; 3a llpOrtyJIht 60JIee JtBaJtqaTE MI柑yT

rlpeJtyCMaTPIIZLaJIOCh HaIくa3aEEe ZL BEJte ⅡIeCTH MeCSIqeB HCIIpaBETeJILHO~

TPyJtOZLBTX Pa60T C BHtleTOM JtO 25 % Ⅱ3 3aPa6oTIIO丘ⅡJIamI.

yroJZOBHyR) OTBeTCTBeHHOCTL, COrJIaCIIO yRaaa, HeCJIⅡ TaIくXe pyROBOJtHTeJIH

ⅡpeJtrlpⅡJITⅡH, yIくPLIBaBⅢHe ⅢPOryJILⅡ叩ROB 冗 JtpyrIIX HapyⅢⅡTeJIe丘

JtECI叩HJIⅡHhI, He COO6ⅡlaBEEe 0 I柑X B ⅡpaBOOXPaHHTeJIbHhle OPraHhI.

ne丘cTBHe yIは3a OT 26 lIK)H3I CJIyXHT OJtHHM Ha TIPIIMePOB RPa触e

yTⅡJIHTaLpEOrO IICIIOJIL30BaHH3I IIOJIETEtleCIくEM PeXHMOM CECTeMLHIpaBOCyJ叩3I.

9TOT ⅡpaBOBO丘aRT MOP Ⅱ05IBEThCSI Ha CBeT TOJILRO B aROIIOMERe

MO6HJIHaaIIIIOHEOrO THⅡa, RamM E 6Lma COBeTCRa5I XO33I丘cTBeHHaSI CHCTeMa IIpH

CTaJ柑He - aROIIOMHXa, OrTEPaK)qa兄CSI Ha MHOrOMHJ"EOHHLIe

m3ROOIIJIalEBaeMHe MaJIORBaJIⅡ¢叩HpOBaHHhle Tpy40Bhle peCypCLI I

MO6ⅡJIE3aI叩OHHHe CrIOCO6hI BOBJIetZeflmI HX B TIPOE3BOJtCTBeEEhI丘TIPOIIeCC. EⅡIe

AO IIatlaJIa BO丑Ez･I C repMaI王Ⅱe丘Ⅱo lIeMy 6HJIO OCy即teIIO 6oJIee耶yX MHJIJIHOHOB

tleJlOBeR(12). Ho yxe B HatlaJIe 194l r. MaCⅢTa6LI erO IIPHMeHeEm CTaJ柑

CIIHXaThCS(.
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Ha HatlaJILHOM aTaⅡe BO丘EH C repMaEIIeii yIは3 IIepeXⅡJ1 07IオH Ha CaMHX

JtpaMaTHtleCREX MO虹eIITOB B CBOe丘HCTOpI相. IIpoE30ⅢeJtⅢyⅨ) C I柑M

MeTaMOPd)03y B aTII HaHp5IXeIIHLIe月Ⅱ耳H HeFteJIE MOXEO OXapamepE30BaTL ⅨaR

IIepeXOJt OT yⅡaJtRa R ZLO3PO)和eⅡⅡD. B TOT ⅡepⅡOFt, Ⅸ0叩こa CTaJIO兄CIIO, tlTO

6oeBLIe Jte丘cTBESl Ea 3aEa耶hIX r/PaII叩aX CCCP HatzaJIE EPEEEMaTL BCe 60JIee

yrpoxaxIqH丘XapaRTep, COBeTCXOe pyROBOACTBO ⅡOArOTOBHJIO耳pa30CJIaJIO

MeCTZlLIM CyJte6ⅡLIM OpraEaM CeRPeTHLI丘yRa3 Ilpe3叩ⅡyMa BepxoBEOrO CoBeTa

CCCP oT 12 HKIJISI 1941 r., ROTOpHM ⅡO CyⅡleCTBy OVA(eHHJIO Jte丘cTBHe yRa3a OT

26 EK)EE. 9TOT Ta益EhI丘3aROE JlaBaJI PaCⅡOpSI3KeI柑e BCeM perEOEaM CCCP,

06もSlBJIeEELIM Ha ZLOeEEOM ⅡOJIOXeHEE, OCBO6oJtHTL E3 TE)Pew OCy3KJteEELIX ⅡO

yRa3y OT 26 IIX)HE耳eqe EeROTOpHM MaJIOaHatIETeJIhHhtM BEJtaM ⅡPeCTyrlJIeIIH軌

oJ叩OBpeMeIIHO ⅡPeI叩aTEB JteJIa Ⅱ0 ⅡpeCTyⅡJIeEERM aTⅡX XaTerOpE最,

coBepHeHELIM JtO 12 EDJIR 1941 r.(13). OJ叩E Ⅱ3 IIymTOB yKa3a OT 12 EmJISI

TPe6ozlaJt, tITO6H BCe 3aIくJtX)tleEEHe, BhIXOA耳BⅢEe IIa CBO6oAy, 6hIJIⅡ

IIpeJtyllpeXJIeHLt 06 oco60丘oTBeTCTBeEHOCTII 3a Eepa3rJIaEeEⅡe IICTHHHHX

rlpEtIEE J10CpOtIEOrO IIX OCBO6oxReHE5I. Pa3yMeeTC5I, aTO Tpe60zlaIIHe IIe MOrJIO

6hITh BhIⅡOJIHeEO JtOCIくOHaJIhEO, I yXe BCKOPe 6LIBⅢⅡe aPeCTaIIThI CTaJIH

paCrlPOCTpaHⅡTeJIRME ttBpeJtHhIX E ⅢpOBOIはqHOIIEもⅠX CJIyXOB)) 0 TOM, tITO ltⅡO

yRa3y OT 26 ⅡK)HSl TeⅡeph He CyJtSIT)).

06ecⅡoⅠくOeIIHH丘HapItOMX)CT PCOCP, HaIIpaBEBⅢⅡ丘Ⅱo aTOMy IIOZLOJty

crleI叩aJIhEHe IIEChMa Zl KpaeBhle II O6JTaCTHLte CyJte6Hhle OPraIIhI, ⅡOCTapaJICSZ

BLIⅡpaZLETI'CETyaI叩K). 0ⅠI O6paⅡlaJI BEEMaHEe, tITO ((MHOrIIe HapOJtHHe Cy月Lt

cHH3ⅡJIH RaIくTeMⅡLI, TaIくH XatleCTBO paCCMOTpeHESl月eJI BaXHe点ⅢHX RaTerOpIIか,

((pe3RO OCJIa6滋JIE CBOe ZLHオMaEEe R BOⅡpOCaM TpyJ10BO丘叩CIIIIIIJIEEH Ea

IlpeJtIIpIはTESIX Ⅱ ytIPe)和eI柑SIX》(14). B IはtZeCTBe ⅡPIIMepa IIPI柑0JtHJIaCL

HBaHOBCIはSI O6JIaCTb, rJte B ⅢpaRTIIKe CyJte6HOii pa60TH CTaJIE JtOnyCIはThCJI

oⅡpa叩aHIISI t{3JIOCTHhIX IIPOryJIhIIIⅡROB)I Ⅱ npeI叩aⅡleEHe JteJI Ilo yIは3y OT 26

ⅡDHSI 1940 r. HapIくOMK)CT ⅢOTpe6oBaJl y3KeCTOtIⅡTh CyJIe6Hhle CaIIRIIEH H

《ⅡoFtBePraTI'EaRaaaHEX) Ⅱ0 3aROHaM BOeEHOrO BpeMeHⅡ 6e3 BCSIROrO

ocJIa6JIeIIH兄)1.

C oceI柑194l r., B JtpaMaTⅡtleCIくOii o6cTaIIOBⅨe MaCCOBLIX aBaRyaI叩ii I

HaJteHⅡ5I O6TE'eMOB IIpOH3BOJtCTBa HatlaJIaCL OtlepeJtHaSI中a3a aRTHBE3aIII柑yIは3a

oT 26 孤)HSl. B CE6Hp滋OCO6eHEO 6hICTPhI丘pocT (JtByRPaTHOe yBeJIHtZeHHe)

I10CTyIIJIefIⅡ兄B Cy耶I yr10JIOBⅡhIX JteJI 3a ⅡpOryJIhI E CaMOBOJILELIe yXOJtLI 6LIJI

oTMetleH B CepeJtHHe 1942 r. {tB CBSlalI C IIeBLIIIOJIHeHEeM IIJIaIIOB BHPa6oTKE

ⅡpoJtyRIIHE Ha pSlJte ⅢaXT E rlpeJtIIpH5ITHii''(15).

OJtHaIくO a ⅡOCJleJtyX)qH丘ⅡepEOJt HaCTynⅡJI OtlepeJtIIO丘cIIaJt: IIOCJIe 1942 r.

MaCⅢTa6hI OCy)和eI柑丘rto y壬Ca3y OT 26 ⅡK相見HeⅡpepLIBHO CtIHXaJIECt'40 CaMOrO

HoHIIa CTaJIHHCIく0孟aI10XH. TeM He MeIIee, B ⅡepIIOJt BO丘ELI yIは3 CJIy沈EJI

ocHoBHhIM HCTO-ⅠHHROM t{ⅡpeCTyⅢHOCTII)) B CCCP, xoTOpaSI RapaJIaCh B CyJte6HOM
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ⅡopslJtRe. 3a ⅡporyJIhI E CaMOZLOJIZ'ELIe yXOJtLI C ⅡpeJtⅡPESlTE益H yqpeXJteEE丘aa

t

1941･194年rr. 6Z'IJTO BLIEeCeHO 42,1 % BCeX CyJte6ⅠiHX IIpEr080pOB ItepIIOJIa BO益HLI

(1,08 MJIH. 1eJI. aa Ca姐OBOJILHLt丘yxoFt I 5,66加【JIH. leJI. 3a ⅡPOryJILt) (cM.

Ta6JI叩y 3).

OtleBHJtE0, 1TO JtJISHIPOBeJte/Em TaXOrO OrPOMEOrO ROJI-eCTBa pa6oWX I

cJIyXaⅡIHX tZepe3 CyJte61Ihle rIPOIIeJtypLI, ⅩOT兄6H JtaXe CaMLIe 4)OpMaJlLHHe,

AOJIXHN 6HJIⅡ ECⅢOJIh30BaTLCSI EeTpaAHqEOHEHe CIlOCO6H Pa6oTLI CyJIe6ⅠIO益

MaⅢⅡHLI. B IIpOTHBEOM CJIytlae 6htJIO 6hI HeBO3MOXHO OCyJtHTL ME.TIJIEOHhl JImJte丘

B 《06hIIElOM ⅢOp叩Re)). B caMOM JteJIe, 06 0pHrEHaJILEHX IIpEeMaX, POXJtaBHⅡXCSI

B ZIe斗paX RaPaTeJILHOrO CyJtOⅡPOⅡaBOJtCTBa, rOBOpET TOT 4)ART, TlTO B

xpyⅡEe丘ⅢEX EHJtyCTpHaJIもHLIX Pa点oEax cTpaHH HeROTOphle CyJte6ⅠILIe ylaCTIくⅡ

(EapCtylJIhI) 6hIJI宜IlepeBeJIeIIhI Ha llp兄MOe 《06cJIy)KmaEEe,) HaII60JIee BaXEHX

ⅡpoMLIIHJIeEHhIX ⅢpeJtⅡpH兄TEB, cTpOeIくⅡ ⅢaXT. B HoBOCⅡ6滋pCRO危06JtaCT耳,

EaIIpIIMep, a 1942 r. yIIPaBJIeHEe IOCTEIIHH ytlPeJtⅡJIO IleJIyK) CeTb CyJtOB

A(cIIeI叩aJIhE0丘ⅡoACyJtHOCTII)) - tqJISl 06cJIyXHBaI柑5I HpeAItpHSITII丘06opoHHO丘

ⅡpoMLIⅢJIeHIIOCTⅡ H PaCCMaTpEBaK)qEⅩ JteJIa TOJIbXO 0 rlpOryJIaX)): 6 ⅠⅠ3 Ⅰ柑X

Ae益cTBOBaJtO B HoBOCII6EPCIte, 1 - B rlpoROIIheBCRe, 1 - B CTaJtHHCIくe, 1 - B

IteM.ePOZLO. B xoJte peBⅡ3RH 1942 r., IIPOBeJteEHO丘HapItOMaTOM IO(TⅡqEE PCOCP

B HoBOCII6HPCRe, aTII CyJte6Hhle 《CIIeIlytlaCTRE》 6LIJIH ⅡpII3HaHLI He3aItOHHLIMH 班

AaXe yIIPa3JtEeHLI, EO BCROPe BEOBL 6hIJIE ZIOCCTaHOBJIeHLI. B 1943 r. EX

lHCJIeEHOCTL CTaJIa eqe 6oJILⅢe: TOJIbXO a HoBOCE6ⅡpcRe Jte丘cT丑OBaJIO 8 cyJtOB

くくCTIeIIHaJIhHO丘IIOACy叩OCTE))( 16).

B cTpeMJIeIIHH ItOJ叩SITL O6ⅡleCTBeHHLI丘IIpeCTHX yIは3a pyROBOJtCTBO

cTpaIIH JteJIaJIO I10ⅠIHTItⅡ ⅡPIIJIaTもeMy 6oJIee OCSI3aeMHii, MaTePHaJIhHt'Iii

xapaRTep. rIocTaHOBJIeHEeM CoBHapIくOMa CCCP oT 18 0ⅠくTJI6pSI 1942 r. B

oTE0ⅢeIIEH HapyⅢETeJ一eii yRaaa 6hIJIO BBeJteHO JtOrIOJIHHTeJILHOe HaRaaaⅡHe:

ⅢocJIe BLIHeCeHHSI O6BHHRTeJIhHOrO npHrOBOpa ItPOryJIhqHR JtOJIXeH 6hIJI

ⅢoJtytlaTL CHHXeI柑y10 XJIe6HyIO HOPMy. TpyRHO, 0脚aRO, CyAHTL 0 TOM HaCROJIhRO

TOtlHO aTO TPe60BaHIIe BLIⅡOJIIISIJIOCL Ha ⅡpaIくTⅡRe. PslA COO6ⅡleHH丘MeCTHもlX

opraHH3aIIH点　AaBaJIH Ⅱ07ITZIePXJteI柑e 0 CKPOMEOM ⅡpHMeHeHオH aTO蕗MepI.I.

CTaJIEHCIくHii ropROM BItIl(6), HaIIpHMep, COO6ⅡlaJI, two Ha Ity3HeIIIくOM

MeTaJIJIyprIItleCROM KOM6EEaTe B SIHBaPe 1943 r. ((6bIJIO OCyXJteHO 3a IIPOryJIhI

375 tleJI., HOpM二a XJIe6a cEEXeIIa TOJILRO y 173-Ⅹ, B中eBPaJIe H3 289 ocy)和eHtlZJX

EOpMa XJIe6a cHHXeHa y 175･TH(17). B JtaJIhHe丘ⅢeM, Ⅱ0･BI川HMOMy, HaIは3ame

roJIOJtOM BOBCe COⅢJIO Ha EeT, I JIeTOM 1945 T. yIIpaBJIeHIIe IOCTHItEH flo

HoBOCII6EpcIく0丘06JIaCTⅡ JtORJIaJthIBaJIO: 《HII OATH CyJt He aaHHMaJICJI ⅢpOBePROii

BLII10JIEeHIIJl ⅠIocTaHOBJIeHH5I CHIt CCCP oT 18 /Ⅹ･ 42 r. o cHHXeHHE XJIe6HhIX

ⅡOpM C MOMeHTa BLIHeCeHHSl IIPHrOBOPa))(18).

MaccoBOe II 6ecrIOp叩OtZHOe OCyXJteI柑e TpyJtSIqHXC5I R pa3JIHtlrlLIM

yroJIOBHLIM HaIは3aI柑5IM COCTaBJISIJ10 BaXHe益ⅢyIO XaPaRTePItCTHRy Jte丘cTB削I
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yⅨa3a･ ICaR BCEXOe ⅡOJIETHaHPOBaHHOe MePOrIPH兄me･ 6oph6a 3a erO HCTIOJ"e甲e

He MOrJIa rIPOBOAⅡThCSl a XH3ⅠIh Ilo CTPOrI王M IlpaBOBhIM HOpMaM H AJIE

JtOCTIIXeHmI OX叩aeMOrO ad)4)eRTa HyXJtaJIaCh B ⅡOCTO5IHIIOM Ha光HMe H

ROHTpOJIe II CO CTOPOHLI pyIくOBOJtCTBa CTpaIILI. IloaTOMy MHOrIIe JtHPeRTOpa

ⅢpeJtHpESITEA, ROTOPもIM TaItXe-rpO3HJIH MepLI yrOJIOBHOrO IIpeCJIeJtOBaHHSI 《3a

HerIPEHSITIIe Mep I-0 6opL6e c HapyIIIHTeJISIMH JtHCI叩ⅡJIHHhI〉), CtIHTaJIH

HeO6ⅩoJtHMhIM OTJtaZIaTL I1071 CyJt OTJteJIhHhIX TIPOryJIhqHROB, a I柑OrJIa I IleJILIe

rpyI-ⅢLt pa6otIHX, He TIP-IIMa兄BO BEHMaHH兄HPHtIm BhI3LtBaK)qHX HaPyⅢeHH5I.

TaRO点く.cIIHCOt"hI最,- tlaCTO 6e30CHOBaTeJIhHLtii rIOJIXOJt R BO36y)和eHIIX) AeJl

CTaHOBHJIC5I rJIaBHhIM I10BOAOM JtJI5I RpHTEICH pyIくOBOJtHTeJIe丘IIpeJtrlpIはTlI丘co

cTOpOHLI CyJte6Ho-ⅢpaBOBhIX E rlaPTHihlLIX OpraHOB･ 0H T'aIくXe IIpHBOJtHJI R

6oJILⅢOM‥y tIHCJIy TIpeXPalqeHHLIX AeJI I OⅢpaBJtaTeJIもHhIX npHrOBOpOB B CyJtaX. B

yroJIbEhIX pa丘oHaX I Ea 3aBOAaX BOeEE0丘IIPOMLTⅢJIeI柑OCTH 3aI一aJtHOii CH6HpH,

HaⅢpHMeP･ ZL ItePBO最IIOJIOBHHe 1942 r･ JtOJ7月0ⅡPa叩aTeJIhHLIX EpHrOBOpOB R

rlpeXPaⅡIeI柑LIX JteJI Ilo yIは3y COCTaBJIMa 12 ･14 % oT t柑CJIa paCCMOTpeHHLIX

JteJI(19)･ B ItpacEOSIPCXOM KPae 3a ⅡepBhI点roA JteiicTBHJI yRa3a (EEO aBryCTa 1941

r･) 6LIJIO OIIPaBFtaHO 5843 tleJI., HJIH 14,5 % paccMOTPeHHhtX JIeJI. '<IloJtO6HOrO

poJIa HeOCHOBaTeJILHOe BO36y)和eHlIe yrOJ10BHhIX JteJI, ･ OTMetlaJIOCL B JtOMaJte

ⅨpaeBOrO yHpaBJIeHII5I I)CTHlIHH, ~ 5IBJIJIeTC5I CJIe刀こCTBHeM RAE HeAOI10HHMaHESZ

aJtMHEHCTpaTOpaMH CyⅢIHOCTII 3aIく0Ea, Tax H Zl pSIJte CJlytlaeB SlJIHLIX aJIeMeHTOB

caMOCTPaXOBRH･ He IIePeBeJIHCL eEIe aJtMmHCTpaTOphI, KOTOpbIe He MOryT HJIH

He XOT兄T Ba兄TL Ha Ce6兄OTBeTCTBeHHOCTh 3a O6ocIIOBaHHOCTL npHBJIetleHIISI X

CyJty-　H IIpeJtI10tIⅡTaX)q耳X nePeJIOXHTh OTBeTCTZIeHHOCTL qeJIHKOM Ha IIJIetIH

cyJta EJIⅡ PaCCy)耶ax)IZtHX TaIく, tITO, JIytIⅢe ･･ⅡeperHyTh,,, tleM ･･He FtOrIIyTb')(20).

Ho I10JIOXeZIHe B CaMHX CyJtaX 6LuO elqe 60JIee ICPHTHtleCIくHM. Ra∝ H rla

rIPeJtIlpH兄TIはⅩ, 37teCI, rOCI10JtCTBOBaJI TOT Xe ITPHHIIHⅡ rlePeCTPaXOBRH.

rlocxoJIZ･Xy JteJla Ilo yXa3y paCCMaTpHBaJIHCL flo yItPOIqeHHO丘rlpOqeJtyPe, 6e3

ytlaCTH兄06BHHeHH5I A 3alqEThI I He TPe60zlaJIH Ilpe耶aPHTeJIhHOrO

paccJIeJtOBaHHSI, HX IlpOXOXAeHHe B Cy月.aX TZPH06peJIO XaPaRTep CyJte6HOrO

KOHBe点epa･ HeBePO兄でHOe yZTPOIqeHtleCTBO, He6pexHocTh B rlpOIleJtypaX Ⅱ

中opMaJIhEHii I10JIXOA 冗 tleJIOBetleCIくHM CyJtL6aM CTaJIE HOPMO丘JtJI5I MHOr壬ⅠⅩ

pa60THmOB CyJta･ ItpoMe TOTO, CylqeCTBOBaJIa ITPaXTHHa 3aOtIEOrO PaCCMOTPeHH5I

JteJI 0 HapyIHHTeJI5IX TPyJtOBOii JtHCIIIIIIJIHHhI, ROTOpaSl HMeJIa MeCTO rlpII yCJIOBHE,

eCJIH MHJIHlIオH He yJtaBaJIOCh Pa3Ⅰ,ICRaTI, OTZleTtlHRa II JtOCTaBHTh erO B CyJte6HOe

3aCeJtaHIIe.

HacaxJtaeMhI丘cBepXy I-0JIHTRtleCIくHii TIOJtXOn R yIは3y OT 26 HDH3I,

IT06yxJtaBⅢH点HerlocpeJtCTBeIIHhIX erO HCTIOJIHHTeJleII yBeJIHtIHBaTh ⅨOJIⅡtleCTBO

o6zLHHHTeJILHLIX Ⅱp壬IrOBOPOB, MOP 6hl eCTeCTBeHHLIM O6pa30M ⅡPHBeCTⅡ R elqe

6oJlhⅢeMy tmCJIy XePTB CyJte6Horo rIPO壬Ⅰ3BOJIa, eCJIH 6LI CIICTeMa ⅡpaBOCyFtm He

HMeJIa HaJt30pHOrO ROHTpOJISI.
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HcIIOJIh3y5[ MHOXeCTBO BOl1IIKIqEX HaPyⅢeHIIii, rJIaBHLIM O6pa30M

(

npoIIeJtypIIOrO柚opMaJIもHOrO) ⅩapaRTepa, CyJtLH HaJt30pHLIX HHCTaH岬ii tlaCTO

racHJIオ06B耳rlHTeJIhHhI蕗mIJI CBOIIX ROJIJIer H3 CyJtOB HH3ⅢerO ypOBHSI. RaR

CZl叩eTeJIhCTByeT CTaTIICTHKa, Ilo JteJIaM, CBSI3aIIHhtM C yIは30M OT 26 ⅠtK)E3I,

OTMeH兄J10Ch e月Ba JIH He OCHOB,HaSI tlaCTh OItpOTeCTOBaHIILtX rlpHrOBOpO8 - 7tO 60 %.

B cyJtaX HoBOCH6HPCRO丘06JIaCT-I, HaI一pHMep, BO BTOPOM ⅡOJIyrOJtm 1943 r. 6LIJIO

oTMeIIeHO 67 % TaRHX rlpHrOBOpOB(21). MoxHO CKa3aTh, qTO CHCTeMa pa60TaJIa C

IIOpaaHTeJIhHO flH3RO点3○○eRTHBHOCThK).

tlpe3Bhma丘HO BbICOI柑丘rZpoIleHT OTMeHeHHLIX ItpHrOBOpOB rOBOpHT ⅢpeXAe

BCerO 06 0tzeIIh EII3ROM ⅨatleCTBe CyJte6HO蕗pa60TLI a rOJthI BOiiHLI. 9TO 6hIJIO

oco6eIIH0 3aMeTHLIM 5IBJIeHIIeM Ha I-epBHtIHOM ypOBHe一･B HaPOAHLIX CyJtaX, Ha

ROTOPhIX JIeXaJIa OCHOBHa5I O6sI3aHHOCTL flo ⅢPeTBOPeHIH0 B XHaHL 3aIくOHOB

BOeHHOrO BpeMeHH. 3TOT 4)aIくT CBHJteTeJILCTBOBaJI TaIくXe 0 IIaJ柑tIHH aaMeTHOrO

pa3PもIBa Me)和y IくJlaJIH申HXaI叩eii pSIJtOBLIX Cyne蕗H pa6oTHI柑OB 60JIee BhICOIくOrO

ypoJ"5I･ CyJtL5IM HaJt30pHLIX HHCTaHI叩丘(peclty6JIHKaHCRHX, KpaeBhIX,

06JIaCTHもⅠⅩ I ORPyXHt･ⅠX CyJtOB) rlpHXO叩JIOCh HCIIPaBJI兄Th rpy6hle HapyⅢeHm

TIPaBa He B CⅡJIy OCO6oii rlpI柑ePXeHHOCTH 3aIく0ⅠIy, a Ilo rlpHtZHHe 60JIee

KBaJIHd)叩HpOBaIIHOrO HCIlUJIHeHH兄06LItmOr10 IIpOd)eccIIOHaJILHOrO JtOJIra.

HaROHeII, BaXHO HMeTh B BHAy 班 TO O6cTO兄TeJIhCTBO, qTO Pa6oTHmH Pa3HLIX

ypoBrleii ⅡpaBOCyJ叩5日70耶ePraJIHCh Pa3HOii cTeI-eHH IIOJIHTHtleCROrO JIaBJIeHmI:

Te, XTO HerIOCpeACTBeHHO BhlrlOCHJI ITpⅡrOBOphI, HeCJIH HaH6oJILⅢy抑

OTBeTCTBeHIIOCTI, rlepeJt BJIaCThX); OHH OKa3LIBa.TIHCh 6JIHXe IくpeaJILHOii

ⅢOJIⅡTHKe II rIOaTOMy OCTpee OIIIyⅡIaJTH rlpaIくTⅡtleCXOe 317aqeHHe RaPaTeJIhHOrO

rlpaBOCyJtH3I･

EcJIH paCCMaTPI柑aTh BCE) COBORyⅡHOCTh ItPHtIⅡH, XOTOphle IIPOBOI叩pOBaJIH

ⅡpHMemTeJIe丘yKa3a Ha RaPaTeJIhfILIe MepLI TIpOTHB pa6otIHX - TapyⅢHTeJIe丘

TPyJtOBO丘JtHCI叩TIJIHHht, erO ⅡpaIくTHtleCROe 3HatleHHe ⅡpeACTaHeT B Halt60.flee

peJIhe4柑OM BHJte･ nOIくyMemhI COO6IIIaIOT 0 CaMhIX pa3EOO6pa3HhIX I10BOJtaX,

AaBaBⅢHX BO3MOXHOCTh MHOrHM pa6otIHM yIくJIOH5IThCSI OT pa6oThT ･月OITyCIはTh

l7pOryJIhI, OIIO3JtaHmI H CaMOBOJThHLIe yXOJILI. Ilo 6oJIhIHe丘tlaCTH aTO 6LIJIH

T3IXeJIeiiHIHe MaTepHaJILHLIe yCJIOBH5I I CTPeMJIeHHe Ha蕗TH JtOrIO.TIHETeJIhHhlii

3apa6oTOR R mIt"03ⅨHOii oI"aTe, ⅨOTOpyIO pa6otIHe I-0JIytlaJIH Ilo 0CHOBHOMy

MeCTy Pa6omI･ nJISI yCJIOBH点BOeHHOrO BPeMeHII TaIくHe IIPEtIⅡflLI 6LIJI方HaH60JIee

paCHpOCTPaIIeHHLIMH.

yI-paBJZeI柑e I)CT叩HH ⅡO Hoz10CH6ItPCⅨ0丘06JIaCTH, H3ytlaBIHee ItOpH滋

TpyJtOBhIX HaPyⅢeHII丘B yrOJILHOii A BOeHH0点ITpOMhlnIJteIIHOCTH Ry36acca JIeTOM

1942 r･, coo6ⅡIaJIO, YTO 2522 0cyxJteHHLIX pa6otIHX (24 %), rTO JteJIaM ROTOpLIX

MOXHO 6hIJZO yCTaIIOBHTh TIP-nmy COBepⅢemOrO HMH IIPOryJIa, CCLrJIaJ柑Ch Ha

oTCyTCTBHe O6yB臥ne丘cTB耳TeJILH0, B r. CTaJIHHCIくe (qeHTp MeTaJIJIyprI柑

Ity36acca) B 3TOT ITePHOJt, HatC COO6ⅡIaJIO yrlPaBJIeHHe,くくBOIIPOC CO CHa6xeHEe加【
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06yBLX) Pa3peⅢaJIH IIyTeM BHpa6oTIく甘RyCTapIIO点06yzLE Ha JtePeBSIⅡEO丘ⅡoFt0HzIe

Ⅱ JIaⅡTeiわ. RpoMe TOTO, (tJtO 50 % RBaJIHd)叩EpOBaEHhlX pa6otzEX KyaⅠIeIIIくOrO

MeTaJIJIyprHtZeCROrO ROM6EHaTa EM. CTaJIⅡHa O6TE'SlCI柑JlE CZIO点ⅡporyJI TeM, tITO

aaⅡEMaJIECh O6pa6oTRO丘Ⅱ ⅡocaJtXO丘cBOHX OrOpOJtO臥》(22). HepeJtREME

ⅡpEtZⅡEaME ⅡpOryJIOB I OI1037taII申slBJISIJIHCh TaItXe OTCyTCTBEe HaJIaXeHEOrO

yl‡eTaL II OleEL EⅡ3RaSI OpraEE3aI叩Sl TpyJta Ha ⅡpOE3BOJtCTBe. B xoJte CyJte6ⅠIHX

aaCeAaI柑丘oT pa60tIHX CTaEOBEJIOCL E3ZLeCTIIO, tITO rlpOryJIH, OI103JlaEHSI H

caMOBOJIhHLIe yXOJtLI J10ⅡyCRaJIECL eⅡIe Ea･3a TOTO, tITO HM He 6LInO

ⅡpeJtOCTaBJIeIIO IくOHRPeTHO丘pa60ThI HJIH Ha･3a rIOTepH ⅡpOHyCROB･ MEOrHe

MOnOJtLte pa6otIEe II BHⅡyCREⅡKⅡ ⅢXOJ1 030 tlaCTO 6pocaJIE pa6oTy Ha･3a

y･xacHLtX XHJIⅡqHHX yCJIOBH丘8 06EleXHTIはX, OTCyTCTBH5I OAeXJttJ, 06yBH a

EOPMihhHOrO rIHTaHESI.

TaRHM O6pa30M, yIは3 C rIOMOI恥X) yrpO3t'I HaIはaaEⅡeM XOTSI 6bI OTtZaCTE

HO3BOJISlJI ROMⅢeIICHPOZlaTL XPOEE1eCIくEe HeJtOCTaTIくE COBeTCIく0丘aROElOMHRE,

cB513aHHhte C OPraHHaaI叩e魚TpyJta E ⅡPOE3BO月:CTBa Ha ⅢpeJtⅡpESITE兄Ⅹ Ⅱ

aJIeMeI王TaPHhIMⅡ yCJIOBH5IMH XE3ⅡⅡ Pa6otIEX.

ITocJIe HaⅡaJteEHSI repMaIIオH Ha CCCP It ⅡOTepII MHOrEX XH3EeEHO

BaXHLIX TePPHTOpII最yKa3 0T 26 ⅠⅠ沿H5I 1940 r. 6LIJI AOIIOJIHeH IIOBLIM, eⅡIe 60JIee

cTpOrRM IIpaBOBLIM aItTOM B OTHOⅢeHEH pa6otzHX. 9TO 6HJI yRa3 0T 26 7teRa6psl

1941 r. ((06 0TBeTCTBeHHOCTII pa60tIEX 班 CJIyXaⅡ叩Ⅹ aa CaMOBOJThHhI点yxoJt

(Jte3epTⅡpCTBO) c IIPeJIIIPIはTH最BOeHHO丘ⅡpoMhIⅢJIeIIHOCTIt)), ROTOphI丘

npE3ⅡaBaJI BCeX pa60TIIHROB My3RCROrO I XeHCROrO HOJla, 3aESlTもⅠⅩ a O60poHHLtX

oTpaCJISIX (aBHa叩OHHOii, TamOBO丘, BOOpyXeI柑SI, 6oenpmacoB, BOemOrO

cy刀こOCTpOeHHSI, BOeIIHO丘XHMHE), B TOM tIHCJle aBaRyHpOBaHHhIX rlpeJtⅢpmTII最H

JtpyrIIX OTpaCJIe軌06cJIyXHBaⅨ)qEX BOeHHy-0 ⅡpOMLIHJIeIIHOCTL,

MO6HJIE30BaHHLIMH H 3aKpeⅡJIeEHLIME JIJ15I ⅡOCTOSIHEO点pa6oThI. Ilk)60丘cJIytla丘

yxoJta C aTIIX rlpeJtrlpH5ITII丑RBaJIHd)叩HpOBaJIC31 Ran JteaepTI叩CTBO II RaPaJICSI,

xaR y3Re rOBOpE.TIOCh, TmPeMHLtM 3aItJIK)tleI柑eM IIa CpOIくOT 5 JtO 8 JIeT･ ItpoMe

TOTO, eⅡIe OJtHHM yIは30M, OT ll IImHSI 1942 r., aTH ⅡOJIOXeI柑SI 6hlJIH

pacI一pOCTPaIIeHLI Ha pa6otIⅡⅩ耳CJIyXaEIItX yrOJIhE0丘ItpOMLIⅢJIeEHOCTH, a C

HX)JtSI 1942 r. l He如SlHO丘ⅢpoMhIⅢJIeHHOCTH(23). neJIa, paCCMaTpHZLaeMhle Ilo

3TOMこy yI(a3y, TIPeHMyqeCTBeHHO 6LIJIH ROMrleTeHqHe丘BOeHHLIX I

TpaLECⅡOpTHhIX TpH6yHaJIOB.

06JIaCThD ⅢEPOKOrO ⅡpIIMeHeHHSI OCO6HX CyJte6Ho･rlpaBOBhIX HOpM B

ItepHOJI BOiiEもⅠ 3IBJ13IJIHCh TaIくXe TpyFtOBLte OTHOⅢeI柑SI a JtepeBHe･

3aIt0ⅠIOJtaTeJIhrlyK) OCHOBy B aTO丘cOepe cocTaBJISIJIⅡ TPH ⅡpaBOBLIX ama,

Ⅱpm兄Thte ⅡOtITII OFtHOBpeMeI柑O BeCHO点1942 r.: rlocTaIIOBJZeHEe CHIt CCCP I

IIIt BItIl (6) oT 13 arTpeJH 《O rloBLtⅢeHEH JtJISI ROJIXO3HmOB O65I3aTeJILHOrO

MHHI…yMa TpyJtOJtHeii,･, yIは3 rlpe3HJtHyMa BepxoBEOrO CoBeTa CCCP oT 15

arlpeJI5日く06 0TBeTCTBeIIHOCTII ROJIXOaHHⅨOB 3a HeBLIpa6oTIくy O6∬3aTeJIhHOr0
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MHHEMyMa TpyJtOJtEeii''E yxa3 0T 15 aTIPeJISI <<06 0TBeTCTBeHHOCTE 3a yMOHeFHe

oT M:06EJIH3a耶柑Ha CeJIhCROXO3月:丑cTBeHHHe Pa6oTLI ⅡJIH 3a CaMOBOJILHhlii yxoJt

MO6ⅡJIH30BaHHLtX C pa6oTLt)).

IlocTaHOBJZeHlIe CHIt CCCP H Iilt BltIl(6) oT 13 aⅢpeJI5"BOJtHJIO 《EA BpeMSl

zlO点HLI》 HOBhlii, I70BhIⅢeHHhIH Pa3Mep O65I3aTeJIhHOrO rOFtOZIOrO MHHHMyMa

TPyJtO脚eii JtJISI ⅨaX月Orl0 TpyJIOCI10CO6HOrO ROJIXO3H滋Ra: JtO 150 TpyJtOJIHeii - B

x皿OrlXOBLIX pa丘oIIaX; Jt0 100 - B MocROBCKO丘, JIeHEErPanCIく0丘H JtpyrIIX pa丘oEaX

eBpOⅡe丘cKO丘TIaCTH CTpaHLI; ZtO 120 - 7tJTSI BCeX OCTaJILHLIX PaiioHOB, ZIRJIX)tla兄

CⅡ6HpL･ 06兄3aTeJIbHもⅠ点MKHIIMyM yCTaIIaBJIHBaJICSZ 冗 FtJISHIOJtpOCT壬【OB OT 12 JtO

16 JIeT I Ee MeHee 50 TpyJtOJtEe臥9THM Xe IIOCTaEOBJIeHHeM, a 3aTeM I yXa30M

npe3即tHyMa BepxoBHOrO CoBeTa OT 15 aIIPeJI3I 1942 r.由oJ叩JIaCL yrOJIOBHa5I

oTZLeTCTBeHHOCTh ((3a HeBblpa60TRy yCTaHOZIJIeIIHOrO MHHI…yMa)):

EcIlpaB丑TeJIhEO-Tpy月OJIHe pa60ThI B ROJIXO3e Ha CpOIくJtO 6 MeCSIqeB C

yFEep)究aI柑eM OⅡJIaThI JtO 25 % B ItOJIh3y IくOJIXO3a(24).

yKa3 0 MHHHMyMe TpyJtOJtHeii cTaJI BTOpLIM t13aIく0ⅠIOM BOemOrO BPeMeII即),

Eo ROTOpOMy 6hIJIO OCyXJteIIO HaII60JIhIIIee tIHCJIO COBeTCRHX rpaXJtaH (cM.

Ta6JI叩y 3). OIIeHHBa3I XaPaRTep It POJIL aTOrO IIPaBOBOrO aRTa, CJIeJtyeT

HoJttlePIくHyTL erO 3HatIHTeJILHOe CX叩CTBO C JtPyrIIMH yRa3aM:H 0 TpyAe. RaIくH

peaJIE3aI叩Sl yIは3a OT 26刑0HSI 1940 r. o IlpOryJIaX 班 OI1034aIIHSZX, erO

rIPHMeHeHHe ⅡpeJtCTaBJI3IJ10 CO6oii 6ecI10p即tOtlHyⅨ) RaAqⅡaHHK), PaCT5IHyBⅢyK)CSI

AO ItOHIla CTaJIHHCIくOrO rlpaBJIeHH31, OCHOZLHOe 3ⅠIatleHHe ROTOpOii cocTO5IJIO B

ⅢoJtJtepXaHHH aTMOCd)ephI CTpaXa I一epeJt yrOJIOBHLIM HaIは3aHIIeM 3a yRJIOHeHIte

oT O6IqeCTBeHHOrO TpyJta. HJteHTHtIHOii 6Lua H O6qaSI JtHHaMHHa pa3BHTHSI

yxaaa: HatlaJZbHもⅠ丘TIePⅡ叩こHaMⅢaHⅠ柑JtaBaJI Ha-tBLtCIme I10Xa3aTeJIH Cy月.打MOCTH,

qepe3 HeCIくOJIhKO MeCSIIleB ⅢPORCXOJtgJI CⅢaJI 浴 3aTeM ITOIくa3aTeJIH

yCTaHaBJIHZlaJIHCI, Ha HeIくOTOpOM CPeJtHeM ypOBHe.

Ho HMeJIHCh 冗 CBOH OCO6eHHOCTII. OJtHa H3 HHX COCTOJIJIa B TOM, tITO aTO 6hIJI

Ilo CyTII eAHHCTBeEtILIii 《xeHCIくHか) yIは3, rIOCKOJIhXy HMeHHO XeHIqHHLI -

xHTeJILHHqhI CeJIa B BO3paCTe OT 30月:0 50 JIeT - B OTCyTCTBHe B3pOCJ10rO

MyXCIくOrO HaCeJIeIIHSI, HpII3BaHIIOr10 Ha OpoHT, I10JIytlaJIH a6coJIK)THOe

60JIbZHHHCTBO ZIPHrOBOPOB 3a HeBhlpa60TKy MHEHMyMa TpyJtOJtHeii. B

ItpacIIO兄PCIくOM Kpae, HarlpHMep, 3a rlepBhle MeCSIIILI JteiicTBHSI yRa3a (HK)Hh -

EKIJIも1942 r.) ocyxJteHHK) I10nBeprJTHCh 1215 xeHIIIHH･ROJIXO3丑HII 刀 TOJILJt0 26

MyXtIHH(25). IloJIO6HOe COOTHOⅢeHIIe 6hIJIO I B JtpyrHX PaiioHaX CII6HpH.

BBOJt5I B JteiicTBHe yIは3 0T 15 altPeJISI 1942 rリⅡOJIETIItZeCICOe PyROBOJtCTBO

CTpaHLI He IIMeJIO ⅡOBOROB paCCtIHTLIBaTI, Ha aIくTHBエyK) erO ITOJtJtepXKy CO

cTOpOIIN ROJIXO3KBIX HatlaJIhEHXOB. Bo･rlepBLIX, I70TOMy, tITO B 6oJILⅢHHCTBe

xoJIXO30B H3~3a OTCyTCTBH3I HOpMaJILHOrO ytleTa HeJ103MOXHO 6LIJIO BO061qe

ycTaHOBHTI, Jte点cTBHTeJTbHLIe O6もeMhI BhII10JIHeHHLIX Pa60T XaXALtM

xoJIXO3Ⅰ柑KOM. Bo･BTOPLIX, yIは3y rlpOTHBOCTO3IJIa CaMa CオCTeMa tleJIOBetleCIく0丘
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COJIH月aPHOCTH, CyqeCTBOBaBⅢa兄B CeJIhCIくOii cpeJte. IloaTOMy B 3aIくOHe

(

ItpeJtyCMaTpmaJIHCL OCO6He MePhI HaRaaaI相月JtJISI TeX IIpeJICeAaTeJIe丘ROJIXO30B

H 6pIIraZtHpOB, KOTOPhle yRJIOIImHCL OT IlpeFtaHH5I Cy刀.y KOJIXO3HHHOB, He

Bhlpa60TaBHHX MHHHMyMa TPyJtOJtHeii･ BJIarOJtaPS"BeJteHm) TaIくa5I

IlpeJtyCMOTpETeJIhHOCTL I70CJIy3RHJIa OCIIOBHhIM PLItlarOM JtJI5I OPraHH3aI叩H MaCCI,I

cyJte6tIhIX IIPOIIeCCOB HAD pSIJtOBhtMH tmeHaMH ROJIXO30B･ yXe B ⅡepBhle MeC叩LI

Jte点cTBH5I yRa3a OT rlPeJtCeJIaTeJIe丘KOJIX030B CTaJImIOCTyItaTL B CyJtLI

MaTePHaJILI He TOJILXO IIa OTJteJILHLIX RPeCTh5IH, HO I Hat rpyrIⅡhI ･ CIIHCRaMH flo

15-30 tleJIOBe王C I 6oJIee, tlaCTO 6e3 1IOCTaTOtIHbIX OCHOBaHオ丘H BLtSICHeHHSI

ROHRPeTH0点BHHLI･ B aBryCTe 1942 r･ yrlpaBJZeHHSI K)CT叩HH Ilo HoBOCH6HpCKO丘

06JIaCTH COO6ElaJZO: ({Bce JteJIa 0 HeBhlpa60TKe TpyJtOEEe丘BaPO脚hle CyJtLI

o6JlaCTH paCCMaTPHBaのT C BZ･Ie31tOM B ⅨOJIXOahL (…) OTAeJIhHhle HapOJIHLIe CyJtH

JtOIlyCTHJtH rlpaRTHXy PaCCMニOTPeH耳5I B OFtHOM ITPOH3BOJtCTBe JteJI Ilo 06BHEeHHm

HeCItOJIhRⅡⅩ tleJIOBeIく- 1･IIpaBJIeHHe IくOJIXO3a..CeBep》 MapmHCItOrO CeJILCIくOrO

coBeTa BeHrePOBCROrO paiioIIa ⅡePeJtaJIO MaTepHaJIL" Cy刀こHa 57 tleJIOBeR.

nocyJte6HO丘IIPOBePXO丘HapCyJtheii BCeX MaTepHaJIOB 6LInO yCTaIIOBJIeHO, two

OCHOBaTeJILHO ⅡpI柑JIetleIILt R OTBeTCTBeIIHOCTH JIHⅢL 5 tleJIOBeI(. 2.rIpazlJIeHⅡe

KOJIXO3a 《HM･ ⅩⅤⅠⅠI TIaPTC-,e37ta,, BeHrepOBCROrO pa蕗oIIa ITpeJtCTaBHJIO B

HaPOJtHもIii cyJt CItHCOIくROJIXO3HHROB Ha 14 tleJIOJ}eK C yIは3a耳HeM OFtEHX TOJIhRO

4)aMHJmii･ MaTePHaJILI 6hTJIH BO3BpaⅡleHbI JtJI兄ⅡePeO中opMJIeHm 06paTHO B

KOJIXO3...)I(26).

IloJtO6HyIO ⅨapTHHy MOXHO 6h"0 Ha6JT耶aT- B JtpyrHX perHOHaX CTpaELt.

PyXoBOJtHTeJIH ltpacHOSIPCXOrO yllpaBJIeHm K)CTPlIIHH B aTOT Xe ITepHOJt

JtOKJIaJtLmaJIH B HapROMZOCT PC◎CP: 《班S rIOCTyITHBⅢⅡⅩ OT ll ROJIXO30B

CoEeTCROrO Pa丘oHa EaPOJtHhIM CyJtOM BOaBPaⅡIeHhI ReJIa 9･TH ROJ一XO3aM, Tax Ray

aTH JteJIa 6hIJIH HaZtPaZmeHhI CrIHCROM Ha 15･20･30 tzeJIOBeX 6e3 06cyxJterlHSl

XaXJtOrO IくOJIXO3HIはa Ha rIPaZmeHHH ROJIXO3a, 6e3 yIは3aHH5I KOJIHtleCTBa

Bhlpa6oTaHHhIX ⅡME TPyJtOJIHe丘H 6ea ⅩapaⅨTePHCTHRH･}} CyAe6mIe pa60THmH

ItpacHoSIPCHa IIECaJIH叩H aTOM H 0 TaMⅩ HeOp.叩HaPHhIX CJIytlaSIX, ROrJta B

OAHOM H3 ⅠtOJIXO30B B CⅢ滋CRaX, rIPeJtCTaBJIeHHLIX Ha OCy)和eI柑e Ilo yKa3y,

oKa3aJIOCh 63 tleJIOBeRa H3 100 TpyJtOCrIOCO6肌TX ROJIXO3HHKOB(27).

rpy6LIe II yZIPOⅡleHHhle CrIOCO6hI PeaJIH3aIIHH yKa3a 0 TPyJtOJtHSIX HaXO脚JIH

BHpa3ReHHe He TOJILXO a MaCCOBOM: ITPHBJIetleHI柑XOJIXO31IHROB R CyJty.

PacITPOCTpaHeHELIMH 5IBJTeH-ME 6MH TamRe OCy耶eHmI Vex XHTeJIe点ceJIa,

KOTOphIX 3aIく0H OCBO6oxJta皿OT BC兄RHX O6BHHeHHii: 6epeMeHHLIX H MHOrOJteTHhIX

xeHIItm･ HeTPyJtOCHOCO6mIX, ITOApOCTⅨOB H JIK)Jte点cTapⅢe JtOHyCTHMOrO

BO3paCTa (60 JIeT JtJI兄MyXtlEH H 55 7tJI5I XeHIIIH耳). BⅡoJIHe eCTeCTBeHHO, 1TO B

aTHX yCJIOBHSIX 3HatIHTeJIhHa3I qaCTh ⅡPHrOBOpOB He I10JIytlaJIa yTBePXJteHIIe II

OTMeHSlJIaCh ⅡPH月OI10JIHⅡTeJIhHOM paCCMOTpe耳HH. KaIt I B CJIytla5IX C yKa30M OT

26 那)mI･ B IIepBhI益TIepHOJt BO丘HLI OTMemJ10Cも6oJIhⅢmCTBO OITPOTeCTOBaH耳LIX
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rlpHroBOpOB - 55･58 %(28),可TO COCTaBJI5IJTO OEOJIO tleTBepTII 06IIIerO tIHCJIa

IIPHrOBOPOB･ B rJIaBHOM CeJIhCIく0Ⅹ0351丘cTBeHHOM paiioHe CH6EpH, AJITa丘cIくOM

Rpae, HaIIPHMep, 3a 1943 r･ 6HJIO OⅡPa叩aHO 23,4 % ROJIXO3HHROB. H3ytlaBⅢH最

3JteCh CyJte6HyK) Pa6oTy PeBII30p HapKOMK)CTa CCCP JheIくOBerHtOIくJtaJtLIBaJI B

cBOeM OTtleTe:くくTaROe rIOJIOXeHH/e, XOrJta COTHH Ilk)Re益mHyT B CyA HarIPaCIIO, ･

HeTeprIIIMO H CB耳AeTeJILCTByeT 0 TOM, tITO ⅡPaBJIeHHSl ItOJIXO30B ITePeJtaBaJIH

FteJIa B CyJt, He IIpOBep5IJI ITPEtIHH HeBhIPa6oTItH MⅡHHMyMa TpyJtOJtHe蕗, a

HaPOAHLte CyAhI He pearHPOBaJIH Ha TaIくOe IIeHOpMaJIhHOe 5IBJIeHI王e))(29).

O pa3BHTI柑yHa3HOrO IlpaBOCyJtm B rO耶I BO丘HhI CZmJteTeJIhCTByE)T JtaHHLIe

Ta6JlHIILT 3 I 4.

Ta6Jikqa 3.

tIHCJIO OCyXJteHHLIX CyJtaMH BCeX BHJIOB flo yKaaaM BOeHHOrO BpeMeHⅠⅠ

3a 1940 ･ 1945rr. (Ⅲo CCCP)

Hal王MeⅡOBaHーⅠeyⅠは30B 僮lepIⅠoAH 尾7淀ｧFT��7肌F�ﾘuR��g�XｷR�箔�ﾈ�7肌DT�5B�R�OcyxJteE0 JⅠIIEeⅡHⅠ>ⅠMⅡ ⅠⅠ 0ltpyXHhⅠMH Cy月aMⅡH BOeⅠⅠⅠⅠLⅠMⅠⅠ TPE6yⅠⅠaJⅠaM EX.Jt.E BOFtHOrO TpaHCⅡOpTa 尾7淀ｧFT����$��D�挽��B�G�ﾈuCg�HuF��ｨuF�ﾘuR�4�ﾂ�$ﾔ��$�uD8uH*ﾒ��GD$ｦﾂ�HTOrO 

ylは30で 26/VⅠ- 1940r.- ⅡOX.Jt.E ZBOJtⅡOM:y TpaECⅡOpT y,aTaRXe ⅡocT.193- 7Ⅲ.《B)) yK PCOCP �6�ﾔ�$�uDﾄ�uB�uW符�D2�uW�T�舶��6ﾅHuHuE4��ﾈuB�友ﾇ�U┤FTТ4��1940 �3#�緜C�� ��321.648 

1941-1945 ����s2緜cB�7.257 ��1.080.921 

HTOrO3a 1940-1945 ���3迭�3�B�7.257 ��1.402.569 

IlporyJILI (caMOBOJIhHaSI oTJIytIXa) ��鼎��1.769.790 �� ��縱c偵s���
1941-1945 迭緜�2纉�r�62.567 ��5.666.484 

HTOrO3a 1940-1945 途�3s2縱�r�62.567 ��7.436.274 

yⅠは30T28/ⅩⅠⅠ-1940r. (EapyⅢeEHeJtHCⅠ叩ⅡJIHHもⅠ ECaMOBOJlLHhⅠHyX0月こEa peMeCJⅠeEHLⅠⅩyqⅡJIHⅡ1, X.Jt.ytIEJlEⅠqEⅡⅠROJI ◎30) �1941-1945 鉄���s�� ��50.179 

yxa30T26/ⅩⅠⅠ-1941r. IIO光.Jt.EBOJt.TP-Ty,a TaIく3KeⅡOCT.193-7TI.II. くくr))Ⅱ《月》yⅠtPCOCP (LteaepTHpCTBOC 叩eAⅡpⅡSITH孟BOeHHO丘 叩OMLtⅡIJIeHⅠⅠOCTlⅠ,.)冗.Jt.H �1942-1945 �3ゅSs"�80.254 塔C"��s��960.897 
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BOJtHOrOTpa.ECIIOpTa) �� �� ��

yRa30T13/ⅠⅠ-1942r. yⅠくJIOⅠⅠeEH6oT MO6EJIE3aⅠ叩HJtJI5IPa6oThⅠ HaIIPOIⅠ3BOJtCTBe耳 cTpOHTeJⅠhCTBe) ��鼎"ﾓ�鼎R�21.786 �� �#�縱ッ�

yⅠは30で15/ⅠⅤ-1942r. (yRJIOⅠⅠeⅠ柑eOT MO6ⅡJIⅡ3aⅠII柑HaCeJIhXO3 pa6oTLⅠ) ��鼎"ﾓ�鼎R�91.246 �� 涛��#Cb�

yⅠは30T15/ⅠⅤ-1942r. (HeBHpa60TRaMHEHMyMa TpyJtO脚e丑) ��鼎"ﾓ�鼎R�679.286 �� 田s偵#ッ�

B'ceroocyxJteHOIIOyKaaaM ZIOerlHOrOBpeMeHH ��鼎��2.091.438 �� �"����紊3��
1941-1945 途經SゅcS��150.078 塔C"��s��8.550.799 

HTOrO3a 1940-1945 湯緜S���モ�150.078 塔C"��s��10.642.23 

HcTOtIH壬は: rAP◎, 4). 9492 ctI, 0m 6C, Jt. 14, JI. 9.

IloJIHOTa aTHX CBeJleHH益HapIくOMIOCTa CCCP, 6e3yCJIOBHO, JtOJIXHa 6hITb

HocTaBJIeHa rlOJt COMHe】IHe, ItOCROJILRy IlpOCTO丘rlePetleHh yKa30B, Ⅱ0 ⅠくつTOpLIM

rpaxAaHe rIOJtBePraJIHCb OCyXJteHHX), ⅢpHBeAeII 3AeCb Ee B ⅡOJIHOMこBHAe. Ilo

Ⅸpa丘He丑MePe, B HeM JtOJIXHhI 6LITI'ytITeHhl elqe IIeCIくOJIhKO yIは30B, JtaBHIHX

COTIIH HJIH Jta3Ke TLICSItIH OCyXJleHHhIX. B ItX tlHCJIe XOPOⅢ0 It3BeCTIIhle: yxa3 0T 6

Hl0JIjI 1941 r. ((06 0TBeTCTBeIIHOCTH 3a PaCITPOCTpaHeHHe B BOeHHOe J3PeMJI

JIOXHLIX CJIyXOB, BO36yxJtaE)qHX TpeBOry CPeJIH HaCeJIeH滋5I)),

ITPeFtyCMaTpHBaJ3ⅢH丘TIOpeMHOe 3aIくJIX)tleHIIe Ha CPOIくOT 2 Jt0 5 JIeT''yKa3 0T 19

arlpeJI5I 1943 r.くく06 yroJIOBHO丘oTBeTCTBeHHOCTlI HeMellIく0･4)aⅢECTCIくHX

3aXBaTl柑ROB H HX I10CO6HIIⅨOB)) (TaIくHa3上.lBaeMLI益((3aROH 0 BOeHHhIX

IlpeCTylueHIはⅩ',), Ilo IくOTOpOMy 6hIJIa OCy油CJteHa MaCCa PeItaTpHHPOBaHHLIX

rpa)和aII, BKJImtla5I Ae兄TeJIeii 6eJIOrO FtBHXeHH5I(30), a TaRXe p叩JtPyrHX yIは30B.

BoⅢJIH JIM OCyXJteHHhle I10 3THM yICa3aM･ B O6Iqym CTaTHCTIrKy II ⅨaXOBa 6hIJIa

Jte丘cTBHTeJIhHa5I POJ一h ItepetIHCJleHIIhIX rlpaBOBLIX aKTOB B rOJILI BOiiHLt -

ItPeJtCTOIIT BhI兄CHItTh a XOJte JtaJIhHe丘IHHX HCCJIeA0BaHII丘.

TaRHM O6pa30M, RaPaTeJIhHOe rlpaBOCyJtHe B CCCP B rOJtもI BTOpO丘

MHpOBOii BO丘HhI OTJIHtlaJIOCh IIIHPORHM pa3MaXOM I COCPeJtOTatIHBaJIOCもITPeXJte

zICerO B O6JIaCTII TpyJIOBhIX OTHOHIeHIは. OHO paCIIpOCTpaH5IJ10CL rJIaBHhIM

o6pa30M Ha Te IはTerOPHH HaCeJIeIIHSI, TpyJt ROTOphIX rlpeJtCTaBJI3IJI HaH60JIhIHyIO

LteHHOCTb: pa6otIHX O60poHHhIX OTpaCJIe益ItpOMhIIHJIeI柑OCTH,

xeJIe3HOJtOPOXHIIROB, InaXTePOB E XOJIXO3HHKOB. rIpH OTCyTCTBHH Cepbe3HhIX

aROEOMニHtleCRHX CTHMyJIOB CyJIe6Hz'Ie PeIIPeCCHオH yrPO3a IIX IIPHMeIIeHHSI

SIJ3JISIJIHCL JtOI10JIHHTeJIhHhIM IIO6yJtHTeJIeM 冗 TPyJIy JtJI5I MHJIJIHOIIOB rPaXJtaH.

BJIHSIHHe 《3aItOHOB BOeHrlOrO BPeMeIIH)) ORa3aJIOCL tlpe3BLttla丘HO BhICOIくHM A
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JtOJIrOCpOtlHもIM. HaI王60JIee BaXHLIe H3 HIIX, Ra∝ yIは3hI OT 26 Ilk)H5I 1940 r･, 26

meRa6pSI 1941 r･, 15 aIIpeJISI 1942 r･ E ApyrIIe I-pOJtOJIXaJIH Ae益cTBOBaTE･ I B

ⅡocJIeBOeIIHOe BPeMSI, 3ⅠIatlHTeJIhHO yBeJIHtZHBaSI CTaTIICTⅡRy CyJtEMOCTII Ilo

cTpaIIe. OEH 6もIJIE OTMeHeIIH TOJIもRO B CepeJtEHe 50-X roFtOB･

B 3aRJI拍qeHHe CJIeJtyeT I一pHBeCTII JtaHHhle, I103BOJISIX)qHe r10JIytIHTも

EeROTOpyK) 0606IIIeHHyⅨ) OIIeI柑y MeCTa H POJTH COBeTCIくOrO ⅡPaBOCyJ叩SI B rOJtLI

AIEpOBO点BO丘mI a CPaBHeHEH C JlpyrHMH IIePHOAaME COBeTCIく0丘aTIOXH･

Ta6JIHIla 5.

06Ⅱlee lHCJIO OCyXAeHHhIX flo BHJtaM CyJtOB 3a 1941- 1945 rr･

(ⅡoCCCP)

roJIhI 尾7�9��T��OcyxJteHO 尾7淀ｧFT��OcyxJteHO 賠D�$��

BoeHHO点 �7���ﾓ､��JIHⅠleーⅠHLⅠMHlⅠ �$�uHuD粕ﾈuDﾔ��

ItoJIJIerIⅠeiiBC ��huT坊亦�ORpy3KHもⅠMH 膝�ト陪�ｨuF�ﾒ�

CCCP(3a �d��7肌D粕�5D��cyJtaMHHBT 売4�ﾄ$ﾔ��

ROⅠtTPpeBOJⅠX)II 嫡2t匹�ue��%$�R�X.Jt.H 這D簸粕8uH*ﾒ�

HOⅠlIⅠLte 陪��uT�売���BOAHOrO 売ｴ&��

rlpeCTyItJIeHHJZ) 覧HuFUF���TpaHCHOpTa★ 

1941 ��紊#b�3.108.259 鉄R纉#��216.142 �2�3��縱SR�

1942 都"�2.818.826 都b經c2�686.562 �2經�"��#2�

1943 田��2.405.509 塔偵s���727.207 �2�##"經Sb�

1944 ��#2�2.449.386 涛b��#��543.745 �2��ヲ�3sB�

1945 �#s2�2.297.215 塔r緜�R�357.007 �"縱C"��Cb�

HTOrO3a 1941- 1945 ��纉SB�13.079195 鼎�b��C"�2.530.663 ��b���r繝SB�

B CpeJtHeM 3arOA �3���2.615.839 塔��#���506.132 �2�#�2經s��

IlpHMetlaHHe: ★ 3a 1942･1945 rr. - 6e3 CBeJlelIII丑no xeJIe3HOJ10pOXtlhIM BO益cKaM･

HcTOtIHⅡR: rAP◎,申. 9492 ctI, OI7. 6C, Jt. 14, JI. 7.

Ta6JIHIla 6.

06Ⅱlee tIHCJIO OCyXJteHHLIX 3a 1937 - 1956 rr. B CCCP

(Tt,IC. tleJI.)

IloJtLⅠ �7肌F�ﾔ��% �5D帽uD之�･FцuBﾈuDﾔ��% 賠D�$��H3ⅠⅠⅡⅩrIOJteJIaM 坦�

06qe点 僂yJtaMH 剴�uGE�T5G紋､帽uHuDU6ﾈuﾒﾂ�

rIOJtCyJtHOCTIt �(BRJI氾tlaSI 剩迫�TｧG�4ﾔ��Tф���

(C 傳OeHHhⅠe 剽�GF�6�ﾔ��

TIOrIPaBROii Ha 儺pIⅠ6yXaJⅠht)～ 剩$�т�$��'�TﾖTр�
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EeⅡOJIHOTy

7.105,0 Hey CBeJteEEii 7.105,0 2.091,4

13.079,2 2.938,6 16.017,8 8.550,8

14.030,9 1.566,7 15.597,6 6.371,9

4.386,3 4.647,1

38.601 43.367,5 17.961,4

IlpIIMetZaHⅠIe: 'Ilo AeJIaM 0 Iく0ⅠITpPeBOJIXqHOIIHLIX IIpeCTyILTIeHHSlX BⅨJImtleHLI

TaIくXe -Rat-He BoeI柑0丘RonJIerI柑BepxoBEOrO CyJla CCCP.

HcTOtZEI柑: rAPO, 4).9492 cl, 0Ⅲ.6 C, A. 14, JI. 6.

npHMetlaⅡHE:

1 CoBeTCIくOe ITpaBO B ⅢepIIOJI BeJIHHOii OTetleCTBeHHO最BO丘HhI. tlacTh II. yroJIOBHOe

zlpaBOl -　yrOJIOBrlH点rlpOIleCC. Il0月peJt. 班.T. roJlEXOBa. - M., 1948, C. 31.

2 3aROHOJtaTeJIもHHe H aJtMHHHCTPaTHBHO･rlpaBOBhle aHTH ZIOeHHOrO ZlpeMeHII. C 22

HX)HSI 1941 r. flo 22 MこaPTa 1942 r. l M., 1942, C. 78-79.

3　CM･ 06　3TOM CIleIIHaJILHyX}　pa6oTy: naItROB CIA. <{KoHTPPeBOJIK)qHOHHaSI

rlpeCTyrltIOCThI' I OCO6eHHocTH ee rIOJtaBJIeHm B CII6HPII B rOALl BeJIHE0丘

OTetZeCTBeHHOii zlO丘HH (1941･1945). // ypaJI I C壬王6HPb B CTaJmHCROii I10JIHTme. -

HoBOCH6HPCIC, 2002, C. 2051223.

4rAHO,4).P･1027, 0m 9,A. 5,JI. 172.

5rAHO, 4). P･1199, 0rI. 1･a, Ft. 16, JI. 9.

61IXHnHH lilt,申. 26, orl. 3, JI. 291, JI.4906. I 50.

7 0praI王LI rOCyAaPCTBeHHO丘6e30maCHOCTH CCCP B BeJIHⅨ0丘OTetleCTBeHHO丘BOiiHe.

C6opHHl{ AOIくyMeHTOB･ T･ 2･ ItH･ 2･ HalaJ10･ 1 ceHTJI6p兄- 31 JteKa6pJI 1941 roJta. I

M., 2000, C. 331.

8TaMXe, C. 334.

9 rAAIt, 4). P-1736, orI. lc, Jt. 23, JI. 21.

10 rAHO,申.P･20, 0m4, 71.8, JI.1.

ll HaH6oJIee I70Jtp06HhI蕗　aHaJIH3　7te点cTBm yIta3a OT　26 ItX)E3I 1940　r. zI

HpeJtZLOeHIIH丘ITePHOJt C叩こeP3KHTC兄　B REHre: IIHTeP CoJlOMOH. CozLeTCXaE DCTEqHR

rIPH CTaJlHHe. l M,, 1998, C. 291･ 313.

12 rAPO, 4). 9492 ctI, 011. 6C, Ft. 14, JI. 15. (CTaTIICTma CyFtHMOCTII flo CCCP).

13 rAHO,申.P･1027, 0m9 cTl, 71.5, A. 123-124.

14TaMXe, JI. 123, 125.
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15IIAHO,由.P･ 1199, orI. 1-a, 71. 18, JI. 25.

16rAHO, a). P-1199, olt. 1･a, Jt. 18, JT. 137; oll. 2,71. 4, JI. 2.

17 rAIt0, 4).n-75, orI.1, A.39, JI.3.

18 rAHO, 4).P･1199, 011.2, 71.22, JI.23 06.

･9rAHO, a). P･1199, oll. 1･a, JI. 1畠, Jl. 59, 69, 135.

20 IIXHnHH ItIt, 4). 26, olt. 3, 71. 8, JI. 108.

21 IIAHO,由. P･1027, orI. 9 cl, A. 13, JI. 56. PetIZ'B JtaHHOM CJIylae HEteT JIHⅢL 0 TO最

ⅩaTerOPI柑JIeJI, ROTOpHe H3ytlaJIHCL月JI兄HaJ130pa ltJIH rIO IくOTOPbIM 6HJIH ItpHHeCeHbI

rIPOTeCTLI. OcHOBHa51 Xe tlaCTb IlpHrOBOpOB yTBepXJlaJIaCb　6e3　CIteIIHaJIt･HOrO

HaA30PHOrO paCCMOTPeHHSI, T･ e･ a TOM BHAe B ⅨaIくOM I10CTyrlaJIH H3 HapOJtHHX CyFtOB･

Ilo ctTHOⅢeHHK) X O6IIIeMy tIHCJIy llpHrOZLOPOB AOJlSI OTMeI‡eHHもⅠⅩ 班 Orlpa叩aTeJIhHhlX

cocTaBJI5ua 9･12%. (IIAHO,由.P･1199, orI. lla, A. 18, JI. 28; a).P･1027, OTI. 9, Jt･ ll, JI･

33).

22 rAHO,卓. P･1199, olt.1-a, Jl. 18, JI. 27･28.

23 CoBeTCROe rlpaBO B TIepHOJt BeJIHRO丘OTetleCTBeHHOii BO益HhI･ qaCTb II, C･ 84185･

24 CoIIHaJIHCTtttZeCIは3I 3aIくOHHOCTh, 1942, N 8, C. 1-2; CoBeTCROe ITpaBO B rlepIIOJI

BeJIHⅨ0丘OTe･1eCTBeHHO丘BO免HH. tlacTh I. rpaxJtaIICIくOe llpaBO, - TpyJtOBOe IIPaBO.

noJt pelt. 班.T. roJI兄ROBa. A M., 1948, C. 227.

25 rAItK, 4).P･1736, 011.1C, Jt. 23, JI. 136 06.

26rAHO,申. P-1199, OIT. 1･a, Jt. 18, JI. 56-57.

27 rAKlt,中.P･1736, orI.1C, Jt. 23, JI. 138 06, 69.

28TaM Xe, JI. 140.

29 rAPO, 4).9492, 0°.1, A.453, JI.3 06.

30 CM. leo)EeBHI柑OB M.B. HcTOPH5I COBeTCIくOrO CyJIa. - M., 1948.
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OpraEH rOCyJtapCTBeEE0畳6e30ⅡaCⅡOCTE BocTOqE｡･　t

CE6EpcIくOrO RPa兄(1930･1936).

H.B.HayMOZI

1930･e roJtH･ RAE -BeCTHO･ BOⅢJIH B HCTOPEK) CoBeTCROrO rOCyJtapCTBa

Ra∝ OtleHL CJIOXZIOe BPeME･ 9TO 6hIJIE rOJthI, XOrJta B CCCP ocyⅡIeCTBJISlJlECL

rpaHJIHOaHHe HPeO6pa30BaEml I xoJIJZeRT--a叩5I, H耶yCTPmJIE3a叩兄,

llKyJIhTypllaSI PeBOJZI叩-･I, ROrJta TOTaJZHTaPEaS"HRTaTyPa RO朋:MyHECTEtleCRO益

IIapTH滋　ⅡePePOCJIa B elqe　60JIee XeCTIくyK)脚ⅨTaTypy JI耶HO丘　BJIaCTE

H･B.･CTaJIEHa, a CO371aHEhl点　06qecTBeHEO･aROHOMHtleCRE丘　cTpO丘　ⅡoJIylm

IIa3BaHHe CO叩aJIHCTHtZeCⅨOrO･ HaxoHeq･ aTO 6LIJIⅡ rOALI, ROrJta EerlPepLtBH0

月aPaCTaJIa yrpO3a I王OBO丘MHpOBO点BO触LI, R ⅨOTOPO点aIくTmHO rOTOBHJIHCZ, bee

BeJtyⅡl滋e AeP3FaBLI MHPa, BRJIK)tla5IオCCCP.

B EOBO点06cTaHOBRe CyⅡleCTBeHHO E3MeHHJIHCL OyH叩HE滋aaJIa.IE

opraEOB rOCyJtapCT丑eHHOii　6e30IZaCHOCTH･ Hap即ty C peⅢemeM　3aJtatI

o6eclTetleHE5I 6e30rlaCHOCTH rOCyJtaPCTBa, a TaRXe O6ecⅡetleEH5I RJIaCCOBO丘

I10JIHTmE XOMMyEⅡCTHtleCRO丘　ⅢapTHH B XOJle HPOBO脚MHX HPeO6pa30BaHH丘,

opra王Ihl rOCy月aPCTBeHH0点6e30=aCIIOCTII BCe ZI 6oJIもⅢe益cTeⅡem CTaEOBHJIHCh

rJIaBⅡ0丘oIIOpOii JIHIHO魚卵RTaTyphI H･B･CTaJZ-a･ CooTBeTCTBeHEO EX 6oph6a c

T･H･ ⅨJIaCCOBhIME BParaMH CoBeTCRO丘zlJIaCTIH Teleme 1930･X rr. BCe 6oJlhⅢe

ⅡepepacTaJIa B 6oph6y co zlceMH PeaJI-LIME, EOTeH叩aJILEhIM耳H MEHMLIMH

ⅢpoTmEHKaMH yXe He CoBeTCRO最BJraCTH･ a CTaJIHECⅨ0立脚RTaTypLI.

Ec.nH PaHee･ a 1920･e rr･ Jte兄でeJIbHOCTL OpraEOB rOCyAaPCTBeHHO丘

6e30HaCHOCTH 6L"a HaⅡpaZue耳a rIPOTm 3HatIHTeJILHOii tlaCTE HaCeJIeHHSI -

zIPeJtCTaZlHTe.TIe丘6hIBⅢHX T･H･ 3RCMyaTaTOPCKHX RJIaCCOB A aaXⅡTOtIHLIX CJIOeB

RPeCTMECTBa,　CtmTaBHIHXCSI B RJIaCCOZLOM rOCyJtaPCTBe　ⅡOJIHTmeCIくⅡ

Ⅱe61IarOHaFteXHLIMH, Bpa-e6HhlM滋aJIeMeETa-, TO B HOBhZX yCJZOBmX IIOJt

noAO3peHIIe I10rlaJtaeT HPaⅨTIttleCRH BCe HaCeJIeHHe CTpaIIZJ, HeaaBECHMO OT

ⅡoJIETHtleCRHX丑3rJI叩OB 班 COllHaJIhHOrO I10JIO3KeH-･ OT I,03MO3REhIX ⅡOJtO3PeHH丘

Ee 6M rapaHでHPOBaH HHKTO･ BX･JI-a兄6JTほa蕗Ⅲ耳Ⅹ COpaT-ROB JtmTaTOPa.

IlocTerLeHH0, IZIar aa IEarOM OPraHhl rOCyFtaPCTBeHHOii 6e30ⅡaCEOCTH HaJteJI兄KnC3I

J3Ce 6oJIee ⅢHPOmMH 班 qPe3BLItZa丘ELIMH TIOJIHOMOtImMH, EX Jte兄TeJILEOCTh BCe

60Jlee CTaHOBETCE I10耶OHTPOJIhHO丘JIEⅢL O脚OMy JI叩y･ OFtEOBPeMemO

oPraEaMH rOCyJtaPCTBeEHO点　6e30IIaCHOCTH rlpⅡ　ⅡOJtJtepXRe H.B.CTaJIEHa

ECRy柑O CO3JIaeTCSZ aTMOC4'epa BCeO6IIIe丘.IOJtOaP-eJI柑OCTH 冗 HeTePⅡEMOCT滋,

co31taeTC5I CHCTeMa TOTaJIhHOrO XOHTpOJは　3a HaCeJIeHHeM. AⅡ(ゆeo30M aTOii

Jte兄TeJILHOCTH CTaJIH rOJtLI T･H･ r'BoJIMl0rO TePPOPa-1 (1936･1938), ROrJta

rocyJtapCTBy･ 06qecTBy･ Jta耳CaM川OPraEaM rOCyAaPCTEeHHO点6e30ⅡaCHOCTE
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6HJI HaIIeCeII OtleIIb　6oJIhIZIO益　yqep6, rlocJIeJICTBH3I ROTOpOrO a TO丘　HJIH HHOii

CTeⅡeHH OⅡIyⅡlaIOTCSl JtO CHX rlOp･

BaxHasl pOJIh B PeⅢeEHH BCeX　3TIIX　3a刀.atI　ⅡPEEaJtJIeXaLJIa

TePpIITOPⅡaJIhHhIM OpraI王aM rOCyJtapCTBeHHO点　6e30IIaCIIOCTⅡ　BocTOtIEO･

CH6EPCIくOrO RPa5(, CO371aEHOrO B 1930 r. E CyⅡleCTBOBaBHerO JtO 1936 T. 9TOT

Rpa丘6hIJI O6pa30BaH B pe3yJILTaTe Pa3AeJteEH5I CII6HPCIくOrO RpaSI Ea 3aI一aAHO･

CH6耳pCIくH益　H BocTOtlE0･CE6EpcKHii. 0E oXBaTLtBaJl OrPOMHyK) TepPIITOpIIK) OT

EHⅡCeSI 40 3a6a丘ⅨaJIh3I (7tOPeBOJIX)叩0ⅡHhle EHIICe丘cxaSI 冗 HpItyTCIは5I ry6epI柑E

冗 3a6a触aJIbCRa兄06JIaCTL). Ero aJtMⅡHIICTpaTHBHhIM IIeHTpOM CTaJI r.HpKyTCⅨ.

B cooTBeTCTBEE C HOBhIM aJtMⅡHⅡCTpaTHBHhIM yCTPO丘cTBOM　28　MaPTa

1930　r. 6LIJIO IIpEH3ITO peⅢeHIIe 0 CO37taHHH B H.pRyTCIくe rloJIHOMOqHOrO

ⅡpeztcTaBETeJILCTBa OIIIly CCCP I10　BocTOtIHO･CII6HPCItOMy RpaX). 3AeCh

ⅡpeJtCTOSIJIO C中OpMHpOBaTZ' HOBhlii, MfIOrOIHCJIeHHhlii　Ⅱ　MOqHHii aⅢnapaT

opraHOB rOCyJtapCTBeHIIO丘　6e30rlaCEOCTH. 9TOT　ⅡpOIIeCC　3aHSIJI HeCIくOJILⅨO

MeCSIIteB. B ⅢoJIHOM O6%eMe IloJIHOMOtIHOe IIpeJtCTaBHTeJIhCTBO Orrly CCCP flo

BocTOTlHO･CH6HPCIくOMy I叩aIO HatlaJIO CBOIO AeSITeJIbHOCTh C CeHTJI6pSZ 1930　r.

IlepBLIM 冗 e叩ECTBeHHhIM IloJIElOMOtIHhIM ⅡpeJtCTaBHTeJIeM OrIly A ･BocTOqHO丘

CII6HPH CTaJI JIaTLIⅢ　H.Il.3HPHtlC, pa6oTaBⅢH丑　B OpraEaX rOCyJtapCTBeIIEO丘

6e30ⅠIaCIIOCTH C 1918 ど.

CTPyKTypa IloJIHOMOtIEOrO IIPeJtCTaB拝でeJIhCTBa Orrly IIO BocTOtIHO･

CⅡ6ⅡpcROMy RpaⅨ) IIeIIpePhIBHO HaMeIはJIaCh H paCⅢHPSIJIaCh. IlepBOHatlaJILHO

oEla BlCJIK)tlaJIa B Ce65I: CexpeTHO･OITePaTHBHOe yIIPaBJIeEEe, yIIpaBJIeHEe

IlorpaI柑1HO益OxpaHLt H BO丘cR Orny 汰 oTJteJIhI: mApOB, 06Ⅱ叩丑, ¢EEaECOBH丘,

cB5I3Ⅱ, JtOpOXH0･TPaIICIIOpTHhI最　3a6a丘xaJILCIく0丘　X.Jt., a TaIくXe I柑Crle叩HK)

Pe3ePBOB･

B aBryCTe　1931 r. B CBSI3lI C IくOJIJIemEBH3aI叩eii I rIOJIHTI柑0丘

pacRyJIatIHBaHIは　B COCTaBe CeRPeTHO･OI一epaTI柑HOrO yⅡPaBJIeI相月　6LIJI CO3AaII

oTAeJI flo CⅡeIIITepeCeJIeHIIaM, a B 3IHBape 1932 r.一一JtJI5I yJIytIⅢeIIHSI tletCHCTCKOrO

o6cJtyXmaHHSI BCeX BHJtOB TPaIICⅡOpTa'- A XOOpJIHHaI叩E Pa60ThI TPaHCIIOPTIIHX

opraIIOB Orlly B erO COCTaBe 6LIJIO CO37taHO TpaHCrIOPTIIOe OTJteJIeHEe.

B ItOHIle　1932　r.　CeRPeTHO･OI一ePaTHBHOe yⅢpaBJIeHEe　6LIJIO

pac4)opMHPOBaI10,　a erO OTJteJIhI:　ceRpeTHO･r10JImIItleCREE,　ytleTIIO･

cTaTⅡCTⅡtleCIくHA, 3ⅠくOHOMHtleCRH丘, oco6hlii, cIIeIIIIePeCeJIeEIteB H OTJteJIeHHR:

OIIepaTIIBEOe,　CHeIIIIaJIhIIOe,　TPaHCI10PTEOe CTaJIⅡ　　CaMOCTOSZTeJIもELtM打

I10Jtpa37teJIeHHJIMH rloJIrlOMOTlHOrO IIpeJtCTaBHTe.TIhCTBa. B TO Xe BpeMSI B CBSZ3H C

Ⅲo耶HHeEHeM MEJIHqオH OrIly a erO COCTaBe 6LIJTO CO3JtaIIO yⅡPaBJIeHHe Pa6otze･

xpecTh5IfICRO丘MHJIHItEH.

PyROBOJtHTh CTOJIh O6ⅢEpHOii cTPyRTypO益　　rloJIHOMOtIHOMy

rlpeJICTaBHTeJIK) Orlly I,Il.3IIpHHCy rIOMOraJIH　耶a erO　3aMeCTHTeJI5I ･

A.r.rpo3ⅠIhI益　E It.A.IlaBJIOB. IlepBLTii pyROBOJtHJI pa6oTO丑　oT月eJIOB: cexpeTHO･
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IIOJIHTⅡtleCIくOrO, ytleTIIO~CTaTHCTHleCIくOrO, aKOEOMEtleCROrO E CIIeqⅡepeCeJIeHIleB,

(

a TaIく甲e pa6oTO点ropoJtCIくEX E Pa点oⅠIHZ'ⅠⅩ OTJteJIeHE丑OrITy TepPHTOpHaJIhfIOrO

HpItyTCItOrO OIIepaTI柑HOrO CeKTOpa. R.A.IlaBJIOB PyKOBO.叩Jt pa6oTO益　oco60ro

oTJteJIa, JtOpOXHO･TpaHCTIOpTHOrO OTAeJIa　3a6a丘KaJIhCIく0丘米.Jt., OIIepaTHBHOrO,

cneI叩aJILHOrO H TparlCIIOPT119rO OTJteJIeEHii. Caw H.Il.3lIpHHC IIOMHMO O6ⅡlerO

pyIくOZIOJtCTBa HeI10CpeJtCTBeIIHO ICypHPOBaJI pa6oTy yI一paZmeI柑丘IIOrPaI王0XPaELI 冗

BOiicR OIIIly II MHJIHqEH E OTJteJIOB: RaJtpOZl, 06ⅡlerO, 4)班HaIICOBOrO, CBSIaH, a

TaRXe IIHCⅢeICIIHE Pe3epBOB, a aaJtatly ROTOpO最　BXOJtEJIO Ha6JIIOJleIIHe　Ⅱ

ROIITPOJIh aa XpaHeHHeM rOCyJtapCTBeEHLIX　ⅢpOJtOBOJIhCTBeIIHhIX Pe3epBOB H

MO6HJIH3aIIEOHHHX 3aⅡaCOB.

B JteⅨa6pe 1933 r. B COCTaZle rIoJIHOMOIHOrO IZpeJtCTaBETeJIもCTBa OrrIy

I16'BocTOtIHOICII6EpCKOMy RPaX) HOSlRHJIOCh EOBOe OTJteJIeIIHe - mOCTPaHEOe H3

3･X coTpyJtHHROB (EatlaJILEEX, OIIepyIIOJIHOMOleHHH丘　H yI10J柑OMOtleHIIHA), B

aaAatly ROTOpOrO BXOJtEJI C60p paaBeFtLIBaTeJILHO丘旺H4)OPM:aIII柑B COⅢpeJteJIhEHX

cTpaEaX, a TaIはe 6opb6a c HX CIIeIICJIyX6aMH.

OJtHOBPeMeHHO C CO37taHHeM HOBLIX CTpyRTypHLIX IIOJtPa37teJIeIIE丘　B

TetleI柑e 1930･X rr. a CBSlaⅠI C ROPeIIHhIM ⅢOBOpOTOM B ⅡOJImHXe BKIl(6) cTaJIH

pe3ⅨO paCⅢⅡpSITLCSI ¢yH叩HH E yXe CyIqeCTBOZlaBnIHX CTpyIくTyp. B tlacTEOCTII, B

1932 r･ a BeJIeHHe Orlly ⅡepeJtaJm BOeEHaHpOZIaHHyK) IIOXapHyIO OXpaIIy HRIIC.

Oco6ezIEO　60JILIIIaSl HarPyaⅨa JIOXEJIaCh Ha COTpyAHHROB O6ⅡlerO II

aROIIOMEtZeCIくOrO OTJteJIOB. Tax, Ea　ⅡJIetIE IIePZlhIX BLIrlaJIO O6ecIIetleI柑e

JlhIEOJIEeI柑JI O6ⅢHpHHX CTpOIITeJ一hEHX IIPOrPaMM, OCyⅡleCTBJI3IBIIIHXC兄OrIly B

BocTOtIHO･CII6HPCROM XPae B r10JIhI　ⅢePBO益　H BTOPOii MTEJIeTOIく. B cocTaBe

o6ⅡlerO OTJteJIa　6hm CO31taH JtaXe CⅢeI叩aJILHH丘　cTpOⅡTeJILHLI点　ⅡOAOTJteJI

(Ho37tHee rlpeO6pa30BaHHH点　B OTJteJI).　CoTPyJtHHRⅡ　4･Ⅹ　oTAeJIeHE丘

aXOEOM-eCXOrO OTAeJIa (ⅡPOMLtⅢJIeHHOrO, CeJILCROXO3SI丘cmeIIHOrO, TOprOBOI

J{00ⅠIepaTI柑HOrO,　¢EHaHCOB E　1aCTHOrO RamTaJIa)　xoHTPOJIHPOBaJIⅡ

IIpaKTHtleCIくE BCX) aROHOMHRy IくPaSl･

TeppHTOPEaJIhEhlMⅡ OPraHaMH IloJIHOMOtHOrO ⅡpeJtCTaBHTeJILCTBa OIlrIy

Ilo BocTOtIHOICE6HpCROMy RpaX) mJISIJIECL perHOHaJILHhI益oⅠ-epaTHBHLIe CeⅨTOPa:

KpacHO兄PCXH丑, HpRyTCItE丘H tIETHrlCKHii･ Hx cTpyIくTyPa BO MEOrOM ⅨOIIEPOBaJIa

cTPyRTyPy rIoJIHOMOtIHOrO IIpeJtCTaBHTeJILCTBa. 1 ToJIhXO BMeCTO OTJteJIOB a H∬Ⅹ

6LIJIⅡ COOTBeTCTByK)IIIHe OTJteJIeHESI. HecIくOJIhRO IIO3Xe, B aⅡpeJIe 1931 r. 6LIJI

co3JtaII eⅡIe OJtⅡE OIIepaTHBHhI丘　ceRTOp I RHPeHCRⅡA, EO erO CTpyRTypa　Ⅱ

4)yE叩HH 6LtJlH 3HaqHTeJILHO yXe, IeM y TPeX rlepBhIX. Ha TeppIITOpEH Byp3IT･

MoHrOJIhCIく0点ACCP, BXOJtⅡBⅢe丘B COCTaB KpaJI, Jte丘cTBOBaJI O6JIaCTEO丘oTJteJI

Orrly TaIくXe BXOAHBⅢH丘　B COCTaB IloJIHOMOTlEOrO　ⅡPeJtCTaBHTeJILCTZIa II

1 ◎yHⅠ叩EⅡ HpIくyTCIくOrO OⅡepaTItBHOrO CeIくTOPa BhlrIOJIHSuO HeⅡOCpeJICTBeHIIO

caMO IloJIHOMOtIHOe llpeACTaBETeJILCmO OIIITy.
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耳MeBⅢⅡ丘　cTpyRTypy aⅡaJIOrmHyD OⅡePaTmEhlA( CeIくTOpaM･ B 1932　r･

(

ltpacEo兄PCIく打点　cexTOp ZLOarJtaBJIM月.M}IeEEcoB, tIETEHCIくH丘･ C･r･X)xEH丘,

BypgT･MoIIrOJILCIくH丑06JIaCTHO丘oTJteJI ･月.A.HERE¢opozL, a ItEpeHcRH丘ceRTOP ･

A.P.IIJIOTREH.

PoJIL MeCTEHX OpraHOB Orlly BhIⅡOJlE3(JIE rOpOJtCRⅡe E paiioEEHe

oT月こeJIeI柑Sl Orlly. nITaTもI BCeX Pa丘oEELIX OTFleJICI柑丘BRJlDtlaJ柑　EatlaJILEERA,

yⅡOJIElOMOtleIIHOrO tl erO IIOMOqHI柑a. OTFteJIeI王Ⅱ51　6hIJlⅡ　CO叩aEhI B

ltpacEO兄PCXOM,　BpaTClCOM,　Ta丘ⅢeTCKOM,　TaceeBCROM,　HeptIEECItOM,

Bapry3HHCROM, 9ⅩⅡpHT･ByJIaraTCROM, CeJIeHrHHCIくOM, ARⅢⅡHCKOM I EeROTOpもⅠX

JtpyrIIX Pa丘oEax. B ocTaJILELIX Pa丑oEax coxpaI柑JIECL arIIIaPaTLt pa孟oEEHX

yIIOJIHOM:OtleHHLIX, XOTOpHe pa37teJIⅡJIE Ha JtBe IはTerOPI柑一. B ⅢTaThZ aⅡⅡaPaTOB

l･丘　kATerOpHH　ⅡOMEMO pa最oHHOrO yrIOJIHOMOtleIIHOrO BXOJtEJIa A JtOJIXHOCTh

yⅢoJIHOMOtleHEOrO, a B paiioIIaX 2･丘RaTerOPI柑aIIⅡaPaT COCTOSlJI JI耳EL捉3 07tEOrO

pa丘oHHOrO yIIOJIEOMOtleEHOrO. IC pa丘oⅠIaM l･益　KaTerOpEH OTHOCHJIHCh TaREe

Ra比: 3Ⅰ王MEHCRHii, BaJIaraECIくⅡ益, BoxaHCICEii, RalyrCItH軌　IIIⅡTXⅡECRHB,

AIⅦECIくHii, TyERHHCRH丘　E EeKOTOpHe JtPyrHe, a lC0　2･丘　RaTerOpI柑　pa益oELI:

CJIX)卯HCXHii, HHXHe･HJIHMCICEii, ICexeMCRH軌CezlepO･EI柑Ce丘cRH丘Ⅱ JtpyrEe･

IloMHMO COTpyJtHEROB Pa蕗oHHhIX OTJteJIeEE点　Orrly a aⅡnaPaTOZl

pa丑ozIHLIX yI10JIEOMOtZeHHHX a CeJIhCIく0丘MeCTIIOCTII BocTOtIHO･CH6HPCIくOrO Rpa31

c 1931 r. Ae最cTBOBaJIE MeCTIILIe yⅡOJIHOMOtleHHhle OTJteJIa CIIeI叩epeCeJIeHrLeB (B

MeCTaX HX pa3M:eqemSI), a C　1933　r. B　ⅢTaTもI IloJIHOMOtIHOrO

ItpeJtCTaBETeJIhCTBa Orlly BXJI蛤tIHJZH JtOJZ3RHOCTH　3aMeCTHTeJIe丘　HatlaJILHHKOB

IloJIHTOTJteJIOB MTC H COBX030B Ilo pa6oTe Orlly. 9TII 3aMeCTmeJlE BO BCeX MTC

A COBXO3aX SIBJISIJIHCh ⅢTaTHLtMH COTpyJtHI柑aMII OrIly II pa60TaJIH B TeCIIOM

ICOHTaIくTe C pa丘oⅠIHLIMⅡ CTpyRTyPaMH OrIly.

RoHTPOJIL aa CO6JIX)JteHfleM　3aIくOHHOCTIt OpraIIaMH Orlly JtO 1932　r･

ocyEIeCTBJI5IJIH TePPHTOpHaJIhHLIe TIpOIくyPaTypもⅠ, a C 1932　r･ ⅢoMHMO IIX aTHM

cTaJIH　　3aHHMaThC5I H CⅢeIIIIaJIhHO CO3月aIIHLIe BOeHHI,Ie　　ⅡPORyPaTyPもI

I70rpaHOXpaHhI, BO丘cIくOrIly I MEJIHItHH. B BocTOtIH0･CⅡ6ⅡpcIく0加【 XPae TaRym

ⅡpoKypaTypy C4)opMHpOBaJIH B HmJIe 1932　r･ Hx coTpyJtEHROB ITpHpaBH5mH 冗

oIIepaTI柑HOMy COCTaBy Orlly.

noJIHOMOtIHOe tlpeJtCTaBHTeJILCTBO Orlly Ilo BocTOtlHO･CII6HPCIくOMy IくpaK)

ⅡpocyIIteCTBOBaJIO A0 ⅡKm3I 1934 r. ItaIく耳3BeCTIIO, 10 IIX)nJI 1934 r･ IIHIt CCCP

Ilo peⅢeHⅡK) HOJlm6X)po llIC BItIl(6) rlpHHM rlOCTaHOBJIeHEe 06 yZlpa37tHeH-

Orlly CCCP Ⅱ co3JtaHIIⅡ CODD3HO･peCIly6JIHRaHCItOrO HapoJtHOrO IくOM:HCCaPⅡaTa

BHyTpeHHHX JteJI (HltB月), B tIオCJIO 4)yII叩H最ICOTOpOrO BXOAHJIO I1 06ecTIetleme

rocyJlapCTBeI柑0益6e30ⅡaCIIOCTII. BHyTPH HItB刀. aTH 3aJIatIH BunOJIE兄皿O rJIaBHOe

yrIPaBJleHHe rOCyAapCTBeHHO丘6e30rlaCHOCT甘(ryrB), cd)opMHpOBaHHOe Ha 6a3e

cTpyIくTyPLI E ⅢTaTOB 6LIBⅢerO OrIly･ 06もe叩HeHHe OpraIIOB rOCyJtaPCTZLeI柑0免

6e30rlaCHOCTII ∬　BHyTPeHHItX JteJI CIくOpee BCerO　6hIJIO CB兄3aHO C rTOJtrOTOBRO益

-82-



班.B.CTaJIEHhIM HOJ柑TI柑E　-■BoJILⅢOrO TepPOpa'l I CBSI3aI柑0丘　c aTI川
(

EeO6XoJtⅡMOCTL氾ROEqeHTPaI叩E CIIJI peIIPeCCHBHOrO aⅡIIaPaTa.

B cooTBeTCmEⅡ　C　ⅡOCTaHOBJIeHEeM qHR CCCP IIatlaJIOCh CO3AaHIIe

MeCTIIHX OPraIIOB HKBn. 13 lIK)JISl 1934 r. 6hIJIO C申opMHPOBaIIO yⅡPaBJIeI柑e

HItBn　Ⅱo BocTOtIEO･CE6耳PCIくOMy RpaK). Ero EaqaJILEEROM　6HJI EaaHatleE

6HBIIIH丘　rloJIHOMOtZELI丘　HpeACTaBETeJIh OrrIy H.rI.3EPHEC,　ROTOPOMy

IIpECBOIIJIⅡ　3ZlaEHe IくOMECCaPa rOCyJIapCTBeI柑0丘　6e30IIaCHOCTⅡ　3･ro paIIra･

H.IT.3HPEEC BO3rJIaBJISIJI yIIpaBJIeHIIe JtO OCeⅡⅡ 1936　r･, KOrJta C HOCTa

EapoJtHOrO ROMECCapa BHyTpeHHEX JteJI 6LIJI CMe町eH r.Il.5IroJta II HatlaJIaCL

MaCCOBaSl CMerla PyROBOJtCTBa HItBn H ero TeppIITOpIはJIhHhIX OpraHOB. IlocJIe

dTCTpaHeHHSI 班.Il.3HPHHCa HatlaJIもHmOM yIIpaBJteIはSI CTaJI M.H.ra危

(ⅢTOkJHHJt), BO3rJIaBJISIZ'ⅢⅡ丘ero c EO3I6p31 1936 r. 7tO yIIPa37tHeHm BocTOlrm-

CⅡ6HpCIくOrO RPa5I B ROHIle 1936 r.

OopMHpOBaI柑e HOBOrO yIIpaBJIeI柑Sl ⅢpOJtOJIXaJIOCもC IIKuSl Ⅱ0 0RT516pL

1934 r., ⅨorJta OROHtlaTeJIhHO OIIpeJteJ柑JIaCL erO CTpyRTypa. yrIPaBJIeHIIe HItBn

CCCP Ⅱo BocTOtIEOICH6HPCROMy I叩aIO BRJIX)tZaJIO B Ce63I:

1. yIIPaBJIeHHe rOCyJtapCTBeHHOii　6e30ITaCHOCTII (yIIB), B ROTOpOe

BXOJtEJIH OTAeJIhI I CeXPeTHO･IIOJIHTl川eCIく打B, aROHOMEtleCRTl丘, oco6hI丘, ytleTIIO･

cTaTHCTI王tleCIくHii, ⅨaJtpOB, TPaHCⅡOPTHLIe 3a6a触aJlhCIく0丑H BocTOTlEO･CII6HpcIく0丘

3R.Jt., a TaItXe OIIePaTI柑HOe II CⅡeIIHaJILHOe OTAeJteHHSI. Bee aTII OTFteJIH A

oTJteJIeHmI CO CTpyRTypO最　Ⅱ　ⅢTaTaMH　ⅡpeJICTaBJISIJIH　6LtBⅢee rloJIⅡOMOtIEOe

IIPeJtCTaBETeJILCTBO Orlly. HatlaJIhHI柑　yrB　5IBJISIJIC5I IlePBLIM　3aMeCTHTeJIeM:

HatlaJIhHHRa yIIPaBJIeHHSI HItBn;

2. yⅡpaBJIeHEe Pa6oTle･RPeCm兄HCXOii Mm叩HH, IIePeJIaHHOe II3

RPaeBOrO I10Jlt柑HeI柑5I B COCTaB HRBn co cBOe丘cTPyIくTyPO最H ⅢTaTaMm Ero

HatlaJILHHⅨ　OJtIIOBpeMeHHO SIBJISIJICSI　3aMeCTHTeJIeM HatlaJIbElHXa yⅡpaBJIeEHSl

HItBn;

3. ynpaBJIeHHe rlorpaHHtIHO丘　H BHyTPeI柑e蕗　oxpaHhI, BRJIK)tlaBⅢee B

ce65I CTpyIくTypy II ⅢTaTもI yI一paBJIeHHSI ⅡOrparlHtIHO丑　OxpaEhI E BO点cIt OIIIly

6hIBⅢerO nOJIEOMOtIHOrO IIpeACTaBHTeJIhCTBa;

4. HHCIle叩H3I PeaePBOB, TaRXe ⅢePeⅢeJtⅢa兄OT 6LIBⅢerO OIIIly;

5. oTJteJI I70XapHO蕗oxpaHLI (BHOBL CO37taEHt,IA);

6. oTJteJI CB兄3ⅠⅠ (6hIBⅢⅡ丘　OTJteJI OeJ(叩CB5I3認　rloJIHOMOtIHOrO

rlpeJtCTaBHTeJILCTBa Orlly);

7. 0TJteJI AtcTOB rpa)和aHCItOrO COCTOSIHH5I (RypHpOBaJI MeCTHLIe 3ArCLt,

TIePeJtaIIHhle B COCTaB HItBn);

8. 0EHaHCOBLI益　oTAeJI　(Ⅱ3　COCTaBa　6hIBHIerO rIoJIHOMOt柑OrO

IIPeJtCTaBⅡTeJILCTBa Orlly);

9. EJIEHhI丘　CeRpeTapⅡaT, ZIMX)tlaBⅢH丘　B Ce65I aJIMHmCTpaTHBHO･

Xo3SI点cTBeHHhle OTJIeJIht　6bIBⅢerO IloJIHOMOtIHOr10 IIPeJtCTaBHTeJILCTBa OrITy　-
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06Ⅱ叩&,　Ⅹ035I丘cTBeHHLI丘,　HHXeHePHOーCTPOIITeJtbHhIH,　CI一eIImepeCeJIeIIqeB,

t

xoorlepaTI柑HLI臥

KaK CJIeJtyeT II3 rlpmeJteHHhIX JIaHHhIX B HItBn opraHLI rOCyAapCTBeHIIO丘

6e30rlaCHOCTⅡ HrpaJIH　ⅨJIX)tleByⅨ) pOJIh･ HMeHH0 0Ⅰ川　=OCJIy油はJIH OCIIOBO丘JtJISI

co叫aHmI yIIpaBJIeHH51 HItBn qCCP rTo BocTOt"0･CH6HpCHOMy KPaIO･

TeppHTOPHaJIL恥Ie OpraEt,I BocTOtIHO･CII6HPCXOrO yIIpaBJIeHIはHKBn BO

MHOrOM rIOBTOP3IJIX erO CTpyIくTyPy II ¢yH叩HH. B TO Xe BPeMSI, B aTOT rlepltOJt a

HX OPramaaIIm HPOII30ruJIH I OrlpeJteJIeHIIhle HaMeIIeH滋5I･ Ha TepPHTOPItH

BocTOtHO･CII6HpCIくOrO IくPa5I B PaMXaX RPaeBOrO yIIpaBJteHHSI　6hIJm

c4)OpMHPOBaHh7　2　06JIaCTHhIX yIlpaBJIeI柑SI HRBn ･ Bypm･MoHrOJIhCROe I

tI滋TmCROe II　3　0ltePaTmHLIX CeXTOPa　-　RpacHOSIpCREii, 2 ⅠtHpeHCRH丘　淡

HpRtiTCRH点, 4)yH叩HE　ⅨOTOPOrO BhlrIOJlH5IJIO HeIIOCPeJtCTBeHHO RpaeBOe

yIIPaBJIeHHe HltBn.

BHBⅢHe pa丑oEIILIe anItapaThI OrIly l･丘　H　2･点　ⅩaTerOpⅡ点　6hI皿Ⅱ

ItpeO6pa30BaHhI B paiioHHLIe OTAeJIeI柑5I HItBJl･ B cocTaB KOTOpLIX BOⅢJIH TaRXe

pa丘oⅠⅠHa5I MHJtHIIH5I, 3AIIChI H HOXapIIa5I OXpaEa･ TaKHe Xe　滋3MeHeHH兄

IIPOH30ⅢJIⅥ　H C PaHee CylqeCTBOBaBⅢHMH pa免ot柑hIMH H rOPOJtCItHMH

oTJteJIeHH5IMH OIIIly. Bee pa益oHHhle OTAeJteHRSI Ⅱ0耶HHSIJIECh COOTZLeTCTByK)IZIHM

o6JIaCTHhIM yIIpaBJIeHHSIM II OIlepaTHBHLIM CeIくTOpaM HKBn, Ha TepPIITOPI柑

ROTOpLIX OHII HaXOJtEJIHCL. RpoMe TOTO, ItPHrpaHHtIHhte Pa丘oHHhle OTJteJIeHⅡSl B

oI一epaTHBElOM OTIIOⅢeIIⅡH HOJItIHHSlJIHCI, HatlaJIhHHKaM: I10rPaHHtIHhIX OTPSIJtOB H

oTJteJIhHhIX I10rPaI柑tIHhIX KOMe即こaTyp. CJIeJlyeT OTMeTHTh, tITO tIHCJIerlHOCTh

pa丑oHHLIX OTJte.TIeHII丘HItBn B BocTOqHO･CH6EPCIくOM Ⅸpae B 1934.1937　rr･ a

cBSI3H C tlaCTbIMH a刀.MHHIICTpaTHBHOーTeppHTOpHaJIhHLIMH peOPraHH3aIIH5IMII

HeO刀.HORpaTHO II3MeH51JIaCh･

PacIHHPeEHe B 1930le rr. C4)ephI Jte兄TeJIhHOCTH H　3aJlatI OpraHOB

rocyJtapCTBeHHOii 6e30rlaCHOCTH H3MeHmO H TPe60BaHHSI X HX COTpyJIHHKaM･ B

cB5I3H C ⅢHPOKO IIPOrlaraIIJtHpOBaBtmMCSI B aTH rOALI Te3ⅠICOM 06 060cTpeHHH B

cTpaHe IくJtaCCOBO点　6oph6LI Ilo MePe IIPOJtBHXeI柑5I a COIIHaJIH3My PyROBOJtCTBO

BItIl(6) TPe60BaJIO OT HHX TpH OCHOBmIX XatleCTBa: BLICOIくyIO IくJIaCCOByIO

6mⅡTeJILHOCTh, 6ecI10ⅡIaJtHOCTh R RJIaCCOBOMy Bpary II CO6JIDJteI柑e XeJIe3HO蕗

JtHCIIHrIJIHHhI. HMeHHO IIa aTO HalleJIHBaJIO COTPyAHRROB rOCyJtapCTBeHHO免

6e30IlaCIIOCTH　ⅡⅩ　pyKOBOJICTBO. B tlaCTHOCTH, KaIく　OTMetlaJIOCh a OJtHOM H3

IIpHⅨa30B　3a 1932　r･ IloJIHOMOtmOrO IlpeJtCTaBHTeJISZ Orlly　Ⅱo BocTOtIEO･

CI‡6HPCIくOMy RPaIO 班.Il.3HPHIICa: ■'3aAatla JtaJILHeiiⅢero yIくPeITJIeHmI JtHRTaTyphI

IIpOJIeTapHaTa Tpe6yeT OT OrIly IIe pa3XⅡXeHHSl HJIH CMSIrleHHSI RaPaTeJIhHO丘

2 B JteKa6pe 1934 r. RpacHOSIPCIくH点oZtepaTmHhlii ceItTOp BOⅢeJI B COCTaB BHOBh

co叩aHHOrO KpacHOSlpCROrO Kpa51. Ha ero 6a3e 6hIJIO O6pa30BaEO

cooTBeTCTByK)IIIee yrlpaBJIeHHe HRBn.
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ⅡoJ柑THM･ a peHIHTeJIhHOii, 6ecnoⅡIaJtH0丘　pacⅢpaBhT C Me)和yHapOJtHO丘

(

areHTypO点ROHTPpeJlOJImIIHH, I104aBJIeEHSI OTtla5IHHOrO COI一pOTI柑JIeEHSI OCTaTROB

JI∬RBEJtHPyeMLIX XaⅡⅡTaJIHCTHtleCItⅡⅩ　　aJIeM:eIITOB,　3aJZtHThI CBSIⅡleIIE0丘

coI叩aJIECTHtleCIくOii co6cTBeHHOCT1- 0XPaHhl peBOJIbDl叩0ⅠIHOrO I10pJIARa-I.3

Taxa5I TPaKTOBRa　3aJt/aq I Jte兄TeJIhHOCTH OpraHOB rOCyJtaPCTBeHHOii

6e30ⅡaCIIOCTII Ilo CyIIIeCTBy Tpe60BaJIa OT IIX COTPyJtHHROB rIPeBPaTHTLCSl B

6e3AyMHhIX H 6e37tyHZHbIX ⅡCZIOJIHHTeJIeii Ilk)6LIX ZIPma30B PyROBOJtCTBa CTpaELI.

HMeHHO R aTOMy HX H rOTOBHJIH B TetleHIIe ITepBO点　ⅢoJIOB滋HLI 1930･Ⅹ　rr.,

ⅡocTeIIemO BCe 60JIee yXeCTOtla5I T･H･ RJIaCCOByl0 ⅡOJ柑Tmy.

Oco6eHⅠ10 60JIhIIIOe BHIIMame IIp叩aBaJIOCb HOBhIIHeHHJO JtHCIIHmHHLZ

coTpyJtHIIROB rOCyJtapCTBeHHO丘6e30IlaCIIOCTH･ OcyIZteCTZlⅡTL -lBoJILⅢ0丘TepPOp一一

MO血0　6hIJIO TOJILRO Zl yCJIOBHSIX　6ecIIPeROCJIOBHOrO IIOBHHOBeHHSI OPraHOZI

rocyJtaPCTJ3eHH0丘　6e30ⅠIaCIIOCTH･ B　1930･e rr･ pyROBOJtCTBO OPraIIOB

rocyJtapCTBeHH0蕗　6e30rlaCHOCTII rIPmHMaJIO CaMHe PeⅢHTeJIhHhle MephI　ⅡO

TIOJrheMy JtHCIIIInJIHHLZ, JtO6Ⅰ柑aSICL　6ecIIpeROCJIOBHOrO BhIItOJIHeHHSl JIX)6hIX

IIOCTaZueHHLIX aaJtatZ･ CJIeJtyeT OTMeTⅡTL,可TO B IIJIaHe rIOBLIⅢeHH3I JtHCllIIⅡJlⅡHhI

B OpraHaX OrrIy (a　3aTeM E HRB月) BocTOtIHOii CH6HPH HMeJIOCb HeMaJlO

np06JIeM･ Ha ocIIOZladⅡH耳MeIOqHXCJI JtOXyMeIITOB JtⅡCIIHTIJmEy HX COTPyJtHmOB

HmaIくHeJIh3SI Ⅱa3ZlaTh BLICOIくOA･ Tat(, TOJILRO OJtHa IIa rlpOBePOR IIpHXOJta Ha

cJIyX6y, rlpOお印eHHaJI 9 aBryCTa 1932 r･ B rloJIHOAqOtIHOM IIpeJtCTaZlⅡTeJIhCTBe

OrIly BhI3IBHJIa･ qTO 86 coTPyJtHHⅨOB Orrly oⅢ03AaJIE Ha CJIyX6y Ha CpOK OT 15

MHHyT JtO rIOJIytlaCa, 0Ⅲ037taHHe 88 coTPyAHEROB COCTaBHJIO OT I10JIytlaCa Flo tlaCa,

eⅡle 50 tleJIOBeR OⅢ037taJIH OT 1 tZaca AO 2 tlaCOB, a OrIO37taHHe 7 coTpy刀こHHROB

IIPeBLICHJIO 2 tlaCa･4 Rax cB耶eTeJILCTZIymT J10RyMeHTN COTpyAHHXH BocTOtIHO･

CE6HpCⅨOrO IlpeJtCTaBHTeJZhCTJ}a Orlly 班 erO CTpyRTyP A0ⅢyCⅨaJIH HeMaJIO

pa3JIHtIHLTX HapyIIIeI柑A･ 5　HaH6oJIee PaCⅡpOCTpaHeHIIhIMH H3　HHX SZBmIJIHCL

xaJIaTIIOe OTHOIIIeHHe It CJIyXe6ⅠIhIM O65IaarlHOCTSIM, qTO OCO6eHHO tlaCTO

BLIpa)ⅨaJIOCh B HapyⅢeHI柑　CpOROB BeJteHH兄　CJIeJtCTBHSI, HeO60cHOBaHHOM

3aT即HBaHHH CJIeJtCTBeHHLIX JteJT･ HepeFtRH 6hI皿H CJIytlaII rlPeBbIⅢeHHSI BJIaCTII H

ZIaPyⅢeHHSl　3aIくOHHOCT王Ⅰ, HCnOJIも30BaHHSI CJIy3Ke6HOrO　ⅡOJIOXeHH5I B JI滋tIHhIX

IIeJISIX, a TaRXe JIHtmO点　He.叩Cl叩ITJIHHHPOBaHHOCT耳　Ha CJIyX6e I王　B　6hITy. 班

ROHetIEO Xe B HX PSIJlaX IIyCTHJI ROPEH TaROii I70pOK KaI日Tb5IHCTBO.

rloJZHOMOt"OMy IIPeJtCTaBHTeJIK･ OrrIy (3aTeM HatlaJILHHXy yrIPaBJIeHm

HItBn) zI BocTOtmO点CⅡ6HPH 班.Il.3HPHHCy, erO 3aMeCT滋TeJIEM, HatlaJIhHHⅨaM

yI一paBJIeHII丘H OTJIeJIOB IIPHⅢJIOCL nPHJIOXHTh HeMaJIO yCHJI耳魚卵5I ZTOBhIⅢeHIは

3Apx且丑HpItyTCROrOPyOCBP◎.-0. 1.-0m 1. ･ZI. 26. ･JI. 899.

4TaM Xe. ･ JI. 629･630.

5TaMXe･ ･ JI･201,229,262,3411342,n･ 34.-JI. 144,A.35.-JI.231,A.37.-

JI･ 331･334, OZl･ 2･ -n･ 41･ -JI･ 216, 269･270, 345･347504; HJtP.
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JtⅡCI叩ⅢJIHHH CBOIIX COTpyJtHHROB. Ra∝ IIpaB正JIO IIpOMHEZLⅢHeCSZ ⅡOFtBePraJ柑Cb
I

AHCI叩ⅡJIⅡ･EapEOMy apeCTy Ha CpOIく　OT　3･X JtO　20　cyTOR･ rlpⅡ1eM TOrJta

cyⅡleCTZIOBaJIO JtBe　410PMLI apeCTa ･ C IICrlOJIHeI柑eM II　6e3 IICⅡOJIEleEESl

cJIyXe6HEJX O6兄3aI柑OCTeii. 3a MeJIXHe EapyⅢeEml Jt才CIIEⅡJIEEH pyROBOACTBO

IloJIEOMOIHOrO IIPeACTaBETeJZLCTBa Orrly　(yⅡpaBJlemSl HRBJl)

orpaEHtIHBaJIOCt'　06も3[BJIeHIIeM BもIrOBOpOB,　ⅡOCTaEOBXOⅡ　　Ha BHJt･

IIPeZtyⅡpeXAeHHgMH 冗 T･二･ MepaMH･ Hepe耶耳6h"A CJtytlaII OCBO6oxJteIIHSZ OT

JtOJIXIIOCTII H rlepeBOJta　Ⅱa EHXeCTO5IⅡIyIO, a TaIくXe yBOJIhHeEE3I E3　0praEOB

rocyJtaPCTBeHI王0丘　6e30ⅡaCIIOCTH. 3a cephe3Hhle HapyⅢeI柑Sl COTPyAHIIKOB

roc6e301laCHOCTIt ⅡpeJtaBaJIⅡ CyJty ltoJIJIerM OrrIy CCCP･ HaⅡpHMeP, 8 1933 r･

ja HapyⅢeHIIe　3aROrlEOCTH ICoJuerHSl OIIIly IIPErO'BOpIIJIa R　3　roJtaM

3aXJlXmeHH5I B HcIIpaBETeJIhHO･TpyAOBLIX JIarePSlⅩ (HTJI) yHoJIEOMOIIeEHOrO

ROMeEJtaTyphI 51-ro TpoI叩ROCaBCROrO IIOrpaH-HOrO OTp叩a M･T･JIaDpeHOBa, a

HoMこ0Ⅱ叩HⅨa HatZaJtLHEEa 3aCTaZlhI TOTO Xe OTPSlJta ll.A.BeTOⅢXEEa Iく5 roJtaM

aaIくJIDqeHESI Zl HTJI. 6　0co6eⅡHO CTPOrO RapaJIECL CJIytlaII I.Ⅱoco6EE1eCTBa

KJIaCCOBOMy BPary一一･ B tlaCTHOCTII, B JteKa6pe 1932 r･ ItoJmern5I OrIly ocy･叩JIa 冗

5 roJlaM 3aItnX)tlefIH5I B HTJI EaJt3HpaTeJI兄BHyTpeIIⅡerO抜30JI兄TOpa BocTOt柑0･

(l,H6ⅡpcROrO RpaeBOrO IIpeJtCTaBHTeJIhCTBa Orny H･A･AJZeRCaIIJtpOBa 3a TO, 1TO

c･H ⅡepeJtaJI CBeJteI相見06 apecTOBaIImⅠX EⅩ POJtCTBeHⅡHHaMl7

rloJtもeMy J叩CI叩TIJIHHhI CJIyXHJlⅡ E TaRHe MepLI RaIt yCHJIeHⅡe IIOJIHTEROー

BOCrIHTaTeJILHOii pa6oThI, ⅡepeXOJt B 1932 r. Ha IIOCTOSIEHOe H0Ⅲe-e中opMeHtIO丘

叩.eXJIbI, 3HaROB pa3J柑tIH3I H　ⅢOBもⅠⅢeHHe TPe6oBaI川魚　R BHeⅢEeMy BHJty

coTpyJtHmOB (3a IICRJIKmeHIIeM TeX COTpy月.rlEROB, ROTOpHe　3aIIEMaJはCh

ceKPeTHO･0ⅢepaTHBH0免　Fte兄TeJIbHOCTLK)), a TaRXe BBeJteHIIe Pa3JtHtIELtX

3aⅡpeTOB･ Tax, HaHpRMep, a SIHBape 1933　r･ IToJIHOMOtlEhI丘　rIPeACTaBHTeJIL

OrIly H.Il.3HPHⅡC RaTerOPIItZeCIくH　3arlpeTHJI CBOIIM COTpyJtEEKaM rIOCeⅡleI柑e

pecTOPaHOB 冗 TImHLIX,叩OMe CJIytlaeB CJIyXe6Ho最IleO6Ⅹo脚MOCTH (rIPHtleM

rIOCeⅡIaTh aTII 3aBeJteHm MOXHO 6HJIO TOJIhICO B ⅢTaTCROii oJte耶e).

HacIくOJIhXO ;ゆ申emHBHもIMH ORa3aJIHCh nPⅡHHMaeMLIe MePもⅠ Ⅱ0 110RもeMy

JtHCI叩rIJIHEht CyJ叩TもCJ10XHO. Bo BCSIROM CJIytlae JtOIくyM:eHTもI Ha aTy TeMy IIe

no3BOJISIK)T CAeJIaTL BhIBOA 0 IはICHX･TO CePLe3lILIX RatleCTBeHHhIX CJtBHraX B aTO最

(沖epe. Ilo MHeHm) aBTOPa, aTOMy MeⅢaJIH JtBa O6cTO兄TeJIbCTBa･ Bo`rlePBLJX,

pacIlIHpeI柑e　ⅢTaTOB　Ⅱ　06HOBJIeI柑e　ⅡePCOIIaJIhHOrO COCTaBa COTPy･叩mOB

opraHoB rOCyJtapCTBeHH0免6e30Ⅰ-aCHOCTH BocTOtIHOii CH6HpH B TeqeHHe 19301X rr･

I, BO･BTOPbIX, 3TO HeIIPepLIBHOe paCⅢHpeHIIe C¢epLt Jte兄でeJILIlOCTII OprarlOB

rocyJtapCTBeIIHO丘6e30ⅠIaCHOCT-… Herlpepも柑HOe B03PaCTaEEe 06もeMOB ⅡX pa60TLI

BCJIeJICTBHe JteRJIapHPOBaBⅢerOC5I Te3IICa 06 --06ocTpemH RJIaCCOBO丘6opL6LI■'･

6TaMXe.･011. 1.･月.34.lJI. 147.

7TaMニXe. loll.2. ･R.41.lJI.306･307.
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B　1930-e rr. B CZは3E C yZleJ柑tZeEEeM tIⅡCJteEHOCTII COTpyAHEROB
(

rocyJtaPCTBeHIIO益　6e30ⅡaCIIOCTⅡ　Ⅱ　06HOZLJIeHHeM　ⅡⅩ　ⅡePCOEaJIhEOrO COCTaBa, a

TaIくXe E3MeHeI柑eM　3aJtatI OpraIIOB rOC6e30ⅡaCEOCTII JtOBOJIhHO OCTPO BCTaJI

BOⅡpOC 0 IIpO4)eccIIOHaJIhHO丘　ⅡoJtrOTOZIRe XaApOB. 9Ty　3aRatly pyROBOJtCTBO

opraIIOB rOCyJtaPCmeEEO丘6e30paCIIOCTE BocTOtIH0丘CII6HPH IIHTaJIOCt'peⅢ耳TL

paaⅠILIMH HyTJlME. JIytIⅢEX CBOⅡX COTpyJtrLmOB OE0　ⅡaIIpaBJISIJIO Ha yle6y B

qeETPaJILHyK) EROJIy OIIIly (HKB月) I B pa3JIEtmHe aRaAeMHE ItpacIIO丘ApMm,

8 ROTOpIJX CJIyⅢaTeJIE ytIEJIECh RAE OIHO, Tax E 3aOtIHO･

JIJISI rTPO4)eccIIOHaJILHO丘　ⅡoJtrOTOZIXE COTpyAHHROB rOCyFtapCTBeEHO丘

6e30ⅡaCEOCTII EeⅡOCpeJtCTBeEHO B PerltOEe Z1 1933　r. rlpH nOJIHOMOt柑OM

'ⅡpeJtCTaB耳でeJILCTBe Orlly rlo BocTOIEO･CH6ⅡPcKOMy KPaI0 6HJIE 06pa30BaELI 41Ⅹ

MeCgTlEHe .lItypchI　ⅡepeⅢOJtrOTOBEⅡ　0ⅡepaTI柑HOrO COCTaBa... Hx cJIyⅢaTeJIE

HoJIEOCThK)　OCBO6ox月aJI正Ch OT CJIyX6LI.　Ha aaHSITIはX OH耳　オ3ytlaJIⅡ

MMapRCHCTCRO･JIeHEHCRO･CTaJ柑HCRyD peBOJIX)qⅡ0ⅡEyD TeOpIIK)ll 冗 HOBHe MeTOJtH

tleIくECTCRO丘pa60TH ZL COOTZleTCTBⅡH C ytle6ⅠIhIMH IIPOrpaMMaME, yTBePXJteEEhIMⅡ

pyIくOBOJtCTBOM Orlly CCCP. ytle6HhI丘IlJIaH　ⅡOMⅡMO TeOpeTEleCI柑Ⅹ　E

npaxTHtleCIくⅡⅩ　3aH5ITH丘IlpeFtyCMaTPⅡBaJI 汰 CaMOCTOSlTeJIhHyⅨ) ⅡOJtrOTOBRy

RypCaIITOB･

IlocJIe peOpraIIEaaI叩H OrIly B HItBn aTII ⅨypCH 6HJIH HepeIIMeEOBaEhI

B "OIIePaTmHLIe ItypCLI yIIpaBJIeIIHSI HKBJI BocTOtIHOICH6ⅡpcROrO ⅨpaSll.. CpoR

o6ytleEⅡSI Ha ElHX OCTaJICSl ⅡpeXHEM. B 1935 r. Ha aTIIX RypCaX OAHOBPeMeIIE0

06ytlaJlOCh　40　tleJIOBeK. 8 IlpE aTOM OC060e BHIIMaHIIe yJteJlJIJIOCL　ⅡOJtrOTOBRe

coTPyJtHHXOB MeCTIIHX (ⅡepEd)epIIiiHLIX) cTpyRTyp yrB. OHH AOJI3KEhI 6HJIⅡ

cocTaBJI5ITh He MeIIee I10JIOBHIIhI CJIyⅢaTeJIe丘　RypCOB. IIporpaM:Ma IくypCOB,

yTBeP3KFteHHaSl HltBn CCCP, BRJIX)qaJIa B Ce6Sl EaytleI柑e ⅡPeJtMeTOB: I-HcTOp捉兄

opraHOB BtIIt ･ Orny - HRBn'', "OprycTpOiicTBO OPraEOB HItBn", I-yroJIOBELI点H

yroJtOBHO･IIpOIIeCCyaJIhHLI丘　xoJteRCLI I CJIeJtCTBeHHOe JteJ10■', -■npaRTⅡⅨa

areHTyPHO･0ⅠIePaTHBHO蕗pa60ThZ yrB HKBn1., -'InⅢⅡoⅠIaX, TepPOP,叩BepCHSlH,

'lPa6oTa pa6oqe･RpeCThSlHCRO点MHJI叩HH" I EeItOTOpLIX JtpyrHX. 3aHSITESZ BeJIE,

RaK　ⅡpaZIEJIO, pyIくOBOJtHTeJIH BeJtyⅡ叩Ⅹ　0叩eJIOB yⅢPaBJIeI柑3I HItBn. Ilo

oxoHtZaHEH KyPCOB HX CJIyⅢaTeJIE ItpOXO.叩JIⅡ　CTaXHPOBRy (RaIくItpaBHJIO B

MeCTIIHX CTpyRTyPaX yrlpaBJIemSl HItBJI).

IloMHMO OrTepaTEBHLIX RypCOB nOArOTOBKa CIIeqHaJIHCTOB BeJIaCL B

oxpyxHO丘　pa叩0ⅢROJIe yⅡpaBJIeHmI　ⅡOrpaHHtHO丘　oxpaIIhI I BO丘cIく　OrIly

IloJIHOMOqEOrO IIPeJtCTaBHTeJILCTBa. ToJILTCO B HatlaJIe CBOe丘　AeSITeJIhEOCTH B

1931 r. aTa　ⅢEOJIa IIOJtrOTOBHJIa JtJISI Orlly 14　3JIeXTpOMeXaEEROB E　49

pa叩OTeJIerpa4IHCTOB, H3 Ⅰ柑Ⅹ 17　BhIⅡyCKHⅡROB 3a OTJIHtIHyIO ytle6y I10JIytlⅡJIH

aBaIIHe CTapⅢⅡ丘　paJtEOTeJIerpad)HCT. nJI5I COTPy月EEROB rOCyJtaPCTBeHH0丘

8TaMXe.･0Ⅱ. 1.･R.35.･JI.200.
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6e30ⅡaC耳OCTII B 1930･e rr. HatlaJIH Jte丘cTBOZlaTh E aZITORypChI IIpE CⅡOPTHBHOM

06ⅡleCTBや●'nEHaMO''.

BoJIhEOe ZlEHMaHIIe R 1930･e rr. yJteJIJIJ10Ch BOeEⅡ0丘I10JtrOTOBRe

coTpyJtEEXOB rOCyAapCTBeEHO丘　6e30IIaCEOCTⅡ, tZTO　6LIJIO CBJI3aHO IはR C

o60cTpeEEeM MeXAyHaPOJtHO丘06cTaHOBRH a EapaCTaEHeM BOeEEO丘yrpoaLI, Tax

冗 c　ⅡpoxaTI柑Ⅲe危csl Ilo RpaXI (A CTpaHe B qeJIOM) BOJIHO丘　RPeCThStHCIくⅡⅩ

BOCCTaI柑益　zI HepⅡ0A KOJIJIeRTEBE3aI叩H.. nJIJI aTOrO C SIEBap3I 1931 r. 6LMO

BBeJteHO O6sl3aTeJILHOe O6ytleHHe BCeX COTpyJtHHROB OrrIy cTPeJIh6e E3 EaraIIa Ⅱ

TpeXJIme丘HO丘BHHTOBRⅡ (Ⅱ0 2 tlaCa B ImTIIAEeBRy). C 1932 r. B BocTOtHO最

CI‡6HPH　6HJIa BBeJteIIa O65I3aTeJILHaSl Z10eIIHa兄　rIOJtrOTOZIRa JtJt5I BCeX

coTpyJtHⅡROB OrIly. IlpⅡ　aTOM　皿Hqa HMeBⅢ班e TaROByIO IIPHBJIeIはJIHCL B

RatI占とTBe HHCTPyRTOpOB.　nJI5I BOeHHO丘　I107trOTOBM　¢opMHpOBaJIact

cⅡeI叩aJILHaJI yle6HaSI pOTa. 3aHSITH5I Ilo 11POrpaMMe　ⅡOJtrOTOBRⅡ　ROMaEJtⅡpa

B3BOJta RpacHO点　ApMⅡE IIPOZLOJ叩JIHCh OJtEH pa3　Zl　ⅢeCTIIJtHeZIRy,　B

ⅡpeABLtXOJtHOii AeIIL Ⅱ0 4 tzaca (C 17 AO 21 tlaCa). rIo oKOEtZaEm ⅡOJtrOTOZLRH

HpeAyCMaTpI柑aJICSI HTOrOBLI丘　aRaaMeE Ea　3BaⅡオe ItOMaEAEpa Z13ZLOJta.

IIporpaMMa　ⅡPeAyCMaTpHBaJIa E3yleEEe CTpOeBO蕗　rIOJtrOTOZLRR, CTpeJ川OBO丘

ⅡoJtrOTOBM, CTpeJIROBOrO OpyXHSl (peBOJIhBeP "HaraII'l, ･rpexnEHe最Ea5I BHHTOBRa,

pytIHO点　rlyJIeMeT nerT3IpeZla, pytZHa3I rPaEaTa), CPeACTB CZLSIaIt, XHMEtleCItOrO

JteJIa (IIPOTEBOra3), ⅢOJtPLIBEOrO JteJIa, aBTOJteJIa, TaItTHtZeCRO丘Il07trOTOZmH. B TO

xe BPeMSl, Z10eIIEyIO Ⅱ07trOTOBRy CTpeMEJIHCh MaIくCIIMaJILHO IIPII6JIH3HTL R CBOe丘

IIpaIくTHtleCRO丘JteJITeJILHOCTII, 06 3TOM y6eAETeJlhEO CBHJleTeJILCmyeT TeMaTIIRa

TaXTHtZeCIくHX　3aHSITII丘, Ha ROTOphIX H3yqaJIHCh: "Boph6a c　6aIIJtRTH3MOM B

ropone", '●yJIHtIHhI点60針■, ''0ⅢhIT OIlePa叩蕗Orlly rlo.TIHRBHJtaI叩Ⅱ 6aHJt･rPyrHI E

ROIITppeBOJIKqHOEEhIX BhICTyIIJIeHH点B BocTOtIHOICII6HPCIくOM RPae'l, I.H3ytleI柑e

MeCTHOCTII.- (oco6eHIIO OXPeCTHOCTe益HpIくyTCRa, Itpyro6a触aJILCKOrO ytlaCTIはX.JT.

H　6eperoB p. AIIraPhI OT HCTOKa AO C. BypeTh).9 ⅠtoHTpOJIh aa ytle60孟　6hIJI

B03JIOXeH Ha IIatlaJIhHEEOB OTJteJIOB. 07tHOBpeMeHHO XeHⅡ叩HLI ･ COTpy月.HH耶I

OrIly IIPOXOJtⅡJIH ⅡOJtrOTOBRy Ⅱ0 HpOrpaMMe MeJtHqHECRHX CeCTeP II O6ytlaJIHCL

cTPeJIE'6e.

IloMEMO BCeX aTHX ¢opM CHeI叩aJIhHO危rIOJtrOTOBⅨE C COTPyJtEHKaMH BCeX

ⅡoJtPa37IeJIeHH丘Orrly (HltBn), BRJIX)tlaSI 冗 BCI10MOraTeJIhHhle B 1930･e rr. He

PaXe JtByX Pa3　B MeC3Iq ItpOBOJtHJIECL IIOJIHTⅡROIBOCⅡHTaTeJIhEHe　3aHSITHSI H

3aHSlTⅡSl I10　tleIくHCTCRO丘　ⅢoJtrOTOBXe, Ha ROTOpLtX COTpyJtHHROB　3HaROMHJIE C

HOBE'IMⅡ MeTOJtaMH Pa6oTLI.

PyROBOJtCTBO OpraHOB rOCyJlaPCTBeHIIO丘6e30IIaCHOCTII BocTOqHO益CII6HPH

IIpOaBJI51JIO　3a60Ty H 0 IIOBhIⅢeI柑Ⅱ　06ⅠqeO6pa30BaTeJIhHOrO ypOBZISI CBOHX

coTpyAHHKOB. C aTO危　叶eJIhX) HeOJtHORpaTIIO OpraHH30BLIBaJ柑Ch CIIeIIHaJIhHHe

9TaMXe.-A. 26. ･JI. 6001602.
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aaHETm･ B laCTHOCTH･ B 1935 r･ TaXHe 3aH兄TH兄6MH Opram30BaHLI甲且

CoTpyJtHmOB OIIepaTHBHOrO COCTaBa yrB･月Ba Pa3a ZL ⅢeCTI叩HeBRy B TeleIIHe 21

･ tlaCOB (c yTPa) Hy耶aX,Ⅱ叩eCSl HaytlaJm pyCCRH丘513hIⅨ 冗 MaTeMaTHKy. no

oIくOHtlaHHH ytle6hl rlpeJtyCMaTpHZLaJIaCh CZtatla 3aTIeTOB.

tITO ⅨaCaeTC3I HeHOCpeECTBeHHOii HpaKTHtleCRO丘Jte兄TeJIhHOCTH OpraHOB

rocyJtapCTBeHH0最　6e30=aCHOCTH a paCCMaTpI柑aeMOe BpeMSI, TO rlepBO丘　HX

KPyIIH0危axIIHeii cTaJIO O6eclletfeHIIe rIPOBeJteI柑SI ROJmeHでⅡBE3aIIm Ha py6exe

1920･Ⅹ ･ 1930･Ⅹ　rr･ B ZlepHOJt ROJIJIeRTHZm3a耶柑･ aTOii rpaH.叩03HO丘　Ho

MaCⅢTa6aM H XPaiiHe　叩OTHBOpelHBO点Ⅱo pe3yJZLTaTaM I70TIuTRH XOpeHHOrO

ItPeO6pa30Zla王mI CeJIhCROrO XO35I点cTBa CTPaHLI COTpy月H-aM rOCyJtaPCTBeI柑0丘

6e3011aCIIOCTII rIPImJZOCh PeIIIaTL IIeJILI丘　p5IJI CJIOXELLx　Ⅱ　B3aIIMOCBSI3aHHhIX

aaJtatI･ 9TO H ytlaCTHe a XJIe603arOTOZ'RaX, I BLISZBJIeme CRPLITbIX I SmHLIX

TIPOTI柑HHROB KOJIJIeXTHBH3aIIHH ZI RpeCThSIHCRO丘　CpeJte 冗 EX H30JISIqHSI, H

OKa3aHHe AaBJIeI柑JI Ha RPeCTI,兄HCTBO C IIeJIh蛤yCROpeHml ROJIJIeRTHBⅡaaIII相, H

ytlaCTIIe B paCIくyJIatZHZlaHI相, H　6opL6a c pa3JIHtIEhIMH IIPOSIBJIeHmIMH

RPeCTh5IHCIくHX ⅡPOTeCTOB ItpOTHJI XOJIJIeRTI柑H3aIIIIH, a TaR3Ke C TeMII OIZIH6Ra加lIt

E Ⅱ3BPaⅡleHHSIMH, ROTOphle 6LIJIH JtOrlyⅡIeflbI B XOJte IくOJHeIm柑ⅡaaI叩H, ∂TO H

ROHTpOJIh　3a　月eSITe.TILEOCThX) ROJIXO30B E COBXO308. HaIくOHell, B BocTOtIHO丘

CH6HPH OpraHaM rOCyJtapCTBeH耳0点6e30IIaCHOCTH IIPHⅢJIOCh PeⅢaTZ･ 冗 TaXyK)

cneII叫meCRyIO 3aJtatly Ray IIPHeM E PaaMeIIIeHEe月.eCmHOB TLIC5ItI叩eCT"E,

cocJIaHHLIX耳3 EBpOIIe丘cIく0点tlaCTH CTpaIILI ･ T･H･ CrleI叩epeCeJIeHIIeB, a TaRXe ⅡⅩ

TPyAOyCTpO丘cTBa H XOHTpOJI51 3a HHMH.

Halt6oJZee 3ⅠIat"MLIMH H3 HHX兄BJIMHCL: 06ecⅡetleme PaCRyJTatIEBaHHSI

I 6oph6a c aHTmOJIXOaHLtMH HaCTpOeHHSIMH H BLICTymJIemJIMH B叩eCTh且HCRO丘

CPeJte Ea TePpHTOpEH PerHOIIa.

KoJ"eXT-H3aqm CeJILCKOrO XO3月丘cTBa, ⅢOJIETHRa paCRyJIatIHBaHHSl H

oco6eHHO　4)OpcHPOBaHHe aTHX rlpOIleCCOB 10 BLI3BaJIH MaCCOBOe BO3MyⅡIeHHe

BOCTOtIHOICH6HpCXOrO KPeCThSIHCTBa, ROTOpOe CTaJIO　ⅢePePaCTaTL B OTXphITOe

coIIpOTHBJIeHHe BJIaCT5"･ B ⅡepBO丘ItOJIOBRHe 1930　rr･ Ilo BCe丘TePPmOPHH

BocTOt"0･CH6HPCROrO RPaSI rlpOⅨaTmaCL BOJIHa CTHXH丘HLIX RPeCTMHCRHX

80ccTaHHii･ npHtleM, BO MHOrHX PaiioHaX aTH BOCCTamJI　耳eOJtHO叩aTHO

nOBTOPSIJIHC王･･ tITO KPaCIIOPetImO rOBOPHT 0 CTerleI柑　HeJtOBOJIhCTBa arPapIIO丘

r･oJIⅡT-O丘BRIl(6) 3HatIHTeJIhH0丘tlaCTH XPeCThSlE. HaH60JIee XPymLIMH Ⅱ3 HHX

5IBJImHCh: ⅢHTRHHCROe BOCCTaHHe 1930　r･, TaceeBCXOe BOCCTaEHe 1931 r.,

BpaTCROe BOCCTaHHe 1933 r･ I JtPyrEe, a TaI{Xe P那t BOCCTaHIはB 3a6a触aJIhe II B

Gyp-EH (MyxopIIIE6HpCKOe, yCTLIRapH丘cxoe, TyHRHHCROe 刀 JtP.).

10 lta…3BeCTHO a 4)eBPaJIe 1930 r･ C滋6xpa触oM BItrI(6) ItPHHm peⅢeHHe

3aBepⅢ抜Th ROJIJIeRTHBH3allHX) B CH6EpH BeCH0丘1930 r･ I cM･: HcTOPm CH6EpH.

lT.4.･C.334.
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HMeHHO Ha ruetIE COTpy脚HROB Orrly JlerJIa OCHOBHaSl T兄XeCTも6opL6号I

c RPeCTh-SIHCIくⅡMH BOCCTaIIHEMⅡ　H　ⅡpOTeCTaMH. 9Ty　6opL6y BO3rJIaBJISIJIE

HerrOCpe月CTBeH耳O pyIくOBOJtETeJ柑IloJIHOMOtZHOrO IIPeJtCTaBHTeJILCTBa Orlly Ilo

BocTOtIHO･CH6HPCIくOMy KpaIO II erO OIlePaTI柑EhIX CeIくTOPOB BO rJIaBe C

班.Il.3HpHtICOM.

IloxaJIyii, rlepBbIM RpyIIHもIM ⅨPeCTL5IHCIくHM BOCCTaHHeM B PerIIOEe CTaJIO

RapJtO丘cIくOe BOCCTaEIIe B TyJIyHCIくOM pa丘oHe a aI一peJIe 1930　r. CorJIaCHO

JtOKyMeHTaM Orlly B CeJIaX pa丘oHa O6cTaHOBXa CTaJIa IIaRaJISIThC5I C JteRa6p5I

1929　r.,　ROrJta BItrI(6)　cTaJIa OCyⅡIeCTBJI∬Tb IIOJIETIIKy CrIJIOⅢHO免

ROJIJIeIくTI柑H3al叩H H PaCItyJIat柑BaEHSZ. tITO RaCaeTCSI HerIOCpeJtCTBeEEO CeJIa

RapJtや･ TO yXe B兄EBape 1930 r･ cBOJtRE OrIly 3a如RCHPOBaJIE MaCCOBOe

HeJtOBOJILCTBO XPeCTLSIH MepOⅢpHSITH5IMH ZIJIaCTeii. ll B qeJISlX CTa6IIJIH3allHH

cHTyaI叩H yIIOJIHOMOtlerlHt.Ⅰ丑　Orrly Ho TyJTyHCIくOMy pa点otIy CTenⅡH HPHHS"

peⅢeHEe apeCTOBaTh I IIPI柑JIetlh K OTBeTCTBeI柑OCTⅡ 14 EaII60JIee HeAOBOJILHLIX

XpecTh5IH, ROTOphle BO36yxJtaJIH HaCeJIeI柑e. B HatlaJIe申etIPaJIn 1930 r･ yJtaJIOCh

apecTOBaTh 6 ⅠⅠ3 HHX, OCTaJILHLIe yCI一eJtH CRpLIThCSZ. B MapTe MeCSIIte Tpo触a I一pH

IloJIHOMOtIHOM IIpeJtCTaBHTeJILCTBe OrIly IIO CE6EPCROMy I叩aX) BO rJIaBe C

JI.3aItOBCRHM BO BHeCyFte6耳OM rIOpSIJtRe IlpHrOBOPHJIa apeCTOBaHHhIX RaPA0丑IleB:

A.C.BorJtaHOBa,　H.班.MaHy丑JIOBa,　H.H.MaHy益JIOBa,　A.M.MⅡTpO4)aHoBa,

刀.M.IlaBJIOBa, 班.H.IJhypaTOBa Ra∝ RyJIaROB R 3aRJIK)tleHHm B JIarepSI Ha 10 JleT

flo l･ii RaTerOpHH.12

0AEaRO ⅡPHHSITLIe OIIIly MepもI OX叩aeMOrO peayJIhTaTa He rlpI柑eCJIH, a

HaO6opoT yCyry6IIJtH CHTyaIIHD, ROTOPaSI CTaJTa B3pLIBOOI一aCHOii. B nepBLIe JtHIt

aIIpeJはaRTHBHCThI ⅨOJueXTHBH3a耶柑rlpeJtyI一peJtHJIH yI10JIHOMOtleHHOrO Orrly

CTerIHHa 0 BO3MOXHOCTⅡ　BOCCTaHIは　H O6paTHJIHCb C IIPOCb60益　BhICJIaTL HM

opyxEe. B oTBeT yI10JTHOMOtleHIILI蕗Orlly peⅢHJI l1POBeCTII B HOtZb C 6 tIa　7

allpeJIR 1930　r. 06JIaBy Ha CXphIBHIHXC5I OT aPeCTa RpeCTMH･ 9Ta O6JIaBa a

cI一pOBOIIHPOBaJIa KpeCTMHCIくOe BOCCTaHHe. OHO HatlaJIOCh B C･ ltopaB, rJte

ITPOBOJtHJtaCh O6J一aBa II JtOBOJIhHO 6LICTpO I一epeIくHHyJIOCh Ha C･ KapJtOii, cTaBIHee

rLeHTPOM BOCCTaHHSI, I C. JIyroBCIくOe. CooTBeTCTBeHHO CHJILI BOCCTaBⅢHX C 20･30

tleJIOBeIt yBeJTHtIHJIHCh JtO 130　tleJIOBeI(. B xoJte BOCCTaHHSI　6LIJI y6HT

rlp印.CeJtaTeJIL ItapJtO丘cKOrO CeJIbCOBeTa AI柑IqeEKO 班 eⅡIe　3　cJIyXaⅡ叩Ⅹ

ceJIbCOBeTa, a TaIくXe aIくTmHCTKa ItOJIJIeIくTHBH3aIII柑M.JhlrlyHOBaL. IloBCTaHIlhI

llApxHB HpIくyTCIくOrO PyOCB P◎. I A. 14179. ･ JI. 9･10･

12 TaM Xe. I JI. 61･67. ItaR H3BeCTHO, TIpH paCtくyJIat柑BaHHH Ilo PeⅢeI柑氾IIIt

BRrI(6) BCeX XyJIaIくOB Pa3JteJ柑Jm Ea 3 RaTerOpI相. OTIIeCeHHhle Iく1-丘RaTerOPm

IIOJtJIeXaJIⅡ HeMeJtJIeHHOMy apeCTy II OCy3和eHHK), RO 21蕗x BLICLIJIⅨe B

oTJtaJIeHIIもIe paiioIILI CTpaHLI, a R 3･ii 冗 BもICeJIeI川X) B JlpeAeJIaX Pa丘oHa

ITPOXHBaI柑Sl. HMylqeCTBO BCeX 31Ⅹ KaTerOpHii aⅨCⅡpOIlpIIⅡPOBaJIOCL･
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pa3rpOMHJIⅡ　37taHPle CeJIhCOBeTa　Ⅱ　COXrJIⅡ　ZLCe EMeBⅡIEeCSl Tax JtORyMeETLI H

RHM. B｡ BT｡p｡庇Ⅱ｡皿｡BEHe脚7 a｡penR.HE Ⅱ｡ⅢHTanE｡L 3aXBaTm C. H皿ip,

rJte COJtepXaJIECL 40 RPeCTME, EPErOBOpeHHLIX XaIHCyJIaRE K BhIChtJlRe Ilo 2･丘

ⅨaTerOpEE. OJtEaRO EaⅡaJteI柑e ⅡOZLCTaHIIeB yJtaJIOCL OTpa3HTh OTp叩y MeCTIIHX

EOMMymCTOB･ IlocJIe aTOrO BOCSTaBEⅡe OTCTyⅡEJIH a CeJZa RapJtO丑E Ropa丘, rJte

cTaJ柑rOTOBⅡTbCSl 冗 O6opoHe (JtJISl aTOrO 3a ⅡpeFte皿hI Cell 6hIJIH OTIIpaBJIeHLl BCe

xeEIqEHhZ 冗 JteTⅡ).

ICaR TOJthHO HpIくyTCROMy OTJteJIy OrrIy cTaJIO E3BeCTHO 0 BOCCTaHEE erO

pyIくOBOJtCTBO ⅡPEESlJIO peⅢETeJILELIe MepLI JtJZSl 6oph6hI C HHM･ 7 anpeJIE rlPOTm

ⅡozICTaEIteB BhICJIaJIH H3 TyJIyⅡa OTp3IA MeCTELIX ROMMyⅡHCTOB H ROMCOMOJIhIIeB

tlECJIeIIHOCTbK) 55　tzeJIOBeIく, R ROTOpLIM B HJIEpe IIpECOeJtEHEJIC月: TaRO点　xe

A(eCTrlLI丘oTPSlA B 35 tleJIOBeIt･ Ha cJIeJtyEIqH丘AeHh H3 HpIくyTCRa rlpI16もIJI eⅡle

oJtEE OTpSIJt ROMMyI柑CTOB B 39 tleJIODeR A 37 60的ozL JtEBE3EOEa 30丘cI` OrI一y･13

Bee aTE CEJlhI 6HJIE CBeAeHhI B OⅢePaTI柑HyIO rpyⅡIIy OrIly. 9 aZIPeJI3l nOCJIe

yIIOpEOrO 2･Ⅹ 1aCOBOrO 605I OIIepaTI柑HaSI rpyⅡrla 3aEma CeJIa ItapJtO免E Kopaii･

IlocJIe aTOrO I10BCTaHIILI OTOⅢJIH B Ta丘ry, rJte Pa361王JIHCh Ha rPyrlnhI Ⅱ0　5･15

tleJIOBeIく. IJITa6　0IIepaTHBEO丘　rpyⅢⅢLt BLIrlyCTHJI BO33BaI柑e It ytlaCTHERaM-

BOCCTaHⅡSI, B ROTOpOM O6eqaJI COXpaHeHⅡe Xn3HE B CJIytlae JtO6poBOJIhEO点cJtatIE･

BoccTaEIIe y月.aJIOCL rIOJIEOCThK) ⅢOJtaBⅡTh R　20　aIIPeJISl 1930　r･, ⅡpⅡtleM:,

3EatZETe.TILHaSI laCTL I70BCTa叩eB JtO6poBOJILEO CJIOXⅡJIa OpyXHe. rlpE

ⅡoJtaBJteEHH BOCCTaEE5I 6hIJIO y6汰TO ll I10BCTaHIIeB E　4 60丘IIOB OIIePaTHZLE0丘

rpyⅡrIH OrIly.

Cpa3y Xe ⅢOCJIe I107taBJIeEm BOCCTaHⅡSI COTPyJtHEKH OrrIy apecTOBaJ柑

129　ero ytlaCTHI柑OB E CTOPOHHEROB. 14　0T apeCTa B TOT MOMeHT yJtaJIOCh

cRpHThCJI 14　RPeCTL3IEaM. CJIeJtOBaTeJIE OrTIy IIpHⅢJIH R　3aRJI氾tleHm) 0

cyqecTBOBaI柑H B TyJIyHCIくOM pa丘oHe pa3BeTBJIeIIE0丘　KOHTppeBOJIK)叩0Ⅰ柑0丘

opraHE3aIII相, ROTOPaSI rOTOBHJIa BOCCTaHIIe B MaCⅢTa6e pa丘oHa･ IloaTOM･y B

TetIeHIIe aIIPeJI3I･Ma3I 1930　r. apecTLI　Ⅱ0　3TOMy ZteJIy I一pOBOJ叩JIECL　ⅡO BCeMy

TyJIyECKOMy Pa孟oHy･ Bcero 6LmO apeCTOBaIIO 152 tleJIOBeIは･15 Ilo oROIItlaI柑H

ROpOTItOrO CJIeJtCmH5I 145　tzeJIOBeIく　H3　HEX B　滋mHe 1930　r･ Tpo丘KO丘IIPH

noJlHOMOtIHOM rIPeACTaBHTeJILCTBe Orny　Ⅲo CII6ⅡpcIくOMy RPaX)　rIOJt

IIpeJtCeJtaTeJILCTBOM JI･3aⅨoBCIくOrO 6LIJIH OCyXAeHLt BO BHeCyJte6HoM rIOP叩Re: 58

tleJIOBeIくⅡPHrOBOpHJtH X paCCTpeJIy, 30 tleJIOBeIくX 10-JIeTIIeMy 3aIくJImtleHⅡX) a

JIarepSIX, 45　tleJIOBeIく　R　5･JIeTIIeMy　3aIくJlmtleHIIm, 8　tleJIOBeIく　R　3･JIeTⅡeMニy

13TaM Xe. ･JI. 299.

14TaM Xe. ･ JI. 1161117.

15TaM Xe.一m. 299･300.
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3aIく皿K)qeHHX), 3　tleJIOBeR BもICJtaJIH a TypyxaHCRE丘　Rpa益　H 1 3aRJIK)tIEJIⅡ( B

ROJIOHIIぬAJI5I HeCOBePⅢeIIEOJIeTHIIX.16

B HatlaJIe JIeTa 1930 r. a IIIHTI柑HCIくOM pa丘oHe BCIIhIXHyJIO eqe 60JIee

RpyIIHOe RpeCTLSIECROe BOCCTaI柑e. B ReM ytlaCTBOBaJIO yXe 6oJIee 300 tleJIOBeIく, B

T.tI. p叩6hIBⅢHX RpaCHLIX rlaPIE3aH. BoccTaI柑e OXBaTIIJIO IIeCKOJILRO JlepeBeEL

III滋TRHHCIくOrO pa危oⅠIa. OHO rtpOJtOJI3KaJIOCL B TetleI柑e IIK)HSI I 6LIJIO rIOJtaBJIeHO B

ItepBhIX tIHCJIaX HZOJI5I･

BopL6y c BOCCTaHIIeM BO3rJIaJmJI EallaJIhHIはItaHCIくOrO ORpyXHOrO

oTJteJIa Orrly BeBepC. OH Xe aaTeM pyIくOBO.叩JI paCCJIeJtOBaEⅡeM O6cTO5ITeJIZ･CTB

班 XOJta BOCCTaHESI. IlocJIe CO3JtaHⅡ5I BocTOtIHOICH6HPCIくOrO I叩a5I JteJIO　6LIJIO

rleP_eJIaHO rloJIHOMOtlrlOMy rlpeJtCTaBHTeJILCTBy Orlly Ho aTOMy RPaX)･

Bcero　ⅡO JteJIy 0 I皿HTⅨHHCItOM BOCCTaI柑H　6LIJZO IlpHBJIetleHO 冗

oTBeTCTBeIIHOCTH 177 tleJIOBeIく(B T.tI. 44 ⅠtyJIaIは, 92 cepeJtHSIRa, 25 6eJtHJmOB, 4

6aTpaRa, 3 cJly3KaIIIHX, 1 ROJIXO3HHX I 8 aJtMⅡH滋CTPaTmHO CChIJIbEhIX).17 H3 EⅡⅩ

155　3aIくJIDtIHJIH TIOJt CTPaXy, eⅡIe　77 JIHII HMeBⅢEX OTIIOⅢeHⅡe K BOCCTaI柑K)

6LIJIH O6別IZIJIeHLI a pO3hICI(, a 22 ⅢoBCTaHIIa 6LIJIO y6lITO Ⅱplt erO ItORaBJIeHHH･18

CJIeJtOBaTeJISIM OIIIly yJtaJIOCI'yCTaHODHTh, tITO AaHHOe BOCCTaEHe rOTOBHJIOCI, C

MapTa 1930 r., ROrJta aJt批HHHCTpaTI柑HO CCLIJIbHhI丘JI.H.CTapIleB ITPOX滋BaBⅢH丘

a JI. Ilo丘Ma CO3JtaJI H3 Hej10BOJIhHLIX I10J柑TI柑0歳BItIl(6) RPeCTME EeJIeraJILHyIO

opraHII3a叩K) "KpecTh5IHCIくOe aXO ･ Col)3　TpyJtOBOrO　ⅨpeCTMHCTBa.'･ Bcero It

MOM:eHTy IIatlaJIa BOCCTaHHSI a He丘　cocTOSuO　56　tleJIOBeIC. 19　B MapTe Xe

JI.H.CTapIleB HaI柑CaJI BO33BaI柑e HnoporHe　6paTM KPeCThJIHe'', B ROTOpOM

npH3BaJI HX 冗 6opL6e c IくOMMyHHCTaMH H C¢opMyJIEpOBaJI JIO3yHrH BOCCTaEHSI･

OcHOZmhIMH　滋a HHX　5IDJI5IJIHCL: ''CBePrIIeM HerlaBECTHhIX RPOBOⅢH危q･

ROMMyEHCTOB-', ●'noJIO丘JIHItTaTypy ROMMyHHCTOB, JtOJIO丘HaCHJIHe, JtOJIOii rpa6ex

a H37teBaTeJtLCTBa HaJt HaMH'', "na　3斗paBCTByeT BeJlI柑aSI, CBO607tHaSI

RPeCThSIHCIはSI PoccI柑'-. Ilo叩Eee CTaplleB HaITHCaJl ellie 0.叩O BO33BaHHe　■'R

TpyAOBOMy I叩eCTLSIHCTBy",　B ROTOpOM IIPH3LtBaJI RpeCTLSIH TIqaTeJIhrIO

roTOBHTLC5I 冗 BOCCTaHHX) (aarlaCaTL OpyXHe, 6oeIIPHⅢaChI, CHapSIXeI柑e,

rlpOJtOBOJILCTBHe H T.lt.), He JtOItyCHaTh Ilpe耶eBpeMemLtX BLtCTyrueHH孟(耶aTh

16 Tax Xe. I JI. 348･351. CJIeJtyeT OTMeTHTb, tITO B 1958 r. EeROTOPLIe ytlaCTI柑RⅦ

ItapJtO丘cIくOrO BOCCTaI相見06paTHJIHCもK npORypOPy HpIくyTCIく0最06JIaCT一I C

IIpOCh60丘o ⅡepecMOTpe AeJIa, ORHaItO rIpoRyPaTyPa rle HaⅢJIa TOrJta OCHOBaHHii

JtJISI aTOrO (Tax 3Ke. I JI. 376).

17TaM光e.1月. 13373. ･JI. 1357.

18TaM Xe.

19TaM Xe. ･ JI. 1361.
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06ElerO Cmana) Ⅱ 6HTL皿0月JI-IM- ,JIeEaM ROJIXO30B H ROMMyH 'lH6?淀Ⅹ

3arHaJ柑TyJta CHJIOii.'.20

"RpecTLSlHCIくOe aⅩ0" IuaI柑POBaJIO IIatlaTL BOCCTaEⅡe 10 IIK)HSl 冗

pacIIPOCTpaI柑TL erO Ea BeCL RaHCXH最　　oxpyr,　HO II3･3a

EeJtECI1才HJIⅡHEpOBaIIEOCTII DJtEOrO II3　erl0　0PraHEaaTOPOZl　ⅨPeCTI'SlE抜Ha

H･CTeIIaHeHⅠく0　0EO EatlaJIOCh HeOPraEII30BaEHO H Ha　2EeJteJIH paIIhⅢe

HaMeqeI柑OrO CPORa. IlocJIe rE6eJIE B　6010　7　Ex)ESI 1930　r. pyROBOJtETeJI5I

BOCCTaEⅡSI JI.H.CTapIIeBa erO CyJtL6a 6hIJla ⅡpeJtPeⅢeHa.

IlocJIe　ⅡOJtaBJIeⅡm ROCCTaHEJI OCHOBⅡaR MaCCa erO ytlaCTI柑ROB　6hIJIa

apecTOBaHa OrIly･ B IIpOIIeCCe CJIeJtCTBESI COTpyJtHHRH Orrly cTpeMHJIECL

ycTaIIOZLⅡTL CTeI一eIIh ytlaCTIは　B BOCCTaI柑E RaXJtOrd o6BHE5IeMOrO. rlpIneM,

6oJILⅢHECTBO E3 Ⅰ柑X CBOIO BⅡHy　ⅢPⅡ3HaJIH. CJIeJtOBaTeJIH Orrly oTMetlaJIH

Rpa丘Ee CJIa60e BOOpyXeEEe　ⅡOBCTa叩eB I HX OpraIIHaa叩D (yMyAPIIJIHCh

HpoErpaTh rleCItOJZhRO HO CyⅡleCTBy yXe BhIHrpaHHhIX 6oeB). B TO Xe BpeMSl,

CJIeACTBHe OTM■eTEJIO JIOSIJIhEOCTL I10BCTaHIIeB　Ⅱ0　0THOⅢeHHX) R apeCTOZlaElHLIM

IIpeJtCTaBETeJISlM BJIaCTe丘H ⅡJleI柑hIM, 3aXBatleEHhIM Ha ⅡOJIe 60月(3a BCe BPeMSl

BOCCTaH- rlOBCTaI叫もI paCCTpeJISuE JIHⅢh 1 tleJIOBeIは), a TaIくXe TOT如KT, two

HaXO月ⅡJIIⅡHeCSl B　30He BOCCTaHH5I CⅡeIIIIepeCeJIeELthI B MaCCe IIe I107tJtepXaJIH

ⅡoBCTa】王qeB.21

TeM He MeHee, HeCMOTpSI Ea, eCJIH MOXHO TaIC BhIPa3HThCJI.-A相rROCTh

BOCCTaHⅡSI'-, OTCyTCTZlHe XeCTOIくOCTH, erO ylaCTHEXE　Ⅱ0ⅠIeCJ相　月OCTaTOIHO

cypoByIO Iはpy･ 15 olくTSI6pSI 1930 r. Tpo触a IIPII IloJIHOMOtlHOM. IIpeJtCTaBHTeJIe

OrIly Ⅱo BocTOtlH0-CE6EpCIくOMy RpaE) B COCTaBe H.Il.3HPHIICa, erO 3aMeCTIITeJISI

rapEHa A ⅡatlaJIhHma CeXpeTH0･ⅡOJIHTIItZeCIくOrO OTJteJIa IHeBtleHKO paCCMOTpeJIa

zlO BHeCyJte6HOM I10p糊Re AeJIO ytlaCTⅡⅡⅨOB IIIETIくErlCIくOrO BOCCTaEESI. H3 177

06BEHSIeMhIX 47 tzeJIOBeR 6hIJIH npHrOBOpeHLI R paCCTpeJIy (8 Ha HEX paCCTpeJI

aaMeI柑JlH 101JIeTHEM 3aKJIX)tlemeM B JIarePSl), 10 JIeT JIarepe点rIOJIytmJIH eⅡle 3

tleJIOBeIは, 24 tleJIOBeIくa ZtpHrOBOPIIJIH 冗 5lJIeTHeMy 3aRJIK)tleHHK), 33 tleJIOBeIはⅨ

3･JIeTIIeMy, eⅡIe 69 tleJIOBeIt IIpHrOBOp滋JIH X yCJIOBHOMy aaKJIK円eI柑X) Ha CPOIくOT

1 Flo 5 JIeT 冗 JIEⅢh 5 tleJIOBeR 6hIJIⅡ OCBO60xJteHLI OT OTBeTCTBeIIHOCT臥22

20TaM Xe. ･JI. 1223.

21TaM Xe. ･ JI. 1363･1364a.

22 Tax Xe･ I JI･ 1733･1754･ 0 cypoBOCTII OCy)和eHm rOBOPSlT E XOmpeTHLIe

如RThI･ Tax, 6LtBEH丘IIOJIROBEHK qaPCRO丘apMⅡE B.M.JIezLaHJtOBCRE丘, ROTOphI丘

Ee ytlaCTBOBaJI B BOCCTaHI相, a JIEⅢh ⅡPOXHZLaJI B pa点oHe O6ⅡlaJIC兄CO

CTapIIeBHM 6HJ-pErOBOpeH 冗 PaCCTPeJIy (Tax Xe. - JI. 1380). It paccTpeJIy

IIPⅡrOBOpEJIH A 65-JIeTEX)K) RpeCTLSIHRy A.班.月aHtZeHRO 3a Ⅲep印卵y ⅡOBCTaHqaM

8-TOBXE耳peBOJIbBepa II arHTaI叩X" ⅡOJIh3y BOCCTaHESl (TaM: Xe. ･ JI. 1373).
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IloxaJIyii, 0月HEM Ⅱ3 IIOCJIeJtEⅡX XpyⅡHLIX RpeCTLSlECXHX BOCCTaH斑点TOrO

t

rlepHOJta C_TaJIO BpaTCIくOe, IIpOIt30ⅢeJtⅢee B Mae 1933 r. yxe ⅡocJIe OICOHtZaI柑Sl

ocIIOBⅡOrO aTarla KOJIJIeIくTI柑ⅡaaI叩H. B aTOM BOCCTaHI相, 0ⅩBaTI柑EeM. HeCROJIhRO

JtePeBeHb paiioHa, IIPHHEJIO ytlaCTIIe OIくOJIO 600 RPeCTLSIE.23 Tax Xe IはⅩ H BO

zLCeX　ⅡpeJtLIJtyⅡ叩Ⅹ　CJIytZa5IX Ilo?CTaHtleCRHe IIaCTpOeHmI　6paTCtC捉X RpeCTMH

HaRaIIJ川BaJIECh rlOCTeⅡeHHO a TetleI柑e HeCROJILRⅡX MeC兄qeZL. HalaBⅢeeCSl 2 Mast

BOCCTaIIEe BO3rJIaBEJIH　6hIBⅢHii rIOJ一IくOBHI柑　ByJIaHIIeB H CCもIJILHH丘

3a6a丘xaJILCIくH丘RaaaR HryMeIIOB. Ero IIeJIhKHIBJI3IJIOCL CBep3KeI柑e CozLeTCRO点

BJIaCTⅡ, ⅨOTOPyX) CII6EPCIくHe XPeCThSlHe IくTOMy BPeMeI柑ⅡpOtIHO OTOXAeCTBJISIJIH

c JtHRTaTypO益ROMMyHHCTHtleCIく0孟ItapTIIH.

B BHJty MaCⅢTa6HOCTH BOCCTaHHSI, yI10PCma H -OXeCTOtleHEOCTE erO

ytlaCTI柑ROB pyIくOBOJtCTBO IloJIHOMOt柑OrO　ⅢpeJtCTaBHTeJIbCTBa Orny no

BocTOtIHO･CH6EPCIくOMy I叩aIO tlpeJtrtp耳H5IJIO Pe皿HTeJIhHもIe　ⅢaIⅦ　I10　erO

ⅡoJtaBJIerlHX). B BpaTCItⅡ丘　pa丘oH　6LIJIH rlepe6poⅢeIIhI I707tPaaJteJte‡柑5I DO丘cIく

Orlly H nOtITH Beck OTIePaTI柑HLIii cocTaB IloJIHOMOtlHOrO IlpeJtCTaBHTeJILCTBa BO

rJIaBe C 班.rI.3ItpHIICOM, ROTOpLIii JTmEO BO3T.JtaBHJI 6oph6y c BOCCTaEHeM. ItpoMe

TOTO, E3　MeCTIIhIX KOMMyHHCTOB, Pa60THHKOB OpraHOB BJIaCTII H ROJIXO3HもⅠX

aIくTI柑ECTOB　6hIJIH Cd)OpMHpOZlaHもI BCI10MOraTeJIhHhle BOOPyXeHHLIe OTp3IJthI. B

pe3yJILTaTe rlpⅡHSITLIX MeP 冗 ROHIIy MeCSIqa BOCCTaIIHe yJtaJIOCh ⅡOJtaBⅡTL･

IJIHpOKH丘　pa3MaX npOTeCTOB BOCTOtIHO･CH6EPCIくHX RpeCThSIH IIpOTI柑

ROJIJIeRTIIBH3aqHE, HX中opMLI, HepeJtRO IIpHHEMaBⅢEe XapaRTep BOOpy3EeHHOii

6opL6hI, HaIくOHeIl, rIOCTaBJIeHEa3I Iilt BItIl(6) 3叩.atla JIHRBHJtal叩H RyJIatleCTBa

Ra∝ KJIaCCa BLtHyXAaJIE OpraHhT OIIIly yJteJ15ITL aTHM BOrlpOCaM rlePBOCTelteHHOe

BHHMaHIIe. B　6oph6e c RpeCTbSIHCKHM rIOBCTaHtleCTBOM IIOMtIMO COTPyJtHHROB

IloJIEOMOtlHOrO IIPeJtCTaBHTeJILCTBa Orlly Ilo BocTOtIHO･C滋6HpCIくOMy RpaX), erO

oIIepaTI柑HhIX CeRTOpOB I BO点cR OrIly (70･丘　oTJteJIhHLI丘　tIHTmCIくHii, 77･点

oTJteJIhmIii HpRyTCRHii, 78･ii oTAeJIもHhI益ItpacHOJIpCRHii, 79･ii oTAeJILHLI丘

AJIJtaHCIくHii .叩BH3IIOHLI) TaRXe ytlaCTBOBaJIII BOeHHOCJIyXaⅡIHe I10rPaHHtIHhIX

BO丘cIく　OIIIly ･ 51･ro TpoHIIKOCaBCROrO, 53･ro JIaypcROrO, 54･ro HeptIHHCIくOrO

ItOrpaHOTP5IJtOB H TyI柑HHCltOii oTJteJIhHO丘rIOrpaEROMe耶aTypH. Orlly ⅢHpOKO

rlpHBJIeRaJIO 冗 6oph6e c ltOBCTa耳tleCIくHM ABHXeI柑eM ZI Pa3JIHtIHhIX pa丘oHaX RpaSl

MHJIHIIHK) A MeCTHhI丘rlapTHiiHO･ROJIXO3HhI丘aIくTHB, Ea ⅠくOTOPOrO 4)opMHpOBaJIHCh

T.H.　ⅡaPTOTpSIJtht　(IIaPTH丘HE.Ie OTp叩LI)班 rpyltIThI JtJH areHTypHO･

pa3BeJtNBaTeJII'HO丘pa6oThI.

BoJILⅢOe BHEMaHIIe COTPyJtHHRH Orlly y月eJISIJIH aHaJIH3y rlpHtIHH

RPeCTh5IHCIくOrO ⅡOBCTaEtleCTBa. ItaxJtOe CJIeFtCTBeHHOe JteJ10, HE4)opMaI叩OHHHe

EpyraSI RpeCTLSIHRa, 29･JIeTH5ISI A.刀.CeKyⅢeHIく0 ⅡOJIytIRJIa 10 JIeT JIarePe丘3a TO,

qTO CIIa6xaJIa BOCCTaBruHX TIpOJtyRTaMⅡ (Tax Xe. ･ JI. 1388).

23TaMXe.･0.1.･0Ⅲ.1.･R.38.･JI.72.
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cz107tKH E JtPyrIIe J10RyMeEThI OrIly coJtePXaT CZLeAeI柑3I Ha aTy TeMy. KoHetZHO, B

t

Te Bpe叩eHa HHXTO H3　COTpyJtHHROB Orlly HI柑OrJta He CTaBHJI rl0月　COMHeHⅡe

caMy arpaPHyX) IT0JIHTIはy ROMMyHHCTIItleCRO魚　HapTI柑　XaIく　rJIaBHyIO

Ⅱepz10ⅢPIItIEEy HeJtOBOJIhCTBa　　3EalHTeJILHO丘　　tlaCTH　　ⅨPeCTt'SIIICTBa II

RPeCTE･SlHCROrO IIOBCTaHtleCTB/aL･ IloaTOMy OpraHhI OrIly ocHoBHLIe HpHtZHHH

aTOrl0 8BJIeI柑5I IIpeXJte BCerO CBSI3hIBaJIH C Bpaつ和e6ⅠIO丘, ROIITPpeBOJImqⅡOHHO丘

JteSITeJILHOCTLK) CH6HPCIくOrO RyJIatleCTBa I玉　井pyrEX aIITHCOBeTCRHX aJIeMeHTOB

(ztyxoBeHCTBO, 6LIBⅢHe ytlaCTHHRH 6eJIOrO JtBHXeI柑5I H T.Ⅱ., c cyqeCTBOBaI柑eM

Ha CeJIe IくOHTPpeBOJIX)IIEOHHhIX Ⅱ0月IIOJILHLIX OPraIIH3aIIIIii.24

npyryK) BaXHyIO　ⅡpHtIHHy IくpeCTh3IHCROrO I10BCTaHtleCTBa COTPyJtHHXH

IloJIHOMOtIHOrO rIPeJtCTaBHTeJIhCTBa OIIIly I10　BocT･OtIHO･CII6HpCIくOMy RpaIO

B耶eJIH B CO6cTBeHHLIX ⅡpOCtleTaX I HeAOpa6oTRaX. B RaleCTBe IIpHMepa MO)RHO

ⅡpEBeCTII yXe yⅡOMHEaBⅢeeC51 BpaTCIくOe BOCCTaHIIe 1933 r. CorJIaCIIO OlleI柑e

IloJIEOMOIHOrO rIPeJtCTaB滋TeJISI Orlly 班.Il.3HPEECa aTO BOCCTaHHe BIIOJIHe

MO3RHO　6hIJtO　ⅡPeJtOTBpaTHTL IIOCItOJILXy 0 rIOBCTaHtleCICHX HaCTpOeIIHSlX tlaCTII

RpeCTME　6LIJIO IZl捉POItO H3BeCTIIO. OJtHaIくO B CIIJIy CJIa60丘pa60TLI BpaTCROrO

pa蕗oTJIeJIeHHSI Orny H　6eahtHHIIHaTHBHOCTH erO IIatlaJlhHHHa A.M.XyIくOBa

HeO6XoJtHMhle MePLI He 6hIJIH IIpHH51TLI. BoJIee TOTO, XOT5I BOCCraI柑e HatlaJIOCL 2

Ma5I 1933 r. o HeM IloJtHOMOtIHOMy rIPeJtCTaBHTeJIhCTBy 6LtJIO COO6IqeHO JIHDlh 5

Ma5(, qTO OCJTO3EHfuO 6oph6y c ⅡoBCTaHqaME (3a JtOⅡyqeEEhle ⅢpOCtleThI, ROTOphle

RBaJIH4)ⅡIIHPOBaJIH RaR　■'IT0JIHTHtleCItyIO OⅢH6Ⅰくy一一　月.M.XyKOBa CHEJIH C

JtOJIXI10CTII). 25

H3 TaROrO aIIaJIH3a npIIIHH (KOrJta rJty6mHhte rIPHtImhI OCTaBaJIHCL aa

IIOJIeM　3PeZIHSl) BrIOJIHe　3aIt0ⅠIOMepHO CJIeJtOBaJI BLtBOJt 0 IIeO6ⅩoJtHMOCT滋

ycIIJIeEH5I peⅡpeCCI柑EO丘I10JtHTHⅨH, yCHJIeIIHSI Pa6oTLI Ilo JIH31BJIeHIIJO　滋

滋30JIStII滋H BpaX月e6HO HaCTpOeHHhIX JIHq. HMeHHO aTO CTaJIO, TIOXaJIyii, rJIaBtIO丘

4)opMO丘rtpeJtOTBpaⅡIeHH5日IOBCTarltleCIくOrO JtBHXeHH5I B RPeCThSIHCIく0丑cpeAe. OT

coTPyJIHIはOB Orlly Tpe60BaJIHCもpeHIHTeJILHOCTh E 6ecITOHIaJtHOCTh B 6opL6e c

RJIaCCOBhIM BparOM, yCROpeH耳e CpOROZI CJIeJtCTBESI･

npII rIoJIXOMOtIHOM IIpeJtCTaBHTeJtもCTBe OrIly II erO OTIepaTHBHLIX

ceRTOPaX 4)OpMEPOBaJIⅡCL T.I. OIIepaTⅡBHhle rpyrIIILI, KOTOPhle HaI一paBJISIJIHCL B

Te pa丘oHhI BocTOtIHO･CII6HPCROrO IくPa5I, OTICyFta I一pIIXOJ叩JIH TPeBOXHhle

coo6ⅡIeI柑5I I rFte BO3HHⅨaJIa OI一aCEOCTI' BOCCTaHEii. B HX　3aJtatly BXOJtHJIH

6LICTpOe BhI5IBJteI柑e HeJtOBOJIhHLIX, OIlaCHO RaCTPOeIIHbIX JIHII H HX H30JlSIqrl5L

nJISI aTOrO rIPItMeIISuHCh RaIくIIpSIMLIe apeCTH, TaIくH paCIくyJtatIHBaHHe (XOTSI

opraHhI Orrly Ha叩5IMyIO paCRyJIat-BaHEeM He　3aHHMaJIHCh･ .aTO　6Ma

ⅡpeporaTI柑a MeCTHhIX OpraIIOB BJIaCTH, HO COTPyJtHHRH Orrly HepeARO

24TaM3Re. ln. 13373. ･JI. 136111368,A. 14179. lJI. 61･66, 116･118;HJtP.

25TaM Xe.･◎. 1.一oll. 1.･R.34.･JI.271･272.
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peIくOAdeHJtOBaJIⅡ　paCIくyJIatlⅡTi TeX RJIE HHHX JIErL C rLeJIh拍　ⅡⅩ　yJtaJIeEESI H3

(

1taHEO丘MeCTHOCTII). ItpoMe TOTO, B 3aJtaqy OⅡepaTmHhIX rpyIIII Orrly BXOJtHJIa I

JIERBEJtaqH兄　MeJlRⅡⅩ　ⅡOZICTaHtIeCRHX OTp即tOB. BHCRaahIBaEHJI I Fte丘cTZIⅡSl

apecTOBaHELIX RpeCTh3IE RaIくIIPaBEJIO I柑aJIⅡ中ⅡqEpoBaJIHCL RaR CO37taEHe II

Jte3ITeJthHOCTh ROIITPPeBOJIK)IiⅡ0EHO丘　　opraE耳3a耶相,　tITO IIO3ZLOJISIJIOCも

3aROHOAaTeJIE'CTZ10M TOTO BpeMeIIE. 26 CJIeFtCTBEe　ⅡpOBOJtEJlOCL a XpaTqa丘ⅢEe

cpoItE I JteJIa rlepeJlaBaJIⅡCh ZL TpoiiICy rlpH IloJIHOMOTlHOM rIP印.CTaBHTeJILCTBe

Orlly Ilo BocTOtIHO･C壬Ⅰ6HPCIくOMy XPaX). B 1932 r. JtJlSl yCIくOpeHE3I PaCCMOTpeEESl

JteJI 6HJIO yBeJ柑1eEO tIECJIO 3aCeJtaHⅡ丘Tpo触E JtO 3 pad B MeCSIq. neSITeJILHOCTt.

0ⅠIepaTIIBELIX rpyⅡH IIO3BOJIEJIa IIpeJtOTBPaTETh IIeMaJIO IくpeCTh3IECREX

BOCCTaHⅡ丘H TeM CaMZJM COXpaI柑TL MHOrIIe tleJIOBetleCI柑e XE3fIm

BLII10JIHSI3I JtHpeIくTI柑LI IIR BItrI(6), coTPyJtEERE Orrly ⅡpE ⅢpOBeJteHHH

ROJIJIeIくTEBE3aIIIIH HPOSlBJI兄JIH MyXeCTBO,　peⅢETeJIhHOCTh　耳　HaXOJttIEBOCTi.

HeMaJIO COTpyJtHEROB Orlly TIOrII6JIO B 6oph6e 3a Ⅱ06印.y ItOJIXO3EOrO CTpOSl. IlpII

aTOM OPraHLI OrI一y 6paJIH Ea Ce6SI 3a6oTy 0 CeMh5IX rlOrlt6ⅢHX.27

3a　Ⅲpo兄BJIeHHOe　ⅡPH BLtⅡOJIHeHI柑　3aJtaHII最　My3KeCTBO　Ⅱ　peⅢeEEe

I10CTaBJIeEHLIX 3aJtatI PyROBOACTBO IloJIHOM:OtIHOrO IIpeJtCTaBHTeJILCTBa Orlly Ⅱo

BocTOtZE0･CE6ⅡpclくOMy RpaX)　He paa　ⅠIarPa】和aJIO CBOIIX COTpyJtEEROB,

oTJIHlEBⅢEXC5I B IIePIIOJt ROJIJIeRTEBH3aI叩H. HaII60JIee paCIIpOCTpaIIeHIIZJME B

TO BpeM5I EarpaAaME SIBJISIJTHCL HMeIIHHe tlaCH, rlHCTOJIeTもⅠ 冗 0XOTHIIlhⅡ Py3KhSI,

a TaIく)Ⅸe AeHe3KELIe IIpeMEH･

Tpe6ySI OT CBOIIX COTPyJtHHROB　6ecI10ⅡIaJtHOCTH I peⅢHTeJIhEOCTII B

6oph6e c RJIaCCOBhIM ZLParOM pyIくOBOJICTBO I一oJIEOMOtIHOrO IIPeJtCTaBⅡTeJIhCTZIa

OrIly　Ⅱo BocTOqHO･CⅡ6HPCIくOMy RpaIO B TO Xe BpeM3I IIOJIHOCThm TIOHHMaJIO

orpaHEtleHHOCTh TaIくHX JIe丘cTBHii, a TaKXe HeO6XoFtHMOCTL CO6JIK)JteHⅡSI

3aROHEOCTII. OHO HeOJtHOI叩aTIIO peROMeHJtOBaJIO COTpyJtHHRaM Orny I一pOSIZLJISITh

ocMOTpHTeJILHOCTh rlpH apeCTaX I ROpPeRTHOCTL ZL O6paⅡIeEHE C apeCTOBaHHHME

I HaCeJIeHIIeM. "B　6oph6e c Jte丘cTZIHTeJIhHhIM BparOM, ･ ⅡOJttlepItEZlaJt

H.Il.3HPHIIC a OJtHOM Ⅱ3 CZIOIIX ⅢpI柑a30B, ･ tIEltHCT AOJIXeH 6hITh PeⅢHTeJIeH I

6ecⅢoⅡlaJtefI, HO BCSlKOe E3JteBaTeJILCTBO, PlaXe HALT RJIaCCOBLIM ZlparOM eCTh

26 Ce益tlaC 3atlaCTyX) yXe HeBOaMOXHO yCTaHOBHTh, rAe PeaJIhHO CyⅡleCTBOBaJIH

Tame OpraI柑3aIIHH (rIOCROJILRy CTelteHL HeJtOBOJIhCTBa 6LIJIa BeJIma, BeJIERO

6LIJIO II CTpeMJIeHHe qaCTH RpeCThSlHCTBa IくCaMOOPraHE3altHH C IIeJIhD

conpoTmJteHH5"JIaCTSIM), a rJte OEH 6LTJIE rlp耶yMaEH CJIeJtCTBHeM.

27 B TlaCTIIOCTII, HaⅢpEMep, CeMもe IIOrH6Ⅲero ⅡpII TIOJtaBJIeI柑H BpaTCXOrO

BOCCTaI柑5I (1933 T.) coTpyFtHIはa OrIly H.A.BJtOBHHa I10MHMO rOCyFtaPCTBeIIEO丘

rleIICHH rlpIIKa30M H.Il.3HPHIICa 6LIJIO BhIEaHO eJtⅡHOBpeMeHEOe rIOCO6lIe I 500

py6JIe丑(cyM.Ma B TO BpeMSI JtOBOJIもHO RpyⅡHa兄) ･ ApxEZI HpIくyTCROrO Py OCB PO.

･0.I.loll.2.ln.41.･JI.454.
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npⅡ3HaX He CⅡJILI, a CJIa60cTH tleRHCTa, JtOIIyCIはDIlIerO II37teBaTeJIhCTBO..I HEqe

t

pad ⅠはTerOpntleCIくH ⅡpeJtyIIPeXJtaIO BCeX COTpyJIHHICOB OIIIly BCR. ･ ITPOJtOJI3RaJI

OII JtaJIee, - tiro 3a BCSIROe MaJIe丘Ⅲee llpOSIBJIeIIHe rleIくOppeIくTHOrO OTIIOⅢeI柑Sl 冗

apecTOBaHHhIM H TeM 6oJIee 3a rlpHMeHeHHe Mep中正3IItleCROrO BO3Jte丘cTB耳SI 6yAy

cypoBO RapaTh ZmJIOTh Flo rlpeEaHH51 CyJty ItoJIJIerI川OrrIy.1-28

nJI5I CO6JIK)JteHHSI 3aIくOHHOCT壬I npEHHMaJIHCL CaMLIe peIHHTeJIhHhle MePLI.

Tax, a Mac 1932　r. 3a II36HeHH5I aPeCTOBaIIHHX, ItOMeⅡleHIIe HX a XOJI叩こHhI蕗

capa丘　H JIHⅢeHIIe BOJthI H rIEIIIH CyJIy ItoJIJIerHH Orlly　6t'IJIH rlpeJtaHhI

HatlaJILHHR OrlePrpyrlrIZ,I OrIly a C. BepxHe･AJIeIIy益tIHTHHCICOrO OItePaTHBEOrO

ceIくTOpa IⅡTaTIIhI危　rlpaRTI柑aHT A.C.XaJIaHa丘　H KOMaHJtHP B3BOJta　70･ro

JtHBH3lIOHa BOiicIt OrrIy ByRaH.29 B TO Xe ropy CyJty I(oJIJIerI柑OIlny rlpeJtaJIE

rlatzaJILHHHa tlepeMXOBCIくOrO Pa丘oTJteJIeIImI OrIly M.H.AJIeRCaHJtpOBa H

coTpyZtHHEa OTJteJIa CITeI叩epeCeJIeHIleB r.班.PoeHRO 3a IIL5IHRy, 6ecTIpⅡtI耳HHyIO

cTpeJIh6y Ea yJIHtlaX C. ltaMeHm I JtHCRpeJIHTaI叩10 0praHOB OrrIy.30

月pyro丘　BaXHO虫　3aJtatle丘　cBSI3aI柑0点　c IくOJTJteRTHBH3aI叩eA, ROTOpy10

Hp滋ⅢJIOCh B Te rOJIhl peⅢaTh OpraHaM OIIIly B BocTOtZHO益　CII6Hp正, RaIくyXe

roBOpltJ10CI',　CTaJt rIPtteM,　pa3MeⅡleHIIe,　TpyJtOyCTpO最cTBO II tleRHCTCROe

o6cJIyXEBaHHe月.eC5ITRO3 TI'ICSItI CIleIIIIepeCeJIeHIIeB COCJIaHHLtX CⅨ)Aa II3月pyrHX

pa丘oHOB CTPaHhI.

JIeTOM 1931 r. B CBSI3II C Ilptt6hITEeM B XPa益　60JIhIIIOrO ROJIE1eCTBa

clleI叩epeCeJIeHIleB JIJISI pa6oTLI C I柑M打　B COCTaBe CeRpeTHO･OIlepaTmHOrO

yItpaBJIeIIHSl IloJIHOMOtIHOrO nPeJtCTaB耳TeJIもCTBa Orrly　6HJI CO叩aH OTJIeJI ⅡO

cIIeltrlePeCeJIeHIIaM, Ha IくOTOpLI丘H JIerJIO BLIIIOJIHeHHe Ha3BaHHO丘BhIⅢe 3a月.atl臥

Ero pa6oTy IくyPHPOBaJI aaMeCTIITeJIh IloJIHOMOtIHOrO TIpeACTaBHTeJISI R.A.IlaBJIOB.

月JlSI pa3MeⅡIeHH5I CIIeI叩ePeCeJIeEIleB A pa6oTもI C HHMH Ha TePpHTOPI柑

BocTOtIHO･CH6HPCIくOrO I叩a5I　6LIJIO C申OpMHPOBaHO　24 I10JttlHHeHHhIX OTJIeJIy

xoMeHJtaTyphI CIleIIItePeCeJIeHIleB: BaJIaXTHHCRaSI, BayIITOBCIはSI, BorytlaHCItaSI,

BoFta丑6HHCRaSI, BoJILIHe･MypTHHCKaSI, 3HMHHCRaSI, HrapIくCIはSl, Hp6e丘cIはSI,

HpRyTCIは5I,　ItHpeIICXa3I,　KoJIJIaPCKa5(,　ItpacHOSIpCIはSI,　MaHCRaSl,

HHXHeyJtEHCIはSI,　OJIHHCIはSI,　CeBepO6a危RaJIhCKa5I,　CeBePOeHHCe丘cIは5I,

TaiiⅢeTCICaSI,　　yCTも･KapHiicIはJI,　　qePeMXOBCIはSI,　　tlep HhIIZIeBCIはSI,

i)xHOeHIICeiicxa5I, SIpqeBCIはSI. Ha HX TeppHTOPI柑pa3MeCTHJIOCL 165 110CeJIeIIHii

(IT0CeJtROB) czleIIItePeCeJIeHIIeB, a ROTOphIX a HatlaJIe 1932 r. pa3MetIIaJIOCh 25238

ceMe丘1 91664　tleJIOBeIは. 31 HaH6oJIee I叩yrIHLIMH ROMeHJtaTyPaMH SIBJISIJIHCI,:

28ApxHBHpRyTCKOrOPyOCBPO. ･ 0. 1. I 0II. 1. 1月. 26. ･JI. 293.

29 Tax Xe.

30 Tax Xe. ･ JI. 803. C ytleTOM ⅡPe3RHHX 3aCJIyr CyJt 6hIJI 3aMeHeH

aJtMHHHCTpaTHBXbIM aPeCTOM, ItePZtOrO H3 HHX elqe 班 CMeCTHJIH C J10JIXHOCTIt.

31TaMXe.lo汀.2.･R.21.･JI.75･80.
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tlepeMXOZLCXaSI I 10 I10CeJlROZI H 12978　CⅡeIIⅢepeCeJIeHIIeB, Ta危ⅢeTCIはJI l 17

(

rloceJIKOB H　7370　cIIeIIIIepeCeJIeIIIleB, EHHCe丘cRa5I ･ 9　rIOCeJIXOB H　668l

cⅡeI叩ePeCeJIeHeII. A caMhIMH MaJIeHLXHMH: CeBepO6aiiRaJILCKaJI ･ 2 I10CeJIKa II

270　crleI叩epeCeJIeHqeB, ItoJIJIaPCXaSI ･ 1 IIOCeJIOR H　702　crleIIⅡepeCeJIeHIla I

RHPeHCRaSI ･ 6 ⅡOceJIROB H 892 C,ne叩ePeCeJIeEIta.32 B I10CJIeJIyIOⅡleM XOJIHtleCTBO

CIleqrlepeCeJIeIIqeB H3MeHSlJIOC王･ He3IIatIHTeJIhHO･

CⅡeI叩epeCeJIeHIleB B　ⅡpEHyJ叩TeJIもHOM IIOpSIJIRe paCIlpeAeJISZJIH Ha

ItpeJtnpIUITIはRpaJI, a TaIくXe OpraI柑30BLIZLaJIH B CeJIhCIく0Ⅹ035I丘cTBeEHLIe apTeJIH,

Ha IくOTOphle BO3JIaraJIaCL　3aJtala O6ecIIeTleHESl HX IIpOJtOBOJIhCTBHeM.

HaII6oJIhⅢee IくOJIHtleCTBO CI一eltTIepeCeJIeHlleB　6LIJ10　rlp滋BJleqeEO 冗 Pa6oTe Ha

･JIeCO3arOTOBKaX, Ha O6ycTPO丘cTBe CeBepHOrO MOPCROpO IlyTH A R AO6LItle

6JIarOpOFtHhtX MeTaJIJIOB. Tax, B TpeCTe　一一BocTCII6JIeC" Ha TeppⅡTOpltH 10

xoMeIIJtaTyp Pa6oTaJIO 6368 ceMeii, a TpeCTe一一IIBeTMeT30JIOTOl. Ha TeppHTOpHH 14

ROMeHJIaTyp pa6oTaJIO　5194　ceMhH, a CHCTeMe ltoMHTeTa I-CeBMOPrlyTI,.-　B　7

ROMeEJtaTypaX pa6oTaJIO　3369　ceMe丘　H B　-'CJI蛤AaTpeCTe'■　Ha TeppⅡTOpI柑　5

ROMeEJtaTyP Pa6oTaJIa 1121 ceMhSl,33 1ITO a IIeJIOM COCTaBJI5IJIO 6oJIee 75% ceMe丘

cIIeqIIepeCeJIeHIIeB BocTOtIHO･CII6HpCIくOrO I叩aSl.

tlpe3Bhltla点HLIe MeTOJthI IIpOBeJteHH fl ROJIJIeKTHBHaaI叩Ⅱ　　H

pacRyJIatIHBaI柑5I rlpmeJIH A TOMy, tITO B CH6HpH CⅡeIlHepeCeJteHIIH

cTOJIXHyJIHCL C OrPOMHHME TpyJtHOCTSlMH. 9TO II OTCyTCTBHe XHJIhSI, H 6LITOBa3I

HeyCTpOeHHOCTL, R HeXZIaTIはnpOAyRTOB rIETaHE5(, H BpaXJte6EOe OTIIOⅢeIIHe CO

cTOpOHLI MeCTHhIX CJIaCTeii I p叩a COTpyJtHHROB Orny. Tax, HaIIPHMep, TOJIhRO B

ItaIICIくOM pa丘oHe, BXOAHBHIeM B COCTaB Ta丘rueTCROii KOMeHAaTypLt 3lIMO丘1931･

1932　rr. 813　clleIIrlePeCeJIeHIleB Pa3MeⅡIaJIHCh B HeIlpHCⅡOCO6JIeHEhIX　月JISI

3HMOZtRE 6apaKaX, a 862 cneI叩epeCeJIe叩a (B T.tI. XeHIIIHHhI H JteTII) BOO6qe

XHJIE B　ⅢaJIaIIIaX　6e3 1一etlHOrO OTOⅡJIeHHSI, tITO　ⅡPHBOJtHJIO Iく　MaCCOBLIM

3a6oJIeBaHI柑M H TIOTePe TPyAOCIIOCO6HOCTII. HepeFtRHMII　6もIJIH CJIytlaH H

TIPOH3BOJIa B OTHOⅢeHHH CIleI叩epeCeJIeHlleB. B tlaCTHOCTE, BeCHOii 1931 r. B

A6aHCIくOM paiioHe TO点　xe Ta免=eTCROii　ⅨoMeI川aTypLI I10　paCrIOp5IXeI柑K)

pa触oMa BItIl(6) 6hIJIa IIpOBeJteHa He3aROHHaSI 3ⅠくCIIpOIIPHa叩5I耳MylqeCTBa a

TIpOEOZIOJII,CTBH5I y CTIeIIⅡepeCeJIeHIIeB･

TSIXeJIhle yCJIOBH3I I ItPOH3BOJI BJIaCTe点　BeJIH R pOCTy ltO6eroB CpeJtH

cIteIIIlepeCeJIeHIleB. HallpHMeP, B aBryCTe 1932　r. 6exaJIO　330　-IeJIOBeIく, a B

ceHT5I6pe yxe 415.34 Ⅰt ROHIly rOJta TOJIhRO B HIIXHeyJtHHCIく0最ROM:eHFtaType B

6erax tIHCJIHJIOCh 1224 tleJIOBeXa, ⅡpHtleM, TOJILRO B ORT5I6pe Ⅱ HO5I6pe 6exaJIO

32 TaMニ3Re.

33 Tax Xe.

34TaM Xe. ･011. 1.･R.26. lJI.870.
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283 tleJIOBeRa, E3 ROTOphIX yJtaJIOCH10丘MaTh JIEⅢb ll･35 MaccoBhlM Ⅱ06erチM

cI10CO6cTBOBaJIa H XaJIaTHOCTh, HpO5IBJIeHHa兄pSIJtOM COTpyAHHROB Orny. TaIく,

3IIMHHCREii xoMeHJtaIIT RpacaBqeB JtJIHTeJILHOe BpeM5I rle 3HaJI 0 77 6exaBⅢHX 冗

Bt'Ⅰ兄CHHJl aTO JIⅡⅢh IIPII rlepeJtatle JteJI BHOBh Ha3ⅡatleIIHOMy ROMeHAaHTy-36

PyIくOBOACTBy IloJIHOMO:1HOrO I一peJtCTaBETeJIbCma Orrly IIpIIⅢJ10Ch

IIPHJlOXⅡTh MEOrO yCIIJIⅡii JtJISI EaBeJteI柑3I IIOpSIAKa a pSlJtaX CO6cTBeI柑LIX

coTpyJtHHROB H HOPMaJ柑3aI叩H IIOJIOXeIIH3I CⅡeIIIIepeCeJIeHIIeB.　HeMaJIO

coTpyEHHROB OIlrIy 3a XaJIaTIIOCTh, PaBHOAyⅢHe H 6e37teSITeJIhHOCTh rIOEeCJIH

pa3JIEtlHLIe HaXa3aI柑SI. B tlaCTHOCTIt, aa IIeⅢpIはTⅡe Mep IIPOTI柑IIeperII60B

rlapTII最HLIX OPraHOB B OTHOⅢeHHH CI一eI叩epeCeJIeHIIeB　6hIJI OTCTpaHeII OT

JtOJIXHOCTR Paiiolr打hlii yI10JIHOMOtleHHH丘　Orllyno` A6aHCKOMy pa点oHy

IIIad)paIICKHii. 3a I一h5IHCTBO, JtHCI叩印.HTaI叩X) OpraIIOB Orlly B rJIa3aX

HaCeJIeHH5I I He IIPeCetleHHe IIO6eroB CI一eI叩epeCeJIeHIleB II3　0rIly　6LIJIE

yBOJIeHLl　耳ECTIeRTOp HpItyTCXO丘　ROMeII月aTypLI M.E.ToⅡopIくOB, ⅢOMOⅡ叩HR

IIOCeJIⅨOBOrO lCOMe耶aHTa Toil xe KOMeHAaTyphI H.A.rapycoB37 a p叩JtPyr放X

COTpy刀.HIIⅨOB･

0月HOBPeMeHIIO pyItOBOJtHTeJIH IloJIHOMOtIHOrl0 IIPeJtCTaBHTeJIhCTBa Orlly

rlpⅡHHMaJtH PeⅢHTeJIhHhle MepLI a OTIIOⅢeHI柑TPyJta I 6もITa CIIeqltePeCeJIeHIIeH.

TaIt, ⅡeCMOTpSI Ha IIeT1071rOTOBJIeHEOCTL rIOCJIe PeⅢeHH5I ⅡpaBmeJIhCTBa CCCP

BeCHOii　1933　　r.　o　　ⅡepexoAe OT IIeHTpaJIH30BaHHOrO CIIa6xeI柑SI

cI一eI叩ePeCeJIeHIIeB rlpOJlyIくTaMH IIHTaHH3I R HX CaMOO6ecITetleHIID B TOM Xe rOJty

ltOMeHJtaTyPaM OTAeJIa CHeI叩epeCeJIeHqeB IloJIHOMOtIHOrO IIPeJtCTaBHTeJlhCTBa

Orny flo BocTOtIHO･CII6ItpCIくOMこy RPaIO yJtaJIOCh BLITIOJIrlHTh I70CeBHO点ⅡJIaH IIa

90%38 (aTO IlpH TOM, 1TO R EatlaJIy CeBa　6hIJIH He Ot柑IIteELt CeMeIIa, Ee

oTpeMOHTEPOBaII CeJILXO3HHBeIITaph, He rIOJtrOTOBJteHa T兄rJIOBa5I CEJIa H T.It.). B

pe3yJIhTaTe llpHJIOXeHHLIX OPraHII3aIIHOHHblX yCImH丘　rTOCTerleHHO CHTyaIIH5I

cTaJIa H3MeHSIThCSI 冗 JIytlrEIeMy. B tlaCTIIOCTII, yXe B TOM 3Re 1933 r. B OnrlOM H3

IIpHRa30B 班.Il.3HpHHCa OTMetlaJIOCL, tZTO B tlepeMXOBCIC0丘　ROMeHJtaType

Hco叩aHLI yKpyIIHeHHhle CrleIlⅢOCeJIICH, C O6ecIIetleHHeM HOPMaJIhHO点XⅡJIⅡqHO点

TIJIOqap.hK)'',　R ITPO耳aBOJtCTBy I一pI柑JIetleHLI BCe TPyJtOCrIOCO6Hhle

cHeI叩epeCeJIeHIIhI 班 JIOCTHrHyT POCT rlpOH3BOJtHTeJtLHOCTH TpyJta.39 B 1933 xe

ropy IIR BItn(6) ItPHHM rIOCTaHOBJIeHHe H06 opraHII3aLLtHH TPyJtOBhIX I70CeJIeHII丘

Orny.., ROTOpLtM CrleI叩OCeJ一erlml IIpeO6pa30BaJIH B TPyJIOBhle II H3MeHIIJIH

fla3BaHHe CaMHX IIOCeJteHIIeB.

35TaM.3Ke. ･月. 34. ･JI. 2.

36TaM Xe. ･R.26.lJI.870.

37TaMXe. ･R.26.･JI.262;OI7.2.-A.41. ･JI.216.

38TaM3Re.-OrI. 2.-ll. 41. ･JI. 564.

39TaM:3Re. l JI. 213.
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JIpyro丘　zLa3KHe丘IIIe丘　3aJtatle丘　opraEoB OrIly B BocTOt柑0点　CH6HPH
t

5IBJISlJIHC_i 6opI,6a c Ⅱ06eraMH CⅡeIlrlepeCeJIeHIIeB H HX tleI柑CTCIくOe O6cJIyXHBaHHe.

月JISI 6opL6LI C H06eraMH C 1933 r. KoJIJIerESI OrIly CCCP ⅡpHPaBHSIJIa滋X R

rIO6eraM II3　MeCT aaIUIX)tleHH5I CO BCeME BHTeKaK)qEMH rIOCJIeJtCTBE5IMH. EⅡle

paIIhⅢe, B 1932 r･ pyIくOBOJtCT苧O IloJIHOMOqHOrO ⅡpeACTaZIETeJILCTBa Orlly Ilo

BocTOtIHO･CII6EPCIくOMy　ⅨPaIO　ⅡOTpe60BaJIO OT CBOIIX COTpyJtEI柑OB COIくpaⅡleEH3I

cpoROZL CJIeJtCTBmI HO AeJIaM 0 I106erax JtO 2 MeCSlqeB H IIPOBeZteHESI erO He nO

MeCTy ITO6era, a flo MeCTy TIOHMKH. Ilo oT6hITIIR CpOIは　HaIは3aHm

cⅢeIIIIepeCeJIeHIleB (Tpy刀.0110CeJIeHIleB) B O65I3aTeJILHOM IIOpSIJtKe IIarlpaBJImH B

TpyFtOIIOCeJIKH. TyJta Xe HaIIPaBJI5mH I CeMhE　6exaBⅢHX (ecJIH B　Ⅱ06ere

ytlaCTBOBaJIa H CeMhSI).40

rJIaBHOe Xe CpeJtCTBO 6opt,6bI C I106eraMH, a TaKXe H C aIITHCOBeTCRH 冗

ROHTppeBOJIX)qJIOHHO HaCTPOeHHE'IMH JIHIIaMII pyIくOBOACTBO Orlly BHJteJIO B

ycIIJIeHEH areHTypH0-0ⅡepaTI柑HO点　pa60ThI CPeAH CIIeIlⅢepeCeJIeHIIeB H

I10BLtⅢeI柑H ee　34)4)emHBHOCTH. Ha aTOM ytlaCTIくe JteJITeJIもHOCTII OIIIly B

BocTOtIHO･CII6ⅡpcIくOM RPae ⅢepBOe BpeMSI TaIくXe HMeJIOCL MHOrO yrlyqeI柑B. B

tlaCTEOCTII, IC.A.IlaBJIOB a SlHBape 1933 r. oTMetlaJI, tITO -.areHTypHO･0ⅠIepaTI柑HOe

o6cJIyXHBaH滋e CⅡeI叩ePeCeJIeHqeB IIOBCIOAy Flo CHX HOP Hot:TaBJIeHO COBePⅢeIIHO

HeyJtOBJIeTBOPオTeJIbHOl'.41 It ero HaH60JIee BOIIHK)qEM H印こOCTaTIはM OTHOCHJIHCL:

OTCyTCTBHe pe3ⅠIJteHTOB I PeaHJteIITyP BO MHOrIIX MeCTaX,　OTCyTCTBHe

ocBeJtOMHTeJIhHO点ceTH CPeJtE 3KeHqⅡE H MOJIOJteXE, 6ecIIJIaEOBOCTL paCCTaHOBRH

H Pa6oTもI OCBeJIOMHTeJILHO丘　ceTH　(rlepaBrlOMepHOe TePpIITOpHaJIhHOe

pa3MeⅡIeHIIe OCBeAOMHTeJIe益,　HeCO6JImJteHHe IIpOI10pI叩丘　HaI叩OrlaJIhHOrO

IIPH3HaRa CpeJtH OCBeJtOMIITeJIe丘tI T.II.), rIOtmI rIOJIHOe OTCyTCTBHe pa3Pa6oTRH

一一aHTHCOBeTCKOrO aJIeMeETal- (Ee 6LI皿O HH OAHOrl0 rPyIIIIOBOrO JteJIa), CJIa6ocTL

pa60TH OCBeJtOMHTeJILHO丘ceTH (B CPeJIHeM B TetleHIIe 1932 rl. ⅡO pa点OTJteJIeHH3IM

OrIly HMeJIOCh OIくOJIO　50　7tOHeCeHHii ocBeJtOM:HTeJIe点, a B Ta益IIIeTCROM

paiioTJteJIeHHH BCe OCBeJtOMHTeJIH B TetleHHe r0月a IIe JtaJIH HII OJtHOrO

JtOEeCeHHJI).42月JI5I HCHpaBJIeI柑5I CHTyaIII柑H yJIytIⅢeHHSI pa60TLI OPraHOB OrIly

B BocTOtIHO丘CH6ItPII PyIくOBOACTBO IloJIHOMOtIHOrO IIPeJtCTaBHTeJIhCTBa IIPHH3IJIO

cJIeJtyIOⅡIee peⅡIeHHe:

1. B paiioTJteJIeHHJlX BCIO areIITyPHO･0ⅡePaTHBHyX)　pa60Ty

CROHIleHTpIIpOBaTh a PyIはⅩ 0nPeJteJIeHHI'ⅠX COTpyJtEHKOB;

2.0TCTPaHHTh OT CB5I3H C OCBeJtOMIITeJIhHO益　ceThK)　r10

CⅢel叩epeCeJIeHIlaM Pa60THHKOB KOMeIIFtaTyp,'

3. IIpoBeCTⅡ tIHCTRy OCBeJtOMHTeJIbHO点ceTH ⅡO CrTeqIIePeCeJIeqaM:;

40TaM3Ke. loll. 1. ･R.35.･JI.260.

41TaMXe.･月.34.･JI. 1.

42TaM Xe. ･JI. 1･2.
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4･ opraHH30BaTL CⅡe叩a∬-Ie pe3叩eHTyPht　ⅡO Xe-HHaY H

MOJIO月eXH''

5･ rIoJtbICRaTh H 3aBep6oBaT"eJIOCTaⅨ'Ⅱ叩X Pea叩eHTOB;

6･ coaAaTL CeTL 冗ba.n叫叫HPOBaEHhIX OCBeJtOMHTeJIe丘, ROTOPLIe MO,JIM

6Lt RhI5IBHTb aHTHCOBeTCme牲ROHTpPeBOJIK)IIHOHHLIe EaCTpOeHE51;

7･ pacIHHpHTh　叩yr BOIIpOCOB I707tJIeXaI叩Ⅹ　OCBeElemめ　areHTypHO･

ollepaTHZ･Ⅱ0丘　pa6oTO点(ItOJ10Xeme CIlel叩ePeCeJIeHrLeB Ha IIPO打aBOJtCTBe,

3JIOyrIOTpe6JIeHH5I XO33I最cTBeHHmOJ}　CO CrleIlnepeCeJIeHtleCHHMH　¢oHJtaMH

ⅡⅡTaHH5I耳　3apI-JIamI, 6LITOBOe　ⅡOJIOXeI柑e ･ XEJIHIItmle yCJIOJmSI, ItETame,

3aprIJtaTa, CaIIETapHOe COCTO5IHHe, COBeTHaaI叩SI I CTpeMJIeHIIe R BOCCTaIIOBJIeHHX)

B IIPaBaX rOJIOCa, OCeJtaHIIe, RyJTLTyPIIOe O6cJIyXm'aHHe ･ ⅢROJIH, XpyXKH,

6hv6.mHOTeXE I T.n., PeJIHrⅡ03HOCTL, CeRTaHTCⅨOe JIBHX｡HHe).43

H B rlOCJIeJtyIOⅡIeM BOZIPOCbI CIIe叩ePeCeJIeHIleB (TPyJtOI10CeJIe叩eB)

HaX0月HJIHCh B qeHTpe BHHMaHmI pyROBOJtHTeJIe丘　opraIIOB rOCyJtapCTBeIIHO丘

6e30HaCEOCTH BocTOtIEO丘CE6EPE･ B laCTHOCTH, KOrJta B Mae 1934 r. IIR BKIl(6)

tlePea nOCTaHOBJIeHIIe IIHIC CCCP pa3peⅢ耳JI XpaeBLIM HCTIOJIKOMaM CoBeTOB

BOCCTaHaZIJIHBaTI, TPyJtOIIOCeJIeI叩eB B rpaXJtaHCIくHX IIpaBaX rlePeJt OpraHaMH

rocyJtapCTBeHHO丘　　6e30rlaCIIOCTH BCTaJI BOIIPOC 0 ITaCIIOpTII3aI叩H

BOCCTaHOZmeIIHLIX Jl rlpaBaX･ rIocIくOJIhXy ⅡOCTaIIOJueHⅡe IIHR E CHK CCCP oT

25月HBaPSI 1935 r･ He JtaZ3aJIO IIPaBa BOCCTaHOBJIeHHhtM B IlpaBaX I70mJtaTL

MeCTa I10CeJIeIIm, PyIくOBOACTBO yIIpaBJIeHIはHItBn no BocTOtIHO･CH6HPCHOMy

ⅨPaIO　ⅡpHH兄JIO PeⅢeHHe: BLI月aBaTh aTHM JtHqaM IIaCI10pTa HCIくJIX)TlHTenLHO B

TpyJtOI70CeJIKaX･ IlpH aTOM B rlaCIIOpTaX JteJIaTh COOTBeTCTByK)tnyIO OTMeTRy,

XOTOpa5I CJIy3KHJIa OCHO丑aHHeM 3aTIPeqeHIはJtJISl IIpOHHCKH rJte･JIE60 Ⅰ叩OMe M:eCT

HoceJIeEHSI･ Jl叩Xe C I10JtO6Hoii oTMeTROii a IIaCrIOpTaX, 06HaPyXeHHhIX B JIpyrHX

A(eCTIIOCTJIX, 3aJtepXHBaTh RaIく6e3KaBⅢHX.

npyroii BaXEO丘　3aJtatleii, ROTOpyIO COTpyJtHHXaM rOCyJtaPCTBeHHO丘

6e30ⅢaCHOCTH IIPHI-OCL PeⅢaTL B BOCTOtmO･CH6HpCIくOii JIePeBHe Ilo 0ROHtZaEHH

XOJI皿eRTHBH3aqHH CTaJIa aaAatla yCTaHOBJIeHH31 rIOJIHOrO Iく0ⅠITPOJIE Halt CeJILCRHM

IIaCeJIeHHeM.

OrrIy cTaJIO CO叩aBaTh CHCTeMy HOHTPOJISI B CeJILCROii MeCTHOCTII eqe B

1920･e rr･, Ho I10JIHOCTLK) peIHHTh aTy 3aJtatly flo P糊Y rZPHtIHH TOrFta He CyMeJIO.

B rlepHOJI ROJI皿eRTHBH3aIIHH A PaCRyJIatZHBaHm aTa Pa60Ta aRTPlBE3HPOBaJIaCh.

TeM: He MeHee H R RO-y ⅨOJIITZeXTHBH3aIIHH OHa 6Ma月aJIeⅨa OT 3aBePⅢeHESI.

9TO HarJI即｡ZO ITPOJteMOHCTPHPOBaJla rIPOBePRa COCTOmH5[ areHTpyHO･

oⅡepaTHBEO丘pa60ThI a FtepeBEe B PJIJte pa丘oIIOB BocTOtuO･CH6才pCROrO RPaSI,

ⅢpoBeJteHIIa3I pyIくOBOJtCTBOM rIoJIHOMニOtIHOrO IIPe月CTaBHTeJIbCTBa OrIly JIeTOM

1932 r･ Tax, Hallp耳Mep, B HpRyTCIくOM Pa丘oⅠIe OTJteJIeHHe OrrIy II3 95 ⅠくOJIXO30B

43TaM Xe. ･JI. 2･3.
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06cJIy)RHBaJIO JI甘ⅢL　31, 1'a ocTaJILHLIe　64 ⅠくOJIXO3a OCTaX)TCE　6e3　tleRHCTCIくOrO

(

o6cJIyXmaHⅡSZ, B pe3yJIhTaTe tlerO a p叩e ItOJIXO30B pa丘o耳a HaXOASlTCSl RyJlaRH,

ROTOpもIe IIPOBOFtSIT ItOHTppeBOJImqHOIIHyKHte3ITeJILHOCTh Ilo pa3BaJly ROJIXO30B'-.

3a 5 MeC叫eB C 1月HZIapSI Ⅱ0 1 EK)HJI 1932 r. paiioTJteJIeI柑e I.ⅡO RyJIatleCTBy I

HOHTppeBOJIK)qⅡ0ⅠIEOMy aJreMeLZITy ･･･ He TIpHBJIeRJIO R OTBeTCTBeEIIOCTII H甘

o即IOrO leJIOBeXa.I. B paiioHe IIa yleTe COCTOSlJIO 198 tleJIOBeR aIITHCOBeTCIくEX

aJIeMeHTOB, HxoTOPLIe COBepⅢeHHO IIe rlpOpa6aTLIBa)DTC31 I JtJISl Pa丘OTJteJIeHE5I

COBepⅡIeHHO He II3BeCTHa IIX ROIITppeBOJIX)qHOHHaSl H aHTIICOBeTCIは5I

Jte3ITeJIhHOCTL'-.　BMeCTO　3aIIJIaIIHPOBaHHLIX　16　pe3IIJteIITyp a pa丘oHe

Jte丘cTBOBaJIO JIHⅢh　4. H3　79　ocBeJtOMⅡTeJIeii peaJIhHO pa60TaJIO TOJIhRO　50

tleJIOBeR, KOTOphle ZI CpeJtHeM B TetleHIIe rlepBhIX 5 MeCdIIeB 1932 r. 7taJIH JIHⅢも

flo -'3･4　AOHeCeHHSl. IlotmH He BeJlaCも　pa60Ta C eJtmOnEtIHmaMH (17

0cBeFtOMHTeJIeii, Ⅱ3 ⅠくOTOpHX peaJIhEO Pa60TaJIH TOJIhRO　2), B COBXOaaX, C

xeHI叩HaMH, MOJIOAeXhl0, CeJILCIく0丘　HHTeJIJIHreHqEeii (Ha　6oJIee tleM　300

ceJIhCIくHX ytIHTeJIe益, BPatleii, ceJILXOaCrleIIHaJIHCTOB　ⅡpIIXOJtHJIOCh TOJILRO　3

0cBeJtOMHTeJISI E Te He pa6oTaJIH), a TaItXe C　6bIBⅢHME RpaCIILIMH

ItapTH3aHaMH.44

He JIytIⅢe O6cTOSIJI0　月こeJIO II a JtPyrOM　ⅢpOBepeHHOM PafIOTJteJIeIIFⅡ I

tlepeMXOBCIくOM. Tax BMeCTO　25　3aⅡJIaIIHpOBaHHhIX Pe3HFteHTyp　6LIJIO CO叩aHO

TOJILKO 9, a BMeCTO 239 3aIIJIaI柑pOBaI柑hIX OCZLeJ10MHTeJIeii HMeJ10Ch JIⅡⅢh 168.

IIJIOXO O6cJIyXHBaJIHCh XOJIXO3hI (Ha 141 ⅨoJIXOa　ⅢPHXOJtHJIOCh JIHⅢL　48

ocBeJtOMHTeJle丘) H eJtⅡHOJIHtIEmH, H TaRXe I101TⅡ OTCyTCTBOBaJIO OCBeJtOMJIeme

cpeJIH XeEqⅡH, MOJIOJteXH, CeJIhCIく0丘　HHTeJIJIHreHIII柑　H　6bIBⅢHX KpaCHhIX

mpTHaaH. 45　EIqe XyXe　ⅢOJIOXeHHe C TIOCTaIIOBXO蕗　areIITypHO･OnepaTI柑HO丘

pa6oTLI 6LIJIO BhISIBJIeIIO a yCO.TILCIくOM pa益oHe, rJte H3 85 ⅠくOJIXO30B B 44 He 6hIJIO

HH OJtHOrO OCBe刀:OMHTeJI5I.46

PyROBOACmO IToJIHOMOtIHOr10 IIpeJtCTaBETeJIhCTBa Orlly llO BocTOtZHOI

CH6EpcIくOMy KpaE), BCKphIB Cephe3ⅠILIe IteJtOCTaTIくH B　ⅢOCTaHOBRe areHTypHO･

oI一epaTHBHO最　pa6oTE'I Ha CeJIe peⅢHTeJILHO rIOTpe60BaJIO HX yCTpaIIeHHSI a

KPaTtla点ⅢHe CPOIくE 班 HaJIaX∬BaHHSI pa6oThI B pa丘oHaX　ⅨPaJI. Oco60

peROMeHJtOBaJIOCh CO37taTも　XeHCKHe pe3HJteETyphI I HaI一paBHTh pa60Ty

MareIITyphI　…　B JIePeBIIe Ha BLISIBJIeI柑e It0ETPpeBOJIX)ItEOHHO危JteSlTeJIhHOCTIl

HyJIatleCTZla, Ⅸ0苫TppeBOJIIOIIIIOHHOrO 3JIeMeIITa, BLIJIBJI5日I HOBLIe 4)opMhI H MeTOJtLI

MaCCOBO益　6opL6hI, BHyTpII XOJIXO3a ... HaHOC3I CBOeBpeMeHELI点　orlePaTHBHLt魚

yJtaP IIO OpraHH3yX)qEM CHJIaM KOIITppeBOJIK)IIHKH.47

44TaMXe. loll.2. ･R.21. ･JI.293･294.

45TaMXe. ･0Ⅱ. 1. ･Zl.22.

46TaM:Xe. ･R. 37. ･JI. 329･330.

47TaMXe. ･R.22.
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ycⅡJIeHHD脚TenLHOCTH Orlly B CeJIhCXO危MeCTHOCTH CnOCO6cTBOBう皿O I

HocTaHOBJIeHIIe IIR BRrI(6) zHIHBape 1933 r. o co3JtaHHH ⅡOJImHtleCIくⅡⅩ 0叩.eJIOB

(HoJIHTOTJteJIOB) Ⅱ叩MTC (MaⅢⅡHHO･TPaRTOpIILIX CTaII叩5IX) A COBXO3aX. 0.叩Oii

E3 ⅠⅠⅩ　OCIIOBHhIX　3aFtatI CTaJIO BhI5IBJIeHHe IくyJIaIIIくHX aJIeMeHTOB 刀 IIPOBeJteHIIe

BCeCTOPOHHeii tIHCTIくE CeJIhCROXO3SliicTBeHHLtX pa6oTIIHKOB. nJISI aTOrO IIpIはa30M

Orlly CCCP c 1 MapTa 1933 r. zL HX CTpyXTyPy BBeJM JtOJ13RHOCTII 3aMeCTHTeJIeii

HatlaJIhHHROB r10JIHTOTAeJIOB　ⅢO pa6oTe OrIly,　BXOJtHBⅢHX Zl　ⅢTaTもI

noJIHOMOt"hIX rlpe月CTaBRTeJIhCTB OIIIly. IlepBOIIatlaJIhHO ZI BocTOtIHO･

CH6HpCROM Xpae　3aMeCTIITeJIH EatlaJIもHHROB IIOJIHTOTJteJIOB OT OrIly　6hIJItl

BBeAeHもI Ha 22 MTC (13 a RpacHOSIPCROM OⅡepCeIくTOPe, 2 B tIHTHHCROM, 1 zI

By岬で･MoHroJILCROM OTJteJIe Orrly ･ Ba兄EJtaeBCKa･SI H　6　B HpKyTCXOM ･

3aJIaP mCRa5I,　3HMI柑CXa3I,　RatlyrCRa5I,　TyJIyHCIは5I,　yCOJIhCRaSI I

qepeMXOBCⅨaSI). 48　BI10CJteJtCTBHH HX tI耶JIO CTaJIO　6hICTpO yBeJImHZlaTLCSI.

ne兄TeJIhHOCTH aTO丘ⅨaTerOpHH COTpyJIHEXOB Orfly TIPHJtaBaJIOCもOCO60 BaXHOe

aHatleHHe･ BoIIPOCLI HX　0ⅢePaTI柑HO免　pa60ThI TIOJtJIe3式aJIH ''HeMeJtJIeIlHOMy II

HCtleP ⅢLIBaX)qeMy PaapeⅢeHHK)　　B aIITIapaTe lloJIHOMOtIHOrO

rlpeJtCTaBHTeJILCTBa■..49

3aMeCTⅡTeJIH HatlaJIhEHROB rIO.1IHTOTJteJ10B MTC II COBXO30B OT Orrly

cpa3y pa3BepIIyJIH 6ypHy拍Jte5ITeJIhHOCTh ⅢO BhHIOJIHeHHX) BOaJtOXeIIHhIX Ha I柑Ⅹ

3aJtatI･ ToITIbRO　3a MaかHK)HL 1933　r.. Ⅲo HX IIpeJtCTaBJIeHmM　Ⅱ3　ROJIXO30B

BocTOtIHOICH6HPCKOrO RPaSI 6hI皿O H3rHaH0 -'236 HyJIaROB, 6eJIOrBapJteAIteB 刀 IIp･

AHTHCOBeTCl{HX aJIeMeHTOB, JZERBH.叩pOBaIIO 17 KOIITppeBOJIXqHOHHLIX RyJIa耶EX

rpyⅡⅡ.■･50 IlpmeAeHHbIe IIH4)phI, Ha B3rJISIJt aBTOPa, y6eJtHTeJIbHO rOBOp兄T 0 TOM,

tITO B Jte5ITeJIhHOCTH ⅡOJIHTOTAeJIOB, B T･tI･兄IIPeJtCTaBHTeJIe丘OrIly B aTO BpeMSI

y)Re SZBHO npOCMaTpHBaJIOCL BJIHSIHHe ItetlaJIhHO　3HaMeHHTOrO CTaJIEHCROrO

Te3HCa 06 06ocTPeHEH XJIaCCOBOii 6oph6hI a CCCP 110 Mepe COI叩aJtHCTIItleCIくOrO

CTPOIITeJIhCTBa･

B 1930･e roJthI OpraHhl rOCyJtaPCTBeHHO点　6e30rlaCHOCTH B BocTOt柑Oii

CII6HpH RaIくH flo BCe益cTpaHe CaMOe IIIHPOI{Oe ytlaCTHe ⅡpmHMaJIH He TOJILⅨO B

ROJIneIくTItBII3aIII相, HO I B JtpyrOM He MeHee rpaHAHO3HOM flo MaCⅢTa6aM H

I70CJIeJtCTBHSIM MepOIIPHSITHH ' H叩yCTpHaJIH3aI岬H. IIpH aTOM COTPyJtHIIRaM

48TaM Xe. ･ JI. 196.

49 Tax Xe. ･ JI. 314. noⅡeceHHJI 3aMeCTHTe.TIe丘HatlaJH,HHKOB ⅡOJIHTOTJteJ10B

coTPyJtHmH arIIIaPaTa OrIly o65I3aHh1 6もIJIH PaCCMaTpI柑aTh B TIePByIO OtlepeJth.

Ha JI叩HapyⅢaBⅢHX aTO IIPaBHJIO HaRJIaJlhIBaJIHCh CTPOrIIe B3LICKaHHJI.

HallpHMeP, COTpyAH坊Ha alくOHOMHtleCROr10 0TlteJIa ltJIⅡMOBa apeCTOBaJIH Ha 15

cyTOIく3a TO, tITO OH CBOeBpeMeHHO He paCCMOTPeJI p3IJt TaIくHX JtOHeCerlH臥･ Tax

)Ice.

50HcTOpH5I CII6HP臥･ T. 4. ･ C. 376.
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rocyJtapCTBeHHO孟　6e30IIaCEOCTH TaHXe .IPHⅢJ70Ch PeHaTh ROMI"eFC

B3aEMOCB3I3aEIINX aaJtatI, HaH60JIee BaXHhIMH H3 ⅠくOTOPもⅠⅩ 5IBJImHCh: ROHTpOJIt,

3a XOAOM H耶yCTpHaJIII3aIIHH, 0XpaIIa ee O61'eRTOB, MaTePHaJILHOe O6ecTIetleHHe

EHJtyCTpHaJIH3aI叩H, 6opL6a c ee peaJIhHLIMII H MHIIMLIMH rlpOTmEI柑aMH I

BParaMII, a TaIくXe C aKOHOMHtteCRO危H yrOJIOBrl0丘ⅡpecTyIIHOCThX) H, HaIくOHeIl,

Hp兄MOe ytlaCTIIe B CTPOIITeJILCTBe It　06ecrletleI柑H pa6oTLI　06もeIくTOB

HHJtyCTPHaJIH3aIIⅡH.

PocT aROHOMHtleCIくOii cocTaBJ151K)qe点B Jte兄でeJILHOCTE OpraHOB OrrIy B

BocTOtIHO点　CH6IIpH HatlaJIC5I C CaMOrO HatZaJIa 1930lX rr. yXe B 1931 r. JI

cooTBeTCTBHH C IlpHRa30M OrIly CCCP aⅨOHOMHqeCIくH丑oTJteJI 6hIJI BhIBeJteH H3

CeRPeTH0･OrlePaTHBEOrO yTIpaJueI柑5I H HOJttIHH'eH HeI10CpeJtCTBeHHO

IloJIHOMOt"OMy ⅡpeJtCTaBHTeJID OrIly H･n･3HpHHCy･ AHaJIOrHtIHaSI OⅡepa叩JI

6hIJIa OCyEleCTBJIerla　壬I C aROHOM且tleCRHMII OTAeJIeHmIMH a OI一ePaTⅡBHE,tX

ceRTOpaX･ IloMHMO aTOrO B 3･X pa丘oHaX Rpa5I I BoJtaii6HHCIくOM, EHIICeiicIくOM I

qepeMXOBCKOM, rJte IIaXOJtHJrHCh EaI160JIee KPyrIHHe IlpOMLtⅢJIeHHhle CTpyKTypLI

Ha pa丘oⅠ柑hle OTJteJIeHⅡ3I Orlly HeI70CpeJtCTBeHHO BOaJIO3KHJIH　中yHIく叩H

axoHoMmeCRO最　pa6oThI･ 0月こHOBPeMeHH0　6hIJIa　ⅡPHE兄Ta HOBaSI CTpyIくTyPa

aROEOMHtleCⅨOrO OTJteJIa (cM.: C. 3),KOTOpyⅨ) Jty6JIHpOBaJIkl COOTBeTCTByl0ⅡIHe

OTJleJIeEIは　B OIIepaTHBHLIX CeIくTOpaX, a TaIくXe paCⅢHpeHhl erO　4〉yHI叩HⅡ　H

IIITaTもⅠ.

B TOM Xe rOJty C qeJILbD yCHJIeI柑5I Ⅸ0ⅡTPOJH aa Pa6oTO益　BCeX B耶OB

TpaHCI10PTa H KOOPJtHHaIIHH aTOii AeSITeJIhHOCTH B COCTaZle IloJIHOMOtIHOrl0

mpeJtCTaBHTeJIhCTBa　6LIJIO CO3JtaH0, RaIくyXe rOBOpHJIOCL paHee, CⅡeI叩aJIhHOe

TpaIICI10pTIIOe OTJteJIeIIHe CO IZITaTOM B 5 tIeJIOBeIく.

B HatlaJIe 1930･X rr･ aRTHBE3HpyeTCSI pa60Ta H flo yCmeHEめareHTypHO･

oI一ePaTHJ3HOrO O6eclletleHHSI H叩yCTpオaJIH3aIII相. IIpoBepKa aTOii Ae兄でeJIhHOCTH

BLIJIBHJIa EeMaJIO HeJIOCTaTIくOB He TOJILHO B OTIIOⅢeHIIH CeJIhCIくOrO XOaSIiicTBa, HO

H 06もeXTOB ⅡPOMもⅠⅢJTeHHOCTH. TaIく, B tlepeMXOBCIくOM pa丑oHe　6hIJIO OTMetleHO

HHeJtOCTaTOtIHOe IIaCaXJteHHe CI-eI10CBeEOMJIeHHSI耳OCBeJtOMJIeHH5日IO KaJtpOBOMy

cocTaBy IIa I一peJtIIPmTH5IX, yrOJIhHhIX ROⅡ5IX H HOBOCTpOeIく" (TaI川TeIくCTe ･ TIPEM.

a-･)･ H3　3a.7JIaHHPOBaHHhIX　8　pe3HJteHTyP Ha HpOMLIIJmeHHLTX O6rE,eHTaX

HMeJIECも　B HaJIHtIHe TOJIhR0　2, a BMeCTO　94　0cBeJtOMHTeJIe益･ 49. B cBO耶aX

paiioTJteJIeHHSI He OTPaXaJIHCh　ⅡOJIHTHtleCREe EaCTpOeHESI pa6otIHX.一一Ha

IIpeJtIIp朋TXSIX He pa3Pa6aTLIBaJIHCb aHTIICOBeTCRHe II ROHTPPeBOJIm叩OHHLIe

aJIeM:eIIThI･ a TaR光e tIJIeHhI　■lrIOJIHTITapTH点　Ⅱ~ aETHrlapTH丘HhIX rpyrIIIHpOBOIく

(TpO耶HCThl I T･Il･)-'･ He BeJIOCL pa60ThI C MOJIOJteXLX) Ⅱ　HH)ReHepHO･

TeXHHtleCIくHM IIePCOHaJIOM51.

51ApxHBHpIくyTCIくOrOPyOCBPO. ･ 0. 1. I 0m 1. ･月. 22.
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PyROBOJtCTBO noJlHOMOtIHOrO rIPeRCTaBHTeJZhCTBa OIlrIy -TerO叩tteCRH

rIOTpe6oBaJIO OT t王epeMXOBCIくOrO H JtpyrⅡX pa益OTJteJIeHH危"HeMeJtJIeHHO

rlePeCTp0-ITh pa60Ty C areHTypO丘　IT0　rlpOM･rlpenIIpmTHJIM,　ⅢaXTaM,

HoBOCTpO触aM･ Pa6otle丘　MOJIOJteXH H　ⅡHXeHeprl0-TeXHHleCⅨOMy IIepCOHaJIy C

PaCtleTOM MaIくCHMaJIhEOrO OX召aTa OCBeJtOMJIeHIIeM ICaApOBOrO COCTaBa Pa6otIHX I

cI一eIIHaJIHCTOB, ITpOBepHTh ne蕗cTBHTeJIhHyIO CeTh H JtOBep60BaTL HOBOe

ocBeJtOMJleHHe. IIpe耶aPIITeJIbHO COCTaBHTh叩CJIORaqHOHHhlii rIJIaH IIaCa3KJteHmI

ceTH I Pe3HJteHTyPhI…･ 52　IloJIHOMOtIHOe TIpeJtCTaBETeJIhCTBO OIlrIy

peⅨoMeHAOBaJIO O6paTIITh OCO6oe BH打MaHHe Ha BLHCIIeHHe Ta壬はX BOrlpOCOB, HaR

cocTO兄HHe Pa6otlerO CHa6xeHHSI, 06qecTBeHHOrO rIⅡTaHⅠ相, 3apIIJIaTLI, TeⅨytleCTH

pa6otle蕗cHJILI H T･rI･, a TaⅨXe yCHJIHTもpa6oTy I10 ihHBJIemm E rlpOpa6ome

arlTⅡCOBeTCIくOrO I KOIITpPeBOJIKqHOHIIOrO　∂JIeMeHTa II HOBLIX　4)OPM RJTaCCOBOii

6opL6hl rla rlpOMLIⅢ∬eIIHhIX rIPeJtrlpMTH5IX.

BopL6a c T･H･ BPeJ叩TeJISIMH甘BpeJtHTeJIhCTBOM Ha TIPO-Ⅰ3BOJtCTBe BOO6ⅡIe

3aHIIMaJIa OtleHh BaXHOe MeCTO B JteSITeJILHOCTⅡ　Opra王IOB rOCy月.apCTZleHHO丘

6e30TIaCIIOCTII a BocTOIHO益CII6HpH B 1930･e rr.

C HatlaJIOM HHJtyCTpHaJIH3aIIm C I107tatIH rlapTHihoro pyROBOJtCTBa

cTPaHhI BCe 6oJIee ⅢHpOIくHe MaCⅢTa6LI CTaJIa rlpHO6peTaTh rlpaRTma O6MCH兄TL

npoBaJILt B pa6oTe, rlH3KOe mtleCTBO TIpOJtyKIIHH, aBapHII B TIpOMLIⅢJIeHHOCTII I

Ha TpaHCI10PTeオT･rI･ 3IBneHH5I ⅡpeJtHaMePeHHもIMH BPe月.HTeJIhCREMオJteiicTZIHSIMH

T･H･ aHTIICOBeTCIくHX I ROHTPpeBOJIX)IIHOHHI'ⅠⅩ　aJIeMeHTOB. CooTBeTCTBeIIHO

opraHZ･I rOCyJtapCTBeHHOii 6e30ⅡaCEOCT王I BCe 6oJILⅢe CTaJIH OPHeIITHPOBaTbCSI Ha

TIOIICIく, BhI兄BJIeHⅡe BpeJtHTeJIe丘Il 6opL6y c HHMH.

He cTaJIa HC-I)tZemeM H BocTOtIHa5I CH6Hph･ KaR H HO BCeii cTPaHe

37teCh Pa3BePHyJIC5I aIくTHBHhI点IT0IICR BPeJtHTeJIeii, Ha ROTOPLIX CITHChIBaJIH

JID6hle IIeJIOqeTもⅠ･ Tax, HaTIpIIMep, HMeHHO TIpeAHaMepeHHhIM Bpe叩Te.TIhCTBOM

coTpy刀･HⅠ柑H Orny B 1933　r･ 06MCH3IJI耳　6eape3yJILTaTHyIO pa60Ty reOJIOrO･

paaBeAOtIHO益　∂xcI一eJtHqHH　-'Ba触aJILCRa3I rled)TePaaBe耶a". Ilo ltX MHeHHK)

llBPe･叩TeJIbCKO･AHBepCaHTCRHe aJleMeHTbI MaCKHpOBaJZH CBOIO　3apaIIee

o67tyMaHHyIO ZIOJtpLIBHyIO Pa6oTy, CM･OrJIH B TetleHIIe耶yX JIeT 6e3HaIは3aHHO

paaBaJIHZLaTL Eec)Tepa3BeJtXy lt OMePTBHTh Jt0　400.000　py6JIe蕗　xaTIHTaJIZ,HhIX

BJIOXeH打ii"･53 0cHoBHもIe Jte丘cTBⅡ兄で･H･ Bpe脚TeJIe丘cBOJtHJIHCb 冗 CJIeJtyIOqeMy:

-　ⅢPeJt耳aMepeHIIOe IIPeyMeHLⅢeHHe IIJIaIIOB reOJIOrO~Pa3BeJtOtIEhIX Pa6oT II HX

CP[CTeMaTHtleCIくOe IIeBLIⅢOJIHeHHe〉

- JteMOHTa3R CXBa3E- TIyTeM aBapHii (I.B pe3yJIhTaTe tlerO Tax H He yJIaJIOCh

ycTaIIOBHTL BOIIpOC 0 He4汀H-');

- IIOJIHbI丘cpLIB reOJIOrHtleCIくOii o6pa6oTIくH rIOJIytleIIHLIX MaTePHaJIOB;

52 Tax Xe.

53TaMXe. ln.34. ･JI. 186.
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- I.3aCOPeI柑e COIIHaJIhHOrO COCTaBa paaBeJtⅨH　…　RJIaCCOBO tlyXJthIMH　3IB耳O

BPaXJte6iIHMH aJIeMeHTaMd'.54

TaR Xe Bp印こHTeJIhCTBOM O6t,SlCHSIJIO pyIくOBOJtCTBO OrIly II BO3Ⅰ柑RⅢyIO J}

SIHBape 1932　r. Ha I10tZBe rl0JIOZta　3a6acTOBRy Pa6otIEⅩ　Ha CTpOHTeJILCTBe

BepxEeyJtHHCIくOrO　ⅢapOBO30･BかoHO･peMOIITHOrO　3aBOJta, KOrJta　2　3IHBapJI

3a6acTOBaJIO OXOJIO　500　pa6otIⅡⅩ　滋3 1100　Ha IIePBOM CTPO丘yqacTKe. 55

--BoaHHRHOBeI柑e JtaHIIO最　aa6acTOBKE,　　　rIOJltlepIくHBaJI IloJIHOMtZHhI点

Z7PeACTaBHTeJIL Orrly H.rI.3HPHIIC, ･ SIBJI5IeTC3日IpSIMLtM pe3yJILTaTOM aKTI柑EOii,

TIOJtI10JILHOii pa60Tbl rlpOCOtIHBⅢerOCSI Ha CTPOETeJIhCTBO IくyJIaIIIくOrO

xoHTPPeBOJIK)qHOHHOrO aJIeMeIITa.I-56

CJIeJtyeT OTMeTIITL, tITO pyROBOAHTeJIH Orlly B BocTOtIHO丑　CII6HpH

BpeAHTeJIhCTBO CB兄3hIBaJIH He TOJIhXO C JIe益cTBE5IMH BPaXJIe6mIX CHJl, HO a C

co6cTBeHHLIMH HeJtOpa6oTRaM二H, ROrJta COTpyJIHHRH Orlly EeJtOCTaTOt柑0

3aEHMaJIHCh aTIIM BOIIPOCOM. HaI一pⅡMep, BCIO OTBeTCTBeHHOCTh 3a yⅡOMSIHyTy10

3a6acTOBXy PyROBOJtCTBO IloJIHOMOtIEOrO ⅡPeJtCTaBHTeJILCTBa Orlly Ilo BocTOtIHO･

CII6HPCROMy KpaEI BO3J10XHJIO IIa COTPyJIHIはOB BypSIT･MoIIrOJIもCIくOrO OTJteJIa

Orlly II JtOpOXHO･TPaIICrIOPTHOrO OTJteJIa Orny　3a6a触aJIE'CItOii　光.A., --He

cyMeBⅢHX CBOeBpeMeHHO pa306JIaqHTh RyJIaI叩Ⅱ軌　ROIITpPeBOJIK)qHOHHLIii

opraHH3yIOⅡIII丘　aJIeMeHT 描 rlpeJIyIIpeJtHTb　3a6acTOBXyH.57 CoTpy刀.HI川aM Orlly

peROMeH月OBaJIH yCIIJtHTh 6oph6y c BpeJtHTe.TI5IMH. B pe3yJILTaTe OIIa rlp滋HSIJIa

JtOCTaTOtIHO ⅢFPOIくHe MaCⅢTa6LI. B tzacTHOCTH, B HOHIle 1932 ･ HatlaJte 1933 rr･

CoTPyJtHHKH OrIly raJIyIHKHH lt B5ITRHtl ⅢpOBeJIH areHTyPEyIO paapa6oTIty ⅡOJI

ROJtOBI,IM Ha3BaIIHeM　一つReJIe3HOJtOpOXHIはdI Ha CTaHIII柑　HHXHeyJtHHCIく. ItaIく

oTMetlaJIOCh a OAHOM　Ⅱ3　TIPIはa30B IloJIHOMOtIHOrO IIPeJtCTaBHTeJIhCTBa Orny,

aTO点　pa3Pa6oTRO丘　6LIJIa ''pacxphITa ROHTppeBOJIK)qHOIIHaSI OpraHH3al叩3I,

HaHpaBJI5IX)qa兄CBOIO pa60Ty IIa PaCCTpO蕗cTBa JteSITeJILEOCTII rlapOBO3HOrO IlapRa,

CPLIB Pa6otlerO CHa6xeHHSI, BPeJtHTeJILCTBO, pa3BaJI TPyAOBOii JtHCllHⅡJIHHhI H

ITapTEiiHO･ⅡPO4)coEI3HO丘pa6oTbI".58 IlpIItleM CTeⅡeHL HaIは3aHH5日10 06BHHeHHSIM

BO BpeJIHTeJIhCTBe 6htJIa JtOBOJIhHO CypOBOii. Tax, B Mae 1932 r. TpoiiHoii ZlpH

noJIHOMOtIHOM TIPeJtCTaBHTeJIbCTBe Orlly Ilo BocTOtlHOICH6HpCKOMy KpaIO TOJIbRO

flo JleJty "RoM6HHaT.'6t,IJIH ⅡPHrOBOPeHhI BO BHeCyJte6ⅠIOM ⅡOpSZJtXe IくpaCCTpeJIy

12 tleJIOBeIく.59

54TaM Xe.

55TaM Xe.･JI. 12.

56 TaM )Re.

57TaM Xe. lJI. 12.

58TaMXe. ･R.37.･JI.39.

59TaM3Re. l Jl. 331.
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BopL6a c Bpe脚Ten兄MH Hap糊y C BhIⅡOJIHeHHeM MEOrHX JtPyrHX 3atRaq

rLPEBeJIa X　3IBEl0益　Ⅱeperpy3Re OpraHOB OIIITy. B pe3yJIbTaTe B EⅩ　pa60Te

HepeJtXO HatIHHaE)TCSl C6oH A Hepa36epHXa. TaIく, IIaIIPHMep, B HatlaJIe 1931 r. Ⅱ0

06BⅡHeHⅡm BO BpeJ叩TeJILCTZLe OpraHLI OrrIy apecTOBaJIE HOMOⅡlHHRa

EallaJILHHRa A.Jt. CTaHIII柑　KaphIMCIは5I Il.T.MaItCHMOBHtla. IlpII BHyTPeIIHe丘

IIPOBePRe B MapTe 1932 r. BhISICIIRJ10CI', tITO O6BHHSIeMH益BCe eqe HaXOJtHTCSl IIOJt

cTPaXe丘,　a ero JteJIO a IIpOH3BOJtCTBe. BLIJ10　rlpOBeJteHO CJIyXe6ⅠIOe

paccJIeJ10BaIIHe rtpRtIHH HaXOXJteHRSI MaRCHMOBHtla Ⅱ07t CJIeJtCTBHeM, BO BpeM:5I

ROTOpOrO erO CJIeJtCTBeIIHOe AeJIO O6HaPyXHTL He yAaJIOCh 冗 B HK)JIe 1932　r.

apecTOZIaHHOrO OCBO6oJtEJIH E3 IIOA CTpa)EH. CaMO Xe CJIeJtCTBeHflOe JteJIO 19

oRT5I6p兄　TOrO Xe rOJta HaⅢJIH　ⅢpII ⅡpOBepIte　6yMar tla CTOJIe y HatlaJILHIIRa

FtOpOXHO･TpaHCIIOpTIIOrO OTJteJIeHHJI Orlly cTaHI叩H tIHTa･l A.M.ICpeccaIIa, rJte

''oHO IIaXOJtHJ10Ch 6e3月こZLHXeHHSl" C 24 HO3I6p3I 1931 r.60

Boo6ⅡIe 6opL6a c BPe叩TeJI5IMH, EeCOMHeIIHO, COrIPOBO)和aJIaCL rlp5IMhIMH

6e33aIく0Ⅰ柑SIMH. OHa TaIくXe CⅢOCO6cTBOBaJIa HaCaXFteHIIm a O6ⅡleCTBe, OCO6eI柑O B

HHXeHepHO･TeXHIneCRHX 冗 EaytIHもⅠⅩ　ⅨPyraX aTMOC4)ephI CTpaXa II

IIOJtO3PIITeJIhHOCT耳, tlTO rOTOB滋JIO rIOtIBy JtJISl HBoJIbⅢOrO TePPOpa"

TaIくXe XaI{ I B CJtytlae C IくOJIJIeXTHBⅡ3aI叩e丘H paCIくyJIatIRBaHHeM Ce的ac

yxe Tpy刀こHO CRa3aTh, EaCROJIhX0 060cHOZlaEHOii 6LIJIa aTa 6oph6a c BpeJtHTeJIEMH,

ROrO MOXHO 6hIJIO HaaBaTh ZlpeJtHTeJIeM, a IくTO I10CTpaJtaJI HeBPlHHO. Pa306paThC兄

a aTOM '3aJtatla He IICTOPIIKOB, a ⅡpaBOOXpaHHTeJIhHLIX OpraHOB･

Be3yCJIOBHO, B CTpaHe IIMeJIHCL JIX)JIM RPa危He HeAOBOJIhEhle BJIaCTLX) E

tlaCTHtIHO rOTOBLIe Ha BPa3和e6Hhle Jte益cTBRSl. IlpHtleM, JIEXBHRaqHSI H9na,

ROJIJIeIくTⅡBH3aIIIは　H paCIくyJIatIHBaHIIe aHatIHTeJIもHO PaCⅢHpHJIH HX p5IAH. 班

ne丘cTBHSI, XOTOpble MOXHO 6hIJIO KBaJIHQ)HIIHPOBaTb RaIくBpeZIHTeJIhCTBO, ⅨOHetlHO

3Ke, HMeJIH MeCTO.

C APyrO丘cTOpOIILI, HaCTOPa3RHBaIOT MaCⅢTa6hI 6opL6bI C BpeJtETeJI5IME H

HX XOJIHtleCTBO. BeJlh BO BPeMeHa H9Ila cBOJtRH Orny　4)HRCHPOBaJIH JIHⅢh

eJtHHHtZHLIe CJIytlaH TaIくOrO pOJta, a B 1930･e rr. BPeJtHTeJILCTBO BJtpyr

rlpHo6peTaeT MaCCOBhI丘　XapaRTeP. MoxeT　6LITh JteJIO　6hIJIO BOBCe IIe BO

BpeAHTeJISIX, a B MaCIZITa6ax HHAyCTPHaJIH3aIII相, B ee HerIOArOTOBJIeIIHOCTII ･

OTCyTCTBHH HyXHOrO tIHCJIa CI一eIIHaJIHCTOB, HeXBaTXe CpeJtCTB, MaTepEaJIOB,

OIlhITa II T.II. B rIOJIL3y TOTO, tITO MHOrIIe JleJIa　ⅡO BpeJIⅡTeJILCTBy　6bIJTH

EcKyCCTBeHHO pa3月yTLI E MHOrI‡e JHOJtH rTOCTPaJtaJIH HeBEHHO rOBOPⅡT H TOT 4)aRT,

tzTO B CBOe BpeMSI　ⅢHpOIくO pa3peRJIaMHPOBaHHLIe rlapTII丘HI'M pyIくOBOJtCTBOM

CCCP JIPeJtHTeJtLCIくHe JteJIa I -●IIIaxTHHCROel', -'npoMrlapTⅡH■t,川RpecTLSIHCRO丘

IlaPTI柑■l oⅠはaaJIHCh Cd)a6pIIROBaHHhIMm B IIOJlh3y aTOrO rOBOPIIT H TOT ¢aIくT, tITO

eⅡle B 1934　r. rlpORypOP BocTO｡HO･CII6才pCIくOrO I叩aSI B　40XJIaAe npOItypOpy

60TaMXe. ･月.26.Ill.796.
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CCCP oTMetlaJI, qTO HepeJtKO　■-6ecxo35I丘cTBeHEOCTh　Ⅱ　3JIOyrIOTpe6JIeI柑5I

t

rIHTaIOTCjI　3aMa3aTh CCLIJIⅨaMH Ha BpeJtHTeJILCTBO IくJIaCCOBO BPaXJte6HbIX

aJIeMeHTOBH.61

B cBSI3lI C EHJtyCTpHaJIH3aIIHeii, ROJIJIeItTHBH3aI叩e魚拓HX I10CJIeJtCTBHJlMH

ⅢpoH30ⅢJIO E PaCⅢHPeHHe 4)yHFIIH丘opraIIOB rOCyJtapCTBeH王IO丘6e30ⅡaCEOCTIt B

c¢epe o6ecIIetleHHSI COXPaI柑OCTH rOCyJIaPCTBeHHO丘co6cmeIIHOCTII. B 1930･e rr.

aTa　3aJtatla JIerJIa HeIIOCPeJtCTBeHHO Ha IIJIetIH HX COTPyJtHHXOB. BoHXCRHe

HoRpa3月eJteEH5I Orlly HaHP5IMyIO OXpamInH HaH60JIee BaXHLIe

rocyJtapCTBeHHLIe O6beRThI　(R IIPHMepy,　TOIIHeJIhHhIH yTlaCTOR

Itpyro6aiiRaJIhCIく0丘　3Xe.TIeaHO丘　FEOPOrH). OrIly 4)aRTHtleCIくH　ⅡOJttI証HSIJIaCh I

BOeIIHaIIPOBaI柑a5I OXpaEla XeJIe3HhIX JtOPOr II ⅨPyIIHLIX npeJtIIpHSITEii, a B 1932

r., ~益aR yXe HPHXOnHJIOCh OTMetlaTh, B BeJteHHe OIlny rlePeJtaJIH H

BOeHH3HPOBaHHyIO IIO⊃RapHyIO OXPaHy HItnC.

BaxHe丘HIe丘　3aJtatle点　Orlly　兄BJt51JICSI XOIITpOJIL　3a COXPaIIHOCTbm

rocyJtapCTBeHIIhIX MO6IIJIH3aI叩0ⅠIHhIX 3aⅡaCOB, ROTOphIM 3aHHMaJIHCL EHCⅡeKIIH5I

pe3epBOB IloJIIIOMOtIHOrO IIpeJtCTaBHTeJILCTBa OIIIly　Ⅱo BocTOIIHO･CH6HPCIくOMy

RpaIO E erO aXOIIOMHtleCIくH丘oTFteJI, 06ecTIetIHBaBHIH丘areHTypHOe O6cJIyXHBaHHe

MO6IIJIH3aIIIIOHHO丘pa6oThI.

C lleJILE)　COBePⅢeHCTBOBaHH5I CオCTeMLI OXPaHhl pyROBOJtCTBO

noJIHOMOtIHOrl0　ⅡpeJtCTaZ相TeJIhCTBa yCTPa∬Ba皿O rlepIIOFtHtleCIくHe IIpOBePIくH, Ilo

HTOraM XOTOPhIX IIpHHHMaJIHCh MePLI R ee yJIytIⅢeHHK). 9TII rIPOBepIくH

rtoaBOJIHJIH BLI5IBHTh MHOrO HeJtOCTaTIくOB. B tlaCTHOCTH, Ⅲp滋IIpOBepIte XpaHeHH3I

MO6HJIH3aIIIIOHHLIX peaepBOB B BypJIT･MoHrOJIもCIt0点　ACCP a 1933　r. 6LIJIO

ycTaHOBJIeH0, 1ITO COTPyAHHHaMH OIIIly He　■'06ecIIetleHa　ⅡOnHa5I COXpaIIⅡOCTh

MO63aI-aCOB,　6JIarOJIaP5I tlerO B CIくJIaJtaX BypKOOⅡCOIO3a BhISIBⅡJIOCh

BpeJtHTeJIhCICOe OTHOⅢeHIIe 冗 MO64〉oHJtaM: 4　BarOHa CyXOOBOIqe危JIeXaJIO B

orpaJte Z107t OTRPLtTLIM He6oM... B cRJIaJIe N9 14 XpaIIHTCSI tleThIPe BarOHa M:aCJIa,

Tapa Pa36HTa, Ha HeIくOTOPLIX　60tIRaX HMeeTC5I HJIeCeHh, MaCJ10　ⅩHIqHHtleCRH

PaCTaCRHBaeTCSI,　O tleM CBHJteTeJIhCTByⅨ)T CJteJIhl rlaJIhqeB,　T.X.　MaCJIO

Bhlrpe6aJIOCh PyIはMII. B HeROTOphIX　60tIRaX HeJtOCTaeT JtO　50%　MaCJIa一一. 62　B

Pe3yJIbTaTe　Ⅲ0　Ⅰ王TOraM ItpOBepRH HatlaJIhHHEy aXOHOMHtleCROrO OTJIeJIeHHSI

Byp5IT･MoHrOJIhCKOrO OTJteJta OIIIly CepoBy O6っ'5IBHJIH CTpOrII丘　BLtrOBOp C

rIOCJIeJtHHM IIpeJtyIIPeXJIeHIIeM "3a IIe O6ecltetleHⅡe areHTypEhIM O6cJIyXHBaI柑eM

MO6¢oHJtOBCRHX CRJIaJtOB-I. 63　BhtJIH HaJIOXeIIbI BaLICKaHHSI H elqe IIa p叩

coTpyJtHHROB Orlly, a TaItXe HaMetleH ⅢepetleHh MepOIIpESITH丘no HCIIpaBJIeHHJ)

61 IIItT. Ilo: HcTOPH3I CH6HPH. I T. 4. ･ C. 377.

62ApxHB HpIくyTCItOrO PyOCB PO. ･ ◎. 1. ･ OI一. 1. ･n. 36.

63 TaM: Xe.
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=onoxeHH兄(a-BⅡ3a-兄　areHTyPHO･0HepaTHBHO点　pa6oTLt･ 1巧cTⅨa

MO6HJIH3aI叩OHIIhIX CTPyIくTyp OT IくJIaCCOBO lyXJthIX aJIeMeHTOB H T.TI.).

EHIe　6oJIee CePもe3ⅠILIe HeROCTaTm yJtaJIOCh BLt5IBHTh B C耳CTeMe

BOeHH3HpOBaHIIO免oxpaHLI rOCyFtapCTBemLIX O61･eIくTOB･ TaIく, CKPHTa3日lpOBepIは

cocTO兄HHSI OXpaHhI TOHHeJIE･即rO ytlaCTIはKpyro6aL最ⅨaJIhCKO丘xeJIe3HOii FtOPOrII,

光eJIe3HOJtOpOXHLIX CTaH叩丑HmOIくeHTheBCIは5I I HpIくyTCIく, HpIくyTCIくOrO 3aTOHa lt

tlepeMXOBCMX yrOJthHLIX ⅨOI.e軌IIPOBeJteHHa5" HOtlh C 30 anpeJI3"a 1 Ma5" C

1 MaSl Ha 2 Ma3I 1932 r･ I10Ra3aJIa: oTCyTCTB牙e ⅡJZaHOB OXPaHLI H O6opoHhI Ha

60JIhIHmCTBe OXPaMeMLIX 06もeⅨTOB, He3耳aHHe tlaCOBもIMH CBOEX O6313aHHOCTeii,

HerOTOBHOCTL OpyXHSl R Jte丘cTBm) (rlyJIeMeTL1 -1MaRCHM'f), HeHC.IpaB耳OCTh

cpencTJ3 CJ13I3H I CErHaJIE3aI叩H･64 EJtmCTBemLIM 06もexTOM OXpaIISIBⅢHMCSHIO

BCeM IIPaBHJIaM OIくa3aJICSI XeJIe3rlOJtOPOXHhI点MOCT tlepe3 P. HpRyT, 3a tiro erO

oxpaHHI柑aM 6hIJIa 06もSIMeHa 6JIarOJtaPHOCTh.

OJtHOBPeMeHHO C y=HJIemeAq OXpaHもI pa3JTHqHLIX O6beHTOB pyⅨOBOJtCTBO

IloJIIIOMOqHOrO　ⅡPeJtCTaBETeJIhCTBa OrrIy HaIleJIHBaJIO IIOAtmEeHHhIX H Ha

ycE皿eHHe　6oph6hI C XⅡIqeH-M耳, OCO6eHHo ⅠIa TpaIICHOpTe. 3HatIHTeJI柑Oe

rlaJteHIIe ypOBZISI XH3HII HaCeJIeHI柑　B CBSI3H C IくOJIJIeIくTHBH3aI叩e点　E

H耶yCTPHaJ柑3aI叩e丘　rlpHBeJIO 冗 Pe3ROMこy pOCTy XHqeHH臥　TaIく, COrJIaCHO

JtaHHHM OIIIly Jl 1932 r･ Ha BOCTOtIH0･CH6HpCROM ytlaCTⅨe ToMこCRO最X. Jt. B Mae

6m0 3a如XcHpOBaH0 97 XHqeH曲, Ha HOTOPhIX yJtaJIOCL PaCRPhm nⅡEL 19, J}

Hx)Ee yXe 110 xEqeHⅠIii･滋3 ⅠIHX 31 pacKPhITO, a B HmJIe 133 XHⅡleHm nPH 26

pacRpLITLIX･ Pe3RO BLtPOC I王06rE･eM Ⅲ0XHIqeHHOrO･ HaItpHMep, eCJIH B Mae 1932 r.

cyMMa ylqep6a oT XHIZteHH益Ha 3a6a触aJILCRO丘X･Jt･ COCTaBma 2308 py6JIe軌TO

a HK)He ･ 24547　py6JZe点･ 65　B cB兄3滋　C aTHM pyROJ3071CTBO IloJIHOMOtIHOrO

rIPeJtCTaBIITeJIhCTBa OrITy TIpm5mO peⅢeHHe yBeJIHtmTb tIHCJIO rIOCTOB

cTpeJ一IくOBOii oxpaIIhI HltIIC, ycxopIITL PaCCMOTpeHIIe CJIeJICTBeHHLIX AeJI 0

XHHleI柑SIX I yCTaHOBHTL nepCOHaJILHyIO OTZleTCTBeHHOCTh pa60THHKOB

XeJIe3HO40POXHOrO TpaHCrIOPTa 3a COXPaHHOCTh rPy30B.

BoJIhⅢyIO pa60Ty OrIly IIPOBOAHJIO J3 BocTOqHOii CH6HPH H Ilo yCHJIeHm'

IlPOTHBOⅢOXa叩0丘6e30Ⅰ-aCHOCTH･ 0Ha oco6eHrlO aRTmH3EPOBaJIaCL I10CJIe TOTO,

Ran B HOtlh Ha 22 7teICa6psI 1933 r･ B qHTe OJtHOBPeMeHHO IIPOH30ⅠHJIO 3 RPymLIX

rIOXapa: cropeJI JtOM CoBeTOB, rJte pa3MeElaJIHCL BCe ITapTH丘HLIe I COBeTCme

opraLHIIaaIIHH 3a6a丘KaJIh5I, a TaRXe rOpeJIH aJlaHm TeJIerPaOa H O6ⅡleXⅡTHSI

HatzcocTaBa aBHa6pHraJthI ICpacHo丘ApMHm B cBSI3E C aTHM Orlly ⅡpoBeJIO

ⅢpoJlepRy rlpOTI柑0ⅡOXaPIIO丘6e30ⅠIaCHOCTH BCeX HPyrlmIX 3JtaI柑ii B BocTOtIHO･

CH6叩CROM RPae, a TamRe rIPOBePHJZO CO叩a.nhEht丘CocTaZI 06cJIy光HBaBⅢerO HX

64TaMXe. ･◎. 1.loll.2. ln.21.･JI.275･283.

65TaM3Re.･OII. 1. ･月.37-JI386.
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IIePCOIIaJIa I ⅡpOBeJIO erO tllECTIty OT IくJIaCCOBO tly判tbIX aJIeMeIITOBll, nocIくOJILXy

t

y耳でHHCRHe I10光apもⅠ 6bIJIH RBaJIH4)Ⅱ叩pOBaIIhI Ran JtEBePCIIOHIILt丘aIくT･

B EatlaJle　1930･X rr.　B CB3I3H C BO3H耳RⅢEMH B pe3yJILTaTe

ROJIJIeIくTI柑HaaIlⅡH Cepbe3HhIME rIPOJtOBOJIhCTBeHHLIMH TPyJtHOCT5IMⅡ 班 ItepeXOJtOM

R HOpMHPOBaHHOMy CHa6xemK) JIpOJtyIくTaMH COTPyZtHmaM OrIly B BocTOtIH0丑

CH6HPH IIPIIIIuOCb peⅢaTh elite OJtHy BaXHyIO aaJtatly ･ 06ecHeqEBaTも

coxpaI柑OCTもnPOJtOBOJILCTB滋SI H erO HOpMⅡpOBaHHOe ⅡOTpe6JIeHEe･ IlocROJZLRy a

xpae B yCJIOBH5IX OCTpO最HeXBaTRH tlpOJtOBOJILCTBH3I TIOBCeMeCTH0 ⅠIa6JIDJtaJIHCZ･

cJIyTIaH　6e3HaPSIJtHO最　ero BHJtatIH, OCO6eHHO XJIe6a, a TamKe BLIAaqH

rIPOJIOBOJIhCTBH5I　　ⅡO HCXyCCTBeHHO　　3aBLIⅢ柑HhIM　　3a5"RaM　(-0

如aJIHd)叩HpOBaJIOCh COTpyJIHmaMH OrrIy RaR BPeJtETeJIBCTBO) zL MapTe 1933 r･

6bIJ10 IIpHHSlTO PeⅢerlHe IIPOH3BOJ叩Th BLIJtatIH TIpOJtOBOJILCTBH5I CO CRJIaJtOB

TOJIhKO C pa3peⅢHTeJILHO丘　BH30丘　rlPeFICTaBHTeJIe丘　OrIly･ 66 TeM CaMLIM Ha

OrIly BO3JIO油CHJIH OTBeTCTBeHHOCTI'3a rIJIaHOBOe PaCXOROBaHEe llpOJtOBOJIhCTBHS(･

B　6oph6e c HpoAOBOJILCTBeHHhIMII TpyJIEOCTSIME a BocTOtIⅡ0丑　CH6HPH

coTpy月HmH OrIly rlpOmHJIH HaCTOiitIHBOCTb　滋　peⅢHTeJIhHOCTL･ BJIarOAapSI

HMeHrIO EX yCEJIHSIM yJtaJIOCL yCItelmO peⅢⅡTL PSIJt BOI一pOCOB. Tax, HallpHMep,

RaIt OTMetlaJIOCh B OJtHOM H3 IIPI柑a30B nOJIHOMOtIHOrO rlpeJtCTaZmTeJIhCTBa Orlly

B 4)eBPaJIe 1933 r., HorJta paaJIEB P. AHrapa CTaJI yrPOXaTt･ XJIe6HHM CKJIaJtaM B

r. tlepeMXOBO PyIくOBOACTBO KOHTOpLI "3aroT3ePIIO-●　pacTepJIJ10Ch E "JtaBaJI

JIOXHLIe CBeJteHHSI 0 rlpHH兄TLtX MepaX, CaMO EHRaIくHX Mep Ee llpHHHMaJIOl■･ 班

JIHⅢh "6JIarOJtap5I ECXJIK)qHTeJIbHOii　3HePrI相, peⅢHTeJIhHOCTH 冗 yMeJIOrO

JtHIHOrO pyIくOBOACTBa CO CTOpOIILI HatlaJI"ERa llepeMXOBCROrO Pa丑oTFteJIeI柑5I

IIII Orlly BCIt TOE. BaJIaⅢeBa'-　yJtaJIOCh　6hICTPO paarPy3HTL CIくJlaALI I

coxpaHIITh XJIe6･67 IlpIIMePOB I70JtO6HOrO pOJta MOXHO IlpHBeCTII tleMaJIO･ OtleHh

cJIOXHyIO H OTBeTCTBeHlIyIO aaJtatly rIOnO6HOrO pOEa COTPy叩ⅡRaM Orlly

IIPHImOCL peⅢaTh OCeHhX) 1932 r., ROrJta flo 3aAaHHD Iilt BItrI(B) I CHR CCCP

HM rIOpytIHJIH O6ecIIetIRTL HMHOpT KpyⅡHOii rlapTI柑CROTa H3 MoHroJIHH･ IlpH

aTOM HeO6XoJtHMO 6LIJIO MaRCIIMaJIt.EO COXpaHHTh rIOrOJIOBt･e I 3K旺BO点BeC CROTa,

a TaIくXe HHe JIOI-yCTHTh XHqeIIH丘H pa36a3apHBaHE点''･ IIpozleAeHHaE B ORTSI6pe

IlpOBepRa rIPeArlpmTH政一'CROTOHMI70PT''Ⅱ一一CoIO3MSICO" BhI朋EJIa ⅡX HerOTOBHOCTL

R aTO丑oltepaI叩H･ IloTPe60BaJIOCL aXTI柑HOe BMeⅢaTeJILCTBO COTpy.叩HROB OIIIly･

B pe3yJIhTaTe RaX nOJttlepMBaJI rIO3AHee H･Il･3HpHⅠIC: "HcRJTX"HTeJILHO

aHeprHtIHO丘　pa6oTO丘　opraHOB Orlly　…　6hICTpO II r10JZH0　6hIJIO Bu兄BJIeHO

申aXTIIqeCⅨOe COCTOJIHHe TPaIくTOB CxoTOIIMrIOpTa I MSICOIくOM6maTOB Col)3MSICO,

tITO JIaJIO BO3MOXHOCTL TaRXe　6LICTpO TIOJtrOTOBHTh TPaItThI K 6e3y6hITOtIHOMy

ItPOrOHy I MSICOROM6EHaTbI K MaCCOBO丘TIepePa6oTIくe CIくOTa･

66TaM Xe. ･JI. 13･14.

67TaMXe.･OrI.2.･n41.Ill. 103.
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Co3月aHHhIM HaⅢHME OpraIIaMH pe)ⅨHMOM Ha CIくOTOIIePerOI柑LIX TPaRTaX

t

I nyH苫TaX Hepepa6oTIくH CROTa, 06ecIIeleIIa　6LIJIa HaⅡPJlXeHHOCTE' I tleTIくOCTL

pa6oTもI CIくOTOHMrlOpTa滋CoK)3MSICO JtO l70CJIeJtHerO JtHSI OnepaIII相, I O6ecⅡetleHa

HeBOaMOXHOCTh XHIqeHII丘　H pa36a3apHBaHHSI CROTa II MSICa'-.68 3HatIHTeJILHO

rlepeBLIⅡOJIHeHHhIM OKa3aJICSI g rTJIaH aarOTOROK･

B IleJIOM Xe COTpyJtHHRaM rOCyRapCTBeHHO点6e30IIaCIIOCT甘ZL BocTOIHO丑

CH6HPH yJtaJIOCL yCⅡeⅢHO BhIHOJIHIlTh rIOCTaBJIeHHble llepeJt HHMH　3aJtatIH B

cd)epe oxpaHLI.

B 1930･e rr. opraHLl r10CyJtaLpCTBeHHO丘6e30ⅢaCHOCTII BocTOtIHO丑CH6HPH,

xaIくH Ilo BCeii cTpaHe, tZepe3 CHCTeMy ryJIAra ⅢpHHI…aJIH I CaMOe rtPSIMOe II

HellOCpeFtCTBeIIHOe ytlaCTIIe ZI CTpOHTeJILCTBe I一pOMhIⅢJIeHIIもⅠX, TpaHCrIOpT‡ILIX H

JtpyrHX　06もeIくTOB. Ilo JIHHI柑　OpraHOB rOCyJtapCTBeHHOii 6e30IIaCIIOCTII TPyJtOM

3aRJIK)tleEHhIX a pa3JtmHLIX pa最oEaX PerIIOHa 6hmO I10CTpOeHO (HJIE CTPOHJIOCh)

3Eat柑TeJIhHOe IくOJIHtleCTBO Pa3JIHIHhIX ItpeJtrlpIはTIは,　7tOpOr,　3AaI柑H,

coopyxeH放免H T.rl. Ilo cyqecTBy 6ecnJIaTHhI点TpyJI 3aIくJIX)tZeI柑hIX ryJIAra cTaJI

ztaxHLtM 4)aKTOpOM 6LICTpOrO I柑JtyCTPHaJILHOrO pa3BETHSI CR6HPH B JtOBOeI柑LIe

rOAhI.

IloxaJIy丘, oJtHO丘　H3 IIePBhIX　ⅢHpOKOMaCIHTa6Hz'IX aRIIH丘　TaROrO pOAa

IloJIHOMOtIHOrO IIPeJtCTaBHTeJIhCTBa OrIly rIO BocTOtIHO･CII6HPCIくOMy RPaIO CTaJIO

cTpOItTeJILCTBO 126 MO6HJIHaal叩OEHLIX CRJIaJtOB rIOJt 3ePHO II CeHO, HatZaBⅢeeC兄

Ilo peⅢeHHK) rlpaBHTeJIhCTBa B 1932　r. Orlly IIpeACTO5IJIO IIOCTpOHTh　56

3epHOCItJIaJtOB eMIくOCTI'KHIO 2000 T 3epHa KaXJthI丘H 70 ceHIILIX Ⅲ0 300 T.69 nJUI

pyItOBOJtCTBa aTO丘pa6oTO益, ee o6ecⅡetleItHSI H ROOpJIHHallI柑B COCTaBe O6ⅡlerO

oTJteJIa nPHⅢJIOCL CO3JtaTh, ⅨaX OTMetlaJIOCI' PaIIee, CIIeIIIIaJTLHH蕗I70AOTJteJI,

yICOMIIJIeRTOBaHHLIii EHXeHepHLIMH KapこPaMH. rIoaFtHee B CB兄3H C POCTOM

06もeMOB CTPOHTeJIhCTBa erO IIPeO6pa30BaJIH B CaMOCTO5ITeJIもHLIii oTJteJI.

B cJIeAyIOIqeM rOJty OrIly paaBepHyJIO a BocTOtIHO丘CH6HPH eⅡle 60JIee

rpaHJtHO3HOe CKJIaJtCROe CTpOIITeJILCTBO. B cooTBeTCTBHH C peⅢeHIteM CHK CCCP

B Xpae IIpeJtCTO5IJ10 ⅠIOCTPOHTh MO6HJIH3aI叩OHHhle　3epHOCRJIaAhI Ha　315 ThIC5Itl

TOHH aepHa. TaIく, TOJthRO B ItpacHO5IpCKe Tpe60BaJIOCh l10CTPOHTL 88 cKJIaACJtHX

3JtaHIは, a B HpIくyTCKe ･ 46 (IlOMHMO aTIIX rOpOJtOB CMaJtLI JtOJtXHhI 6LI皿Ⅱ

nocTpOHTL B KaHCRe, BepxHeyJIHHCKe II qHTe). PeⅢeHHe aTOii aaJtatIH

3aMeCTHTeJIL rlpeJtCeJtaTeJlSI OrIly CCCP r.r.5IroJta　ⅡOpytIEJI IloJIHOMOtIHOMy

ItpeJICTaBHTeJIhCTBy Orlly Ilo BocTOtIHO･CH6HPCIくOMy XPa10. nJISI ee BhlrIOJIHeI柑SI

H.Il.3HpHHC tTpI柑5IJI peIEeHHe OPraHH30BaTh CI一eIIHaJIhHhle IIpOpa6cI柑e ytlaCTItH,

pa6otlyX) CHJIy Ha6paTL a OCHOBHOM Ha tIHCJIa　3aIくJIDtleEHLIX B TPyJtOIくOJIOEml,

aJtMHHHCTpaTHBEO CCLIJIhHLIX H CrleIlrlepeCeJIeHIleB･

68TaM Xe. ･JI. 116.

69TaMXe.･011. 1.lE.21.･JI.232.
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B I10CJIeJtyIOⅡ叩e rOPtLI O61,eA4LI CTpOHTeJthCTBa II XOJIⅡtZeCTBO pa3JIHtlHhIX

(

cTpOHTeJIもHLtX O6beRTOB OpraHOB rOCy月.aPCTBeHHO点6e30ⅡaCIIOCT耳　B BocTOtIH0丘

CII6ⅡpH HeⅡpePLtBHO yBenHtIⅡBaJIECL, a CJIeJtOBaTeJIhHO POCJIO II TlHCJIO Jlarepe益

ryJIAra zI PerⅡOHe II tlⅡCJIO ⅡⅩ 06HTaTeneii.

IloMEMO CTpOIITeJILCTBaーpaaJIHtIHLIX O6TheRTOB a 1930-e rr. opraHLt

rocyJtapCTBeHHO丘6e30ⅢaCHOCTH ItpEHHMaJIH CaMOe aItTHBEOe ytlaCTIIe 冗 B C60pe

cpeJtCTB Ha EHAyCTPHaJIH3aIIIIK), tITO 5IBJlSIJIOCb TOT.Jta OJtIIO点H3　BaXfIe丘ⅢEX HX

3aJtatI. 9TO ytlaCTHe ltpOSlBJI5IJtOCもB AByX OCHOBHLIX卓opMaX.

IIpexJte BCerO, aTO JIHtIHOe ytlaCTIIe COTpyJtHHXOB rOCyJIaPCTBeHHOii

6e30ⅡaCIIOCTH a C60pe cpeJtCTB　-　ⅡpHO6peTeI柑e O6JIHraI川虫　rocyJtapCTBeHHHX

･3a益MOB, JteHeXHhle I JtpyrHe rIOXePTBOZlaHIはH T.n. TaIく,一HaI一pHMep, ZI 1932 r. B

tleCTh　15･JteTIISl BtIR･OrIly　60益qhI I EOMaHJtHPhI　20･ro noJIKa　2･ii

3KeJIe3ⅠIOJtOpOXHO丑6pHraJtLI BOiicIt Orlly (3a6a触aJIhCIは5I X.Jt.) IIpeJIJtO)mJIH

co6paTL JteHhrH Ea I10CTPO丘Ⅸy caMOJIeTa "BocTOtIHOICII6HpCIくH丘　tleItHCT'I. Hx

HHIHIHaTHBa IIOJIytIHJIa I10nHyK) Ⅱ0朋epXKy pyItOBOJtCTBa IloJTHOMOtIHOrO

IIpeJtCTaBHTeJILCTBa Orlly flo BocTOtIHOICII6HPCIくOMy KPaIO a 6LIJ1 0PraI柑30ZlaII

c60P cpeJICm CpeJtE COTPyJtHHROB Orlly I BOeHHOCJIyXaⅡ叩Ⅹ I10rPaHOXpaHhI H

BO丘cR Orny.7C

rJ一aBHO丘　xe　3aJtatle丘　zl aTOii cd)epe JteSITeJIhHOCTII OPraHOB OrIly

5IBJIEJIECh BhISIBJIeHHe H滋3もJITHe IleHIIOCTeH y OTJteJILHもIX XaTerOpII丘HaCeJIeHIは.

leak OTMelaJtOCh B OJtHOM H3 IIPI柑a30B Ilo BOCTOtIHO･CII6HPCROMy rIoJIHOMOtIHOMy

ⅢpeJtCTaBHTeJIhCTZly Orlly　3a　193l r.:　HCBOeBPeMeHHOe BhISIBJIeHHe

''Ry6LIⅢetIHhtX"　¢oHJtOB EaITMaHCTBa　抜　BC5IⅨOrO P叩こa　6hIBⅢHX JIDJteA,

cTPeMSIqEXCSI 冗 HeJIeraJILHO丘　ⅡepeItPaBe　3a rPaHHIIy C HaIt0ⅡJIeII正月MH I

IIpeCetleHHe aTⅡⅩ CTpeMJIeHH軌a TaIくXe yTetIRH, JtO6LtBaeMOrO B Kpae, 30JIOTa Ilo

BCeBO3MO)ⅠCHbIM HeJIeraJIhIlhIM RaHaJIaM　'　3aH5IJIO BaXHeHHIee MeCTO BO BCeH

cIICTeMe Pa6oTLI 60JILIHHHCTBa OpraHOB Orny''.71

9Ty 3a月こatly TIaPTIIiiHO･rOCyJtaPCTBeHIIOe PyIくOBOJtCTBO CTpaHhI I10CTaBHJIO

ItepeJt OpraHaMH Orny B 1930　r. nJISI ee peⅢeHHSI C 1 oRTJI6psI 1930　r. B

orlePaTI柑HhIX CemOpaX nOJIHOMOtIHOrO IIpeJtCTaBHTeJIhCTBa Orlly H BypSITI

MoHrOJILCIくOM OTAeJIe Orlly 6bIJIH CO3JtaHhI CIIeI叩aJIhHue OⅢepaTHBHLIe rpyTIIILI

I70　6opL6e c ItOHTpa6aHJtOii. 06Ⅱlee pyIくOBOJtCTBO H KOOPJtHHaIIHX) HX

JleSITeJ一hHOCTH B03JIO3K甘JIPl Ha OrlePaTHBHOe OTJteJIeHⅡe yrlpaBJIeI柑5I IIOrpaIIHIHO丘

OxpaHhI E BO丘cIくOrrly noJIHOMOtIHOrO ⅡPeJtCTaBHTeJILCTBa, XOTOPOe BO3rJIaBJISIJI

A.H.IleTPOtlyIく. C 1 ⅡmJISI 193l r. JIJI5I yCHJIeHH3I aTO丘pa60TbI B OrlepaTⅡBHLIX

ceRTOpaX A BypJIT･MoHrOJILCIくOM OTJteJIe Orlly co3AaJIH CIleqHaJIhHI'Ie

oTAeJIeHH5I rIO 6oph6e c IくOHTpa6aHJtO丘(I COOTBeTCTBeIIHO yBeJIHtmJIHCh IZITaTLI

70TaMXe. ･OI一.2. ･JI.41. ･JI.54.

71TaM Xe. loll. 1.･ヱⅠ.26. ･JI.93.
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coTpyAHHROB Orny), a BO BCeX Pa点omLIX OT-eHH兄X CTanH CO34aBFThC兄

rpyrlⅡhl rIO　6oph6e c IくOHTpa6aHJtO乱　PyItOB叩こCTBO IIMH BO3JIOXHJIH Ha

HatlaJIhHI柑a yllpaBJIeHH5日10rpaHHtIHO丘oxpaIILT H BO点cIくOIIIly, a B HpRyTCIくOM

ceIくTOpe aTy Pa60Ty JleJIO CrleIIIはJILEO CO3AaHHO益　B COCTaBe yZ一paBJIeHmI

ItOrPaHHtIIIO蕗　oxpaIIbI OTJteJTeHHe I10　6oph6e c ROHTPa6aHJtO臥(HatlaJILHHR

oTReJIeHHSI ･ BapaHOB). CBOK) pa60Ty aTH OTJteJIeHHSI BeJIH B CaMOM TeCHOM

ⅨoHTaIくTe C 3ⅠくOHOMHtZeCIくHMH CTpymypaMH Orlly.

IlpoBeJteHHもIe peOpraEH3aIII柑　rl03BOJIHJIⅡ　3HalHTeJILHO　ⅡOBLICnTh

pe3yJIhTaTHBHOCTh JteSITeJIhHOCTII OrrIy. TaIt, B TetleHHe 193l r. 6hIJIO II3別ITO

IteHHOCTe丘, XoTOphle maJIH中HIIHPOBaJIHCh mIt　ⅨOHTpa6aHAa Ha CyMMy 1

MHJIJIHOII 633 ThICJItIH 243 py6JISI. Ha HHX B TIepBOhf I10JIyrOEEH (JtO CO叩arlHSI

o-iJteJIeHH益TIO 6oph6e c ROHTpa6aHJtOii) Ea 653 TもIC5ItIH 578 py6JIeii, a BO BTOpOM

･ Ha 979 ThIC5ItI 665 py6JIeii.72 B TOM tmCJIe H37teJIH丘H3 30JIOTa (cJ川TIくH, HmHXTa,

MOHeTbI E T･Ⅱ.), JtParOIleHHhIX HaMHe丘, a TaRXe HHOCTPaHIIOii BaJIKnhI Ha CyMMy

l MIIJIJIHOH　35 TLICSItI 412 py6JIe臥　CoTPy月HHXH OrITy II3TZ,SIJIH TOJIhXO 30JIOTa

571,4　xr･ 73　3a JtOCTHrHyTもIe I10Ra3aTeJIH　24　CoTpyJtHHXa rIoJIHOMOtIHOrO

IIPeJtCTaBHTeJILCTBa OrIly I10　HTOraM r叩a　6hIJIH HarPa3和eHhI HMeHHhIMH

30JIOThIMH H CePe6pSIHLtMH tlaCaMH 刀 IIHCTOJ:こeTaMII ■-KopoBHH一一.74

B TIOCJIeAyK)qHe rOかI CTaJIH IIP a IくTmOBaThCSl TBePJthte

IIeIITPaJIH30BaHHLTe HJIaHbI flo II31･jITHm IleHHOCTeii. IIpHtleM, AOCTaTOtIHO

BhICORHe, tITO IIpHBeJIO IくCHHXeHHX) Pe3yJILTaTHBHOCTII aTO丘pa6oThI. Tax, yXe a

KO叩e CJIeJIyIOHIerO 1932　r. 班.rI.3HPHHC 6hIJI BLIHyXJteH IくOHCTaTItPOBaTh, tITO

''pa60Ta HaIZIHX OpraIIOB HO H3MTHX) 30JIOTa, BaJIX)TLI H qeIIHOCTe丘rIPOTeIはeT

MeJtJIeIIHO, Ilo pa3MaXy HeJtOCTaTOtIHO　耳　rlO JtOCTHrHyTLIM Pe3yJIhTaTaM B He危

COBepⅢeHHO HeyJIOBJIeTBOpltTeJILHO.

15･Sl rOJtOBqHHa OpraHOB BIIIt_OrITy　3aCTaeT HaC C HeBhITIOJIHeI柑hIM

eⅢIe　6oeBLIM　3aAaI柑eM ITpaBHTeJIhCTBa I KoJIJIeIⅦH Orny''. 75 07tHaIく0　打　B

ycJTOBH5IX CHHXeI柑5I rIOKa3aTeJIeii oTJteJILHLIe ItOJtPa3JteJIeHH5I IloJIHOMOtIHOrO

ITPeJtCTaBHTeJILCTBa CyMeJIH BhIl70JIHHTh I10BLIIHeHHLIe　3aJtaHI相, XaIく　HaIIPHMep,

aXOHOMHtleCROe OTJteJIeHHe (HatlaJIhH滋R　5I.H.ltocHHeHKO) ltpacHO5ZPCROrO

orlepaTHBEOrO CeIくTOpa OIlrly.

Ba3m0丘3aJtatle丘opraHOB rOCyJlaPCTBeIIHO丘6e301一aCHOCTH a BocTOtIHO丘

CⅡ6HpH　兄BJZmaCも　6opも6a c aROHOMmeCRO蕗　H yrOJIOBHO益ItpeCTyrIHOCTLD, a ,

TaRXe IくOHTpOJIh 3a JtPyrHMⅡ ⅡpaBOOXpaHHTeJILHhIMH OPraHaMH I 刀pe)RJte BCerO

72TaMXe.･OrI.2.･R.21.･JI. 157.

73TaM3Ke. ･JI. 159.

74TaMXe. ･OrI. 1.･R.26. ･JI. 193･194.

75TaM Xe. ･JI.915.
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3a MHJIEIIHeii. 76 ⅠtaIく　Mhl yXe B叩eJIE COTpyJIHI柑H rOCyJtapCTBeI柑0丘

(

6e30TIaC_HOCTH IIPHHHMaJlH CaMOe aRTI柑EOe ytlaCTIIe B 6opL6e c 6aHJtHTIIaM:OM,

ROHTPa6aHAO点, ⅩHqeHHSIMH 冗 Apyr･EMH BHJtaMH HpeCTyHJIeHⅠIA･ Ilp-eM, ORE

60poJIHCL He TOJILRO C CePLe3HHMH　ⅡpeCTyIIJleHmME, EO II C　06t･ItlHLIM

xyJIⅡraIICTBOM. Ha aTO HX　ⅡePHOJtHtleCIくH HaIIeJIHBaJIO PyItOBOACTBO BOCTOtIEO-

cII6HpCIくHX OPraHOB rOCyJtaPCTBeHHO丘6e30IIaCHOCTII･

Oco6eI柑0　6oJILⅢOe BHHMaHEe yAeJI5IJIOCh pa6oTe MHJtH叩H. ItaIt

H3ZIeCTHO, B HatlaJIe 1931 r. B CB5I3H C HeJtOCTaTRaMH a Jte兄TeJIhHOCTE MHJIHqEH

rlocTaHOBJIerlHeM IIHlt H CHIC CCCP IIa OPraIILI OrIly　6LIJIO BO3JIOXeHO

pyROBOJtCTBO MEJI叩He点H ee BMK)tIⅡ皿H B CTpyIくTyPy Orlly･ Ha pa60Ty TyJta

HaIIPaZIHJIE MH0ⅠⅦX OrILITIILIX COTpyJtHmOB rOCyJlaPCTBeHHOii 6e30rlaCHOCTIt･ B

tza占iHOCTH, rl0CJIe llOJttIHHeHIISl MIIJl叩HH OrIly I王atlaJIbHmOM yIIpaBJIeⅡmI

Pa6otle･KpeCTh5IHCRO丑　MⅡJI叩HH BocTOtIHO･CII6ⅡpcIくOrO　Ⅸpa兄　Ha3HatIEJIH

KaBaJIepa OpJteEa ItpacHOrO　3HaMeHH 0.M.ICpyMHHa, Pa6oTaBⅢerO B OpraHaX

rocyAapCTBeHHO丘　6e30ⅠIaCHOCTH C 1919　r. OAHOBpeMeHHO OH　5IBJISIJtCSl

I10MOIqHHKOM IloJIHOMOIIHOrO rIPeJtCTaBETeJISl OrI一y Ⅱo MEJImIHH･

IloMHMO HeTIOCpeJtCTBeHEOrO pyIくOBOJtCTBa MHJI叩He丘OrIly ycIIJIEBaJIa

ROHTPOJIH 3a Hex)･ HHcrpyRTHBHhle JtORyMeEThI Orlly Tpe6oBaJIH: "Ilo M-HIIEH

･ 3aHMeTh月OCTaTOtIHOe OCBeJtOMJIeHHe Ha 10 I 071HOrO I BhISIBJISlTt･ rIOJIHTHRO■

MOpaJIh冗Oe COCTO5IHHe, aHTIICOBeTCIくtle rlpO兄BJIeHm, aJIOyTIOTPe6JIeHHSI Ilo

cJIyX6e lt　3aCOpeHHOCTh-'. 77　RpoMe TOTO, Orlly ycTPa滋BaJIO PeryJISIPEhle

ItPOBepXH Jte兄TeJIもHOCTH OpraHOB MHJIHIIⅡH･ rlpII aTOM OCO60e BHHMafIHe

o6paⅡIaJIOCb Ha COllHaJIhHt,Ⅰ最　CocTaB MHJl叫HH, CO6JI氾JteHHe　3aIくOHHOCTH H

cJIyXe6EyIO JtHCl叩ruⅡHy. CoTPyJtHHXaM Orlly BocTOt柑0丘　CE6HpH yJtaJIOCh

BLI3IBHTh 3HatZHTeJILHOe IくOJIHtleCTBO EapyⅢeHH危H JtOJIXHOCTEhIX ⅢPeCTyIIJIeIIH丘

zl p叩aX MⅡJmllHH･ TaIく, HaIIpIIMep, HX yCIIJZH3IMH B 1932 r･ 6Lua PaCRphITa

ITpeCTyItHa∬ rPyTIIIa B rOP叩こCROM yI一paBJIeHI柑MHJIHIIHH r･ ItHpeECI{a, a XOTOpyIO

BXOJtHJIH CTaPIHH丘　yI10JIHOMOtleHH王'Ⅰ丘　oIIepaTHBHOIPO3LICRHOrO OTJteJIeHH5I

M.5I.Merpe, I10MOqHmH ynOJHOMOtleHHOrO A･Il･HcaI{OB, B･H･BocTpeI10B,

H.IlpoIHyTHHCIくH丘H BOp･peIIHJtHBHCT Bep3m･ MHJI叩HOHephI a CeIIT5I6pe 1931 r･

3apこePXaJIH rPyllrly BOpOB'PeIlfIJtHBHCTOB　Ⅵ　BCTyⅢHJIH C OJtHHM II3　EHX I

Bep3HHbIM B IIPeCTyIIHLI益croBOP. OHII OTHyCTIIJZH erO, OJIHOBpeMeHH0 04)OPMHJIH

J10RyMeHTI,I Ha IIO6er I O61,5IBHJm pOahICR. B3aMeH Bep3HH CTaJI COBepIHaTb

Kpa3KH flo HaBOJtHaM MHJIHIIHOHePOB, Hepe脚0 0m Ctla6xaJIE er10 HeO6XoJtHMhIM

HHCTPyM:eHTOM (OTMhltmH I T.rI.). 3aTeM　6oJIhⅢaSI tlaCTL BeIqe丘　5IRO6hl

76 9TOT IくOHTpOJIL TIpeCJIe月OBaJI ⅨaIくTIpOBepfCy OpraHOB MIIJIHIIHH Ha IIpeAMeT ItX

ItOJ柑THtleCRO丘JIO5IJIhHOCTH H KJIaCCOBO益tIHCTOTLI, Tax H a申4)eRTHBEOCTt'6opL6LI

C IIpeCTynHOCTLE)･

77ApxHBHpIくyTCIくOrOPyOCBP◎. ･ 0･ 1･ ･ OIl･ 1･ ･JI･ 22･
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Ea的emag AqEnE叩e丘BO3BpaElanaCh ｡OTepⅢeBHHM･ aa TTO MH皿-0FePLI

IIOJIytlaJIH IIpeMEaJILHOe BO3ⅠIarPaXJteHⅡe, OJtHOBPeMeHIIO OHH O6ecⅢet柑Ba皿H I

6oJILⅢ0丘ⅡpoqeHT ''pacKPhIBaeMOCTHH Ilo RPaXaM. npyryE'tlaCTb yRPaJteHHhIX

丑eqe丘Bep3m rlPOJtaBaJI Ea PbIHRe, ⅡPHtleM Hepe耶O M-H叩OHephl rIOtZTH

Cpa3y　3Re H3LtMaJIH HX y IくyⅢEBⅢⅡⅩ　mIく　BOpOBaHIIhle. HaLII6oJIee　3Re IIeHZIhle

BeⅡ叩ⅡpOCTO IIPHCBaI柑aJIHCL･ BLIpytZeHHLIe JteHもrH tZJIeHLt IIpeCTyEHO丘rpyⅢⅡhl

JteJIⅡJIH Me耶y CO6oB･ rIoMHMO aTOrO Bep3HHy　6huE BZ･ⅠJtaHLI OpyXHe　Ⅱ

MHJI叩e丘cRa51申opMa A OII IIOJt B叩OM MHJI叩EOHePa I10CeⅡIaJI HOCeJIm

cⅡeI叩ePeCeJIe叩eB H OT6HpaJI IleHHhle BeI叩　y HX O6ETaTeJIeii･ rpyⅡIIa

6eaHaRa3aEEO Jte点cTBOBaJIa 6 MeCSlIIeB I PaCXPLITL ee yJtaJIOCh.nHⅢh 6JIarOJtaP5I

BMeIⅡaTeJIhCTBy EeⅡOCpeJtCTBeIIHO IloJIHOMOtZHOrO rlpeJtCTaBHTeJILCTBa OrrIy.

BIc-ex ee ytlaCTH-OB 3a COBePⅢeHHLIe nPeCTyT"eHHSI HPeJtaJZH CyJty BOeHHOrO

TPH6yHaJIa.78

HecoMHeHHO Jte兄TeJIhHOCTL Orlly cI.OCO6cTBOBaJla HeROTOpOMy

yJIyTlⅢeIIEK) Pa6oTLI MHJZ-HB･ BMeCTe C TeM, B AyXe BpeMeHH OCHOBEyIO

np肌EHy TuOXOii pa6oThI M-HIIHH Orlly czu3hZBaJIO C "3aCOPemOCTもめ･･ ee

"RJIaCCOBO･tly耶HM I pa3JIOXHBⅢHMCSI aJIeMeIITOM･･･ 79 noaTOMy H OCHOBHO丘

MeTOJt yJIytlnleHHSI pa6oTLI MHJZ叩HH Orlly B叩eJIO B IlPOBeJteI柑Ⅱ

rlepIIOJtHtleCIはⅩ tIHCTOIくee COCTaBa H B TIpH3LtBe Ha CJIyX6y B M打JIEqHK) tIJIeHOB

BIm(6) H BJIRCM I.o HaIIPaBJIeHHSM Pa触oMOB IIaPTHH.

HaH6oJIee Mpat"0丘　H TPaLrHtleCXOii cTpaH叩e点　zL HCTOPI柑　OpraHOB

rocyJtaPCTBeHIIO孟6e30ⅢaCHOCT耳CTaJIH rOJILI T･H. .lBoJIhⅢOrO TepPOPa" (1936･

1938)･ HMeEEO C peIIPeCCH兄M, HaK IIPaBHJIO, aCCOIIHHpyeTC兄3 06ⅡleCTB｡HH｡M

CO3HaI柑H Jte5ITeJIhHOCTL OpraHOB rOCyJIaPCTBeXHOii 6e30rlaCHOCTH a 1930･e rr. H

aTO IIe CJIytla紬O･ TaROBL. 6hIJIH MaCHTa6LI I HOCJIeACTBH5I aTO蕗rpaHJtHO3HO五

aIくqHE.

mOJtrOTOBRa OpraHOB rOCyJtaPCTBeHH0丘　6e30ItaCHOCTH E　一･BoJIhⅢOMy

TePPOPyH BeJIaCL C HatlaJta 1930･Ⅹ　rr. He　5IBJISIJIaCも　HCItJIDtleHHeM a aT｡M

ITpO叶eCCe I BocTOtIHa5I CH6才PL.

It aTOMy HX COTpy･叩EROB I70CTeITeHHO rOTOB-　qeJIhI点　p5IJt

B3aHMOCMaaHHhIX jIBJIeHHA･ rlpe耶e ZICerO, aTO Pe3ZtOe paCⅢHPeH耳e C4)epLI

JteETeJIhHOCTE OPraHOB rOCynapCTBeHHOi1 6e30rlaCIIOCTII B CZM3H C rlePeXOJtOM R

HHAyCTPHaJIE3al叩H 刀 ROJIJIeRTHBH3aI叩H, COnpOBO)和aBIIIeeC5T y)ReCTOtleHHeM

MaCCOBOii ⅡoJ柑THKH･ He cJIytlaiiHO IIHpHyJISIpHHe AOXyMeHThI Orrly HatlaJIa

1930･X rr･ MePy HaRaaaHH51 3a T･H･ I10JIHTHtleCRHe rIPeCTyITJIeHH5日IO IletlaJIbHO

3HaM･eHHTO丘　581ii cTaTLe yIt PCOCP cTaBHJIH B IIPSIMyZO　3aBHCIIMOCTL OT

coI叩aJIhHOrO IIPOIICXO3RAeHHSI O6BHHSIeMLIX.

78TaLMXe. ･R. 26. ･ JI. 570･571.

79TaMXe. lE.37. -JI. 112.
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CoTPyJtHHXOB rOCyJtapCTBeHHOii　6e30ⅡaCIIOCTIi R　■-BoJIhⅢOMy TeppOpy一一

roTOBⅡJI? 冗 bee 60JIee paCImp兄BⅢa兄C兄nPaRTHRa nPHMeHeHH=HeCyJte6HilX

peIlPeCCHii (rIPOTHBO3aROI柑hIX Ilo CaMO丘　cBOe点cyTH), ROrAa CyIZteCTBOBaBⅢHe

IlpH nOJtHOMOtIHもⅠX IlpeJICTaBHTeJIhCTBaX OrrIy　'-Tpo丘RH一一　6e3　Cy月a

ITpHrOBapEBaJIⅡ　JIHII, 06BHHSIeMLIX B　ⅡOJIHTHtleCREX IlpeCTyIIJIeHHJIX, R

pa3JIHtIHもIM MepaM HaRaaaHHSI BTIJIOTh Flo PaCCTPeJIa. IlpI王tleM, MaCETa6LI

Jte5ITeJIhHOCTH .lTpoeK", H B tlaCTHOCTH, BOCTOt柑0･CII6HPCRO丘, HeIIPephIBHO

BO3paCTa.TIH. B aBryCTe 1933 r. B nOJIHOMOtIHOM IIPeJtCTaBHTeJIhCTBe Orrly Ilo

BocTOtIEO･CtI6HPCKOMy XPaⅨ) IIHpRyJIJIpOM　3aMeCTHTeJI3I rlpeJtCeAaTe.TI5I OrIly

CCCP r.r.5IroAhI a CBSIaH C 6oJIhruO丘3arpyXeHHOCThX) OCHOBEOii ''Tpo触Hl'6hIJIa

o6pa30BaEa eqe OJIHa AOIIOJtHHTeJIbHaSI　一一Tpo点Ra'., ZIa KOTOpyDD BO3JIOXHJIH

ⅡpHhieHeHHe BIIeCyJte6HhIX PeⅢpeCCH点　IIPOTHB HaPyIHHTeJIeii　3aIく0ⅠIa 0

ItaCIIOpTH3aI叩臥80 rlocJIe ⅡpeO6pa30BaHHSI J3 1934 r. OrIly B HKBn ⅡpaKTI柑a

BHeCyJIe6HhIX peIIPeCCHii coxpaHHJIaCh. rIpII HItBn CCCP cTaJIO Fte点cTBOBaTh

Oc060e coBeIIIaHHe, HaJleJIeIIHOe HeO6ⅩoZIHMLIMH JtJI3I aTOrO IlOJIHOMOtIHSIMH, a

BCIくOpe IIPII PerHOHaJIhHhIX yIIpaBJIeI柑5IX HItBn 6hIJIH BOCCO37taHH ''Tpo丘RH■■ c

aHaJIOrIItIHLIMH ⅡOJIIIOMOtIH5IMⅡ.

IlpII6JIHXaJIH ''BoJIもⅢOii TePpOP" H TaREe　ⅢHpOROMaCHITa6ⅠIhle aI叩滋H

xaR PaCItyJIatIHBaHIIe, 6oph6a c BPeJtHTeJthCTBOM 刀 PeJIHrHe丘coIIPOBOXJtaBⅢ滋eCSl

MaCCOBLIMH　6e33aKOHI柑MH, XepTZ,aMH ROTOpLIX B BocTOtZHO点　CII6EpE cTaJIH

JteC51TRH TI'ICSItZ EH B tleM He llOBHHHLIX JIX)Jteii.

TaIt,　B tlaCTHOCTH,　COTPyJtHHRH rOCyJIapCTBeHHO丘　6e30maCIIOCTII

BocTOtIHO丘　CH6HPH rlpHHIIMaJIH CaMOe aIくTHBHOe ytlaCTHe B aHTHpe.TIHrHO3rl0点

I10JIHTme BItIl(6). KaⅨ　H3BeCTIIO, Ha Py6exe　1920･Ⅹ ･ 1930･X rr.

ROMMyIIHCTHtleCXa5I IIapTHSI HatlaJta peIⅡHTeJtLHOe IIaCTyIIJIeHHe Ha peJIHrHK)･

IloJt Pa3JIHtmLIMH ⅡpeJtJIOraMII (oTRa3 B perHCTPaqHH O6Ⅱ叩ELI, HeO6XoJtHMOCTL

peMOHTa XPaMa H T.Il.) XpaMLI　3aRPhIBaJIHCh H KOH申EcROBhIBaJIPlCh.

OJtHOBPeMeHHO ItPⅡ rIOMOruH "Col)3a BOIIHCTByIOIqHX 6e36oxHI柑OB" y HaCeJIeI柑5I

oco6eHHO y MOJIOJteX五〇opMHPOBaJIH OJtIIO3HLI危06pa3 CB5IqeHIIOCJIyXHTeJISI EaK

TyHe叩Ila, CTSIXaTeJI5I H　ⅨOHTPPeBOJIX)IIHOHePa. BaxHe丘HIe丑4)opMO最6oph6hI C

peJIHrHe丘cTaJIH A peIIpeCCHH rlPOTHB AyXOBeIICTBa. B aTO BpeA45I a BocTOtIHyIO

CH6HPh Ilo O6BHHeHHX) a aETHCOBeTCIく0丘H ROHTpPeBOJIKqHOHIIO丘AeSITeJIhHOCTII

6LIJIO COCJIaHO　3HatIHTeJIhHOe tIHCJIO erO IIPeJtCTaBHTeJIeii. Ho lt　31IeCh

ⅢpOJtOJIXaJIOCh HX rlpeCJteJtOBaHHe･

PyIくOBOJtCTBO rIoJIHOMOtIHOrO IIPeJtCTaBHTeJIhCTBa Orrly I10　BocTOtlHO･

CII6HPCIくOMy RPaIO B HatlaJIe 1933　r.式aTerOpIItleCRH rIOTPe60BaJTO OT CBOEX

coTPyJIHI柑OB yCHJIeH滋SI 6opL6ht C JtyXOBeIICTBOM H CeIくTaHTaMH. ToT 4)aIくT, tITO ZI

TetleHHe 1932 r. B qHTHHCIくOM OrlepCeRTOpe OrIly peHpeccHpOBaJIH 12 cchIJIhmⅠⅩ

80TaMXe.･0. 1.･011. 1.･R.34.･JI.99,100.
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cBSHZteI柑OCJIyXHTeJIe丘, a a RpacEOSIPCIくOM OIlepCeIくTOpe I BypSITIMoHrOJILCItOM
l

oTJteJte-OIIIly TOJIbRO Ⅱ0 5 6LIJI paCIleHeE RaIく川HelIOOIleHIは6oph6hI XJIaCCOBOrO

BPara". 81 He ocTaJIOCh　6e3　BHI‡MaHHSI OrIly 冗 MeCTHOe JtyXOBeECTBO.

PyItOBOFtCTBO nO.TIEOMOtIHOrO IIPeFtCTaB打TeJIhCTBa B CBOHX JtHpeIくTEBHLIX

AORyMeHTaX TPe6oBaJIO: "BaJITL BCe JtyXOBeIICTBO Ha ylleT, rIOBCeJtHeZLHO

BLUIBJI5ITh EX AeSITeJIhEOCTI, …　BLt31BHTt, BCe HMeX)IItEeCSI CeIくThI, ⅨOJIEtleCTBO

RaXJtO丘cexThI H HX PyROBOAHTeJIeか■.82

07tHO丘　H3　aI叩H益　IlpeJtIHeCTBOBaBⅢHX HBoJILIIIOMy TeppOpy'-　H

roTOBI柑IIIⅡⅩ　erO JlBJISIJIaCh BHyTpIIIIaPTII丘HaSI tIHCTKa 1933･1934　rr., cTaBIIIaSI

J10rHtleCRHM ⅡpOJtOJIXeHHeM 6opL6hI 班.B.CTaJIEEa I erO CTOpOIIHHXOB B 1920･e

rr･ーTPOTHB OⅢⅢ03HqHOHHhIX TeqeHH孟H rPyⅡn B BltIl(6)･′

B BocTOtIHO丘　CII6Hp滋　aTa tIHCTICa nPOXOJtHJIa OCO6eHHO XeCTIt0. E丘

IIPeAⅢeCTBOBaJIO CIIeI叩aJILHOe I10CTaHOZmeHHe llIt Bull(6), B ROTOPOM pa60Ta

BocTOtIHO･ CII6HPCIくOrO I叩aeBOrO KOMHTeTa ItaPTⅡH　　6hIJIa IlpH3HaHa

Hey月こOBJIeTBOpHTeJIhHOii. Ilk cMeCTHJI BCe pyROBOJtCTBO Iくpa丘ⅨoMa BItIl(6) 冗

HaIIpaBHJI a PerIIOH JtJISI yRPeⅢJIeHHSI IIapTII丘EO丘　opraIIH3aIII柑　6oJIee　200

ⅢapTII丘EhIX JI COBeTCIくEX pa6oTHHⅩOB BO rJIaBe C HOBhIM rleP丑hIM CeXPeTapeM

Rpa丘KOMa rlapTHH M.0.Pa3yMOBhtM. HoBOe pyIくOBOJtCTBO KPa如oMa BItrI(6) B35IJIO

peⅢHTeJIhHH丘　Xypc Ha IIpOBeJteHHe tIECTRE. B pe3yJlbTaTe a BocTOtIHOI

C116HPCKOM KPae　Ⅱ3　BRIl(6) ⅡcIく皿K)tIHJIH　6oJIee　25%　KOMMyEHCTOB, 1TO

3ⅠIaTZHTeJIbHO I一peBLIⅢaJIO XaIくCPeJtHHe O6ⅡleCOⅨ)3HLIe TIOⅨa3aTeJIE (17%), Tax I

IIOIはaaTeJIH JtPyrIIX CH6HpcREX perHOHOB.83 He MHHOBaJIa tIHCTRa 冗 COTpyAHI柑OB

Orlly.　Bo BCeX CTpyKTypHもⅠⅩ　　rI0月Pa3JteJIeHIはX IloJIHOMOtIHOrO

IIpeJtCTaB広TeJIhCTBa B ROHIle 1933 I HatlaJIe 1934　rr. rlpOⅢJIH　ⅡapTII孟Hble

co6paHHSI, Ha IくOTOPhIX ⅡpOXOJtHJIa tlⅡCTRa. IlapTII益Ea5I tIHCTRa H rIOCJTeJtOBaBⅢH点

BCIくOpe ･ B 1935･1936 rr. 06MeH napTIはHhIX JtORyMeHTOB (6LIBⅢH益TIO CyTⅡ Toil

xe t柑CTRO蕗) co叩aZLaJIH CpeJ叩　ⅨOMMyHIICTOB, B T.tI. I COTpyJIHmOB OrIly,

aTMOC申epy HeyBePeHHOCTH II IT0月03pHTeJThHOCTH.

HaROHeII, eⅡIe AO HatlaJIa HBoJILIHOrO TePpOPa'-　Ha TePpⅡTOPI柑

BocTOtIHO点　CII6HPH HatlaJIOCh CO37taHHe erO Ba3ⅨHeiiIHeii cocTaZLJISIK)qe丘･

cHCTeMLI IlyJIAra. B tlaCTHOCTII, a Mae 1936 r. pyIくOBOnCTBO yltpaBJIeHHSI HKBn

rlo BocTOtIHO･CII6HPCItOMy XPaE) B COOTBeTCTBHH C AHpeIくTHBOii rJIaBHOrO

yTIpaBJIeHIはJIarepe益　HItB月　npIIHSIJ10　peIIIeHIIe C¢OpMHPOBaTh "ⅨOJIOHⅡH

MaCCOBLIX Pa6oT'l JtJlJt CTpOHTeJILCTBa AOPOr Ha TeppHTOpHH PerEOHa. CorJIaCHO

aTOMy PeⅢeIⅠⅡK) CO3JtaBaJtOCh　5　EoBbIX r.PyIIII JIarepe丘c IleHTpaMP[: a C. AItⅢa

81TaMXe. ･R.37. ･JI.26.

82TaM Xe. ･R.22.

83CM.:HcTOpIはCⅡ6HP臥･T. 4. ･ C. 394.
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(3a6a丘RaJILe), C. JIexHHROBO (ICpacEoSIpもe), C. IHEMRE (TyERa), C. HⅡxHe･
t

HJIEMCX, C. yCTh･OpJta.84

BM･eCTe C TeM, Ee.TII,35I He OTMeTIITL, tITO B ⅡePBO丘ITOJIOBHHe 1930･Ⅹ rr. B

peIIpeCCEBHO点IIOJIETme pyROBOJtCTBa BICIl(6) I Jte兄でeJIhHOCTII OpraIIOB

rocyJtapCTBeHHOii　6e30TIaCIIOCT礼 I10　ee peaJIH3aI叩H B BocTOtHOii CII6HpH

HMeJIECh I CJtepXHBaK)ⅡIIIe aJIeMeHTLt, peaJIhHO　3aTpyJtE兄ZlⅡIHe rlepeXOJt tt

.lBoJILII10My TePpOPy".

IlpexJIe BCerO, OHII　3aRJIK)tlaJIHCL B TBePJtO丘　Ⅲ03HIIHH rlpeJICeJtaTeJISI

Orlly CCCP B.P.MeHX耳HCIくOrO,　COCTOSZBⅢeii B TOM,　tITO OPraHLt

rocyJtapCTBeIIHOii　6e30ⅢaCIIOCTII, OCyⅡIeCTBJISlSI peⅡpeCCI柑HyIO Ae51TeJIhHOCTL,

加nx_TI CTpOrO CO6nK,AaTh 3aROHhI (Ae丘cTBOBaBHHe TOrAa -B CTpaHe)･

TaRO丘　xe HO3HIIHH　ⅡpIIJlepXHBaJIOCb I pyItOZ107ICTBO IloJIHOMOtIHOrO

ItpeJtCTaBHTeJIhCTBa Orny Ilo BocTOtZHO･CH6HpCICOMy I叩aⅨ) ILO rJIaBe C

A.Il.3HPHHCOM. PaIIee yXe l1PHXOJ叩J10Ch　ⅢHCaTh 0 TOM, tITO pyROBOJtHTeJIH

IloJtHOMOtIHOrO rlpeJtCTaBHTeJIhCTBa BeJIH 6opL6y c pa3JIHtIHもIMH HapyIHeHHSIMH

3aROHHOCTII CO CTOPOHLt CBOIIX COTpyAEHXOB, EaRaaHBaE rlepaJIHBhIX･

Oco6eI柑O XeCTIくO I一peCJIeAOBaJIHCh CJlytZaHヰⅡ3IItleCROrO BO3Jte丘cTBⅡSI Ha

rIOACJIeACTBeHIIhIX. B qacTHOCTH, HaTIpHMep, B 1932　r. TaIく0点　cJIytla益　6HJI

oTMetleH B　40pOXHO･TpaHCIIOPTHOM OTJIeJIe OrIly　3a6a丘RaJIt･CIくOii x.Jt.

HatlaJIbEI柑　OTAeJIeI柑5I OrrIy cTaHllHE tIHTa･l A.M.ItpeccaII IIOJIytIⅡJI

paCⅡOPSIXeHIIe OT　3aMeCTHTeJI5I HatlaJthEHRa AOPOXEOITpaHCⅡOpTIIOrO OTJteJIa

OrIly rI.班.Ha3aPOBa rlpOH3BeCTII apeCT rPa)和aIⅠ, rIOJtO3peBaeMLIX a COaFtaElHH

HoHTPpeBOJIX)qHOHHO丘　opraHIt3aI叩H I ItpOBeCTH yCROpeHHOe CJIeJtCTBHe･

A.M.ItpeccaII rlpOBeA5I apeCThI "JtaJI yCTaEOBRy FtOrlpaⅢHBaTb aPeCTOBaHIIhIX

HenpepLIBHO JtO TeX nOp　Ⅲ0Ⅰは　He　6yJteT rIOJIytleHO IIpI13ⅠIaHHe, JtOITyCTI柑

ItpHMeHerlHe 4)H3HtleCREX Mep BO3JIe丘cTBHSI'.. 9TII JIe丘cTBm pyIくOBOJtCTBO

rIoJIIIOMOtIHOrO IIPeJtCTaBHTeJILCTBa OrIly Ilo BocTOtIHO･CII6ⅡpcROMy RpaX)

RBaJIH申H叩pOBaJIO IはR 'tHCKJIK)tI珂TeJIhHOe Ilo CBOe丘　rpy6ocTII H3BPaqeHHe

IlpHHIIHItOB tleItHCTCKO丘　pa6oTLI''. 3a HaPyⅡIeHHe　3aROHHOCTII rI.班.Ha3apOB,

A.M.ltpeccaH II COTpyAHHRH OTAeJIeHHSI OrrIy A.SI.BeprHH I A.H.Mopo30B 6LIJIH

oTCTPaHeHLI OT　3aI柑MaeMLtX JtOJIXHOCTe点,　a oco60yTIOJIHOMOtleHHOMy

noJIHOMOtIHOrO IIpeRCTaBHTeJIhCTBa AaHO T10pytleHIIe HB RpaTtlaiiⅢH免　cpoIく

IlpOHaBeCTH THIaTeJIhHOe PaCCJIeJtOBaHIte JtJtSI HaIIpaBJIeEHSI JteJIa B ItoJIJIerHK)

Orny-I.85

04HOBPeMeHHO H.H.3HPEHC E erO 3aMeCTHTeJIH HaCTO丑tlHBO JtO6ⅡBaJIHCh

6oJIee IはtleCTBeHHOrO BeFteH別I CJleJtCTBHSI. B tlaCTHOCTH, OHE CtlHTaJIH

HeJtOrlyCTHMLIM　3aT5I)RICH CJIeJtCTBHSI I COJIepXaHIIe　ⅡOACJIeJtCTBeHHLIX I10Ft

84ApxHBHpRyTCKOrOPy◎CBPO. ･ ◎. 1. ･ OI一. 1. ･R. 35. lJI. 24.

85TaMXe. ･n. 26. ･JI. 852･853.
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cTpaXe丑　60JIee OTZleJteHHLtX　3aROIIOM　2･Ⅹ MeCJIrteB. CJIeAyeT OTM:eTETL, tZTO　丑

(

HatlaJIe 1930･Ⅹ　rr. B CBSl3H C pe3RⅡM ZIOapaCTaI柑eM O6beA40ZI Jte5ITeJILHOCTE

Orlly ZIOJtO6HasI ⅡpaI汀ⅡRa CTaJIa ⅡpHHHMaTh bee 6oJIee ⅢEPOIくH丘XapaRTep, tiro

CB即teTeJILCTBOBaJIO 0 TOM,　tITO yXe TOrJta OPraHhl rOCyJIaPCTBeIIHO丘

6e30=aCHOCTH OIは3aJIHCh He Jl COCTO5IHI柑B ⅡOJIHO丘Mepe BHTIOJIHHTh 3aJtatIE,

nocTaBJleEHLte　Ⅱepe月　HIはH PyROBOJtCTBOM KOMMyHHCTHtleCIく0丘IIapTIIH. Tax, B

aBryCTe 1932 r. 6LIJIO 3ad)EKCHPOBaIIO 7 cJIytlaeB EaPyIIIeHH5I CPOROB I rlpaBHJI

BeJteHⅡ兄CJIeJtCTBH3I,86 a B aⅢpeJIe 1933 r. yxe 15.87

PyROBOJtHTeJIH OpraHOB r10CyJtapCTBeHHO丘　6e30ⅡaCHOCTE BocTOtIHO丘

CII6EpH TILITaJIECh 6opoThC3I I ⅡpOTI柑HCIくyCCTBeHHO最中a6pma叩H yrOJIOBHLIX

JteJI, ROTOPOe yXe IIMeJIO M:eCTO a TO BpeM5I. HaIIpHMep, ZL 1932　r. a

JtHCIIHIIJIEHapHOM HOp即tRe　6HJIH HaJCa3aIIhI COTPyJtHHXH HHXEeyJtEECItOrl0

0TJteJIeHIはOIIIly 3a TO, tITO OH滋BO BpeM兄CJIeJtCTBHSI Ilo JteJIy rpyllrILI rPaXJtaH

TlhITaJIHCh M6e3 HaJIHtIESI yJIHR" 06BHHHTh HX B CO3JtaHⅡH ROIITppeBOJIIOI叩OHHO丑

rpyIIItEpOZLRE,　npIItleM, l'06BHHeIIⅡe CTPOIIJIOCh Ea IIpeJtnOJIO3EHTeJIE.HhIX

IIORa3aI‡HJIX CBHJteTeJte針-.88

B TO Xe BpeAqJI, rOBOpSI 0 CyⅡleCTBOBaHHⅡ 4)aRTOpOB, IlpeIlSITCTBOBaBⅢHX

perIPeCCmHOMy RypCy CTaJIEHCROrO pyIくOBOJtCTBa Bun(6), He CJIeJtyeT

IIpeyBeJIHlEBaTh HX BO3Jte丘cTBHe Ha pa60Ty OpraHOB rOCyJIaPCTBeHEO丘

6e30ⅡaCHOCTE. B IIeJIOM OHH, 6e3yCJIOBHO, ⅢOCJIyIZIHO II　ⅢO Mepe CEJI H

BO3MOXHOCTeii JtO6pocoBeCTIIO BhIIIOJIHSIJIH Te　3aJtalH, KOTOpLIe CTaBオJI IIepeJt

HHMH IIIt BItIl(6). HmTO IIa PyROBOJtCTBa OPraIIOB rOCyJtaPCTBeHHO丘

6e30ⅠIaCHOCTII E Ha IleI王Tpa.TIbHOM, H Ha MeCTHOM BOCTOtIHO･CII6HPCKOM ypOBHe Ee

CTaBHJI　　ⅡOA COMIIeHHe　　ⅡPaBHJIhHOCTh RyPCa B35lTOrO JIHJtePaMH

xoMMyHIICTHtleCRO丘ⅡapTI柑B 1930･e rr.

OAHHM H3　BaXHe蕗ⅢHX HaTIPaBJIeHHii Jte5ITeJIhHOCTII OprarlOB

rocy月apCTBeHⅠIO点　6e3011aCHOCTH BocTOtIHOii CI16HPH a 1930･e rr. 5IBJlJIJIaCL

pa3BeJtLIBaTeJILHO･ROIITpPa3BeJthIBaTeJILHaJI Pa6oTa. ITpHtleM, B aTH r叩.hl ee

3HatleI柑e pe3ⅠくO BO3pOCJIO, tITO 6LIJIO O6ycJ10BJIeIIO O6ocTPeH丑eM Me3和yHaPOJ叩0丘

06cTaHOBRE B FtaJIhHeBOCTOtIHOM perHOHe. ItaR H3BeCTHO, C 1931 r. sH70HCKH丘

MHJI耳TaPH3M B3SlJI OTXPLITLIii xypc Ha yCTaHOBJIeHHe CBOerO rOCI107tCTBa B A3HH.

H ⅡepBO丘ero xepTBO丘cTaJI ItHTa臥IlocJIe ORXyIIaIII柑　CeBepO･BOCTOtIHO丘ero

tlaCTII I MaHtI3RyPI柑37teCh B 1932 r. 6LIJIO CO対.aHO IIPOSIIIOHCROe MapIIOHeTOtIHOe

rocyJtaPCTBO MaHtIXOy-rO. Ero TeppHTOpH5I CTaJIa OI70PIIO丘　6a30丘JtJISI

opraHHaaIIHH 5IHOf叩aMH paaBeJtLIBaTeJIhHO危H rIOJtpLIZlE0免JteSITeJIhHOCTII ⅡPOTI柑

BOCTOtIHhIX PaiioIIOB CCCP, BKJIK)tlaSl H BocTOtIHO-CH6HPCItH丘xpaB.

86TaMXe. ･月. 37. l JI. 3311334.

87TaMXe. ･OTI.2. ･月.41. ･JI.3451347.

88TaMXe.･011. 1. ･R.26. ･JI.879.
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B BocTOqH0丘　CH6EPH m0-eB　-TepeCOBanH: aTmIeCRH点tH

ⅨoJImeCTBeHHhI丘cocTaB HaCeJIeKmI, Pa60Ta rlpOMhtnIJIeHHOCTH, OpraI柑3aIIIはH

cocTO5IHHe CB兄3ⅠⅠ, BOJtOCHa6光eHHSI, COCTO兄HHe　Ⅱ　Pa6oTa XeJIe3HOFtOpOXHE,IX,

aBTOMO6HJIhHLIX, BOJtHLIX E BOaAyImbIX TPaIICIIOPTHhIX ROMMyHmaIIIIii,

ⅨOJIEtleCTZIO II PaCI10JIO3ReIIHe aapOJtPOMOB I ROHetIHO Xe tZECJIeHHOCTI', COCTaB I

JtHCJIORaqHSI IIaCTe丘ItpacHO丘ApMHH.

JIJlSI B印.eHHSI pa3BeJthIBaTeJZl,HO丘E I10EphIBHO最JIe3ITeJIhHOCTII ⅡpOTHB

CCCP　兄HOHCRaSZ pa33印Ka H叩ORO HCrIOJIL30BaJIa RHTaiilleB, ⅨOPe的eB,

MOIIrOJIOB, ROTOpHX 3aChI皿aJIH B CCCP rIOJt BHJtOM ⅡOJ柑THtleCIくHX aMⅡrpaHTOB.

Ho oco6hte HaAeXJthI OHa CBSI3LIBaJIa C PyCCRO丘　6eJIOii aMHrPal叩e丘　Ha

'TePPHTOpHH MaHtIXypI相.

B 1930･e rr･ B MaHtlXyPHⅡ　aⅨTHBHO JteiicTBOBaJIH pa3JIHtZHLIe

Z70JIHTIItleCRHe aMErpaHTCItHe OpraII滋3aIIIIH 班 TetleHⅡSI: JtaJIhHeBOCTOtIHOii

oTJIeJIeHHe ''PyccROrO O6ⅡIe･Bo-cROrO CoIO3a'- (rJIaBa reEepa.TI M.It.nHTePHXC),

MaHqXypCIくOe OTJteJleHHe ''BpaTCTBa PyccIくOii　Ⅱpa叩LI■- (rJIaBa reHepaJI

II･0･IIIHJIhHHROB),　■●naJILH帥OCTOtHLI孟　Ra3atIH丘　coIO3日, ''3a6a丘RaJIhCⅨOe

aeMJISltleCTBO1-,　--HallIIOHaJIhEt･Ⅰ丘　CoIO3　Ho丑OrO IloROJIeHH5I", 1'PyccIはSI

4)aⅢHCTCXaSI IIaPTH5I'I E JtpyrHe.

BcIIJIeCK RpeCTMrlCROrO I70BCTaHtleCT丑a B BocTOqHO点　CH6HpⅡ　H Ea

naJIhEeM BocTOIくe B CBSI3Ⅱ　C KOJIJteRTHBH3aIIHeii ceJIhCItOrO XO3SI益cTZLa I

兄Ⅲ01ICIは3I OIくRyⅢaIIHSI MaHtIXypI柑CrIOCO6cTBOBaJIH 3aMeTIIO点aRTI柑H3aI叩H滋X

JteSITeJIhHOCTH, HOCROJILXy B aTHX SIBJIeHHJIX JIHJtephI aTHX OPraIIH3aIII柑yBHJteJIII

HaJteXJty Ha IlOJIHTHtleCREE peZLaHIm

B 1934　r･ 5II70HCRa5I BOeHHaSI MHCCH3I a Xap6HHe C IIeJILK) 60JIee

paIIIIOHaJILHOrO IICI70JIL30BaHHSI　6eJIO点　aMHrpaqHE B　6opL6e IIPOTm CCCP

co3JtaJIa T･H. "BR)po Ilo JteJIaM POCCH丘cRHX aMHrpaHTOB.-, ⅨOTOpOe 3amMaJIOCh HX

ytleTOM A Bep6oBRO丘areHTypht CpeJtH aMオrpaHTOB.

OTKPOBeHHO･arpeCCHBHhI蕗KypC 5II70HHH, 060cTPeHHe Me耶yHapOJtHO軌a

TaLR3Re I BHyTpHⅡOJIETHtleCIく0丘　06cTaIIOBRH Tpe60BaJIII OT OPraHOB

rocyJtaPCTBeHHOii 6e30IlaCHOCTH pe3ⅠくOii aIくTHBH3aI叩H KOHTPpaaB印.LtBaTeJIhHO丘

pa60TLI B BOCTOqHhIX Pa丘oHax CCCP H Pa3BeJtLTBaTeJILH0丘　pa60ThI Ha

COrIPeJteJIhHLIX TePpIITOpIISIX.

3aMeTHyX} POJIL B ⅡPOT-06opcTBe C 5IIIOHCKO丘pa3Be耶0丘B aTO BpeMSI

JtOBeJIOCh CLIrPaTh a COTPyAHI柑aM OPraIIOB rOCyJtaPCTBeHHO丘　6e30IIaCIIOCTH

BocTOtIEOii CH6HpH･ Pa3BeJtLIBaTeJIもH0･KOHTPpa3BeJtuBaTeJIhH0丘　pa6oTO蕗　B

perHOIIe 3aIIHMaJIHCL OCO6hlii oTJteJI, a TaIくXe CO34aHEOe B 1933 r･ HHOCTPaHHOe

oTJteJIeHHe IloJIHOMOtIHOrO I.PeJtCTaBHTeJIhCTBa OrITy Ilo BocTOtmO･CII6HpCROMy

RPaE) (BI10CJIeJtCTBHH yrlpaBJIeHHSI HRB月).

rIoxaJIy丘　HaH60Jlee aHatIHTeJlもHO丘, MaCⅢTa6Eoii I SIPROii oIIePa叩e点

paaBeJthIBaTeJIhHO~ⅨOHTpPaaBeALIBaTeJIhHOrO XaPaIくTepa,　　rlpOBe月eHHO長
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coTpy･叩ERaMH OPraEOB rOCyJtaPCTBeHHOii　6e301laCHOCTH BocTOtIHO丘　CH6IIpH,

sIBJIEJIa'Cも　OrlepaTI柑HaSI Pa3Pa6oTXa　Ⅲ0月　ROJtOBhIM Ha3BaHIIeM .lMetITaTeJIH一一,

ocyIZteCTBJISIBⅢaSIC3I C 1931 Ilo 1935 ron. OHa IIpeJtCTaBJIJIJta CO60丘B HeROTOpO蕗

cTerleHII aHaJTOr　3HaMeHHTO丘　H XOPOⅢ0 ⅠIhIHe I柑BeCTHO点　orlePaIII柑　OIIIly

HTpecTM.

B 1931 r. B CB5I3lI C　3aMeTHO丘　afCTHBH3aI叩e最　6eJIO蕗　aMⅡrpaI叩H B

MaHtIXypI柑　pyIくOBOFtCTBO IloJIHOMOtIHOrO　ⅡPeJtCTaBHTeJIhCTBa Orny flo

BocTOtIHO･CII6HPCIくOMy ZtPaXHIO COrJlaCOBaHII拍C OIIIly CCCP rlpHHSI.TIO peIZIeI柑e

HatlaTb pa3Pa6oTIくy MaHtIXypCIくOrl0 0TJteJIeHⅡSI 6e皿03MⅡrpaHTCKOii opraI柑3allHH

HBpaTCTBO PyccⅨoii ITpaBJtLIM (BPIl). Ha aTy OpraI柑3aIIIIK) BLI60p IlaJI Ilo pSIJty

IIP竺tIEH･ Ilpe3EJte BCerO, B HatZaJIe 1930･X rr･ aTa OpraHH3aIlH5I OtleIIh aXTHBHO

3aSZBJISIJIa 0 Ce6e. B ra3eTe BPIl.lPyccIは5I TIPaBJIa", H叩aBaBEe最C5I B BepJIHHe,

OTRpHTO PeIくJIaMIIpOBaJIaCh TeppOpHCTHtleCKa5I,　BPeAHTeJILCKa5I I 月ame

I10BCTaHtleCXaSI erO Fte5ITeJIhfIOCTL Ha TeppHTOpI柑　CCCP. KpoMe TOTO, IIpⅡ

oⅡpeJteJIeHHH ''mapTIIePa一一　ytIHTLtZIaJ10Ch H TO O6cTO5ITeJIbCTZIO, tlTO rJ【aBa

MaHtIXypCROrO OTJteJIetlHSI BPIl, 6eJIOrZlapJte丘cKH益reHepaJI 班.0.Ⅰ皿HJIhEHⅨOZi, 40

peBOJIIOIIItH CJIy)ⅨHJI B HpRyTCIくOM BOeHHOM ORPyre, B HpRyTCIくe y Hero

ocTaBaJIOCh HeMaJIO 3HaIくOMHX. BhIXOJtllaM耳H3 BocTOtIHO丘CII6HpH SIBJI5IJIⅡCh I

MElOr.IIe aIくTⅡBHCThI BPIl, tITO I103BOJI5IJIO IICI10JIh30BaTL OCTaBⅢHXC5I叩eCh HX

poJtCTBeⅡHIはOB, Apy3e点Ⅱ 3HaROMLIX JtJISI ItpOBeFteHHSl 0ⅡepaTHBHOII pa3pa6oTRH.

06Ⅰqee pyIくOBOJtCTBO OⅢePaTI柑HO丘　　pa3pa6oTIt0丘　"MetITaTeJId'

OcyzIIeCTBJISIJI JIHtIHO IloJIHOMOtIHLI丘　ITpeJtCTaBHTeJIi Orlly H.Il.3HPHHC.

HerIOCpeJtCTBeHHO pyROBOJtEJI aTOii pa6oTO臥　HatlaJIhHHR OCO60ro oTJteJIa

IloJIHOMOtIHOrO IlpeJtCTaBHTeJIhCTBa H.◎.PyHHtI, CTaBⅢHii He3aJtOJIrO JtO

oIくOHqaHⅡ3I OⅡepaI叩H　3aMeCTHTeJleM HatlaJIhHHHa yrIPaBJIeHHSI HItB月I10

BocTOIIIO･CIt6HpCKOMy　ⅨpaX). IloJt erO PyIくOBOJtCTBOM Ilo JteJIy I-MelITaTeJIH一一

pa6oTaJIH: 3aMeCTHTeJlI' HatlaJIhHIrKa OCO60ro oTAeJIa XoM5IROB, HatlaJILHIはH

HHOCTpaHHOrO OTJteJIeH耳3I B.班.IlyJt3h (cITeI叩aJIhHO ITePeBeJteHHLIii B 1932 r, B

HpItyTCIt H3　MocmhI JtJH ytlaCTHSI B aTO蕗　ozlePaTHBHO蕗　pa3Pa6oTIくe) I

cMeHI柑IIIHii ero Ha aTOM IIOCTy B　1934　r. 5IⅨoBJIeB, yI10JtHOMOtleHrlhle

EHOCTPaHHOrO OTJteJIeHH3I ◎HpCOB, JI.B.IIBHryH, a TaRXe COTpyJtHI柑H OCO60ro

oTJteJIa I MeJILHHKOB, rePaHHH, OJIeHeB, IJlapHH I Jtp. B OIlny CCCP (C 1934 r.

I HItBJI) ⅩoJt OTIePaTEBHO丘　pa3pa6oTM ..MetITaTeJIH-I xoHTpOJtXPOBaJIH I

HarlpaBJI5IJIH HatlaJIhHHⅨ　HEOCTPaHHOrO OTJteJIa ApTy30Zl, erO　3aMeCTHTeJIL

◎opTyIIaTOB I HatlaJIhHHK Oco60ro oTAeJta rail.89

PyIくOBOJtCTBO rloJIHOMOTlHOrO IIpeJtCTaBHTeJIhCTBa OIIIly Ilo BocTOtIHO･

CII6EpcROMy XPaX), HatIHHa5I JtaHHyIO OⅡepaTI柑HyIO pa3pa60TIty CTPeMHJIHCL

peⅢHTh 3 B3aHMOCBSIaaHHhIX 3aEatIH:

89ApxHB HpIくyTCIくOrO PyOCB P◎. ･ A. 38. I JI. 168.
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ー●1･ IlyTeM yCTaIIOBJIeI柑SI CBSl3II C　ⅡⅠHJIhHHROBhIM　ⅡpHHSlTL rla Ce65I

(

ROHTPpeBOJIm叩0Ⅰ柑y拍　aXTHBHOCTL　6eJIOrBapJte丘cItEX aBTOpIITeTOB (rlepeXBaT

JIa3yTt柑ⅨOB, OPyXm, 40ⅠくyMeHTOB, JIHTepaTypLI, JteIIer I T.II.);

2. BcRPZJTIIe滋Ⅹ ⅡOJtⅢOJIhSI;

3･ BLtSlCHeHHe HX II巧aHOB 冗 qeJIeHallpaBJIeHHOCTII BpaXJte6Ⅱoii

JteSITeJIhrlOCTH IIpOTEB CCCP...90 IlocJIe OXRyⅡaIII柑MaェtIXypI柑ShIOEEe丘R aTI川

3aJtatZaM AO6aBⅡJIaCh eⅡle叩.Ha ･ BhI3ICⅡeHI王e pa3BeJtZJBaTeJILHO丘JteETeJIZ,HOCTII

5II10HCRHX CrleIICJIyX6 rIPOTI柑CCCP H HX CB3Iae点C 6eJIO丘aMHrPaI叩eii.

CyTh OⅡepaTmHO孟　　pa3Pa6oTRH　"MetITaTeJIH一一　　cocTaBJISIJIO

JIereHJtHpOBaI柑e IIaJIHtIHSI Ha TepPⅡTOPⅡⅡ　BocTOtIIIO-CH6HPCKOrO RPaSl T.H.

"3a6a触aJIhCIく0点　xoHTPpeBOJIIOIIHOI柑0丘　Ⅱ0.叩OJIhEOii opraHHaaI叩H一一　Ⅱ3 JI叩

HaBeCtiEhIX 6eJIO丘aMErpaIIHH (6LIBⅢHe ylaCTHHXH BeJIOrO JIBEXeHHSl, 1JIeHLI

JtOPeBOJIK)qHOEHLIX IIOJIHTIItleCRHX ItapTII点Ⅱ T.TI.) E yCTaHOBJIeI柑e OT ee IIMeHⅡ

oTIIOⅢeHlI益c H.0.IIIHnbHI柑OZlhIM 冗 JtpyrflMH aIくTHBHCTaAtH BPrI.

月JISl 3aBSI3RH JIereIIJthI 6hI皿ⅡCIIOJIh30BaII 3aBeP6oBaIIHLI丘Orlly 6HBⅢHii

aJtThK)TaHT JIHtIHOrO ROI柑0g aTaMaIIa Il.M.CeMeIIOBa, BepHyBⅢH丘C5I B 1924 r. Ha

aMHrPa叩E ZI CCCP. no 3aJtaI柑m Orlly OII BCTynⅡJI B TIeperIHCKy CO CBOI…

JtaJIhHHM pOJtCTBeEHI柑OM AIITIIHLeBhIM, ⅡpO)mBaBⅢEM Zt MaIItIXypHH H

SIBJlSIBⅢHMCSI OJtHIIM H3 ⅡOMOIqHHROB 班.◎.InEJIhHmOBa. nOCTemeHHO ⅢepeⅡHCIは

ⅢpEo6peJIa JtOBepHTeJIhHhI丘　ⅩapaI{TeP, ⅢPRtleM, AHTHIILeB CTaJI HpOSlBJI兄TL

SIBIILt丑HHTepeC R I10JIOXeI柑K) HaCeJIeHH5I B BocTOtIHOii CII6EPH, IIOJIHTEtleCItOii

o6cTaHOBRe B RPae　滋　T･II･ BOIlpOCaM, ROTOphle IIe BLI3hIBaJ川　COMEeH∬丘　B HX

HaⅡpaBJIeHHOCTH. B tlaCTHOCTH, OH IThITaJIC3I BhISICI柑TL, RTO H3 6LIBⅢHX 6eJILIX

o4)HqepOB CJIyXHT a ItpacHO丘ApMHH.

IlocJIe aTOrO AHTHrlheBy a OCTOpOXHO丘　4)OpMe JtaJIH　ⅡOH兄TE,, two a

BocTOt"Oil CH6HpH CyⅡleCTByeT HemSI "ROHTPpeBOJIK)叩OHHa5I nOAIIOnhHaSI

opraHH3aIIH5I''･ AHTHrILeB HeMeAJIeHHO COO6qHJI 06 3TOM 班.0.mIHJILHHKOBy H erO

3aMeCTIITeJIK) nO BPrI　6LIBIIIeMy IIOJIKOBHHⅨy H.B.Ko6hIJIREHy. OHⅡ, ⅨaIt I

pacctIHTLIBaJIH COTPyJtHHRH OIIIly, peIHHJIH B35ITL aTy一一opraHII3aI叩D" IIOn CBOe

pyItOBOJtCTBO　Ⅱ 0Ⅰは3hIZIaTh eii BC3ItleCIくyIO I10MOⅡlh. B pe3yJIhTaTe IIepeJt OrIly

BCTaJIa　3aJtatla He Ha CJIOBaX,　a IIa JteJ一e COaJtaTも　JIereHAEpOBaHHyX)

OPraHH3aIIEIO･

5IAPO MopraHH3aI叩H-' cocTaBHJIa rPyTIⅡa CeRpeTHLIX areHTOZ1 0rlly H3

tIHCJIa T･H･  .-6も柑HZHX JIX)Jteii-.,　aaBep6oBaHHもⅠⅩ　　一一Ha CepLe3HLIX

ROMIIpOMeTHPyR)町HX MaTepHaJIaX-'.91 lleHTPaJILHyIO POJIL B He危HrpaJIH 6hIBⅢⅡ丘

xa3atIH丘IT0JIⅨOBHIはA.B.IC06もIJIMH, pOJtHO点6paT MaEtI3KypCROr10 Ko6hIJIMHa,

XopoⅢ0　3HaBⅢHii reHepaJIa 班.◎.Ⅰ皿HJILHmOBa, I B.T.Cepe6pSIROB, 6LIBⅢH危

90TaM: Xe. l JI. 156.

91TaM Xe. ･JI. 167.
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cB叩eEHEX･ a 3aTeM: ytZHTeJIL '●otleHL TOJIⅨOBhl益, yMHhI危･ qecTmIii, cMeFHii･

EaJte3EHHii, C中eHOMeHaJIhEO蕗IIaMITLK･ areHT ... HMeBⅢH丘　ⅢHpOMe CB兄3H

cpeJtII ''6LIBIIIHX'- JI耶e丘zL CH6HpH H B MaEtl3KyPHH''･92 ･･OcIIOBaTeJI兄M･･ yJtaJIOCh

BOBJIetlh B -lopraH耶aIIIIX)-I 0ⅨOJIO 30 tleJIOBeR Ⅱ3 JIHq ZIPaXJte6ⅠIO HaCTPOeHHhIX K

ROMMymCTHleCR0最　BJIaCTⅡ 9,3 (HeROTOphle H3　HIlⅩ　BrIOCJIeJICTJ3m TaⅨXe　6hIJIH

aaBeP60BarlLI COTPy脚HKaMH OrIly, a HeXOTOphle AO CaMOrO ROEIIa

IlopraI柑3aI叩Ⅱ一一TaIくHH 0 tZeM A Ee l101103peBaJIH, HaHBHO CtIHTaSI, two Ha CaMOM

JteJIe ytlaCTBy沿T B "6opL6e c　6oJILⅢeBHKaMII-■, XaR HaltPHMep, 6paTLSZ

OJIe丘HmOBLI, ⅨOTOphle 5IBJI乱打HCb OCHOBHhIMH.'xoJtORaMH■■ tlepe3 rPamIIy).

C　ⅡoMOqhm COTpyJtHHROB OrrIy ･･opraHH3al1--I HaJIaJt-a CHCTeMy

ⅡepexoJta rPaHH耶Ⅰ･ IlocJIe aTOrO B ee paCI70PRXeH滋e II3 MaHTIXyPm CTaJIII

ⅡocTyIIaTh JteHLrH, OPy3me, 60erlpHTIaCLI I aHTHKOMMyHⅠICTIItleCRaSl JIHTepaTypa,

H31taBaeMaE BPIT･ ToJILⅨO B TeleHHe TIOCJIeJtHerO rOJta CyⅡIeCTBOBaHHSl

一一opraHH3a叩Ⅱ一一, C Ma3I 1934 mo Ma丘1935 roJta B BocTOtIHym CH6HpL 6hI加

Hal-PaBJIeH0 2 MeIくCEXaHCREX BHHTOBRH H 260 7IaTpOIIOB K HHM, 4 IIHCTOJIeTa

"May3ep" H　60JIee 100 naTpOEOB, 6　rIHCTOJIeTOB ･･BpayHHHr･･, 1 peBOJIhBeP

-'HaraE一一H ITaTpOHLI 冗 HHM, 8 3a3RHraTeJrhHLtX ItaTPOHOB ･･TepMHT･･, JtaBaBⅢHX

TeMIIePaTyPy JtO 3000 rpa月yCOB, 154 7tOJmapa CI皿A H 4960 py6Jleii coBeTCX耳X

JteHer･94 Bee arTO 6h"0 rlePeJtaHO H･B･Ko6LmRHHy IIpeJtCTaBHTeJmMH兄ⅡOHCⅨ0丘

pa3BeJtRK･ B3aMe‡Ⅰ 5II10Ⅰ叩LI TPe6oBaJIH　ⅡH4)opMaI叩X) PaaBeJlもIBaTenbEOrO

xapaXTepa:

■-a) JtaHELIe 0 BO免CⅨax B 3a6aiiKaJIbe, eCJIH MOXHO B rIpHMOPhe I Ha

AMyPe, He BeJteTCSI JIE IIOArOTOBKa It BO丘He;

6) Hey JIH HOBHX JtHBHaH蕗, ⅡⅩ HyMepaltHSI,脚CJIOXaIIHSI;

B) ocylqeCTBJISIeTC5-I I.ePe6pocxa BO点cm TpoqROCaBCRy Ⅱ JtaJIee;

r) cxeM:y TeJlerPa如o点H TeJIeOoHHO丘cB朋H a 3a6a触aJILe;

Ft) RaHEe Pa3rOBOph"OXPyr BOiiHhI-,.95

B oTBeT Ha aTH 3arlpOCLI COTpyJIHmH rIoJIIIOMOtmOrO rlpeJtCTaBHTeJIbCTBa

Orrly flo COrJIaCOBaHH拍e lleHTpOM pa3pa6aTLIBaJTH I IlePeTIPaBJImH tlePe3

■'opraHH3aIIHX)一一B MaHtIXyPHX) TqaTeJILHO rlpOJtyMaHHyIO Jte3HfゆopMa叩K). B

1934　r･ MaHtlXyPHX) HeJIeraJILHO I10CeTHJI 0.叩H H3 ･･pyⅨOBOJtHTeJIeii･･

MopramaaIIHHH B･T･Cepe6pSIROB, ROTOpLI点　BCTPetZaJICSI B Xap6me C

npeJtCTaBHTeJ"MH 5IIIOHCⅨ0丘BOeHHO丘MHCCHH, BepHyBⅢHCh O6paTHO, 0H zIPHHeC

92TaM3Re. I JI. 158.

93TaM Xe. ･JI. 167.

94TaM3Re･･n･ 15397.･T. 1･JI.61,T.2.･JI.255,321.

95TaMXe. ･月.38. ･JI. 160.
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.-3HatlHTe.nLHy氾EHOopMa岬の0 6eJIOPBaPJte丘cRHX 3aROpJtOHEhlX OpraHH3aq苧S'Ⅹ,

o JteSITeJIもHOCTR SIIIOHCIく0益BOeHHO丘MtlCCI柑B MaxtIXypⅡd..96

B IIeJIOM OⅡepaTHBHaSl pa3pa6oT耽a -●MetITaTeJIH.I Zlo3BOJIHJIa: tIepeRphlTh

oJt滋H H3 ⅨaHaJIOB rIOCTyⅡJIeEⅡ3I CpeJICTB EJISI BeJteHHSHIOJtphIBHOii JteSITeJIhHOCTH;

BLtSIBHTh HeJIeraJIhHhle ''sIJ相Rl'6eJIOaMIIrpaIITCIはX OPraHII3aI叩丘Ha TeppⅡTOpI柑

3aL6a丘RaJIL5I,　ROTOpLIe　6LIJIH HeMeRJIeHIIO ItpOBaJIeHLI　ⅡOJI　ⅡpeJtJIOrOM

pacⅨyJIatImaHESI HX COAepXaTeJIe丘H B3aMeH.topraHH3aIIHSIII rlpeJtJIOXEJIa CBOE

一七aJteXHLte一一szBRH; BLlSIBHTL H He丘TpaJIⅡ30BaTh p叩JIHq, rOTOBhIX 冗 aIくTHBH0益

6opL6e IIa CTOpOHe SIⅢoⅠ川H; H, CaMOe rJIaBHOe, OHa I103BOJIHJIa BLI5IBⅡTもpSlA

rlpeJtCTaBHTeJIe丘　SII70HCRO丘　pa3BeJtXⅥ　B MaHtIXyPI相, 3aHHMaBEHXCSI pa6oTOii

rip_?TED CCCP･如pML" MeTOFtH HX pa6oThI･ a TaRXe hiHOrEX areHTOB 31ⅡOHCRO最

pa3BeJtRH H3 tlHCJIa PyCCItHX 6eJIOaM滋rpaHTOB.

rlocJIe CMepTH B Mae 1934 r. reIIePaJIa 班.◎.ⅢHJIhHI柑OBa pyItOBOJtCTBO

OrIly CCCP cotIJIO, tZTO, ⅡOCROJILⅨy I10J川OBHI柑H.B.Ro6hIJIRHH, BO3rJIaBHBⅢH点

oTJteJIeHIIe BPIl, He SIBJISIJIC5I BHJtHOii　4)HrypO丑　B　6eJIOaMHrpaHTCKHX RpyraX,

"JtaJIhHe丘Ⅲa5I Hrpa C MaHtIXypCREM 4)HJIHaJIOM BPrI He ZlpeJtCTaBJHeT

orlepaTI柑HOii lteHHOCTI1-I. IloaTOMy　6htJIO npHH兄TO　-'peIZIeH滋e O6　0Ⅰく0ⅠnaHHH

pa3Pa60TKH TIyTeM Bh柑OJta IIa CoBeTCIくyX) TeppIITOpRX) I apeCTa HaH6oJZee

aIくTPlBHLIX　6eJIOr.BapAeiiIIeB-.. 97　BLIIIOJIH5IJI aTO　3aJtaHHe　一一pyIくOB0月HTeJIH一一

.lopraI柑3al叩H'. cTaJIH HaCTOiitIHBO ⅡPHrJIaⅢaTh H･B･Ito6hIJIRma JIHtIEO rlpE6LITL

B BocTOtIHyX) CH6HPh AJISI OIは3aHHSI TIPaRTHtleCIく0点　ⅡoMOIqH Ha MeCTe･

班.B.Ito6LIJIRHH JtJI5I npOBepRH HopraHH3aIII柑" B SIHBaPe 1935　r･ HarlpaBHJI B

3a6a触aJIhe CBOerO 6JtHXaiiIIIerO rlOMOqHI柑a E.JI.rlepeJIaJtOBa. ToT BCTPeTHJIC兄

c ee "pyIくOBOFtCTBOM'. I y6eJIHBHIRCL B JteeCIIOC06ⅠIOCTII ''opraIIH3a叩dl coo6IIIHJI

Ito6hIJIKHHy 0 HeO6ⅩoJtHMOCTH erO JIHtIHOPOエPH6hITH3I B HpIくyTCR･ IlocJIe tlerO

IlepeJIaJtOBa HeMeJtJIeI柑O aPeCTOBaJIH･

B HOtlL Ha 6 MapTa 1935 r. ⅢepeⅢeJI rPaHHqy II CaM HIB･Ro6htJIKm,

-.cooTBeTCTByIOqHM O6pa30M　3RHrIHpOBaHHLI丘(2　May3ePa, 6payI-Hr C

6oeHpHⅢaCaMH, 2 3aXEraTeJIhHLIX ⅡaTpOIIa HTepMHTH, JZHCTOBlCH BPIl, JteHhrH,

JtOJIJIapLI, rIHChMa, aJtpeCa I T.IT. …)■-.98 nplt6h柑B tIHTy, 0H a COⅢPOBOXJteHI柑

B.T.Cepe6p兄ⅨOBa BLIeXaJI B HpItyTCR, rJte lI 6もIJI apeCTOBaH 9 MaPTa･ HMeHHO

Ⅲoxa3aIIH5I 班.B.lto6hIJIRHEa H POMOrJ柑paCI叩hITh 5II70ECRyK) Pa3BeJthIBaTeJIもHyIO

ceTh. HaROHeq, 28 Ma5I 1935 r. HpH ⅡePeX叩.e rPaHI叩LI 6LIJ1 3aAepXaH CB513HO免

Ko6hIJIRHHa, 5IrIOHCRHii areHT B.OJIeiiHIIROB. Bo BpeMI aTOrO　3eJtep)式aHHSI B

rlepeCTPeJIRe rIOrpaHIItIEHR∬　y6mH ellie JtByX areETOB ･ M･OJIe丘HHⅨOBa I

B.KycTOBa. y HIIX　6hIJIO H31'5ITO OPyXHe, 6oeI一pHIIaChI,叩hI, 2690　CoBeTCIくHX

96TaM Xe. ･ JI. 159.

97TaM:Xe. ･ JI. 162.

98TaM･Xe.･R. 15397.-T. 1. ･JI. 146.
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py6JZe丘H 2713 ax3eMnJTEpOB 6eJ10rBaPJte丘C-X JIHCTOBOX, ra3eT H PPOle蕗

JIHTepaTypもⅠ.99

3a-K)tIHTeJIbHhIM atCHOPJtOM AeJIa '-MetmaTeJIH･' cTaJI OTKPLITH益

cyJte6Hhlii HpoIIeCC B HpRyTCXe 31 aBryCTa ･ 1 ceHTSI6pSI 1935 r･, IIpOBeJteEEhI丘

BbIe3JtH0丘CeccHeii BoeHH0点ItoJIJIerHH BepxoBHOrO CyJta CCCP, Ha ROTOpOM

H･B･It06もⅠ皿RHH･ E･JI･IlepeJIaJtOB H B･B･OJIe丘HHROB ITpH3HaJIH Ce65"HHOBHbIMH a

coTpyJtHHtleCTBe C兄Ⅲ0tICIく0点pa3BeJ叩0丘H 6もIJZH rIPHrOBOpeHLI R PaCCTPeJIy.100

IloMHMO Pa3BeJtLIBaTeJILHOIROHTPpa3Be耶IBaTeJIE,HO丘　JIenTeJIhHOCTH

coTPyJtHmE OpraHOB rOCy月apCTJ}eHEOii 6e30rlaCIIOCT耳BocTOtIHO丘CH6EpH B 1930･

e rr･ ⅡpOAOJIXaJIH OIは3LIBaTh ⅡOMOIItL CⅢeIICJIyX6aM MoHrOJ川H. B tlaCTHOCTH,

OHE o6ecHeTIHBaJIH CrleIIHaJILEOe OⅡepaTHBHOe O6cJI･yxEBaHHe TIepeBO30R rpy30B

Ha CCCP B MoHrOJIHX) I O6paTH0, OKaaLIBaJIH XOECyJIもTaTHBHyIO I10MOⅡIh, a a

1932　r･, ICOrJta B MoHroJIHH TIOJt ZLJ"兄HHeM ROJmeRTHBⅡ3aI叩Ⅱ　BCIlhIXHyJIO

MaCCOBOe BOCCTaIIHe Ha erO HOJtaBJIeHHe 6LIJIa IIarlpaBJIeEa rpyrlIta COTpy脚mOB

IloJIHOMOqHOrO叩eJtCTaBHTeJIhCTBa OrIly Ilo BocTOIHOICH6叩CⅨOMy KPaIO. Bo

zlpeM5( 60eB B MoHrOJIm rIOrII6 yI70JIHOMOtleIIHLI丘oco60ro oTJteJIa A.T.BaxeeB.

Ba3EHhlM HarZPaBJTemeM rIPOTⅡBO60pcTBa C SIHOHCKHMH CIteIICJIy3E6aM:I,

co BCeME BHeⅢHHMH H ZLHyTpeHHHMH BparaMH CCCP朋JI3mOCL yXPeIIJIeHHe A

COBePⅢeHCTBOBaI柑e I10rpaXHtIHO丘　oxpaHhI Ha BOCTOtZH0･CH6ⅡpcROM ytlaCTRe

rocyJtapCTBeHEO蕗　rpaII叩hI･ 9Ta　3aJtatla HePeZt　オpRyTCK甘MH COTpyJtHHRaM･H

opraIIOB rOCyJtapCTBeI柑0丘　6e30ⅢaCHOCTII BCTaJla B　1930　r. B CBSI3才　C

o6pa30BaHHeM BocTOtZHO･CII6HPCXOrO　Ⅸpa5I･ Ee peⅢeHHeM　3aHI…aJIOCL

yⅡpaBJIeHHe rIOrPaEHtIHO丘　　OxpaHLI I BO丘cIく　　OrIly IloJTHOMOtIHOrO

IIPeJtCTaBHTeJILCTBa Orlly･ Ha TeppHTOpHH HpaSI OXPaHy rpaH叩Ll

rlepBOHatlaJILHO HeCJIH　3 110rpaEHt-LIE OTP耶a I 511丘　TpoHIIROCaBCKH益, 53･丘

naypcRH点　H　54･点　Hept"EcHH丘　H TyHXmCHa5I OTJteJI"a5I　ⅡOrpaHHIHaSI

ROMeIIJtaTypa, a B CepeAⅡHe 1930･X rr. a HI… JtO6azIHJICJI eⅡIe OJ叩H

HorpaHHtmLI蕗　oTP即t ･ 64･ii MaHryTCItEii･ ItpoMe TOTO, B OIlePaTmEOM

oTHOⅢeHHH HatlaJIもmmM OTP叩OZI H TyHIくHHCIくOii ROMeZIJtaTypLHIOJttIHH5uHCh,

RaIくy3Re rTpHXOJ叩JIOCh OTMetlaTL paHee, pa丘oHHもIe OTJteJIeHm OrrIy (HItBn) 12･

TII HPⅡrpaHHqHLIX pa丘oHOB KPa5I.

ytlaCTOR rOCyJtaPCTBeHHO丘　rpaIIHIlbI CCCP, zlaXOJtHBⅢE丘C5I B　30He

oTBeTCTBeIIHOCTH IloJIHOMOtlrlOrO ItpeACTaBRTeJILCTBa OrITy Ilo BocTOtIHO;,

CH6EpcKOMy RpaIO B 1930･e rr･ smJI3HCSl ⅨPa丘He HeCⅡOXO丘HLIM, OCO6eHHO erO

MaHLtI3RyPCmSI tlaCTh･ BoeBhle Jte丘cTBHSI B6Jm3II rpaHHqhI Me)和y SIⅡOHCⅨHMH I

99TaM Xe. ･T.2. 1JI.374a.

100 CM･: BocTOt"OICH6HpCⅨa5I rIPa叩a･ ･ 1935･ ･ 3, 4 ceHT5I6pSZ･ MaTePmJIhI ReJIa

"MetlTaTeJIH'■ IIOCJIyXⅡJIH OCIIOBOii RJI3I HanHCaEHSI ⅡHCaTeJIeM A.M.IHacTI柑hIM

TPHJIOrI柑''tlac BhI6opa一一.
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RHTa丘cRHMMO丘cRaMH a 1931-1932 rr･･ ｡poBORa叩OHHLIe JteiicTBEma rpaH叫で

EaH6oJIee-　BpaXFte6HO蕗　H aIくTHBEO最　tlaCTII　6eJIOaMHrPaHTOB, BpaXJte6EaSI

pa3BeJtLIBaTeJII,EO-rIOJtpLIBHaSI Jte3ITeJILHOCTI'　　5II10ⅠICREⅩ　　　CⅡeqCJIy)式6,

cTpeMEZIⅢHXC兄　Ha丘TH CJIa6hle MeCTa a COBeTCIt0丑　cIICTeMe OXPaHLI rPaE叩　H

HCl70JIh30BaTL ⅡⅩ B CBOIIX IIeJlSIX, HaROIIeq, ⅡaJIHtIHe a ⅡpHrpaHEtIHLIX pa丘oHaX

ⅢⅡpoItOrO CJIOn Ra3atILerO HaCeJIerlESl, B 6oJIhⅢⅡⅡCTBe CZ10eM ytlaCTBOBaBⅢerO B

rpa3EJtaHCIくOii BO丘He IIa CTOpOIIe BeJIOrO JtBHXeHⅡSl I O3JIO6JIeIIHOrO TIOJImHXO丘

ROJIJIeKTIIBH3aIIIIH, BCe aTO BeJIO K TOMy, tITO IIaⅢp3I3KeHHOCTも　Ha rpaHHIle

HeIIpePhIZLHO pOCJIa･

06 3TOM Xe CZmJteTeJIhCTZIyKn II OTFteJILEHe ¢aRTLI. B tlaCTIIOCTE, 7 M二apTa

1-935　roJta rIOrpaI柑tZHI柑H O6HaPyXⅡJIH B TaM6ype zraroHa rIOe3Aa N9 1

..MaEtI3KyPm ･MocIく丑a一一MeⅢ0Ⅰく, XOTOpH最6hIJI E3MT II JtOCTaBJIeH B yIIPaBJIeHⅠ‡e

53-ro I10rPaIIOTpSIJta. IlpII BCRphITHH B Hex O6HapyXHJIH: 2 Ⅰ柑CTOJIeTa一一May3eP"

C　70･蛤rTaTpOHaM.冗, ⅡHCTOJIeT ''AcTpall c 24･MSI mTpOHaMH, 2 3aXHraTeJILHLIX

ⅢaTpOHa "TepMHTl', 60　710JIJIapOB CI皿A, 3aⅢHTLIX B　6eJIyK) MaTepIIX),

"KOHTppeBOJIX)IIⅡ0HHhle JIHCTOBⅨH一一zI ROJIHtleCTBe 2769 aKaeMrIJI5IpOB, 8 Ⅰ柑CeM B

ROHBepTaX, H3 ⅠくOTOphIX　3　6e3　aJlpeCa lt　5　aJtpeCOBaHHHX B rOpOJta: EJIa6yra

(TaTaPCIはSI ACCP), JIeI柑HrpaJt, HHXHey叩HCIC, AJI3aMa臥101

PocT IIaI一p3I3EeHHOCT2l Ha BOCTOtmOICII6HPCIくOM ytlaCTlCe rOCyJIaPCTBeHIIO益

rpaHI叩hI BLIHy)叩aJI pyROBOJtCTBO CTpaHLI,　OrrIy II IToJIHOMOtIEOrO

rIPeJtCTaBETeJIhCTBa B PerlIOHe yJteJI5ITもI10BLIIEeHIIOe BHHMaHHe yCEJIeH耳X) I

coBepⅢeHCTBOBaHIHO ee OXPaHLI. Ha llpOT兄XeHHH 1930･X rr. HeOJtHORpaTHO

ⅢpHHHMaJIHCh PeⅢeHHSI O6　3TOM. TaIく, B　3IHBape 1933　r. 班.Il.3HPHHC

xaTerOpHtleCItH 3aⅡpeTHJHtpaRTHXy OTphIBa I10rpaHHtIHI柑OB OT HeCeHHSl CJIyX6王.I

oxpaHhl rPaHHqLI Ha XOapa6oThI, pa3JIHtIHもIe C6opE,I I T.rI.102 A a HK)JIe TOTO Xe

roJta IIOJIHT6Ⅸ)po llIt BItrI(6) BOO6ⅡIe ltpHHSuO I10CTaHOBJIeHHe 0 TOM,可TO6hl

yBeJIHtZHTL tIHCJIeHHOCTh BO蕗cR rlorpaHOXpaHLI B BocTOtIHO･CII6HPCKOM RPae Ha

20%, =pHPaBfI5ITh　3a6a触aJILe flo yCJIOBmM　ⅢOrpaI柑tIHOrO peXHMa K

JIaJIhHeBOCTOtIHOMy RPaX) H rIPeJtOCTaBⅡTb IloJIHOMOtIHOMy IIPeJICTaBmeJIX) Orlly

B BocTOtIEOii CH6HPH ⅢPaBa BhICeJISITL BPaXJte6Hhle 3JteMeIITLI H3 3a6a益HaJIM.

PyKOBOJtCTBO IloJZEOMOtIHOrO　ⅡpeJtCTaBHTeJIhCTBa Orny IIeOJtHORPaTIIO

I100IqpSIJIO I HarPaXJtaJIO I70rPaHHtIHHICOB, OTJIHtIHZLⅢHXCSI IIPII OXPaHe rpaHHqLI

･ IlaM5ITHLIM 60eBLTM OXOTHIItlhHM OPyXHeM, Cepe6p5IHhIMH I rlpOCTLIMH tlaCaMII,

AeHeXHhIMH rlpeMHSIMH,　a HaH60JIee OTJIHtIHBⅢⅡⅩCSl rlpeJtCTaBJISIJIH R

HarpaxJteHHm OPAeIIOM "ItpacHOe 3HaMSI".月eHe3RHLIMH ⅡpeMHSIMH I TIaM兄THbIMH

ⅡoJtapIくaMH rIOOIIIpSIJIHCL I MeCTHLIe XHTeJIH,　0Ⅰは3aBIIIrle COpこe丘cTBHe

ⅡorpaHHqHHKaM a 6oph6e c HaPyIJIHTeJI5IMH rpaHIIqLI.

101ApxEB HpRyTCROrOPyOCBP◎. ln. 15397. ･T. 1. ･ JI. 146.

102TaMXe.･◎. 1･OTI. 1.･Jl.34.lJI.51･52.
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BMeCTe C TeM, AOCTaTOlHO CyPOBO HaⅨa3hIBanHCh HapyHHTenE Pe等HMa

OXPaIILI rPaII叩LI H Hep叩こHBhle, HeJtO6pocoBeCTIIhle I10rpaHHtIHHRm B tlaCTIIOCTH,

B aITPeJIe　1932　r･一一3a p叩　rpy6e丘ⅢEX HapyⅢeHH針' rIoJIHOMOtIEhI丘

ⅢpeJtCTaBETeJIL OrrIy 班.Il.3HpI柑C CH兄皿　BCe IくOMaHJ10BaHIIe　51lr10

Tpo叩ROCaBCfCOrO I10rPaHOTP}IJta, a B MaPTe 1933　r･ 6LIJIE OTCTpaIIeHLI OT

AOJIXHOCTII E IIpeJtaHhI CyJty ItoJIJZer- Orlly HOBH丘HatlaJIhHm aTOrO OTPSlJta

OaJIeeZI A erO TIOMOIqEHX nO XO331丘cTBeHHOii tlaCTII JIe6eJteB, ⅨOTOphIM BMeH5mⅡCL

B BHHy M:HOrOtIHCJIeHIILIe paaJtPltIHLIe HaPyIⅡeHIは, B T.tI. H CaMOBOJILHhle IIOeaARⅡ

B MoIIrOJIHm C IleJIhX) ⅡpIIO6peTeIIH兄TOBaPOB.103

BaxHe丘ⅢHM EaIIpaZIJIeHHeM OXpaHLI rpaHHIlhI mJImaCh　6oph6a c

xoHTPa6aHJtO丘　TOBapOB, KOTOPaSI HCTOPHtleCI{H　5IMmaCも　TpaJtHqHOEHhIM

3Ah-HeM MeCTHOrO I,aCeJIeHESI･ B 6opL6e c xoHTPa6aHJIHCTaMH rIOrpaHEtmHXaM

rlPIIX0月HJ10Ch HPOSlBJIJITI, BCe CBOⅡ JIylIIZIHe IくatleCTBa, a IIePeJtRO II HaCTO5IqE丘

repoII3M･ TaR･ HaIIPEMep, B I.DHe 1932 r･ l10rPaEHtZHI相, rIPOBOJtHHⅨ･CTaXeP 51･

ro TIOrPaHOTp叩a li･tleIくMeHeB C CO6aROii Ilo RJIHtIⅨe一一E3ⅠIT.'06HapyxⅡJI CJIeZthI

HaPyⅢⅡTeJIeii rlpaHHqLI, rIPeCJIeJtOBaJI HX　8 ⅠtM A B r.Tpo叩ⅨOCaBCIくe (HhIHe

It5IXTa) e脚HOJl-HO 3aJtePXaJI 5 KOHTPa6aHJtHCTOB C TOBapaMH.104

B peayJIhTaTe CaA400TBep3ReZIH0丘　6oph6hI　ⅢOrPaHMHmOB C

ROHTPa6aHJtHCTaMH H3　rOJta B ron BOaPaCTaJIO tmCJIO　3aJtepXaHⅡ丘　Ⅱ　cyMMa

ROHTpa6a耶H･ ToJIhRO ZI TetZeme 1931 r･ I10rPaHHtIHHXaM BocTOtmOii CH6HPH

yJtaJIOCL 3aJtePXaTh ROHTPa6aHJIy Ha O6IqyIO CyMMy 351 ThICSltla 286 py6JIeii, a

T･tI･ Ha 118 ThICJItI 734 py6JIJI mph ee BBOae ZL CCCP H Ha 232 TLICSItIH 552 py6JISI

rlpH BLIBO3e･ 105 H3 06qe丘cyMMhI 3aJtep)RaHH0庇xoHTPa6aHRhI Ha JtOJTX) 51･ro

rIOrpaHOTpSIRa llpHXOJtHJIOCL 38 TLIC5ItI 446 py6JIeii, 53･ro ⅢorpaHOTp叩a ･ 247

ThIC5It1 121 py6JIh･ 54･ro rIOrpaIIOTPSIJta ･ 54 TLIC5Itm 131 py6JIh I TymHHCROii

xoMeHJtaTyPhI ~ ll TLICSITI　588　py6JIeii･ 106 BLICORHe I10Ka3aTeJIE naypCROrO

I10rParlOTp5IAa 6LIJm O6ycJIOBJIeHLI TeM O6cTO兄TeJIbCTBOM, two Ilo erO TePpHTOPHH

rlpOXOJ叩JIa XeJIe3HaSI JtOpOra B MaHtIXyPEm, a TaXXe rIOIILITRaMH HeJIeraJIhHOii

aMHrpaIIHH 6ypSIT BMeCTe CO CROTOM B MaHtIXypHのB 3HaR rlpOTeCTa rlpOTHB

ROJTJIeIくTHBH3aIIEH.

3aBePⅢa5I paCCHa3　0　月こe兄でeJILHOCTH OpraHOB rOCyJIaPCTBeHHO益

6e30ⅡaCIIOCTH Ha TeppIITOpHH BocTOtIH0･CH6mpcROrO RpaSI B 193011936　rr.

MOXHO JIⅡHIh IlOBTOpIITh, BhICRa3aIIHyX) B HatlaJIe CTaTI'H MhICJIh 0 TOM, tITO aT0

6もIJI RPaiiHe CJIO3式Hblii H TparHtleCmii IIePHOJt a HX HCTOPHH, ROTOpLI丘　H

OrIPeJteJIHJI XOHIくpeTHOe COJtePXaHHe II HTOrH HX pa60TLI B aTO BpeMSI.

103TaMXe. ･R.34. ･JI. 144.

104TaM3Re. ･R. 26. ･ JI. 520.

105TaM3Ke.loll.2. ･R.21. ･JI. 158.

106 Tax 3式e.
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PyCCRHE OAⅢHCThI B MAHhtIXyPHH t

B 20･40･e roJtH XX BeIは

JI.B. Itypac (yJIaE-yJta)

B oTetleCTBeI柑OA, 3aPy6exHO益H aMHr.paHTCIく0丘EcTOPIIOrpa申EH yAeJISleTC兄

FtOCTaTOtIE0 6oJILⅢOe BHEMaEIIe JteSITeJILEOCTII 6eJIO丘aMHrpaqHH RaIHL EzLpOIIe,

TaIくE B MaIILtIXypI柑1. Bopも6a aMHrpaIITCRHX rpyIIⅡⅡpOBOR MeXFty CO60最, HX

Jte3ITeJILHOCTL B 20･30･Ⅹ ro月aX, a TaItXe　Ⅱ0ⅢHTRa 06もeJ叩HHTb BCe CHJIhI

aMHrpaI叩Ⅱ I HaIIPaBHTL HX ⅢPOTI柑ccCP II MoxroJ川H IlpmJIeRa氾T BHHMaHⅡe

R_aR yTleIIbIX, TaIくⅡ MeMyaPHCTOB 'EeI10CpeJtCTBeIIHhIX ytlaCTIIHROB OⅡHCもIBaeMHX

c06もITII丘2. 9TO丘rlpo6JIeMe 6Z'IJIa I10CB5Iqe‡Ia MeXJlyHapOJtEaSI ROE4)epeI叩HSl

くくrOJtLI. JIDJtH. Cy月.h6LZ. HcTOpHSI pOCCH丘cRO点aMHrpaIIEH B ltHTae)),

cocTOSIBⅢe丘C5I B Mae 1998 roJta B MocIくBe. HaytleI柑e aTO丘rlpo6JIeMH Il0MOXeT

oTO6pa3IITh 6oJIee I10JIHyIO I IIpa叩HByX) KapTI柑y OXeCTOtleIIHO蕗6op王.6H 3a

BJIaCTh, BHyTpeHI柑X paCrlpe軌IIpOZLana HeOJtEORpaTHhIX I10rTHTOIく06もeJtHⅡeHⅡ月

BCeX Bpa3RJte6HhIX CoBeTCROMy rOCyJtapCTBy CIIJI, BJIⅡ兄HH5I Ha aMHrpaIIIID

peaRIIⅡ0ⅠⅠⅡIJX RpyrOB. BMeCTe C TeM, HCTOpIはaMErpaI叩Ⅱ l aTO RPyⅢeI柑e

ⅡJIJtD3IIii, JteJIa 班 CyJth6H Ilk)JteA, rIOTepSlBⅢHX pOAHHy I JtaXe rOTOBHBⅢ打ⅩCSI

"ocBO6oxJtaTE," PoccIIX日IOJl tlyXⅡMⅥ 3HaMeIIaMH I I10TOMy PeⅢⅡBⅢⅡXCSI Ha

IlpSlMOe ⅡpeJtaTeJILCTBO･

K tIECJIy HaII60JIee MaCCOBhIX aMHrpaETCXHX OpraIIH3aI叩ii, oxoⅡaBⅢHXC兄B

MaHLtIXyPI相, CJIe月yeT OTIIeCTII pyCCMX 4)aEHCTOB (B Pa3ⅠIOe BpeMI: PyccRaSl

申aⅢHCTCRa5I OpraI柑3aI叩JI, PyccIはSI中aⅢHcTCRaSl ⅡapTHSl, BcepoccH丘cIはSZ

4)aⅢHCTCRaSl rlapTⅡSI, PoccII点cxH点如ⅢECTCIくH最coIO3).

rIpo6JIeMa BO3HIIRHOBeIIHSI ¢aⅢHaMa, TIpOI柑RHOBeHⅡ5I erO a CpeJty pa60tlerO

RJlaCCa II PaCIlpOCTpaEeHHe aTOrO COI叩aJIhHOrO 4)eIIOMeHa BO M.HOrIIX CTpaHaX

1 ⅠtoMHH B.B. Itpax poccH丘cIく0丘KOHTpPeBOJIKqHH 3a py6exoM. ItaJIHEHH, 1977;

BapIIXHOZLCIくⅡ丘　r.◎. HJte点HO･IT0JIHTHleCIくH丘　RpaX　6eJIOaMHrPaI叩H　耳　pa3rpOM

BHyTpeHHe丘　ⅨoHTPpeBOJIKqm (1921･1924　rr.). JI, 1978; ⅢⅨapemOB JI.lt.

AroHHJl 6eJIO丑aMHrpaltHE. M., 1989,'A6JIOBa H.E. HCTOpIはICBこ肌n H POCCrl点cRaE

aMⅡrPa叩SI a KETae (ⅢepZLa兄ⅡOJIOBma XX a.). MEHCR, 1999; ycTPSIJIOB H. B

6oph6e aa PoccIID. C6opHm CTaTeii. Xap6HH, 1920; ero xe. PoccEsI (y oIくrla

BarOIla). Xap6HH, 1926; yRa3aTeJIも　ⅡepHOAHtleCRHX H3AaEE最　aMHrpaI叩H H3

PoccI柑3a 1919 I 1952 rr. M10HXeH, 1953; ⅡJtP.

2 1typac JI.B. Xap6EHCIはSl 6eJIaSI aMErPaqESI a OCZLeⅡleHI柑　CIIeIICJIyX6　ccCP

(KOEeI1 20･Ⅹ　-　HatlaJTO　30･X roJtOB) // H3 IICTOPHH CIIeIICJIyX6　Byp兄THH.

MaTePHaJIhI EaylIHO･nPaIくTⅡtleCKOii ROEd)epe叩HH, nOCBSIqeI柑0点80･JIeTIIX) BtIR･

OCB. yJIaE-yJt3, 1997.
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MEpa AaBHO JIBJTSIeTCS( 06beRTOM ⅡpECTaJtLHOrO BHEMaEESZ POCCIt益cxHX E

3apy6exHhIX ytleIIhIX. OJIⅡaRO AeJITe皿LHOCTL pyCCIはⅩ ¢aⅢECTOB CO ⅢTa6･

RBapTHpO益B Xap6耳He, ROTOpHe ⅡyCTIIJIⅡ rJIy6OKEe ROpHH ⅡO BCeii TeppIITOpⅡⅡ

ltETa3I E EMeJIE 4)ⅡJIEaJIH IIpaIくTEtleCI柑BO BCeX CTpaHaX, rJte I10CJIe peBOJIX)qオE

E rpaXAaHCRO丘BO丘HLI B PoccEH,DCeJIa 6e.TIa3( aMErpaIIESl, ⅡORa Ee IIaⅢ皿a

JtOJIXHOrO OCBeqeEESI a ECTOpEOrpad)EH. HcIくJIK)tleI柑e COCTaBJI5IX)T JtBa

xap6且HCRHX H3JtaHmI, IIOCJIeCJIOBHe C.B. RyJIeⅢOBa IくJtORyMeIITaJILE0丘

rly6JIHRaIII柑《3BeaFta滋CBaCTERa)), rJte BO BTOpO丘tzacTII RHⅡrH OⅡy6JIEROBaHa

((A36yRa ¢aⅢⅡaMa》, CTaTe孟JI.B. ICypaca II IO. MeJIhRHROBa II Ee6oJIhⅢ0丘

ITaparpa中B MOHOrpa申ⅡE H.E. A6JIOBO丘, TIOCBEqeIIH0丘Jte3ITeJILEOCTH

poccH点cRO丘aMErpaIII柑ZL RETae a ⅢepBO丑ⅡoJIOBEEe XX BeRa.3. MexJty TeM,

pyccRaSZ申aⅢⅡcTCIは5I OpraEH3a即はⅢpeJICTaBJIRJIa 6oJILⅢyIO OrlaCEOCTI･ He

TOJILRO AJISI COBeTCIく0丘HOJIOEHR Ha KBコR月, HO II B lIeJIOM JtJI兄CCCP. CpeAⅡ

IIPOtZerO aTO O6ycJIaBJIHBaeTCR E reOⅡOJIHTIItZeCIくⅡMH OCO6eI柑OCT兄MH

MaIIhtIXypI‡臥

rIJIOqaAL aTO丘RPyIIHe丘Ⅲe丘RETa丘cRO丘ⅡpoBHEIIEⅡ COCTaBJISlJIa l MHJlJIHOII

300 TI'IC5Iq RBa月こPaTHhIX ⅨEJIOMeTpOB, HaCeJIeHRe ･ 35 MEJI皿HOHOB tI8JIOBeI(,

ITPOTEXeHHOCTI'COBeTCIく0･MaHLIXypCROii rpaHHIILI ･ 3,5 ThIC5ITZH XH･10MeTpOB･

MaIIhtIXyPIISHIpeJtCTaBJISIJIa XpyⅢHe点Ⅲyx) chlpLeZLyZO 6a3y - 30JIOTO, yrOJIL,

xeJIe3HaSI pyJta, BOJIh¢paM, MarHⅡeBhle PyAH, ⅩJIOr10Ⅰく, ⅢepCTh. B cJIytZae

BOeHHOrO yCIIeXa BO丘cRa arpeCCOpa MOrJlH B XOPOTRH丘cpo壬C Ⅲepepe3aTL BaXHhle

coBeTCItEe ItOMMyHⅡRaIII柑･ AMyPCIくyⅨ) I yCCyPII点cltyⅨ) XeJIe3ⅠIHe JtOPOrII 冗

oTCetlh OT CCCP CoBeTCROe nPIIMOPI,e. IloaTOMy HeCJIytlaiiHO SII10HCIは51 BOeI柑aR

MHCC壬ⅠSI (5IBM) B Xap6me IMEOHClCaS"OeI柑aSl Pa3BeJtKa KBaHTyECRO丘apMEE

o6palqaJIE CTOJIL ItPⅡCTaJILHOe BHHMaHIIe IIa aTy RHTa丘cIくyX) nPOZIⅡHI叩X) E

cTPeMHJIHCL JtePXaTh TIOJt XOETpOJIeM JteSITeJIhHOCTh pyCCIくHX ¢aⅢHCTOB 冗 JtpyIⅦX

aMHrpaHTCICEX OPraHH3aI叩丘B Xap6EHe. BrIOJIEe eCTeCTBeI柑0, 1TO aTⅡ

opraIIH3aIIHH aRTHBHO Pa3Pa6aTLIBaJIHCL 冗 COBeTCIく0丘pa3DeJtROA.月ocTaTOtIHO

cRaaaTI,, tITO B 1942 roJIy B tIHTe, Ha OCIIOBaHEH HOJIytleI柑LIX COBeTCIくOii

pa3B印.Ⅸ0丘AaHHZ,ⅠX, 6HJt H37taH TPeXTOMHHR "BeJIOaMHrPaIIES" MarlhtZXyPHE",

rAe HMeIOTCSI OTJteJILXLIe CBeJteI柑5I I 0 PyCCIくHX ¢aⅢ滋CTaX a Xap6HHe. OAHaKO

3 BoJILⅢaROZI C. OaⅡ川3M E XpltCTHaHCTBO // ◎aⅢH3M H peJIHr才Sl. Xap6HH, 1936;

rlpoTHB BltIl(6) - B.Il.0. Xap6HH, 1936; 3Be37ta H CBaCTIIRa. BoJIhⅢeBE3M 冗

pyccRH最中aⅢH3M. M, 1994. C.271･312; Kypac JI.B. BcepoccH丘cKaSl 4)aⅢHCTCIはSI

IIaPTⅡ5I: Xap6Ⅰ柑30･e roJtLI // BoITPOCLI COI叩aJIhHOII70JIHTEtleCKO丘HcTOPHH (ⅩVII･

ⅩⅩ BeRa). BaxpyⅢHHCI柑e qTeI柑SI 1997 roJta. HoBOCH6HpCR, 1999; A6JIOBa H.E.

yRa3. COtI.; MeJIhHI柑OB K). PyccIくHe OaⅢHCTLI B MaHLtI3KypHH (It.B.

PoJtaaeBCRH丘: TpareJtHSI JIHtHOCTII) // rlpo6JIeMLI JtaJIhHerO BocTOIは. 1991. N9 2.

C. 109･121;N9 3. C. 156･164
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yRa3aHHH丘TpeXTOMEm･ BZL耶y TRXeTJIOrO ⅢOJIOXeHm Ea中pomax BeJlm0丘l

OTeleCTBeEE0蕗BOiiEhl, MaJIOrO THpaXaオCIIe叩如RⅡ Ⅱ叩am兄(rpHせ｡JIJI5T

cJIyXe6flOrO HOJIも30BaHⅡSl,･) ceroJtES"BJISIeTCSI paPETeTOM4.

Ha ocHozlaE滋Ⅱ AORyMeIITOB IleIITpaJIhEOrO apXHZLa OCB PoccII蕗cRO丘

OeJtePaII1-5 A apXEBa yⅢpaZIJFeZlESI OCB PoccHⅡ ⅡO PecⅢy6JIme BypJmH3I Haw

yJtaJ10CL JtOCTaTOqHO IIOJIEO ZIOCCO3JtaTh IIOpTpeT PyCCRHX 4)aⅢHCTOB.

B ROHqe 20･Ⅹ･HatlaJTe 30･Ⅹ roZtOB CTa6IIJm3EpOBaJIOCh ⅡOJIOXeEHe Ea 3aⅡ叩mIX

rpaH叫aX CCCP, B TO BPeMSl XaI…a BOCTOlHLIX py6e)Ra又 6HJIO HeCⅡORO丘EO.

HMeHⅠIO K aTOA(y ⅡepHOJty OTEOCHTCSI COBeTCRO･RHTaiicRH丘BOOpyXeEEH丘

xoE申JlHRT IIa ItETa丘cROIBocTOtIHOii xeJIe3HO丘月OpOre (RBXn) 3 1929 r. H

兄TIOIICIは兄arpeCC滋3" Max-3KypI柑2l InaIIXae a 1931･19J32 rr･, ROTOpHM

IIpeJtⅢeCTBOBaJI TaIくHa3も柑aeMhI丘"MaHhtIXypCItE畳Ⅱ叩耶eHT''(TaIt B

EcTOpIItleCKO丘JIHTePaType Ha3HBaIOTCJI CO6LITIは18 ceIITJI6pSI 1931 r., ⅨorJta

兄Ⅱ0HqLI nOJtCTpOIIJIH BaPLIB Ea I)xHO･MaIILtIXyPCRO丘xeJIe3ⅠIO丘JtOpore I{ CeBepy

oT My和eHa, 06BmEZ" aTOM. mTa的eB, qTO I10CJIy3mJIO I10BOAOM 冗 BBeJteHm)

oRXyHa叩0ⅠⅠHLlⅩ 30丘cK B Xap6ⅡE). B rIOCJIeJtyIOⅡleM B aTOM Pa危o苫e IIMeJIO MeCTO

ⅢEpOIくOMaCⅢTa6ⅠIOe 3IT10ⅠICROe BTOPXeHEe B ItETa丘B 1937･1945 rr., coBeTCZC0･

SIIIOHCIくHe BOOpyXeHIILIe CTOJIKHOBeHHSI Ha COBeTCROーMaHhqXypCXO丘Ⅱ MOHrOJIO･

MaIILtI3KyPCIく0丘rpaI柑IlaX. 9TH ⅢarH, Ⅲp印こⅢPEEEMaBⅢHeC兄5IrIOHオeii,

ⅡOJIHOCThX) COOTZIeTCTZLOBaJIE arPeCCHBHhIM IIJIaHaM PyIくOBOJtCTBa CTpaⅡLI,

H31TIOXeHHHM 7 ⅡK)mI 1927 roJta B CBepXCeXpeTIIOM ⅡHCLMe TOrAaEHerO ⅢpeMLep･

MmHCTpa H MHHIICTpa I柑OCTPaHHLIX JteJI 5hloⅠ柑H TaIIaRH HMrlepaTOpy CTpaHhI

BocxoJtSIqerO CoJIHIIa, T10JIyqHBⅢeM Ⅱa3ZlaH∬e "MeMOpaIIRyM TaIIaRⅡ" ( B ROHIIe

1929 roAa COBeTCXH蕗paaBe耶ⅡR HBaH qHtlaeB, Pa6oTaBⅢH丘I107t HPHRPNTEeM

reIIepaJILHOrO ROIICyJIa B CeyJIe, JtO6hIJI H HaIZpaBEJ" MocKBy IくOTIm) aTOrO

EORyMeHTa･ tlepe3 HeIくOTOPOe BPeM5I BacImH益rlyJtHH, pa6oTaBⅢE丘zL

Xap6HHCRO点pe3叩eHType, TaICXe J106hm ROⅡHKHTOrO JtOXyMeIITa). B

co37taBHHXCSl yCJ10BH5ZX Mocma H0HJra Ha 6ecI-PelleJteIITIILI丘Ⅲar, oⅡy611mOBaJI

a IIeHTpaJIhHO蕗TIetlaTH O6nIEPHLIe BLIJtePXRH Ⅱ3 HMeMOPaIIJtyMaH, BLIaBaBⅢHe

6oJIe3HeHⅠIyIO pea叩Hm ToREO6･ (IlocJIe BO如Lt aTOT JtORyMeHT 6LIJ"PH3Hall

rloJtJIHHHもIM H申HryPEpOBaJI Ha To-iicROM rlpOIIeCCe a ⅨatleCTZle 04)HqHaJlL耳OrO

JtORyMeETa nOJI EOMepOM 169). tlyTh TIO37tHee 5I63 Ta的311 -叩eOJ10r B

IIPaB耳TeJILCTBe ⅡpeMLeP･MHHHCTpa ◎. RoHO3 - TaIt 060cIIOBhIBaJI HeO6XoJtHMOCTも

4 BeJIOaMHrPaIIm a MaIIhtIXyPm･ B 3･Ⅹ T･ tIETa, 1942･ PexHM CeRPeTHOCTⅡ

cH兄T Ji 1999 r.

5 ApxHB OCB PO･ Oco6hlii ¢o叩. H･18765. 25 TOM･OB. neJIO　Ⅱ0 06BmeHHD

6LmⅢerO 6eJIOrBaPJte丘cIくOrO aTaMaHa CeMeⅡOBa rpHrOPm.

6 ⅠtapⅢoB B･ 3a6BeHHK, Ee ⅡOJtJteXHT･// HoBOCTH Pa3Be耶E I ROIITppa3BeJtRm

MexJty-IaPO-叩a5I He3aBHCIIMa3I ra3eTa 0 Pa60Te CIIeIICJIyX6. 1996. N9 9. C.13.
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co叩aEESl t(06ⅢHpEo丘C中epH COIIpOIIBeTaHE兄}} rlOJt aⅠⅦ月0丘SIⅡoEHn:

((BocTOtIHOa3EaTCRaE C¢epa ⅡpOIIBeTaEHSl - 06ⅢHpEaSI aBTOHOMEaSl 30ⅠIa

o6ecIIetleI柑Sl 6e30rlaCHOCTE SIⅡoHEE 冗 CEa6xeI柑SI ee IIeO6XoAⅡMHME

MaTepEaJILEHME peCypCaME - JtOJIXⅡa 6htJIa BⅨJIK)tlaTL CeBePHLI丘CaxaJ柑E Ⅱ

ItypEJIhI Ea CeBepe, BocTOtZHyX)j]E6ⅡpL, MaELtZ3RyPIIめ, BHyTpeEEX)K) E

BHeIIIHX)I) MoIIrOJIED, ltETa最E TⅡ6eT IIa 3aIIaAe, rOJIJIaHJtCIくyE〉 HEJtEZO Ea 一ore

冗 oReaH JtO raBa丘cIくEX OCTpOBOB Ea BOCTOIくe}>7. Bee aTII CO6LITHSI JtOCTaTOtIHO

IIOJIHO paCCMOTpeIILI a ⅡCTOPHtZeCIく0危JIⅡTepaType8, HO POJIL B EX rl07trOTOBRe E

ocyⅡleCTBJIeEEE CO CTOPOIILI PyCCIくⅡⅩ 4)aⅢHCTOB Ⅲ0ⅠはH3ytleIIa CJla60.

B cepeJtEⅡe 20･X roJtOB, ROrAa 4)aⅢH3M IIatIEEaeT IIOAEEMaTL rOJIOBy BO

BCeT. MEPe･ B Max"XypHH BO3ⅡⅡKaeT CoE'3 4'aⅢHCTOB'C如AmanECTOB･

ROTOpH最IIO37tElee　ⅡpeO6pa3yeTCSI BO BcepoccⅡ孟cItyIO ¢aⅢECTCIくyIO rlapTEK)･

0月EOBpeMeI柑O C CoIO30M 4)aⅢⅡcTOB-CHHJtⅡRaJIⅡCTOB B Xap6ⅡⅡe BO3Ⅰ柑RaeT

4)aⅢⅡcTCmE OpraI柑aaI叩Sl, BO3rJlaBJI3IeMaSl ⅡOJIROBEEROM HJthe丘

AJIeRCaI叩POBEtleM IlaTIIeⅢBHJIE. 9Ta OPraⅡH3aIIHSI B HatlaJIe 1924 roJta

rIOJIytZaJIa JteEeXHyE) IIOMOⅡIt, OT 4)aⅢECTOZI 3arlaJtEO丘EBpOIILI. OpraHIⅠ3aI叩兄

HaXOJtHJIaCL B TeCHO丘cBSl3Ⅱ C JIⅡAepOM RHTa丑cICHX MHJIETapItCTOB MapⅢaJIOM

tlxaH I130･JIHHeM9. CAM: H.A. rIaTⅡeⅢBEJI耳ⅡOJttZⅡESIJICSl pyEOBOJtETeJIK)

MoHapXHtleCItOrO Co∝)3a 04)叩epOB reHepaJIy ChltZeBCROMy. 9TO, OJtEaRO, He

MeIⅡaJIO eMy ⅡpeAⅡpIIEIIMaTI, I CaMOCTOSlTeJIhEhle ⅢarⅡ flo OpraIIHaaIIⅡE

aETⅡCOBeTCRO点6opL6もⅠ. Ha 90 mpoqeHTOB OpraI柑aaIII柑COCTOSIJIa E3

6eJIO3MⅥrPaIITOB, OCTaJIhHhle ･ mTaAIIt,I I HeMHOrO S(Ⅱ0叩eB. Ilo JtaEEhIM H･A･

IlaTIIeⅢBEJI甘, a EOTOPLtM ⅡH4)opMaTOp OTIIOCHTCSl C 6oJILⅢHM EeJtOBepIIeM,

4)aⅢⅡcTCRaSI OPraHH3aI叩SI HaCtIEThIBaJIa OT 5000 JtO 8000 tleJIOBeIく･ flo

cBeJteHⅡSlM COBeTCKO丘pa38eJtRE OpraHII3aqⅡ3I BRJIK)laJIa B Ce6E OT 500 JtO 800

tleJIOBeRIO. BHCⅢHM OpraIIOM OpraHH3aI叩H 6hIJI BepxoBHH益CoBeT. CorJIaCIIO

〉I

ycTaBy OpraI柑3aI叩Ⅱ, 0Ha JteJIHJIaCh Ha山nSITRE , B ROTOphIX HaXOJtHJIOCL paaⅠ王Oe

XoJIHtleCTBO JIX)Aeii. B pacrIOpSIXeI柑H OPraHH3aI叩H EMeJIOCL He6oJILlZIOe

7　Bep耳COIIIは5I E.B. HJteOJIOrIItleCItOe O6ocHoBaI柑e arpeCCI柑EOii IIOJImERE

SZIIOECItOrO IIMIIepHaJIHaMa B pa6oTaX　6ypxya3mIX ytleHhIX　Ⅱ　rIOJIHTⅡIeCIくHX

Jte兄TeJIe丘　5IHoHI柑(1930･1940･e rr.) // SII70ⅠICKaSI HCTOpPlOrpa中ⅡSI PyCCIく0･

JIIIOHCRⅡX H COBeTCIく0･SIⅡ0IICRHX OTIIOⅢeHE点ⅩⅠⅩ･ⅩⅩ BZl. BJIaFtHBOCTOIく, 1987. C.

56.

8 CMEpHOB JI.M., 3a軸eB E.B. CyJt B ToIくHO. M., 1980; MHJIⅡTapIICThI Ea CIはMLe

TIOJtCyFtⅡMLIX. Ilo MaTepIはJIaM ToRⅡ点cROrO Ⅱ Ⅹa6apoBCIくOrO IlpOIIeCCOB･ M･, 1985･

9　ApxHB yⅡpaBJIeHI柑　OeJtePaJIbHO丘　cJtyX6LI　6e30IIaCIIOCTⅡ　PoccH丘cIく0丘

oeAepaIIHH rlO PecIIy6JIme BypSITm (naJIee I ApxHB y¢CB PO Ⅱo PB), ¢12,

O臥l, Jt.3, JI. 158 (0630P N9 7, JI. 30).

10 TaMこXe. JI.159 (0630P N9 7,.TI.31).
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xoJIHtleCTBO OpyXHSl･ rJIaBHHM O6pa30M 6oM:6hII HecMOTpJI Ea 3Eat"TeJILHyK) t

tIⅡCJIeHEOCTL, OPraI柑aaI叩R 6HJIa aMOpd)Ha E 6e3月e51TeJIhEa. H.A. IlaTIIeⅢBHJIH

cocTO3IJI B IIePeⅡHCIくe C aTaMaHOM F.M. CeMeHOBhIM H reIIepaJIOM ToJIMaTleBhIM. B

cBO耳Ⅹ ⅡHChMaX H･A･ IlaTIIeⅢBEJIH 3aHⅡMaJICSI rJIaBHLIM O6pa30M CaMOpeRJIaMO臥

B pyRR COBeTCIt0蕗pa3BeJIm rIOIIaJIO IIHChMO reHepaJIa HⅡztoHOBa X aTaMaHy

CeMeHOBy, B KOTOPOM aBTOP JtaeT eMRyX) ⅩapaICTepIICTEKy OPraI柑3aIII柑: 〃9TO

TaIくHe CMeXOTBOPEHe OpraIIオ3aIIⅡH, tITO IIa EHⅩ He ⅢpⅡXOJ叩TC51 0CTaHaBJIEZLaTLCSI.

0.叩O M:OXHO CIは3aTh, 1TO rlO nepCOEaJIhEOMy 110Jt6opy ･ HH3Ee BCSlRO丘

RpHTERH''1 1.

rIoM:HMO OpraHlⅠaaIII- B3pOCJILIX 4)aⅢHCTOB B Xap6ⅡHe CyⅡIeCTBOZ[aJIa IIeⅨOTOpOe

Bp9㌍兄OpraHEaa叩SI mHhlX申aⅢECTOB BO rJIaBe C ItOJIKOBkHROM EH6opHCOBもIM,

ROTOpa兄6HCTpO PaCIIaJIaCL E CJIⅡJIaCh C OpraHHaaI叩e最B3POCJILIX..

B qeJZOM OpraI柑3al叩JI 班.A. IlaTEeⅢBHJIH CyqeCTZIOBaJIa Ilo 1lrlePI叩H, Ee

ⅡpoBOJt3l HHICaROii pa6oTbI, I B ROI叩e 20･X roROB ⅡepeCTaJIa CyⅡIeCTBOBaTL, a ee

tzJIeHhI BCTyTIHJIH B pSlJtbI PyccIくOii ¢aⅢHCTCRO丘ⅡapTⅡH.

B cepeJtEHe 20･X roROB OCO6eI柑O MEOrO CTOpOIIHmOB HJteOJIOrIIⅡ 4)aⅢⅡ3Ma 6もⅠ皿O

B CpeJte CTyJIeHTOB I)p叩HTleCIくOrO 4)aRyJIhTeTa Xap6mCIくOrO yI柑BepCHTeTa (A.H.

IloRpoBCIくH軌E･B. Kopa6JIeB, lt.B. PoJt3aeBCRHii, B.C. PyMSlHqeB H杵P.), rJte

6LJJta CO3naIIa PoccII益cIはSI如ⅢHCTCIは兄OpraHH3aIIIは(POO). POO B 1926 冗

1927 roJtaX Orly6JI耳ROBaJIa ⅡpOrpaMMEhle RORyMeIITLtくくHaⅢⅡ Tpe6ozlaHE3I)l I

《Te3ⅡCLI pyCCROrO申aⅢHaMa))12. 0月:EaKO 3aMニeTEO点poJIE CpeFtH MEOXeCTBa

aMHrPaETCIくEX OPra‡柑3aI叩ii oHa rle IIrpaJIa.

Ilo cⅡpaBeFtJImOMy 3aMetlamD B.rI. ByJIJtaROBa ･･aMHrpaHTCIくH最中aⅢⅡ3M HOCⅡJI

HO斗paXaTeJIhHhI丘ⅩapaxTep I He 6HJI pe3yJILTaTOM aBOJIX)qHX PyCCIくOrO IIPaBOrO

pa叩RaJIH3Ma,･13･ 9MHrpaIITCIくⅡ丘4)aⅢⅡaM HMeJI MeCTO BO MHOrⅡⅩ CTPaHaX

EBpOIILI, JIaTI柑CIく0丘AMepIはH, CIIIA II Ha naJILHeM BocTOIくe. Ho JIHⅢL B

MaHLqXypI柑PyCCRaSI 4)aⅢRcTCXa3I OPraHH3aIIm rIPeBpaTEJIaCh B RpyIIHyIO

IIOJIHTHtleCIくyIO ⅡapTIIE)･

AIくTI柑H3aSI pyCCIくOrO 4)aⅢH3Ma B MaHLtIXypI柑ⅢpIIXOJtHTC5I Ha IIatlaJIO 30･X

roAOB･ 9TO O6ycJlaZIJIHBaJIOCL O6TE･emHBHLTME 06cTOSlTeJILCTBaMH I, =peXJte BCerO,

BCe06もeMJZK)qEM RpHaHCOM, Ha BOJ柑e ROTOPOrO 4)aⅢHcTLI ⅢPHXO卯T 冗 BJIaCTH B

repMatlm, a TaRXe BCTyI"emeM･兄=0HCmX 0ⅠtXyIIaIIIIOHHLIX BOiicIくB Xap6I柑B

4)eBpaJIe 1932 r･ c IIOCJZeJtyIOIItHM CO3AaI柑eM Ha TeppHTOPHH MaLHhtIXyPI柑

MapHOIIeTOtIHOrO rOCyJlaPCTBa MaHLtI3ROy･Ilo ILO rJIaBe C HMⅡePaTOPOM reⅡPII Ily

ll Tax Xe. JI.160 (0630P N9 7, J7.32).

12 0rlerI柑a C. IIHCLMO B.It. PoFt3aeBCIくOrO H.B. CTaJIHHy. BcTyIIHTeJIもHa兄CTaTLJI

// OTetleCTBeEHaSI HCTOpmI. 1992. N9 3. C. 92.

13 ByJIAaROB B･Il･ Ha叩OHaJILHaSI ⅢPaBa兄rIPeXJte I TeIIePL // OTetleCTBeHHaJl

RCTOPIは. 1994 N9 3. C. 202
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班. K aTOMy CJIeJtyeT AO6aBETL OCO6yIO POJIh a ⅡpeBpalIIeIIEE申aIIZECTCRO点

opraHE3aIII柑B ⅡapTIID ee 6eccMeEEOrO JIEAepa IC.B. PoJtaaeBCROrO, ROTOpH丘

oTJIHtlaJIC3I BLICOIく0丘06pa30BaHEOCThD, ⅡpeKPaCIIhIMH OpraI柑aaTOpCRHME

cⅡoco6ェocT5IM甘, OpaTOpCREM TaJIaETOM. tITO IはCaeTC3I POJIE aTEntleCRO丘

aMⅡrpa叩E E pyCCREX 4)aⅢECTOZL′B JteJIe COaAaIIm rOCyJtaPCTZla MazlhtI3KOy･rO IIa

TepPIITOpI柑6hIBⅢe丘xETa丘cRO丘ⅡpoBⅡHIIEE, TO OEa ⅡaM Ee II3BeCTIIa. XoTSl B･B･

Ba3aPOB ZILI耶EraeT r.I柑OTe3y 0 TOM, tlTO IくOETaI汀LI aMErPaIII柑C 5IⅡoHEe丘6HJIE

JtOCTaTOtIHO ⅢJIOTHHME 冗 rIOTOMy B CO6HTH5IX B MaEL13RypI柑"6ypRTCIは3I

aMErPaI叩兄MOrJIa CblrpaTh Ee IIOCJIeJtHmX) POJIL". 9TO IlpeJIⅡOJIOXeEHe OH

cooTHOCET C CyAh60丘arEECIくOrO 6yp兄Ta, ZI ⅡOCJIeJtyX)qeM reEepaJrJIe丘TeIIaHTa

MaEhlXOy ･ rO ypXHEa raPMaeZLa14.

IloSIBJIeHIIe ⅡapTIIE PyCCRHX 4)aⅢⅡcTOB He 6hIJIO leM･TO IIeOXHJtaIIELIM, E60

中aIIIHaM, Ilo CnPaBeJtJIEZ10My MXeIIHK) H3BeCTEOrO ECCJIeAOZIaTeJISI B3aHMOCBSI3Ⅱ

ncHXOJIOrkH MaCC正中aⅢ滋3Ma B. Pa点Xa, BCerJIa BO3Ⅰ柑XaeT Ha OCHOBe paCOBO丘

HeIIaBHCTⅡ E CJIyXHT ee ⅡOJIETEtleCItHM E OpraHHaallIIOIIHhIM BLIPaXeHHeM･

"OTCI叩.a CJIeJtyeT, - IIHmeT ytleIILIii, ･ 1TO CyqeCTByeT IIeMeIIXⅡ蕗, HTaJILSIECRE益,

ⅡCⅡaHCItH軌aHrJIOCaRCOHCRE丘, eBpe最cKE丘H apa6cIくH点4)aⅢⅡaM''15.

BcepoccIIiicIは兄4)aⅢHCTCRa5日[apTHSI OTJIHqaJIaCZ･ AOBOJILHO CTpO丘HO丑

cTpymypOB. no coo6ⅡIeI柑SIM COBeTCROii paaBeJIKH BO rJIaBe I一aPTⅡE CTOSIJI

BepxoBHhI丘CoBeT. IIpeJtCeJtaTeJIeM[ HaPTIIE 6hIJI A.H. BoIIC叫RHii, zlJIaCTh

ROTOpOrl0 6hIJIa tIHCTO IIPeJtCTaBETeJILCRO丘. OaIくTHtleCRHM Xe PyRO807tHTeJIeM

IIapTI柑6hIJt OCHOBaTeJIh H叩eOJIOr JtBHXeHIISZ 27･JIeTHⅡ益R.B. PoJtaaeBCKHii. 0ⅠI

HCnOJIHEJI O65I3aHHOCTII TOZLapIIqa ⅢpeJtCeJtaTeJISI E 6E'IJI O¢HIIHaJIhHLIAq

reHepaJIbHhIM CeIくpeTapeM IIapTⅡH. Bc5I OpraHH3aTOPCKa5I I HCI10JIHETeJIhCRaSl

BJIaCTL Ha naJIhEeM BocTOXe ITPHHaAJIeXaJIa eMy. B cocTaB BepxoBHOrO CoBeTaL

BXOJtHJIE TaIはe BH月Ehle 4)yII叩HOHepLI JtBmEeHHSl M.A. MaTIくOBCRHii, C.H.

月oJIOJ3, BaJILIKOB, B.H. Bac把JIeHRO, Ⅹ0ⅩJIatleB, R.B. ApceHTLeZl. B cTpyRTyPe

napTI柑HMeJICSI HcI10JIHHTeJIhHLIii RoMHTeT H3 6 tleJIOBeI(, ROTOpOMy ⅡOJttIHE兄JIC3I

申HHaHCOBhlii ceIくTOp, TaIくXe COCTO5IBⅢH点H3 6 tleJIOBeI(. OcHOBHbIM

ROETpOJTHPyIOIItHM OpraHOM 6LtJI pa3BeJtLIBaTeJIhHLI丘oTJteJI BO rJlaBe C C･H･

JIoJIOBもIM, XOTOPLI丘OJtHOBpeMeIIHO BOarJIaZmSlJI CaMyKI XPyrlHyIO Xap6HIICKyK)

opraHII3aIIHX). B ⅡapTEⅡ ⅡMeJICSI arHTaqHOEHLI丘oTJteJI, XOTOpLI丘BOarJIaBJlSIJI

14　Ba3apOB B.B. IleHePaJ1-JIe丘TeHaIIT Max"XOy ･ rO ypXHH rapMaeB //

HcTOPIItleCIくOe, RyJILTypHOe II IIpHpOJtHOe HaCJIe.叩e (CocTOSIEEe, IIpO6JIeMLI,

TPaIICJI叩Ⅱ3I). BhlnyCR II. yJIaIryJta: 1997. C.53; oH Xe. reHepaJIIJIe丘TeIIaHT

MaHLtI3KOy･rO ypXHH rapMaeB. yJIaH-yAa, 1999.

15 Paiix B. IIcIIXOJIOrmI Mace H申aⅢH3M. CI16., 1997. C.13.
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JI-Ⅱ0 Ⅰく･B･ PoJlaaeBCMii･ OTJte皿OTJIHtlaJIC兄HaⅡ6oJILⅢe庇MO6HJILHOCTLX) 冗 t

pearEpoBaJI ⅢpaRTEtleCIくH Ea bee rLpOIICXOJt耶III滋e CO6HTESI RaIC 8 MaIIhtIXypEE,

TaIくH 3a ee ⅡpeJteJIaMH. npOⅡaraEJta BeJIaCh lepea CpeJtCTBa MaCCOZ10点

HH¢opMaqHH, IIpmaJtJIeXaBⅢHe TIapTII臥9TO - eXeREeBEa兄ra3eTa "HaⅢ rlyTh''

E eXeIIeJteJthEOe ⅡpEJIOXeII牙e 冗 Ee点《Bo3POXJteHEe A3才H}>, "ABaHraPJt",

e3EeMeCSItZHhI丘3KypEaJI "HaI叩5I". rlapTm EMeJIa滋3apy6exHhle HaJtaHHSI:

e3Ke.叩eBEyKH･PyccⅨyK"a3eTy,, (CaH･IlayJIO, I;pa3才皿E兄) H e3EeMeCJIqHyE) ra3eTy

くくPych,, (Cod)H5I, BoJIraPH3I). B cTPyRType IIapTm EMeJIECh OTJIeJI

JtEⅢJIOMaTⅡtleCIくHX CH0ⅢeEH丑H H37taTeJILCIくH危oTJteJI16.

B ocHoBe EAeOJIOrHH E Jte5ITeJThHOCTII pyCCIくHX如ⅢⅡcTOZ" MaIIhlXyPI柑

6t･IJIH aHTI柑OM:MyHE3M, aHTIICOBeTIt3M 冗 aETHCeMⅡTⅡ3品. IlpIIleM, aHTIICeMHTH3M

HOCIIJI -ⅢePTpOd)HpOBaHHH丘, I10rpOM･HH点ⅩapaItTep (TOJILRO B 1934 r. B

4)aⅢⅡcTCIくOii Ⅱpecce 6LIJIO OIIy6JIEKOBaEO 835 cTaTe丘arlTHCeMHTCIく0丘E

aHTEMaCOHCRO丘EaI一paBJIeHHOCTII), ITO OTTaJIMBaJIO OT i)aⅢHCTOB 6oJILⅢmCTBO

pyccRO丘aMHrpaI叩H. OcHOmhle 3aJtatIE IIaPTHH - OCyⅡleCTBJIeHHe HaI叩OEaJILHO丘

peBOJIX)qH滋B PoccHE, CBePXeEHe COBeTCIく0丘BJTaCTH, yCTaIIOBJIeI柑e 4)aⅢHcTCIく0丘

JImTaTypH. 9TII 3aJtatm 6huE C4)opMyJIHpOBaHh" npOrPaMMIILIX JtOKyMeHTaX

TIapTI相, IIpHHa月JteXaⅡ叩Ⅹ TIepy B.It. PoJ13aeBCIくOrO: 《MoIIapXH5I ⅡJIE

pecIIy6JlⅡRa)),くくHaIZIe OPyXHe)}, 《OopMhI 6opL6LI》, {･◎aⅢECTCROe MEPOBO33PeElHe》,

･TaRTI柑a B.0.rI.》, ･･JI叩OM 冗 PoccI相,･,くくrOCyAaPCTBO PoccH点cxo丘HaI叩即) E

JIP.17

0co60 BaXHOe aHatleI柑e 4)aHIHCThHIpeJtaZlaJIH HaI叩0tIaJ一hHOMy BOⅡPOCy.

0m He I-PHHIIAqaJIH HHTepHaI叩0Ⅱa皿H3M RoMHHTePIIa, ROTOPhI丘BOCrIPHHHMaJIC3I

HMH XaK i(ⅡpeaPeHⅡe IくPoccHH I PyCCIくⅡM)). y B.lt. PoFt3aeBCROrO 6LIJIO

co6cTBeHHOe BHJteI柑e (.POCCH丘cIくOii HaI叩Ⅱ,,, JtJISI CO3JtaHIはXOTOPO点pyccIくHe

4)aIZIHCTもI npOBOJtⅡJIⅡ aRTHBHyX) Pa60Ty B MaHLtIXypHH. C oJtHO丘cTOPOHhI - aTO

6opも6a c HallHOHaJILHLIM CeI-aPaTH3MOM B aMHrpaIITCIく0点cpeJte, a C JtPyrO政一

co3FtaH-Ie HaI叩OHaJIhELIX Ce叩H点B ⅢapTⅡH (apMSIHCX誠, rpyaI柑CRH丘H

yRPamCIくH丘･･otZarH)) B Xap6Ⅰ柑e, MyCyJIhMaHCEH丘ttoTlar)) B XaiiJIape It T.Jt.)18.

B apxEBe yOCB PO Ⅱo PB ⅡMeIOTC兄MHOrOtIHCJIeI柑LIe aHaJIHTIItleCIくHe

3aI7ⅡCR耳HH¢opMaTOpOB Ha tIHCJIa CaMHX aMHrpaIITOB, B KOTOphIX 6hIJIE JtaHhl

eMRHe XapaIくTepHCTIrKH JIHFtepOB pyCCIくOrO ¢aⅢH3Ma.

B tIHCJIe JI叩epOB OCO6eHHO BhIJIeJISuC3I K･B･ PoJt3aeBCIくH臥0H ⅡoJIytIm BLtCIHee

o6pa30BaHHe B Xap6HHe. rloJt BJ柑SIHHeM如ⅢⅡ3Ma B HTaJIHE H repMaHⅡH

HMeHHO OII CO叩こaeT Cot)3 4)aⅢHCTOB･CHIIJtmaJIRCTOB, KOTOPLI点BCIくOPe

I7peO6pa3yeT a rlapTHD･ It EeMy T兄HyJIHCL Pa3JlHtIHZ･Ie CJIOH PyCCIく0丘aMHrpa工IHH ･

16ApxHB yOCB PO Ilo PB, 4).2, orI.1, Jt.4, JI.29.

17 A6JIOBa H.E. yIは3. COtI. C. 223.

18TaM Xe. C. 224.
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pa601柑e, ytZETeJISI, CTyJteEThI, XypIIaJIECTLI, EOMMepCaIITH. R.B. Po43aeBCIくOrO

oTJImaJt_a TaIは5I lepTa IはR 60EaIIaPTH3M. 0ⅠI Ilk)6IIJI IIpeRJIOHeHEe 冗 PeItJlaMy;

6hIJI leCTOJIm6RB, HaⅡOpIICT, rII601く, JtJISl JtOCTIIXeHHSZ HOCTaBJleHHO丘qeJIE He

ocTaHaBJIEBaJICE EH IIepeA tleM. 0ⅠI He MOP MHpHThC3I C TeM, ITO BparE PyCCIくOrO

EaI叩0ⅠIaJIHaM.a Ⅱ PyCCRO丘rocyAApCTBeHIIOCTII "paCTOIITaJIH''TaIくHe HJteaJIH

pyccIくOrO EapOJta Ray XPⅡCTHaECTZ10 II CJIaZLSZHCTZIO. ORPy3KaBⅢHM erO

EMⅡ0Ⅰ柑POBaJIa ⅡCRpeHHSIJl HeHaRⅡCTb K.B. PoJlaaeBCROrO IくROMMyEECTaM,

eBPe5IM E MaCOHaM. Ho IIPⅡ aTOM OE　6hIJI a6coJIK)THO t柑CTOIIJIOTeH a JteHeXHbIX

BOⅡpOCaX E, Ilo CPaBHeHHK) C JtPyrHMH BOXJtSIMH pyCCIく0丘aMErpaI叩H, tleCTeH.

Ero HeJIha兄6LtJIO TIOJtⅨyⅡETh H HPHBJIetlh R RaIくOii･JIH60 coMHETeJIhHO丘

ROM6HHaI叩E, rJte MOrJIa 6LI ⅢPO5IBHThCSI erO MaTepⅡaJILHaSZ

3aHHTepeCOBaIIHOCTh19. Ha HaⅢ B3rJISIJt, yCⅡeX I IIOI一yJI3IpEOCTh JI叩epa 6LtJIH

BO MEOrOM OCIIOBaHLI Ha BOCⅡPH5ITI柑"HCTOpHtleCRO点MHCCI柑BOXJtSl" ero

cTOPOHH狂HaME. 班 HeT COMHeHmt B TOM, tZTO eCJIⅡ 6hl pyCCItH丘4)aⅢH3M

paaBHBaJICSI B HHhlX yCJIOBⅡ3IX, TO MLI HMeJ柑6ht 6JIeCTSlqee I10ATBepXAeHHe

ROHIIeIIqEⅡ MaRCa Be6epa o "XapII3MaTIItleCIくOii BJIaCTH".

npyrIIe pyROBOJtHTeJIE, Ⅱ3 ⅠくOTOpHX:

M.A. MaTIくOZLCIくⅡ丘･ 6JIHXaiiⅢH丘CopaTHI川R.B. PoJt3aeBCROrO. tleJIOBeIくCItJILHO丘

BOJI逆, tleCTeII B JteHeXHhIX OTHOHIeHH兄X, XOpOⅢHii opaTOP, pa6oTOCIIOCO6eH,

Ⅱp印.aIHteJIy BOIl. C ero MEeHHeM CtIHTaJIHCh B BepxoBEOM CoBeTe. OH

BO3rJIaBJISIJI JtHITJIOMaTHtleCIくOe 6IOpO IlaPTIIH 冗 6LtJI ⅡpH3HaIIHhIM aBTOpHTeTOM a

06JIaCTII aJtMEEHCTpaTHBHO･OpraHH3al叩OHHOii AemeJIhHOCTH.

A.A. ItopMHJ10B ･ peJtaXTOP ra3eThI "HaⅢ ⅡyTL". BJIaFteJI 4)paHIIy3CIくHM,

EeMeIIIく滋M, HOJILCIくHM兄3bIRaMH. CJIyXHJI B BOeHHhIX 3arparlHtIEHX areHTypaX

PoccII丘cIく0丘HMIIepI相, 6LIJI XeHaT Ha JtOtZep壬I RH5I35I ItyJlaⅢeBa, 6LIBⅢerO

poccH丘cROrO I10CJta a ITeIくHHe, paIIee PeJtamHpOBaJI p那t aMHrpaHTCIくHX raaeT,

6LIJI 3aMeⅢaH a JteEeXHLIX MaXHHaIIIHIX.

B.H. BacHJIeHIく0 ･ ¢HHaHCOBhI免JtHpeIくTOp IIaPTHH. HMeJI CPe月Hee O6pa30ZlaHIIe,

6yxraJITep, 6JIH3ⅠtH益井pyr It.B. PoJt3aeBCItOrO. HecM:OTpSI Ha CBOX) MOJIOROCTL (24

roJta) - arTO 5IPRO BLIpa3KeHHLT丘TI柑4)aIZIHCTa. B ero pyIはⅩ 6LuH COCpenOTOtleHLI

BCe 4川EaHCOZILIe CpeACTZLa ⅡaPTHH, pyCCIくOrO IくJIy6a, raaeTLI "HaⅢ IIyTも". BeJI

cI叩OMHLI点06pa3 XH3HH H 6LIJt JtO qeIIeTIIJIhHOCTH tZeCTeH.

XoxJIatleB ･ 6JIHXa丘ⅢH丘ⅢoMOqEEⅨ B.H. BacォJIeIIRO, CJIeIIO益HcTIOJIEETeJIZ, erO

BOJIH. EMy IIOpytlaJIaCh d)HHaHCOBaE OTtleTHOCTh H J}eJteHHe IはCChI.

OJtHOBPeMeHIIO C 3TIIAq OH IICI10JIH5IJl 065I3aIIHOCTII TeXHHtleCIくOrO CeKPeTaPSI

(HaI叩eJIEPCRaR Pa6oTa) TI0月aJIbHeBOCTO可HOMy CeⅨTOpy. CRPOMeH, tleCTeH, CJIa6o

pa3BHT a IIOJIHTHtleCIくOM OTHOⅢeHIIH.

19 Tax 3Re, JIJI. 30･31.
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A･0･ ItoHoBaJIOB ･ CeRPeTapL naJIhHeBOCTOtIHOrO CeRTOPa HaPTⅡH･ BL" 6JIH39-

M･A･ MaTROZICXOMy･ B IIOJIET-eCROM OTHOEeH抜Ⅱ 6eaAapeE, rJIyⅡ, Xmep, Ee

ⅡpotIいくⅡOrPem pyRH''･ Ilp一日TOM ZIPeRaH月eJIy IIaPTI柑･ ylaCTEHX rlepBO丘

MEpOBO丘H rpaXJtaECRO最BO丘H･ Ha BocTOR rlpⅡⅢeJI C apMEe丘RallⅡeJIJL B

ⅡOCJIeJtHHe rOAht CJIyXHJI B OTLfteJIe MaTepⅡaJIhHOrO CHa6xeHH5(, rJte 6HJI 3aMetleH

B HapyⅢeHmX如HaIICOBO魚卵CI叩ⅡJIHHもⅠ. rIo pa6oTe 6JIE3XO COⅢPERaCaJIC5I C

C.H. JloJIOZLhIM.

C･H･月oJIOB I 04)HtteP, ytlaCTHm耶yX BO丘H, HatlaJThHm Xap6mcROrO

oTJteJIeHm Boll, HatlaJThHHR pa3BeJtCJIyX6hI ITapTI相, 1JIeII BepxoBHOr･O COBeTa,

ⅡpeJtaH 6eJIOMy JIZIHXeHHm, H0 ⅡO MIIemK) HH4IopMaTOPa B如ⅢⅡcTCROM

月苧TxemE SlBJlmCjI "IT0rlyTtIHROM''･ B paaBeJtpa6oTe He '6hIJ-POOecckOHaJ10M H

ⅡoTOMy JteSITeJIhHOCTL erO 6LIJZa 6eccECTeMHa, He IIMeJI ⅨapTOTeRH, He BJIaJteJI

HH¢opMa叩e丘o I-eIIaX ⅡapTHH. CHCTeMaTⅡtleCRⅡe t柑CTRH IIapTHⅡ (1933, 1934

rr･)I HpoBOJIEBⅢHeC兄ⅡO erO mH叩aTEBe, HaHeCJIH CyqeCTBemLt丘BPeA IIapTm.

R･B･ ApceHTbeB ･ BOeHHOCJIyXaⅡ叩最TeJIe¢0EHO丘cTa叩m. BeJI

ROPPeCI10rFJteHItEm ⅡapTI柑H OCyⅡIeCTBJI5IJI CBJI3Ⅰ, C IIflOrOP0月HⅡMⅡ OTJteJIeI柑SlMH

BO打 IlapT- ⅡPeJtaH･ MaJIO Pa3B-, rJIyI70BaT Ilo EaTyPe, HO tleCTeH･ CTaPhI最

tIJIeII ⅡapTHH･ Bell JteJIa TIItaTeJIhHO, CIICTeMaTIIleCIくH, ⅡOJIh30BaJIC5I JtOBepHeM

lt.B. PoJt3aeBCROrO, M.A. MaTIくOBCIくOrO.

CeM:eHa ･ 27 JZeT･ BeJtaJ"Ce丘ⅡapTII丘HO最cB5I3hX). PyIくOBOnHMhI丘ⅡM OTJteJI

pa6oTaJI 6ecrlepe60丘HO.

B･B･ BHCO叩H蕗･ MaJIOO6pa30BaH, He pa3BHT, EetmCTOIIJIOTeII B JteHeXHもⅠⅩ

oTE0ⅢemSIX･ rIoA PyROZLOnCTBOM B･H･ BacHJIeHXO BeJI RaCCy raaeTもⅠ "HaⅢ HyThM,

IIPeJtCTaZlHTeJIL Col)3a TOPrOBO･ZlPOMもⅠⅢJIeHⅠILTX CJIyXaEIHX･ ⅩaM, B耶BEHyJICSl

cJIytla蕗HO, TIPeCMhlmeTCSHlePeJt CⅡJIhHHM. B IILSIHOM BHAe XZLaCTaJIC5Z CBOHM

rIOJIOXeHHeM, 7tOTIyCIはJI BhlpaXeI相月, TIOpOtlaⅡ叩e ITapTHK). He rTOJIh30BaJICSI

yBaXeHHeM Cp印.I d)aⅢHCTOB･ Bo MHOrOM CrlOCO6cTBOBaJI I10月BJIerlHK) "TPeI叩HLI''

BO B3aHMOOTHOⅢemSIX Xap6-CKHX ⅨyrlIIOB H PyCCRO最中aⅢHCTCH0最rlapTI柑20.

OaⅢHCTCⅨa兄HapTmI CaMhIM TeCHHM O6pa30M COTpy.叩HlaJIa C SHIOHqaMH,

6e30rOBOpOtZHO BLI170JHSH BCe paCIIOP3I3ReI柑SI 5IⅢoflCIく0丘BOeIIHO点MオCCHH (SIBM).

B xoHIle 1934 r･ JZH月epLI rlaPT∬H I10HLTTaJIHCL ⅡpO5IBETL CaMOCTOgTeJIhHOCTも

B OPraHH3aIIIIOI柑LIX BOIIPOCaX. 9TO BhIaBaJIO Pe3ROe OXJIaXJteHHe flo OTHOⅢerlHm

冗 EHM IIPOMhIⅢJIeHHO-如HaIICOBl･ⅠⅩ ⅨPyrOB, ROTOphle ⅡOJtJtepXHBaJIH ¢aⅢHCTOB.

KpoMe TOTO, 6LI乃O CnPOBOqHpOBaHO rlaTIaJTeHHe SIrIOECXO丘xa叩aPMePHmla

pyccIくH丘RJTy6, co37taHHLI丘4)aHHCTaMH. RJIy6 3TOT, ⅡO CyⅡleCTBy, IIPeFtCTaBJIM

co60ii EropHLI丘rlpHTOH, rJte PyCCRⅡe如ⅢHcTLI IIpO叩yl柑BaJIH JteEL柑IIapTEE n

20 Tax Xe, JIJI. 30･34.
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oJtHOBpeMeIlHO OCyqeCTBJ13I∬E Bep60BKy EOZIHX IJIeEOZL21. Bo lI36exaEEe

EeI10ltOPX_OCTII RaIくCO CTOPOHhI 4)aⅢECTOB, TaIt E CO CTOpOIIH ApyrIIX

aMHrPaETCItHX OPraI柑aaI叩ii B ROEqe 1934 roJta 5IBM co3JtaJIa "ByDpO ⅡO JteJIaM

pocc耳益cRHX aMⅡrpaHTOB B MaE"XypHd'(BP9M) II叩PyROBOJtCTBOM reHepaJIa

B.A. ICEcJIEqEEa I COTpyJtHERa SIBM, 06もeJtHHEBⅢeM 6oJIee 50 3MErpaHTCREX

opraEE3a叩危22. rlepBLIM 3aMeCTⅡTeJIeM reIIePaJIa 6HJI Ha3lIatleII B.IC.

PoJt3aeZICRⅡii. Bea ylaCT耳3I COTpyAHHEOB 5IBMくくB氾PO)I He MOrJIO IIPOBeCTII EE

oAHOrO CO6paHH31 EJIⅡ COBeⅡlaHH3日taXe Ilo BOrlpOCaM He IIOCHBⅢEM

I10J柑TEtleCROrO XapaRTepa. B RaleCTBe XOMⅡeHCaqEⅡ兄ⅡOHCRa兄pa3BeJtRa

rapaHTEpOZIaJIa 6IOPO OT BMeⅢaTeJIhCTBa B ee "BHyTpeI柑He''JteJIa CO CTOpOHht

MeCTIILIX BJIaCTeii. Ilo aTOMy IIOBOJty IMeJIaCh CeI叩eTIIaR甘ECTpyI叩ESl

"IIpeJtyⅡpeXJteI柑e ⅡO BOⅡpOCy O6paⅡIeHHSI C 6eJILIMH pyCCIくHMH'', aJtpeCOBaHHaSI

HatlaJIhHHROM Xa丘JIapCItOrO OCO60ro opraHa CyraHaRオHqEpO HatZaJILEHRy

rIOJIHIIe点cROrO yHpaBJIeHIはCeBepO･ⅩEHraECIt0点ⅡpoBH叩HH: "Ilo pacⅡopSIXeHm)

BJIaCTe丘pyKOBOJICTBO 6eJILIMⅡ pyCCIくⅡMH, BRJIK)tlaSI TaIくXe TaTap II eBPeeB,

IT0JIEOCTLX) OCyⅡIeCTBJISIeTCSI OC06bIMH OpraHaMH, BBHJty tlerO BCe CepI,e3ⅠILIe

MepOTIPIはTIはB OTIIOHeI柑H 6eJIhIX pyCCIくEX, XaK aPeCTLI, COJlepXaHⅡe ⅢOJt

cTpaXe免H T.Jt., MOryT OCyⅡIeCTZu5ITLCSI TOJ工hRO IIOCJIe COrJIaCOBaHHSl aTOrO

BOⅡpOCa C BBepeIIHLIM MHe OpraIIOM HJIE erO 6J柑Xa点ⅢHMH OTJteJIeHHSIME"23.

B cTpyRTypy 《B10PO)) BXOJtHJIH BOeHELIii, ⅡepeceJIeHtleCREii, ytleTIIOI

cTaTHCTHtleCIくⅡ軌¢HHaHCOBhlii, KyJIhTypIIO-IIPOCBeTⅡTeJIhCIくH点耳MOnOJteXHO･

BOCrTHTaTeJIbfILl丘ceRTOpH. 0 BeCe I 3ⅠIatleHHH申aHEcTCRO丘ItapTI柑rOBOPIIT TOT

4)aItT, tITO C IくOHqa 1934 rlo 1942 roJthI "ltyJIhTIlpOCBeTOM''3aBeJtOBaJI B.冗.

PoJt3aeBCRE丘, a pa3Be月Ky ∬ ROIITpPa3BeJtKy BOarJIaBJI兄J1 1JIeII 6X)po 4)aIIIHCTCIく0丘

IlaPTI柑M.A. MaTItOBCIttl丘24. PaJtⅡHaJILHhte JIO3yHrII B◎n Ra3aJIHCh兄HOElIaM

60JIee TIpeJtr10tITIITeJIhEhIMII, tleM JIO3yHrR MOHapXⅡCTOB JtJI兄IIOArOTOBRH

FtHBePCaHTOB, Pa3BeJttIⅡXOB I Pe3ePBOB JtJ15I BOOpy3KeHHbIX OTPSIZtOB Ha tIHCJIa

MOJI0月eXH, KOTOpLIe B HyXHhI益MOMeHT MO3KHO 6LIJIO 6hI HCI10JIL30ZIaTh B

BOeHHHX Jte丘cTBH5IX ⅢPOTHB CCCP.

0月.EHM H3 4)HJIEaJtOB PyCCIくHX 4)aⅢHCTOB CTaJI CoIO3 TOPrOBO･

rtpoM:hIHJIeIIHI柑OB, CO37taIIEblii C.班. noJIrOBLIM. OcIIOBHaS( 3aJtatla Co∝)3a ･

21 TaMXe, JI. 70.

22 Rypac JI.B. ATaMaH CeMニeHOB I SIⅢoⅠICRa5I BOeHHa31 MECCESI // CII6Hph: BLIIIyCR

4. ReMepOZLO, 2002. C. 132.

23　KⅡpMeJIL H. BeJIOaMHrtpaIIIは　B MaHbtIXyPI柑// HoBOCTH Pa3Be耶H 冗

xoHTppa3B印.RH. (Me叫tyHaPOJtHaSI IIe3aBHCIIMaSI ra3eTa 0 pa60Te CrleIICJIy)Ⅸ6).

1996. N9 19. C.13.

24ApxHB OCB PO. Oco6hI丘OoHJt. H･18765. T. 1. JI.22･23.

′
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ⅡpⅡⅨpemteHHe PyCCIくⅡⅩ aMHrPaHTOB K 3eMJIe B IIPErpaHIItlEOM pa点oEe. 9Ta

JteSlTeJIhHOCTL Co∝)3a BLI3LIBaJIa ⅡpOTeCT CO CTOPOEhI aAqⅡrPaI叩H, KOTOPaSI 6LIJIa

THrl滋tIEO rOpOJtCRO丘E ⅡOTOMy OIは3aJIaCh EeCrIOCO6HOii x 3eMJIeJteJILtleCROMy

TpyJty. tITO mCaeTCR TpexpetIM, TO Tax Ha 3eMJI拍OCeJIⅡ Ea3aIくE, BHXOJtrLH E3

3a6a危RaJIM, ROTOpLte IIepeCeJIBJIHCL C氾Jta IIeJILTMⅡ CTaEHIIaME E aTOT 4)aIくT He

MOP CJIyXETI'rIPHMePOM: JtJI5I OCTaJIhEO丘aMHrpaI叩H. MexJty TeM Co∝)3 TOprOBO･

ⅡpOMもⅠⅡIJIeIIEEROB Pa3JIHtIHhIMH MeTOAaAqH OCyIIteCTBJI3lJI rlpOrpaMMy

OaⅢHCTCRO魚ItapTI柑H SIBM Ilo CO3JtaZIHK) pyCCR滋Ⅹ aMHrpaETCItEX

3eM:JIe月eJILleCIくⅡⅩ apTeJIe耳, ROTOphle, ZL CJIytlae ⅡatlaJIa BOeHHLIX Fte蕗cTBHH,

AOJIXEH 6LIJIH 6LITL ⅡpeO6pa30BaHH B ⅢapTII3aHCIくHe OTp叩H25. Tax, B 1936

roJty IIOJt PyIくOBOJtCTBOM SZI10ⅠICIくOrO O¢Ⅱqepa CyJtayRH 6bIJI OpraI柑30ZlaIHくIlepLI最

中aⅢEcTCfは点oTp3IJt CIIaCeHHSl PoJtEHLI》, KOMaEFtHPOM IくOTOPOrO CTaJI 6HBⅢ山i

TeJIOXpaI柑TeJIL B.It. PoJt3aeBCIくOrO M.rI. MacJIaROB. C ⅡoMOⅡlもKHlⅡOHIIeB OTpSlJt

6hIJHIepe6poⅢeE Ha TePpETOpIID CCCP a pa丘oH CTaII叩H AMa3aP, rAe BCKOpe

6LIJI yHIIqTOXeII BO点cIはME HItBn26. 0ⅡHpaSICh Ha BOeEHE,Ⅰ点E IIePeCeJIeHtleCRE丘

oTAeJIもⅠ "BIOpO rlO JteJIaM: POCCII点cIくEX aMHrpaHTOB a MaIILtZXyPI柑'', ¢aⅢECTLI

HatIHZIaIOT ¢opMHPOBaTh H3 pa36pocaHIIhIX ⅡO BCeM:y MaIILtlXOy I rO Xa3aROB

ItOCeJIRE H CTaIIⅡ耶Ⅰ, BLIJtaBaTI'CCyJthI Ha O63aBeJteHIIe XO33I点cTBOM,

06ecIIetlⅡBaTL EX OPyX滋eM. B IくOHqe 1941 r叩こa Ha 6a3e aTHX IIOCeJIeHH丘6hIJI

co371aH OTAeJILHLt点Ka3atIH益xopIIyC. OJtEH H3 J一耶epOB Xa3atleCTBa II

6JIHXa点ⅢH丘crIOJtBHXHI川IC.B. PoJt3aeBCROrO reHepaLJI A.rI. BaREeeZI ZL CBOeM

IIpI柑a3e IIHCaJI: "BaⅢH JtaMITaCH RaIt y CTaphIX, TaIくH y MOJIOJthIX CTaHHtlHHROB,

yRa3LtBaIOT, tITO BhI RpeIIKO XpaHIITe Tpa月ⅡIIHE CBOHX OTI10Zl E JteFtOB I, RaIく

BCTapL, BLI rOTOBhI Ha llOCJIeJtHIOX) 6oph6y"27.

BaxHOe MeCTO B JteSlTeJILHOCTH 4)aⅢECTCRO危opraHⅥ3allI柑3aHHMaJIa

TIPOⅡaraI川HCTCKa5I pa6oTa, ⅨOTOpO点pyIくOBOJtHJI JIHtIHO It.B. PoJtaaeBCRHii.

JIHCTOBKH H IIpORJIaMaIII相, BhIⅡyCmBⅢHeCSI COTHSlMH ThIC5Itl aR3eMrlJI5IPOB, 3aTeM:

pacHpocTpaEEJIHCL Ha TePPHTOPI柑3a6a触aJIhSI, AMypCIくOii o6JIaCTE, IIpHMOpLSI.

Ilo cBOeMy COJtePXaHItX) JIHCTOBRH He OTJIHtlaJIHCb OCO6hIM Pa3HOO6pa3HeM. B HflX

He 6HJIO HHtlerO KpOMe rJIy6ORO yROpeI柑BⅢⅡXCSI HJteOJIOmltleCRHX a)067(点H

JteMarOrHtleCRⅡX aCKarla礼IIpHaBaIIHhIX BO36yxJtaTh B MaLCCaX HHaMeIIHLIe

HHCTHHRTbI. OHII XJIe丘MHJIH eBPe丘cIく0･ROMMyHHCTIItleCKyX), MaCOHCIくyIO BJIaCTL H

pa3bSICH3IJIH CyⅡIIIOCTh中aⅢHaMa. npII aTOM HCIIOJIL30BaJIⅡCh HpOIlara耶HCTCRHe

ⅨJIHⅢe 0 "tleCTII Ha耶柑" 冗 〃cHaCeHHH CBSIqeI柑0丘ceMLH I paChI''･

25 Rypac JI.B. Xap6HHCRa兄6eJIa5I aMHrpaIIHSl B OCBeqeHI柑CI一eIICJIyX6 CCCP.//

H3耳CTOPI柑CIIeIICJIyX6 BypSlTI柑… C. 47.

26 0HerIIHa C. yRa3. COtI. C. 92･93.

27Apx打B yOCB PO Ⅱo PB,中.2, orI.1,刀.4, JI.34.
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B ITapTI柑6bIJla XOpOⅢ0 ⅠIOCTaBJteHa JIe叩EOI柑0 ･エpOIIaraEJtHCTCRaSI

pa6oTa, B ROTOPO丘OcIIOBEyX) pOJIh ErPaJIⅡ Xa耶HAaT HPaBa B. ItH6ap叩H,

ⅢpoOeccop HocatI･HocROB, HzLaHOB, M.A. MaTIくOBCREii, JIaryHOB, nyJtyRaJIOB,

rpaI柑H. JIeIqEⅡ tIETaJIHCh PeryJISIpE0. IlpoⅡaraIIJIⅡCTCmJI rPyIIⅡa rOTOBHJIa

pa33epHyThle O630PH ･ 3aIIECRH, ROTOpLIe O65IaaHZ,Ⅰ 6hIJIH Ⅱ3ytlaTh ZICe aRTEBECTもⅠ

ⅡapTIIm nJI5I BCeX tIJIeEOB ⅡapTI柑6hIJIO I10JtrOTOBJIeHO CⅡeI叩aJIhEOe HaJtaEEe

ⅡoJt Ha3ZlaⅡEeM ``A36yRa 4IaⅢE3Ma" (CTO BOrlPOCOB 汰 OTBeTOB), ROTOpOe COCTaBHJIH

r.TapaJtaHOB I B. ItE6ap月HH I1011 PeJIaRIIHeii K.B. PoJt3aeBCROrO28.

PyIくOZ107tHTeJ柑PyCCI柑Ⅹ ¢aⅢ抜CTOB B MaEhtlXypI柑yJteJISIJIH 6oJILⅢOe

BⅡHMaHHe Pa60Te CpeJtH BCeX CJIOeZL PyCCIく0丘aMHrpaIIHH, CTpeM3ICh CpeJIH

HpolerO 06もeJtEHHTL aMHrpaETOB Ilo IIPO申eccIIOHaJIhHOMy npHHqHrly. C aTO丘

qeJILX) B 1934 r. B Xap6EHe 6Z'IJI COaJtaH CoK)3 HaqHOEaJIZ,EHX Col)BOB,

BRJIDIHBⅢH点B Ce6JI O6ⅡIeCTBO CJIyXaⅡ叩X, CoD3 ⅡetlaTHHROB, 06TheJtEⅡeI柑e

opeE6ypxqezL, Col)a Pa6oTHHKOB, CoIO3 pyCCIくⅡX TOprOBO･ⅢpOMLtⅢJIeHHHROB R

CoIO3 3KeJIeaHOJtOpOXHHROB. rIpHtleM, nOCJIenHeMy, B CZI5I3lI C ⅡpeJtCTO5Iqe丘

rtpoJtaXe丘ItBXn, 5IⅢoHCIは兄BOeI柑aSI MIICCHSI yJteJISlJIa OCO60e BEHMaEEe29.

B HatlaJTe 30･X roJtOB BOeHHLtii oTJteJI TIapTI柑6bIJI pa3BHT CJIa60 rlo rlpIItIHHe

TOTO, tITO BhICⅢee pyItOBOACTBO Boll eqe He ⅡpOSIBJI5IJIO R HeMy AOJTXEOrO

BEHMaHIは. Ho y3Re TOrJta Iくpa60Te B BOeHHOM OTJteJIe IIatIHHaIOT IIPHBJIemThC兄

RpyIIHhle BOeHHLIe CⅡeqHaJ柑CThI H3 tIHCJIaL O4IHIIepOB 6LIBⅢerO reIIepaJIht10rO

ⅢTa6a PoccII丘cRO丘EMⅡepIIH. IlpE raaeTe XaXZthle JtBe IIeJteJIE rOTOBⅡJlECL I

IIy6JIEⅨOBaJIECL BOeEHもIe aHaJIRTIItleCIくHe 3aItHCRE. TorJta Xe IIalHHaIOT

¢opMHPOBaTLCSl CO6cTBeHHLIe BOOpyXeHHLte CIIJILt IIapTHH. Bo rJIaZle

(tItOJIROB》 6LIJtE I10CTaBJIeHもI ItOJIROBHHE 5I.5I. CMHPHOB a ⅡOJIXOBHⅡX IIBeTXOB30.

CaMO益MOI叩0益cocTaBJI兄K)IIte点ItaPTHH 6LIJI naJILHeZLOCTOtIHhI丘ceRTOP, BO

rJIaBe ROTOPOrO CTO3IJI M.A. MaTIくOBCIくHii, RBaJIEd)HqHPOBaHHLIii EHXeⅡeP,

ⅡpI柑SlBⅢtI点MaIIh13KyPCROe rpaXJtaHCTZLO, CLtH reEePaJIa MaTROBC壬COrO, ROTOphI丘

B ⅢepHOJt IlepBO丘MHpOBO丘BO丘HhI EOMaHJtOBaJI OMCI柑M BOeIIHLIM ORPyrOM.

naJIhHeBOCTOqHH点ceKTOP JteJIHJICE Ha IIeCIくOJIhRO OTneJIOB, CaMLIM Ba3KHLIM打a

ROTOpLIX 6hM HHⅡⅢoHCIくH蕗oTJteJI BO rJIaBe C BaJIhIXOBもIM (HaXO脚JICS"

HoIくOraMe, HMeJI Otlarlt a Ko6a, HaracaxH H月pyrHX rOp0月aX 5IIIOI柑H, rJte

ⅡpoxHBaJtE pyCCItHe aMIIrpaHThI). tIJIeEOB ⅡapTm B H耳ⅡI10ⅠⅠ 6もIJIO IIe MHOrO, HO

ⅡpoIIaraIIFty OI柑BeJIⅡ BeCbMa aRTHBHO. tIHCJIeIIHOCTL BCeX SltleeR, BRJIX)tlaSl

MOJIOJteXHhI丘H XeElCIくH丘oTJteJIhI COCTaBJIJIJIa 200 tzeJlOBeK31.

28 A36yKa 4)aⅢH3Ma // 3J3e37ta II CBaCTHRa. M., 1994. C. 1911270

29A6JIOBa H.E. yIは3. COtI. C. 225.

30 Kypac JI.B. BcepoccHiicRaSI 4)aⅢHCTCXa3日lapTIUZ.‥C. 146.

31 ApxHB yOCB PO rlo PB, 4).2, 0ⅠⅠ.1, Jt.4, JI.36.
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CaMhI点aRTHBHLI丘oTJteJI PaCTIOJIaraJICSl B Xap6EHe, rJte 3aPOJtEJIOCL即tpO

t

rlaPTItH. Xap6Ⅰ柑CIくH丘oTJteJI B CBOX) OtlepeAL JteJIEJICSHla CJIeJtyK)qEe paiioHLI:

MoJtErOyCCRHii, ROTOPH丘BRJIK)tlaJI CTaPもⅠ点Ⅹap6EH, AJIeRCeeBRy, HoDrOPOJtHLI丘c

RopⅡycEhIM I rOCIIHTaJIhHhIM rOpOARaMH, IlpIICTaECIくH点E tIHHXa丑cRH丑pa丘oHhI,

a TaRXe 3aTOH. B 3aTOHaX X,ap6ma CyqeCTBOBaJIO IIeCIくOJIhXO OtlarOB. CaMLI丘

MHOrOtZECJIeIIHLt丘cpeJtH HⅡⅩ COCTO5IJI Ⅱ3 CJIyXaqHX CyJtOXOJtCTBa, rJte BCe

aMHrpaIIThI BXOJtⅡJI耳B COCTaB 4)aⅢHCTCROii ⅡapTI柑(200 tleJIOBeIく). tIHcJIeEHOCTh

opraI柑3aI叩H B pa丘oHe COCTaBJISIJIa lOOO･1200 tleJIOBeIC; CEEhq3Ⅰ柑CIくⅡ点pa丘oⅠ1 1

200 tleJIOBeIく; AⅢHXaJtCXH益(R HeM.y T即OTeJI Pa丘oH CMXn) I 250･300 tleJIOBeIく;

IlnIIHRapCIはれⅩa点JIapCIくE丘, ByxaJtHECREii pa丘oELI l 2501400 tleJIOBeR ZLCeX

BMeCTe. naJIhHeBOCTOtIHOMy CeKTOpy 6hIJIH r107ttIEHeHLI -T3IEhltaHH, IJlaIIXaii,

HもRHH, OCTpOB 5IBa, rJte HaXO.叩JIOCL He MeIIee 1000 4)aⅢHCTOB. ItpoMe TOTO, y

naJILEeBOCTOIIIOrO CeRTOPa IIMeJIHCh CeKpeTIILIe OlarII, tZHCJIeEHOCTL ROTOphIX

coBeTCIは5I Pa3BeJtRa yCTaHOZIHTL He MOrJIa. IlapTHSI EMeJIa MHOrO

cotlyBCTZLyK)qHX, B TOM IHCJIe II H3 tIHCJIa pa6ot柑Ⅹ ･ XeJIe3HOJIOpO油CHI柑OB,

ROTOPhle B CHJIy 06もeRTHBHLIX O6cTO5ITeJIhCTB He MOrJm BCTyI柑Th B p叩hI IIapTI相,

EO HX CO BCe丘oTIpeJteJIeHHOCTLX) MOXHO OTEeCTI‡ R tIHCJIy 4)aⅢEcTCIくHX

axTHBHCTOB.　　Bcero naJIhHeBOCTOtZHLI丘cexTOP HaCtZHThIBaJI B CBOⅡX p即taX,

BRJIK)tlaSl Z13pOCJIhIX, 7teTeii, DHOⅢeCTZIO H XeHqHH 3000 1IJIeHOB E RaHJtEJIaTOB B

IJIeIILI ⅢapTI相. B ceRTOpe 6hIJIa COCpeJtOTOtZeEa XaCCa CeRTOPa H HaJtaTeJIhCTBa, a

TamRe OCIIOBHO丘4)oI川aHTHROMMyI柑CTRtleCKOii 6oph6LI. 31teCh Xe 6HJI

pacrloJIO3EeH IIHIt IIapTHH. Ilo MePe lie.06ⅩoJtHMOCTE CO6HPaJICSl BepxoBHhI丑coBeT.

B pe3yJIhTaTe BHeⅢHerIOJIHTHtleCRO丘JteSITeJIhHOCTH PyCCItHX 4)aHECTOB

ⅡpoH30ⅢJIO 06も印.HHeHⅡe C aMePI柑aHCIはAqH 4)aⅢHCTaMH PoEcSI叩OrO, 1TO pe3ⅠくO

ycHJIHJ10 Pa60Ty rlapTHH 冗 yI叩eⅡHJIO ee MeXJtyIIapOJtHLte CBSIaE. B aTOT IIepIIOJt

EatIHHaX)TCSI rIOJIHTIItleCIくHe TPeIIⅡSI MeXJty pyROBOJtCTBOM ⅡapTIIH ZL JIEqe

PoR3aeBCIくOrO, nyJtyKaJIOBa E RopMEJIOBa II PyROBOACTBOM XO35I丘cTBeIIHO I

4)HHaIICOBOii TIaCTH B JIHIle MaTIくODCItOrO耳BacHJIeHⅨ0 3a JIEAePCTBO a TIaPT打臥

月aJIhEeBOCTOtIHLZii cemOP BRJIK)tlaJI B Ce65I 冗 OTJteJI nO JIHH比H CeBepOI

MaHhtIXypCRO丘3ReJIeaHO丘JtOPOrII (CMXD), B ⅨOTOpLI丘BXOJtmO HeCIくOJIhKO

otlarOZI B MyItJteIIe BO rJIaBe C CapRHHetZeM, na丘peHe, C壬柑Tba兄He, ItyaIIhtleHI13hI

I Ha CTaI叩HSlX flo JIHHI柑3ReJIe3HOii JtOPOrH, rJle HaCtIHTLIBaJIOCh 300 tIJIeIIOB

ItapTIIH; a TSIEhlt3Ⅰ柑e l 80 tleJIOBeR''B InaIIXae ･ OpraI柑3aIIHSI BO rJIaBe C

raJlI叩RHM (6JIE30ⅠくK K.B. PoJt3aeBCROMy), BoJIrEEHM･KpacHOⅡeBCIくHM 冗

RaJtOⅢHI柑OBhIM (BO3rJIaBJISuH OTJleJIhHLIe rpyⅢⅡH) HaCt柑TbIBaJIOCh 240･300
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tleJIOBeX; I, BoTCBaEe耳a OCTPORe CyMaTpa (roJIa耶CRaSl BocTOtI耳aS, H叩ⅡSl) ･ 7q

ROJIOIIHCTOB32.

B cepeJtEEe 301X rOJtOB JtB耳XeHⅡe如ⅢⅡ3Ma IIOJIytIEJIO pa3ZLⅡTEe a pyCCRO蕗

ⅨoJIOⅡEH rZpOBEE叩H CH叩3EH (R耳Ta丘cRE丘TypReCTaE), HO CB5Iae点c qeETPOM

oho Ee ⅡMeJIO, two 6hIJIO O6ycJZOZueEO CO6hITESlME Ea CeZLePe ItETaJI Ⅱ ⅡOTOMy

pa3BEBaJIOCh HeJIeraJILH0. OpraI柑3aI叩兄COCTOJIJIa滋3 0CTaTIくOB Xa3atILHX tlaCTeii

aTaMaHa nyTOZIa.

月JIg ⅡpOIlaraIIFth-Jte丘如ⅢHaMa E tmeHⅡ5I JIe叩H丘B InaIIXa丘H耳a CyMaTpy

6もⅠ皿H lCOMaHAEPOmHLI nyJtyXaJIOB E ⅡpO4)eccop HocatrHocIくOB.

It JIaJIhHeBOCTOt柑OMy CeRTOpy OTIIOCHJIHCb I OtlarH Ha aaIIaJtEOii JIHHHE

cTaHltHH MaHhtI3RypHSI, COCTaB XOTOpO最･ Ea3atZeCTBO. B XiiiJIape ⅡMeJIOCL JtBa

otlara, IIPIItleM OJ叩H Ⅱ3 HHX 6LtJI MyCyJIbMaHCKEM (TaTapCREii).

B6JIHaII OT CTaII叩Ⅱ ByJtaⅩy Ha JIeCIILIX XOHIIeCCⅡ兄Ⅹ CpeJtH pyCCRflX pa6otlHX

6LIJIa CHJIhHaSI 3amTePeCOBaIIHOCTb叩eSlMH ¢aⅢⅡ3Ma. T513KeJILte yCnOJm31 TPyJta,

CBSI3aHHLIe C pytlfILIM rlpOH3BO月CTBOM, OTCyTCTBEe COIIHaJILELIX rapaIIT広H,

HHaⅠくHH ypOBeHI, XⅡ3HII COCTaBHJIH Ty rICIIXOJIOrEtleCRyX) OCHOBy, Ha IくOTOpyIO B

JtaHHOM CJIytlae OTIHpaJIHCL 4)aⅢHCTH.

Ha BOCTOtIH0丘JIHHHH CM3Kn B naJIhHeBOCTOtIHLt丑cexTOP BXOJ叩JI

AⅢⅡXe丘cRH点pa丘oH, B ROTOpOM HaCIHThIBaJIOCh lOO申aⅢHCTOB. B opraHHaa耶柑

cyⅡleCTBOBaJI OTJteJI XeIICI{OrO中aⅢEcTCIくOrO JtBHXeEⅡ3I, OTAeJI aBaⅡrapJtHCTOB

(I)HoIIIeCTBa) 冗 4)aIIIHCTCⅨHX叩OIIIeⅨ･4eBOtleR (pyROZLOJlmeJIE, nyHaeB). B

HpoTHBOBeC ROMMyHHCTaM 4)aⅢHCTLI CO37taJ柑　PyCCRE点KJIy6, ⅨoTOPZ,t最ⅡoceIqaJIH

He TOJILRO OaⅢHCTLI I aMErPaETLI, Ⅱ0 II COBeTCIくEe ⅡpeJTCTaBHTeJIH. HMeJICSI

He6oJILⅢ0丘oqar z1 9pIIerlJt3IHq3LI I 16･20 1eJIOBeIく, HM兄HE.Ilo, CTaII叩H 5I6JIOI柑Ⅱ

ROI叩eCC滋H Ro叩0. Boo6IIIe B aTOM pa丘oHe JtBHXeI柑e IくCePe.叩He 30･Ⅹ roJtOB

TOJIhHO HatlaJIO pa3BOpat柑BaTbCSI, TaIくRaIくTaM HMeJIC3I CJtePXnBaX)qE最中aIくTOp ･

605I3HL XOMMyHHCTOB A XyHXy30B.

no BCTyll皿eI柑SI SII70HIIeB a MaHhtIXypIIm PyIくOBOAHTeJIL兄ⅡoHCIく0点BOeHHO丘

MHCCm ltoMaIIy6apa ⅡpoWJI Ha I70CT JI耶epa BCeii pyccKOii aMHrpaIII柑6hZBⅢerO

pyccROrO Iく0IICyJIa Ⅱ 7tHpeIくTOpa rleJtarOrHtleCIくOrO HHCTHTyTa B MaIILtIXypHH

XHOHEHa･ C co3FtameM MaIIhtIXOy ･ Ilo SIBM BOarJIaBHJI AMKyCa, ROTOpH点

cJteJIaJI CTaBKy Ha aTaMaHa r. CeMこeHOBa, PyCCMX 4)aⅢⅡcTOB 班 3a6a触aJIt.CIくHX

Ra3aKOB･ ltaHJt叩aTypy r.M. CeMeHOBa TIOJtJteP3Ea皿耳XpyIHLIe llpOMHⅢJIeI柑Hm,

ROTOphle CHa6HaJIII erO JIeEeXHLIMH CPeJtCTZIaMH 冗 HeItOTOpHe BOerlHLIe

rpyltⅡEPOBRH I aMHrpaIlTCKⅡe OpraHH3aIII相, BXJIX)tlaSI 4)aⅢHCTOB.

It cepeJtEHe 30･Ⅹ roFtOB BOeHIIyX日TaPTHX" SIIIOHHH B03rJIaBEJI reHePaJI

ApaI相, ROTOphI丘6LIJI CTOPOHI柑ROM CIくOPe益Ⅲero BOeIIHOrO CTOJIRHOBeEHJI C CCCP,

ctIHTa兄, tITO COOTHOⅢeHEe CHJI R aTOMy BpeMeI柑JtJISI 5IrIOIIHE CJIOXHJIOCL

32 Tax 3Re. JIJI. 37･38.

-142-



HaE6oJIee 6JIarOIIpIはTHO. 9TO丘CⅡTyaIIIIH CⅢOCO6cTBOBaJIO II TO, 1TO

I

ROM･aHAyX)qH丘Oco6hIM naJILEeBOCTOqHhIM BOeIIELIM OEpyrOM B･lt･ BJIX)Ⅹep ZIeJl

aRTⅡBHyX) nOJtrOTOBRy a OTPaXeEE氾803MOXIIO丘arpeccm co cTOpOIIH SInoⅠⅠHE･

9Ty Jte3ITeJILHOCTL reHePaJI ApaIはPaCCIHThlBaJZ HpeTIOJIHeCT耳BCeMy MHpy Ra∝

ⅡoJlrOTOBRy 冗 HaIIaJteHm) Ⅱa SIrIOHEK) HJIⅡ MaHhtIXOy ･ rO33. B aTOT ⅢepIIOJt

5IBM Jte丘cTZlyeT B HeCXOJIhREX EaIIpaBJIeIImX: 1) ⅡoJlrOTOBm TⅡIaTeJIもHOii

pa3BeJtXH tZePea areHTOB BCeX aMHrpaHTCIくEX OPraI柑3aI叩丘RatleCTBa AOPOr,

ITepeⅡpaB, HaJIⅡtlⅡJI XOJIOJlqeB B MoHrOJItIH, TpexpetILe E pa点OIIe OT rPaI柑IIhI

CCCP JtO tIHThI. PaaBeARO丘3aHⅡMaJIHCL SIBM E TeJIerpa¢HOe areIITCTBO

HmEpO･IlycⅡH, HCⅡOJIhay3日tJISI aTOrO MOErOJIOB, 6ypsIT, Ra3atZhe HaCeJIeHHe

TpexpetlL5I34; 2) co叩こaI柑e CⅡeIIHaJILEOrO ItOMHTeTa, B放OTOPH丘BOHJZE

ⅡpeJtCTaBETeJIH BTOpOrO OTJteJIa ⅢTa6a ItBaIITyIICIく0最apMHH, 5IIIOIICIくOrO

ⅡocoJIhCTBa, yⅢPaBJIeHⅡSl rJIaBHOROMa叩yX)Iqerl0 K)MXn, ⅡpH3BaHEhIX

o6cJIeJtOBaTI, BⅡeⅢHX)K) MoErOJIHm I BaXHe丘ⅢHe ⅡylrKTもI CH6耳PH I JlaJIhHerO

BocTORa. B IIX TlHCJIe: RaMtZaTIは, CaxaJtEH, naJILHeBOCTOtlELI丘RPa点, BocTOtIHO･

CII6HPCItH免Kpa益, Byp兄T･MoHrOJIM, 5IRyTH3(, 0点poTHSI, ⅩaIはCCIはSl 06JtaCTL I

pa丘oH TypItCII6a,'3) ROIICOJI叩aIIIはBCeX CHJI aMHrPaIIm rmJt PyIくOBOACTBOM

aTaMaEa r. CeMeIIOBa. 0 cephe3HOCTII aTIIX HaMepeI柑丘roBOPHT TOT ¢aRT, tiro

TIpeRCeFtaTeJIh BepxoBEOrO COBeTa pyCCRHX申aⅢHCTOB BoHC叩RH点, Ilo

corJIaCOBaEHK) C 5IBM, 6hIJI BHBeJteH H3 tlECJIa pyIくOBOJtHTeJIeii 冗 HCHJIK)tleII H3

ⅡapTHE 3a CTaTbK" peJtaIくTHpyeMOM:滋M 3KypHaJIe "◎aⅢHCT'', HaIIPaZLneHIIyX)

rIPOTm aTaMaHa r. CeMeHOBa. Ilo HaCTO兄EED aTaMaHa r. CeMeHOBa, reHepaJIOB

ChltleBa II Ropo60Ba yBOJIHJIH C JtOJIXHOCTeA, ROTOphle OHII 3amMaJIE Z} 5IBM･

OcHOBHO丑ⅢpHtIEEOii TaIくOrO IIIara 6LIJIa H3JIEⅢHRSl CaMOCTOSITeJIもHOCTh

reIIePaJIOB, KOTOPLte, 6yAyt柑JIHAePaMH BocTOt柑0･Ra3atlherO CoIO3a, He XeJIaJ柑

I7OJttIHHJIThC5I aTaMaIIy r. CeM:eIIOBy. Cpa3y Xe CTOHT OTMeTHTL,可TO B ⅨpyraX

6eJIOii aMHrpaIIEH, He 6ea COrJIaCOBaHH5I C SIIIOI叩aM:H, 06cyっ和aJICSI BOIIpOC 0

co37taHHH B 3a6a丘xaJIhe rOCy刀.apCTBa Ilo 06pa3y MaEhtIXOy ･ rO I Ha3HatleI柑E

ero IIapeM aTaMaHa CeMeIIOBa35.

0ROHtlaTeJILHO BcepoccII丘cRaSI中aIIIHCTCRaSI IIapTHSl C4)opMHPOBaJIaCh JIeTOM

1935 r. Ha III cもe3JIe 4)aIIIHCTCKO丘ⅡapTI柑(28滋Xm5I 1935 r., Ⅹap6m). Ha

crE,eaJte 6bIJIH O6cy3和eELI I ymep3KJteHLHIpOrpaMMa II yCTaB ItapTI相, 3aCJIyⅢaH

oTtleT IIHIt, ocyⅡleCTBJIeHもI BLI60pLI qeHTPaJILHLIX OpraHOB. Ha ct'e3Ae

IlpIICyTCTBOBaJIH 48 7teJIeraTOB, ⅨOTOphle TIPeJtCTaBJI兄JIH OPraHH3a耶柑pyCCRHX

¢aⅢHCTOB ToIくⅡ0, HoIくOraMhI, KEy･CEy, InaIIXa3I, T兄EhI13Ⅰ柑SI, SIBhI, nepCI相,

CHPHH, ErHItTa, BoJlraPHE, K)rocJIaBⅡH, IloJILⅢH, 9cTOHI相, 0EHJISlE岬甘,

33TaM Xe. JI. 39.

34　TaMXe. JIJI. 73, 79.

35 Tax Xe. JIJI. 91-92.
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L■二

repMaHIIH, HTaJIHE, HI,K)･HopRa II CaIrOpaI叩HCIく0, na丘peIIa, CⅡHhq35IEa,

(

HMSIHbIIO, AII叫a, IIHqHHapa, ByxaJty, ⅩaiiJtapa, Ma恥tIXypI相, MoJtSIrOy Ⅱ

Ⅹap6Ⅰ柑CREⅩ pa丘oHIILIX OPraHH3aIIII臥B IはtZeCTBe JteJIer.aTOB Ha CrE'e37te TaItXe

HpHCyTCTBOBaJIⅡ EalaJILH滋X XaI叩eJI5IpI柑ra3eTLI "HaⅢ IIyTb''ItphIJIOB, peJtaIくTOp

ra3eTLI RopMEJ10B, tIJIeIIH arHT6,I)po IIapTEH PslxeB H ItapHayX, aaB印.yE〉q文政

pyccIくHM RJIy6oM lty3HH, EatlaJILHER XO35I益cTBeEHO丘1aCT滋HaPTI柑HEKHTEE,

3aBeJtyX)qE益4)aⅡ)HCTCRO点ⅡeperIECKO丘MaIはPelrKO, HatlaJIhEHR XeECXOrO

oTFteJla ⅢaPTⅡH A6aIIMOBa E ee IIOMOIllHER OxoTⅡHa, HatlaJILEHR 4)aⅢHCTCIくⅡⅩ

``xpoⅢeR''ByJIHqeZLa, HalaJILHIは"aZlaHrapJta" JteBOtleIくrpyJIHHCKa5I H

HatlaJILIIm "aBaErapJta" MaJIhtIHROB IlpoIく04)LeZL36. Bee peEeI柑3I Ct,e37ta 6LtJIE

corJIaCOBaHhI C SIBM, a caMa Pa60Ta IIPOXOJtHJIa Zl HpHCyTCTBEH SIⅡ0ECItEX

tIHHOBHEROB E3 COCTaBa IくOMⅡTeTa RBaHTyHCKO丘apMⅡH.

Ha cもe3Jte 6HJI E36paII HOBLt丘IIR B COCTaBe: reEepaJIbHhI丘ceRpeTapL ･ lt.B.

PoJt3aeBCIくⅡ丘, EaqaJILHHR naJILHeZ10CTOlEOrO CeRTOpa I M.A. MaTItOBCIくⅡ益,

Ra3Hatle点･ B.H. BacIIJIeIIRO, HatZaJIhHHR RaHIIeJISIpEE I A.◎. ltoIIOBaJIOB,

BOeI柑LI最MHHECTP I C.H. noJIOB, peJtaKTOP ra3eTE't "HaⅢ ⅡyTh" ･ A.A. ltopMEnOB,

HatlaJIhEHR areHTyPHOrO OTJteJIa I r. TapaAaHOB, HatlaJILHHR XO35I益cTBeHIIO丘

tlaCTII ･ ICy3ⅡH. CorJIaCHO ⅡpHHSITOMy yCTaBy rlapTHSI JteJIRJIaCh Ha CeKTOpbI

(JIaJILHeBOCTOtHH最, HⅡIII10HCRHii, RaJII柚opHH蕗cRHii, Bpa3mLCIくH丘E JtpyrHe),

cemOpLI I Ha OTJteJILI (Ⅹa立刀apCRH丘, Ⅹap6HHCXRii A Jtp.), OTAeJIhI A Ha paiioIIhI,

pa丘oHH ･ Ha 3ZleIIhSI, 3BeHhSI I Ha OtlarH. CaM Iilt JteJIEJICE Ha 4 qacTE: 1) 06ⅡlaSI

tlaCTh BO rJIaBe C A.◎. ICoHOBaJIOBHM, RyJta BXOJtHJIH BCe RaHqeJISlpCREe,

TeXHHleCme壬I X03SI丑cTBeHHble pa6oTLI; 2) oⅡepaTHBHaSI tlaCTL BO rJIaBe C lt.B.

PoA3aeZICItHM, RyJta BXOJtHJIH OTAeJILI arHTallHOHHbI益H COⅡapTII丘ELIX

opraHEaa叩丘(4)aⅢⅡcTLI TeCHO COTpyJIEEtlaJIH C JIerltTI川HCTaME, HapoJtHO･

MOHapXHtleCmM COXI30M H月aJILHeBOCTOtHLIM Ra3allhHM Co又)30M), OpraHH3aI叩H

RJIy60B RyJILTyPHO･IIpOCBeTHTeJIbHOii pa6oThI 班 C60pa cpeJtCTB; 3) oco6asl tlaCTL

ⅡoJI pyROZ10ACTBOAt C.H.月oJIOBa, RyRa BXOJtHJIH OTJteJIhl pa3J3e耶H I

ROHTppa3Be耶H; 4) tlaCTh CB兄3ⅠⅠ ⅡOJt pyXOBOACTBOM C. MeTeJIHqROrO.

MeTeJIHqRE丘oJtHOBpeMeI柑O CTOSIJI BO rJlaBe ⅡITa6a Xap6Ⅰ柑CIくOrO OTAeJIeHHSZ

pyccIくHX ¢aIZIHCTOB広CPa3y Xe t10CJIe Cbe3Aa 6LIJI ROMaHJtHPOZLaII ZL AMePⅡXy

JtJISI yCTaHOBJIeI柑5I 60JIee TeCHLIX XOHTaIくTOB C aMep滋RaHCIくHMH 4)aⅢEcTaME I

TIpeCetleHIはpa6oTLt 6hIBⅢerO ⅢpeFtCeZtaTeJ15I Boll E ero cTOpOHHHⅨOB37.

Bce ¢aⅢHCTH H3 tIHCJIa CJIyXaI叩X ItBX月6hIJIⅡ BLIJteJIeIILI B CIIeIIHaJIhHLt丘

xeJIe3HOJtOpO3RHhI丘oTJteJI ⅢOJI PyItOBOJtCTBOM B.B. BLICO耶OrO, ⅨOTOphT益rlpH6hIJI

B MaEhtIXypHX) BMeCTe C OTCTyⅢaBⅢEME tlaCTSIMH 6eJIO丘apMHE. nO 1931 r. oH

cocTOSIJI a OpraIIH3aI叩Ⅱ "RpeCTOHOCIIeB''. B中aIIIHCTCIくyXHlapTHK-CTynHJI B 1931

36TaM Xe. JI. 92

37 Tax Xe. JIJI. 92, 93.
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r. E B TetleI柑e耶yX JleT 6HJI B COCTaBe Iく0EBO3I K.B. PoJtaaeBCIくOrO. tlepe3 ron

(

Boar.ⅡaBEJI TePpOpⅡCTⅡtleCRyK) rpyrIⅡy, rJte OJtHOBpeMeEEO 6LIJI Ⅱ Ra3HatleeM. 3a

pacTPaTy 6LIJI CMeⅡleII C 3aI柑MaeMO丘JtOJIXEOCT甘H HaaHatleH 3aBeJtyK)qHM

xo3SI益cTBeI柑0丘tlacTLm XypflaJIa "HaqE''.

B HalaJIe aBryCTa 1935 r. a Xap6HHe COCTOSIJIOCh TpH COBeⅡlaEHSI申aⅢHCTOB,

ⅡoBeCTRa ⅨOTOpLIX ⅢJla B PaaBHTEH peⅢeI柑丘ⅠⅠI ct'e3Jta ⅡapTIIⅡ 冗 ⅡOJIEOCThm

cooTBeTCTBOBaJIa TeM IIJIaEaM, ROTOpもIe BHHaⅢEBaJt CIIeqⅡaJIhHhI丘ROM■HTeT,

co3JtaHHH丘B CeHTJI6pe 1934 r. ⅢpII RBaIITyHCIく0歳apMHE. Ha coBeⅡIaI相見X

paccMaTPI柑aJIⅡCL ZLOIIPOChI 06 0TIIPaBRe IIa COBeTCKyK) TeppHTOpⅡD rpyIIIt

pa3BeJttIⅡROZI･TeppOpHCTOB BO rJIaBe C ItJImXHHEEhIM. 0 BaXHOCTIt

ⅡpⅡEHMaBⅢHXC5I peⅢeHIIii roBOPⅡT TOT 4)ART, tITO Ha BCeX COBeⅡlaHHSlX

HpHCyTCTBOBaJIO pyROBOJICTBO 4IaⅢHCTCIく0丘ⅡapTIIH B JIHqe It.B. PoJt3aeBCKOrO,

C.H. noJIOZla, M.A. MaTIくOBCItOrO, IC.B. ApceIITheBa I JtORTOPa Hocatz ･ HocIくOBa.

Ha zlcex cozLeⅡIaHIはⅩ IIpHCyTCTBOBaJIH Ⅱ TIpenCTaBETeJ柑ShoHCRO丘BOeEEO丘

M滋CCI相. IlepeA rpyIIIIaM必TeppOpIICTOJl･pa3BeJttIHXOB 6LtJIH r10CTaBJIeIIhI

coBepⅢeIIH0 Ⅰく0HRPeTHLte 3aJtatIH:

1) IIpOBeCTII 3a6poc rpyltlH3 pa丘oH Ky36acca II ypaJIa, rJte Tpe60BaJIOCh

ocyqeCTBETh BeP6oBRy;

2) BOCCTaIIOBRTh CTaphle CB兄3Ⅰt C areIITaMH, 3aIくOHCePB耳pOZLaEHL"E I10CJIe

oTCTyIIJteEH5I apMⅡH aJtMHpaJla A.B. ItoJItlaIは;

3) co6paTL CTpaTerIItleCIt滋e CBeJteHIはB pa丘oHe Ky36acca Ⅱ ypaJIa, a TaIく3Re

o6cJteJtOBaTh COCTO3IIIHe aapOApOMOB I aB滋aIIHOHHOrO rlaPIはB IlpⅡMOPbe;

4) BhISlBETL BO3MOXrlOCTH OPraIlE3aIII柑aIITHCOBeTCIくHX 6ecrIOpSIJtXOB,

BpeJtHTeJILCTBa, BOOPyXeHHLIX BOCCTaI川虫38.

CJIeJtyeT OTMeTHTL, tITO SIItOHIILI Ee OtleHh JIOBePSIJtE 6eJT0丘aMHrPaqHH.

nocTaTOtIHO OTMeTHTL, tZTO B CePeJtHⅡe rl05I6psl 1934 r. Ⅱ3 ToItHO OT

re王IepaJIhHOrO ⅢTa6a tlepe3 5(ⅡOHCIくOrO KOHCyJIa B MaHhtIXOy ･ rO 6LIJI IIOJIyleH

TIPI柑a3, aJtpeCOBaHIIhI丘SIIIOHCIくOMy ⅡOrpaI柑tIHOMy IIOJIHTⅡqeCIくOMy OTpSIJty, A

XOTOPOM ItpeJtJIaraJIOCI'tlepe3 CECTeMy CO6cTBeIIHO丘areHTyPhI OCyqeCTB打TL

TIZIaTeJIhHyIO paaBe耶y B MoIIrOJIHH (HaCeJIeHHe, ⅨOJIHtleCTBO X)pT ZI Pa3HHX

pa点oHaX CTPaHもⅠ, trHCJteHHOCTL CTaJta OZLeIl, HaJtHtIHe IくOJIOJIqeB, KatleCTB0月OpOr

B HaIIPaZueHEH AIくⅢH I ItyHryPa), Tpexpetlh3I (月OpOrI… rPaII叩aM CCCP, HX

npoxo叩MOCTh AJI兄BO点cK, ⅢHpHEa, rJIy6HHa H CIくOpOCTI'TetleHH5I PeRH ApryHb

IIpOTI柑TeX MeCT, B ROTOphle yIIⅡpaJIECh JtOPOrH), Pa丘oH OT rOCyJtaPCTBeI柑0丘

rpaI柑qhI CCCP Flo tIHTもⅠ. 9TOT IlpⅡXa3 06cyxJtaJICSI Ha COBeⅡIaI柑5IX 5IBM,

CHeIIHaJIhHOrO lCOMHTeTa ItBaIITyIICKO丘apMH打, rJte PaCCMaTPHBaJIHCL BO3MOXEhle

TIOrPaHHtIHhle ⅡyIIKTht, tlepe3 1tOTOPhle JtOJtXHa 6LIJIa B 6yJtyⅡleM OCyqeCTBJIJITLCSI

38 ICypac JI.B. Ity36acc B MHJIETaPIICTCR甘X IIJIaHaX　5IIIOI柑Ⅱ// IteMepOBCIく0点

06JIaCTH 55 JIeT. ･ IteMePOBO, 1998.
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BOema3日lpOBOIはItm. B tlEcJIe TaItⅡⅩ IIyERTOB Ea3LIBaJIHCh CEacR E JtpyrⅡe･

0.叩OBpeMeHHO C aTⅡM I10rpaI王rlOJIHTOTp叩ⅡOJIyWJZ 3aJtarl宜e Pa3HCIはTh 6yp兄で,

XopoⅢ0 3EaIOⅡ叩Ⅹ Bapry. IlorpaIIIIOJIHTOTp叩3arOTOBEJ1 40 opJtePOZL Ⅱa apeCT

xoHⅠ叩eTHhIX JIEq E, IIpe)和e BCerO, EatlaJILEEROB CTaIIItHii, JtOpOXEhIX MaCTepOB

Ha RBXn, ylHTeJIe丘6HBⅢ耳X COJleTCIはⅩ IIlⅨOJI. B IはtleCTBe BOaM･OXHOrO

o6BHEeEH5I BH耶EraJIOCh JtBaちapHaIITa: JIE60 areHTu COBeTCRO丘pa3Be耶Ⅱ, JIH6o

I107tPHZIHIはH I tI皿eIILI 6oez10丘7tPyXEEhI. IIpII aTOM pyCCIくEe aMErpaIITH, B TOM‥

tIHCJle A 4)aIIIECThI, 6LIJIH ⅡOJIHOCTLX) OTCTpaEeHH OT aTO丑pa6oTH39･

IlocJIe EaIIaAeI柑SI 4)aⅢEcTCIく0丘repMaEEH Ha CCCP I10JIOXeEⅡe pyCCRⅡX

4)aⅢECTOZL MaEhtIXyPI柑CePhe3IIO OCJIOXⅡⅡJIOCh. CTaPaSICh He OCJIOXMTh

b6cTaEOBRy, SZnOHCIくHe BJIaCTII yXeCTOtIEJIH ROIITPOJIh 3a Jte兄TeJIhHOCThX) pyCCItEX

如Ⅲ;'cTOB, a l法X'JI51 1943 roJta兄ⅡOHCRaSl a脚mECTPaltH5I 6e3 06MCHeHm

rIPHtIⅡH 3aⅡpeTIIJIa PyccItEii如ⅢklCTCIくE丘coIOa, KOTOpLt丘BCIくOpe 6HJt

rlePeEMeⅡOBaH B CoIOa FaIIEOEaJIhHO･TpyJtOBO丘PoccHE40･

IlocJle ⅡOpaXeHE3I 4)aⅢHCTCIく0丘repMaIIHH I EatlaJIa ⅡOJtrOTOBXE BOeEHhIX

Jte丘cTBH丘Ha JIaJILHeM BocTORe JIHJtepLI pyCCIく0丘aMHrpaIII柑B MaIILtI3KypI柑

HatIEHaIOT BCepLe3 3aAyMLmaTLC3I 0 CO6cTBeEXO点cyJth6e･ TaIt, 6 lImJISI 1945 roJta

r.M. CeMeHOB ⅡEⅢeT IIⅡChMa Ha IIM3I IlPeMもep-MHEIICTpa BeJIERO6p丑TaEⅡE

ltJIeMeETa 9TJIH, Hpe3HzteHTa CnIA IlappH TpyMeHa, 冗 rJlaBhl rOMオ叩aHOBCROrO

pexHMa B KETae reHepaJIECCI…yCa tlaH･Ita丘ⅢH, B XOTOphIX ⅡpeJtCTaeT RaIく

(tIIO6opHER MHPa, BCe6qe丘6e30ⅡaCHOCTII I 6JIarOIIOJIytIH5I)) I BLIJtBEraeT

co6cTBeI柑Oe BEJteHIIe IIOCJIeBOeEHOrO MHpOyCTpO益cTBa41.

nocJIe BCTyIIJIeI柑3I ltpaclIO蕗ApMEH

TaItHM O6pa30M, BcepoccII益cRaSI 4)aHHCTCRa3I HapT-柑COBMeCTIIO C JtpyrEMH

aMHrpaHTCIt耳MH OpraHⅡ3allIはMII aRTⅡBHO OCyⅡIeCTBJISlna BOeIIHO-

pa3BeAhIBaTeJIhEyK), areIITypHO~rIOJIHTⅡtleCItyIO II arIITaIIIIOrlHO-

IIPOnaraHJtHCTCICyK) pa6oTy, HaⅡPaZIJIeHHyX) ⅡpOTItB CCCP II MoIIrOJIml

07tHOBpeMeHHO C aTIIM OHa IIOCTO兄HHO peRPyTHpOBaJIa B CBOH P叩Lt BCe EOZLLIX A

HOBLtX tIJIeIIOB, CO37taBaJ一a HOBLIe TeppIITOpIIaJILELIe OpraHHaaIIItH 冗 rIOJt

ⅡpHCMOTpOM I pyIくOBOJICTBOM SIⅢoI柑H y3式e R CepeJtHHe 30･X roAOB 6hI皿a rOTOBa

coBMeCTHO C RBaHTyHCIt0益apMHe点HatlaTL arpeCCEX) IlpOTHB CCCP･

ItoIIel柑0, JI叩ePもI pyCCItHX 4)aIZIHCTOB B MaHLtIXypI相, HaXOJtJICL rla lyXO益

TePpETOpI柑B ⅨatleCTBe aMErpaHTOB, He MOrJIE CO37taTL ⅢOJIEOMaCETa6ⅠIOe

JtHRTaTOPCROe ⅡpaZLJIeHRe, tiro yJtaJIOCh CFteJIaTL HTaJIhJIHCItHM 冗 repMaHCRHM

39ApxEB yOCB PO Ⅲo PB,申.2, OII.1, JI･4, JI･73･

40 0ⅠIerEHa C. yKa3. COtI. C. 93.

41
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如HHCTaM･ Ho, TeM He MeEee, OpraEH3a叩兄ⅡPeJtCTaBJIma CePhe3ⅠIyK)

ⅡOJIETMeCIくyIO II BOeHHyX) 0ⅢaCHOCTh JtJISI CCCP, a oⅡopa Ea MEJIHTapIICTCKyK)

ShloHHx) Ⅱ03BOJIHJIa申aⅢHCTaM 6hICTPO paCIIpaZIHTもC5I C TO丘Ee3ⅠIatIETeJILHO丘

0ⅡⅡ03Ⅰ叩EeII, ROTOpa3I CyⅡleCTBOBaJIa a CPeJte aMHrpaIII柑E CJtenaJIa aTy

oHacIIOCTh eqe 60JIee peaJILH9B. B aTEX yCJIOBE3IX leTRaSl 班 ⅡpOd)eccHOEaJI柑a5I

Jte兄TeJILEOCTh HItBn Ⅱ03ZLOJl-a COZLeTCIくOMy pyROBOACTBy 6HTL I"ypCe

arpeccHZIIIhIX ⅡJIaEOB兄IIOIICR耳X MHJIⅡTaPIICTOB, PyCCIくⅡⅩ 4)aⅢHCTOB E BCe丘6eJIO丘

aM-ErPaIIIIE･
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PyccIくⅡe Ⅱ兄Ⅱ0ⅡqH 刀 MaⅡbTZXypEⅡ (30･e roJtH XX B.)　t

H. 班.月y6Ⅰ柑EHa

HcTOPm AaJILHeBOCTOIHO丘BeTBⅡ pOCCⅡ丘cxo丘aMHrPa叩H BZJ33aJIa y

OTetleCTBeIはLIX HCTOpEROB B ⅢOCJleAEee JteCSlTⅡJIeTHe ⅡOBLIⅢeI柑H丘HETepeC,

oTMetleHIILI庇IIO5IBJIeEHeM paaⅠ1006pa3EbIX H COAepXaTeJlLHLIX Ⅲy6JTma叩丑1. BMeCTe C

TeM pSIJt ee Hp06JIeM IIOXa He IIaⅢeJI y6eFtWreJIhHOrO OCBeⅡleHHSI. B cTaThe

paCCMaTPⅡBaK)TCSI B3aIIMOOTHOⅢeI柑SI PyCCIくHX H兄Ⅱ0EIleB ZL MaHhtIXyPI柑B 301e rOJthI

XX B･ tlepea ⅡPH3My ZL3a∬MOOTH0ⅢeHH丘BIOpO ⅡO EteJZaM pOCCHiicKEX aMHrPaHTOB

(BP9M) mIIIOHCRO丘BOeHHO蕗MHCCHオ(5IBM), Z'LT兄BJI5IXrrCS"'X MeXaⅡⅡaM H aBOJIX'IIHSl.

0RRyrla叩5- 1931 r･ CeBepO･BocTOtIHHX rIPOBHHIIHii ItETa兄paCIleHHBaJIaCL

B兄=oHEE XaIくEatZaJlO peaJIH3aIII柑BOeHHO･CTpaTerIItleCIくHX rlJlaEOB CO37taHHJI

{{coⅡpoIIBeTaHH3I BeJIHⅨ0免BocTOlH0丘A3-相,,, tyro 《EeE36exEO IIPeJtyCMaTPHZIaJIO

3aXBaT CII6HpE E COBeTCEOr0月aJZhEerO BocTORa,,2. 0myIIHPOBaIIEO丘MaELtIXypE滋,

HaCtIHThIBaBⅢe丘B CepeJtme 30･Ⅹ r叩OB 34,2 MJIH･ tleJIOBeI{3, 0TBOJtmaCh BaXEaSI POJIL

IIJIaqJtaPMa B ⅢJIaHEpOZLaBⅢe丘cSI BO点He. C rlpⅡCyIIIe点3IⅢOHIlaM AeJIOBETOCTI,I)

xoMaHJtOBaI柑e Rna.HTyHCIく0丘apMm aaH5uOCい.rOCyAaPCTBeI柑LIM I TIOJIETIItleCRHM

CTPOIITeJIbCTBOM)), a pe3yJIbTaTe IくOTOpOrO B MaHhtIXyPHH IIO兄ZlHJIOCh EeCIくOJthRO

cBOe06pa3EhIX CTpyRTyP･ rlpexJte BCerO 6zJJZO nPOBO3rJIaⅡIeⅡ0 0 COaJtaXHH rOCyJtapCTBa

MaHLIXOy･rO (MaHLtI3ROy加ro), BO rJIaBe ROTOPOrO 5IIIOEIIhI ⅡOCTaBm耳

HaBJIetleHHOrO耶He6LITH5I 6hIBⅢerO IくETa点cIくOrO IIMⅢePaTOPa Ily･HI IloFt.叩RTOBRy

KOMaHJIyX)qerO ltBaIITyrlCIく0点apMHe丘rexepaJIa XoJt3ROO OH I10JtⅡⅡCaJI Ta庇HOe

o65I3aTeJIhCTBO･ COrJIaCEO ROTOPOMy B rIPaBHTeJILCTBe HMrlePm rOCyJtapCTBeHHhT丘

CeRpeTaPh I ⅢOMOⅡ叩HXH BCeX MEHⅡCTpOB Ha3HatZaJIHCh Ⅱ yBOJIZ'mIJIECL

XoMaHJtOBaHEeM KBaHTyHCKO丘apME臥5II10HCXOMy IIpaBETeJIhCTZIy TIOaBOJI3IJtOCL

coJtepXaTh Ha TePPHTOPEE MaHLtI3RyPm CBOK) apMHK) HeOrPaHHtleHHO点tmcJIeEHOCTH,

eMy Xe IIepeJtaBaJIECも月JISl aXCⅡJIyaTaI岬E BCe llyTH COO6ⅡIeHHSl. B pa3pa6oTRe

HCROI一aeMLIX 6oraTCTB, B Pa3BⅡTHE ⅢpOMLIHJIeHHOCTH TIPeJtyCMaTPI柑aJIOCh

o65I3aTeJIhEOe ytlaCTHe SIrIOECXOrO rOCy月apCTBeHHOrO I tlaCTHOrO RaHHTaJIa a pa3MePe

50 IIpOqeHTOB･ B cJIytlae BO点ELI MaHhtIXOy･Ilo 6paJIa O65IaaTeJILCTBO ytlaCTBOZIaT"

BOeEHもⅠX Zte丘cTBHSIX a ⅨatleCTBe COIOaHEKa 5II10Ⅰ柑H･ IloAI一一ICaHHLI蕗15 aBryCTa 1933 r.

SII101ICItOIMaHMXypCRH丘JtOrOBOP 6LI∬ Ta丘HO paTHd)叫HpOBaH4. flo 3aMhICJIy 5IⅢ0ⅠICmX

BOeHHLIX BJIaCTe蕗ⅡpoBO3rJIaⅢeHHe BeJIHKO丘MaIILtI3KyPCIt0丘HMⅡepEH JtOmEHO 6hIJIO

ycmoROETh MⅡpOByIO O6ⅡleCTBeHHOCTh 冗 IIp耶IaTL ZIHJtHMOCTh JIerHTIIMⅡOCTE

HaXOXJteI柑5I Ha ee TePpHTOpIIH ItBaHTyHCIく0丘apMm.

0月こHOBPeMeHHO C MaPHOHeTOtuhIM rOCyJtaPCTBOM ⅨOMa耶OBaHHe

KBaHTyHCROii apMEH B 1932 r･ co37taJIO 《06ⅡIeCTBO COrJIaCH5I 冗 MHPHOrO COTPyJtHHtleCTBa

mpoJtOB'ーRHO･Ba･Ka軌ROTOpOe IIpH3BaIIO 6hL,IO y6eJtHTL ⅡOJtAaEHLtX MaEhTlXyPCRO丘

HMITepm B TOM, YrO..HHIlrl0mI MaIIも1XOy･Il0 - 06a rocyFtapCTBa CBR3aHLI CB5IqeHHLIM
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coIO30M H JtyXOBHO ⅡpeFtCTaBJISIXrII CO60点oFtEO TeJIO))5. AETHROMMyI柑CTmeCXaSI

EarlpaBJIeHHOCTL KⅡoIBa･Ita丘I10CⅡJIa OTRpOBeHHO BOIはCTByX)IIIEii xapaRTep.

RoMHHTepE a XOMⅢapTHSI O61'31BJlSIJIHCも《aaItJI5IThIME BparaMH MEpOBO丑

cIIpaBeFtJlHBOCTE)). rpa油CAaHe MaELtIXOy･rO i(He JtOJIXELI JtOⅡyCRaTL B CTpaHy IIE CJIOBa

RPaCHO孟rIPOHaraIIJtLI‥ , JtOJIXELI y耳肌TOXETh ROMMymCTOB JtO nOCJIeJtEerO可eJIOZLeIは》6 ･

IIpE aTOM HMeJIECh I"耶y IIe TOJIhRO CCCP, HO I ROMMymCTH ICETaSl･ rIpea叩eHTOM

opraHE3aI叩Ⅱ SlBJIEJICE IIPeMbep･MmECTp MaEhlXOy･rO･ rJIaBHhI丘HocT IIa IlpaBaX

BhICIIIerO COBeTEERa IIp HHaJtne)EaJI ROM:aIIJtyX)qeMy ltzlaETyHCRO丘apM正eB. BhI皿CO37taH

IIeETPaJIhHもⅠ益ⅢTa6 c oTJIeJIaMH, ⅡOJtOTJteJIaME E EatlaJIhHEEaM滋, ⅢTa6H B ry6epHESlX,

yeaJtaX Ⅱ rOpOJtaX. HJteaJIOM O6qecTBa ⅡPOBO3rJIaⅢaJIOCL TaIくOe erO COCTOSIHオe, ROrlJIa

細e aTO丘opraHⅡ3aI叩H He OCTaHeTC3I EⅡ OFtHOrO tleJIOBeRa. 0ⅢⅡpa3[Ch Ea aTO O6EleCTBO,

5IⅡOECREe Z10eI王HHe BJIaCTII yCTaHOBHJIE I10JIEqe丘cIくE丑HaJI30p aa IIaCeJIeEHeM EMIIepI相,

zleJIH aHTIIROM:MyIIECTIIleCIくyIO ⅡPOrlaraEJty, CFteJIanH IIIar IくpeaJIE3aIIEE JIO3yIIra

((A3ⅠⅠSI ⅢOJt OJIIIO丘RpBIⅢe丘)I, pa3yMeeTCSl, SIⅡ0ECRO乱

B MaHhtIXypHH CyⅡleCTBOZlaJIa eⅡle OJtEa RaTerOPH3I HaCeJIeII即, ROTOPan He

MOrJIa IIe ⅡpmJIetlh IIpIICTaJILHOrO BHEMaHHSl JIⅡ0Ⅰ王CIくHX BJtaCTeii･ 9TO 6LI皿H POCCII魚cItHe

aMHrpaHThT, B OTHOⅢeI川瀬XOTOpLIX y兄IIOI叩eB 6HJlH CaMLIe CepLe3ELIe EaMePeHⅡSl -

ECⅡOJIL30BaTb EX B peaJIEaaIII柑CBOIIX ⅢHpOItOMaCⅢTa6mIX BOeHHO･CTPaTerHtleCItHX

nJIaHOB.

B cepeAHEe 30･Ⅹ roJtOB B MaLⅡLtZXypI柑rZpOXEBaJIO 103 ThIC･ aMErPaHTOB E3

PoccI柑7. tlacTもHX COCTaBJISLTIE CTapOXHJIH, T. e. Te, RTO CTPOEJI 冗 06cJIyXEBaJI RBXn

AO 1917 r. B OCFOBHOM OIIH 6hlnIl 6JIarOⅡOJIylHLIMH, COCTOSlTeJIbHhIMH JIX)JtLMm IlocJIe

I10pa3式eEM BeJIOrO JtBEXeHIはB CII6ⅡpE a Ha naJIhHeM BocTOIくe ZL MaHhtlXypIIK)

ⅩJILIHyJIa BOJtHa 6exeHqeB Ea PoccⅡⅡ, cyJIL6a IくOTOPhIX CJI03RHJIaCL Ilo-paaIIOMy･

IloI柑XeHIIe COIIEaJIhHOrO II aXOIIOMEtleCROrO CTaTyCa ⅡpeO6JIaJtaIOⅡIerO 6oJIhⅢEECTBa

HarHaHEⅡHOB, 3HatIHTeJIhHOe CyXeEⅡe rIOJM peaJIEaaI叩Ⅱ 06ⅡleCTBeI柑0点aIくTEBHOCTII,

rpy3 ⅡpeXEHX napTH丘HLIX IIpHCTpaCTE点H JtPyrHe申aRTOphI JteJIaJIII aMErPaIIEm

HeCIIOCO6HO丘x xoHCOJI叫Ial叩H. CylqeCTBOBaJIO MXOXeCTBO rlOJIETHtleCIはⅩ 06もeJ叩HeHII軌

npo4)eccIIOIIaJIhHLtX, ROpIIOPaTEBHLIX, ⅡaIIHOHaJILEHX, 6JIarOTBOpHTeJIhHhIX 冗 JtpymX

opraHII3aI叩ii.

B oTJIHtIHe OT pOCCH益cRO丘aMⅡrPaIII柑B CTpaHaX 3aⅡaFtHO丘EBPOIIH B

MaHLt13KypI柑CyⅡIeCTBOBaJIa 冗 TaRa5I XaTerOPIは批ⅠⅩOJtlleB E3 PoccIIH, XalくCOBeTCIく滋e

rpaxJIa.He, ROTOPhIX HaCIHTLIBaJIOCL 86 TLIC. tleJIOBeK8･ 0Ⅰ柑6hIJIH 3aHSZTLI

o6cJIyXEBaI柑eM RBXn, ROTOPaSZ HaXOJIIIJIaCL JtO 1935 r･ B IIapHTeTIIOM BJIaJteEHH

CCCP II RHTaSI. IlotITl王JteC5ITEJIeTHe a Xap6Ⅰ柑e paCⅡOJIaraJIHCL COBeTCmE

aAMHEHCTPaIIHSI XeJ一e3110丘JtOpOrH, COBeTCRHe ytlpe)和eHHSI, rJte CyⅡleCTBOBaJIH

6oJIもⅢeBHCTCRHe ⅡapTII点ELIe OpraHH3aIIIIH, OTMetlaJIHCL COBeTCIくⅡe ITpa3JtEEⅨH, BeJIaCh

coBeTCIはSl ⅡpOIlara耶a. TaRaSl CRTyaI岬兄3aCTaBⅡJIa 5IrIOHCRyX) BOeHrlym MHCCIIX)

IIPHHHMaTh MePLt TIpOTHB PaCrIOJI3aHII兄くくROMMyHlICTIItleCRO丘3apa3LI)〉･
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5hoECRa3I BOeHHaSl MHCCM B Xap6HHe (B 1934 r. e点IIPECBamaeTCSI

HaEMeEOBaI柑e rJIaZLE0丘) Jte丘cTBOBaJIa ⅡCIIhITaI柑LIM CⅡOCO6oM. HaqaJIhHm MECCHE

reEePaJl･Ma丘op MⅡTETaPO ItoM.aIIy6apa ⅡpeJtJIOXHJ7 061,eJtEEHTL POCCE最cItyX)

aMErPaI叩D rlOA arE月0丘CⅡeIIEaJILEOrO OpraIIa, ROTOphI丘4)opMaJILEO 6hIJI 6bI

caMOCTO5ITeJILHLtM I peⅢaJI npQ6JIeMLI pOCCHSlE, a 4)aRTETleCIくE qeJImOM 6LI

IIOJrtIEE兄JICSI 5IBM. IloJI PyROBOJtCTZLOM Ma丘opa AIくHryCa, COTpy押ERa MⅡCCHH, 6hlnO

IIpOBeJteHO HeCItOJILRO COBeIItaI柑丘c TIPeJtCTaBHTeJISIMII TaIくHX BJImlTeJILHhIX

aMHrPaHTCMX 06t･eJtHHeHH軌xaIく･･CoK)3 Ⅰは3aROB naJIhEerO BocTOKa)) (reHePaJI A. rI.

BaRⅢeeZl), 《JIErETIIMHCTもD･ (reHepaJI B. H. ltHCJI叩EH), PyccHaJI申aⅢEcTCRaSl rlapTHSl

(R. B. PoJt3aeBCRHii)9. Ha IIEX 6zJJIH O6cy耶eHH yCTaB 6yJtyⅡIe丘opraHEaaIIIIH, ee

Ha3BaI柑e, RaIIA叩aTypLI pyIくOBOAHTeJIeB. nJISI Ⅱp耶aHIはB`r.JIaaaX ⅢⅡpORHX

aMErPaHTCItEⅩ Mace TIpⅡBJIeIはTeJILHOrO O6JIHRa OpraI柑3a叩Ⅱ 6hIJIO peⅢeE0 ⅠIa

JtOJIXHOCTb IIpeFtCeJtaTeJI51 Ha3ⅠIatIETI･ JIEqO, Ee COCTOJIBⅡIee B aMHrpaIITCICⅡⅩ

ⅡoJIHTHtleCItHX OpraI柑3aqESIX. IlpeJtJIOXeⅡⅡe BCTaTL BO rJIaBe COaJtaBaeMOrO

o6rE･eJt-eHu IIpmSu reHepaJI B. B. PLItlEOB, XOTOphI最oT ⅡMeI柑rPyrlⅡhI aMHrPaIITOB

BO36yJ叩JZ XOAaTa孟cTBO IIePeJt BJIaCT5IMH MaHLtIXOy･rO 0 pa3peⅢeHEH OpraI柑30BaTh

BK)PO Ilo JteJIaM POCCII丘cIくHX aMIIrPaHTOB. IlpecJIeJtyeMLIe 5InOHIIaMR

BOeIIHO~I10JIETHtZeCIくHe EHTePeCLI OCTaJIHCh aa RyJIⅡCaMH, a Ha ClleIIe COCTOSIJIOCL TIOtZTII

JteMOIくpaTHtleCIくOe Jte丘cTBO, CyJIHBⅢee aMErPaIITCROMy IIaCeJIeI柑K) 3aIItHTy Ⅱ ⅡOMOⅡlL.

yIは30M MEHECTpa BHyTPeIIHIIX JteJI MaHLTlXOy･rO OT 28 JteIは6p3I 1934 r. 6LIJ10

pa3peEeⅡ0 0TRpLITb BDPO Ilo 7teJIaM POCCII丘cRHX aMHrPaIITOB. 0.叩OBpeMeHII0 6HJI

yTBePXJteH erO yCTaB, COrJtaCHO ROTOPOMy BIOPO SIBJI5IJIOCL aJIMHERCTPaTEBⅡhIM

ytlpe)和eHEeM MaHLtlXyPCIC0丘EMTIepm. B ero 3aJlaqH BXOJtⅡJIO pyROBOJtCTBO

o6町eCTBeEEO点JteSlTeJILHOCTLK) pa3JIHtIHLIX OpraIIH3a叩孟H OTAeJIhHhIX aMErpaIITOB,

3aⅡIItTa HX ⅢpaBOBLIX H XyJIZ,TypIIhIX EHTepeCOB; corlJIaCOBaEⅡe H yperyJIHpOZIaHRe

BOIIpOCOB, BOaⅠⅠⅡⅨaBⅢHX Me)EJIy pa3JIHtIELtMH OpraHII3aIIE3IMH I OTJteJILrlhIMオ

aMHrPaHTaME; IIpeJtCTaBJIeHIIe IIPaZIHTeJILCTBeHrlLIM OpraHaM IIpOemOB Ilo BOⅢpOCaM

yJIytIⅢelIEJI XH3ⅠⅠ耳pOCCⅡ丘cKO丘aMHrPaI岬H 班 ⅢOAJtepXaHHe CIIpaBeAJIHBhIX XOJlaTaiicTB

rpyIIⅡ I OTJteJIhHhIX JIEq･'BeJteHIIe CTaTIICTHtleCIくOrO ytleTa aMErPaHTCROrO

HaCeJTeIIE3I 10.

c caMOrO HatlaJIa OpraHH3aI叩0Ⅰ柑Oe rZOCTPOeHHe BP9M 6LIJ10 ⅠIalleJIeHO Ea

co叩こaI柑e IIeHTPaJIH30BaHHOii tIHHOBHHtIもe･6IOPORpaTIIqeCIく0点cTpyIくTyPhI. Bo rJIaBe

BK)PO CTOSlJHIpeJtCeJtaTeJIL, a BeJteHHH ROTOPOIIO HaXO叩JIHCL COBeT I…a叩eJISIpm･

AIIIIaPaT COCTOm H3 1･ro oTAeJta - CeⅨPeTHOrO (HepeCeJIeHtleCIくOrO), HatlaJIbEHK

reHepaJI A. Il. BamIeeB; 2･ro - RyJIhTypEO･IIpOCBeTHTeJILCROrO, HatlaJILEIは　It. B.

PoJt3aeBCRH丘; 3･ro - aJtMI柑HCTPaTⅡBHOrO

(･{pa3BeJtLtBaTeJILHO･ROIITPpa3BeJthIBaTeJIhHOrO''), HaqaJIhHHR H. P. rpacE; 4･ro -

Xo35I丘cTBeEHOrO, HatlaJIhHER M. H. ropJteeB (ropAeeB I rpaCII 冗 TOMy Xe tIJIeEhI

･naJILHeBOCTOtIHOrO COIOaa RaaaROB,,, PyKOBOJIHMOrO r. M. CeMeIIOBLIM). ItaHIleJISIpHD

BOarJIaBHJI tlneH PyccRO最中aⅢHCTCRO丘ⅡapTⅡH 5I.刀. CMHpHOB. BIOPO IIMeJIO CBOI1
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ⅢTaMIIhI 冗 ⅡeqaTh Ea MaHbtI3RyPCROM I PyCCIくOM SlahIRaX. B ycTaBe rOBOPHJIOCL, 1TO OE0

coJtepXETCSI Ea CPeJICTBa, Ⅱ3hICIくⅡBaeMHe CpeJtE pyCCREX aMHrpaIITOB･ EMy

rIPeJtOCTaBJI5IJIOCL IIPaBO ⅢPE06peTeEHSI CO6cTBeHHOCTI1, 0TTIyXAeEEE E ⅡP叩こa3EE ee, a

TaRXe OpraHE3aI叩E Pa3HOrO pOJtaL TOPrOBO･IIpOMLIⅢJIeEEHX MepOrIPmTH丘1 1. AⅡⅡapaT

BIOpO ZL OCHOBEOM申opMEPOBaJICSl /E3 CJIyXaI叩Ⅹ ⅡO peROMeHJta叩E HatlaJILEHRa CoIOaa

Ra3aIくOB EaJILHerO BocTOXa aTaMaHa r. M. CeMeHOBa.

HecMOTPSl Ha yCHJleHEyK) ⅡpOⅡaraIIJIy耶IeH 0 ⅠIeO6XoJtHMOCT11 06t･eFtHHeHESl

H BhlrOJtEOCTE erO JtJI兄aMErPaHTCIくOrO IIaCeJIeHⅡSI, COaJtaHEe BP9M BCTPeTE.Ilo

coⅡpoTI柑JIeHIIe. BE)po 6htJIO BLIEyXAeE0 0IIy6JIEROBaTL ZL ra3eTaX H3ZleIqeI柑e, tiro

((oTJteJIhHLIe JIHlta II IIe6oJIhⅢEe rpyrIIlEPOBRR, ROTOpHe IIe XeJIaX)T IIpIIaIIaBaTb

pyIくOBOJtCTBO CO CTOpOHhT BE〉po, Ee aaperIICTPHPOBaJIHCL B Hew, IIhITaJtCもCKpLITL CBOe

IIPO血10e))12. B cJIeAyX)IqeM H3BeIIIeIIHH erO TOE yXeCTOtIHJICSI 冗 CTaJI yrpO3RaK)qHM. B

Hex rOBOpHJ10Ch, tZTO BP3M ⅡpI柑EMaeT peⅢETeJIhHhle MepLI R BLISIBJIeI柑X)

《HpoBORaTOpOB, ⅢeⅢTyHOB E OⅡaCIILtX 6oJITyIIOB}}, ROTOPもIe BHOCⅡJIE B CpeFty

3MHrpaETOB PaCIくOJI I Bpa3KAy. HaceJIeHIIe 6hIJIO OⅡOBeⅡleHO 0 TOM, qTO OIZO BLIHJZO C

Hpe月CTaBJIeHIIeM RくくHaJPe3RaⅡ叩M BJIaCTSIM 0 TIpⅡH5ITEE CaMhIX CTpO3Ea丘ⅢHX Mep

BO叫e丘cTBHSI)) ⅡpOTI柑((MepaⅠくHX I OnaCIIhIX rlpOBOKaTOPOB E HerOJt5IeB". IlpoBOIはTOpH

i(6LTJIE BLISIBJIeHLI, EaIは3aIILI, MHOrⅡe I10CTaPaJIHCもⅢ0ⅠくEEyTh IlPeJteJIhI HMⅡeP宜H)113.

n皿SI yCTPaⅢeI柑Sl HeCOrJIaCIILIX 6LIJIH ITPOBeJteEhl aPeCTLI ({BPeJtWreJIeii, ⅢⅡⅡoⅠIOB滋

IIpOBORaTOPOB)I, PaCnPOCTPaHEBⅢHX KOMMyHⅡCTHtleCIくHe HJteH I CeSIBⅡIEX

coBeT04はJIbCIくXe IIaCTpOeHmI CPeAH pyCCIくHX aMIIrPaETOB. ra3eTa i(HoBOCTH BocTOXa}),

ⅡpeACTaBJISIDⅢaSI t<HeROe EHOCTPaHHOe rOCyJtapCTBO)I, 6hIJlaL 3aEphITa. OKOJIO 15 tleJIOBeIく

6LIJIE 06BHHeHLI B HHHOHaXe II OCyXJIeHLI14.

XoTSI TeCHaSl CB5I3L PyItOBOFtCTBa BP3M c 31Ⅱ0ⅠICRO孟MHCCHe五井epXaJIaCL B

ceRPeTe H RaMy4)JIHpOBaJIaCh erO OTHOⅢeHHSlMH C rOCyJtapCTBeIIHLIMH CJIy3K6aMII

MaEhtIXOy･rO, JtJI3I EHTeJIJIeRTyaJIhHO丘tlaCTH pOCCII丘cROii aMHrPaIII柑0ⅠIa 6hIJIa

XOPOIIIO II3BeCTHa･

rIoMHMO IIOJIHTHtleCRHX, EOPrlOpaTHBHLIX I ⅡPOd)eccHOHaJIhELIX

o6TheJtEHeHE丘BIOPO B35IJIO I10Jt CBOEI OIIeIくy II HaIIHOHaJILHLIe O6qecTBa. CJIO3mee

o6cTOSIJ10 AeJIO C BOeHHLTMH I Ⅸa3atILⅡMH O6TLeJtHHeHH5IMH. 9Ta ItpO6JIeMa 6Ⅰ'IJIa PeⅢeIIa

c rIOMOIqhX) ZLRJtK)leHH5I Xa3atILEⅩ I Z10eHEhIX HatlaJILHIはOB B pyROBOJt5IqH丘cocTaB

BK)PO. BMeCTe C TeM: BOeIIHLIe I…a3atlhH O6rheJtEHeHIISI, HaIくH PyccIは5I申aIEHCTCmSI

IIapTIは(POIl), c ItOTOPLIMH SIBM cTpOHJIa OTHOⅢeHm HaIIPSIMy蛤, BO MHOrOM

AeiicTBOBaJIE aBTOHOME0.

BB耶y TOTO, tITO tlaCTh TPyJ叩qerOCSl HaCeJIeHH51 HaXOJtHJtaCL BHe XaXHX･JIH6o

ROPI10paTI柑HhIX O61'eJtHⅡeIIIIii, BIOPO aaJtaJIOCh qeJIhD aTO rlOJIOXeI柑e滋CⅡpaBHTL 冗

HEE叩ⅡPOZLaJIO 04)opMJIeHIIe lleJIOrO p叫a ROpⅢOpaTHBHHX, rIPOOeccHOIIaJIhHもⅠⅩ

06TheJtHHeHII五C ⅡOcJIeJtyX)qEM HX Ⅱ07ttIⅡHeHⅡeM. Ta‡(, ItpH COIO3e

TOprOBO･ItPOMLIHJIeHHhIX CJIyXaⅡIIIX 6もIJIa O6pa30ZlaEa CeIqmI MaCTePOBhIX H pa6otIHX,

rJte HaAJteXaJt0 3aperIICTp甘pOBaThC3日LCeM MaCTepOBHM 冗 pa601柑M - H3 aMIIrpaHTOB I
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MaHLtIXyPCEEX Ⅲ叫AamhIX pyCCⅨ0丘Ha叩OHaJIhEOCTH･ BDPO O63I3aJIO ZLCeX aMHrPaFTOB,

TpyJtEBⅢⅡXCJI B PetIEOM CyJtOXOACTBe, 065IaaTeJIE'HO 3aperⅡCTpⅡpOBaTLCSl B O6ⅡIeCTBe

CyHrapHiic-x cyZtOXO.叩eJ}･ Ilo ero Tpe6oBaHHめ04)opMEJIHCも06ⅡIeCTBO PyCCROrO

TpaIICⅡOpTa, COX)3 CJIy3RaⅡ叩X, COIO3 ⅡelaTHHROZl, Col)a Pa60THEROB HCIくyCCTBa.

IlocⅨoJILXy JI叩a Tax Ha3LIBae姑もⅠX CBO607tEhIX IIp(ゆeccE丘, B OCO6elIEOCTE apTHCTH, Ee

clleⅢHJIⅡ BXOAETL ZI COaJtaEHhI丑coK)3, Bx)po oco60 ⅡpeJtyIIPeJtm0, tyro PerHCTpaI叩51

BCeX aPTHCTOB O65I3aTeJILHa, 《yRJIOI柑BⅢHeC5I 6yJtyT JIEHeIIH BLICTyHJIeIIE丘Ha

cIIeIIe))15.

Hap叩y C OpraHH3allH5IMH H O6rE･eJtHHeHHSIME 6HJIa叩OBeJteEa perHCTPa叩JI

BCerO aMErpaHTCIくOrO HaCeJIeI柑31. IloJt aMHrPaHTCIくHM HaCeJIeI柑eM Ⅱ0Ⅰ柑MaJIECh BCe

JIHqa, EMeBⅢHe aMHrpaIITCItE丘mcI10PT, a TaIく3Ke Te pyCCR丘e Ilo HaIIIIOIIaJILEO丘

ⅡPHHaAJIeXHOCTII B BO3paCTe CBbIⅢe 17 JIeT, ROTOPHe IIMeJIE RHTaiicRHe I

MaHLtl3EOy-rO HaCI10pTa16･ IleJISlMH CTaTIICTHtleCROrO ytleTa aMHrPaHTCROrO EaCeJIeHHSl,

ⅨaK O6MCmIJIO BDpO･ SZBnSlJ10C-hI兄CIIeHHe CTeⅡeH耳06ecⅡeleEEOCT耳erO 3apa6oTRaMH,

oIIPeJteJIeHIIe IくOJIHtleCTBa CIIeI岬aJIECTOZB paaJI耶HLIX EpO¢eccIIii, ROTOphle BO3MOXHO

HCⅡOJIh30BaTh JtJI3I ⅢOAHSlTHSl aXOHOMmH MaHLtI3RyPCRO丑HMⅢepHH, a TaKXe JtJI3I

BLISICHeI柑5日10JIHTⅡtleCIく0丘E yr10JIOZBHO丘6JIarOIIaJteXHOCTH BCeX aMHrpaHTOB 17.

01eB耶EO, B rIOCJIe叩eM E COCTO∬JI maBHhI丑HETePeC 5IBM.

B oKTSZ6pe 1936 r･ ra3eThI COO6=叩JIE, tITO perHCTPa叩JI pOCCⅡ丘cRHX

aMHrPaHTOZL 3aIく0HtleHa･ 13hIJZO 3aperHCTpHpOBaIIO OIくOJIO 150 3MⅡrpaIITCKEX

opraI柑3aIIII軌BK∬K)tlaBⅢHX qepI{OZLEO･06IqeCTBemLIe, ROPIIOpaTHBHhle,

HaIIHOIIaJILHHe･ 6JIarOTBOpHTeJILELIe, RyJILTypH0･rlPOC丑eTmeJIhHhle, Ra3atIbH E JtPyrHe

06もeJtHHeI柑SI･ lta耶OMy 3aPerHCTPHpOZ3aHIIOMy ∂MErPaHTy BhIJtaZLaJIaCh ytleTHaE

RapTOtIRa･ Bx)po HaMepeBaJIOCL CHOCHTLC5I CO BCeMH aMHrPaIITaME, ZL3mHMH Ha ytZeT,

ⅢpH HOMOIIIH OCO6hIX yⅢOJIHOMOTleHELtX, ROTOpLIe IIa3HatZaJ一壬ICh BO丑Ce ytIPe耶eI柑3"

opraHH3aI叩H･ tlepe3 HHX C aMHrPaHTOB 《6yJteT B3hIMaThCg HOJIOXeHHhI益

oJtEOIIpOIleHTHLI丘C60p c MeCJItIHOrO 3apa6oTRa,･18. Bo3HIはJIa HJte31 0 ZIBeJteHm

o6ⅡleaMHrPaETCROrO 3ⅠIatIRa･ Ho JtO BOIIJIOqeHH5I aTO丘oJ叩03HO長和eH, Bu3BaBⅢeii

HeraTHBHyⅨ) peaRIIHX) aMHrPaIITOB, JteJIO TOrJta He JIOIⅡJIO.

OcTaBaJIaCb elqe OJtrla 6oJILHIaS"aTerOPHSl HaCeJIeHmI, OCO60

3aHHTePeCOBaBHaSl JInOHCIく正e BJIaCTH I He IIOTIaBIm5I ZL CⅡHCIくH BP9M,- MOJI0月eXL.

OpraHE3a叩e益MOJIOJte)EH 3aHHMaJICSI CaMhl丘MOJIOJtO丘Ⅱ3 6paMOZ'CMX pyⅨOBOJtHTeJIe軌

aHeprIItIEbI政文HH叩ⅡaTHBEhlii lt･ B･ PoJt3aeBCRH点I Jt耶ep如ruEcTCROii ⅡapTⅡH. Ha

3aCeJtaHl柑BE)po 6zdJI HPⅡE3rr yCTaB 06もeJtmeI相見POCC∬iicKO丘MOJIOJteXI, ROTOpOe

OIIPeJteJI兄JIOCL RaIく《HaI叩0ⅠIaJIhHLtii RyJILTyPHO･ⅢpOCJleTHTeJILCItH丘coK)3, ytlpe3KAeIIHLIii

JtJI兄06beJtmeEm MOJI叩こe3RH Ha OCHOBaX peJIHrHO3HhIX, aKTHBHOrO HaIIIIOHaJIH3Ma,

37tOpOBOrO PyCCROrO 6hrra E CaMOJteSrreJIbHOCTH,,19･ rIo BO3PaCTIIOMy RpHTepIIK) 6hIJIO

co37taHO Tp耳MOJIOJte光HLIX O6beJtHHeI柑51･ 06ⅡIee PyIくOBOJtCTBO ZLCe丘pa60TOii c

MOJIOJteXhD 6LIJIO BOaJIO3ReIIO Ea EatlaJIhHI柑a 21rO OTAeJIa P叩.3aeBCIくOrO ⅡOJt
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EoⅠITPOJIeM 班 ZLhICⅢEM PyIくOBOJtCTBOM ⅡPe3叩EyAqa BP9MォHeO中耳qEaJILⅡhIM

ROHTpOJIeM 5IBM.

TaIt, C ⅢOMOIIIhK) ⅡPHTSlraTeJILHOrO JtJIR pOCCIISlH JteBEaa 《06Ⅱ叩ME

ycTpeMJIeHHSIM耳X eJ叩EO孟qeJIE BO3pOXJtet柑SI PoJ叩EH, BeJIERO丘Poccl柑)l a

cpaBⅡETeJIE'HO IくOpOTRE丑cpoIくyAa皿OCL ¢opMaJILHO 06TE,eJ叩EWrL BLtXOJtqeB H3 PoccⅡH.

TeM CaMLIM 6LIJI CO3AaH HaJIe3RHhI丘RaHaJI JtJISZ TOTaJIhEOrO XOHTpOJISHIⅡOECRⅡⅩ BJIaCTe点

3a pOCCH危cIく甘MⅡ aMErPaIITaME Ⅱ ⅡⅩ peRpyTEpOBaHⅡSl JIJISI BLIⅡOJIHeHmI rPJI3Ⅱ0丘

pa6oTLI一月HBePCB丘, TeppOpa Ea TePPⅡTOPI柑IlpHMOpLSI 冗 IlpⅡaMypLE.

IlotITE 3a 10 JIeT CyⅡleCTBOBaIIⅡ3I BK)pO 6hIJIO IIpOBeJteHO EeCIくOJIhRO erO

peopraEH3aI叩乱IlepBaJI ⅡOCJIeJtOBaJIa yXe tlepe3 10 MeCSltteB I10CJIe erO CO37taHM.

rIepBhI丘IIPeJtCeJtaTeJIh BP9M 65･JIeTIIE丘reHePa皿B. B. PHtZRO'B B aBryCTe 1935 r.

I70CJIe ⅡpOFtOJIXHTeJILHO孟6oJIe3HH CIくOHTlaJICJI. HoBLIM pyIくOBOJtHTeJIeM B CTaTyCe

3aMeCTHTeJI5日IPeJtCeJtaTeJISI 6LTJT Ea3HaleII 62･JIeTHH丘A. n. BaIくⅢeeZh

reHepaJ1-JIeiiTeIIaⅡT CeMeEOBCIくOrO IIpO耳aBOJtCTZLa. OJtHOBPeMeIIEO a OpraHE3aqHOHIIyIO

cTPyIくTypy BIOpO 6LtJIH BHeCeHH EeIくOTOPLIe H3MeHeIIH5I, tIHC皿0 0TAeJIOB yBeJIWtleII0月O

zLOChMII. (qHCJIeliHOCTh OTJteJtOB 3aTeM ZIe pad MeH3IJIaCL.) B ⅢTaTもI BIOPO BOⅢJIO 85

qeJIOBeIく, KpOMe TOTO, EeⅢTaTHLIX CJIyXaqHX H CeRPeTIIhIX areHTOB rlaCTIHTLIBaJICSI 131

tleJIOBeR. BpaMOBCIt放免aIIⅢaPaT CJIyXaIIIHX r104 0T rOJta yBeJIHtIHBaJ)CSI. EcJIE B Xap6EHe

tzHCJTO CJIyXaⅡ叩X B 1935 r. HaCtIETLIBaJIO 140 tleJIOZleI(, TO B MapTe 1936 r. EX yXe 6LJJIO

21520. Ilo刀.aIIELIM月. CTed)aHa, eXeMeC5ItlHLIe Cy6cIIAEE 3IⅢOHCIく0丘MECCHⅡ BP9M

cocTaBJISIJIH 3300月OJIJIapOB2 1, 1aCTh HX IIIJIa Ha ORJIaJtLI CJIyXaⅡIHM. C IleJIhK)

noBHⅢeHII5I OTBeTCTBeEHOCTH ∬ JtHCIIHIIJIHEEpOBaHHOCTII 6paMOBCKⅡⅩ CJly)ⅨaⅡ叩X B

1937 r. HM 6HJIE BhIAaHhI IIpO耳yMepOBaHHLIe II 3aEpeⅡJIeHHhle 3a Iは叫tLIAq

CIIeIIIIaJILHhle 3HalRE JtJlSI I10CTOSIHEOrO IIOⅡIeHIUI Ha JIaqRaIIe IIHAXaIは.

《BDpO {tB rIPeAeJIaX BO3MOXHOrO)) CTpeMHJIOCh rIOJtJtepXHBaTL OTHOⅢeI柑JI C

12 CBOIIMH OTAeJIaMH Ha MeCTaX (Tpexpetlhe, ⅩaiiJIap, Il叫map lt T. 4.) I HX 20

IlpeJtCTaBHTeJIhCTBaMm Co31taHHLIe Ha MeCTaX SlI70HCRHe BOeIIHLIe MHCCHⅡ Ilo CyⅡIeCTBy

I7071tIHHHJIH Ce6e BCe MeCTHhle OTJteJIeHHSI 班 rlpeJtCTaBHTeJIhCTBa BP9M.

B Ily6JIⅡKaIII柑C. 0IIerHHO丘yTBePXAaJIOCb, tITO O¢HIIHaJILHLI丘

coBeTHHⅨ･兄I70HeII I105IBHJICSI ⅢpH Bx)po JI耳Ⅲh a 1938 r.22. OtleB耶HO, aTO ZlpOII30ⅢJIO

ropa叫O paIIhⅢe. TaIt, Ha 3aCeJtaHHH npe3HJIHyMa a Mae 1936 r. 6hIJIH 3aCJIyⅡIaHhI

《yRa3aHHSI COBeTI柑Xa BK)pO rOCIIOJtHHa IはrlHTaHa OHOytIH OTHOCHTeJIhHO 3aMelleHEhIX

HM HeAOtleTOB B pa6oTe BR)po}>23. IloIは3aTeJILHO IIPIは5ITOe rIOCTaIIOBJIeIIHe:

ttⅢpeJtJIOXHTh HatlaJILHIはaM OTJteJIOB B CpOtIHOM rlOp即tRe ⅡpOIIaBeCTⅡ 06cJIeJtOBaI柑e

cJIyXaⅡIIIX OTAeJIOB B OTHOⅢeEⅡH EⅩ I10JIETEtleCIt0丘6JIarOHaJteXHOCTH))24. 0630pbI

cBOe最JteSITeJIhHOCTH Bx)po ⅡpeJtCTaBJISlJIO a O6IIteCTBO ltEO･Ba･Itaii. HatlaJILEⅡR

Xap61柑CItOrO erO OTAeJIa rOCI10JtEH ItaTO 5IZL.TISlJICSI COBeTHI柑OM 2･ro II 5･ro oTJteJIOB

BP9M. ItaI日107ttlepIくmaJIOCL B OJtHOM Ⅱ3 JtOIくyMeIITOB,くくpyIくOBOFtSlqH最arlrlaPaT Bx)po

COCTaBJIeH H3 TIpeJtCTaZLHTeJIeH pa3JIHtIHHX, ⅡOJIh3yX〉ⅠqHXCSI JtOBePIIeM EEⅡⅡOHCIく滋Ⅹ

BOeHHLIX RPyrOB, ∂MHrpaHTCIくHX rpyIIⅡHpOBOK))25. PyROBOJtSlqH丑cocTaB BP9M
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･IOJIHOCThの0Ⅱpa叩HBaJ"TO JtOBePHe･ COrJlaCOBhIBaSl C SIBM BCe CBOE peⅢeⅡHSl I A和甲

BrIJIOTも40- tlaCTEhIX BOTIPOCOB - OpraⅡⅡ3aI叩H B Xap6HHe TaHIteBaJILHHX BetlepOB,

racTPOJIeB, J10Tepe丘H T. Jt. IloJt 67tHTeJILHもIM ROHTPOJIeM HaXOZtHJIHCh HepeMeⅡleIIm

poccIはcIくHX aMHrPaHTOB, ROTOPLIe ZL BK)pO H SIBM rloJIytlaJIE pa3peⅢeI柑e Ea IIOe3JtKH･

兄IIOEIIhI EOIITpOJIEpOBaJIH Ee TOJIhXO BLIe叩H3 Ⅹap6EHa, HO II IIp耳e3Jt a rOpOJt

poJtCTBeI柑EROB Xap6I柑IteB H3 7tPyrEX rOpOZtOB･

OtleB耶Ⅱ0, A. Il. BaRⅢeeBy IIe yJtaJIOCh HaJIaJtETh Jtpy3EHyR) pa60Ty

pyKOBOJtCTZIa BK)PO. rIpoIICXOJtHJIH pa37tOPLI, HMeJIHCh pa3JImHLIe IIaPTIIiiEhle

IIpIICTpaCTHSI. B rloHIIMaHHH CTpaTerHtleCIくHX HHTepeCOB I 3aAaq BCe PyROBOJIWreJIH

6bIJIH eJtHEOMLtⅢJIeHHⅡRaMH. rlpH PeⅢeHHH Xe TaRTEtleCRHX, OIlepaT耶HhIX H

如H号苧COBLIX BOnPOCOB BO3EmaJIE TpeE叫HerIOHHMaHHe, CH0phI･ B MaPTe 1938 r･ oⅡ

くくⅡO paCCTPOeHHOMy 37tOpOBLl0 m0ⅨmyJI CJIyX6y,, B Bx)po･ HoBLtM HatlaJILHEKOM 6LIJI

Ha3HatleII reI王epaJI OT IはBaJIepI柑B. A. ltHCJIflIIHH, XapaIくTePⅡ30BaDⅢⅡ点C5I RaIt

6JTeCT5IIZtH丘6oeBO丘od)Hqep PoccH丘cIく0益HMTIepaTOpCKOii apMHⅡ, ylaCTI柑R 3 BO最H,

HMeBⅢH点60eBLIe rlarPaJtLt BIuOTL JtO OpJteHa CB. IleoprIはH reOPrIIeBCROrO Opy3m5I･

IIpTl aTOM OH COXpaI柑JI pyROBOFtCTBO C0-030M BOeEHhIX, 6JIarOJtaPSI tleMこy IlpOH30ⅢJIO

60JIee TeCHOe B3aIIMOAe丑cTB耳e aAMHHIICTPaTI柑HOrO rPaXJIarlCROrO ytlPe3KJteHHSI -

BP3M, c BOeHHhIMH CTPyRTypaME pOCCII丘cKO丑aMHrPaI叩H･

B xoFte OtZepeJlHOii peopraI柑3a叩n BP9M IZpe3HJtEyM 6HJI yHPa3.叩eH･ y

HatZaJILHma I1051BⅡJIOCh TPH 3aMeCTHTeJLll - It. B. PoJt3aeBCItH軌B･ H･ ⅢeⅡyIIOB, M･ H･

ropJteeB, H TpH COBeTI柑Xa, 5IBJISIBIZIHXCS"POBOJtHHⅨaMH IIOJIIITHlCH 5IBM･

AIIaJIH3 rly6JImaIIII最aMHrPaHTCRHX ra3eT, B tlaCTIIOCTH, ra3eThI "PyTIOp》 aa

1936-1938 rr., I103BOJIJIeT rlpOCJIeJtⅡTh ⅢPOIIeCC BLIJtBHXeHIはaTaMaIIa r･ M･ CeMeIIOBa

Ha pOJIいくBO耶SI aMHrPa叩H A e.叩HOrO aMHrpaHTCKOrO IIeHTpa》･ B 7{0叩e 1937 r･ BP9M

BもICTyHHJI C O4〉HIIHaJIbHLIM 3aSIBJIeHHeM 0 IIPIt3HaHHH CBOHM BOXJteM

reHePaJI･JIeiiTeHaHTa CeMeHOBa26･ He pa即…PaCIIOrO CJ10Bqa HHItI10HCREe Jlpy3M

Ha3Ⅰ,IBaJIH CeMeHOBaくくpyCCItHM CaMyPaeM)).

BP9M cTaJIO IIrpaTも3arJIaBⅡyIO POJIL a OpraHH3aIIHⅡ aHTHCOBeTCIくOii

ItPOIIaraHELI CPe.叩BhIXOJtlleB H3 PoccI柑･ IIpollaraHJtHCTCRO丑pa6oTO丘

HeTIOCpeACTBeHHO 3aHIIMa.TIC5I 2･丘HH申opMaltXOIIHO･arHTa叩0-t･Ⅰ益oTJteJI BIOpO C

ⅢoJtOTJteJIaMH - RyJILTypIIO･nPOCBeTHTeJIもHLIM II CrIOpTEBHHM･ Bee JteCSrTL JIeT

cyqeCTZLOBaHmI BP9M (1934-1945) oTJIeJI BO3rJIaBJIS" MOJIOJIO軌atleprHtIHhI点R･ B･

poJt3aeBCIくⅡ益(1907-1946). tITO6hHlpHJIaTb aHTIICOBeTCRO丘ItpOIlara耶e BCeCTOPOHHH丘

oxBaT, OE OPraHH30BaJIくくⅡ3ytleI柑e CCCP)). C aTOii IIeJIもK"eJtaCh eXeJtEeBEa5I 3arIⅡCh

H叫OpMaIIHH Xa6apoBCItOrO Pa.叩0 0 TIOJIOXeHHH a CCCP H Ha coBeTCROM月aJIhHeM

BocTORe･ rIpHCTaJIE･HOe BHHMaHHe yJteJISIJIOCh 31IaKOMCTBy C COBeTCRO丘ZIPeCCOii･ raaeThI

6e3 IlpO6JIeM MO3REO 6LIJIO IlpIIO6peTaTh a Xap6HHe, rIOXa COBeTCIくHe CJIy3KaⅡIIIe

pa60TaJIH Ha RBXn. IlocJIe ItPOJIaXH CCCP JtOPOrH (1935) I aHatIHTeJILHOrO

coⅨpalqeHH5I COBeTCKHX rPa3KJtaH B Xap6Ⅰ柑e llpHO6peTaTh ra3eTLI.'rlpa叩a''H

くくH3BeCTHSI)) CTaJIO HeCROJIhRO TpyAHee. 冗 arlaJIH3y COBeTCROii ⅡpeccLI yAaJIOCh IlpHBJIetlh
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JlytlⅢHe CmhI - IIpeⅢ0月aBaTeJIe点Xap6HECXEX By30B･ K'PmTOB･ ECTOPHXOB, aKOHOMECToB,

BOeEHHX, CMqeHHOCJIyXETeJIeB･ Cpe.叩HEⅩ 6htJIE ⅡPOd)eccop H. H. HERH¢opoB,

reHepaJI B･ A･ ICⅡcJI叩EE, =PHCRXHもⅠ丘rIOBepeIIHhI丘B･ 0･ HBaHOB E JtPyrHe. B

ⅡepetleHL ⅡpO6JIeM, ROTOphle ⅡOJtJlePraJ柑CL E3yqeHHX), BXOJtⅡJIH: IISITⅡJIeTIくⅡ I

PeROECTpyRqHSI ⅡPOMLIⅢJIeHHOCTⅡ, CeJIhCIくOe XOa兄丘cTBO, TeXHERa II aHepreTIはa,

如HaECも- BEyTpeHHS" TOPrOBJ13I, ROMCOMOJI E ROMmpTE3I, RpacHaSI ApMHS" OJIOT,

JIⅡTepaTypa II HCRyCCTBO, IIePROBL, IIIXOJIa, Pa6otIH丘BOIIpOC, KoM耳HTepH, pa60Ta CCCP

cpeJ叩aMHrpaHTOB27･ Ilo cyⅡIeCTBy, B叫eJIeEHLIe ⅡPO6JIeMH HaCaJIECL ⅡOtITII BCeX

Ba)EEe丑ⅢHX BOItPOCOBエOJIETmH COBeTCIくOrO rOCyJtaPCTBa I王XH3HH O6IqeCTBa, tITO

CZmJteTeJIhCTBOBaJIO 0 CPaBHⅡTeJIhEO Cephe3HOM ⅡOJtXOJte Iく3EaIくOMCTBy C

coIIHaJIZ･EO~ⅡOJIWrEqeCIく0丘xH3KBめZL CCCP. Pe3yJIもTaTbI CBOe`ro Ⅱ3yleHH5I aHaJIHTEXE

PeryJIEpHO JtOIくJIaJtHBaJIH ⅢHpORO丘ayJtETOpH臥B MexaHHtleCROM CO6paHI柑r. Xap6HHa

AOXJIaJtH ⅡpOXOJ叩JIH ⅡOJt O6Ⅰ叩M 3arOJIOBKOM【 《qTO EpOIICXOJtHT B CCCP》.

BIOpO Ⅱ37taBaJ10 eXeHeJteJILEyIO ra3eTy 《rOJIOC ∂MHrpaHTa》 (peZtaXTOp A. Il.

BeJIeXaeB) I e3ReMeC5ItZEhI益xypEaJI 《JIytl AaHE''(peJtaRTOP B. ◎. Tapacoz'). OTJteJI

BP9M Ha cTaHqHH IlorpaHHtIHOe EaAaBaJI CBOⅨ) eXeHeReJIhEyK"a3eTy <<Ha rpaHHqe》,

ROTOpaSI IIPeJtHa3HatlaJIaCL I JtJISl PaCIIPOCTPaHeHH5I Cpe月H 3KHTeJIe丘coBeTCROrO

naJILHerO BocTORa･ K TOMy Xe B MHOrOTl耳CJIeHHLIX XaP61IHCRHX ra3eTaX IIy6JtHROBaJIHCL

EaI( aHaJIHTHqeCIくEe CTaThH, TaIくH XpaTIは3I HH4)opMaIIH5I 0 CO6LITIはⅩ B CoBeTCROM

CoIO3e, OCO6eHⅠIO 0 3KHaⅠ柑B月aJtbHeBOCTOtlHOM RPae.

IlpoIIaraHA耳eTCICyX) 刀 ar-ITa叩0HⅠIyIO Pa6oTy It. B. PoJt3aeBCIくⅡ蕗BeJI

HaⅡOpHCTO H BO MHOrOM yMeJIO･ HM rOTOBHJIHCL叩pIくyJI5IpHLIe ⅡHCLMa H

paaE006pa3Hhle HH¢opAqaI叩H, KOTOpLTe OTⅡpaBJISLTIHCb a peJIa叩EH ra3eT II XyPHaJIOB

RHTa5- 3atlaJtHOeBpOIIe孟CRHX CTpaII･ B 1935 ropy OTJteJI Ⅱ04rOTOBEJI 39 TaIくHX

AqaTepⅡaJIOB･ ROTOphle 6hLTIH OITy6JIHROBaHL- ⅩaP6HHCIくHX ra3eTaX 《HaⅢ ITyTh'),

《Ⅹap6HECⅨOe BpeMか,,..3apS",..PyI10P》,くくIIIaHXa最cHaSI 3Be3Ra'', B lTaPHXCROM

･.Bo3pO3和eHI相,,, 6epJIHrlCROM 《HoBOM CJIOBe''H JtP.28.

5IBHO ITPeTeH月y5日la POJIh rJIaBHOrO aHTIICOBeTCXOrO HJteOJIOra PyCCKO点

aMHrPaI叩H ZI Ma-tIXyP-, R･ B･ PoJt3aeBCRH丘BhICTyrlaJI RaR ytleHhI蕗･rocy刀こapCTBOBeJt,

xaIくTeOPeTIIX PyCCIくOrO 4)aⅢE3Ma, ⅨaIHIy6JIH叩CT H IIPOⅡaraHJtHCT. HM 6LI乃H

HaHHCaHLI:くくrOCyJtaPCTBO PoccIIAcROii Ha叩即,, (.ytleIIHe 0 IIa叩H'', {{ltpHTHRa

CoBeTCROrO rOCyJtapCTBa,,, 《BH6JIHOTeRa POCCX危cxoro 4)aⅢEcTa'', {'tITO rOBOP,r, 0 e,Pe,IX

叩¢pt･Ⅰ,,, ･･RpaTKa3-POrPaMMa PyccROii ¢aⅢHcTCRO点IIapTHE,,, 《IlepBLIii pyccm益

4)aⅢ拓CT - Ill A. CTOJIhIIIEH)), ･･A36yICa如ⅢH3Ma))29.

06JIaJtaR 60丘mM ⅢePOM, PoFtaaeZLcm丘HaIIHCaJI MXOXeCTBO 6poⅡIK'p I

JIHCTOBOR nOJI O6Ⅰ叩M Ha3BaHHeM..rIapoBO3 Ⅸ0加【rlapTm IIpII6JIⅡXaeTCS" RPyⅢeIIHKP.

Ero cTaThH IIy6JIHROBaJIHC-如ⅢECTCXO丘ra3eTe ･･HaⅢ ⅡyTh'', KOTOpy拍OH

peJtaXTHpOBaJI, H B XypHaJIe 《HaIIIISD,, a TamEe B 《ExeMeC5ItmO丘cBO耶e E3ytleHHSI

CCCP》, I.etlaTaBHZe点cSI Ha pOTaTOPe30･ ra3eTa..HaⅢ rlyTh''BLIHyCXaJIa HeCIくOJILXO

oTAeJIhELIX ⅡpIIJIOXeHH丘: 《ABaIIrapJt",..HaⅢa cMeHa,, 6hIJIH OpⅡeETHpOBaHLI Ha
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MOJIOJteXL, 《PyccKH丘3ReJIeaEOFtOpOXEEX', =peJtEaaHalaJIC兄CJlyXaⅡ叩Aq RBX月3 1･ HF

cy月こe6ⅠIOM rlpOqeCCe ZI MocEBe B a-yCTe 1946 r･ PoRaaeBCRH最ItPH3HaBaJICSl: ''5I pa60TaJI

JlHH a EOtIH''･ Cy耶Ⅱ0 0IIy6JIHROBaHHhIM HECLMy It･ B･ PoJtaaeBCROrO H･ BI CTaJImy32

H ero 3Ke OTtleTy 0 20･JIeTIIe丘aETHCOBeTCIく0点Jte3ITeJIもHOCTII33, ⅡMeZlⅢⅡM ⅡOKa3IHHH丘H

caMOPa306JIatlETeJIhEhI蕗ⅩapaRTeP ,叩eI‡ PyCCIくOrO 4)aⅢH3Ma IIPeJtCTaBJI5IJIⅡ CO60ii

aRJIeRTHtleCRyIO MeⅢaHHHy BOI柑CTBy氾qerO aIITHCOBeTE3Ma 冗 OTRPOBeHHO

HaIIIIOHaJIHCTIItleCIくEX叩eii, peaJIE3aIImI ROTOphIX CB5I3hIBaJtaCh C Ⅲ06eJIO丘5II70HHH B

BO丑He IIpOTHB CCCP･ rlpH aTOM B PaCtleT 6hLTIa B3月Ta peJIHrIIOaHOCm aMHrPaETCHOrO

HaCeJIeEHSI, EeJtaPOM 4)aⅢEcTCIくHM EeBH30M 6hIJIO: ((Bop. Hal叩5(. TpyJt)).

ra3eThI Xap6ma AaBaJIH O6ⅢEPHyIO HH¢opMaI叩X) 0 I10JIⅡTHtleCRHX

ⅡpoIleCCaX I PaCCTpeJIaX B MocIくBe･ ICorJta CTaJIO耳3BeCTIIO 0 paCCTpeJIe MapⅢaJla M.

H･ TyxatleBCROrO, ra3eTaくくPyIIOp)) 0Ⅱy6JZⅡXOBaJIa BOCIIOM-aHH兄TeX, ROMy JtOBeJ10Ch C

HHM CJIyXETh･ BLtZLⅢHe OJtHOⅢOJItlaHe ⅡECaJIH 0 TyxatleBCIくOM RaIく06耳CRTIK)tIHTeJILEO

xpa6poM BOHHe･ 0即IOBPeMeHHO rlOJt KPyIIHhIM 3arOJIOBROM raaeTa JtaJIa CJIeFtyK)nee

coo6qeI柑e 0 CepLe3EO丑6oJIe3Ⅰ柑CTaJIⅡHa: 《JIHII EeKOpOIIOBaIIHOrO ZiJIaJtLtRE PoccI柑

coITeHLI･ ToT･ ETO y6EBaJI, yMHPaeT,,34･ 《By月eM BepHTL, qTO a aTOA4 rOJty rIPOE30軸yT

BeJIHtla丘IZIHe CO6hITE5- ZIaⅢeii xorJta･TO BeJIHXO免cTpaIIe II He 3aCTaHyT IIaC ZL

pa36poJte35)),- BCeJlSLTI HaRe3RJty pyIくOBOJtHTeJIh BP9M,

IloJtJtepXHBa兄OTHOIZIeEmI C aMHrPaHTCRⅡM耳IIeHTpaMH 3aIIaJIHOii EBPOIILI,

BIOpO ⅡOJIytlaJIO EIゆopA･aIIEK･ H ITepeJtaZ'aJIO ee a raaeTLI. Tax, B 1937 r. xap6EHCXEe

ra3eThI JtaJIH ⅡOJtPO6ⅠIyRI HHOopMaI岬拍06 oJtHOM H3細aMeHHTLIX rlpOIIeCCOB 30･Ⅹ roAOB

B ITapHXe - Halt H3BeCTrl0丘pyccICO丘IIeB叩e丘HaJte耶0最rIJIeBHItXO軌06BEHeHIIO丘B

ytlaCTm B rl0ⅩⅡqeEHⅡ PyROJ10AHTeJI5I POBC (PyccIくOrO O6IIIeBOHHCROrO COIO3a)

reEepaJIa E･ IC･ MHJIJZePa･ A xoT兄Ha Cy月e He 6LIJIa JtOEa3aHa IIpHtlaCTHOCTh HItB月式

I10XHqeHⅠIn, 6oJILⅢHHCTBO aM耳rPaHTOB He COMHeBaJIOCL a TOM, tyro aT0月こeJIO ((JtJIHHHHX

pyx)I HItBn.

ne-eJIもHOCTL HRBn cpeJtⅡ PyCCRO丘aMHrPaIIHH Tpe60BaJIa OT ee JI耶epOB

rIOBhIⅢeHHO丘67tHTeJILEOCTH I ECⅢOJIh30BaJIaCh JtJI5I HarHeTeHHSHICIIXO3a

ⅡⅠIIIIOHOMaHHII.

MexJIy TeM aTMOC4)epoii arpeccI柑HOrO aIITIICOBeTHaMa IlOJIh30BaJIHCL RaIく

SITIOHqLI, TaIくE yrOJIOZLHLIe aJIeMeHThI H3 tIHCJIa PyCCIくⅡⅩ aMHrPa王ITOZL. B Ilk)60点MOMeET C

ItOMOⅡlLX) MaIILtIXypCIくHX rOCyJIapCTBeHIILIX CTPyRTyP SInOHIILI MOrJIH O6BHEⅡTI,

CJIHHⅨOM CaMOCTO5ITeJIhHOrO 冗 yAatIJIHBOrO PyCCROrO I一peJtItpI柑HMaTeJlSI B COtlyBCTBⅡH

CoBeTaM A OTO6paTh y Hero 4)HpMy･ Tax, JtHPeXTOp CaMO丘BJImTeJILHO丘TOPrOBO危

如pMh-tlypHH E leo,･ H･ A･ ItacMHOB 6LIJI H306JIEtleE mR areET ItoMmTepHa, a

如pMO丘aaZIJraJteJZH SIrIO叩Lt36･ 3atlaCTyIO yrOJIOBHLIe aJIeMeHThI耶tIECJIa pyCCKHX

BHJtaBaJIE CBOII IIPeCTyITJIeHHSI 3a rlpaBeAHyIO 6opL6y mpoTHB CoBeTOB. y6It丘恥I C.

ltacⅡe - cLIHa 60raTOrO Xap6HHCROrO IOBeJIHPa, OTKa3aBIIIerOCJI 3arIJIaTHT"HKyIl aa erO

IIOXHqeHHe,I aaSIBⅡJTH Ha CyAe6rloM HPOIIeCCe, 1TO OEH兄PLIe CTOPOH‡IHXE
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aHTHCOBeTCROrO JtBⅡXeHM E CTpeME.nⅡCL JIJISI Hero JtO6HTもJteHLrH･ MaELIXypCRll丘cyF

oIIPa叩aJI_y6Eiiq.

5Ir10HCRa5-0emaSl MHCCII兄Ⅱ0ⅠIyXJtaJIa pyIくOBO脚TeJIe丘BP9M K

B3a耳MOJte益cTZlm) C O6EleCTBOM RHo･Ba･Ra丘- 《eJtmCTBeEHO五和eOJIOrmeCRO丘,

RyJILTyPH0軌ⅡoJlHTⅡtZeC壬亡0丘Ⅱ Ⅱpa耳TmeCIく0丘opraHH3a叩e丘)I 8 MaHLtlXyPCIく0点

耳MⅡepHH37.

C IIOMOⅡlLK) 5IZIOHCmX COBeTEEROB 冗 COBeTHEICOB REo･Ba･Ka危BIOPO 6hIJIO

BTSIHyTO a aHTIIROMHHTepIIOBCRyK) IIPOⅡaraII月y Cpe月:H PyCCICHX aMHrpaIITOB,

ycHJImⅢyIOC兄BO ZLTOPO丘TIOJIOBHHe 301X rOJtOB･ ExeroAEO, ⅡalHHa3l C 1938 r., ⅡepzIOrO

MaSI Bx)po opraIIH30BLZBaJIO JteHb aHTmOMEETepHa rIOJt CJIeJtyE)qEMH JIO3yrlraMH: <'Ha

MocRBhI - pa3PyHeI柑e, H3 ToxHO - BOaPO3和eHHe,,, 《HⅡⅢⅡoⅠI H･MaHLtI3ROy-r0 - 0ⅡJIOT

aHTEROMHHTePHa''･ ｡ⅩotleHL BePIIyTL PoccHx) - cTaHOBⅡC" PSlJtu aIITmOMmTePHa''H

T･ rl･ B TIpOrpaMMy BXOFtHJIO TIPOBeJteHHe BO ZICeX XpaMaX Xap6EHa IIarlHX耶hl nO

XepTBaAq ⅨOMMyrlHCTHleCItOrO TeppOpa, yCTpO丘cTBO aHTHtCOMMyEIICTIneCKO丘

ZteMOIICTpaI叩H, aHTIIROMEETepIIOBCIくOrO O6qeaMHrpaETCIくOrO CO6paIIH5(, BLIrlyCIく

CIleqHaJILHHX aIITI柑OMⅡHTepHOBCItHX ra3eT Ha PyCCIくOM. SI3LIXe, paCRJIe丘Ra

COOTBeTCTByIOⅡlerO COJtepXaHIはIIJIaICaTOB H JIO3yIIrOZl, OP raEH3aIIⅡSI

aHTIIⅨOMHHTepHOBCⅨHX CO6paHIⅠ丘B ⅢROJIaX38･ rIpoHaraHJta rlhrra.TI年Ch y6eJtHTL

pyccIくEX aMHrPaHTOB･ tyro IIX 6yAyⅡIee CBSIaaHO C 5IIIOI柑e丘, c ee IIO6eJtOii B BO丘He ⅡPOT】柑

CCCPI BIOPO BhICTyHHJIO C HH叩HaTI柑Oii o co叩:aHm aHTHXOMHHTepHOBCXOrO Co∝)3a

poccII丘cIくOii JtaJIhHeBOCTOqrlOii MOJIOJteXH IIPH BIOpO ⅡO JteJIaM pOCCIはcRHⅩ aMIlrPaHTOB.

IleJTh erO COCTOma BO BCeO6EIeM 06-･eJtHHeHHEくくMOJIOZthIX aMHrPaHTOB H aMⅡrPaHTOB B

BO3PaCTe OT 17 JtO 35 JIeT即ⅠSZ 6oph6もI C ltoMⅡETepHOM B IIePa3phtBEOM Col)3e C

HIIIII10Ⅰ叩aMH E HaPOJtaMH MafIもtlXOy･rO 3a OCJ1060xJteHHe PoJtEHもI C BocTORa))39.

norlyCR PyCCXHX aMHrPaHTOB B JtO6poBOJIhtleCRHe pこPyXHfILt ltEO･Ba-Ra虫

ITpeACTaBJlJIJICSI KaR Cepbe3HLI益井pyXeCIくH点aItT CO CTOpOHhI 5IⅡOHIteB, KaK rIOtleTHOe

JteJIO JtJ15I aMItrPaHTOB耳a PoccⅡH.

ItpET-a aTeHCTHtleCRO益TIOJIHTHRH KoMAqyHECTHtleCKO丘IIapTHH COCTaBJI5IJIa

OJtHy H3 BeJlyⅢ叩Ⅹ TeM aHTItCOBeTCIく0点IIpOIIaraHJtLI. HaⅡpI…eP, E. 5IpocJIaJICRHii a 1937

r. a MocRBe BLICTyllEJI C JtORJIaJtOM 06 aIIT耳peJI即HO3H0丘ⅡpoⅡaraHJte B CCCP. B

Xap6HHe J} MexaHHtleCROM CO6paEHH EeMeJtJIeHHO 6hIJ-POtIETaH JtOⅨJIaJtくくIt tleMこy

IIpI柑eJIa rTOTeP5I RpeCTa,,･ CJZeAyeT ⅢOJttlePItHyTh, tyro BOI-POCbI ITeperII60B I

HeJtOMLICJIH危B COBeTCIt0丘rIOJIETHKe B OTIIOⅢeI柑H LtepmE A BePyX)qHX, 4)aRTもⅠ

3aIくpLITHSI A pa3pyIIIeHHSI XpaMOB, PerlpeCCEH nPOTHB CBSIⅡleHHOCJIy3RHTeJIe蕗B

aIITIICOBeTCIくOii rIPOItaraHAe SlBJTSIJIECb Ⅸ03hlpZIHMH HapTaMH.

B IlpOTHBOrlOJIOXHOCTh CCCP B MaH"xypI柑IlepItOBHOl06ⅡIeCTBeHHa5T

xH3HL J3 30-e roJtu ⅡePeXHBaJIa CBOeO6paaHhI点rIOJrE.eM. 9TOMy B HeMaJIO点cTeTIeHII

cⅡoco6cTBOBaJIO TeprIHMOe OTH0ⅢeHHe SIrl0HCKHⅩ BJIaCTe丘R rIPaBOCJIaBHK) Ⅱ ZLePyXIⅡ叩M.

XpaMOBLIe 37taHH5I H qePROBHO･rlpHXOJtCRHe OpraI柑3aIII柑6LIJIⅡ OCBO60耶efIもI OT

BCJIRtIX HaJtOrOB, rlOBHHHOCTe点H C6opoB. B MaHLtZ3KypⅡH滋MeJIOCL OItOJIO 50
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caMOCTOSITeJILELIX IIPaBOCJIaBEZdX IlpⅡXOJtOZ}耳TpII MOIIaCTLIpSZ40. B caMOM RpyⅡHOM

MaCCHBe･PyCCROrl0 EaCeJIeIIH5(, COCTOSlBⅡIer-0 B OCIIOBHOM Ⅱ3 Ⅰは3aROB Ⅱ RPeCTE･5IH

3a6a丘xaJILSI,- Pa丘oIIe TpexpeTlL兄- Jte丘cTBOBaJIO 8 HpaBOCJIaBHもⅠX XpaMOB, CaMhI最

6oJILⅢOii - RaaalⅡ丘co6opIIH丘ⅩpaM B IIeIITpe Pa丘oHa月paroIleEIte. B Xap6HHe

EaCt柑TLIBaJIOCL 7 XpaMOB, a TOM可ECJIe BeJIHqeCTBeIIHhI丘CoヰⅡ孟cRH丘XpaM. Bee

qepIくOBHhle ⅡPEⅩ07tLI O6cJIyXEBaJIE BⅡOJIHe ⅡOJtrOTOBJIeHHbIe IくCMqeI柑OMy JteJly

cBSIqeHHOCJIyXETeJI臥HMeJIOCh JtBa JtyXOBHO･ytIe6HLIX 3aBeJteHESI - BorocJIOBCRH最

4)aIくyJIhTeT I王nyXOBHaSI CeMI柑apIISZ. B Xap6Ⅰ柑e MHOrO JIeT H3JtaBaJlC5日RyPIIaJI

peJtⅡrIIO3Ⅱ0･ⅠIpaBCTBeIIHOrO C0月ep3KaEm - 《ⅩJIe6 Ee6ecIIhlib}. B 1938 r. BJIaFtHRO

MeneTII丑ytlaCTBOBaJI B IlepIくOBHOM CO6ope, ⅡpoxoJtEBⅢeM B K)rocJIaBⅡⅡ, ROTOpLI丘6もIJI

yIIOJIHOMOtleH 5IBJlSITbC兄ⅡpeJtCTaBHTeJIeM apXHepe益cKOrO CEAoJta JtJISI BCerO BocTORa

A3ⅡⅡ41.

PaTOBaBⅢH丘3aくくPa3BHTHe MOPaJIもHLIX yCTOeB 汰 RyJIhTyPHhIX HatZaJI)I B

cpeJte pyCCIくHX aMHrPaHTOB B. M. TycTaHOBCIくⅡ点IIO3BOJIHJI Ce6e IIOBOpTlaTh: {{…AOJIXHO

6hITh, pyCCmSI aMHrpaIIIISl IZIH6Ⅹ0 6oraTa, pad CTPOSIT HeCICOJIhⅨ0 60raThIX H JtOPOrO

cTO5IqHX qepltBeii,‥ TIpE OTCyTCTBHE KaRHX･JIH60 06ⅡIeXHTH点JtJI兄TIpeCTapeJILIX, HⅡqHX

H JtpyrHX 6e340MHhIX XHBhIX CylqeCTB))42.

nIHPOIく0丘MaCCe PyCCKⅡX aMHrPaHTOB IlpaBOCJIaBHaSI Bepa rlOMOrJIa

coxpaI柑Th BHCOItHe tlyBCTBa ⅡaM5ITII 0 Ⅱ0ⅠtHHyTO丘PoJ叩He, CTapO丘PoccI相,

coJte丘cTBOBaJIa JtyXOBHOMy eJtHHeI柑K) pyCCRHX H3rOeB. Oco6eHHO aTO ⅢpOSIBJlSZJIOCL BO

BPeMSl 6oJthⅢEX HpaBOCJIaBHLIX ⅢPa311EEROB, ROTOPLIe TOpXeCTBeEHO I MHOrOJIK)即IO

oTMetlaJ柑Ch B Xap6I柑e 班 Z10 BCeX PyCCItHX TIOCeJIeHH5IX. Bepa B 6ora ⅡoMOrJIa MHOrHM

pyccRHM H3rHaEHHKaM rlePeXETh TpyJIHOCTII, JIRⅢeHTUI 冗 rOPeCTII 6exeHCItOrO

cyqecTBOBaI柑3I, JIyXOBHO COXpaHHTもCe65I. A He TOJIもRO. KaR IIpaBHJIO, ⅢPaBOCJIaBHhle

xpaMht BeJIH OrPOMHyIO 6JIarOTBOpHTeJIhHyIO JteSITeJILHOCT王■. rIpII HHX即Ⅰ兄6eJtHOThI

cyIIIeCTBOBaJIE HpIIDTLI, 6ecrIJIaTIIble CTOJIOBLte, JIeTCRHe ytlpeXJteIIH51 冗 T. A. B aTOM

ROHTeIくCTe CTaHOBHTCJI OtleBHJtHI,IM, tITO CCCP c HAeOJIOrIIeii I rIOJ柑THRO丘

BOHHCTByIOⅡlerO aTeIIaMa, ItpHBeJtⅢerO IくPa3PyⅡIeHHX) XpaMOB, TepPOPy rlpOTnB

cBJIqeHEOCJIyXHTeJIeii, npecJIeJtOBaHHX) BepyIOⅢIHX, BOCIlpIIHHMaJICSI IlpaBOCJIaBHHMH a

MaHhtIXyp甘H HaR TIy3Ra5I 6e36oxHa51 CTpaHa.

3aH3ITt,Ie l10HCROM pa60ThI I CpeJtCTB X CyIZteCTBOBaHED PyCCIくHe aMⅡrparlTht

zl qeJIOM HHJtHd)4)epeIITIIO OTHOCHJIHCもR aHTHCOBeTCIく0丘H aHTⅡROMHHTepHOBCRO丘

ⅢporlaraIIJte 6paMOBCRHX pyKOBOJIHTeJIe乱B ceJIhCtmX Pa丘oHaX, rJte OTHOCHTeJIbHO

6JIarOI10JIytIHO IlpOXHBaJIH 6hIBIH耳e 3a6a益KaJIhCIくHe A aMyPCItHe RpeCTL5IHe I Xa3aIくH,

4)aⅢHCTCIは31 I aHTRROMEHTePHOBCRaSI ⅡPOITaraHAa 6hIJIa IIeI10HSIT耳0蕗H tlyXJtOh OJtHH

耳3 4)yHRIIHOIIepOB ¢aⅢHCTCRO丘rlapTI相, ItPHeXaBⅢHii B TpexpetIもe,月ORJIaJILIBaJI:

((06ecTIetleHHOCTb H耳3BeCTHOe 6JIarOCOCTOSIHIIe rJIy6oRO rHe叩HT a aTHX Ilk)715IX

6eaPa3JIHtIHOe OTrl0ⅡIeHHe IくBOIlpOCaM:, BhIXOA5IqHM H3 paMOIくⅡⅩ XHTe蕗cROrO O6ⅡXoJta.

MoJIOJteXL 3aTIOJIHSIeT CBO最ITpa3AHIItIHLI点JtOCyr nI'SlECTBOM Aa JtPaIはMII》43. CJIeAyeT

rIPHarlaTb, tZTO, ⅡeCMOTPSI Ha 6oJIhⅢHe yCHJIⅡSl H 3HatIHTeJILHhle 4)HHaIICOBLIe 3aTPaTLt,
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aHTHCOBeTCRaE, aHTHROMEHTePHOBCRaSI IIpOSIⅡOECIはSI ⅡpOⅢaraEJta CpeJtH PyCCIくHX

(

aMHrPaETOB OIは3aJIaCL MaJIO34ゆeRTHBHOii. OHa ⅡPI柑JIeIくJIa TOJIhKO tZaCTh MOJtOAeXm

PeaJIHH 3m3EE CBHJteTeJILCTBOBaJIH 06 ycHJIeHⅡH POJIH 51ⅡOHIIeZI BO BCeX Cd)epax

o6ⅡleCTBa. BLITeCIIeHEe PyCCRRX H3 TOprOBJIE 冗 IIpOMhIⅢJIeHrlOCTII, OaRThI

脚CIくpHMHHaI叩E BhIXOFtIIeB E3 Poe/CEE He JtaBaJIE EM ⅡaJte)和hI CM3hIBaTL O6peTeEHe

P叩.HELt C 5IrIOI叩aMK. CocTO5ITeJILHLIe PyCCIくEe, OCO6eEHO Ha tIHCJIa I柑TeJIJIEreH叩H,

IIOIく拓HyJm Ⅹap6EH, MaIILtIXOy･Ilo l a3HaTCROe ZIOeIIHO･Ⅱ0皿Hqe益cIくOe rOCyJlaPCTBO - H

H36paJIH HOBLIM MeCTOM XETeJIbCTZLa ABCTpaJIHX), ItaHaJIy, CIIIA Ⅱ JtP･ CTpaHLI･

HEOrJta Jte丘cTBESI BOeEEhIX兄rIOHCREX BJIaCTeii Ilo 0THOⅢeHHD R pyCCIくHM

aMHrPaHTaM XOCIIJIE HaCTOJIhRO岬CRpEMHEaI叩OHHhI丘ⅩapaRTeP, tITO ZILIEy3和aJIE

6paMOBCItOe PyROBOJICTBO HpEHRMaTL peⅢ滋TeJtbHLIe Ⅲarm B10PO BCTaJIO Ha 3aⅡ叩Ty

CBOIIX COOTetleCTBeHHIはOB, ROrJta ⅢO rIPERa3y兄BM y EHX 6hIJIH OTO6paIIH OXOTI柑lLE

pyxhJI. OHO BLICTyrIHJIO ⅡpOTI柑rlepeBOAa COOTelleCTBeHHHROB B rl07tJtaECTDO

MaIIh13ROy･rO, ⅢPOTHB HeJIeⅡ0丘ⅢROJIhHO丘pe中opMH, 3a COXpaHeHIIe II paaBHTHe

pyccIく0最RyJIhTyphI. IloFt erO pyKOZIOJtCTBOM eXerOAHO OTMetlaJICJI O6ⅡleaMErPaHTCRH益

rIPaaJtHER - neHL pOCCIIiicIく0丘IIPaBOCJIaBEO丑RyJIhTyPH, COBITaBⅢH丘c JtHeM CBSrrOrO

BJIaJtHM滋pa. OTMetlaJIECh Jta.ThI, CZLSI3aI柑hle C ECTOpHe丘PoccxH, pOXJteIIⅡeM

BLIJtaK)qEⅩC5日IPeJtCTaBETeJIe丘ee ItyJILTyPhI. B TaKHe JtHE yCTpaⅡBaJ柑CL Betlepa

pyccxo孟My3hIRH, TaHqa, CHeIくTaRJIⅡ =0 ⅡpOII3BeFteHHSIM PyCCRHX RJIaCCHROB･ IlpH

ytlaCTEH BIOpO B Xap6HHe Ⅱ05IBHJIHCL CIIMd)oHHtleCIくOe O6ⅡIeCTBO, PyccRaE OⅡepa B

BocTOtIHOii A3HH, 6aJIeT.

Be3yCJ10BHO, BP9M 6LIJI HaIIeJIerI Ha ORaaaI柑e rIOMOⅡ叩BbIXOJtqaM滋3

PoccI相, CTPaJtaBⅢHM Ea tlyX6Ⅰ柑e OT 6e3pa6oTHIlhI, 3Ⅰ{0HOMHTleCItHX JIHⅢeHE丘Ⅱ

710JIHqe益cICOrO IIpOHaBOJIa. Ero 6JIar10TBOpHTeJIhHhI丘oT月eJI CTPeMEJIC5I HaIIpaBJISITL

pa6oTy Ilo ORa3aHIIK) nOMO叩Ⅰ ⅡyXJtaBⅢHMCSI. BJIar10TBOpWreJIbrlhI最中o即こCIくJIaJtLIBaJICSl

H3 Ee6oJILⅢHX JteIIeXHLIX CPeJtCTB, IIOJIytlaeMhIX OT HaXO刀.HBⅢHXCSI a PaCI10PSIXeHHE

Bx)po rIPⅡCTaHI… ytlaCTXa Ha 6epery p. CyHrapH, rJte HaXOJ叩JZaCI･ 6a3a BOAHhIX BHJtOB

cI10pTa, a TaItHe 3a BLmOJIEeHHe pa3HOrO POJta TeXHEtleCItEX Pa6oT, COCTaBJIeHHe

nJtaEOB H IIPOeIくTOB IIOCTpOeI(, I10JtP叩ht Ha CTPOHTeJIhCTBO. C IIeJIhX) C60pa JleHer Ha

6JIarOTBOpHTeJILHLIe HyXJtLI IIpOBOJtEJtHCL JIOTePeH H BetlePa, HHOrJta COCTOSITe皿LHLte

JImJtH XepTBOBaJIH AeHLrII Ha 6JIarOTBOpHTeJIbHyIO I10MOⅡIL, BLI月eJISIJI滋JteHhrH TaIくXe

SIItOHCItHe A MaHLtIXypCRHe BJIaCTH･

CpeJtCTBa 6JIarOTBOpHTeJILHOrO申oHJta BP9M ⅢJIH Ha COJtep3RaHⅡe 14

6JIarOTBOpIITeJIhHLIX OPraHH3allIdi E ytlpeXJtemii, BRJIX)TlaSI月oM MEJ10CepJtHSI, nPm0T

cB. OJIhrII, ItoMHTeT ITOMOIW 6e3ReHIlaM, CoIOa BOeHHLIX EHBaJIHJtOB I JtP. B 1935 r･

60JILHHIIa IIaMSITⅡ AORTOPa B. A. KaaeM･BeIはRJISl 6eFtHHX pa3MeCTHJIaCL B CrleI叩aJIhHO

BもICTpOeIIIIOM 3JtaIIHH. 3a MHaePflyK) 0ⅡJlaTy a He丘TPyAHJIOCh 15 BPatleB, a TOM tZHCJIe

TPII ⅢTaTHhIX. 3a oJ叩H 1935 r. tlePe3 aM:6yJIaTOpIIK) HPOⅢJ10 rIOtITIt 41 TLtC. tleJtOBeIく, B

TOM tIECJIe 60JIee tleTBepTO丘laCTH 6ecⅢJtaTHO, OCTaJIbHLIe 3a CItMBOJtHtleCIくyIO ⅡJIaTy･

OoⅠIJI BHIIJIatIHBaJI CTIIrleHJtEⅡ 06yqazIⅢⅡMC5I B 6oJIee tleM 30 By3aX, ytIRJIHqaX 冗
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･ZIXOJIaX, B TOM tIECJle Ha E,P叩HtleCROM 4,aRyJIhTeTe, a HHCTHTyTe CB･ BJIaJtEMHPa･　t

rHMHa3Ⅰ柑RM. A. C. IlyEKEHa, petはOM ytZⅡJIHqe I Jtp. tlepe3 Cepad)HMOBCIくyIO

HapO即IyIO CTOJIOByZO I CTOJIOByIO Be3KeHCROrO IくOMHTeTa IIy耶aBHHMC5I pa叫aBaJIH XJIe6,

6ecIIJIaTHHe O6eJthI. OcTPO EyXFtaBⅢEeCSI I10JIytlaJIH He6oJILⅢyX) AeHe)REyX日10MOqL,

rIOXePTBOBaHHyX) OAeXJty, 06yBL, ytte6HHRH H T･ Zt･

KoHetIEO, ⅡOMOⅡlh BⅨ)po Ⅱ 6JIarOTBOpHTeJIbHもⅠX OPraHH3aI叩丘RaCaJIaCL

cpaBI柑TeJILH0 He6oJIbⅢOii tlaCTH Hy)和aBIIIHXCS" Ee益poccE丘cxHX 3mrPaHTOB･ 3TO

IIPIIaHaZLaJIOCh B JtORJIaJte HatlaJIhHHRa 6JIarOTBOPHTeJILHOrO OTJteJIa:くくTa I10MOEIL･

ROTOpaSI ORa3LIBaeTC5I B HaCTOSIqee BpeMSI 6eJtIIhIM pyCCItHM 3MHrPaHTaM,- JtaJIeICO He

yJtOBJIeTBOPSIeT BCe丑TO丘EyXALt, ROTOPaSI HMeeT MeCTO CPe即I PyCCIくOii aMHrPaI岬H･

Hy耶争, aTa Cn滋ⅢKOM BeJIHRa E pa3H006pa3Ha- BoJILHa3I tlaCTi 6eJtHLIX JIX'Jte丘･

xa3KJtyI叩Ⅹ ⅨaIく0丑yroJIHO Pa6oTLI H 3a IはRyIO yrOJtHO IIJIaTy, HpHHyXJteHH BJtatIHTh

roJIOJtHOe CyIlIeCTBOBaI柑e, K)TSlCL B CblpLIX, rIOJ一yllOJtBaJILHhIX RBapTHpaX〉)44･

TaREM O6pa30M, I10JIHTImeCROe, IIpaBOBOe II aItOfIOMHtleCIくOe I10JIOXeI柑e

poccmH H SIIIOHIIeB Il MaELIXy叩H B 30･e roJthI 6LI皿O IlpOTHBOHOJ10XHhIM･ OIIHpaSICL Ha

RBaHTyHCRyKI aPMHD, SII70HIlhl tlyBCTBOBaJIH Ce65" MaHhtIXOy･rO XO3月eBaMH

ITOJIOXeHHSI. B 1935 r. B MaHt,tIXypHH HaCtIHTLIBaJIOCh 150 TLIC. 5IrIOIICRHX rpaXJtaH45 lI

JtOJI兄ⅡⅩ I10CTOJIHHO P-JCJIa, He CTmTaSI JtHCJIOI叩pOBaHHO丘371eCh ItBaHTyHCRO益apMHH･

CorJIaCIIO I一pHHSITOMy IIPaBHTeJthCTBOM 5IItOIIHE B 1936 r･ rlJIaHy IくOJIOHⅡ3a叩H

MaHhtIXyPHH, paCCtIHTaHEOMy Ea 20 JIeT, rlpeJtZIOJZaraJIOCL rlePeCeJIHTL CI叩a 5 MJIH･

SII10HIIeB46. HJteO.TIOrImeCRaSI yCTaHOBKa IIa CO37taHHe BeJIHⅨ0点AaHH ⅡOJI OJtIIOii

RPHⅢe丘oTKpOBeHHO BLIpaXaJIa IlpeTeH3I柑BOeHHLIX XpyrOB SIIIOHHH Ha

rocrTOJtCTByIOEIee I10JIOXeHHe B A3HaTCIく0･THXOOReaHCROM perIIOHe･ yCXOPeHHHMH

TeMⅡaMH BHeJtp5ISICh B aROIIOMHtleCIくyX) CQ)epy MaHLtIXOy･rO, 冗 ⅨOHIly 1939 rl SIIIOHCRHii

RaⅡETaJI ⅡMeJT 1086 a叩HOHepHhIX KOMrlaHII蕗H3 1324 cyIIIeCTBOBaBⅢHX B

MaHLtIXypHH47, T. e. 82 llPOIleHTa KOMrlaHIIii IlpHHaJtJIeXaJIO SII70HCROMy IはrIHTaJIy･

H3BJIeRaSI XpyTIHLIe刀こ耶耶eH刀.LI, 5IⅡOEqhI HaⅡpaBJISIJIH耳X Ha BOOpyXeHIIe II

yBeJIHtZeIIHe tIHCJIerlHOCTE ItBaHTyIICIt0点apMⅡH, rOTOBHBⅢe丘C5I R I106e40ⅠIOCHO丘BOiiHe

IIPOTm CCCP, B KOTOpOM OI柑BHAeJIH rJIaBrlOe IlpeIlSITCTBHe IIa ⅡyTH peaJIH3aIII柑

CBOIIX aM6ⅡrLH03HbIX ITJIaHOB.

IIpHXOA SII10HIleB Ha CeBepO･BocTOⅨ ItETa5-HⅢHJ-LIXOJtIIeZI H3 Poccm -

cTpOHTeJIe丘RBXn I rOpOAa Xap6Ⅰ柑a, CTa6HJIbHOrO BLICOROrO COIIHaJIhIIOrO CTaTyCa,

rlpH6JIH3Ⅰ柑EX R rIOJ10XeIIEX) POCCH免CⅨHX 6exeHIleB, ORa3aZlⅢHXC3- MaHhtlXypI柑

TIOCJIe rIOPaXeEH5I BeJIOrO JIBHXeI柑5I H HaXOFtHBⅢHXCJI Tax H3 MHJIOCTⅡ CHatlaJIa

RHTaIICIくHX, a 3aTeM 汰 5II10HCRHX BJIaCTeE･

CJIeJIyeT IIOJttlePRHyTh, tITO B COTpyJtHHtleCTBe JIIIOECIくHX BJIaCTe丑H

pyROBOJtCTBa pOCC一拍cIく0丘aMHrpa叩H 6hIJIH 3aHHTePeCOBalILt O6e cTOPOHLt･ HHTepeC 6LtJI

cICOHIIeHTPHpOBaH Ha I107trOTOBHe R 6yJtyEIe危BOiiHe SII10Ⅰ柑H IIPOT- CCCP, B ⅨOTOPO点

SIⅢOHIILI PaCCII滋THBaJIH Ha JIO5IJIhHOe OTH0ⅢeHHe HaXOJtHBⅢHXCS" HX ThIJIy POCCIdicItHX

aMⅡrPaHTOB, Ha aKTHBHOe ytlaCTIIe tlaCTH PyCCRHX BOeIIHhIX 班 MOJTOJteXH B 6oeBLIX
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Jte丘cTBESlX ⅡpOTI柑CoBeTOB. B CBOK) 01epeJIL 6paMOBCROe PyIくOBOJtCTBO, BO3MOXHO II

ECRpeHIIe, rIOJIaraJIO, qTO rIO6eJta SIⅡoEⅡE rlaJt CCCP o6ecⅡetzET PyCCItEM 6exeHIIaM

BOaBpaⅡIerlHe fla PoJtHHy, XOT5I 6LI B OrPaEHleHHもⅠX TeppIITOpEaJILHLIX paM:Ra又 I Ha

naJILHⅡ丘BocTOIくE CE6Eph. OFtHaRO 3TⅡ IInaHLI pyROBOJtCTZla BP9M HMeJIⅡ

cpaBHHTeJILHO OrPaI柑tleHHyX) IIOJlitePXⅨy CpeJtH pOCCII丘cIくEX aMⅡrpaIITOB.

CyIIIeCTBOBaBⅢaSHIOJIET甘tleCmSI, ⅡpaBOBa5I 冗 aXOEOME1eCIは3日tHCRpHMHⅡaIIIはHe

ItOaBOJISIJIa HaⅢⅡM COOTetleCTBeEEⅡRaM CBSlahIBaTL C SII10HqaMH EaJteXJthI Ha O6peTeEHe

PoJtEHH. 0ⅡⅣqaSI CBOIO O6petleHHOCTh B MaHLtIXypI相, pOCCH最CKHe aMHrPaⅡThl

rIOItHJtaJIII ee B Ⅱ0IICKaX IIpIICTaHHⅡIa B JIpyrIIX CTPaHaX･

IlpeoZtOJIeBaTI'JIHⅢe耳HS1 6exeEcROrO CyⅡleCTBOBaIIH5I pOCCⅡSlHaM a

MaHLtIXypl柑B 3tIatIHTeJILHO丘Mepe ⅢOMOraJIa AeSlTeJILEOCTh BIOpO flo JteJIaM

poccltiicRHX aMHrPaHTOB. ToJIepaHTHOe OTHOⅢeI柑e兄ⅡOEqeB K rlpaBOCJIaBHO丘Bepe, X

qePIくBH H BePyIOIIIEM TIOMOrJIO aMHrpaHTaM COXpaHIITL JIyXODHhle IleHHOCTE 班 TPaJtHqHH

cTaPOii PoccⅡⅡ, ⅨoTOpLIe IIhIEe CTaJm HeOTもeMJIeMO丘tzacThD O6IIIepOCCH孟cIC0丘

RyJILTyPもI I FtyXOBHOCTH･

l AypHJIeHe, E. E. PoccH丘cRa兄aMHrPa叩兄B MatlhtIXyPI柑B 30140･e rLOJtLI XX BeXa (m

ITpHMepe JteSITeJIhHOCTII BK)pO Ilo JteJIaM pOCCII益cIくHX aMHrPaHTOB B MaHhtIXypCIく0点

HMrlePHH): ABTOpe¢epaT AHC…. KaHJt. ⅡCT. HayR / E. E. AypmeHe.- BJIa即柑OCTOX, 1996;

ny6HHHHa, H. H. 06 oco6eHHOCT5IX JtaJIbEeBOCTOtlHO的eTBH pOCCIIiicRO点aMHrPa叩H (Ha

IIpHMepe MaTepHaJIOB Xap6HHCROrO ⅨOMETeTa I10M:OII叩pyCCKHM 6exeHqaM) / H. H.

ny6Ⅰ相法Ha, K). H. llErTmH // OTetleCTBeHⅡaSI HCTOPHSI.- 1996.- N9 1.- C. 70-84;

OHerHHa, C. BIOPO I10 7teJIaM pOCCIIiicIく0丑aM∬rPaIII柑B MaIIhtI3RypHH / C. OHerI柑a //
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兄ⅡoEo-repMaECIくⅡe OTⅡ0ⅢeEⅡSl B 30･e roJ叩ⅩⅩ cTOJIeTE兄:

peTpOCⅡeRTmⅡH丑B3rJI耶Ea ⅡPO6JIeMニy

B.M.IlecIくOB

30･e roJtH XX cTOJIeTHSI　3aHHMal0T BaXHOe MeCTO B MHpOBO丘　EcTOpIIH･

Pa3BePHyBⅢEeCSl B aTOT rlepIIOJt CO6HTHJI B ⅨOHetIHOM CtleTe ZIPHBeJIH 冗 HOBOMy,

eⅡIe　60JIee JtPaMaTHtleCItOMy MHpOBOMy Iく0ⅠⅠ¢JIHRTy, tCOTOpLIii　Ⅱ I10mIHe

HeraTI柑EO CIは3LIBaeTCSI Ha B3aHMOOTHOⅢeHHSIX PSlJta CTPaH MHpa･

IlpoTI柑OpetIESI Ji I10CJIeBOeHHO丑　RarlHTaJIHCTIIleCIく0丑　cHCTeMe O60cTpHJI

xecTOtlaiiⅢⅡ益MEpOBO益aROIIOMHtleCRH点RpH3IIC 1929･1989 rr･ E I10CJIeAOBaBⅢa兄

3aTeM JtJIETeJIhHa3I JteIIPeCCHSl. CHCTeMaTHtleCRaSI HeJIOrPy3Ra　ⅡpOII3B叩.CTBa,

orpaI柑IeHEaJI eMROCTL BEyTpeHI柑X PLIHKOB BCJIeJtCTBHe BhICOIt0丘6e3pa60TEIthI

H EeBHCORO蕗IIORyrtaTeJILCRO危　cI10CO6HOCTH IIpeJtOⅡpeJteJIEJIH BaXHOCTb JtJISI

Be刀.yⅡIHX rOCyJtaPCTB MHpa BHeⅢEEX phIHROB, XOTOpもIe IくTOMy Xe COIくPaTⅡJIHCI･

血3･3a BhlrlaAeHH5I PoccI柑H3 0P6HThI MHpOBOrO IはIIHTaJIHCTHtleCItOrO XO3JI丘cTBa･

9KOHOMHIIeCRH丘xpH3HC I1011CTerHyJI HHTePeC M.ⅡpOBOrO RaIIHTaJIa lC 60raTLIM

chlpt,eBhIMH 冗 JIX)FtCIくHM滋　peCypCaMH perIIOHaM CeBepO･BocTOtIH0軌　K)ro･

BocTOtIHO丑　A3ⅡH E TIIXOOIteaHCIくOrO　6acce丘Ha. AMepI柑aIICRHe A(0Ⅱ0ⅢOJIHH,

HCⅡOJth3ySI CBOK) aIくOtIOMHtleCRyK) MOⅡII', yCⅢeⅢHO TeCHHJIH　37teCh eBpOⅡe点cRHX

ROERypeHTOB. B TO )Ⅸe BpeMSI yCHJIHBaIOqⅡeC5I aKCITaHCHOfIHCTCRHe yCTpeMJIeEM

aMePIrKaHCROrO RaII斑TaJIa IIaTaJIJ{HBaJIHCh Ha BCTPetIHhI益　ⅡoTOR aRCIIaHCI相,

ⅢeJtⅢe丘H3 5IⅡoHHH. MHpOBO丘aROHOMHtleCIくH益xpⅡ3lIC BeChMa T5IXeJIO CRa3aJIC5I

Ha pa3BHTHH ee aⅨOHOMⅡRH. IIpoII3BOJtCTBO pa3JIⅡtIHLtX OTPaCJIe丘

ITpOMHⅢJIeHIIOCTH yIIaJIO Ea　30･70%. B 1930･1931 rr. 06aHRpOTHJIOCL H

IIPeI叩aTIIJIO CyⅡIeCTBOBaHIIe CBLIIHe 10 TLIC5ItI CPeJIHHX I MeJIRHX IIpeJtⅡpIはTEii･

Oco6eHHO CepLe3HもIMII 6hIJIH I10CJIeACTBHSI RpH3HCa B C申epe BHeⅢHe益TOprOBJIH･

B 1930 r. SIrIOHCIくH丘3ⅠくCI10PTyTIaJI Ha 31% ⅢO cpaBHeHm) C 1929 r･, a a 1931 - Ha

22%　Ⅱo cpaBHeIIHK) C 1930　r.1). BLIXOJt H3　RPH3HCa TOrJtaⅢEee pyKOBOACTBO

兄I10HHH BEAeJIO ZI IIOJtrOTOZIRe OtlepeJtHO丘　BO丘HhI　3a paCⅢHpeII滋e CBOHX

7IHTepeCOB B A3HaTCRO･TIIXOOReaHCROM perHOHe 冗 CO3AaHHSI.'BeJIEⅨ0五A3ⅡH一一HOJt

ee IIPOTeRTOpaTOM･

IlpaBEIIIHe I叩yrH兄rIOHEE PeⅢHJtH rIPH6erHyTh R TpaAH叩0EHOMy JtJlSI HHX

MeTOJty ･ HeJtOCTaTOIく3ⅠくOHOMEtleCXHX BO3MOXHOCTe点　ROMⅡeHCHPOZLaTL BOeI柑0丘

cHJIOii. IlpIItleM OCIIOBHOe BIIHMaIIⅡe yJteJISIJIOCb CeBePO･BocTOtZHOMy ItⅡTaIO,

xoTOphI益　51m0HCIくHe MOHOIIOJIEH XOTeJIH rIPeBpaTmL B CBOIO ChlpheByK) 6a3y,

HcI10JIh3y5I erO B RatleCTBe CTPaTerIneCICOrO rIJIaWaPMa JtJISI JtaJIもHe丘He丘

aRCⅢaIICI相. nJISI PeaJIH3a耶柑　ⅡOJtO6HhtX　3aMLtCJIOB ZI EDHe 1927　r･ ⅢTa6

RBaETyIICRO丘apMHH IIpeFtCTaBHJI ⅡPaZIETeJIhCTBy 5IrIOI柑H TZJIaH 3aXBaTa CeBePO-
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BOCTOIHLIX nPOBE叩Ⅱ丘ltmE･ Ec.nE xe ltm軌ⅡoJtlepmBaJIOCL B ⅢJIaE7,

BOCIIPOT甘BHTCSl TaItOMy Pa3BHTIIX) CO6LITIは, TO ZLOrlPOC 6yAeT peⅢaTI,CSI CⅡJIOii.

noAO6Hhle B3rJISlJtLI　ⅡOJIHOCThX) pa叩.eJISIJI rIPeMhep-MEEⅡCTP TaIIaXa I

MⅡEECTp EHOCTpaI柑hIX JteJI reHepaJI rIIHTH, HeOJtHORPaTHO I10耶epIくⅡZIa5I

"yHHKaJIもHOCTh'' czlSI3e丘　5IⅢoH叩　E MaHhtIXyPHE. 7　HK)JlSI 1927　r. TaIIaIは

打3JIO)ⅨHJI TOJILXO tiro BCTyⅡEZlⅢeMy IIa　ⅡPeCTOJI HMⅡepaTOPy X且pOXmO

ⅡporpaMMy-MaIくCIIMyM (-■MeMOPaIIJtyM TaHaRd')兄ⅡOHCXO点BHeⅢEe丘3ⅨCIIaECm,

IlpeJtyCMaTPEBaBⅢe丑3aBOeBaHIIe ItHTaSZ, HH脚H, IleIITpaJILIIO丘H MaJIO点AaEH.

To ecTL MeMOpa耶yM　ⅡPeJtHOnaraJI TIOaTaHHyX) arPeCCm) C IteJILK) rlePeFteJIa

A3EaTCIく0-TIIXOOReaHCROrO PerⅡOEa B HOJIL3y 5hIOIIHH, E ⅡePBもIM ⅢarOM ee 6hIJIO

co3JtaHEe HJIaIlJtapMa B MaHI'tZXypI柑E MoIIrOJIHH. He 6hI･JI O60如teII ZLEHMaI柑eM

E CoBeTCI柑丘Cox)3. "B IIPOrpaMMy HaⅢerO IIaIIHOHaJILHOrO POCTa, ･ rOBOpMOCL B

"A(eMOPaHAyMe'', ･ JIXOJ叩T EeO6XoJtⅡMOCTb BHOBL CI叩eCTETL HaⅢH MetIⅡ C PoccEe点

Ha IIOJISIX MoHrOJIHE B qeJISIX OZLJIaJteI柑Sl 60raTCTBaMH CeBepHO点MaHhtIXypI柑一一2).

9RCHaIICIIOHIICTCRaSI r10JImHⅨa IIPaBETeJILCTBa TaHaRH B OTHOⅢeEEE K)ro･

BocTOtIEO点　A3Ⅰ柑　6LIJIa ROHRpeTH3HPOBaHa IIa BocTOtZHOii ROEd)epeII叩E

pyROBOAHTeJIe最　BOeHIIOrO MHHHCTepCTBa, reHePaJIhHOrO　ⅢTa6a, xoMaIIJtOBaHm

RBaHTyIICIく0丘apMHE E B耶HhIX SIⅡ0ECRHX FtHIIJIOMaTOB.

5IIIOHCXaSI rlpOr.paMMa aKCrlaHCHH H CO3JIaHⅡ5I B XOHetlnOM: CtleTe　-'BeJIERO丘

A3Ⅰ柑'. roTOZIHnaCh　ⅢO BCeM HaIIPaBJIeItHSIM: rIOJIⅡTmeCROM, aHOZIOMmeCIくOM 冗

糊eOJIOrIItleCICOM. B IくOHIIe 20･Ⅹ ･ HaqaJIe 30･X roJtOB B ⅡpaMqHX RpyraX 5hIOⅡⅡH

He 6LIJIO 6oJIhⅢHX pa3HOrJIaCII丘no BOnPOCy 06 3TaⅡaX PeaJIHaaI叩Ⅱ 06ⅢHpHO点

aHCIIaHCIIOI柑CTCRO点ItPOrpaMMLI. IlpeJlⅡOJIaraJIOCL, tITO IIa TIepBOM aTaIIe

cpazIHHTeJILHO JIerIく0 6yJleT 3aXEalleH CeBePO･BocTOtIHhI丘ItHTaii, 3aTeM C aTOrO

ⅢJIaIIJtaPMa IIOCJIeAyIOT BOeEHbIe I10XOJtLt　ⅡPOTHB MoHrOJIHH, BCerO KⅡTaSZ H

CoBeTCROrO Coy)3a.

R oIIHCLtBaeMLIM CO6hITH5IM BHyTpHrlOJIHT耶eCRaSI XⅡ3Hh　5hloHHH

cJtBHHyJIaCh pe3ⅠくO BITpaBO. MoHOrIOJTECTIItleCR打点RaIIHTaJt HaⅢeJI B BOeHⅡlI柑e,

oJtepXHMOii caMyPa蕗cIくHM 4)aHaTH3MOM, Opy耶e alCCⅢaIICI相, HaCHJIⅡ兄H BO丘HLI. B

ytle6HⅠ柑aX HCTOpHH,　06IqeCTBeHEO･IIOJIHTHtleCIくHX IIy6JIEKa即日IX JIlEpORO

rIOIIyJISIPH3IIpOBaJIIICI' HTOrlH BO丑H, ⅨOTOphle　5InOIIlIhI BeJIH B 1894, 1904, 1914

roJtaX. B IIHX yTBepXJtaJIOCCb, tITO SIHoHHSI JtOJIXHa mXAhle JteCSITh JIeT

HCIILITもIBaTI'.16JIar叩.eTeJIhHLI丘BeTep BO丘HLIH I tITO HCTOtIHHROM: BCeX HeClaCTII丘

cTpaHLI CTaJIO OTCyTCTBHe BOeHHhIX Jte丘cTBHA. B ocHOBy HJleOJtOrHtleCIt0蕗

06pa6oTRE　6LIJI ItOJTOXeII aHTHCOBeTH3M I aHTmOMMyHE3M. Ta‡(, ZI RHHre

AaJIXaBa TaIはXaPy "0 coBpeMeHHHX HJteSIX B aPMⅡが, HallⅡCaI柑0丘B 1928 r.,

yTBepXJtaJIOCb, tITO IIOCIくOJIhKy aPMHX)　ⅡeBOaMO3RHO OrPaJtHTh OT　ⅡJte最

co耶IaJIE3Ma H　ⅨOMMyHII3Ma, IIOCTOJIbRy BOCⅢHTaTeJIH apMHH　月OJIXHもⅠ一一cMeJIO

BCTyllⅡTh　71 CTOJIRHOBeI柑e C MapIくCOM　Ⅱ PaCrlpaBHThC5I C IくOMMyHHCTaMH…3). B

5IIIOI柑H Pa3BepHyJIaCh IHHpOIはSI aHTHCOBeTCRaSI KaMTIaI柑5I　ⅡOJt JIO3yIIrOM
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aaⅡ叩TH MaElh可Xypm l'oT 6oJIbⅢ0丑yrp03もⅠ"･ B IImJIe 1931 r･ B ⅡPeCCe 6LIJIO

(

oⅡy6JIE即BaIIO BLICTyImeI柑e HalaJIbHERa 6K)pO BOeEHLIX JteJI reEepaJra Ito丘co, B

ROTOpOM OII 3aSlBJISIJI: I.PyccRaSI yrPO3a CIIOBa BhIPOCJIa,ーBLIIIOJIHeHRe Ⅱ兄THJIeTIくⅡ

(zI CCCP ･ B.H.) co叩aeT CepLeaflyK) yrpO3y兄ⅡoHEH. …BB耶y aTOrO MOErOJIO-

MaHLtlXyPCRaSl IIpO6JIeMa TP96yeT　6hICTpOrO E Fte丘cTZleHHOrO PeⅢeEE3I''4)･

AETHCOBeTCIはSZ ECTep滋3I yCHJIeEHO　ⅡOJtOrPeBaJIaCI･ IIpOⅡpaZlETe皿もCTBeEEhIME

cpeJtCTBaMⅡ MaCCOBO丘HH申opMaIIm. B tlaCTHOCTII, ra3eTa Japan TJ'mes　ⅢpsIMO

aaSuJIMa, tITO ⅡPe月CTO5Iqa3( "BO丘Ha MeXAy SIⅡoⅠ-eii I PoccEe最北0㌍eT ⅡMeTL

o.叩H ECXOJt: 3aEpeHJIeHHe兄ⅡOEIIeB a RatleCTBe ⅡOJIHLIX XO33IeB CE6EpE BIIJ10TZ,

JtO rOpHOrO Xpe6Ta, ROTOpH丘　oTJteJISIeT eBpOⅡe丘cIくyXI tZaCTh PoccI柑　OT

a3HaTCIt0針'5). BHCTyIIJIeHESI rl07tO6Horo poJta　ⅡpeCJIeJtCBaJIH ABOSlRyX) qeJIh:

ⅡoJtrOTOBETh O6ⅡleCTBeHEOe MHeI柑e CTpaIILI 刀 3aBePⅡTL 3aIIaJtELIe刀.ep3RaBH, qTO

ocTpBe aKCⅡaIICIIH 6yFteT HaIIpaBJIeHO IIpOTI柑CCCP･

B cBSl3H C　ⅢOLtrOTOBRO丘　R BO丘He B IIepBO丘　noJIOBHHe 1931 r･ 5IIIOZlCRⅡ点

reHepaJI XapaJta I10CeTEJI EBpOⅢy JtJH H3ytleEm 06cTaIIOBRH･ Ha o6paTHOM IIyTH

OII OCTaHOB淀nC5I ZI MocKBe, rJte BCTpeTIIJIC5I C I10CJIOM XHpOTO丘　Ⅱ　BOeHHHM

aTTaⅢe Itacaxapo丘, ROTOpLIe rlpOCHJIE XapaAy ⅡepeJtaTh B reIIepaJIhHhI丘HTa6,

qT06もⅠ SII10EHSI "ⅡPOBOJtⅡJIa peⅢETeJIhHyIO nOJIETERy ItPOTHB CoBeTCKO点Poccm 汰

6LIJIa rOTOBa B JIKI6yx) MEHyTy HatlaTL BO益Hy C IleJILX) 3aXBaTa BocTOlH0丘

CH6ⅡpE一一6). B MapTe 1931 r. Itacaxapa ⅡHcaJI B reHⅢTa6, I"0 5IIIOHE3日tOJI3KHa

IIPOJtBmyTbCSI HO Rpa丘Ee丘　MePe JtO O3epa Ba丑RaJI　耳　PaCCMaTpI柑aTh

JtaJIhHeBOCTOtIHhle HPOBHH叩E ⅨaIくIaCTh CO6cTBeHIIO丘TeppHTOpI相, c cOaJtaHEeMニ

37teCh BOeⅡHLtX nOCeJIeI川魚　Ha JtOJIr･He rOJtLI. I.HaM IIeJtOCTaTOtIHO pa36HTL

CoBeTCIくH丑　Cox)a a 6010, ･ ⅢOJtqepIくⅡBaJI Itacaxapa. Haw HyXEO 6yFteT ZleCTE

BOiiHy rla CORpyⅢeHHe　…"7). BecHO丑1932 r. K). Itacaxapa 6HJI ⅡePeBeJteII B

reHⅢTa6 31rIOHCI柑X BO益cIC, rJIe 3aHSIJI TIOCT HatlaJILEHRa pyCCIくOrO OTAeJIa BTOpOrO

yⅡpaBJIeHⅥ5I･

Pa3BePThmaSI　ⅡOJtrOTOBRy BO丘HもI TIpOTI柑ItHTa3I H CCCP, 5IⅡOECREe

aⅠくCⅢaECEOI川CThI BHHMaTeJIhHO OTCJIeXHBaJIH O6cTaHOBRy, CRJIaJtLIBaIOⅡlyIOC5I B

MHpe. OHII rIOHHMaJIH, tITO CⅡIA II BeJIHKO6pHTaI川SI He IIaMニepeIILT OTRPhITO

rIPOTEBOCTOgTL SIrIOHHH･ ytIETLtBaSZ TO,可TO yⅡpaZLJI5IeMLIii roMHH叩aHOM RHTaii

TaItXe He CTPeMETCSl BCTaTh BCeMH CⅡJIaMH Ha　ⅡyTH　兄rIOIICIくOrO　ⅡpOJtZLHXeHIISI

BrJIy6L A3Ⅰ相, B ToRHO rlPEXOAHJIH IC BHBOAy, tITO eJtHECTBeIIHO丘　cI王JIO軌

cIIOCO6HO丘　HapyⅢHTL HX TtJIaELI, SlBJISleTCSI CoBeTCIくH丘　Colo3, CyMeBⅢEii B

tlpeaBHtlaiiHo TpyJtHLIX yCJIOBmⅩ　EaJteXHO yRPeTIETL O60poHy CBOIIX

JtaJIhHeBOCTOtIHLtX Py6exeii. Co3HaBaSI aTO, 51rl0HCIは5I IIPaB5IqaJI BepXymKa

HCRaJIa B MHpe TaREe CIIJIhI, ROTOphle MOrJIH 6hI OTBJIetlh 6oeByⅨ) MOⅡIh apMI柑

CCCP. IloaTOM:y　ⅡpIIXOJt It BJIaCTII rmJIePOBIIeB B repMat柑H PaCCM:aTpmaJICSI

TIPaMqaMⅡ RpyraMH 5IrIOHm KaIくCBOerO POJta Jtap CyJtb6LI･ TomO CMOTpeJI Ha

HaI叩CTCI柑丑BepJIEH C Ta丘EO点Ha月.eXJtO丘, tITO TOT B CBOeM CTpeMJIeI柑Ⅱ 3aⅡSLTh
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rocⅡoJtCTZlyX)nee IIOJIOXeEHe B EzIPOⅡe CyMニeeT IIpI柑OBaTh X Ce6e BOOPyXeHHHe

(

cmhI CCCP, CⅡIA, AIIrJlEE E Opa叩HH, a aTO O6JIertIET OCylqeCTBJIeEⅡe

aHCⅡaECEOⅡHCTCIくⅡⅩ ⅡJIaHOB 3(Ⅱ0ⅠICItⅡⅩ MOrlOTIOJIHE.

Co cBOe丘　cTOPOEhI, Ea工叩CTCMe CTpaTerE B叩enⅡ　B MEJIETapⅡ3yIOⅡle丘cSI

5IⅡoEm IIOTe叩HaJILHOrO COKI3号HRa, CEOCO6Horo coanaTh ⅡpOT滋B CCCP BTOpO最

中poET ･ Ha ZLOCTORe, yEeJIHIHTL yJtemhEH丘BeC repMaEEH ZL EBpOⅡe. 06oE).叩aSZ

"cEMmTESI■-.叩yX MEPOBLIX JtepXaB HatI瓦HaeT O6HapyxHBaTbC兄yXe a 1933 r.

5InoHo･repMaHCROe C6J-3ReEHe HPOrPeCCEpOBaJIO C KaX耶IM ⅢOCJIe月yIOqHM rOJtOM,

HecMOTpR Ha TO, tITO eⅡle 8 IlepBO孟MEpOBO益BO丑He o6e JteP光aBLI BOeBaJIH井pyr

TIpOTm月pyra II CaMypa点cI柑丘JtyX 'lcTOSIBⅢe点B IIeHTpe MⅡPa.- SIⅡoHEⅡ He TePHeJI

ROHRypeHTOB, a rIITJIePOBCRa3I E月eOJIOrESI CIHTaJIa XeJITyK) PaCy OJIHO丘　E3

EⅡ3血EX PaC tleJIOZLeTleCma. 9ⅠくCrlaECIIOI柑CTCIくEe mTepeC以　3IⅡ0HCIくOrO II

repMaECIくOrO RaHHTaJIa C6J柑XaJIE aTH AaJleICO PaCIIOJIOXeEHLIe JtPyr OT JtPyra

JtePXaZLhI, ⅨaR I PaCleT Ea B3aIIMOZ10MOⅡII･ B OCyqeCTZmeEEE ⅡJIaIIOB OBnaJteEⅡSl

MHpOM･ IlpaBSZqⅡe RpyrII O6eⅡⅩ cTPaII 6LuH HeIIpOIL ⅡePeJteJIETh aIIrJIEiicICRe 汰

4)pa叩y3cme ICOJIOHHaJIhHLIe BJIaJteEM, EaR H TePpIITOPm) Co丑eTCIくOrO CoIO3a.

HacⅡJIEe, ⅡOJlaZ"eHEe BHyTPeHHe蕗　oEⅡ03H叩H, CaMypa五cm丘JtyX E TeOPm

I-Ⅱ36paHHoro HapoJta一一, BCSI J相yTPeI柑SlSl CTPyIくTypa rePMaEHE H　兄ⅡoⅠ柑Ⅱ

ⅡpeJtOⅡPeJteJIⅡJIH ⅡX C6JIHXeH耳e.

H ROrJta rJlaBa SlⅢ0ECIく0品JleJIeraI叩H ZI JIEre HaI叩丘MaqyoRa 24 4IeBpaJI兄

1933 r･ I10ⅠtHHyJI 3aJl 3aCeAaI柑ii, cHMBOJIH3EpySl TeM CaMhIM BLtXOJt SIⅡoEⅡH Ha

aTO丘Me3RJtyHaPOAH0益opraIIH3aI叩Ⅱ, TO OII He ⅡOCIIeEⅡJI BePIIyTLC5l Ea pOJtHEy･

MaIIyOIは･ TeEeph yXe HeOd)叩HaJlhHO I ⅡOCeTM P3IJt eBPOHeiicmX CTOJI叩. B

EatZaJIe MapTa HOBLte XO3兄eBa repMaI柑H I10Ⅰは3aJIE eMy I柑7tyCTpEa皿hELIe

ⅨoMIIJIeIくCH "Hr Oap6eHH耶yCTpII-I, KpyIIIIa 汰 CHMMefICa･ 4 MapTa ZI EeMeIIIく0庇

Ⅱpecce MaIIyORa Ea3BaJI repMaHHX) -loJtH0丘E eJtmCTBeI柑0丘cTpaH0丘B ECTOPIIH,

ROTOpa5I EMeeT CTOJIhRO I一aPaJIJIeJIe点c IICTOPHtleCI川M IIyTeM 5IⅢoEEE I XOTOPaJI

TamEe 6opeTCE 3a ⅡpII3HaHHe CBOerO MeCTa B rJIa3aX BCerO MHpa''8)･ MaIlyORa

6LIJI IIpEHSlT pyRO30脚TeJISIME pe点Xa.

B Iく0HIIe MapTa 1933 r･ EleMeIIRHe ROECyJIhI B MaIILtI3RyPm rlOJIyl柑JIH Ⅱ3

BepJIma　ⅡpHRa3　TeCHO COTPy.叩HtlaTh C　5Irl0Ⅰ叩aMH. 0¢叩EaJIhHaSI ra3eTa

HaI叩CTCRO丘IIaPTI柑"◎eJIhXⅡⅢeP 6eo6axTep" 14 aBryCTa 1933 r･, IIOJtJtepXma兄

3ITIOECIくyIO arpeCCm), =HCaJIa: "5IIIOHH5I CTO Pa3 ⅡpaBa, KOrJta CTPeMHTCSI HrPaTL

oco6yIO pOJth a BocTOtlH0丘　A3HⅡ‖･ Ha HIOpⅡ6eprcROM nPOIleCCe PE66eI王TpOH

ⅡoRa3aJT, tITO B 1933 r. r耳TJIeP 3aTIpaⅢHZLaJI erO MHeHIIe 0 ZIO3MOXHOCTII Co∝)3a C

SIⅢoⅠⅠⅡe丘Ha aIITECOBeTCIくOii ocHOBe9).

B ceIIT5I6pe 1933 r., ⅩorJta ItBaHTyHCIは5I apMHE IIpOJtOJIXaJIa 3aXBaThIBaTh

RETa丘, rETJIepOBCR正長　耶eOJIOr A･Po3eH6epr roBOPIIJI Ha CrE,e3Jte IIaI叩CTCROii

rlapTm B Hx)pH6epre: I.MhI ⅢpE3HaeM 3aROHOMepIIOCTL paaBHTHSl XeJITO丘pacH I

xeJIaeM e丘　B IIPeAeJIaX CBOerO　3maHeIIHOrO　ⅡpOCTPaECTBa CO叩aTh TaRyK)
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RyJIhTypy･ XOTOPa兄COOTBeTCTBOBaJIa 6LI ee JtyXy"10)･ B兄HBape 1934 r･ a ShoH甲

BhIⅢeJI C60pHHR petle丘　rlaqHCTCⅨOr0 4は)pepa co cⅡe叩aJILELIM "06paⅡleHHeM

aBTOpa IHIHOIICIくOM:y HapOJtyll, ⅡpEahIBaBⅢHM RPeⅡHTL repMaIIO･RⅡ0ECI柑e CB3(3ⅠⅠ.

月mJ10MaTHtleCROe C6J柑XeHEe JtByX CTPaII yCROPHJIOCh C Ha3EatleI柑eM.

HocJ10M repMaEmもToKE0加pJtCeEa. IlepeEE OT6LITⅡeM B SZIIOHCRy拍eTOJI叩y erO

EHcTpyXTHpOBaJIE rI叩teH6ypr, IlETJIeP II BOeHHLt丘　MEECTP BJIOM6epr.

rIocJI印こH耳点JtaJZ rIOmTh, 1TO IIeJIh rHTJIepa I yCTaIIOBJIeI柑e TeCHhIX OTHOⅢeEE丘C

.'SIrIOH耳eii, ROTOPyIO OH 3KeJIaeT B耶eTb BOeEHO丘coIO3H叩e丘Hll). 9申eBpaJlSI 1934

r･ rIOCOJILCTBO CuÅ B lSepJI-e COO6qEJIO CBOeMy rOCCeXPeTaPIO,可TO repMaHCROe

MⅡHIICTepCTBO IIpOTIara叩LI O6sl3aJIO BCe HeMeqRⅡe ra3eTLI E XyPHaJILI He

･Ⅱy6JImOBaTh CTaTLH, HelTPmT-Ie SIHOHIlaM12)･ 06e･ cTPaHLI yCTaHOZIHJIH

peryJはPIIyE) PaJtHOCZlJI3B, 6hZJIa CO叩こaEa rePMaHO･兄Ⅱ0ⅠICRaSI aCCOI叩a即は.

Ilpe3耶eHT ItaJIaTLI rlaPOB SIIIOHⅡE ToRyraBa BO BpeM兄BE3ⅡTa B repMaHm,

06cTaBJIeHHOrO C　6oJIもⅢ0丘　TTOMⅡ0点, 3aSlBHJI, 1TO '･斗pyX6a Me耶y IIaⅢHM耳

MOryⅡIeCTBeHELIMⅡ CTpaIIaMⅡ 6yJteT eⅡle 6oJIee RPeⅡROii"13)

Hatla皿OCh C6JImReHHe 刀 flo BOeflHO丑JIEEHH. HeMe耶Ⅱ丘如oT O6paqaJIC兄3a

EOBe丑IIIHMH JtOCTmXeHHJ"刀 B O6JIaCTH XOPa6JIeCTpOeHESl B TIePByX) OtlepeJtL 冗

SIIIOHHH, a He a AHrJIH臥　re叩【aEHX) OCO6eEEO　-TePeCOBaJIa TeXEma

cTpOHTeJILCTBa aBEaHOCIIeB･ IlocoJI月ⅡpRCeH C yJtOZueTBOpeH耳eM COO6IqaJI, qTO

JIⅡOHIILI, H3MeHHB rlpeXfle丘cKpLTTIIOCTH, JtaJIH tlpe3ZILItlaiiHo DaXHHe CZleJte耳H5I

EeMeIImM CrleI叩aJIECTaM･ B Mac 1935　r･ 70　3IHOIICR滋Ⅹ　0中叩epOB　6LuH

HaIIPaBJIeHLI B repMaHm) I.71JISl CJIyX6hI CZは3d'･ B m'He･∬Xme aMepmaIICR2[点

ⅡocoJI B BepnEHe COO6IZIaJT, I"0, ⅡO erO MElemm, rETJIeP B CTpeMJIeEEH

oRPyXHTh PoccHの, peⅢHJI　3aIくJIDqHTh COIO3　C SIrIOIIHe蕗14). tITO6LI　ⅨaIく･TO

.'coxpaTHTL'' reorpad)EteCRyK･ OTRaJIeHHOCTh, Me耶y ToMO II BepJImOM

ycTaHaZIJIEBaeTC兄TeJIe4IomaSI CBSI3L tZePe3 CTPaIILI K)XHhIX MOpeA.

B　ⅡX)Fe 1935　r･ HeHOCpeJtCTBeHHO BCTaeT BOIIPOC 0 SITIOEO･repMaHCKOM

BOemOM COIO3e･ PII66eETpOII, a 3aTeM I IlHTJIeP, tlepe3 BOeEHOrO aTTaIZle ShIOHm

reHepaJIa OcIIMy ⅡpeJtJTO)MJIH 3aRJIK相打TL COE'3, EarIPaBneHHLI丘IIpOTHB CCCP15).

OTBetlaSI Ha aaⅢPOC Oc-LI, ToMO rlOCJIaJI B BepJI-　ⅡpeJtCTaBHTeJH

reHepaJtbHOrO IIITa6a BaKaMaIly. B JteXa6pe B rePMaIICROii cTOJI叩e a O6cTaHOBRe

RPa丘He蕗ceRpeTIIOCTH COCTOSlJlaCh ROH¢epeE叩SI, ytlaCTHHRaMH ROTOpOii 6HJIH

OcHMa, BaXaMally･ PE66eETpOrI 班 BJIOM6epr･ 5IZIOHCXH丑　aMHCCap　40BeJI JtO

ⅡpECyTCTByE〉qHX MHeHHe CBOerO reHHTa6a o 3ReJtaHHH 3aI{JImtIHTL JtOrOBOp C

repMame臥　rJIaBHHe IlyERTLI erO HaJtJIe3KaJIO BLIpa60TaTh E COrJtaCOBaTL B

IIepJlyK) Otlepe月L reIIePaJILHZ･IM ⅢTa6aM O6eEX CTpaII.

TaIく　6hIJIa　3aJIOXeHa OCIIOBa　耶SI　3aIくJIKmeI柑5I BOeEHOrO rlaRTa T｡RⅡ｡･

BepJIm･ Ho　ⅡocROJIZ･Ry IIPe･叩OJIaraeMOe COrJIaⅢeme HMeJIO ZTOJZ--eCRyK)

EaⅡpaBJIeZlHOCTh滋rIOJtIIHCaI柑e erO Xle BXOJtHJIO JI XOMrleTeHIIIID IIpeJtCTaBHTeJIe蕗

slEoⅠICKOrO reHHTa6a･ aTOT BOⅡpOC　6LI∬　ⅡePeJtatl Ha PaCCMOTpeHHe
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rIPaBETeJILCTBa, H C 1936　r. ⅡeperozIOPaMニE CTaJl BeAaTZ' SIⅡOECItE丘　TIOCOJI B

(

BepJIXEe Mycs[ⅨoJt3Ⅰ王. 25 ⅠIOR6psI 1936 r.兄ⅡoHEa E rePMaHIはIIOJtⅡECaJIE IIaItT

'lA‡ITEKOMEHTepII'■, ⅨOTOPLZ丑　cocTOEJI JI3　TeItCTa JtOrOBOpa E CeRpeTHOrO

corJIaⅢeI柑Sl. 0ⅠIy6JIHROBaII　6LIJI TOJIhRO TeIくCT, rae rl0BOpEJIOCh 0 TeCEOM

coTpyJtEmeCTBe CTOPOE　叩OTEBi RoMHHTePHa E ytlaCT-　ZL O60pomTeJIhEHX

MePOⅡPH3ITIISIX, HO　3aJIBJIJlJ10CL, tITO IIaCTOSIqee COrJIaⅢeIIEe IIe IIaⅡPaZLJIeZlO

rIPOTEB　ⅨaROかJIE60　月こpyrO丘　cTpaIIH. tlepe3　rOJt, 6　tIOJI6psl 1937　r., R　ⅡaRTy

IIp耳COeJtEEHJIaCh HTaJIHE. rIo olleIIRe rOCCeI叩eTapJI兄CnIA It.XaJIJla, "XOTSI aTOT

ⅢaIくT　…　BEeⅢHe　6HJ1 3aXJI沿tleII JtJISI CaMOO60PoHhI IIpOT甘B ROMM:yI柑3Ma,

如xTIItZeCXH OH mJISIJICSI I107trOTOBHTeJILEHM　ⅢarOM JtJISI Fta皿hHe蕗HIHX Mep

･HacIIJILCTBeHHO丘叩CⅡaLHCEH CO CTOpOEhl pa360丘H粥もHX rOCyJtaPCTB"16)

A'HTECOBeTCIはSl HaⅡpaBJIeHEOCTh CeRpeTHhIX　ⅢpEJ10XeEE丘　ⅡaRTa　6HJIa

oTpaXefla B TeJIerPaMMe ⅡOCJIa Myc兄ROJt3Ⅱ, COrJIaCOZIaHE0丘c PII66eHTpOTIOM H

HaIIPaBJIeHHO丘MEEIICTpy滋HOCTPaIIHhIX AeJl 5IⅢoI柑耳ApHTa, rJte rOBOpEJIOCL, tITO

oH ''…　TBepJtO y6exneH B TOM, tITO TOJIhⅨ0月.yX BLIⅢeyrIOMIEyTOrO CeI叩eTHOrO

corJIaⅢeHE3I 6yAeT peⅢaIOⅡ叩M JtJlSI 6yJtyqe丘noJIHTHRH repMaEHH ZL OTIIOⅢeHⅡH

CCCPH17). B cBOE〉 OtlePeJtL, ApIITa, BhICTyIIa兄Ⅱa 3aCeJtaI柑H Ta丘EOrO COBeTa 25

HO3I6p5I 1936 r., B CJIeFtyIOqHX CJIOBaX H3JIOXHJl IIeJ柑ⅡaIくTa: MOTHhIHe CoBeTCXa5I

PoccIはJtOJIXHa I10Ⅰ柑MaTL, tITO e丑　ⅡpHXOJtHTC兄　CTO5ITL JIEIIOM　Ⅸ JIEqy C

repMaI柑eii E　5hoHIIeii...I-. AHTⅡCOBeTCIt0危　HaIIpaBJIeIIHOCT汰 He OTpⅡqaJI E

PI‡66eIITpOIl, 3aSlBHB, tiro --J3 CaMOM: AeJIe, I10JIⅡTIIleCROe JtaZIJIeHHe Ha CoBeTCXyD

PoccIIJO, a TO点HJIH HHO点cTeⅢeHII, 5IBJI5IJIOCh OCIIOBOii aTOrO mama"18)

Co371aBaSI JIIIOHO･repMaECIくH最　aHTHCOBeTCItH最　6JIOR, SlHOHCIくHe BOeEHO･

I10JIHTHtleCIくHe RpyrH CTpeMHJIHCL O6ecnetIHTh eMy I107tJteP3RXy CO CTOPOIIH

eBPOIIe点cIくHX CTpaII, rpaI柑tIEBⅢHX C CoBeTCR滋M Col)30M:. 30ⅠⅠAEpySI JtJI兄aTOrO

I10tIBy, IIOCJIaIIHHⅨ 5IIIOHEH B CKaHJtHHaBCIくHX CTpaIIaX CHPaTOpE ⅡpeJtJIar.aJI ⅡM

''co BCe点peⅢⅡTeJILHOCCThm" TIOTpe60BaTb OT CCCP B RatleCTBe 'tMHEHMaJILHhIX''

ycTyIIOR Pa30PyXeElHSI BJIaJIHBOCTOIはH tlTO6hI CoBeTCRH益CoIO3日... He JIeP3RaJI

HE OJtHOrO COJIJIaTa B pa蕗oⅠIe O3epa Ba丘EaJtH. C IIeJIhK) Xe yI柑tITOXeⅡⅡ5I yrpO3hI

co cTOPOHもI PoccI柑IIaBCerJta, B IIepCIIeKTHBe peROMeEJtOBaJIOCI, -●…　CJteJIaTh ee

cJIa60丘　RanHTaJIHCTEqeCRO丘　pecⅢy6JIHXO蕗　H CTPOrO ROHTpOJIHpOBaTL ee

ecTeCTBeHHhle peCyPCLI"... I.B EacTOSIqee BpeMSl, ･ yJ3eP5IJI IIOCJIaHHHR, I ⅢaECLI

JIJISI aTOrO XOPOⅢH.'19)

BIIJtSI, ⅩaIt repMaIICKE最中aⅢH3M Xla6HPaeT CⅡJIy 汰 JtO6EBaeTC兄OT BeJIEMX

AePXaB OJtHOii ycTyI川Ⅱ 3a JtPyrOii, pyIくOBOJtHTeJIH SIⅡoEEE cTPeMEJIECI'yCItOpHTL

''TpaHC申OpMaIIIIDD一一aHTPlROMこHHTePHOBCROrO ･ rlaIくTa B BOeHIIO-IIOJIHTEtleCRHii cozo3

c repMaHHeii I HTaJIHeii. B TO　3Ke BPeM5I tlaCTh MOIIOIIOJIⅡ点　5IⅡoE旺H, TeCIIO

cBSIaaXHLtX C aMePI柑aHCIくHM H aHrJIH丘cIくⅡM RaIIETaJIOM,　OIIaCaJIaCL

aHTHaMepI柑aIICROrO g aHTHaHrJIH点cROrO RyPCa rETJIepOBCRO丘　repMaIIH丑　H

npeJIJIaraJIa BeCTH　60JIee OCTOPOXHyZO I10JIHTⅡXy B OTHOⅢeHI柑　CIⅡA I1
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BeJ柑XO6pⅡTaH且臥　0月IIaRO I ee yBJteXJla COrJIaCOBaEEaSl C pyROBOJtETeJI兄Mや

4)aHIECTCREⅩ rOCyJtapCTB B EBpOⅡe耶eSl BOiiEH ⅡpOTEZI CoBeTCIくOrO Col)3a.

B cBSI3Ⅱ C aTⅡM BCJI BEyTpeHHSlSl 冗 BEeⅢHSlSI ⅡPOⅡaraIIJta兄ⅢoⅡHE HOCEJIa

oTRpOBeEEO aIITオeOBeTCIくH丘ⅩapaRTep. IlpHCTaJIhEO Ha6JIK)Jta31 3a I10J柑TERO丘E

z10eEEhIMH IIPErOTOZmeI柑3IMH 4)aⅢHCTCIく0丘repMaEHE B 1938 r., ⅡpaBETeJILCTBO

RoHOa I BOeIIEOe ROMaEJtOBaHⅡe 5IⅡoEEE BCe 6oJIee y6exJtaJIECL, lTO peⅢaIOⅡ岬M

cpa3KeEEeM 3a一一EOBhI丘Hop叩0Ⅰく‖ 6yJteT Cpa3KeHⅡe MeXJty IlepMaEHe点E CCCP, E

ⅡoaTOMy CIHTaJ相,　tITO SHIOHO･repMaECRE丘　　zLOeEHht点　　cox)a AOJI3KeE

paccMaTpEBaTLCJI uⅨaR COBD3, HaIIPaBJIeHHhI丘TOJILXO IIPOTEB CCCP"20). HMeEElO C

aTⅡⅩ　Ⅲ03HIIEii H BhICTyI一aJIH ytlaCTI柑KE COZIeTa mITE MⅡHIICTpOB　5IⅡoI柑Ⅱ　26

aBry?TaL 1938 r･･ HacTaEBa月Ⅱa yCROpeHm ⅡeperOBOpOB 0 `3aRJIX,I.eEEII BOeEEOrO

co∝)3a C repMaEHeB. Ha aTOM 3aCeJtaHHE 6LIJIO BLICRa3aH0 --xeJIaIIEe SIIIOECROrO

IIpaBⅥTeJILCTBa I柑BJIe耶OIIhIT H3 CO6HTE丘B EBpOⅡe, yCIIJIHTh 6opL6y ⅡpoTHB

ⅡpoⅡcROB ItoMMyI柑CTIneCROrO HETepHa叩OHaJla II erO areHTyphI B JtyXe

Tpe6oBaHE丘　aHTEROMHHTepIIOZICIくOrO　ⅡaRTa JInSl AaHEl'21). 9TO　6hIJI HP･EMO丘

EaMeIくPyIくOBOJ叩TeJISlAt repMaI相打滋HTaJ柑H, tiro SIⅡoⅠ柑Sl rIOJtTBePXJtaeT CBOIO

BepIIOCm yXe　3aIくJIK)tleHIIOMy ITaRTy, HO "JtyX TPe6ozlaI柑ii erol. MOXeT　6LITL

ycⅡJleH 刀 R ytlaCTHK) B BhIIIOJIIIeHHH TaIくHX Tpe6oBaI川魚5IⅡoHESl rOTOBa.

IlpaBETeJIhCTBO ItoHOa Ct柑TaJIO, tZTO OIIO eⅡIe JtO 04)HqⅡaJIhHOrO 3aIくJIKMeHⅡ31

JIⅡOHO~rePMaIICIくOIHTaJIh5IHCROrO BOeHHOrO COKI3a y)Re BLIⅢOJIESIJIO CBOII

o6JI3aTeJILCTBa B ItETae, rJte 6opb6a IIpOTEB rOMⅡH叩aHOBCXO最apMHE JIZIJI3lJIaCt･

oJIHOBpeMeEHO　6oph60丑　ⅢpoTm ROJIOIIⅡaJILHHX IIO3Ⅰ叩Ⅱ益　CIIIA E AIIrJIHH, a

6opL6a IIPOTI柑"ROMMyI柑CTEtleCIくHX-I BO丘cIく･ 6opL6oii 3a yCTaIIOBJIeHRe..EOBOrO

ⅡopSI月Ra一一　B A3Ⅰ相, 3a "co3AaI柑e nJIaIIJtapMa JtnJI peⅢETeJILHOrO yJtaPa rl0

エ03HIlR51M ltoMnHTepHa B A3HH''.

B HatZaJIe SlEZLaPSI 1939　r. IIPaBHTeJIhCTJ10 1toHOa yⅢJIO B OTCTaBRy.

rIpHⅢe月IIIee eMy Ea CMeXy ItpaBHTeJIhCTBO　6apoHa XHPaHyMLI rlpOJtOJI3EaJIO

IIOJIHTRRy HarEeTaI柑SI aIITIICOBeTIIaMa I PaCⅢHpeHH5I aRCIIaECH丑Jl ICETae. 班

ⅡpII HOBOM IIpaBHTeJIhCTBe BOeHELI丘H BOeHHO~MOpCIく0丘MⅡHECTPもⅠ, IIatlaJIhHIはH

reIIepaJthIIhIX　ⅢTa6oB apMEⅡ　Ⅱ　¢JIOTa IIPOJtOJIXaJ柑　ⅡaCTO点tIHBO Tpe6oBaTh

yCIくOpeEⅡ5I SH10ⅠIO~rePMaIICIくHX IIeper10BOpOB O　3aRnmtleHHE BOeHHOrO CO芯)3a,

yTBepXFta兄,可TO …5II10Ⅰ柑SI MOXeT paCCtIEThIBaTE. Ea JtO6poBOJILHH丘yxoJt AIIr.JIHH,

Opa叩EE E CnIA, H3 A3IIH, TeM 60Jlee eCJIE B3aMeH 3TOrO HM 6yJteT O6eⅡIaHa

peⅢETeJILHa5I Ⅱ03EItHJI B OTHOⅢeEHE CoBeTCROrO Co∝)aa Ha naJILHeM BocTORe II

RETa点cREX XOMMyHHCTOB. SIⅡoHI柑B aTOM CJIytlae IIEtZTO He yrpOXaeT, Jta3Ke eCJIⅡ

ot王a COrJIaC耳TC5I Ha ⅡPHHqⅡII "oTRphITもIX JtBePe益" B ltETae. Ho aTⅡ ABepII JtOJIXHLI

6hITL OTI叩HTu HaCTOJILRO, tITO6hl　0CTaJIOCL TIpeHMyⅡleCTBeHHOe rIOJIOXeHHe

5IIIOHEE B aTOM pa丘oHe-122)

OJtHaIくO B XOJte兄ⅡOHO･repMaIICIくHX IIePerOBOpOB O6HapyXEJIⅡCL CePLe3ⅠⅠ以e

IIpOTI柑Opet柑Sl. OaⅢEcTCROe ⅡPaBETeJIhCTBO repMaHI柑He XOTeJIO ⅢPeAOCTaBHTL
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ShloHⅡE MOIIOⅡOJthEOe　ⅡpaBO aRCnJIyaTa耶柑　CもIpI･eBHX 冗 JImJtCREX PeCyPCOB

｡RRyⅢHP｡BaEE｡,0 KETa兄, TeM 6｡nee BCe丘A3m. HeMeIIRE丘Ⅱocon a ToRHO OIT

roBOpHJI MmECTPy EHOCTpaEHLIX AeJI 5IHoHEE yraItH: …Ha repMaI柑K日IO3mTCSI

BC5I TSl3KeCTL 6oph6LI ⅡPOTI柑OpaII叩Ⅱ, AHrJIEE E JtpyrHX JtepXaB 'IIPOTEBEEROB

.-HOBOrO ⅡOPJIJtRa", ROJIOIIⅡaJILE}･Ie BJIaJteEESI aTIIX CTpaE EaXOFtSITCJI BAaJIE OT

eBPOIIe丘cROrO IくOETI柑eIITa, EO OHⅡ　Rpa最He ZIa3KHH AJISl ⅡOJIHOrO JtOCTEXeHESI

HaⅢHX qeJIe丘..23). nocoJI JtaTL　ⅡOH兄TL SlrIOECROMy rlpaBETeJlhCTBy, tiro pe丘Ⅹ

3aHHTePeCOZIaII B TOM, 1TO6H ROJIOEEaJIhEHe BJIaJteHlはBeJIⅡREX JtepXaB B A3Ⅰ柑

cJIyXHJtH arpeCCm 4)aⅢHCTCRⅡⅩ rOCyAapCTB, 汰 B HePBym OleP印こB, IlepMaEE臥

OTT BLtpaXaJI IIO3叩E沈　aHTE5IⅡOECIt0丘　rpyⅡIILI HeMeI叩HX MOHOIIOJIH丘　H

rocyJtapCTBeHELIX Jte兄TeJIeii, ROTOPもIe CTpeMHJIⅡCh nOJIyTIETh BHCOI柑e IIpII6HJIE

oT TOpr･OZLJIH E rIOCTaBOIt ltⅡTaX).

OJtEaKO 4)aⅢHCTCKOe pyROBOACTBO repMaME OTJtaBaJIO Ce6e oTqeT B TOM, 1TO

6JIH30CTも5IIIOIIⅡⅡ R a3HaTCIくEM BJtaAeHHSIM BeJIHKEⅩ Jtep3KaB, ee I10JIO光eIIHe IIa

TIIXOM OIくeaIIe, a TaIく3Ke CTaBⅢEe O6Ⅱ叩MH rPaIIHIIH C COBeTCRm4　月aJIbHEM

BocTOItOM CO37taXn e丘EpeJtⅡOtmIITeJIhHHe IIO3叩m KaR BOeHHOMy COIO3Emy･ 9TO

rIOHHMaJtH 冗 B ToIくHO, IIpe仲兄BJI5I5I Ha lleperOBOPaX Tpe6oBaHⅡ5I y6paTL E3

RHTaSI HeMel叩HX reHepaJIOB H O如IIepOB (6oJIee　430 1eJIOBeR), CJIy)EEBⅢHX

coBeTHHICaMH H HHCTpyRTOPaMH A rOMEEも7taIIOBCtく0丑　apMEE, IIPeRPaTHTh

rTpOJtaXy OpyXE5I tlaェIta益ⅢH, oxa3aTh 5IⅡoⅠ柑Ⅱ BOeI柑0･TeXHmeCIくyK) EOMOqL ZL

cTpOETeJIhCTBe ZLOeHIIO･BOaJtylIIHhIX CIIJI, IIepeJIaTh HOBe丘HHe TeXHIItleCIくEe　Ⅱ

TeXHOJIOrHtleCREe JtaEHble 0 CTPOHTeJIhCTBe IIalt60JIee COBpeM:eHHhIX　ⅡO TOMy

BpeMeEIl TIIIIOB ⅡOJ叩OJtHLIX JIOJtOR･

TpyJtEOCTH B rleperOBOPaX C rePMaHHe丘, 060cTPeIIHe HOJIOXeII班兄　BHyTPE

cTpaHhI, HOPa3ReHHe 5IHOECIt0丘apMm Ea XaJIXⅡE rOJIe IIPI柑eJIE R HaJteI柑X)

rIPaBETeJIhCTBa XHpaHyMLI･ Oco6yIO POJIh B arTOM ChlrtpaJZO ⅡOpa3KeEHe Ha XaJIXⅡH

roJIe. 5hzoHCItHe HCTOpIはⅡ ⅡECaJIH: 'lllopa3ReHHe ltBaHTyHCRO丘apMI柑B Pa丘oHe

peKH XaJIXHH rOJI HaytIHJIO Jta3Ke tmaHJIHBhIX, BO30MHHBⅢHX 0 6oxecTBeHH0丘

POJIH 5ITIOHm 5IE0HCmlX reIIepaJIOB yBaXaTh MOIIIh CozleTCROrO Cox}3a■-24)

BoeBhte Jte益cTBESI Ra XaJIXHH rOJIe ORa3aJlH Cepbe3HOe BJIH31HⅡe Ha ECXOA

rleperoBOpOB, ROTOpLIe rIPOXO.叩JIH JIeTOM 1939 r･ MeXJly CCCP II repMameA･

HeMeIIRaSI CTOpOIIa B OTJIHtIHe OT aHrJIO･申paHIIyaCIC0丘MOrJIa OIは3aTL COJte丑cTBEe

B IlpeXPaEleMH aCRaJIaIII柑6oeBhIX JIe丘cTBE益Ea BOCTOIくe･ B ⅡpoTI柑EOM CJIytZae

TIePeA CoBeTCIくⅡM CoIO30M OTRphIBaJIaCL peaJIhHaSI ⅡepCTIeKTI柑a BO丘HhI Ha FtBa

4)poHTa. C JIpyrO丘cTOpOEH, ⅡOJtIIHCaHHe IIaRTa C IlepMaEEe丑BもⅠaZLaJIO Z} ShIOI柑H

ⅡacTO5IqⅡ丘　ⅢoⅠく　逆　yCIIJIEJIO B3aImはHOe HeZtOBePIIe MeXJty CO103ElHRaMH　ⅡO

aHTHKOM:HHTePEOBCIくOMy I一aIくTy. BeJth B CTaThe　2･丘　ceI叩eTHOrO COrJIaⅢeEHSI,

npHJ10XeIIⅡOrO Iく　ⅡaXTy, 6hIJIO aaⅡHCa江0:川BLICOREe nOrOBapI柑aX叩EeCSI

CTOpOIILI He　6yEyT　3aIくJIX)qaTL　6e3　B3aHMIIOrO COrJIaⅢeHm HHRaIくHX

ⅡoJIⅡTIIqeCRⅥX JtOrOBOpOB C Co∝)30M CoBeTCIくEX CoI叩aJIHCT-eCRHⅩ PecEy6JZm･
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ROTOpHe He COOTBeTCTByIOT JtyXy HaCTO5IqerO COrJIaⅢeH-I-･ IloaTOMy yXe I26

aBryCTa･ 1939 r. MⅡEECTp HHOCTpaEHhIX JteJI ApHTa ⅡOpyqEJI IIOCJIy B rePMaHH且

OcIIMa　3aSIBHTh rePMaIICIくOMニy PyIくOBOJtCTBy, tITO ''SlITOHCROe IIpaBHTeJtLCTBO

paCCMaTpIIZlaeT　ⅡaRT 0 HeIIaZTaJteIIEE 冗 JtOrOBOp　-　RaR IIPOTEBOPetlaIqEe

ceKpeTEOMy COmaⅢeEEX) …-I25)i

H ecJIH repMaHEH OTIIOCHTeJIhⅡO JIerIくO yJtaJIOCL ZLOBJIetZh ZI BOeI柑LIii 6JIOIく

4)aⅢEcTCIくyIO HTaJIHX), TO CJteJIaTh aTO C 5IⅢoHHe益oxaaaJIOCL CJIOXHee. rIepexoJt

OT aHTIIXOMHHTepIIOBCROrO IIaIくTa R OTRpLITOMy BOeHEOMy COJO3y　3aTpyJtHSIJICSI

cepLeaHhIMH ⅢpOTHBOpetIHSlME, EMeBⅢEME MeCTO MeXFty repMaI柑e丘Ⅱ SIItOI柑eB.

HaqHCThI, MetITaBⅢEe 0 MHpOBOM rOCIIOJtCTBe, He M:Or.JIB AOⅢyCTHTL yCIIJIeE刑I

MO甲5hoHHE 3a CtleT 3aXBaTa TepPHTOPd RHTaSl H'cTpaH I)ro-BocTOtIEO益

A3HH, RyJta CTPeMⅡJIECL MOHOⅢOJIHH a BOeHⅡlHHa CaMO丑　repM･aHEH. rIIT皿eP

Ha3LIZlaJI SlH0Ⅰ叩eB.lxeJIThIMH JthSIBOJIaMd', ROTOPhIM ''EeJIh35日IpOCTHTh ⅡIaH叩yII

(KETa丘) 冗 MapHaHCIくHe, RapoJIHHCItEe 冗 MapⅢaJIJIOBhI OCTpOZIa ZL qeIITpe TItXOrO

oReaIIa, 3aXBatleIIEHe 5IIIOI柑e丘IIOCJIe IIOPaXeHEJI repMaHI柑B ⅡepBO丘MEPOBOii

BO丘Ee Ⅱ MOrylqHe CTaTh申opⅢocTOM pe丘Ⅹa a OIteaHe-126)

07tHaIくO I10CROJIhⅨy rePMaHESI　6hI皿a BCe Xe　3aI柑TePeCOBaHa B Col)3e C

SIⅡoHⅡeii, rⅡTJIeP, BLICTyⅡa5I B　¢eBPaJIe 1938　r. B pe最ⅩcTare, 06もJIBHJ1 0

ⅢpE3IIaHI柑　MaHhtI3KOy･rO II JIO6azlEJI: …SI He MOry COrJIaCEThCSl C TeME

ⅢOJIETEXaME, XOTOphle JtyMaX)T, TlTO OHⅡ　CJIyXaT EBPOIle, BPeJtSI　5IIlOHHH. 5I

6oIOCh, ITO I10PaXeEEe 5hTOIIHH B BocTOtZHOii A3Ⅰ柑HHROrJta Ee 6y月eT BhlrOJtEO

EBPOⅡe ItJIH AMePHRe, a TOJILRO 60JILHeBECTCRO丘PoccI相. 5I Ee CtIHTaK) RETa丘

JtOCTaTOtIHO CIIJILHLIM (E JtyXOBHO　Ⅱ　MaTePHaJILEO), tmO6hI　ⅡpOTI柑OCTO兄Th,

orlHpa3ICh TOJtE'ⅨO Ha CBOH PeCypChI, JIm6oMy HaⅡaAeI柑D 6oJILⅢeBE3Ma. B TO 3∝e

BpeMSI Sl yBePeH, tITO JtaXe BeJIHtla丘ⅢasHIO6eJta兄noH耳H 6hIJIa 6hI HeCPaBHeIIHO

MeEee OIIaCEa JtJlSl IIHBH皿Ⅱ3aIIHH H MHpa B MHpe, tleM JIX)60益　ycIIeX,

JtOCTHrHyTLI丘6oJIhⅢeBH3MOM…"27)

B 5ITIOHHH 60JIhIIZHHCTBO IIPaBETeJIhCTBeHHOrO Ka6HHeTa CIUIOESIJtOCI. R TOMy,

tITO6LI rlpH COaJtaBⅢHXCSI ZI EBPOIIe yCJIOBHSIX BO3AepXaTLCSI OT　3aItJIDtZeEESI

BOeZIEOrO　　ⅡaRTa,　HO B TO Xe BPeM:3I　¢opMaJIhHO yRpeⅡJI3ITL

aHTnROMEHTePIIOBCIくH益　6JIOI(. HMeEEO TaROe IくOMrlpOMHCCIIOe peIIIeHHe　6hIJIO

IIpH耳SITO I一paBHTeJIhCTBOM XEpaEyMhI　20　MaSI 1939　r., caI川qHOIIHPOBaI柑Oe

3aTeM HMHePaTOPOM, 28)

TeM He MeHee 4)aⅢHCTCRaSI rePMaIIESl ⅡpOJtOJIXaJIa IIaFteSIThCSI Ha CO叩aIIHe

BOeHHOrO Col)3a C　5IIIOHEeB. BhICTyIIaSI Ea COBeⅡIaHI柑　reEePaJIⅡTeTa　23　MaSI

1939 r., rIITJIep IIPII3ⅠIaBaJI: "Tpy刀.HLtM BOIIPOCOM兄BJISleTCJI ⅡPO6JIeMa SIIIOI柑H.

XoT兄　B HaCTO5日qee BPeM兄　OHa I10　paaJIHtIHLtM　ⅢpⅡtIEEaM EeOXOTIIO　耳JteT Ha

c6JIHXeHIIe C tlaME, 07tHaItO B ee CO6cTBeZIHZ'ⅠⅩ　ⅡHTepeCaX aa6JIarOBpeMeHHO

BhICTyIIHTh ⅡpOTHB PoccI相....eCJ柑　H B JtaJILHe丘ⅢeM二PoccH5I 6yAeT Jte丘cTZIOBaTL

ZIPOTHB EaC, OTIIOⅢeHII兄C 5IⅢoEHe丘MOryT CTaTL 60JIee TeCHLtMH''29)
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3aMmeEEe BOeEEOrO COIO3a Me耶y rePMaEEe丘Ⅱ 5IⅡoEEe最aaTPyJtEmOfL

TaIくXe IIa'3a pa3HOrO IIOJtXOJta pyROBOJtCTBa aTEX CTpaH 冗 BOIIpOCy 0 TOM,耳a ROrO

HaIIaCTもB ⅡepBy沿OtlePeAh. ShoI柑SI EaCTamaJIa IIa EeMeZtneIIHOM COBMeCT耳OM-

tlaⅢaJteEⅡE Ea CCCP II JIeTOM　1939　r. Ee XOTeJla aaRJIのIeEHSl Col)3a,

rlpeJtyCM:aTpHBaBⅢerO ZLO点Hy a I托PByX) OtlePeJIL ⅡpOTI柑AErJIEE, OpaEI叩耳, CIIIA.

OaⅢECTCIは3I rePMaEE3I, EeEaMeIIEO paCCMaTpⅡBaSl CozleTCICH丘Cox)3 RaIC CZ10erO

rJIaBHOrO Bpara, B TOT MOMeHT CIHTaJIa JtJI3I Ce6sl cTpaTerIIleCRE　60JIee

BEJrOJtEhIM EaEeCTH yJtap CHatZaJIa IIpOTEZl AErJIHH I OpaEqEE.

HatlaBⅢa5ICE BO丘Ha B EBPOⅡe Ⅱp5IMO IIJIH XOCZleEHO BTSlHyJIa B CBOX) Op6ETy

bee rOCyJtaPCTBa aTOrO ItOHT耳HeHTa, HMeBIIIHe ROJIOHHaJILHHe ZuaJteI柑5I B A3HPl

H　6acce丘He TEⅩOro oIteaHa. rlo3ⅡttflⅡ　AHrJ柑Ⅱ　Ⅱ　OpaEqHH B KOJIOI柑3lX

HeH36exHO OCJIa6JIH, tITO IIe MOrJIO He CIは3aTI'Cil Ha rIOBeJteEHⅡ IlpaBSlqEⅩ

Rpyrl0B SIIIOIIHE. 4　ceHT兄6pE 1939　r. 5IⅡ0IICIくOe IIPaBETeJILCTZIO　3aSlBHJIO 0

tleBMeⅢaTeJILCTBe B BO孟Ey zI EBPOⅡe, HO eⅡIe C 6oJIもⅢe点HaCTO丘tIEBOCTLD CTaJIO

pa3pa6amIBaTL　ⅡJIaHhl yCTaIIOBJIeHⅡSI CBOerO rOCrIOJtCTBa B A3オH fI Ea TⅡⅩoM

oReaIIe. SIrIOHHSI CⅡeⅢⅡJIa BOCrIOJIh30BaT王.C5I yCⅡeXaM耳　repMaHHⅡ　B EBPOⅢe,

ⅢpHBeJtⅢHMH 冗 CO3AaHItK) I-cHJ10BOrO BaRyyMa一一B K)ro･BocTOtlHO蕗A3ⅠIH.

06rhSIZIEB O　"EeBMeⅢaTeJILCTBe''　B eZIPOⅡe丘cRyK)　BO点Hy,　SlHOHCIくOe

pyKOBOJtCTBO, TeM He MeEee, I10CIIeHHO BO306ⅠIOBⅡJIO HeperOBOpもI C reP加IaEEe丑E

HTaJIHe丘0 3aIくJIX)tleHHⅡ TpO丘cTBeHIIOrO COIO3a, ⅡpePBaI柑He B aBryCTe 1939 r.

ⅡocJIe　3aIくJIX)tZeI川JI repMaHO･COBeTCXOrO JtOrOBOPa. IlepM:afIHJl　6hIJIa TaRXe

3aI柑TePeCOBaHa B BOeHHOM CO芯)3e C 5IⅢoflⅡeA, ⅡpecJl印.yJI rLeJ柑ECⅡOJIh30ZIaEE兄

ee zLOOpyXeHHHX CHJI AJISI HaCTyⅡJIeHⅡSl Ha a3mTCIくHe I103HqHH AHrJIHH I

◎paHI叩H, tITO6LI OmJIetIL C eBpOHe丘cIくOrO TeaTPa BOeHIILIX Jte丘cTBH丘BO3MO3RHO

6oJIhⅢyE) tlaCTh CHJI CBOHX IlPOTI柑HHROB. rIoArlHCaHIIe　27　7teXa6pJI 1940　r･

TpOiicTBeHIIOrO　ⅢaIくTa　兄BHJIOCh r10BOPOTHHM IIyIIKTOM a MeXJtyIIapOJtEhIX

oTIIOⅢeHH5IX TOTO IIePⅡOJIa B EzLPOrle　耳　A3Hm rIam CrlOCO6cTBOBaJI

KOHCOJI叩aI叩H arpeCCHBHuX CHJI H　6htJI HaIIpaBJIeII HaIく　rlpOTI柑　AHrJIⅡH,

OpaHIII柑H CnIA, Ta∝ H IIPOTl柑CCCP.

IToJIyt柑B CBeJleI柑5I 0 rOTOBSIqeMC5I rIJIaHe HaTIaJteEHSI 4)aⅢHCTCIくOrO pe点Xa

Ha CCCP, SIHOIICIくOe IlpaBⅡTeJIhCTZ10 110CJIe T町aTeJIhHOrO aHaJIE3a COOTIIOⅢeEIは

CHJI 冗 peCypCOB rePMaHI柑H CoBeTCKOrO Col)3a 3aIくJIK相打JIO, tlTO ee 3aⅡaJtHもⅠ丘

col)3Ⅰ柑K BPSIJt JIⅡ CMOXeT B ROpOTIくHe CPOIくH Il06eJtHTもCCCP. IloaTOMy BhtCⅢEe

BOeI柑0･ⅡOJIIITIItleCICEe RPyrH　5IHoHHE peⅢⅡnH He pⅡCROBaTh, a I107tOXJtaTh

pe3yJILTaTOB rlJIaI柑pyeMO丘　repMaHCIく0危　arpeccⅡH. HMⅢepaTOpCXaJI CTaBRa

roTOBEJIa JtBa BapHaHTa CTPaTerⅡtZeCROrO BeJteHIUI BO最HもⅠ: ceBepEhI丘Ⅱ K)3RHHB.

OtlepeJtHOCTh HX CTaBHJIaCL B aaBHCIIMOCTh OT Pe3yJIhTaTOB Ha eBPOIIe丘cxoM

TeaTPe BOeHHLIX Ae点cTBH丘　H MeXJtyIIapOJtHO点　06cTaIIOBRH. OceHLKl 1940　r.

SImot柑5I, rIOMHSI IIetlaJILHLI益oIIhIT XaJIXEH rOJIa, Ct柑TaJIa, tITO ee BO点CⅨa IIOJCa

eⅡIe He rOTOBhI R CpaXeHⅡ3IM C COBeTCI柑MH Z100pyXeEHLIM耳　CⅡJIaME. EⅡle ZL
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0-6pe 1939 r･叩eMheP兄EOECROrO HPaB-enhCTBa RoEOa nPE3EaBa皿C-OCtny

repMaII叩　OTTy, qTO JIZIOEHH nOTpe6yeTC3I eIZte　2　roJta, qTO6LI JtOCTErIIyTL

ypOZLESl TeXHHEE, BOOpyXeHIは　E MeXaHHaaIII相, ROTOphI丑　HOIは3aJIa COBeTCRaSI

apM別I B 60slX y peRE ⅩaJIXEH rOJr.

IlocJIe JIOJI柑Ⅹ押ⅡJIOMaT叩eCREX rIPOBOJIOtleR兄IIOECIくⅡ丘　ⅡocoJI a MocxBe

Toro (6h"ⅢH点EatlaJILlIm 6zopo eBpOⅡe丘cxo･aMePmaECRHX JteJI MHna) B ⅡDJIe

1940　r･ oT IIMem EIIOIICIくOrO HPaBHTeJILCTBa IIpeJtJIO3mm CoBeTCROMy Co∝)3y

HatlaTL　ⅡeperOBOpht O　3aIくJIK)tleI柑E naIくTa 0 He点TpaJI耳TeTe. ⅢeperoBOphI

HaCTOJILXO　3aT5IEyJIⅡCZ･, tITO B XOJte ItⅩ　ⅡpOH30ⅠⅡJIa CMeIIa SlⅢ0ⅠICIく耳X rtOCJIOB.

HoBLI丘　ⅡocoJI reHepaJI TaTamBa B OⅨTSl6pe 1940　r･ BLIJtBmyJI yXe JtpyrOe

ⅡpeJtJIOXeHHe: 3aRJIDlETh ⅡaI汀0 lIeHaIIaJteEⅡⅡ, aEaJIOrH1ELI丘ⅡaRTy 1939 r.,

I10JtIIECaI柑OMy CCCP H IlepMaHHeii.

ITeperoBOpLI MeXJty MocIくBO丘E TotCHO BO306ⅠIOBEJIHCL 24 MapTa 1941 r. It

aTOMy BPeMeHH IlepMaHIはBeJIa aRTHBHyX) Ⅱepe6pocIくy CBOHX BO丘cR R COBeTCRO丘

rpaH叩e･ TpeBOXHLTe CB印こeEmI, IIOCTymBⅢHe B COBeTCRHe HaPIくOMaT O6opoELI,

reHⅢTa6　　H HaPKOMaT EHOCTPaIIHZ,ⅠX AeJI,　CB耶eTeJILCTBOBaJIH 0

HeIlOCPeACTBeHHOH yrpO3e repMaIICRO丘arpeccI相, tITO He MOrJIO He OTPa3HTLC5I Ea

rleperOBOpHOM IIpOIIeCCe･ rJIaBa SH10HCtCO丘　FteJIera叩H E.MaIIyOIは　BHOBL

ⅡpeJtJIOXⅡJI Ⅱ071ⅡHCaTL COrJlaIIIeHHe 0 IIeHaIlaAe‡IHE I peⅢETh BOrlPOC 0 IIP0月こaXe

5IHoHHE CeBepIIOrO CaxaJIma･ CoBeTCROe PyIくOBOJtCTBO, I7peJtCTaBJTerlEOe Ha

IIeperOBOpaX H･CTaJlmhIM 潔 B･MoJTOTOZILtM, B TOT MOMeHT IIOJIaraJI0, 1TO FtOrOもOp

o IIe蕗TpaJIHTeTe C MeXJtyHapOJIE0･rlpaBOBO丘TOtIKE　3PeHHSl CBJIXeT月:ITOHm) B

oTH0HemH CCCP B CPaBHHTeJILH0　6oJILⅢe孟　cTeI一eHH, tleM JtOrOBOp 0

HeIIaIIaJteHHH H BhI30BeT OⅡPeJteJIeI柑LIe TpeI柑3I MeXAy CTPaⅡaMH "OCH PEM･

BepJIHE･ToRHO".

rlepBhI丘　Typ llePer10ZIOPOB He I-pHHeC PeayJIhTaTOB, H AJI5I HPO3ICHeHHSZ

o6cTaIIOBRH E　30耶aXa rePMaIICⅨOii no3叩m　27　MaPTa MaIIyORa BhleXaJI B

BepJIHH･ rAe COCTOSZJlaCh erO BCTpetla C rETJIePOMオPII66eHTpOI10M･ BepJIm

HaCTO3ITeJIhHO BTOJIROBhIBaJI SHIOHCIくOMy rOCTⅨ), tITO HaCTyⅡHJt　6JIarOI一pHJITHLTii

MOMeHT JtJI31 peJHeI柑SI MHPOBhIX TIpO6JIeM CHJ10BhIM rlyTeM A HHRaIt滋e AOr･OBOPhI

He MOryT I10MeⅢaTh aTOMy. "na, ･ 3aSIZIHJI IIHTJIeP, ･ repMaHIは　3aRJImtlEJIa

HeCROJIhRO JtOrOBOpOB C PoccHe丘, o脚aRO rOpa340 BaXHLIM SlBJISleTCSl TOT ¢aRT,

1TO rePMaH朋HMeeT B CBOeM paCⅡOP31XemH OT 160 7tO 200 JtEBⅡ32ii rlpoTHB

CCCP"･ Ba3KHOe aHatleH-Ie OH Hp耶aJI R3aⅡMOOTHOⅢeHmM MeXJty Co∝)aHHItaMK:

"- oco6eHHO 6JtarOⅡpIはTeH TOT 4)aIくT, 1TO MeXJty 3IrIOⅠ柑e丘H ee Col)3HmaMH He

CyⅡIeCTByeT HHEaRHX paCXO3RJteⅡⅡ丘　B HHTePeCaX. rePMaI柑SI　…　TaIく　Xe MaJIO

3aI柑TePeCOBaIIa B BocTOIHO点　A3m, Ra∝ H　5IIl0Ⅰ柑Sl B EBPOIIe. 9TO JIytIⅢa5I

OCIIOBa JtJISl COTPyFtHHtleCTBa Me3和y SIⅡOHCRO危　BocTOqHO丘　A3He最　Ⅱ　repMaIIOI

ETaJIh5IECRO丘EBpOI10ii■-30)
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BTOpSl 4)K)pepy, PII66eETPOⅢ ⅡpO3pat柑O HaMeRHyJI, tlTO B CJIyqae rePMaH0-
t

coBeTCICO丘　BO丘HLI Hey OCO60丘　HaJtO6EOCTH B SIrIOHCRO丑　ⅡoMOⅡIII, tITO .'SIⅡoI柑Sl

ⅡoMOXeT O6IqeMy p:eJIy JIytIⅢEM O6pa30M, eCJIH OHa He PaaPeⅢHT Ce6e co蕗でE C

ⅡyTII EaⅡaJteHHSl Ha CEEraIIyP", tITO IIJIOFtLI Ⅱ06eJthI Haft CoBeTCIくEM Coy)30M

repMaHESl CaMa paCⅡPeJteJIET CpeJtH CBOHX Co東)3HHICOB, ⅡOCROJIhXy CaMOe

TSZXeJtOe　6peMSI ZL　ⅡpeJtCTOEqe丘　BO丘He JISZ3KeT Ha ee　ⅡJIetI臥　HaⅡpazIJISlSl

SIⅡ0ⅠICRyX) arpeCCHX) Ha IOr, BepJIHE Ha BCSIRE益cJIytla丘rapaIITEPOBaJI Ce6Sl OT

BOaMO3REOCTH CrOBOpa　兄ⅢoEⅡH　Ⅱ　CIⅡA　芯　AHrJIHe丘　3a CtleT repMaHHH.

repMaIICIくOMy pyROBOACTBy 6LIJIO H3BeCTHO 0 EaJIHtIHH BJIHSITeJILHLIX SIⅡOHCIくHX

IIOJIETEtleCIくⅡⅩ JteSlTeJIeR, HaCTpOeHIIhIX TIpOaMePⅡXaHCRH･

OIIeHI柑CIくJIaJtLTBaX)qyE)CSl CHTyaIIHK), B ToREO BCe-TaIくH COtIJIH BO3MOXHHM

aaRJIK)1eEⅡe C CoBeTCIくHM Co∝)30M IIaRTa 0 He丘TpaJImeTe, He　6e3　0CIIOBaHHSI

ⅡoJIaraSI, ITO OH O6e3011aCET CeBePHhle rPaEHqLt 3IⅡOHCIく0丘EMIIepI柑rla BpeMSI

orlePaI叩丘Ha X)re. B cJIytlae Xe yCI一eXa repMaI柑H B BO丘Ee ⅡpoTⅡB CCCP, oH

no3BOJIHT SIIIOHHH B yA06HhI丘MOMeET HaIIeCTH BHe3aHHH五yJtap ⅡO COBeTCROMy

naJIもHeMy BocTORy. 7 arIPeJIE 1941 r. MaIIyOIはBO3BpaTIIJIC5I B MocRBy,オMeSI

ⅢoJIHOMOtI打Sl Ha 3aIくJIX)tleI柑e COBeTCIt0-月Ⅲ0ⅠICIくOrO FtOrOBOpa 0 Ee如paJ柑TeTe. Ha

BO306HOBⅥZlⅢⅡⅩCSl ⅢePerOBOpaX SIⅢOHCIはSI JteJIeraIIIは　BHOBL I107tESIJIa BOⅡpOC 0

IIpOJta3Ke CeBepEOrO CaxaJIHHa.　B oTBeT B.MoJIOTOB HaIIOMHHJI 0

IIeCnpaBeJtJIHBOCTII nOpTCMyTCIくOrO JtOrOBOpa, HaBSI3aⅡHOrO PoccEⅡ a 1905 r･ E

IIpeFtJlOXHn B EHTePeCaX JtO6pococeFtCTBa nepeCMOTpeTh EeIくOTOPLte erO CTaTI凋･

IlocJIe tlerO "caxaJIHHCRH丘BOnpOC■- Ha lleperOBOPaX 6oJIhⅢe He I107tEHMaJICS(, HO

MaIIyOIは　CTaJI HaCTaI柑aTh Ha Hp滋HSITHE CoBeTCRHM Com30M O65I3aTeJIbCTB

yzla)ⅨaTb TeppHTOPHaJILHyK) qeJIOCTEOCTh I He3aBHCHMOCTh Max"XOy ro°

CoBeTCIは5I CTOpOHa rIOTpe60BaJIa aHaJIOrmHhIX rapaHTE最JtJl5I MoIIIIOJIⅡ臥13

aIIPeJIE 194l r. JtOrOBOp 0 IIe点TpaJIⅡTeTe CpOIくOM Ha ITSITもJleT 6LIJZ Ⅱ07tHⅡCaH･

CoBeTCItH丘　CoIO3　ⅡpH3HaZlaJI TePpIITOPIはJthRyX) qeJIOCTHOCTL MaIIhlXOy rO, a

SIIIOHHSI ･ MoIIrOJIIIH.

IloAIIHCLIBa兄　ZtOrOBOp, 5ITIOHCIくHe IIPaBSIqHe XPyrII HCXOJtHJIH E3 1taJIeRO

叩yI叩X ruaIIOB. rIpeJtⅢOJIar.aJIOCL, 1TO I10CJIe HarlaJteHHSI IlepMaHI柑Ea CCCP

coBeTCIくOe PyIくOBOJtCTBO 6yJteT BLIEyXJteIIO Ilepe6pocIITL CBOII BOiicIはC JIaJtLHerO

BocTOIは　Ha　3aIIaJtⅡH孟　4)POHT, BCJIeACTBⅡe tlerO BCSl BocTOtIEaE C耳6ⅡpL I

IIpI…OpLe ORaXyTCSl JlerIく0丘　月06もItle丘　JtJI5I　5IⅢoⅠ柑H.　He cJIytla如0,

BO3BpaTI柑ⅢHCL B ToIは0　mOCJIe rIOJtIIHCaI柑SI B MocIくBe JtOrOBOpa, MaIIyOIは

coo6ⅡIIIJI repMaHCKOMy　ⅡOCJIy CJIeJtyIOIIIee: ''HI柑aIく0点　rIPeMLeP･MHHlICTP H皿H

MHHHCTP耳HOCTpaHIIHX JteJI He CyMeeT 3aCTaBHTh SIⅢoHⅡD OCTaThCSI He丘TpaJILH0危

B CJIytlae IくOE¢JIEKTa MeXJty PoccIIe点　H repMaHIIeii. B aTOM: CJIyTlae SIⅡozIm

BhIHyXJteHa　6yAeT B CIIJIy HeO6ⅩoJtHMOCTII HarlaCTL Ha Poccm) Ea CTOPOHe

repMaI柑E･ TyT Ee IIOMOXeT HERaIく0点TIaRT 0 IIe丘TpaJIHTeTe一一31)
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3aICJIXmeEHe mIくTa C叩eTeJIもCTBOZlaJIO 0 CepLe3ⅠIO丘JtEIIJIOMaT耶eCIく0丘

(

Eey月.atle rePMaEEH. AKTEZLEe丘ⅢE丘ytlaCTIIⅡE CO6hITII丘TeX JIeT ⅡpeMbep･MEHHCTP

5IⅡoⅠ柑E OyIくEMaPO ItoHO3　3aⅡHCaJI B CBOeM　叩eBEERe, tIT0 .-... MEEⅡCTP

EHOCTpaHELtX FteJI r-H PE66eETPOIl Ee CRPLIJI CBOerO IIeyAOBOJthCTBHSI, ROI.Jta

cxa3aJI IIOCJIy, tITO C TpyJtOMl ⅡOHHMaeT ECTHHHLIe HaMepeEmI r-Ea MaIIyOI相,

3aIくJlmlⅡ8ⅢerO JtOr10BOp C TO蕗　caMO点　cTpaⅡOii, c ROTOpO丑　repM:aHE5I　6yJteT

BOeBaTL A HeJtaJIeROM 6yJtyⅡleM..."32)

IloJtIIHCaHHe JtOrOBOpa Bu3BaJIO HeyJtOBOJIhCTBEe B兄I10ⅠICIくⅡⅩ BOOpy3ReEHHX

cⅡJlaX･ B tlaCTIIOCTII, ROMaEJtOBaI柑e ItBaETyHCIく0丑apMHE Ⅱe J10ⅡyCKaJIO JtaXe

A相ICJIH 0 TOM, tITO ⅡaKT 0 EeiiTpaJIHTeTe月こOJI)ⅨeH OCJIa6HTL ⅡOJtrOTOBKy 冗 BO丘He

IIpOTI柑　CCCP. BbICTyI一aSI　26　aIIPemI 194l r. Ha ･COBeⅡlaEEⅡ ItOMaHJtHpOB

coeAEEeEIIii, HalaJlhEHR　ⅢTa6a apMEⅡ　3aSIBEJI, tITO I10JtⅢECaEELt丘JtOrOBOP

sIBJI兄eTC5I TOJIhRO "JtEIIJIOMaTI王tleCIく0点MepO丘II, ⅡoaTOMy 'lHeJIL3R JtyMaTL 0 TOM,

可TO MhI MOXeM Ce丑tlaC Xe BCTyIIETL B JtPyXeCTBeIIHHe OTHOⅢeEHSl (c CoBeTCIくEM

Cox〉30M ･ B.H.), yt柑TLTBaSI I103叩EK), 3aI柑MaeMyE) B HaCTO兄Ⅱlee BpeMI1., two

ICBaHTyHCRaSI apMH5I H…　COBePⅢeEHO He MOXeT paaPeⅢETL OCJIa6JIeHHe CBOⅡⅩ

ⅡpHrOTOBJIeHⅡ丑R BOeHHhIM OrlepaIIIはM■l, a EaO6opoT, BOeHHHe IIpIIrOTOBJIeI柑5I

JtOJIXHLt ZIO3PaCTE. ItoMaHJtHpaM: COeJtEHeHE丘　6LI.flo I10pyleEO JtOBeCTII JtO

cBeJteI柑E JlEtIHOrO COCTaZLa FeO6Xo耶MOCTL yCHJIeI柑R 冗 paCⅢⅡPeI柑&　BOelrEO丘

IIOJtrOTOBⅨrl BO丑HLI C CoBeTCRHM Col)30朋: C IleJILX) "…　7tOCTEXeEⅡSl… IIO6eJttJ B

ⅡpeJtCTO3IqHX BOeEZIhIX OⅡepal叩5IX IIpOTm Hero.133). IloJtO6IIyIO IIOaE叩拍

3aEHMaJm MEOrHe B ZlpaBSlqflⅩ　RPyraX　5IIIOH耳m B　6eceJte C repM[aHCIくEM　Ⅱ

ETaJIMHCREM IIOCJIaMH aFtMHpaJI T.To的a pa3bSICIISIJI, tITO SIrIOIIO･COZIeTCRE丑IIaIくT

IlaTO JIHEh BpeM:eIIHaE JtOrl0BOPeHHOCTh, ･･･ CBOerO P0月a CJtepXⅡBaIOqee EatlaJIO

CoBeTCKOrO CoIO3a JtO TeX I10p, Ⅱ0ⅠはEe 6yJteT 3aIく0IItle耳a ⅡOJtrOTOZlKa..34)

HaIIaJteEHe repMaI柑E Ea CoBeTCKH丘　CoK)3　COaJtaJIO　6JIarOⅡPIはTIILte

BO3MOXHOCTH AJISl PeaJIEaaIII柑BOeHELtX rlJIaHOB 5hIOHHH. yXe 22 EX)H5I 194l r.

rJIaBa SlⅡ0ECIくOrO MHna MaIIyOIは3aBePIIJI I10CJIa repMaHEH 9.OTTa ZI TOM, tITO

I-oⅠI JIⅡtlHO rIO･ItpeXHeMy CtIHTaeT, tITO SIⅡol柑SI He MOXeT JtOJIrOe BPeM5I aaHIIMaTh

He蕗TpaJIhHyIO　Ⅱ03Ⅰ叩Hm B aTOM ROH卓JIEKTe…日. 25 ⅠIX)HSI OⅠI Xe IIa　3aⅡPOC

cozLeTCItOrO IIOCJIa B ToIくHO CMeTaHHHa 0 IIOaHIIEH 5II10EHⅡ B HallaBⅢe点C3I Z10点He

HeJtZIyCM[hICJIeHHO　ⅡOJttlepIはyJI, tITO "…eCJIⅡ　HaCTOSI町aSI BO益Ha I rlaKT 0

He蕗TpaJI-eTe 6yJtyT EaXOJ叩TLCSI B rlpOTⅡBOPetIEH C Tpo益cTBeHHLTA( rlaICTOM, TO

JIaRT 0 He丘TpaJIHTeTe IIe 6yJteT HMeTh CHJILI''35)

rⅡTJIepOBCROe pyIくOB叩CTBO C IIepBLIX AHeii BO丘HhI C CCCP BOrrpeIく打CBOeii

Ⅲ03Ⅰ叩ⅡH MaPTa 1941 r･ EoTpe6oBaJIO, tITO6LI SlTIOECItEe BOOPyXeElELIe CⅡJILt

o6pyⅢEJtH y月こap Ha CoBeTCIは丘Cox)3 C BOCTOXa. 5 Ⅱ拍JI3( 1941 r. PⅡ66eETpOⅡ B

TeJlerpaM･Me rePMaHCIくOMy IIOCJIy B ToREO HaCTO5ITeJILHO peIくOMe耶yeT:一一IIpⅡMHTe

zLCe AqepH JtJTSI TOTO, qTO6LI HaCTOJZTL Ha CIくOpe丘ⅢeM ZICTyⅡJIeHI柑ShoHHⅡ B BO丘Hy

ⅡpoTHB PoccEE. HaⅢa IIeJIh OCTaeTCSI　Ⅱpe3me丑: ⅡoxaTh PyRy　5hIOHIIE Ha
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TpaHCCH6HpCIく0丘xeJIe3ⅠIO丘AOpOre e°e Flo HaqaJIa aIIMH"36)･ tlepea EeCIくOJlLXO

(

JtHe丘oE BHOBh ⅡPeJtⅡpEEEMaeT Ⅱ0ⅡHTXy JtaBJIeⅡE5I Ha 3IⅡOECROe pyIくOZIOJtCTBO, Zl

ROTOpOM　ⅡpflCyTCTByDT BeCLMa RBCTBeEI王He aJIeMeETLI yrpO3hI. B ToItHO

EaIIpaBJI兄eTC3I　ⅡpaZLETeJILCTZleEEOe　ⅡpeJtCTaBJleⅡEe, rJte　Ⅱ07tlePKEBaeTCE, tITO

ecJIⅡ 5IⅡoⅠ柑SI AO 25 EmJISl Ele Ⅱp,EMeT PeEeEE見目yzlaXaTh yCJlOBE兄TpO丘cTBeEEOrO

ⅡaRTa II aIITHXOMEETepEOZICROrO COrJIaⅡIeⅡESI E He JteIIOECEpyeT pyCCIく0'

SIⅡOECRE丘IIaIくT It aTO丘JtaTe", TO repMaHE3I 6yJleT Ct相でaTL Ce65I CBO6oJtⅡ0丘E

ⅡocJIe I106eJtLI HaJt CCCP -tHa軸eT JIytIⅢEe CpeJtCTBa, qTO6Lt HCrlOJIL30BaTh CBOe

BnⅡJIHHe E CEJIhI …　B CO6cTZLeEⅡLtX EElTepeCaX I MaJIO TOTO, …　ⅡaMeEHT CBOIO

ITOJIETⅡRy B OTfIOⅢeI柑H RⅡTaJI 冗 CTaIIeT OIは3HzlaTL ⅢOMニ0ⅡIL ⅡpaBETeJILCTBy llaH

ICa丘ⅠⅡH''37)

OJtEaRO R aTOMy BPeMeI柑　B SH10HCICEX pyROBOAJIqEX RpyraX RMeJ柑Ch

cyqecTBeIIHLIe paaElOrJIaCE∬　KaIく　B BOⅢpOCe BhI60pa rJIaBHOrO HarlpaBJIeH甘R

aRCⅡaIICI相, TaIくH B OIIPeJteJIeEEH BPeMeI柑EaⅡaJteHHSl Ha CCCP. He cJIyqa丘Ⅱo

ⅡocoJI OTT 汰 BOeHHLI丑　aTTaHe ItpetIMep TeJIerpa4〉EPOBaJIH PE66eHTpOⅡy 0

ⅢHpOI柑X MO6IIJIH3aI叩OHHhIX MePOIIPE5ITH5IX SIIIOHH滋　y JlaJIhHeBOCTOtIHhIX

rpaII叩, HO B TO Xe ZLPeMSI 6e3　aETy3Ea3Ma COO6qaJ相, tITO ''BpeMSl HatlaJIa

HaCTyⅡJIeEH5I eⅡIe Ee　5ICIIOM. IlpeJICTaBETeJIh reHⅢTa6a reェepaJI ORaMOTO, ･

JtOIくJIaJthIBaJIH repMaⅡCRIIe　ⅡPeJtCTaBETeJIH, ･ l'MEOrOKpaTHO yⅡOMHEaJ1 -, tiro

5IIIOEHSI BLICTyIIET JIⅡⅢL TOrJta, … KOrJta IIeMeI叩He tlaCTII AOCTIIrHyT BoJI柑-'.

38)

5IⅡoEEK) 6oJILⅢe I柑TepeCOBaJIE CTaBⅢⅡe ''6ecxo3HLIME''KOJIOHHH a 6acce点He

TEXoro oReaEa H TeppHTOPHE ItHTaSI. 30 IIX)ⅡSI 1941 r. JtJI3I BHpa60TRH

pexoMeHJtaIIItii R HpeJtCTOSIIIIeMy COBeqaEm) y I…IIepaTOpa CO6paJICSI BHCⅢⅡ益

BOeIIHhI丘　coBeT, a COCTaB ROTOPOrO BXOJtEJI∬　BOeEELt丑　E Z10eHHOーMOpCIく0丘

MHmCTphI, HatlaJIhEHm reHepaJILEOrO H rJIaBEOrO M.OpCIくOrO HTa6oB･ CoBeT

peKOMeIIFtOBaJI: "5IⅢoHIは　6yAeT Itp即tep3RHBaTLCSl CBOerO nJIaIIa yCTaIIOBJIeI柑Sl

rocrIOACTBa B BocTOIHO丘H K)ro･BocTOtIHOii A3Ⅰ柑H IlPOAOJI3KaTh HaCTyIIJIeHⅡe Ha

拍r,　OJtHOBPeMeHHO　6yJtytlE rOTOBa BOCIIOJIt'30BaThCSI　6JIarOIlpIはTEO丘

BO3MOXEOCThX), ROTOpa3I rlpeACTaBHTC3I BO BPeMSI rePMaEO-COBeTCItOii zIO魚HhI,

tITO6LI HaIIaCTh Ha CCCP"39). 9Ty peROMeHAaIIIIE) yTZIePJtⅡJIO 2 IIDJISZ CeRpeTHOe

滋MrlepaTOPCIくOe COBeⅡlaHHe, CO3hIBaBⅢeeCSI B tlpe3Bhltla丘ELIX CJIyqaSlⅩ JtJIJI

peⅢeIIⅡ5I BOⅡpOCOZl rOCyAapCTBeHHO丘　HoJIHTIIm･ B ero I10CTaEOBJIemH

roBOpHJIOCb, tITO SII10EM 6y月eT OCTaBaThC5I He丘TpaJZhEO益B repMaEO~COBeTCROii

BO丘Ee,一一… Ta丘HO rOTOMCb R HaIIaJteHIID Ea CoBeTCRE丘CoK)3, ROTOPOe pこOJIXHO

6LITL COBePmeHO TOrJta, ROrJta CTaHeT SICIIO, tlTO OH …･･･ EaCTOJIhRO OCJIa6JIeII

BO点HOB, qTO IIe CMOXeT ORa3aTb a4)4)eRTEZLEOrO COIIpOTHBJIeI柑Sl'-40). BhICⅢEX

slHoEcIくⅡX pyROBO叩TeJIe丘IIHCROJILRO He CMyqaJI TOT　申aRT, tZTO JIOrOBOp 0

Ee最TpaJIHTeTe IIeJtByCMもICJIeHHO O65laLIBaJI HX CO6JIX)AaTb CTpOrH丘He丘TPaJIETeT,

B TOM IHCJIe lH CJtytlae HaIIaJteEHST Ha CCCP rmJIepOBCIく0危repMaHHH.
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Ha coBeⅡlaHEE　6LIJIa yTZLepXJteEa .'rlporpaM.Ma　ⅡaI叩OHaJILHO丘IIOJIHTIはⅡ

(

HMrlePEE_　ZI COOTBeTCTBHE C HaMeEeEEeM O6cTaHOBRE■■,　04)叩EaJILEO

IIOFtTBepJtHBⅢaSl RypC兄ⅡoE滋H Ha yCTaIIOZLJIeⅡEe rOCⅡOJtCTBa B 6acce丘Ee TIIXOrl0

0ⅠくeaHa A BocTOtIHO丘　A3EE CEJIO益　opy3KE兄41). HaⅡaJteHEe Ha CCCP　6LIJIO

IIOCTaZueEO B aaBECEMOCTh OT COJ6zdTE丘Ⅱa coBeTCIく0-repMaHCItOM 4)poETe. -'ⅩoTSI

HaⅢe OTE0ⅢeIIHe It COBeTCIく0･rePMaHCRO丘BO丘Ee, ･ rOBOpEJIOCh B ⅡpOrPaMMe, ●

oHpeJteJIReTC兄JtyXOM.locII PIIM･BepJIHE･ToItE0日, OJtHaIくO MLI EeItOTOPOe BPeMSl He

6yJleM ZIMeⅢEBaTI'CSI R Hee, EO　ⅡpEMeM Ilo CO6cTZleHHO丘　EHEqEaTI柑e M･ePLI R

Ta丘HOMy BOOpyXeI柑蛤JtJI5I BO丘HhI ⅢpOTm CoBeTCROrO Co東)3a‥..EcJIH r.ep淑aIIO･

coBeTCRa兄　BO点Ha　6yJteT paaBHBaTもCSI a HaIIpaZLJIeHHE, 6JIarOⅡpHSlTIIOM JtJI兄

EMⅡePI相, 0ⅠIa, ⅡpE6erHyB R BOOpyXeEEOii cHJIe,一paapeⅢⅡT CeBepIIyX)

IIpO6JIeMy'142)

HeROTOPLIe BJIESlTeJILHLte ⅢOJIETHⅨH SIⅡoHEH EaCTaEBaJIH Ha Hen(eAJIeHXOM

o6bSlBJIeI柑E Z10丘HLI CCCP. C TaIくHMH　ⅡpeJIJIOXeHHSIMH BLtCTyI柑JIH MHHHCTpLI

EHOCTpaHHhIX　月eJI MaIIyOKa, BHyTpeEHHX JteJI XHpaHyMa, tIJIeII Bt'ICⅢer･0

30eIIEOrO COBeTa IIpHHII Acaxa I Jtp. 0月こHaRO　6oJIhⅢHHCTBO JteSITeJIe丘

中HHaECOBO･IIpOMhIⅢJIeEHO丘　BepXyⅢRⅡ IIpaB社でeJILCTBeHHhIX I BOeHHhIX XpyrOB

5IBHO CIくnOIIJIJI耳Ch X ''X)XEOMy ZlaPHaETy'', SICIIO　ⅡOHHMaSI, tZTO aTO rlPI柑eJteT 冗

BO蕗He C CoeAEEeHIILIM滋ⅢTaTaMH. STY Ⅱ03EqEX) OTCTaEBaJI ⅢPeMhep･MⅡHECTp

IIPHEq 0.ItoHoa, XpaHHTeJIL netlaTII MapRH3 I(.RHAO, HMeBⅢ且e　6oJIもⅢOe

BJIHSlHHe Ha I…ⅡepaTOPa. TpeI柑5I mO IIOBOJty II36paHESI BapEaHTa aⅠくCrlaIICI柑-

ceBepIlOrO HJIH K)XHOrO I IIpHBeJIE 冗 naAeEEX) 16 HK)JISl 1941 r. Ra6meTa ltoIIOa･

B ero HOBOM m6nHeTe, C¢opMHpOBaHHOM　26　HDJI兄, MeCTO MaIIyOIくH　3aESlJZ

reHePaJI Ta丘Jt3HpO To的a, cTOPOI柑ER ''K)XZlOrO BapEaIITa….

B　5IrIOHEⅡ　BHIIMaTeJIhHO OTCJIeXHBaJtH CO6HTH31 Ha COBeTCRO･repMaECROM

申poIITe, I70CTO5IHHO yTOtIHSl3I BOeIIHO･ⅢOJIHTIItleCIくyIO JIHHIIK) B OTE0ⅢeHEE

CoBeTCROrO Cox)aa. CoⅡpoTEBJIeHIIe, ROTOpOe OIは3hIBaJIa rePMaHCXHM BO益cRaM

ICpacIIa5I apMH5I, COPBaJIO I一epBOIIa-IaJIhHhle IIJIarlhI HeMeI叩OrO IくOMaHFtOBaHHSI 冗

BLt3ZlaJtO Pa3011aPOBaHESZ a SIⅡOHCIt滋Ⅹ　ⅡpaBSI町EX RPyraX. yXe Iく　KOEIty I相)JISI

1941 r. yBepeHHOCTh a 6HCTpOii no6eJte repMaLEH滋HaJt CCCP 6HJIa 3ⅠIatlHTeJIhHO

IIOIくOJle6JIeHa. He cJIyTla如o a CeRpeTHOM ''nHeZIHⅡRe BO点ELt'l SIrl0ⅡCIくOrO

reHⅢTa6a　22 EmJIJHIOSlBJISIeTCSI CJIeJtyE)qaSI 3aIIECh: l'IlpoⅢeJI OJ叩H MeCSIIt ⅡOCJIe

HatlaJta COBeTCIく0･repMaECKOii BO点IIhI. 0Ⅱepal叩E rePMaIICROii apMEH IlpOTeRaJIH

a 6JIarOIIpIはTHHX yCJIOBESlX, EO CIIna A IⅦ6KOCTL COBeTCRO点　BJIaCTH, BOnpeRH

oxEJtaHIHO, ORa3aJIHCh 6oJILⅢEME. CoBeTCRaSI JtaJIhEeZ10CTOtはaSI apME5I He 6hIJIa

HePe6poⅢeEa Ha　3aIIaJl. rIoxoxe, tlTO BO3MOXEOCTL　3aBepⅢeEESl EeMIIaMH

oⅡepaI川魚H BO丘EH B PaHee 3arlJIaHEpOBaHEble CpOR且yMeIIhHHJIaCbH43)

03a601eIIHOe aaMeJtJIeHHeM IIpOJtZIHXeEESl HeMel叩EX ZIO益cR, ⅡpOBaJIOB

IIJIaHa 6LICTPOr0 3aXBaTa MocmLI 汰 JIeI柑ErpaJta, 5IⅡ0HCIくOe pyItOBOJtCTBO qePe3

ⅢocJIa B BepJIHHe OcⅡMa O6paTHJIOCL 3a pa3別ICIIeHIIeM CJIO3RHBⅢe丘cSI CETyaIII柑
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R PH66eIITPOⅡy. flo ero　ⅡopytleI柑m HatZaJILHER　ⅢTa6a BepXOBHOrO rJIaBEOrO
(

ROMaIIJtOBaI柑Sl　中eJILJtMapⅢaJI Ke丘TeJIL　06も3ICHHJI　ⅡOCJIy, tITO　3aMeJtJIeEEe

TeMⅡOB BLI3BaHO　6oJILⅢ0丘　pacTJIEyTOCTLK) ROMMyEHRaI叩最, oTCTaBaHEeM

TもIJIOBHX laCTe丘, tITO　ⅡpO刀.BHXefIⅡe B CIIJIy aTIIX O6cTOSITeJILCTB　3aMeJtJlSleTCSI

rlpⅡMepEO Ha TpII EeZteJIE. OnlHaIく0 0IITI…甘CTEtIeCREe　3aBepeI柑Sl BepJtEEa Ee

pacce5IJIrl COMHeEH丘　ToREO. B TeJIer.PaMMe PE66eHTpOⅡy　4　ceHTSI6pSI 1941 r.

nocoJI OTT COO6ⅡIaJI, tITO ''BBⅡJty COIIpOTI柑JIeHm, ORa3HBaeMOrO pyCCIく0孟apMEe丘

…, 5InOIICRH丘　reHepaJIt.HhI丘　ⅢTa6, I10･B耶EMOMy, He B叩ET, tZTO (repMaHE3I)

CMOXeT FtOCTIIrHyTb PeⅢHTeJILHLIX yCIleXOB JtO IIaCTyⅡJIeIIE5I　　3HMLI･

...HMrlePaTOpCRaSI CTaBRa IIP甘ⅢJIa B rlOCJIeJtHHe AHH 冗 peⅢeHHD ･ OTJIOXⅡTh Ⅱa

BpeM5I Jte点cmmI IIpOTEB CCCP". IC TOMy Xe Ha I103HIltlX) 5IⅡoEEH, ･ OTMetlaJl

repMaIICItH丘IIOCOJt, ･ BCe eⅡle BJIHStX)T BOCⅡOMEHaHlは0 ⅢOpaXeI柑H Ha XaJlXEH

roJte,一一KOTOPHe 40 CIIX rrOp XmH B Ⅱa加【SlTH ltBaETyHCIt0丘apMEH'.44)

BoIIpeRE 3aBePeEHJIM ICe点TeJI5(, rIOJIOXeI柑e Ha COBeTCRO･repAqaHCROM 4)poⅡTe

paJtHRaJIhHO He MeH5IJIOCL, tiro He MOrJIO He CIは3aThC3I Ea JIEEEⅡ　rlOBeJteIIHSI

SITIOHCIくOrO reHⅢTa6a. 4　0ⅠくTSI6p3I 1941 r. 9.OTT O3a60tleHtIO JtOⅨJIaJlhIBaJI

BepJIHHy: ''BoeEHLIX Jte丘cTBE丘ⅢpoTI柑BCe eZIle CEJIhHO丘B 6oeBOM OTE0HeI柑オ

月aJIもEeBOCTOtIHO丘apMI柑PaⅡhⅢe 6yJtyqe点BeCHLI OXHJtaTh EeJIh39. …yⅡOPCTBO,

ROTOpOe ⅡORa3aJI CCCP B 6opb6e c repMaHIIe丘, aaCTaZLJI3IeT IIPeJtⅡOJIaraTI', tZTO

RI10ECROe IIallaAeI柑e, eCJIH erO HatlaTh B aBryCTe HJIH CeHTSI6pe, He OTRPLIJ10 6H

a 3TOM rOJty AOpOry tlepe3 CII6HPL-'45)

5 HX)JI∬ 194l r. BOeI王HhI孟MHHHCTp reHePaJI ToJ13IIO ymepJtHJI ⅡJIaH BO点EH

TIpOTEB CCCP, ⅢoJIytIEBⅢH丘　KOFtOBOe HaaBaEHe "RaH ToIくy･9E一㌧　Ero aaMhICeJI

cocTOJIJI B TOM, tITO6LI BHe3aIIHHM HaIIaAeHHeM BOeHIIO･Z10aJtyHELIX CⅡJI

yIIHtZTOXHTI, COBeTCRHe aBHa6aaLI rla naJIhHeM BocTOIくe, HaEeCTII rJIaBHhI益yJtaP

I10　rlpEMOphX), BOiiTH B ThIJI BJIa叩BOCTOIty 汰 BO B3aHMOJte丘cTBHⅡ　C BOeHE0･

MOPCRHM 4)JIOTOM 3aXBaTⅡTL erO. naJIee IIPeJIyCM:aTpHBaJICjI 3aXBaT Xa6apoBCIは,

BJIarOBeⅡIeHCXa　耳　JtpyrHX Pa蕗oHOB　月aJILHerO BocTORa. CIIellHaJIhHhle

rpyⅡⅡHpOBRⅡ　aPMEH E　¢JIOTa B aTO Xe BpeMSl AOJIXHLI　6LIJIH　3aXBaTmL

CeBepIILI蕗　CaxaJIHII E KaMtlaTIくy46)･... .lPyccRO･兄Ⅲ0ⅠICIはSI BO丘Ha, ･ coo6ⅡIaJI

SIItOIICIくOMy I70CJIy a BaⅢHHrTOHe MHHHCTP HEOCTpaIIHhIX JteJI aJtMⅡpaJI To的a, ･

ItPeJtOCTaBEJIa OTJIHIHyEI BO3MOXHOCTh paapeⅢHTL CeBepEhI点　BOIIpOC II MLt

Jte丑cTBHTeJILHO IIPOJtOJIXaeM I701trOTOBRy ⅡCI10JIh30BaTL aTy BO3MOXEOCThH47)

Ho oTCJIeXHBa3I XOJt BOeEHLIX Jte点cTBH丘　Ha COBeTCRO･r.epMaECIくOM:中poIITe,

SIⅡOHCROe ROMaEJtOBaHEe BHOBL TIPIIⅢJIO Iく3aXJI)DleHHE), tiro BOiiEa IIa 3aHaJte

TIpE06peTaeT 3aTJIXHO丘XapaRTep, a O6cTaEOBRa IIa 一ore BocTOtIHOii A3EE Rpa丘Ee

6JIarOⅡpIはTIIa, I103TOMy 9 aBryCTa 6LIJIO ⅡpI柑5ITO peⅢeI柑e Ha ⅡepEOJt 1941 r.

oTRa3aTLCE OT TIJIaHOB PeⅢeHHSl "ceBePE0丘IIPO6JIeMhI… I, B RatleCTBe rJIaBHOrO

HaIIpaBJIeIIm, BaSlTh KyPC Ha l■mxIIhlii BapHaHT'148). Pa3MlCm5I TaIく0丘IIOBOpOT

SlⅡ0ⅠICIく0益　aRCⅡaHCI相, MHn　5IIIOHⅡⅡ　CJIeJtyIOqHM O6pa30M FⅡCTPymHpOBaJ1
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cBOerO IIOCJla B BepJIme R erO rIPeJtCTO-e丘　BCTpele C rETJIePOy H

PⅡ66eHTpOⅡOM: -lCRaXETe, 1TO, HPOBO卯B EaCTOSIqee BPeM5日IPOJtBHXeEHe Ea

氾r･ MLI He HaMepeBaeMCg OCJIa6JZ5ITh HaⅢe JtaBJIeHⅡe Ha CoBeTCRH蕗Cox)3 …,

oJtⅡaIくO MLZ IIPeJtrLOqJIⅡ 6LI BOaJteP3KaTZ･CR OT IはRHX･JIE60 IIPSIMHX Jte丘cTBH丘Ha

ceBePeM49)

R cepe叩Ee 1941 r･ zIOeHH0･HOJIHTEtleCl{HM pyⅨOBOJtCTBOM 5IIIOⅡEE　6Lua

Bhlpa6oTaEa O6qa兄CTpaTerHIeCXa5I JlEHHSl B 6yAyEIe丘BO丘He･ BM yTBeP)和en

BaPHaHT, IIpeJtyCMaTpI柑aBⅢE丘EaIIeCeEHe MOElHOrO yJtaPa ⅡO BOeI柑0･MOpCIく0丑

6aae C皿IA rIepJI･Ⅹap6op (IlaBa点cRHe OCTPOBa) H CTPeMHTe.nhHOe HaCTyIIJIeHHe Ha

如皿ⅡmHHCROM H MaJIa点cROM HarlPaBJIeHmlX..　CeBepHbI丘　BaPHaHT rIO･

Ⅱpex耳eMy OCTaBaJICSI B Cm汀e耳rpyⅢIIEpOBKa BO丘cIくB MamtIXypkFⅡ ⅡpO月OJIXaJIa

yBeJIHtZHBaTLC5I･ rlpHtleM MO6EJTH3a叩OHHHe MePOIIPmTHSI paCCMaTPmaJIⅡCh

xaR CⅡJIOBO丘mxHM Ha CoBeTC川魚Cox)3 B rlOJ.hay CTPaH "ocⅡ･l I Ra∝ IIP5maSI

IIOJtrOTOBⅨa Iく　HaⅡaAeHIIK) Ea COBeTCIくE丘　naJthEH丘　BocTOX. B　6eceJte C

repMaHCRHM HOCJIOM　9･OTTOM 1 aBryCTa 1941 r･ 3aMeCTETeJIh MHEⅡCTpa

mOCTpaHmbIX JteJI 5IrIOrmH reHePaJI H･ 5IMaMOTO, B tlaCTHOCTH, yIは3aJI, 1TO

HMeHE0 --ⅡOJt 3THM yrJIOM 3perl- HaJtO paCCMaTpEBaTh MO6HJIH3a叩K), ROTOPaSl

ⅢpOIIaBOJtHTC兄　C HaMepeH耳eM yHIttITOXHTh pyCCI柑e BOOpyXeIIEhle CHJILt Ea

月aJIhHeM BocTOlCe"･ I-CoBeTCROe IIPaBHTeJILCTBO, ･ aaMeTHJI　5IMaMOTO,

od)H叩aJILEO yMaJIlEZIaeT 06 3TOM, OJtHaRO, flo JtOCTOBepEhIM CBeJteElmM, C刀e叩T

3a MO6IIJIHaaI叩e益c BO3PaCTaIOEIe丘TPeBOrOii...''50)

27　ceHTSl6pn 1941 r. rIOJt JtaBJIeHHeM COEI3rlHKOB Ilo 'locII.-　B ToRHO　6hIJT

Ho･叩HCaH 5II10HO-repMaHO-HTaJILSIHCm丘BOeIIHbIii JtOrOBOP I ‖IIaKT TPeX AepXaBl'.

29　7teKa6pSI aTOrO Xe rOJta Me耶y JtepXaBaMH　一･ocH･･ 6hIJIO aaIくJIKmeIIO

corJIaⅢeHIle 0 CO3AaIIHE　一一06EIEX BOemもⅠⅩ　E aROHOM耶eCIくHX ROMHCCHA, a

ROTOphZe BOⅢJI耳MEEHCTphI HHOCTpaIIHHX JleJI H I10CJIH CTPaII･IlOJtrIHCaHTOZL

OJtHaⅨO yrIOpHhle E 3aTSI3RHLIe 60Ⅱ　Ha COBeTCKO･repMaHCROM 4'poHTe He

JtaBaJIE EaJteXA Ha CIくOPyK) Ⅲ06e月y BepMaXTa, a, CJIeJtOZLaTeJIhHO, OTTSIrHBaJ柑

CPORH HaCTynJIeHHSI gHOHCI柑Ⅹ Z10丘cR Ha COBeTCI柑丘naJILHE丘BocTOIt. HecMOTpSI

Ha HaCTOiitIHBhte TPe6oBaI柑5Z repMaI柑H, 5ITIOHCROe ROMa叩OBame IIpHH5IJIO

petIIeI柑e BOaJtep3RaThCJI OT IIeMeJtJIeHHOrO HarlaJteI柑SI. TeM He M:eIIee,

COCPeJtOTOtleHIIe Ha JtaJILHeBOCTOtIHO蕗rpaHI叩e rOTOBO丘R HarlaAeHHX) rIOJIHOCTLZO

oTMO6IIJIH30BaHHOii ItBaETyECRO丘apMHH BLIHy耶aJIO COBeTCKOe ROMaHJtOBaHHe

JtepXaTh Ha naJILHeM BocTORe Flo 40 AHBE3H丘, two, ROHetIHO Xe, 06JIertZaJIO

ⅡoJIOXeHHe BepMaXTa IIa COBeTCRO~repMaHCROM　申poIITe. He cJIytZa丘HO

PH66eHTpOr- TeJIerpaMMe B ToREO 15 MaJI 1942 r･ oTMeT-, qTO HaJIHtZⅡe y

JtaJIhHeBOCTOtIHLIX rparlHq RPyrIHhIX ROHTHHreHTOB BOOpyXeH耳LIX CHJI　5IIIOHHH

一一･･･06JIerlaeT IIaE TpyJt' ⅡOCROJILKy PoccHSI　- JtOJIXHa　月ePXaTL BOiicxa B

BocTOtIHO丘CH6HpH a OX耶aEHE PyCCH0･兄ⅡOrlCROrO ROH如ⅡRTa一一51)
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ToJILRO　Ⅱ06eJta ItpacHo丘　apM:EE　Ⅱ07t RypcIくOM, 3EaMeIIOBaBⅢaSI ROpeⅡHO丑
(

IIepeJIOM _B COBeTCRO･rePMaECRO丘BO丘He B ⅡOJtLay CoBeTCROrO Cot)3a, 3aCTaZLHJIa

SIⅢ0ECIくH丘　reIIⅢTa6　oTIは3aTLCSI OT月aJlhHe丑Ⅲe丘　paapa6oTI柑　ⅡJIaHOB I CpOICOB

HaI相月eEESl Ha COBeTCRⅡ免　naJIhHE丘　BocTOR. Ho z10eEHLI丘　E aROHOMⅡtleCIくE丘

EIIE0lIa3K B HOJIh3y rePMaIIg抜　He rlpeⅨPaⅡlaJICSI. HatlaJIhHⅡR pyCCXOrO

oTJteJIeIIⅡE reIIⅢTa6a reIIepaJrMa点op ToIくOMaIIy MaIIypa CⅡCTeMaTIItZeCXE

IlePeJtaBaJI Z1 16le (repMaECItOe) oTJteJIeEEe JtJI5I repMaECROrO BOeIIHOrO aTTaⅢe

Tl0JIROBEEXa ItpetIMePa CBeAeHHSI 0 CIIJIaX RpacHO丘　apMEH, JtECJIOIは叩滋　ee

tlaCTe丑Ha naJIE,Hex BocTORe. B HatlaJIe 1942 r. ⅡM 6hIJIa IIepeJtaEa I相中opMaI叩SI

o IIepe6pocRe COBeTCXEX BO丑cR H3･Ⅱ07t Xa6apoBCRa Ha COBeTCIく0~repMaECRH丘

'OpoIIT, 06　aBHatlaCTSIX 汰 MeXaI柑aEpOBaHHLIX CHJIaX, HaXOJtHZlⅢHXC5I X TOMy

BPeML占EE Ea naJIhEeM BocTORe. tlepea　ⅡOMOⅡ叩ⅡRa BOemOrO aTTaⅢe

noJtTIOJIKOBHⅡRa　4IOH IleTepCJtOpd)a B BepJ川H HZJIH CO6paI柑He SlⅡ0ⅠICRⅡMH

耶ⅡJIOMaTaMⅡ, pa6oTaBⅢEMⅡ B CCCP pa3BeJIRaEIIhle, ROTOphle HCI10JIL30ZLaJ柑Ch

repM:aHCIくHM ROMaEJIOBaHHeM rlpH IIJIaEHpOBaI柑H 80eI柑LIX OIIepaI叩ii･

TaKHM O6pa30M, B Jte点cTBESIX repMaHEⅡ 班 5IrIOI柑Ⅱ B 30･e roJtLI E B nepBhI丘

IlepIIOA BTOpO丘MEPOBOii BO点HhI 6huO MHOrO O6ⅡlerO, two BeJIO EX K C6JImReI柑X)

H B IIOCJIeJIyEHqeM R 3aRJIDtleHIIX) BOeHHO･TIOJ柑TmeCItOrO COIO3a. KaIくB EzlPOrle,

TaIくH a A3HE rJIaBIIO免IleJILD aTEX rOCyJtapCTB 6bIJIa BOeEHaSI aRCIIaECIISI paJtH

ycTaIIOBJIeHIは.lEoBOrO M且pOBOrO IIOp叩Ka'-, CO37taHH5I　一一BeJZHRO丘　A3HH■l rIOJt

ROHTpOJIeM 5IⅡoⅠ柑H.

HMeJTOCL 冗 OIlpeJteJIeEIIOe CXOJtCTBO B ⅡOJtrOTOBRe repMaI柑E H兄HoHHE R

peHeHEめrJIaBHO丘3aJtatIH ･ yHIItmO3ⅨeIIHK) CIIJl0丘opyxfl5I CoBeTCIくOrO CoIO3a IはR

rJIaBHOrO I一pemITCTBHSI Ha　ⅡyTH　3aBOeBaHm MHpOBOrO rOCrIOJtCTBa･ ItaIく　B

repMaHI相, Tax I B兄ⅢoHI柑ⅡpaBJIqEe IくpyrH Ct柑TaJ相, tITO ⅡepeA HaⅡaJteHHeM

Ha CCCP IIeO6XoJtEMO MaRCHMaJIhHO yCIIJIHTh aKOHOMⅡqeCXH丘　E BOeHHbI丘

ⅢOTeHIIHaJI　3a CtleT　3aBOeBaHH5I　6JIⅡ3JIeXaⅡlH冗 rOCyJtapCTB, 06もeJtHHeI柑3I PlX

cHJIO丘opy)ⅨⅡ5I.

B TO Xe BpeM5I aRCⅡaHCIIOI柑CTCRaSI　ⅡOJ柑TERa　5IHoⅠⅠHH HOCHJIa

cⅡeI叩申HtleCRHe tlepThI. 5IIIOEFCIくHe llpaBSIqHe RPyrH ⅡpH PeⅢeI柑H BaXHe丘ⅢEX

HoJIHTIItleCRHX 冗 CTpaTerHtleCI柑Ⅹ 3aJtatI He 6bIJIH CIくJIOEHht 6e3pOEOTIIO CJIeJtOJlaTh

B　¢apBaTepe "TpeTherO peiixa.I. 5IIIOHCROe BOeHtIO･rlOJIHTHtleCItOe pyItOBOJtCTBO

HCXOJtHJIO npe3和e ZICerO H3　CO6cTBeHHhIX aECⅡaHCIIOHIICTCRHX HETepeCOB,

cTpeMICL B MaRCHMaJIhE0益cTeⅡeI柑ECrIOJIh30BaTt･ pe3yJIhTaTH arpeCCIIE CBOIIX

coIO3HEROB Ilo "OCH-'JtJI3I yIくpeIIJIeHRSI I PaCIIIHpeIIHSI CBOHX Ⅱ03H叩丘B A3Ⅰ柑E Ha

THXOM OIくeaIIe.
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モンゴル人民政府の地方行政制度改革と旧ザサグ旗社会

′岡　　洋　樹

問題の所在

1921年7月に成立したモンゴル人民政府は､第一回国家大フラルの招集に向けて一連の

行政凝治制度改革を実施した｡この改革が､晴代に形成されたモンゴルの社会構造解体の

画期となったことに疑問の余地はない｡この改革の結果､王公タイジから剥奪された統治

権力は人民(アルド)によって組織される住民会議に移された｡この改革について1955午

刊の『モンゴル人民共和国史』は､行政統治制度の改革も含めて｢1921-1924年に人民政

府が獲得した成果は､共和国を建設する条件を作り出した｣ものと評価し(1)､ 1985年刊

の『モンゴル人民革命党簡史』は､ ｢封建階級の政治支配に対する突撃を深化させ､封建王

公の無限の特権を廃止した｣ものであると述べている(2)｡またM.サンジドルジは､行政

制度改革を､ ｢旧封建時代と比べると質に関わる重大な改革となったことを明記すべきであ

る｣とし(3)､ M.リンチンも｢封建階級の政治権力･封建国家･行政制度に対して､人氏

政府がその経済的需要と利害を擁護し､社会の生産関係に対する法的サービス､封建権力

の規範を廃棄し､社会の基本的生産手段の-つである土地(牧地)の生産及び行政単位の

形での私的所有を終結させ､全人民の所有としたことにより､封建的生産関係-農奴制の

客観的存立条件を消滅させたのである｣ (4)との評価を与えている｡ 1990年代の民主化以

後もこの改革に対する評価は維持されている｡例えばJ.ボルドバータル･D.ルンデージャ

ンツァンは､ 1997年に刊行された『モンゴル国の国家･権利の歴史的継承』において､こ

の改革を｢人民代表組織の統一的なシステムが確立し発展する基礎を築いた｣ものと評価

し(5)､ Ch.ダシダワ-は､行政統治制度改革の諸規定が｢地方において新しい政治制度

を生み出す法的基礎となった｣ (6)としている｡

人民政府による改革は､ 1931年のホショー(演)廃止によって完成を見た｡しかし一連

のプロセスにおいて特に重要なのは､ 1923年初頭における｢ザサグ王公･閑散王公権限規

定｣及び｢地方行政組織規定｣の発布と､これを法的基礎とした各級の住民会議の組織及

び行政当局者の選出である｡人民政府による改革は､封建王公の統治権力の廃止と人民権

力の確立という点から評価されてきた｡本稿は､改革に関わるかかる評価自体に異論を差

し挟もうとするものではなく､従来ほとんど顧みられなかった以下の論点について検討す

ることで､一連の改革を､晴代に形成された封建的地方社会構造の解体局面としての歴史

的意義を論じようとするものである｡

すなわち､第一の論点は､晴代及びこれを継承したボグド･ハーン政権時代における王
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公による統治体制のいかなる形式が改革によってどのように改められたのかという問題に

関わる｡たとえば､ソノムダグヴァは､ ｢ザサグ王公･閑散王公権限規定｣の意義に関わっ

て､次のような認識を示している｡

｢王公権限規定｣は､封建王公の政治的経済的権力を制限したばかりでなく､

軍事的･封建的農奴制の上に作られた地方行政の旧組織を初めて破壊した｡

満洲が1691年にハルハ･モンゴルを征服し､軍事･封建的システムを定めた時､

満洲･モンゴルの封建王公の利益に合わせて､旗を佐領､随丁という2つの部

分に分け､行政単位として組織し､佐領のアルドに満洲の国家的アルバを､随

丁に地方の封建王公のあらゆるアルバ･ゴヴチョ-ル(貢租賦役-岡)を納

める義務を課し､その基礎の上に行政組織を作ったのである｡この行政組織は､

200年余りの間継続し､ 1921年の人民革命期に至ったのである｡

王公権限規定は､封建的農奴制を廃止するのに大きな一歩となった｡王公権

限規定の第-条に､ 『ハルハの多くのザサグ及び閑散王公タイジ等を､この規定

に従ってあらしめるほか､多くのザサグとすべてザサグ･ダルガと名付け､随

丁を廃止して佐領に入れる』と指示している｡この指示は､地方に民主行政を

組織する上で､もう一つの基礎となったのであって､ 1923年以後随丁であった

人民によってはじめてソムを編成しはじめたのである｡ (7)

明らかにソノムダグヴァは､改革の対象となったのが､清朝蒙古例から抽出されるよう

な､佐領･随丁･タイジによって構成される旗の身分構造であったと理解しているのであ

る｡たとえば｢随丁を廃止して佐領に入れる｣という場合､蒙古例は王公タイジ･随丁と

佐領の間に何らの組織的な関係も想定していないのであるから､随丁を佐領に編入するこ

とは新しい統属関係の創出を意味することになる｡しかし近年､晴代のハルハ･モンゴル

にオトグあるいはバグと呼ばれるタイジ分枝集団の属民統治組織が存在し､これが佐領制

度と共存していたことが明らかにされつつある(8)｡しかも､タイジ分枝集団は､佐領箭

丁とも関係を有していた｡とすれば､ソノムダグヴァのような理解は､オトグやバグの存

在を考慮に入れた上で再検討されなければならないことになる｡

そこで本稿では､まず人民政府の地方行政組織改革政策の概要を整理した上で改革の法

的基礎となった｢ザサグ王公･閑散王公権限規定｣及び｢地方行政組織規定｣の内容を確

認し､さらに規定の発布を受けてガルシャル･オーラ･ホショー(旧セツェン･ハン部中

末旗､ビシュレルト･ザサグ旗)で組織された住民会議の議事録を用いて､実際のソム編

成の状況を検討することによって､行政組織改革による新編のソムと改革前の旧社会組織､

とくに旧中末旗の五つのオトグとの関係を明らかにすることとしたい(9)｡
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第-章　｢ザサグ王公･閑散王公権限規定｣と｢地方行政組織規定｣

第一節　人民政府による地方行政制度改革

モンゴル人民党率いる人民政府は､当初から｢封建王公支配｣の解体を党の政策綱領に

組み込んでいた｡ 1924年8月に開催されたモンゴル人民党第三回党大会において｢内務省

における国内改革について｣と題する報告を行った内務副大臣デンデヴは､内務省の活動

について､以下のように述べている(10)｡

以前の清国の時代に､我がハルハのモンゴル人をいにしえのチンギス･ハーン

の子孫と称するザサグ･ノヨン達やタイジ達に代々属下見として分配し､ザサ

グ旗として管理させた｡この弊害により､自治モンゴル国時代にもこれらのザ

サグ･ノヤン達や貴族のタイジ達が国の全権力を独占し､自家の世襲の地位を

永遠に確固たらしめるため､諸旗の旧印璽を交換し､某ハン部の某ザサグ旗長

印と称したが､これはすなわち人民の権利を永遠に抑圧しようとする専制政治

の反動的政策にほかならず､我が人民権力政府に敵対するばかりではない｡最

近定め布告した王公タイジ等の権限及び地方行政規定の中に､地方のあらゆる

役職の選出及び解任権をすべて人民代表会議に帰属せしめ､貴族･人民の区別

なく､有能で人々の利益を尊重する者を選ぶという目的から､人民政府内務省

は諸部･旗に自治政府時代に授与した印璽を回収し､新しい印璽を作り与え､

部の盟長印をはじめから地名をもって示し､与えたので･ ･ ･

つまり地方行政改革は､ボルジギン氏族王公タイジからの行政権力の奪取と､人民-の

権力移行を目的としたものだったのである｡ただしこの時期の人民-アルドaradは､階級

的な概念というよりは､清朝が貴族身分として公認していたボルジギン氏族王公以外の異

姓諸氏族を指す身分概念である｡

人民政府は､この目的の実現に向けて､一連の措置をとる｡ 1921年7月10日にソ連赤軍

と人民義勇軍がフレーに入城して人民政府が成立すると､ 9月5日に｢国家臨時ホラル｣を

組織して正式の国家大フラル召集までの合議体とし､構成員の多数派を人民出身者で組織

することにより､王公とその官員による独占的支配から中央権力を奪取した｡さらに11月

1日にはボグド･ハーンといわゆる｢誓詞協定｣を締結して制限君主制を実現した｡これよ

り前の9月14日に『ウリヤ』紙に掲載された｢党･政府より近日中に遂行する目標｣では､

｢部･旗の役所を､人民の権力として刷新する法律･規定を速やかに布告し､遂行するべ

きである｣と地方行政制度の改革に着手することを宣言し(ll)､さらに党･政府の代表者

を地方に派遣し､旗レヴェルに政府の政策を浸透させると共に､国家大フラル代議員の選

出母体となる旗住民会議や党細胞の組織化に乗り出した(12)｡

第二節　随丁の佐額編入措置について

そのような中で1922年1月に随丁(ハムジラガ)のソム(佐額)編入措置が採られた(13)｡
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清朝蒙古例下のザサグ旗の構造が､佐領編成とタイジ-の随丁分与という身分的枠組みを

原理としていたと考えれば､この措置はザサグ旗体制の根幹を改めたように見える｡しか

し後にみるように､地方での新しいソムの編成は1923年に入って実施されており､ 22年1

月という時点で出されたこの命令の意義を過大評価することには疑問がある｡

1922年1月の随丁の佐領編入に関わる措置は､軍務省大臣将軍チョイパルサンの共戴11

年11月11日(西暦1921年12月10日)付要請に基づく｡チョイパルサンは､この要請の

中で､

モンゴル人民軍の創設に当たっては､兵役に就くべき全ての男子を動員し､将

来兵の増員規定を作成することが特に重要となる｡そこで､.モンゴル領内に居

-　住する全ての兵役に就くべき人々の総数及び各地における人々のそれぞれの数

を明確に知ることができれば､徴兵事務は容易かつ公正なものとなる｡

として､徴兵規定を作成中であることを述べた上で､

この規定の施行まで､多くのノヤン達の随丁及びタイジを随丁と共に佐領の丁

冊に移し入れるべきであると言うのを､我が軍協議会は承認し､政府に送って

決定を求めることに決めたので､ - ･

と述べている(14)｡これを受けた政府は､共戴11年12月28日(西暦1922年1月25日)

の政府第37回会議決定第4項において､

全軍協議会より､多くのノヤン･タイジの随丁及びタイジ等を佐領箭丁の数内

に移入するよう計画したことについて協議し､これを絡めて内務省から布告す

ることを決定した｡

との決定を下したく15)｡この経緯を虚心坦懐に見れば､チョイバルサン率いる全軍協議会

の要請は､あくまでタイジ･随丁中の兵役適齢者に佐額箭丁の身分を与えることで徴兵対

象とすることを目的としたものであり､これをもって直ちに地方の社会構造改革に関わる

措置と見なすことはできない｡

第三節　｢ザサグ王公･閑散王公権限規定｣と｢地方行政組織規定｣の制定

人民政府は､ 1923年正月に｢地方行政組織規定｣､ 2月に｢ザサグ王公･閑散王公権限規

定｣を発布し､各地の旗住民会議の組織化に法的基礎を与えた｡これを受けて､各旗では

住民代表代表と行政担当者の選出が開始された｡しかし当初の住民会議による行政担当者

の選出においては､多くの場合旧来のザサグ･ノヤンや官員がそのまま選出され､人民-

の権力移行は実効があがらなかったという｡たとえば､ザサグト･ハン部では､ 1923年11

月までに同部の20旗と3つのシャビで地方行政組織が作られたが､ 14旗で旧ザサグ王公が

そのままザサグ･ダルガに選出され､ 4旗でザサグの死亡ないし病気のためその子が選出さ

れ､ 1旗では死亡したザサグに嗣子がないためにタイジがザサグ･ダルガに選出された｡人

氏(アルド)出身者がザサグ･ダルガになったのは､ジャーラマ･ダムピージャンツァン

と結託したザサグ･ミシグドルジが処刑されたヨスト･ザサグ旗(右翼前旗)のみであっ
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たという(16)｡このような事態について､ 1924年11月に開催された第-回国家大フラル

で内務大臣として報告を行ったナワ-ンネレンは､次のように述べている｡

地方の権力者達は､ ･ -多くの場合保守的に対応し､規定通りに十戸及びバグ､

ソム会議を開催して代表を選出することなく､それぞれザサグ･ノヨンや協理､

管旗章京等の官員､有爵者やラマ等のみで会議を開催してホショー会議と称し､

審譲を行った｡その審議においては､あらゆる官職や代表の選出にあたって常

に旧在職者を賞賛し､貴族や無能な者を選出したり､規定を歪曲して誠実に実

施するよう努めないなどの問題が多発した.このため派遣された数創まかりの

代表たちではいかんともなしがたく､任務をうまく遂行できないまま､月日が

経つにまかせ､任務を滞らせるに至った･ ･ ･

という(17)｡住民会議の組織とザサグ･ダルガの選出が､国家大フラル代表の選出母体の

創出を目指すものである以上､旗レヴェルで旧王公層が代表に選出されて政治権力を維持

することは､中央における王公層の権力奪回に直結するおそれがあった｡かかる事態に対

して人民政府は､ 1923年11月21日(旧暦共戴13年10月13日)に第一回国家大フラルを

召集するとした当初の方針を撤回した上で､地方の住民代表及び行政担当者選出と住民会

議組織のやり直しを命じた｡その結果についてナワ-ンネレンは､

ハルハ四アイマグのザサグ･ダルガは93人であるが､このたびの行政機関の設

置にあたり､多数意見をもって70人のザサグ･ダルガを交代させ､それぞれの

アルドの中からホショー･ダルガを選出してきた｡我が政府はこれをそのまま

承認したほか､残るザサグ･ダルガ等については､今年秋人民党第三回大会で

審議して､共和国の体制に則って､旧ザサグをそのままザサグ･ダルガとして

承認することを認めず､全てホショー･ダルガを選出することとしたのに従い､

残るザサグ･ダルガを交代させ､以前多数意見をもって選出したその副官達か､

あるいは再度有能な者を選出任命するよう関係諸処に布告命令した｡

と述べている(18)｡このように中央蜘酌ま､選出されたザサグ･ダルガ93名中70名を交

代させるという強力な介入を行うことによってようやく王公層を旗の行政権力から排除す

ることに成功し､翌1924年11月の国家大フラル開催にこぎつけることができたのである｡

この一連の地方住民会議体の組織の法的根拠となったのが｢ザサグ王公･閑散王公権限

規定｣と｢地方行政組織規定｣であった(19)｡

第二節　｢ザサグ王公･閑散王公権限規定｣

共戴13年2月5日(西暦1923年3月22日)の紀年をもつこの規定は14条から成る｡

まず従来のザサグ王公及び閑散王公の存在を法的に位置づけた上で､ザサグ王公はザサ

グ･ダルガと称し､随丁を廃止してソムに編入､かつ王公の公職-の選任を認めている(第

一･第二･第三条)｡また､ザサグ･ダルガ及び閑散王公について欠員が生じた場合の子-

の爵位継承を認める一方で､ザサグに関してのみ､子がいない場合の近親者-の爵位継承
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を認めている｡一方ザサグ職については､ホショー会議で適当な者を選出することとして

いる(第四･第五･第六条)｡また､人民に対して虐政を敷いたり､政府命令に従わないも

のは処罰解任するとともに､後任はホショー会議が選出する｡また叛逆の場合にはザサグ･

閑散共に処罰の上､子-の爵位継承は認めないこととした(第七･第八･第九条)｡ホショ

ー･ダルガに同様な不法行為があった場合は処罰の上､別人を選任する(第十条)｡また､

ザサグ･ダルガ及びホショー･ダルガは､行政事務遂行にあたり､ホショー会議ないし印

務処官員と協議して､多数意見をもって処理する｡過失があった場合には､アイマグない

しは国の司法省において処罰するものとし､処罰や税負担においては人民と同様な権利･

義務をもつこととしている(第十一･第十二･第十三条).

こ･の規定によって､王公タイジ身分は法的には名ばかりの爵位保有者に過ぎない存在と

なった｡ザサグ･ダルガに選出された場合にも､その権限はホショー住民会議の承認･任

命によるものとされ､爵位保有特権と行政権力が分離された｡これに先立ち､人民政府は

1922年3月､ザサグ及び閑散王公に人民同様の国税負担を課し､同年5月5日の決定によ

りハムジラガからの租税徴収を禁止している(20)｡しかしこの規定は王公タイジの特権廃

止を目的としたもので､その支配権力の基盤となっていた属民社会自体の解体･再編を意

図したものではないことに注意する必要がある｡旗民社会の再編は､次の｢地方行政組織

規定｣によって行われた｡

第三節｢地方行政組織規定｣について

1.規定の内容

本規定は､ 1923年1月5日政府決定､ 3月22日に公布され､全体で以下の58条からな

る｡各レヴェルの住民会議組織の編成･任務･行政担当者選出方法･権限を規定する｡

第一部　総論　1-9条

第二部　十戸規定　10-15条

第三部　バグ規定　16-18条

第四部　ソム規定　19-22条

第五部　ホショー会議規定　23-42条

ホショーから毎年一回期限内にアイマグ街門に報告する事項　4 3-4 8条

ホショーから三年一回期限内にアイマグ街門に報告する事項　49-5 1条

ホショー事務監査委員会規定　52-54条

特記事項　55-58条

規定では､行政組織を､十戸arban･バグba†･ソムsumu･ホショーqOSi†u･アイマグayima†･

国家ulusの六段階をもって構成することとし(第1条)､各レヴェルに住民会議が組織され

た｡各ホショーは､ 150戸ごとにソムを編成し､さらにその下に50戸ごとにバグが置かれ

た｡そしてバグは､最下級の単位としての十戸に組織される｡また､各級定員の3分の2

に及ぶものは1ソムあるいはバグの編成を認め､及ばない場合は他のソム･バグに統合す
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る(第2条)｡各住民会議はその長と上級の住民会議-の代表を選出する(第6条)0

《十戸arban》十戸は､その名の通り十の戸からなり､十戸長arban-udaru†-aを長とする組

織で､王公タイジ･官員･ホトクト･アルドの区別なく編成される｡十戸には会議体が設

置され､十戸長･バグ会議代表の選出､戸口薄の作成､家畜財産登録簿の作成､税負担配

分､生産奨励､学校設置､上級衝門の命令遂行を任務とする(第14粂)｡

《バグ会議ba†-unq1-1》バグ会議は､各十戸2名の代表とバグ長ba†-undaru†-aによって

組織される(第16条)｡バグ会議は､バグ長の選出と十戸長の承認､ソム会議-の代表選

出､十戸が報告した戸口･財産報告の監査､税金の十戸への分配､産業振興､学校設置を

任務とする(第17条)｡

《ツム会議sumun-uqural》ソム会議は､各十戸1名の代表とソム章京によって構成され(第

19粂)､ソム章京選出､バグ長の承認､ホショー会議-の代表選出､バグから報告された戸

口･財産数の監査､税金のバグ-の分配､産業振興､学校設置を任務とする(第20粂)｡

またソムの章京には銅製の公印が内務省から支給される(第21条)0

《ホショー会議qosi†un-uqural》ホショー会議は､四ソム以上のホショーであれば各ソム5

名､三ソム以下であれば各ソム10名の代表をもって構成され､代表はソム会議で選出され

る(第23･第24条)｡毎年一回4月1日から1か月間開催される定期会議と､必要に応じ

て15日間以内の期間で開催される臨時会議からなる(第25条)｡会議開催に当たっては､

読長･副議長･書記長各1を選出する(第28条)｡ホショー会議は､ソム･バグ･十戸の

設置､税金の分配､収支報告の作成､ホショー内の問題の審議とアイマグ･政府及び国家

フラル-の報告､ホショー当局の執務状況の監査､ザサグ･ダルガの任免の承認及びホシ

ョー･ダルガ､協理､ザヒラグチの任命､アイマグ会議代表(任期一年)の選出､印務処

官員の承認､収支監査委員会の選出､金銭の借用･債務返済の議決､産業･施設設置など

を任務とする(第29条)o議決は構成員の3分の2の同意をもってする(第30条)｡

ホショーには行政官庁として印務処が置かれ､旗印を管理するザサグ･ダルガが率いる｡

政務はザサグ･ダルガと印務処官員の協議により､多数意見をもって議決される(第36条)0

印務処には､行政課5akirqu tusiyaqu keltes (ホショー内の行政･警察･駅姑管理･労働税の

実施･野獣駆除･火災防止と消火･伝染病予防と駆除など)､司法課5aryusidkektikeltes (氏

事･刑事の訴訟処理)､軍務課eirig一触keltes (丁冊の作成､兵の訓練･徴兵･出動､武器や

軍用家畜の保管など)､税務課albatatburi-yinkeltes (住民の人口･財産･家畜登録､税金徴

収､耕作地･干し草･牧地･建物用土地の供与､税収の受領と国庫-の納入､官員の賃金

支給､収支報告作成､予算案作成など)が設置される(第37条)｡

またホショーには事務監査委員会が設置され､収支内容の監査を行う(第52条)｡

｢地方行政組織規定｣は､旧制度下における身分範噴(王公タイジ･随丁･佐領選定)

を住民数に基づく階層的な会議体に統合し､かつ各レヴェルの行政担当者を各会議におい

て選挙によって選出することとしたものである｡

この規定は､ソノムダグヴァが述べるように｢モンゴル人民党･人民政府は､地方行政
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区分を直ちに革新することを目指しておらず､地方行政を民主化の基礎の上に新たに組織

し､行政組織を世襲的に率いていた封建王公を行政権力から排除し､その代わりに民主選

挙に基づく人民の代表によって構成される行政を組織することを主たる目的とした｣もの

であった(21)｡つまり旗内部の行政組織を､ 10戸から成るアルパン､ 50戸からなるバグ､

150戸からなるソムという階層構造をもって､身分を区別することなく全住民組織として編

成したのである｡旧体制下におけるソムやアルパンが､少なくとも規定上は比丁冊に登録

された兵丁によるアルバ負担の内容に即した組織編成であったのに対して､新制度は､戸

を単位とする全住民組織になっている点で本質的に相違する｡つまり､盟旗制度下の佐領

によって公式に把握されるのが､ 18-60歳の青年男子箭丁に過ぎなかったのに対して､新

制度では戸主は勿論家族を含む全住民が把握の対象になり､しかも､これには王公タイジ

やその旧随丁､ラマも含まれる｡これによって､ソム･バグ･アルパンは､ホショーの下

位における行政統治区分として､身分･性別･年齢に拘わらず全住民を包括しうる組織と

なった｡そして各級の住民組織に会議体が組織され､行政担当者は会議構成員の秘密投票

によって選出された｡

また｢地方行政組織規定｣第21条に､ソムの章京の任務として､

同ソムの領域(sumun-u ya5ar)を常時監視し､不正に行動する者を捕らえ､所

轄印務処に連行して取り調べさせる｡

とあるように､ソムに一定の領域が存在したことが注目される｡すなわち､王公タイジや

章京との統属関係を紐帯として編成された晴代の佐領組織や随丁とは異なり､新組織は､

住民の地縁的な社会関係に立脚し､領域を有する社会集団として成立したのである｡換言

すれば､佐領･随丁制度の属人主義的社会編成原理を､属地主義的(地縁的-領域約)宿

成原理をもって代えたことになる｡

しかしこのような編成原理上の質的な相違は､蒙古例下における佐領･随丁制度を比較

対象とした場合においてのことであることに注意する必要がある｡

既に明らかにしてきたように､王公タイジ分枝(バグ)を単位とする晴代のオトグやバ

グも地縁的組織であった｡従って問題は､ ｢地方行政組織規定｣第1 ･第2条が規定するア

ルバン(10戸)･バグ(50戸) ･ソム(150戸)という編成原理が､オトグやバグのような

既存の地縁組織といかなる関係にあったのかという形で提示されなければならない｡しか

し規定には､オトグやバグとの関係-の言及は-切ない.そこで､新組織の地縁組織とし

ての実態を､具体的事例によって検討する必要が生じる｡以下､これまでオトグ･バグ組

織の構成が明らかになっている旧セツェン･ハン部中未旗､新制度下のガルシャル･オー

ラ･ホショーを事例として検討する｡
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第二章　地縁組織としてのソム･バグ･十戸

第-節　人民革命直前の中末旗(ビシュレルト･ザサグ旗)社会

晴代の中末旗の社会構造にろいては､既にいくつかの論文において論じてきたところで

あるが､本節では､ 1922年の同族戸口梢冊によって､地方行政組織改革直前の同族社会の

状況を把握しておきたい｡

モンゴル国立歴史中央アルヒ-ヴ所蔵の梢冊｢共戴12年6月セツェン･ハン部親王晶級

ビシュレルト･ザサグ多羅郡王ドルジツェレン､スジグト･ダイチン貝勘ジャンツァンホ

ルロ､化身ラマ･ジャミヤントウプデンニマの私財及び所嘩旗の協理タイジ､タイジ達､

-佐領､随丁の全住民･財産家畜をジャスの家畜と併せて数え調べた呈冊｣ (22)によると､

1922年時点での同旗の社会集団は表1のごとき構成となっている｡

表1 : 1922年戸口柑冊に見られるビシュレルト･ザサグ旗の社会集団

身分 冖ﾈ��戸数 佰ｹ�B�

タイジ �6x5H8�4�6��5�485x6�8ｲ�29戸 ��#委ｲ�

ダイチン.タイジナル �(ﾌｲ�3口 

ホンタイジ.バグのタイジ 綿ﾌｲ�2口 

ズーン.タイジナル 店ﾌｲ�14口 

シネチユード.タイジナル 店ﾌｲ�25口 

ハムジャー(随丁) �588ｲ�6�8�5x88�ｲ�148戸 田�Hﾏｲ�

トサラグチ.ハムジャー 鉄Hﾌｲ�214口 

ダイチン.ハムジャー 嶋ﾌｲ�24口 

ズーン.タイジナルのハムジャー ��侘ｲ�92口 

シネチエード.ハムジャー 度ﾌｲ�33口 

ホンタイジのハムジャー ���ﾌｲ�70口 

ソム(佐領) �6x5H8�4�6��5ﾈ8��145ノP 鉄3Hﾏｲ�

ダイチン.ソム ���8ﾌｲ�453口 

ヒヤナル.ソム 鼎偉ｲ�184口 

バローン.ソム �3Hﾌｲ�124口 

ホ-チド.ソム �#�ﾌｲ�67口 

ハロール.バグ �31戸 ���8ﾏｲ�

これによると､まずタイジでは晴代の比丁冊や系図に見られる五つのバグが維持されて

いることがわかる｡しかしその内訳をみると､トサラグチのタイジ数が突出し､対照的に

ダイチン･ホンタイジ両バグのタイジが僅か3名に減少している｡随丁ではザサグの随丁

であるゴル･ハムジャーの突出ぶりが著しく､トサラグチのハムジャーがこれに次ぎ､ホ
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ンタイジ･ハムジャーが11戸に過ぎない｡ソムでは､トサラグチとダイチンのソムが全体

の6割以上を占める｡かかる状況は､住民組織編成にも影響したであろう｡

第二節　ガルシャル･オーラ･ホシ/3-における五ソム編成

本節では｢ザサグ王公･閑散王公権限規定｣及び｢地方行政組織規定｣公布を受けて､

旧セツェン･ハン部中未旗(ビシュレルト･ザサグ旗)において行われた新ソムの編成の

状況を､ 1923-24年の同族住民会議議事録を用いて具体的に検討する｡ (23)

《1923年編成の5ソム》

1923年の住民会議議事録｢共戴13年4月10日(西暦5月25日)ホショー会議全メンバ

ーが集まり協議した第一回会議の決定｣の第五条によると､同族では5ソムが編成された｡

第五条｡所属五ソムの名称を何とするかについて協議した｡仁･義･礼･智･

信というのは､太極及び陰陽から生じた万物が離れることのできない五つの行

であり､一人の人間の体から切り離すことができない五倫の名である｡この-

ホショーが五ソムに編されたのにちなむ深淵な意義を有している｡またこれに

より､内に一体とならんとの祈額を表す奥深い意義があると､章京ドガルジャ

ヴのソムを仁6rdsiye他､章京シルチンのソムを義5irumtuソム､章京スルンホ

ルローのソムを礼yosulaltuソム､章京ダムダンジャヴのソムを智mergenソム､

章京ポムジャルガルのソムを信itegemJitdソムと名付けることに決定した｡ (24)

ソムの名称に五常に因む名称が採用されていることも興味をそそるが､晴代には､清末

には整佐額2､半分佐領1であった同族に､ 5ソムができていることが注目される｡

議事録第四項には､会議に参加した各ソム代表者と章京の名が挙げられている｡この代

表者を前年1922年の戸口家畜梢冊中から所属を特定すると表2のようになる｡

表2 : 1923年編成ビシュレルト･ザサグ旗5ソム代表者所属

ソム名 ��9Uﾂ顰ﾘｹ駝ﾂ�所属 

仁ソム 傲ﾘｹ�6�4ｸ8ｸ5x8H9B�ズーン.タイジのハムジャー､ユルンヒ一.ダルガ 

チヨイジンジヤヴ 儻9k��

ロドイ �7｢ﾘ6�6り5ﾈ8�H8�7ﾒ�

ログサンゲンドゥン �7�8H6�8ｲ�5ﾈ8�H8�7ﾒ�

義ソム 傲ﾘｹ�5h8ｸ6�92�ゴル.ハムジャー､ユルンヒ一.ダルガ 

ログサンダワ- �588ｲ�6�8�5x88�ｲ�

サンジヤイ �588ｲ�6�8�5x88�ｺH��&F���ﾇF��

ツエヴエーン �588ｲ�6�8�5x88�ｺH8�7ﾒ�

ジャムパルノルヴ �588ｲ�6�8�5x88�ｺH7H7ﾒ�

礼ソム 傲ﾘｹ�5�8ﾈ987ｨ8ｸ8ﾒ�トサラグチ.バグ､タイジ 
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ダルハジヤヴ �6x5H8�4�6��6�4ⅸ5�485zITﾙ)���

ツエヴエグジヤヴ �6x5H8�4�6��6�8�5x88�ｺH8h8ｸ987�爾�5�8ｸ4ｲ�

トグジ 儻9k��

智ソム 傲ﾘｹ�5�8�5�985x8H9B�トサラグチ.ソム､従者､筆帖式 

ジグミド �6x5H8�4�6��5ﾈ8�H��"�

メンドバヤル �6x5H8�4�6��5ﾈ8�H5h8h8ﾈ985��

パルジンニヤム �6x5H8�4�6��5ﾈ8�H��"�

虐ソム 傲ﾘｹ�7ﾈ8�5x8H8ｸ4ｸ8ｲ�ダイチン.ソム､二品シヨドラガ.バートル 

ナムサライ �5�486�92�5ﾈ8�H賈V僭�)���

ノルヴ �5�486�92�5ﾈ8�H��*IG�)���

サツタ �5�486�92�5ﾈ8�Hｺｸｵ(ﾕ｢�

仁ソムはズーンのハムジャー(随丁)とホ-チド､ヒヤナル両ソムで構成されている｡

おそらくズーンのタイジもここに所属したものと思われる｡ 1922年の戸口冊では､ズーン

のタイジは対応する名称をもつソム箭丁集団を有していない｡おそらく､ホ-チド､ヒヤ

ナル両ソムは､ズーンのタイジと何らかの関係を有していたものと推測される｡また義ソ

ムはザサグ随丁たるゴル･ハムジャー､礼ソムと智ソムはトサラグチ･オトグ､信ソムは

ダイチン･オトグにそれぞれ該当することがわかる｡

《1924年に再編成された5ソム》

前述のように､ 1923年のソム当局者選出結果は中央政府によりいったん無効とされ､翌

年に再度ソムの編成と当局者選出が行われた｡これについて､モンゴル国第14年6月(西

暦7月) 17日(8日)付の｢モンゴル人民政府より布告した地方行政規定に従い､旗会議

を開催し､協議決定した第-回会議決定｣第2項は､以下のように記す.

本ホショーのソム･バグ､十戸の設立方法を決定する件につき協議し､旗の登

録された全戸814の内､貧困な戸114戸を除外し､特に財産を有する正戸(5ingkini

erdke) 700を70の十戸･ 14バグ･4整ソムとし､残る100戸を規定に従って-

ソムとして数え､ 5ソムを組織することとした｡ (25)

｢財産を有する正戸｣を700とするなど､数字合わせの作為が読みとれる内容であるが､

ここでもやはり5ソムが編成されている｡その名称について､同決定第7項は､

またソムの会議から報告してきたバヤンハーン･オーラ･ソムの章京ダシネレ

ン､デルゲルバトムンフ･オーラ･ソムの章京シルチン､ボタルチョロー･ソ

ムの章京デムべレル､ボヤントボラグ･ソムの章京メンドバヤル､ノヤン･オ

ーラ･ソムの章京ナムサライ等を承認した｡ (26)

と記す｡また5ソムには以下のように第一から第五までの番号が付されている｡

第-バヤンハーン･オーラ･ソム(大ソム) :章京ダシネレン
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第二デルゲルバトムンフ･オーラ･ソム:章京シルチン

第三ボタルチョロー･ソム(大ソム) :章京デムベレル

第四ボヤントボラグ･ソム(大ソム) :章京メンドバヤル

第五ノヤン･オーラ･ソム(大ソム) :章京ナムサライ

これを前年の5ソムと対照してみる｡まずシルチンを章京とするデルゲルバトムンフ･

オーラ･ソムが義ソムにあたる｡ボタルチョロー･ソムの章京デムベレルは､ 1922年戸口

冊に見えるトサラグチ･ハムジャーのラマ･デムベレル(54歳)､トサラグチ･ソムの箭丁

デムベレル(69歳)のいずれかに比定されるものと思われ､ボヤントボラグ･ソムのメン

ドバヤルもやはり23年の代表中にトサラグチ･ソムのシュレンゲとして見える人物であろ

う_..従って､この両ソムが礼･智両ソムに該当する｡ナムサライ`を章京とするノヤン･オ

ーラ･ソムは信ソムにあたる｡章京ダシネレンのみは､ 1922年の戸口楢冊では梢冊冒頭の

官員の項目に章京としてバグとは別個に記されており､所属集団は不明である｡もしダシ

ネレンがズーンに関わる者だったとすると､この五ソムは､順番も章京任官者も1923年の

仁義礼智信五ソムに対応することになる｡

ところで､この五つのソムは一定の領域を有していた｡同決定第3項には､五ソムのホ

ショー境巡視任務の分担についての規定がある｡これによると､

境界を巡視するのに､五ソムの元来の居住地のそれぞれの近さの便宜を考慮し､

第-ソムは第19タブン･トルゴイ･オボーから東-第43ガルト･ウネゲド･

オボーまで､第二ソムはガルト･ウネゲドから第54ザミ-ン･フグ･オボーま

で､第三ソムはザミ-ン･フグから第65ハルチョロート･オボーまで､第四ソ

ムはハルチョロートから第11ハワッァガ-ン･オボーまで､第五ソムはハワ･

ツァガ-ンから第19タブン･トルゴイ･オボーまでそれぞれ巡視する(27)

とされ､分担区域が各ソムからの近さによって決定されている｡このオボー名を同族光緒

年間の地図によってみると､第一バヤンハーン･オーラ･ソムは旗の北部から東北部にか

けて､第二デルゲルバトムンフ･オーラ･ソムは旗東部､第三ボタルチョロー･ソムが旗

東南部､第四ブヤントボラグ･ソムが旗西南部､第五ノヤン･オーラ･ソムが旗西北部を

それぞれ分担することとなる(論文末地図参照)｡規定の趣旨からして､この旗境巡視分担

は各ソムの領域配置に対応していると考えられる｡ (28)このように､ 1923-24年の地方行

政組織改革によって編成された五ソムは､地縁的な領域をもつ組織だったのであり､行政

組織規定の内容とも対応している｡以上の結果を表にすると表3の通りとなる｡

このように､ 1923年の五ソムは､ズーン､ゴル､トサラグチ､ダイチンの四オトグを基

礎として組織され､その内トサラグチが2ソムを形成した形になっている｡筆者はこれま

で晴代の中末旗がズーン､ダイチン､ホンタイジ､トサラグチ､それにザサグとシネチュ

-ドのタイジ率いるバローンの五つのオトグから成っていたことを明らかにしてきた｡と

ころがこの1923年のソム編成では､トサラグチが二ソムを形成する一方で､ホンタイジ･

オトグが消滅していることが注目される｡またザサグが率いるバローンについては､ 22年
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表3 :ガルシャル･オーラ･ホショーの5ソム

1923年 ���#9D顰ﾘｹ��1924年ソム名称 ���#ID顰ﾘｹ��ソム位置 

ソム名 柿 茶��#)D��ﾘﾟｸ��竰�茶��#)D�>衣ｲ���竰�

第一 ��ﾒ�ドガルジヤヴ(ズ �6�8H986��ｸ92�4��ｲ�ダシネレン ��c�壷�cC2�

-ン) �8定5ﾈ8��(不明) 冉ｹYH��8ﾉfｲ�YB�

第二 亳��シルチン(ゴル) �6h8ｸ5�8ｸ6�6x8�92�シルチン(ゴ ��cC2ﾙ�cSB�

フ.オーラ.ソム �8ｲ�｢�東部 

第三 凭r�スルンホルロ(ト �7ｸ5�8ｸ6�8�8ﾘ�ｲ�5ﾂ�デムべレル ��cSBﾙ�ccR�

サラグチ) �8��(トサラグ チ) �8ﾉ>ﾉYB�

第四 豫r�ダムダンジヤヴ �7h8H986x7ｸ8�4�5ﾂ�メンドバヤ ��ccRﾙ�c���

(トサラグチ) �8��ル(トサラグ チ) ��ﾉ>ﾉYB�

第五 �6��ポムジヤルガル �6ﾘ8H92�4��ｸ8定5ﾂ�ナムサライ ��c��ﾙ�c���

(ダイチン) �8��(ダイチン) ��ﾉfｹYB�

の戸口槽冊に34戸124口がバローン･ソムとして登録されていながら､各ソムの代表者や

章京中にこの集団に所属する者は確認できない｡またシネチュ-ド･タイジ及びそのハム

ジャー構成員も同様である｡このことを､どのように考えるべきであろうか｡

これはおそらく､ 150戸1ソムというソム編成方法と関わりがあると思われる｡表4は､

1922年の戸口冊における戸口数をオトグ･バグごとに表にしたものである｡

これによると､ダイチン･オトグは､ 1922年の時点でタイジ2､随丁8､箭Tl13戸を有

する一方で､ホンタイジ･オトグはタイジ1戸､随Tll戸を有するにすぎない｡丙バグは､

晴代から一人の族長の統率下に置かれており､特にホンタイジ･バグの人口の減少から､

ダイチン･バグに統合されたのではないかと推測したい｡

次にゴル･ハムジャーについて｡晴代ザサグ最近親のタイジは､シネチュ-ドのタイジ

と合して系譜が作成され､かつ族長をいただいており､一つのバグないしはオトグを形成

したものと考えられた｡しかし1923年のソム編成においては､ゴム･ハムジャーのみでデ

ルゲルバトムンフ･オーラ･ソムを形成し､ザサグ直属のソム箭丁と考えられたバローン･

ソム34戸124口からは代表や章京は出ていない0 1922年当時ゴル･ハムジャーは148戸を

数え､ほぼ-ソムの定員を満たしているので､ -ソムの編成が可能である｡それではシネ

チュ-ドのタイジ及び随丁､バローンの箭丁はどうなったのだろうか｡これも推測になる

が､おそらくトサラグチ･オトグによって編成された二つのソム､すなわち､ボタルチョ

ロー･ソムとボヤントボラグ･ソムのいずれかに編入されたのではあるまいか｡五ソムの
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表4 : 1922年ビシュレルト･ザサグ旗オトグ･バグ戸口数

オトグ.バグ名 ��yZ｢�戸数 佰ｹ�B�戸数計 

ゴ′レ �6�8�5x88�ｲ�148 田�B�148 

シネチエード �5�485r�5 �#R�12 

ハムジャー 途�33 

ズーン �5�485r�5 ��B�24 

ハムジャー ����92 

トサラグチ �5�485r�29 ��#��228 

ハムジャー 鉄B�214 

ソム ��CR�534 

ダイチン �5�485r�2 �2�123 

ハムジャー 唐�24 

ソム ���2�453 

ホンタイジ �5�485r�1 �"�12 

ハムジャー 免ﾂ�70 

ヒヤナル �5ﾈ8��48 ��ィ�48 

バローン �5ﾈ8��34 ��#B�34 

ホ-チド �5ﾈ8��20 田r�20 

ハロール.バグ ��31 ���2�31 

ホショー境警備分担の分布を見ると､ボタルチョロー･ソムがデルゲルバトムンフ･オー

ラ･ソムの南に接しており､このソムにザサグ属民中のシネチュ-ド部分とバローン･ソ

ム箭丁が編入されたのではないか｡つまり228戸を数えるトサラグチ･バグ中の150戸で

ボヤントボラグ･ソムが編成され､残る住民とザサグ属下のバローン･ソムとシネチュ-

ド･タイジ及びその随丁をもってボタルチョロー･ソムを編成したと考えておく｡

ソム中のヒヤナルとホ-チドについては､ズーン･バグとともにバヤンハン･オーラ･

ソムを構成したことが明らかであるが､晴代には見ることのできたズーンのソム箭丁が

1922年には見られない｡ズーンのソム箭丁部分とヒヤナル･ホ-チド両者の関係は不明だ

が､相互の継承関係を想定することは可能かもしれない｡

いずれにせよ､地方行政組織改革によって中末旗に編成された五つのオトグは､基本的

に旧体制下の五つのオトグ･バグ集団を基盤としたものであったと考えられる｡

第三節　その他の事例

晴代におけるオトグやバグと人民政府によるソム編成との関わりを示唆する事例は他の

旗についても報告がある｡サインノヤン部ダライ王ツェデンソドノム旗(中左旗)の1923

年5月18日(旧暦4月3日)に開催された同旗印務処官員･ソム･オトグ代表第一回会議
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の決定によると､同族の新しいソムの編成は以下のごときものであった｡

章京ダシドンドグのアンギでは､貝子バトボルド､ボルジギン･タイジナル､

タイジ･デンデヴラヴダン､オイドヴ等4バグを1ソムとする｡章京タイジ･

ツェムベルラーシのアンギでは灰色馬群(caapan aEyy) ､茶色馬群(6op aEyy) ､

タイジ･ジャムバ､サインヒシグ､ヤンサンジャヴらの5バグを1ソムとする｡

章京アヨ-シのアンギではガンボルド､アル･サーラル2バグを1ソムとする｡

タイジ･トウムルバータル､シャラヴゾンドィ､ダルガ･シャグダルスレンら

の3バグを1ソムに組織し､筆帖式ヨンドンを章京に充てる｡アル･ハムジラ

ガを1ソムに組織して官員エルデネバトを章京に充てる｡章京ゲンデンベルの

アンギでは､大ハムジャー2オトグを1ソムにする｡ゴル･バグを1ソムとし､

焼騎校ボヤントグトホを章京に充てる｡章京ワンジルツェレンのソムの5オト

グをそのまま1ソムとし､章京ゴンゴルスレンのソムの4バグをそのまま1ソ

ムとする｡ウブル･ハムジラガ､シャビ両オトグを1ソムとし､章京に官員ド

ヴドンを充て､それぞれの事務を司らせ､以前定めたソム､バグの鏡騎校等と

タイジの族長等を全て廃止することに定めた(29)0

この旗は晴代には3佐領であったが､ 23年に10ソムが組織されたのである｡ダライ王族

においても､ソム編成に当たって､旧佐領ではなく､オトグ･バグなどの社会組織が基盤

となっている点が中末旗の事例と共通している｡

かかる事例は､ハル-の多くの旗で確認することが可能と思われる｡今後事例を蓄積す

る必要はあるものの､この改革が､佐領･随丁制度の影に隠れていた前代の実際の基層社

会構造を反映した行政区分となったものと評価することも可能であろう｡

結　　語

以上述べ来たったように､ 1923-1924年に実施された人民政府による地方行政組織改革

は､旗の王公タイジ･随丁･佐領という身分構造を解消してソムに統合したものであるが､

ソム編成の基盤となったのは､晴代の佐領ではなく､オトグあるいはバグと呼ばれる基層

社会組織であった｡この措置の歴史的意義は､以下のようにまとめることができる｡

第-に､新しいソム組織は､旗住民を地縁原理によって編成したものであり､属人的原

理に基づく旧体制下の佐領や随丁とは組織原理上本質的に相違する組織である｡

第二に､地縁的な社会編成を実現するための基盤となったのは､同じく地縁的な構造を

もつオトグやバグであった｡タイジや随丁は既存のいずれかの佐領に編入されたのではな

く､自らが属するオトグ･バグ構造を基盤として属下とともにソムに編成されたのである｡

第三に､人民政府による｢ザサグ王公･閑散王公権限規定｣ ｢地方行政組織規定｣制定は､

王公タイジからの支配権力奪取を目的とした｡従って改革により王公タイジの行政権力は
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廃止されたが､オトグ･バグを基盤とする旗民社会の区分が解体されたわけではなく､オ

トグ･バグを構成した地縁的社会関係は新しいソムに受け継がれたと考えられる｡

だから､ソノムダグヴァが示したような晴代の佐領･随丁･タイジという身分による社

会編成を新しいソム-と統合したものとするソノムダグヴァによる地方行政組織改革の歴

史的位置づけは､オトグ･バグと新しいソムとの継承関係を無視しているという点で､改

革の実態を十分にとらえたものとは言い難い｡つまり､晴代のザサグ旗社会に伏在した二

重の社会構造の内､タイジ･随丁･佐領という蒙古例に淵源する身分構造は解体されたも

のの､地域の地縁的基層社会構造としてのオトグ･バグの地域区分枠組みは人民革命後に

受け継がれたのである｡これは､外来の佐領･随丁制度の影に隠れていた酒代モンゴル社

会の伝統的社会編成たるオトグ･バグが､王公支配の廃止によって旗民の地縁的社会構造

-と転化しつつ､地域の基層社会編成の枠組みとして浮上したものと考えられる｡

本稿における以上のような結論は､ハルハ全土において確認する必要がある｡これにつ

いては､ 1922年に全土で作成された旗民の戸口冊の網羅的な調査と､ 1923-24年のソム編

成の関係を確認する作業が求められる｡なぜならば､この戸口冊には､比丁冊のような佐

領･随丁の身分別ではなく､オトグ･バグ単位の記載が見られるからである｡今後の課題

としたい｡

注

( 1 ) ByrLt Ha拍paMAaX MoHrOJl ApA yJICbIH TYYX. yJlaaH6aaTap, 1955. 335-p Tall.

( 2 ) MoHrOJl ApAt'tH XytlhCraJTT HaMhIH ToBtl TYyx. H3MX 3aCBapJlaCaH rypaBAaXh X3Ju3JI.

yJLaa716aaTaP, 1 985_ 86-p TaJ].

( 3 ) M. CaHXAOpX: TeJteeHIt由TYulM34. Studia Historica Tomus VIII, Fasc. I 1, yJIaaH6aaTap, 1969.

231-pTa凡

( 4 ) M. PHHtle71; OeoJlaJthIH YiiJtLIB3pJI3JlHiiH XapHJluaaryCTraCaH TyXa蕗acyyJtJlaaC. Studia Historica

Tomus XJl, Fasc. 4, yJIaaH6aaTaP, 1976. 65-p TaJT.

( 5 ) 汰. BoJtJt6aaTaP, A. JIyHLt33XaHIlaH: MoHrOJl yJIChlH TOP, 3pX 3YiiH TYYX3H yJlaMXnaJI. yJlaaH6aaTap,

1997. 222-p Tam

( 6 ) A. AauJLtaBaa: yJTaaH TYYX. yJIaaH6aaTap, 2003. 64-p TaJT.

( 7 ) u. CoHOMLLarBa. BHMAy-hIH OPOH HymH知日aCar3aXJ4praaHbI XyBaaPbT rapCaH Oe'ptlJleJlTYYA

192ト1965. yJIaaH6aaTap, 1967. 1トpTa凡

(8)拙稿｢晴代モンゴル･ザサグ旗官制について:外モンゴル･ハルハ･セツェン-ハン部中末旗を事

例として｣ 『集刊東洋学』第81号､ 1999年5月30日､ 118-100頁､ ｢晴代ハルハ･モンゴルにおける

タイジと随丁--ルハ東路セツェン-ハン部中末旗を事例として-｣ 『国際文化研究』 (東北大学

国際文化学会)第6号､ 1999年12月31日､ 29-43頁､ tlMH yJIChIH YeI柏H MOHrOJtblH 3aCarXOJIIyy71h)
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HI柏rMIt由H 30XHOH 6a虫ryynaJrrbIH TyXa由LJIHH3 aCyyEam The Changing Paradigm of Mongolian

Studies : Between Documentsand the Field. Papers presented at the Twenty-Second Taniguchi

IntemationalSymposium. Ed. by Yuki Konagaya, Mongolian Culture Studies H, Intemational

Society for the Study of the Culture and Economy of the Ordos Mongols (OMSe.V.), Koln Germany,

2001. pp.71-103. ｢モンゴルにおける地方社会の伝統的構成単位オトグ-ミグについて-モンゴル

国へンティ･アイマグ､ガルシャル･ソム調査報告-｣岡　洋樹編『モンゴル研究論集　東北大学

東北アジア研究センター･モンゴル研究成果報告Ⅰ』東北アジア研究センター叢書　第6号､東北大

学東北アジア研究センター､ 2002年､ 209-233頁及び中村篤志｢19世紀ハルハ･モンゴル旗社会の

統計史料-トシェ-ト･-ン部左翼後旗の"戸口家畜冊"について7-｣ 『内陸アジア史研究』第

18号､ 2003年3月､ 63-73貢を参照｡

(9)なお､本稿では､地方行政組織改革以前の旧体制下における部ayima† ･旗qosi†u･佐領sumuは｢部｣

｢旗｣ ｢佐領｣と漠名で表記し､新体制におけるものを｢ホショー｣ ｢ソム｣と記すか､必要に応じて

漠名と併記してこれを区別することとする｡

( 10) MoHrOJl ApLtbTH HaMblH rypaBLLyraaP HX XyPam 1924 oHL…a虫M-eCLEYr33P Cap.加nr3p3HrY虫

T3MJPrJl3Jl. yJlaaH6aaTap, 1 966. 68-p Ta凡

(1 1) MoHrOnLt apAt'tH 6YrLL Ha放paMLlaX 3aCarTOrTOOH兄Byy.qCaH Hh (BapHMT 6HtlrYYJtH由H 3MXTr3Jl)

192111926. yJIaaH6aaTaP, 1970. 9-10 TaJl.

(12)この代表官員については､ M. CaHXJtOpX: TeJLeeHHii TYllIM3凡Studia Historica Tomus Ⅵll, Fasc. 1 1,

yJlaaH6aaTaP, 1969.を参照のことo

(13) H. EaHraaCYP3H: ApLthTH XyBH由H aX aXy放TaH (beoLLaJlt,IH MeJLMereeC t70JleeJlOrLtCeH Hh. Studia

Historica, Tornus VII, Fasc. 5, yJraaH6aaTaP, 1968. 82-pTaJl.

( I 4) II HacaH6anxJ4p: ApJthIH 3aCraaC 1 92 1 I 1 924 0HyyAaLL aBCaH XyBhCraJIT apra X3MX33HYYA. (BapltMT

6mrltiiH 3MXTr3Jl) yJtaaH6aaTap, 1954. 1 08- 1 09-p TaJT.

(15)同上｡

(16) 3aBXaH aiiMrH由H TYYX3H TO血M. yJMaCTah, 1973. 32-p Tall.

( 1 7) ByrJI Ha免paMLtaX MoHrOJl ApLI yJIChlH aHXJLyraap ltX XypaJl. I 924 0HhI XI caphIH 8-28. 43Jlr3p3HrYii

TahaH. yJlaaH6aaTap, 1 984. 50-p TaJT.

(18) MoH T3H瓜50-51-p Ta凡当時旧ザサグ王公が旗長に選出された場合これをザサグ･ダルガといい､

非王公タイジが選出された場合にはホショー･ダルガと呼んだ｡

(19)両規定は､ Ts.ナサンバルジル編の資料集に収録されているが(u. HacaH6aJMp: ApLtbLH 3aCraaC

1 92 1 - I 924 0HyyAaA aBCaH XyBhCranT apra X3MX33HYYA. (BapIIMT 6Ⅰ川rI畑H 3MXTr3Jl) yJlaaH6aaTaP,

1954.46-63-pTa九)､本稿では､モンゴル国立図書館所蔵の両規定原本を使用した｡これは行政組織

改革に当たって人民政府が印刷したものである｡モンゴル人民党第三(二)回党大会第六回会議(1924

年8月9日)での内務副大臣デンデグによる報告｢内務省の内政改善について｣ -の代議員からの質

疑に対する応答によると､この規定は｢行政組織､全バグに足り及ぶように考え､ 2500部印刷｣し

たもので､ ｢第二刷刊行の準備をしている｣とある｡アルヒ-ヴ所蔵の版本もその一部と思われる｡
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MoHrOn ApLtHH HaMLJH rypaBLTyraap HX Xypan. 1924 OHLJ Ha虫M-eCLtYr33p Cap. E3Jlr3P3Hr坤

T3MLPrJl3m. ynaatt6aaTaP, 1966. 71-p Taut.

(20)モンゴル科学アカデミー歴史研究所編著『モンゴル史』 1､東京､ 1988年､ 199頁｡

(2 1 ) Ll･ CottoMAarBa: BHMAy-hIH OpaH HyTH政H 3aCar3aXJ4praaJthI XyZlaaphT rapCaH eeptuenTYYA

1921-1965. ynaaH6aaTaP, 1967. 10-p Taut.

(22)モンゴル国立歴史中央アルヒ-ヴCX-81, A.-1, xH.13.目録登録名: XyH XepeHrl畑r LPJlr3p3rlrYA

RaHC･原棺冊表紙の題名は以下の通り｡ olan-a ergtigdegsen-ti arban qoyadu†Ar on 5un-u segGl-sar-a-du,

seeen qanayima†-un tin wang-un Jerge bisireltti Jasa† t6rB-yingiyh wane doqleerin, st卵gtB dayiein beyile

5angeangqurlu, qubil†an lam-a JamlyangtBbdhgnlm-a-yln qubi ba, qanyatu qosl†un-u tuSalaγei tBsimed,

一･ tayiJinar, sumu, qamJil†an-u bBkbyile kBmBn ama k6rhgge mal-りisa mat-un qamtu bayieaYan toyul†a†u15u

erg也kti eese. 152葉からなり､二種類の棺冊が合冊されている｡横26.5×縦26cm.前半(I-51菓)

は､各戸主の名と年齢の下に､口数･馬･騒舵･牛･羊の数が記載され､さらに戸の構成員の名と年

齢が注記される｡後半の糟冊は戸主を台頭し､家族が一人一人別々に記載される.前半･後半いずれ

も､旗住民の表の後にジャスの家畜数の表が附載されている｡

(23)本章で用いるのは､モンゴル国立歴史中央アルヒ-ヴ所蔵の以下の議事録である｡

CX-81, Ll･ 1, xH･18 XoLuyyHhl XyPJlhJH TOrTOOJl. Mong†ul ulus-un arban d6rbedBger on Jiryu†an

iberub-yin doluyan sarayin arban doluyan naiman-u edGre mong†ul arad-un Jasa†-un †aJar-aea Ji†an

†ar†aYsan nutuy-un 5akiryan-u el-e dtirim kemJiyen一也　yosu†ar qosl†un-u qural negege5B keleleen

toytayaysan angqaduyar quralun toytayaL

CX-8 1 , A. I , xH･ 28 XoLllyy7iht aHXLtyraaP XypJthIH TOrTOOJI. 01an-a erg也gdegsen arban †urbadu†aron-u

qosi†un-u qural-un to†ta†aI. eg血i bisireltti wang-un qosi†u kemebesti Jokimui.

なお他のホショーの同種の議事録としては､これまでにM.サンジドルジとTs.ナサンバルジルによ

って三つの事例が報告されている｡ H. HacaH6aJIXHp: H3r3H XOulyyHhT aPAhJH ap耶ⅥJlCaH 3aCar

3aXHpraa TOrTCOH Hh. Studia Historica Tomus TX, Fasc. 18, yJlaaH6aaTap, 1973. 65173-p TaJl.同

BynraH XaH yyJThlH XOulyyHhI XypaJt. TYyxⅥ由H CyDJIaJT. Studia Historica Tomus X, Fasc. 14,

y∬aaI16aaTap, 1975.33-45. M.CaHXLIOpX: H3r3H XOllJyyHbT XypJIhIH TyXa曲TOBtl T3MB9rJl3JL

3pL13M l山HHXⅥ刀r33Hl畑eryyJUIYYLt. Studia Historica, Tomus Ⅵl, Fasc. 5, yJIaaH6aaTaP, 1968.

9ト100.

(24) CX-81,A. 1, xH.18, 2b:1.8-3a:1.13.原文は以下の通り.

tabudu†ar 5iiiL qanyatu tabun sumun-u neトe ken ken kemen nereyidk也yabudal-i kele)eeged 6rhsiyel, 5irum,

yosulal, mergen, itege叫i kemegsen anu, nlgen tuyil ba ary-a bilig-eec t6rdJ.ii †aru†san aliba ya†um-a

anggi5ireu Glti eidaqu tabun maqabud buyu nlgen kもmiin-ii biy-e-eee anggiJiryulbasu tilti bolqu tabun

esite-yln ner-e bolqut anu, uul nlgen qOSl†u tabun sumu bolun 5okiya†du†san-dur tokiyaldu5u bolqu gun

udq-a bu主 ba, basaeu egiinllyer dotu†adu-yin neng nlgen biy-e bo)qu yerugel bari】dul†-a-tu sana†-a-yl

ilerkeyilen nigedkegsen (3a) qola ueir bu主 bo】qu metti kemen Janggin du†arJab-yin sumu-i 6rBsiyeltti sumu,

5anggin　蓋irein-yin sumu-i 5irumtu sumu, janggin s也rhgqurlu-yin surnu-i yosulaltu sumu, Janggin

-202-



damdanglyab-yin sumu-i mergen sumu, 5anggin bumJaryal-yin sumu-i itegemJitB sumu kemen tus tus

nereyiddBkti - her to†tuba.

qural-un daru† -a-du †ombuwaeir,

ded daru† -a-du damdangyab

narin bieig一触daru†-a-du du†ars屯rBn

6riisiyeltB sumun- u gisigBn duyaかb, eoyiJungJvab, lodui, Iubsanggengdh.

Jirumtu sumun-u gisigBn蓋irein, 1ubsangdawa, sangiai, eewang, 5ambalnorbu,

yosulaltu sumun-u gisig血sGrBngqorlu, dalhaJab, eebeg)lab, tongli,

mergen sumum-ugisig血damdanglab, jigmid, mengdebayar, balJingnim-a

itegemJitti sumun-ugisig血bum5ir†aJ, namsarai, norbu, satad

nar bolumui.

(25) CX-81,A. 1,xJl.28.原文は以下の通り｡

qoyadu†ar JBiI,

qanyatu qoslYun-u Sumu baγ ba･ arban ger-i kerkin bayi†ulqu-i erkilen to†tuyaqu yabudal-i keleleeged

qosi†un-u bdkd to†al†a†da†san erGke naiman 5a†un arban d6rbe-yin dotur-a qabsura†san erbke nigen Jayun

arban d6rbe-i tayilu†ad tusa†ark6rtingge bBkBi 5ingkini er放e dolu†an Ja†u-yi tayilan arban ger arban d6rben

baY d6rben gGieed sumu bolYaqui-dur Bligsen nlgen Ja†un erdke-i dtirim一山yosu†ar nlgen Sumu bol†an

to†aeaJu tabun sumun-u ner-e5okiyaJu to†tuba.

(26) CX-81,A. 1,xH.28.

sumu-ud-un qura1-aea medegiiltigsen bayangqa†an a†ula-ymsurnu-ymJanggi dasinerin delgerbatum6ngke

a†ula-ymsumun-u Janggisirein, butar eila†un-u sumun-u Jvanggi demberiI, buyangtubula†-ymsumu-u

Janggl mengdiibayar, noyan a†ula-ymsumun-u Janggl namSarai, mar-i batulan to†tuba.

(27) CX-8 I , n･ 1 , xH･ 28洞上原文: kiJa†ar-i ea†dan sergeyilegGlkも一山tabun sumun-u iJa†ura (3a) nutuylan

sayuqu †a5ar-un 6ber 6ber一触oylr-a ildum-i boduJu nigeddger sumu, arban yis也dtiger tabun tolu†al-yln

obu†an-aea Jeg血teyisi d6ein †urbadu†ar †altu tineged-伽obu†-a kBrtel-e, qoyadu†ar sumu man †altu

iineged-eec tabin d6rbedOger Jam-un k6be-ymobu†-a ktirtel-e, †urbadu†ar sumu mon Jam-un k6b-eec 5irin

tabuduYar qareilaYutu-yln ObuY-a kGrtel-e･ d6rbeddger sumu man qarei-a†utu-aea arban nlgerdGger

qawaeaYan-u obuY-a ktirtel-e, tabudu†ar sumu man †awaea†an-aea arban yistiddger tabun tolu†al-ym

obu†-a kdrtel-e eyin kti tu§ tus ea†dan 5akirqu

(28)ソム名となっている山名･地名の内､バヤンハン･オーラはガルシャル･ソム北部にバヤン･オー

ラ･ブリガードとしてその名が残り､ノヤン･オーラはソム東部に標高1467メートルとして見える｡

ボヤントボラグは､現在のソム中心地ボヤントの南近傍に存在する｡デルゲルバトムンフ･オーラと

ボタルチョローは確認できなかったが､バヤンハン､ノヤン両山とボヤントボラグの位置は､三つの

ソムの位置に対応している｡

(29) u･ HacaH6aJIXHp: H3r3H XOlllyyHu aPJIbIH apAtlHJlCaH 3aCar 3aXHpraa TOJTCOH Hb. Studia Historica

Tomus IX, Fasc･ 18, yJLaaH6aaTaP, 1973. 69-p TaJT.
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ガルシャル･オーラ･ホショー境警備分担図

Walther Heissig: Mongolische Ortsnamen Toil II Mongolische Manuskriptkarten in FakSimilia･

wiesbaden, 1978. 757: Karte deb Banners de卓 Pur叫ab (Setsen Khan･Distrikt). Hs.or.94(86)により作成
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モンゴル人民共和国における文字政策の転換点
-ラテン文字からキリル文字へー

東北大学･東北アジア研究センター　　栗林　均

はじめに

モンゴル国(旧モンゴル人民共和国)では､旧ソ連邦内の諸共和国における文字改革の動向と

呼応して､ 1930年代に伝統的なモンゴル文字からラテン文字へ変換の方向が打ち出され､ 1940

年代にはそれがキリル文字(ロシア文字)へと方向転換が行われた｡こうして､モンゴル語を表
一記するために1940年代にキリル文字に基づくアルファベットが採用され､以後半世紀以上にわ

たってモンゴル国の書き言葉として使用されてきた｡

モンゴル人民共和国におけるこうした文字改革の経緯は､ツェ･シャグダルスレンの『モンゴ

ル族の文字概説』 (註1)によって､そのあらましを知ることができる｡

･ 1930年2月に開催されたモンゴル人民革命党の第8回大会において､モンゴル文字からラテン

文字への移行の方針が採択された(181頁)｡

･ 1940年3月に開催されたモンゴル人民革命党の第10回大会の党中央委員会政治報告で､モン

ゴル文字からラテン文字への移行の方針が再確認され､今後5年内に準備を行って一般に使用

することとした(181頁)｡

･ 1941年2月21日､新しいラテン文字の制定に関する党中央委員会･閣僚会議の第17/13号

合同決定が採択された｡主な内容は次のとおり｡

(1)ラテン文字委員会の作成した29のラテン文字をそのまま採用する｡

(2)長母音は母音字を重ねて書く代わりに長母音符号を用いる｡印刷条件が整うまでは長音符号

の代わりにアポストロフィを用いる｡

(3)第2音節以降の弱化母音に関しては､完全に消失した母音は表記せず､弱化しても聞き取れ

る母音は表記する｡大衆の話し言葉に近く､学びやすい新しい規則を作成することを科学委

員会に課す｡

(4)正式な正書法規則を作成するまでの期間､学校やサークルで教える教本となる暫定的な規則

を3月30日までに作成することを科学委員会と国民教育省に課す(182貢)｡

･ 1941年3月25日付けモンゴル人民革命党中央委員会･閣僚会議の｢モンゴルの新文字の決定

に関する｣合同決定第22/28号は､モンゴル文字をラテン文字化する方針を転換して新しくロ

シア文字を採用し､移行することにした(183貢)｡

･ 1941年5月9日､人民閣僚会議とモンゴル人民革命党中央委員会幹部会は｢ロシア文字に基づ

いてモンゴルの新しい文字を制定することに関する｣第25/27合同決議を採択｡これによると､

ロシア文字にもとづきモンゴル文字を全35文字とする｡新しい文字を使用する暫定規則を1週

間以内に作成し公布することと､アルファベットの教科書を短い期間で準備することを科学委

員会と国民教育省に課す｡さらに､小学校の第1 ･第2学年において31･32学年度【1941･1942
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年度】からすべての授業を新文字で行うこととした｡ただし､この決定は第2次世界大戦の声

響で延斯された(190貢)｡

･ 1945年5月18日､モンゴル人民革命党中央委員会･閣僚会議は｢すべての出版物および国の

公務を1946年1月1日より新文字で行う｣旨の第31/27号合同決議を採択した(190貢)｡

以上がシャグダルスレンによるラテJt/文字化とキリル文字化の概要である｡このうち､ 1930年

代におけるラテン文字への移行に関しては､モンゴル語を表記するためにラテン文字のアルファ

ベットが作成され､それによる学習書や辞書も出版された(多くはモスクワかレニングラードで

出版されたものである)｡しかし､モンゴルの新聞､雑誌､書籍等の出版物のほとんどは依然とし

てモンゴル文字で印刷され､またラテン文字の使用も公的機関や学校教育にまで及ぶものではな

かった｡こうしたことから､モンゴルにおける1930年代のラテン文字化は､あくまでも移行へ

の準備段階にとどまり､一般に普及するには至らなかったと言うことができる｡

他方､モンゴルにおけるキリル文字の正書法の作成に中心的な役割を果たしたツェ･ダムディ

ンスレン(ll. AaMJL抜HCYp3H)は､ 1940年代に行われたモンゴル文字からキリル文字への移行の

過程を次のようにまとめている(註2)｡

･ 1940年に開催されたモンゴル人民革命党の第10回大会で､伝統的なモンゴル文字を廃してロ

シア字に基づく新文字を採用することに関する決定が行われ､翌1941年から文字の切り替えが

行われた｡ (3貢)

･1941年5月に採用され､公布された｢新文字｣はロシア字32字にoとYの2文字を加え､

eの文字を独立の文字に数えて35文字である｡ロシア字のすべてを採用したものの､ X,也, u

の3文字はモンゴル語の単語を善くのには用いないので､実際使用している文字は32文字であ

る｡ (3貢)

･新文字を採用した後､正書法を作成する作業に入り､ 1941年11月に新文字の正書法規則を公

布した｡新文字正書法規則は1941年の冬に作成し､ 1942年に出版した｡ (4貢)

･その後4年経って､ 1946年には新文字規則を再度点検し､多くの学者や知識人､教師らの意見

や批判を考慮して若干の修正を行い､その概要を公刊した｡

ダムディンスレンのまとめは､モンゴル文字からキリル文字への移行の過程がより具体的に述

べられているが､次の点ではシヤクダルスレンの記述とは矛盾している｡つまり､ 1940年におけ

る党大会の決定をシャグダルスレンは｢モンゴル文字からラテン文字への移行｣に関するものと

しているが､ダムディンスレンは｢キリル文字への移行｣に関するものとしている｡これは､ダ

ムディンスレンの思い違いか､あるいはラテン文字化ということを敢えて表に出さないようにし

た当時の配慮によるものであり､ ｢ラテン文字への移行｣に関するものであったことは後に見る資

料によっても明らかである｡

ここに紹介するのは､ 1940年代にモンゴルでモンゴル文字からキリル文字への移行が行われた

際に､これまで言及されていない状況があったことを示す2つの資料である｡

第1の資料は､ 1940年11月23日の『ウネン』紙Nn125 (1884)とそれに続くNa127 (1886)､

Nn128 (1887)の3号に続けて掲載されたツェ･ダムディンスレンの｢弱化母音と新文字の問題｣
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と題する論説である｡論説はモンゴル文語(モンゴル文字)で書かれ､モンゴル語をラテン吹字

化するに際して弱化母音(単語の第2音節以降の短母音)を一切表記しない方式を提唱している｡

上に引用したシャグダルスレンのまとめによれば､ 1940年3月の第10回党大会で､モンゴル

文字からラテン文字への移行が再確認された後､ 1941年2月にラテン文字のアルファベットと具

体的な正書法の方針が決められ､その約1ケ月後にラテン文字からキリル文字への方向転換が行

われた｡ 1940年の3月から約1年の間､モンゴル語のラテン文字への移行が具体的に検討されて

いた訳であるが､この時期の状況はこれまでほとんど知られていない｡この資料によれば､ラテ

ン文字のアルファベットは1930年代に試用されていたものとまったく同じものではなかったこ

と､正書法も新たに作成することが検討されていたこと､新たな正書法では弱化母音の表記の問

題が焦点となっていたこと､この時の文字改革にはツェ･ダムディンスレンが中心的な役割を演

じていたこと､等を読み取ることができる｡

第2の資料は､ 1945年3月6日付『ウネン』紙､ Nalである｡一枚の紙を二つ折りした4貢の

新聞で､ 1面の大きさは縦36cmX横25cmである｡号数のNa1は､新文字(キリル文字)正書法

で発行された記念すべき最初の号と考えられる｡

1941年3月25日には､その1ケ月前に再確認された｢ラテン文字への移行｣が一転して｢キ

リル文字への移行｣に方向転換がなされたわけであるが､それから実際に｢キリル文字への移行｣

が実施されるまでにはさらに数年を要したことは上のシャグダルスレンとダムディンスレンのま

とめからも見て取ることができる｡その大まかな経緯は､ 1941年5月9日にキリル文字アルファ

ベット35文字を公布｡直ちにキリル文字への移行を行う決定を出したが戦争のために延期｡ 1942

年にキリル文字の正書法規則を出版｡ 1945年5月18日に翌1946年1月1日より､全面的にキ

リル文字への移行を決定｡ 1946年にキリル文字正書法を再点検し､正書法規則を出版｡

第2の資料は､ 1942年のキリル文字正書法規則にもとづいて書かれたモンゴル語の実例であり､

1946年から実施された正書法がこれにどのような修正を加えて成立したものか知ることができ

る｡これをみると､ダムディンスレンが｢1946年には新文字規則を再度点検し､多くの学者や知

識人､教師らの意見や批判を考慮して若干の修正を行い､その概要を公刊した｣いう､修正の中

心は長母音の表記に関するものであった｡

これらの資料は､ 1982年8月にウランバートルで開催された第4回国際モンゴル学者会議に栗

林が参加した際に､故ダムディンスレン教授から直接お借りして､複写したものである｡当時私

は大学院を終えたばかりで､これが最初のモンゴル訪問であった｡言語部会の会議場で､高名な

ダムディンスレン教授と初めてお会いしてお話した際､モンゴルにおける新文字正書法の成立に

関心を持っていることを伝えたところ､教授はわざわざ自宅から古い新聞の切抜きのファイルを

持ってきて貸してくださった｡複写は､当時日本大使館に勤務していた富永文朗氏に是非にとお

願いして実現することができた｡その後､この貴重な資料を活用することもなく保存していたわ

けであるが､今回こうした形で発表することによって､わずかなりとも両氏のご厚意に報いるこ

とができれば幸いである｡ここに､改めて両氏の寛大なご厚意に深甚な感謝の意を表したい｡
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資料1.
～

これは一『ウネン』紙Na125 (1884)､およびNn127 (1886)､ Na128 (1887)に連載されたツェ･

ダムデインスレンの｢弱化母音と新文字の問題｣と題する論説である｡これらはいずれも記事の

切抜きであり､新聞の号数は欄外の記載によって確認することができる仙127については該当

記事の裏面に号数の記載がある)｡いずれにも日付の部分は無いが､ No.125 (1884)の記事の左端

に手書きで｢23/X11940｣と書かれており､ 1940年11月23日付のものと考えられる｡

資料では､モンゴル文語で書かれた原文の縮小コピーと､それを現在使用されている新文字(辛

リル文字)正書法に直したものを掲げる｡キリル文字正書法に直した文章を付したのは､縮小コ

ピーでは可読性に欠けることと､なじみ易さを考慮したことによる｡

上述のように､この論説は､モンゴル語をラテン文字化するに際して弱化母音(単語の第2音

節以薩の短母音)を一切表記しない方式を提唱している｡その内容を要約すると､次のようにな

る｡

1 -1.

モンゴル語は､過去七･八百年の歴史の中で､単語が短縮されて来た｡モンゴル語の単語が短

縮した現象を新文字の採用に際して考慮しないわけにはいかない｡モンゴル語の単語がどのよう

に短縮されてきたかを見ると次のような場合がある｡

1 ･語頭における音の消失:語頭のhの音が消失し､また若干の単語で語頭の母音が消央した｡

2･母音にはさまれた†が消失したあと､ 2つの母音が融合して長母音が生じた｡

3. 2つの単語が結合して1つの語となった｡

4.語末のn音が消失した｡

5.強勢のない短母音が弱化し､時には完全に聞こえなくなった｡

ここでは､最後の現象をどのように新文字の正書法に反映させるかということが問題となる｡

1 -2.

新文字の正書法でこのような弱化母音を一切表記しないことにすると､以前に作成した新文字

の計画にいくつかの説明や修正をほどこさない訳にはいかない｡

大原則は､ラテン文字26文字にどのような新しい文字も追加せずに､それだけでモンゴル語を

表記するということである｡これに基づいて､次の3つの説明が必要となる｡

1 ･長母音について｡単語の第1音節の長母音と短母音は必ず書き分けなければならない｡第2

音節以降では､短母音(弱化母音)を一切表記せずに､長母音を母音字1つで表記する｡

2･単語の第1音節では､ iの後にaの文字を書く場合がある｡例:iarx (勝つ)､ shiatx (燃え

る)｡単語の第2音節以降にもiaを表記する｡例: taria (穀物)､ xunias (級)｡

3･ハルハ･モンゴル語にはnとngの音があり､ nは母音の前に･ ngは子音の前あるいは語末

に現れる｡これらには別の文字を用意することはせず､ nのあとの弱化母音の代わりにアポ

ストロフィ(I)を書く｡例:jabn (行き) -･jabn■ (行きます) ,manx (砂丘)一一man.X (見
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張る)｡
(

さらに､新文字の正書法に次の3つの修正を加える｡

1 ･単語の第2音節以降に現れる母音字はすべて長く発音する｡ただL iの文字はこの規則に当

てはまらない｡短いiはiで･長いiiはyで表す｡例:shabi (弟子)一一shabiym(弟子の)､

ym (このような)､ shalqxyn (換査することの)､ tenyx (伸ばす)､ ul (足裏､靴底) -_ ulix

(【犬･狼が】吠える)等｡

2･長いiをyで表記するため､ yには別の文字jを使用する｡他方5はsh,chと同様zhで表記

する｡

3･ Yにはqの文字をあててgと区別する｡例:arq (方法)一･arg (アルガルを集める龍). buq

(鹿) --bug (悪霊)､ agt (去勢馬)､ maqd (確かに)､ Xerg (用事)､ medgdx (知られる)､

ger (衣)､等｡

こうした正書法の利点は､次の点にある｡

1･基本的なラテン文字(ローマ字)に1字も追加していないので､ラテン文字のタイプライタ

ーや植字ケースをそのまま用いて支障がない｡

2･学習が容易になる｡弱化母音をどこに善くか･書かないかといった現在の厄介な混乱が解消

される｡口語に近くなる｡

3･速く書くことができる｡植字やタイプもすべて遠くできる｡弱化母音を一切表記しなければ

文字数が5分の1節約され､従来の5貢が4貢に収まる｡このような経済的な利点も多い｡

1 -3.

以下は､弱化母音を一切表記しない方式に対する批判に答えたもの｡

1 ･弱化母音を一切表記しないと､多くの子音字が連続して見た目がよくない一一慣れの問題で

ある｡新しいものはすべて最初は奇妙に思われても､目が慣れればそういうことは無くなる｡

2･外国語にこのような子音字が連続している例がない一一これはモンゴル語の問題である｡こ

の方式はモンゴル語の特徴を正書法に反映させたもので､正書法を外国語に合わせる必要は

ない｡

3･ 6,屯のように･文字の上に2つの点をつけるのは､書きにくい一一これらはラテン文字のタ

イプライターにある｡また多くの母音字を重ねて書くことがなくなったために点の数も少な

くなる｡たとえば､以前はt616b16g66と書いていたのを今度はt61blg6と書くため､難し

いことはない｡

4･音節に分けて書くやり方に反している一一音節は必ずしも母音を含むものではなく､子音だ

けでも成り立つ｡モンゴル語の弱化母音はゆっくり話せば発音され､早く話せば無くなり､

安定していないため､弱化母音に基づいて音節を区切ろうとすると､解決策が無くなる｡弱

化母音を一切表記しないことにすれば音節(をどのように分けるか)に関する厄介は軽減す

る｡

5･第1音節にだけ母音を書き･第2音節以降に弱化母音を書かないのは､実際の発音でどのよ
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うな母音で発音していいか分からなくなる-1モンゴル語には母音調和があり､問題ないf

ポッぺの作成したプリヤート語規則の第14項目には､単語の第1音節には7つの母音すべて

が現れるが,それ以降の音節に短母音は2種類しか現れない｡これは第2音節以降の短母音

を男性･女性の2種類だけでそれ以上は区別しないということである｡大まかに言えば､先

行する強勢のある母音に引かれて類似の音になる｡

6.詩を朗読するとき､弱化母音は明瞭になる一一詩は文語調で朗読するのでなく､現代の口語

で読むべきである｡口語では強勢のない短母音は不明瞭に発音されるので､口語で詩を読め

ばやはり弱化母音は不明瞭に発音される｡

7.弱化母音を一切表記しないのではなく､現在聞きとれる弱化母音を善くのがよい一一単語の

どこに弱化母音を書くようにするか､規則化するのは難しい｡概してモンゴル語の強勢の無

い短母音はすべて弱化し不明瞭である上､人によっても発音が異なる｡弱化母音があると言

って書く人もいれば､それが無いと言って書かない人もいるので､また従前の混乱が続くこ

とになる｡さらに弱化母音を書いたり書かなかったりすると､第2音節以降の長母音を1つ

の母音字で表すことができなくなる｡弱化母音を書いたり書かなかったりするより､一切書

かないことにすれば混乱も無く分かりやすい｡

8.口語から離れることになる一一逆である｡弱化母音をすべて表記することは口語から離れて

しまう｡弱化母音を一切書かないのは､口語と完全に合致していると言うことはできないが､

以前の正書法と比べれば著しく近く,冗長さが無い｡概略の表記である｡今回の正書法は､

学びやすく余計なものが無い｡

9.同じ表記の語が多くなる一一同じように発音して混乱が生じていないのであるから､同じよ

うに表記してはいけないということにはならない｡同音異義語を表記で区別しようとすると

口語と表記の差が大きくなる｡弱化母音を一切書かないかどうかは別として､発音が同じも

のは同じように表記するのがよい｡

10.規則が多くなる一一弱化母音を書くとすれば多くの複雑な規則が必要となるが､一切書かな

ければ､次の4つの規則で足りる｡

1)弱化母音は一切表記しない｡

2)長母音は単語の第1音節では母音字を2つ連ね､第2音節以降では母音字1つで表記する｡

3) iは上の規則の例外となる｡短い母音はiで､長い母音はyで表記する｡

4)後ろに母音字を伴わず､明瞭に聞こえるnにはアポストロフィをつける｡

ll.外来語をどのように表記するのか--元来は外国語でも､完全にモンゴル語化した語はモン

ゴル語と同じ規則に従う｡もともとはチベット語の単語でもモンゴルで一般に用いられてい

る人名もモンゴル語の単語と同じく扱う｡例: Xand-S屯m, Damdin-zab｡ 2語以上からなる

人名は､単語の間にハイフンを置く｡例: M6ru-Cogt, Enx-Bajr｡

ただ､世界で用いられている用語を書く際には､原語の綴りや発音を考慮して書く｡外国

の述語の表記に関しては特別の規則が必要である｡

*　　　　　　　　　　　　　　　　*
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この論説の中には､ラテン文字のアルファベット表と､その正書法によって表記した文章の例
(

が掲載されている｡以下に文章表記の例を採録し､現在のキリル文字正書法と対照する｡

Pushkin

Arilsn borony ecsyn也BI

AJiunogtrquid qancar x6blz6d

BaranSも屯dre qazrt buulqzh

Bajrt 6drygi qutazh bain'.

Sajxn chi tengrygi t泊rxed

rlymⅩHH

ApH皿CaH 6opooHu 9llCHH YYJI

ApHyH OrTOPryh raHllaaP XOB即Ⅰ30011

6apaaH CYYJtp33 ra3aPT 6yynrax

BagPT eApH血r ryraax 6a蕗Ha.

Ca兄XaH tZ T3Hr3pH虫r 6ypx9911

Sacrsn caxilqanchamalgl OrOqOd CauapcaH tlaMraaH tlaMahr opoorooA

Ajnqyn duugi nizhgntiln baizh

Anqsn qazrygl Xurarundlb.

Delxei sergzh boroarilla,

Dendl Bgei odo tonilbl sain.

AjsymSalxi nabchygiilbser

Amlinqui tengresarClm'chamalgl.

A3IHrHH耳y汀HHXIIrHYYJI9H 6a丘Ⅹ

AnracaH ra3PLtr XypaaP yH凡打aB.

R3Jm虎C3pr3Ⅹ 6opoo apH皿刀aa,

E3HA3n YrYB oJtOO TOHⅣⅠ6on ca如1.

A兄CLtH Cam HaBtIH放r m63C93p

AnapJMHTyB T3Hr3P33C aPtZHHa t王aMa免r.

この論説が出たのは1940年11月であるが､これは同年3月にモンゴル文字からラテン文字へ

の移行が再確認された後､具体的にどのようなアルファベットと正書法でモンゴル語を表記する

かが議論されていた時期であることが分かる｡その際､ラテン文字のアルファベットと正書法に

関しては､ 1930年代に試用されていたものがそのまま受け継がれてはいなかったことは注目に値

する｡

1935年にレニングラードで出版された『ロシア語･モンゴル語口語辞典』 (註3)では､モン

ゴル語はラテン文字アルファベットで表記されている｡辞典の最初に付されている｢文法要覧｣

はポッぺ(H.H.nollne)によるものであるが､そこに掲げられているラテン文字アルファベット

は次の27字である｡

Aa �&"�cc �3��Dd 之R�Ff 牌r�Hh 

Ⅰi 幡｢�Kk 氾��Mm 疲��Oo 尾��Pp 

Rr �72�S! 膝B�Uu 鋲b�Yy 仏｢�Zz 

これに対して､ダムディンスレンの掲げているラテン文字アルファベットは､次の30字となっ

ている｡

A �+��C �4��D 燃�ど 排�H �B�

∫ 抜�L 挽�N ���6 ���Q 倩��

S �4��T 紐�tJ 瓶�Ⅹ 葡�Z 弗��
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前者と後者の違いは､文字の種類に限ってみれば､次の5点である(それぞれ左側が1930年
(

代の表記､･右側がそれに対応する1940年の表記)｡

9-Ch　　等-Sh z=zh　　0-o y=也

ここで両者の最も大きな違いは､前者で9,守,Z, eという､ローマ字アルファベットに補助記

号を付した特殊な文字が使われてい首のに対して､後者ではそれらがch, sh, zh, 6に置き換えら

れていることである｡つまり､ 1940年のラテン文字化に際して最も重要視されたのは､おそらく

印刷技術の問題であり､既存のタイプライタ-や活字がそのまま利用できるように､特殊な記号

を使わないということであったと考えられる｡ 1940年のラテン文字アルファベットでは､ OとO

の2字が新しく加わっているが､ダムディンスレンは｢ラテン文字(ローマ字) 26文字にどのよ

うな新しい文字も追加しない｣ ｢8,屯はラテン文字のタイプライターにある｣と書いているよう

に､これをラテン文字の一部として扱っている｡

このような新しいラテン文字アルファベットで､モンゴル語をどのように表記するかという正

書法の問題に関しては､モンゴル語の弱化母音(単語の第2音節以降の短母音)をどのように扱

うかということが議論の中心になっていたことが分かる｡ダムディンスレンがこの論説で主張し

ているのは弱化母音を一切表記しないという方式であるが､これは､周知のようにカルムイク語

の正書法で採用されていた方式である｡

1930年代のラテン文字正書法では､単語の第2音節以降の短母音を表記するに際して､母音の

質に関しては母音調和にしたがってaoeoおよびiのいずれかを善くという規則が決められたが､

単語のどこにそれら善くかという母音の位置に関してはモンゴル文語の形をよりどころにしてい

たと考えられる｡ aka(兄) modo (木) nege (-) gurba (三) derbe (四) taba (五) nyde (目)

といった表記に見られるように､語末の短母音は1930年代のラテン文字正書法では､モンゴル

文語と同様な位置に表記されていた｡しかし､これらの短母音は人により､場合により､また話

す速度により｢発音されたり､されなかったり｣する不安定な母音である｡こうした弱化母音の

表記をどのようにするか､とりわけそれを単語のどの位置に善くか書かないかについて議論が紛

糾していたことが伺われる｡ここで､ダムディンスレンが出した結論が｢一切表記しない｣とい

う方式であった｡紛糾した議論を終結させるには､きわめて明快な方式であるが､実際の発音に

合致しているという支持は得られなかったようである｡

翌1941年2月21日付の党中央委員会･閣僚会議合同決定では､次のような方針が確認された｡

(1)ラテン文字委員会の作成した29のラテン文字をそのまま採用する｡

(2)長母音は母音字を重ねて書く代わりに長母音符号を用いる｡印刷条件が整うまでは長音符号の

代わりにアポストロフィを用いる｡

(3)第2音節以降の弱化母音に関しては､完全に消失した母音は表記せず､弱化しても聞き取れる

母音は表記する｡

ここでいう､ ｢29のラテン文字｣はおそらくダムデインスレンの示した30文字と同様なものと

考えられるが､ 1字の違いが何を意味しているかは不明である｡それはともかく､ダムディンス

レンが提唱した｢弱化母音を一切表記しない｣という方式は採用されず, ｢完全に消失した母音は
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表記せず､弱化しても聞き取れる母音は表記する｣という原則が立てられ･長母音に関して時母

音字を重ねて表記する代わりに長音符号を用いるという方針が立てられた｡

この決定は､その1ケ月ほど後に｢ロシア文字(キリル文字)に移行する｣という決定に取っ

て代わられるのであるが､この正書法の原則はキリル文字正書法に生かされて行くことになる｡

資料2.

これは､ 1945年3月6日付『ウネン』紙で､号数はNnlとなっている｡資料では､全4貢の

縮小コピーを掲げ､そのうちの2つの記事を細字して示した｡

ここで使用されているキリル文字正書法の特徴は､まさに上で見たラテン文字正書法の原則､

つまり､ ｢長母音を長音符号で表記すること｣および｢聞こえる弱化母音を表記して､聞こえない

弱化母音を表記しない｣という原則を実現したものであるということができる｡

ダムディンスレンによれば｢1941年11月に新文字の正書法規則を公布した｡新文字正書法規

則は1941年の冬に作成し､ 1942年に出版した｣という｡資料2は､この際のキリル文字正書紘

によって表記された実例とみなすことができる｡これと同様なキリル文字表記の実例は､この期

間に出版された書物の扉や奥付に見られることがある｡たとえば､次の例は1944年に出版され

た《qdbJ Q1.9辞仰山仰(仰叫J榔J)》 『敵の背後に侵入したこと

(チョイバルサン将軍の伝記より)』と題する56貢の冊子は､モンゴル文語で書かれているが､

奥付は次のようにキリル文字で表記されており､その正書法は『ウネン』紙のそれと同様である｡

PeA豆KT9P u･ EaMA耶CYP∋H

3yprmr 3ypCaH Y.只AaMCYp?_汁

Ⅹ兄HartI A. RalUH;I如n･ BaJl米馴AOP札T呑X. peA豆Z(TOP Iユ･ CoAOB･

7　Ryr豆p capblH 27-tTht OAOP･ Ⅹ3BJ13nJ

19-44 otTu 8 Ayr豆p capb川20 blH eAep OP亨JIaB･ Y･BnAB叩H鼻汁

6YpTr3ntl如　沌1627 Ⅰ加pxar 5000･ Ⅹ3-qX5 60×9_2_1_I)6 Ⅹ38･

u ycr舶tt T3MA3rT 38000

･◎peJITeHA 1944 oRht

ul3Jltt如Ⅹ亨AaC 3･ -a ti3P

Ⅹ38Jt3X Y如AB3P. yt泊H6豆Tap

この新聞が発行されたあと､ 1945年5月18日には翌1946年1月1日より､全面的にキリル

文字へ移行するという決定が行われた｡キリル文字への全面的な移行を大々的なデモンストレー

ションとして国民に示したのがこの号の『ウネン』紙であったと考えられる｡

キリル文字への全面的な移行に際して､ダムディンスレンは｢1946年には新文字規則を再度点

検し､多くの学者や知識人､教師らの意見や批判を考慮して若干の修正を行い､その概要を公刊

した｣と書いている｡この新聞で用いられているキリル文字正書法と､現在の正書法とを比較し

てみれば､ 1946年に行われた｢若干の修正｣が､長母音の表記方法に関するものであったことは

明らかである｡長音符号によって表されている長母音の表記を､母音字を2つ連ねる表記方法に

替えさえすれば､ほぼ現代の正書法が実現されるのである｡
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ここでは､ 『ウネン』紙のひとつの記事の内容を要約しておく｡

*　　　　　　　　　　　　　　　　*

T.ルハグワ- ｢小･中学校に新文字で印刷された教科書｣

1941年5月の党中央委員会と人民閣僚会議の合同会議はモンゴルの旧文字を新文字に移行す

る決定を行った｡

この決定を遂行するために国民教育省はすべての学校の生徒たちにモンゴルの新文字を教える

ことが必要と見なし､小学校と中学校で学習する教科書を新文字で出版することにした｡小学校

の教科書のすべてを新文字で出版し､中学校のいくつかの教科書を新文字で出版した｡たとえば､

1, 2, 3, 4年生が学ぶ文法､綴り方､読本､算数､自然(理科)の教科書､また4年生と7

年生で学ぶモンゴル地理､ 5年生で学ぶ植物学､生徒規則､教員手引きの雑誌､小学校指導計画

等20種以上の書籍が新文字で出版された｡また1945年には小学校のすべての教材を新文字で出

版し､ 8年生中学校の基礎科目授業の教科書を新文字で出版するべく準備を進めている｡

全教員は授業の概要､生産計画､成績簿を新文字で作成し､記録することになった｡

しかし､教員や生徒が新文字で出版された教科書や物語､詩歌等を読むことは十分でない｡新

文字で出版されたすべてのものを読み､それぞれの文化教養の発展への足がかりとなった新文字

をさらに一層よく学び合おう!

*　　　　　　　　　　　　　　　　*

この記事には｢小学校の教科書のすべてを新文字で出版し､中学校のいくつかの教科書を新文

字で出版した｣として､具体的な教科書の名前が挙げられている｡こうした教科書類が文字通り

出版されたものとしても､翌1946年に正書法規則の修正が行われたことから､使用されるに至

ったかどうかは疑わしい｡しかし､このように出版された教科書類が現在まで残っていれば､文

字改革の過程を示す実例として､きわめて興味深い資料となるはずである｡

註1 ･ U. InarAapCYp3H, MoHrOnWALIH YC3r 6HtIHrH虫H TOBtIOOH, Bibliotheca Mongolica:

Monograph 1, Centre for Mongol Studies, National University, ynaaH6aaTaP, 200 1.

註2. U.naMAHHCYP3H, ●■uHH3 YCrH点H DYpMH虫H TyXa虫3peftXd 3Y融'., MoHrOJI X3n 6HtlrH虫H

3apHM aCyyAan, B.H.M.A.y. IJhHXJI3X yXaaH,恥34　60poBCpOJIhIH Xyp33Jl3H,

yJIaaH6aaTaP, 1959, 3-14.

註3. A.B.Byp耶OB, PyccKO胡OHrOJlhCK虫cnoBaPh Pa3rOBOPHOrO E3hIfCa C rIPeJtHCnOBHeM 班

rpaMMaTWqeCXHM OtZePKOM H. H. rlorlne. JIeHHHrpa且CfCH虫　BOCTOtIHH貞　HHCTHTyT.

JIeHHHrpaA, 1935.
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資料1.ダムディンスレン｢弱化母音と新文字の問題｣ (原文)
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ダムディンスレンr弱化母音と新文字の問題｣ (キリル文字による表記)

II EaMEHHCYP3H

BaJLaPXaji 3ITⅡⅡr 6a Ⅱm YCrb acyym

CYynH丘H JIOJIOO Ha丘MaH 3yyH jMH丘H AOTOP MOHrOJI X3JI X3PX3H XeIⅦK HpCHH放r

6aparnaH M3n3Ⅹ 6apHMTyyJI 6a蕗My乱　9Jtr33P 6apHMT 6HtlrYYJt 6a 3pJ13MTHH丘InHHX刀3JI,

ⅩyytIHH 6utlrH点H X3m, 0皿00rH蕗H OJIOH MOHrOJI OBOrTHH兄pHaHhI X3JT 33pr抜放r HH血ⅠⅣ3H

x3IHaBaaC MOHrOJIhIH X3Jl, MOHrO皿HH Yr EMarr 6omHO TYpr3H 6oJK XyPaarJICaaP HPX93. Yr

6orHHO 6oJICOH JP3P33C TYPr3H Ilar放免H皿OTOP OJIOH YrHAr x3皿Ⅹ aM謡mX WJI 3H3ⅩYY 6orHHO

60皿Ⅹ 6y免r E3Bum XerW X3M33H Y3MYA. 9H3ⅩYY YrH蕗H 6orHHO 6onox兄叩an raHIⅨaH

MOHrOJI X3JI3HE Y33ⅠⅦ3Ⅹ 6a政raa x3p3r 6yc,刀3JⅨH虫JIaXHHaa HX3JI E3JIr3pC3H 6ereeA 6ycaJI

x3JIH蕗r 6OEBOJI uHH3BT3P X3Jl 60刀0X aHmH X3nd oJlOHXH Yr, Hm 3rIIJr33 yJIMaaP r33X H3r

6yl0y XOep YeT3虫6oJⅨ 6a丘Mya

r3T3n TYYHH虫YcrH蕗H nYp3M 6aaxaH XyytIHもⅣ MePAeX TyJl X3JLq3r X3JI 6a 6耶皿3r 6mrH曲H

xoopoH皿rYH3rH虫3aZLCap rapt王aHmH X3nH政r cypartIAaJI 63PXu33JI 60刀MyA.

MoHrOJI X3JI3HE H虫ⅠⅨyy x3m, 6汀tIHr XOePhlH XOOPOHJI HX 3aBCap raPraXrYBr RUlaHry;la OEOO

llIHH3 YC3r 30XHOH aZlaX Yen X兄HaX XWtI33B33C 30XHMy臥　MoHrOn YrH虫H XypaarEaH 6orHHO

60皿Ⅹ兄Baa 6a軸ⅥHr uIHH3 YC3r aBaXJtaa aHXaapaXrY虫6a氏Ⅸ 6onoxrY乱　H虫MA MOHrOJr YrHH政

Ⅹ3pX3H 6orHHO 60皿Ⅹ EBaarⅩ兄HaX Y33Ⅹ3JI叩6yc caHarJtMya

1. Xy6ⅣIa虫xaaHH YeH虫H JIePBeJmH 6HtZHIT "h血ege", "harban", "hildB" r3Ⅹ 6HqC3H HI'

T3p llarH虫H兄pHaHLt X3JIHAr JlaraCaH 6y虫3a. OEOO 6HAHH虫Ⅹ3JI3HJt也nege, arban, ildB

x3M33H X3n3Ⅹ 60刀Ⅹ 3XHH虫h rH点ryyJT3rⅦ虫r xajR33. ypLJtumartaqu(yMaPTaX),屯neker

(YH3Ⅹ33p) Ⅹ3M33H X3皿Ⅹ 6a政caH 6a oA00 tI XYPT3JI T3P X3B33p 6打Ⅶ3r 60noBtl MaHa虫SIPHaHhI

x3JI3HJt martaqu(MaPTaX), negeren (H33P3H) r3Ⅹ 6oJⅨ 3ⅩHH虫3rlHrHBr xaSIB･ Sac s也n-r yphE

屯S也n r343r 6a虫caH X3M33MY臥　9H3 M3T33p 3XHH虫rI柏rYyJl3rtI 6a 3rIIIrH虫r xa兄Ⅹ見Baa Hb

YrH点H 6or14HO 6oJIOX H3r 3aM 6oJIMyH.

2. XyytIHH 6HtIHrT ypTyynhlr †a a放MraaP T3MB3IIJl3Jpr.遜kI1133Jl63JI, uul(yyJI) r3Ⅹ Ⅹ3n33且

･TPu (a†ula) r3Ⅹ 6HqMY乱　qaal†a, qooloi, quruu r3Ⅹ Ⅹ-3A吋叫(qa†al†-a),柳

(qo†ulai),棚(quru†u) r3Ⅹ 6HtIMYa X3JIHI柏TYYXR虫r x兄HaX Y3B33C 3H3 Hb 30BXeH

ypTyyJIHr T3ME3m3X apra 6HIn, yphE MOHrOJl 6HtlrH免r aHX TOrTOX 6a触YeJt YH3Ⅹ33p a†ula,

qa†al†-a, qo†ulai, qtm†u x3M33H X3月Ⅹ 6a虫caH 6onoJITO乱　5lMaP 6apHMT 6a政Ha X3M33B33C

o刀.00rH免R 6ypHa且Ⅹ3J13H且quruYu(XyPyy), niruyu(fTypyy) Ⅹ3M33X YrH敵†a-Ta蕗raap JIyyAaX

quru†un(xypraH), niruYun(HIOpraH) Ⅹ3M93H X3nMY乱　EaⅣyp x3JI3HA egBde 33P3r YrH蕗r

6肝IrI柏H X3JI33P JIyyEM沖･ EepBeJt X3JI3HE仰(ya†akiJu) X3M33X YrH蕗r ya†aJu x3M33H

x3JIMY乱　9H3 Hh OJIOOrH虫H 6HEHH虫ypT 3rⅡmr 3PT IlarT EyHnaa †a-Ta政Xoep Ye 6a虫cHhI

yn皿3rE3n 6oJIMy臥

MoHrOJt 6HqrH泳H aHX TOITCOHOOC XO政In apBaH ryPaB EePeBEYr33P 3yyHH Ye 6oJIOXOJI E93P

町pACaH aYula, qa†al7-a, qtmyu r3Ⅹ 33prH虫H YrH蕗H招けⅠAajl †a H3r3HT XaRrAaX XOep 3rIH耶

Hh XaBCpaH mⅦarAaX 6oJⅨ33. BapHMT Hh EepBeJWH 6HIHrT aYula, qa†anⅩ3M33Ⅹ YrCHar

aula, qaan r3Ⅹ 6HtIC3H 6a T3p Yen MOHrOJI YrH虫r apa6 Ycr33p T3ME3m3Ⅹ 30ⅩnOCOH apa6
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MOHrOJI TOJIb 6HtZm Xaalga 6yywax r3Ⅹ 6HtIC3H33C r3Ptu3rJPMY乱

(

T3p乃ⅦaX †a-Hh xa5HIACaH YeH免H X3JIHH虫JtyyNlaraaC OA00 YeH政H MOHrOJ7 6wIHrT

yJIaMコm HpC3H Hh taulai, qauli r3Ⅹ 33P3r YrC 60皿Mya 9H3 M3T33C 6011OXOA MOHrOJl

X3JIHH丘ypT 3rHIHr Hb yPhJt EyHEaa †a 6YxH点Xoep 3rⅡmr 6a点caH 6a ynMaaP JtyHEaX †a-raa

xa5K XaBCpaH X3JI3Ⅹ 6oJ100月XaPHH OAOO 60JIOXOJI XOeP 6HIn H3r yPT 3rIEHr 60月Ⅹ33. ypT

6onoBtI H3r 3ruW Hl'XOep 3rmI,33C 6orHHO 6HHJ YY.

BJIaEHMHPIIOBHH 30Ⅹ必OCOH MOHrOJI X3JmH政rpaMaTHXHh 1 28-p 3Y如u H点fKYY XOeP Ye3C

6Yp3JIE3H ypT 3rlnHr 6y滋6oJIOX皿ⅣIHr apBaH JIepeB, aPBaH TaBJⅣraap 3yyHH YeJHyypBHCaH

x3M33Ⅹ33. YYHH政r MOHrOJI YrHH点6orHHO 60月Ⅹ HPC3H H3r3H 3aM X3M39H Y3M坤.

3･ MoHrO皿X3n3HA XOeP Yr H3ⅠⅥ3Ⅹ 3aMaaP 6ac 6orHHO 60刀X EZLMy乱　血凹33m633C, †ai

晦ei(ra蕗YTYA), eJen也gei(333H YrY虫) X3M33X YrC HH血Ⅸ †ayi†di(ra虫rYA), eJegBi(33rYB)

6oJⅨ33･ abei irekB x3M33X Yr HH血33E abeiraqu(aBtIPaX), aeiraqu(atlpaX) 60∬oB. keleJB

orkiy-a(Ⅹ3JⅨ OPXHe), yabu5u orkiy-a (EBX OPXHe) HII如33E keleirkey-e(Ⅹ3mme), keleey-e

(X3JrtZhe), yabueirkey-e(兄BtI旺Xt'Sl), yabueiy-a(兄Btn'兄) 6oJⅨ HPC3H 6aAMyR　9H3 M3TH政H

xoep Yr HHおⅠ3XA33　HH血lC3H YrCH免H　3ruml rHHrYYn3rtIH政r x3JI X3E33P Xa3K兄Marr

6orHHOXOH 6onox TH政ul XaH皿Ⅹ33.

4･ MoHrOJT YrHH助3IIC抜放H n HX3Ⅰ耶33 XaErJIX33･血In33皿633C, mOdun, buryasun, usun

r3Ⅹ 33prH血H YrCH蕗r yphJt tTyXaM TH蕗比町Y X3JK 6a虫caH 6a OJIOO 6ypHaJI tIHHr3Ⅹ Ⅹ3JLZPr

60JIOBtI XaJTX X3JI3HA mOdu, buryasu, usu r3Ⅹ 33p3r X3n3Ⅹ 6oJⅨ CYYJIH免H n-r r33Ⅹ33. Sac

tngri, kelberi, bBri,屯iledbdriⅩ3M33Ⅹ 33PrH蕗H 3IJCH虫H i xawAaX tengger, kelber, b叫,屯iledbむ

r3Ⅹ COHC月0Ⅹ 6oJIOB.

5･ MoHrOJI X3JI3HJt eprenTrYA 6orHHO 3ru町Hh 6aJlapXa虫coHCJIOX 6yTOy 3apHMEaa

6YpMeCeH COHCAOXrYB 6oJlAOr･ YyHH丘r MOHrOJI X3JI打点r I∬HHXIⅨ Y3C3H 3PJPMT3H 6yp

Bo6poBHHKOB, PaMCTeETaaC 3XJI33E BJIaJIHMHPI10B, Ilollrle XYPT3n IleM H3r3H町yraaP 6aTJlaH

T3ME3m3Ⅹ331 9pJI3MT3H PaMCTeETH丘H 6HtlC3H Hh: MOHrOJI X3JIHI柏epreJrrrYA 3rlnHr

HX3HX月33 YrY虫6oJIEOr･血凹33n633C, aq-a, ma†ad, modu x3M33X YrH虫r aq(ax), ma†d

(MaIⅦ), mod(MOP) Ⅹ3M33H X3JI3X　6oJⅨ33. (MoHrOJI X3JIHH虫JTyyHhI CyDJIaJT X3M33X

HOME【H 59-p 3Y血1) rlollrlerH虫H 6汀qC3H Hl': MOHrOJl X3JIHH曲XeIⅦUIH蕗H uHH3 YeH点H OHIユrO蕗

T3MP3r Hb氾y 6y虫Ⅹ3M33B33C H3rEYr33p33C 6ycaE YeH放H 3rurW且aHXHH UHHX tlaHaPaa

aJLqaX MaIII TOEOpXO虫rYB 6oJIOB. 9H3兄Man ynMaap IIYH3rH政ptz 3apHM乃aa epreJITrY虫3ruHr

6YpMeCeH XaSIrJlaX 6yx)y opxHOJl apⅣICaH 6a 3CB3n TyhhIH 6orHHO Ma仙 6aJTaPXa虫3rIEHr

6oJIOH XyBm33･ Ⅹ血u33JI633C: qural, qudtu† Ⅹ3M33X XOeP YrH政H DyyJUara qurl, qudg

6oJlCOH aMy乱(MoHrO刀YC3r TOJIH庇H 33町raaP TanE 6y乱)

Byp耶OBHH 30XHOCOH Opoc-MoHrOJ- TOJTHHhl eMHeX TPaMaTIⅨH蕗H JtepeBEYr33P 3YhE

MeH IlorlrlerH丘H 6HtlC3H Hb: I.MoHrOJ一X3JIHH点H3rEYr33P33C 6ycaE YeH政H 6orHHO 3ruHr

MaIH TO40pXO虫ryA,兄pHaHH X3n3HA HX3IIX月33 HE3rAZPr 6a ep Hh COHC凡qOrrYWl x3M33Ⅹ33.

MoHrOJl X3JTH政r IHHHXC3日3pE3MT3H 6Yp HHr3Ⅹ X3JI3Ⅹ33C raJIHa, 6耶eePCneO Yr X3JK

tlarHa3K Y33Ⅹ3A YrHH滋　H3mYr33p33C　6ycaE YeH虫H　6orHHO　3rIHHr　6aJlaPXa免　6ere叫

coHCJ10XrYb uaxaM 6a政My乱　XHu33JI633C: uSu r3Ⅹ311 31ICH虫H u COHCJIOXIY払ulus r3Ⅹ311
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1-HRH AapaaX u Maln 6a刀apXa払3aPHMAaa uls r3Ⅹ Ⅹ3mMYa bolqu, medekB･ medegdekB 3373r

YrH丘H H3rEYr33p33C XO政m YeH丘H 3rHIrYYJt MalI1 6aJlaPXa虫TyJl bol又, medx, medgdx r3Ⅹ

coHCA0X M3T 6a丘My乱

E33P JtyPJtCaH TaBaH 6apHMTHr HHhYyJI3H 6oAOXOJI MOHrOJI YmH虫6ormo 60JK MOHrOJI

x3JIHH虫TYpr3H 6oJK皿aa 6a軸aJT HYJtHH虫oMHO H刀3PXH点6y虫3a.　　　　(TOrCeerYA)

( ypr3JM3JI )

H免Ⅰ叩3rHIrH虫r xa3maaC HmH諸肌3X yXaaHH XYP33JI3H【r33C] ypLn raPraCaH uHH3 YCrH虫H

TeJIOBJIereeH A33P 【Ⅹ3E]3H 3YhH蕗H TaおⅠ6ap 6a 3aCBaP OPyyJlaXaaC 6yc lapr]aIY丘6oJlMy乱

YYHJt 6HA皿aTHfI 26 YcrH丘H JI33P兄Map tI InHH3 T3MP3r H3M3ⅩrY丘rar耶TYYHH免r MOHrOJI

x3Jl甲虫【6a軸aJLn 30肌叩乃ⅥaH aBMyR　血ap Ta触6ap 3aCBaPl血】 opyymax 6yB x3M33B33C

6mHX DYP3M JP3p XOn6orACOH lIY]pBaH 3YhH蕗H Ta血Ⅰ6ap 6a虫MyA.

1. ypT 3rulrH虫H TyXa乱　YrHH点3Ⅹ3H Yell TOXHOJLnOX ypT 6orHfrO 3rm蕗r 3PX6HⅢ兄刀raX

6肌HX X3p3rT3乱　血u33JI633C:七才･七品　X3M33X YrCH良r ul, uul r3Ⅹ　6wIMYA.

H3r∬Yr39P33C XO血m YeJI 6aJlaPXa蕗3rⅡlrH虫r orT 6HtlHXrYA ytlpaaC ypT 3rurH免r EaBXap

Ycr33P T3MA3m3X Hb叩Y X3p3r　60JTOX TyJI AaH YCr33p T3MJPm3MYa jhH133n633C:

i,,.I:=V?I..,,J (manduyulu†ad),柳(比tBgeJB) r3X M3T YrCHAr mandulad, bBtezh r3Ⅹ

6HqMYH.

2･ YrH血Ⅰ 3XH加点yeJt i-rH丘H Aapaa Xaa3Ia a 6肌MY乱17町中(iraqu), 4TS'T'Q (sitaqu) X3M39X

YrcH政r ↑¶巾(irekB), W (sidekB) Ⅹ3M33H ytIInHXrYA 60nroxuH Tyn iaⅨ, shiatx r3Ⅹ 6HtIMY臥

YrH血即14 6a 3I13CT吋っ(tariy-a) taria,佃伸(quniyasu) Xunias 33prH血Yr3HE ia

x3M33Ⅹ Ye OpOX TyJI YrH蕗H 3Ⅹ3H且ia ye 6a触a皿YJI 6onox EBAan岬.

3･ MaHa政ⅩaJIX MOHrOJl X3JI3HJt n, ng X3M33X XOeP乃ヴH 6a触YYHJt 3rurH蕗H eMHe n

coHCA0Ⅹ 6a rH虫rYyn3rtIH免H eMHe 6ymy YrH丘H 3I13CT IleM ng COHCJtMyR　9H3 XOeP JIyyHJt

xoep Yc3r X3p3I773X gBEan岬. rar耶n YCr33p T3ME3rJT3Ⅹ n-rH免H JlaPaa OpOX 6aJlaPXa虫

3rumI政H OpOHE a6cTPy¢a x3M33X T3MJIrH虫r x3P3m3B33C 6oJLM沖. XRu133JI633C: Td

(yabun) - jabn,舟/ラ(yabun-a) - jabn',ヰ･棚(mangqu) - manx, i.rrr,Q (manaqu) - man'X

江IHH3 YCrH蕗H TeJIeBJIereeH月OpyyJIaX ryPBaH 3Y血IH虫H 3aCBaPhlr町pEBaaC:

1. YrH政H H3rEYr33p33C XO政HRH Yen TOXHO.ⅥCOH 3rlHrI柏r lleM ypTaaP yHⅡⅠ推X X3M33H

E39P X3JlC3H JrYPM3HE rarW 1 YC3r XaMaaPaXIY乱　BorHHO i-H蕗r i Ycr33p, ypT ii-Hかy

Ycr33P T3MJt3m3MYa X皿33JI633C:恥(蓋abi) - shabi,鶴, TJ(善abi-yin) - shabiyn,

11伸(eyimB) -ym,叫F柏J(sil†aqu-yin) - shalqxym, q'pT巾(tenByikB) - tenyx,捕(ul) - ul,

榊(uliqu) - ulix r3Ⅹ 33pr33P 6mMY乱

2･ ypT i-r y Ycr33p T3MJPm3X TyJI y-A TyCra点Yc3r X3P3173臥　YYHJI j Ycr33P T3MB3rJl3MY乱

T G) JIyyr 41 (蓋) T (a), Sh ch -H点H aEH刀aap Zh x3M33H T3MB3m3MYa

3･.J雪(arY-a),巾J (ara†),叫(bu†-a), OJ o,u†) r3Ⅹ 33P3r YrCH虫rarg bug r3X aJDVI

6HtIB33c ca政HrYa　9px6Hu NIraX 6HIHX X3P3rT3蕗TyJI yphJthIH rarIl g YCr33P †I g XOep

町yHHr T3ME3rJl3Ⅹ ⅩyPaM町TarJIanTa虫6oJIMy乱　H虫MJt † YC3IT JIaTHH YCrH虫H AOTOPXH q
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Ⅹ3p3m3M坤･ nln33m633C:小雪(arY-a) -arqJ.TJ (ara†) -arg,叫0,uY-a) - quq,

QJ Quγ) - bug, hJ (aTta) - agtJTJ (maYad) - maqd, oTrT) O'ereg) - xerg,細

(medegdekB) - medgdx, of (ger) - ger r3Ⅹ 33P3r 6HqMYa　9H3 3aCBaphlr XyytZHH

TeJIeMOreeHE OPyymBaaC 6YrJI YC3r 30 6oJIOX HI'.

IkR TzH rH Pqt.･z LJGL pかY EFd>:o fxかE十　o廿W L.D T N L:U iHc r M tL UけC T L一T　中a J･K卜sH〝+A一J T s　十

H点叩Y 6anapxa丘3rurHBr xa兄X X3pX3H 6HtI孤6a軸叩l,Ir Y3YYnB33C:

Pushkin

Adlsn borony ecsynもBI

Adunogtrquid qancar x6blz6d

BaranSも也dre qazrt buulqzh

Bajrt 6drygiqutazh bain'.

Sajxn chi tengrygi bBrxed

Sacrsn caxilqan chamaigi oroqod

Ajnqyn duugi nizhgnBln baizh

Anqsn qazrygl Xurarundlb.

Delxei sergzh boro arilla,

Dendl Bgei odo tomilbl sain.

Ajsyn salxi nabchygiilbser

Am1inqul tengreSarClm'chamalg1

9H3 Ⅹ叩MhIH auHr TyChlr町pEBaaC:

1･ YHEC3H naTHH YC3r E33P H3r tI T3M且rH政r H3MC3HrYB TyJI JIaT拓H 6HqrH虫H MalHHH,

ycrH触Xacca 33prI柏r x3B33p X3p3m3Ⅹ34月MaP tI CaaE YrYR

2･ CypaxaE aMaPXaH 60JIMya BaJIaPXa虫3rIlm虫r xaaHa 6HtIm 3C3Ⅹ 33PrH放H O皿00rH蕗H

TeBerT3政6yJtnHaH aPⅥ皿My乱　耳pHaHtJ X3Jl3HA O蕗p 6oJIMya

3･ Bmm31t TYPr3H 6onMya Yc3r epeX, MalnHHaa I10Ⅹ孤I10M Xyp兄aH 60皿M沖.

XyytIHaaC TaBHhI H3r3H XyBL X9MH3rA3Ⅹ TyJI TaBaH HYYP 6HtZHr, nePBeH HYYPT 6aITMyii.

YYH33C 3EH触3aCarE33P XOJI6or皿COH auHr TyC Maul aPBHH 6oJIMy虫.　(TerCeerYB)

( Ypr3JW3n )

YYH33C raEHa･ 6aJlaPXa貞3rⅡ汀H虫r xa兄Ⅹ 6Hq拡ⅩyPMblr urYYM況Ⅰ3rq HeXEen X3JI3H 3Y如

Ta血16aphlr erie.
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1 ･ Banapxa蕗3rⅢrH丘r xa5maaC OnOH rH蕗rYym3rq YC3r H3r3H XaMT 6HqHrE3Ⅹ HYE3H且aErP

xaparEMy虫. x3M33H 3apHM HeXOE X3JⅨ 6y乱　YYIⅥ 30BXeH HYn3HJt EaCaaIY免H Xapraa

60noxooc eep agIY点氾M IOy tI YrYii. TaHHXrYR 6y氾y IⅡ班H3 IOM aHX XHrT3虫caHar凡耳ar

Hb Cp刀.H政H　3aHIn打Ⅰ 6ereeA　叩JtaCBaaC Tap jmX3pr3Ⅹ(ⅩⅡ町YpX3Ⅹ?)見叩aJT a3lH月aa

appLTlMy乱

2. 3apHM tleXEH点H X3JI3X Hh, raJtaaEHH X3JI3HE H汝M OJIOH rH虫rYyJI3rq YC3r H3r3H POP

opJIOrrYB TyJI MaHa虫6HqHr ra濫 6ypyy 6oJIOX Hb X3M33MY乱　YyHE 6HJt uHH3 6HtlrI癌r

30ⅩHOXJtOO MOHrOn X3皿HH点YyJtH33C MOHrOJl X3JmH貞6a触aJLZI TOXHPyyJIaH 30XHOXOOC 6yc,

6ycaE X3JIT3点TOXHPyyJlaH 30ⅩHOX 6yc, TYYH33C raAHa, MaHa虫Ⅹ3JIT3点兄r a脚H政和qY

oprenTIYB 6orHHO 3rⅡIHr Hh 6aJTpaH Xapar皿aX 6yB x3JI YrY虫6a免MyA. H蕗MH点H TyJI 6HJI

占opH申6Ht-免H EYPMHAr 6ycaE X3JI 6打tZHrT3丘HmJu33Ⅹ(血Tr3Ⅹ) Ⅹ3M33H 3YTr3X

X3P3rrYH･

3. 3apltM HOX皿H免H X3JI3X Hh 6,也Xoep JP3p XOC I13r TaBHX Hh 6肝mX3月63pXT3虫Ⅹ3M33MYH.

YyHJt JIaTHH YCrH虫H MaHlHHA 6y滋Ⅹ3P3I773Ⅹ Hh tZyXaJHIeXeMT3政60JIOXhlr CaWIaXaaC raEHa,

ypI'JIhIH TenOBnOreeHH虫　aJtm OJlOH AaBXap　3rlHHr　6才qHrE3ⅩlYH Tyn a兄HJIaa T3p tIHr

ueepMYA. >KRuI33JIB33C: ypbE TeJleZU10reer t816b18g66 r3Ⅹ 6HtIHX 6a虫caH aBaaC OJIOO

t61blg6 r3Ⅹ 6HtIHX 6oJIMy乱　H蕗MA 3H3 T3MJtr33C 63PXU33X兄BJIan YrYB 6oJlOB yy･

4. Sac 3aPHM HOXJrYYA X3皿3X Hl'YrH虫r Ye 60JlrOH XyBaaX eCTO滋3H3 ⅩypaM 30PeJlAeH,

TOXHPOXrY虫Ⅹ3M33MY乱　Ye Hh　3aaBan　3ruHr OPOJIIIOX　6YT3Ⅹ　6yc, H3r　6yx)y x3E3H

rH政ⅠⅧⅠ3rtI33p 6YT9Ⅹ 6oJIMy乱　Anl'CraJIHH H3r3H TYp3nT3HJt XOOJl0蕗rooc H3r3H 6pI3r

6oJtX 600M raPaX JIyyr Ye r3E3r 6a免My乱　BycaE X3刀3HE aJTHBaa rH虫rYyJT3rtI 6a sulaHrym

xaMpHH rH虫rYyn3rtl amryyT rH免rYYJI3rtI EaHraaP 3rⅢHrrYh ye 6oJlOX Hb Y33r皿MY乱　MoHrOJI

x3JrHH虫rH虫IYyJI3rtI Hh 3rur33 Xa5K AaHraap Ye 60刀Ⅹ 6y虫Ⅹ3M33H 3PE3MT3H nOIlrlerH蕗H

6HtlC3HH虫r J133p DypJICaH 6onree. 0皿00 ⅩyytIHH MOHrOn 6HtlrH政r Ye 60JIrOH XyBaaX 6a丘raa

Hh兄PHaHhI X3JIT3虫oⅠT TOXHpOXrYB TyJIraMaJI XH虫M3n 3Y血I YJI3MX 6y臥JisiyelbesもⅩ3M33X

YrHBrJi si ye le beLs屯Ⅹ3M33H 3ypraaH Ye 6oJ一rOH XyBaaX 6yA. r3T3Jr兄pHaHu X3n3HA 3H3 Yr

rypBaH Ye 60皿0Ⅹ00C X3Tp3XrYa Jibqulangtu x3M33X YrH敵Jib qu lang tu x3M39H AePBeH Ye

6oJTrOX 6y虫6a ⅡlHH3 6Htlr33p MeH Zhabxalanta r3Ⅹ EePBOH Ye 6oJIrOX 6HtIHX r3Ⅹ 6a丘My乱

r3T3n Jibqulangtu x3M33X Yr SIPHaHhI X3JI3HE XOepXOH YeT3虫60JIOXOE XYPtZ33･ YYH33C

y33X311 Ye XyBaaX SlBJIaJIJt HX 6yNIHaH 6a政My乱　MoHrOJIHH 6aJlapXa虫3rIH打r H3r YrH虫r

Ta虫BaH X3m3Ⅹ3E 6yB 6oJTOX 6a兄aPyy X3JI3Ⅹ9E YrY虫6oJ10Ⅹ 33pr33p TOmOprYB TyJI 3rI山rI柏r

6apHMTaJK YrH虫H YeH汲r xyBaaX X3M33B33C raplnrY虫　6aJrtIHr uaBaPT InHrJPX 6oJIMy乱

XapHH 6anapxa蕗3rlllrH虫r T3MJPm3XrYB 6oJT6aac YeH政H 6yⅣIHaH兄pmHr 6aranax 60JIMya

Ep Hl'MHHH虫6OJIOXOA YeH丘H YYm33C MOHrOn X3Jl 6mrH政r Ta如Ⅰ6apnajl 6yc, MOHrOJl X3JIHH虫

YYJIH33C YeH虫r TaおⅠ6apJlaBaaC 3YHT3H.

5. 3apHM HeXEYYEH泳H X3JT3X HL rar叩qY 3X3H Yen 3rH1rH政r 6m33Jl, Ⅹ0政uI叫1 6aJlapXa虫

3rurH丘r 6HqHXrYB 6oJI6aac MOHrOJI X3JIHH虫JtOJIOOH 3rurH政H aJIh JIypTa政r x3JR 6oJIOX 6a

YYH33C 6yⅣIHaH YYC3X X3M33MYa YYHE MOHrOJIhIH JIO皿00H 3r凹Hr tlaHra XeHEH政caapMar

x3M33H ryPBaH 3Yh sLJIraPEarH丘r caITyyJIMya qaHra XeHEH貞xoep TePJIH政H 3rIⅢHr H3r
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Yr3HE OPEOrrYB･ CaapMarH tZaHra XeH且嘘3MaP I"rrLIm3虫Yr3HE Op又 6onMyh YrH甲

3ⅩHH蕗YeJ1- tZaHra 3rⅡIHr 6a免BaaC TYYHm4r tlaHra a, 0, y ryPBHH ant H3r3H JIaraXaaC 6yc,

xeHEH虫3, Y, e Jlar叫･ MeH T3ptUI3H YrH丘H 3XHH滋YeE XeHEH蕗3rⅡmr 6a免BaaC TYYHI伯r

3, Y, e rypBaH XeHEH政3rlnrH最H a皿H9r3H EaraXaaC 6yc, tlaHra 3rIEHr JlaraXrY乱　H虫M

ytIPaaC JtOJIOOH 9rⅢrH虫H anb H3r3H Op濫 6oJIMyH X3M33X Yr YH3H 6yc, 3C60reec tlaHra rTPaZL,

9C60reec xeHEH虫rypaB月araMy虫r3X X3JR 6oJIOX 60noBtl qyXaMJtaa YrH丘H ePr即TrYB

6aJlapXaA 3rⅢrH如oEOOrH点H EPHaHhI X3JT3HE tlaHra XeI王EH点X3M33H IUtraX 6oJl0Ⅹ00C a 6yK)y

o, 0 6yK)y Y X3M33H兄∬aX 60皿0XIY虫6oJⅨ33. IloIIIlerH蕗H 30XHOCOH 6ypHaJI X3JlHH政

EYPMH点H 1 4-p 3YhE X3nC3H Hh: YrH融Ⅰ 3XHH虫YeE且OJIOOH 3rⅡmr 6YpH33 TOXHOJU10Ⅹ 60JIOBtI

TYYH33C XO点m Yen XOepXOH 6orHHO 3ruHr TOXnOnJIMya　9H3 6on6aac 3rIⅡrH虫r tlaHra

xeH岬革r3X lLmraXaaC 6yc TOAOPXO蕗T3ME3rrYa BapamaBaaCムMHeX ePrOnm虫3rⅡIWr

TaTamaMy政Ⅹ3M33Ⅹ93･ YrH政H 6aJlapXa政3rulrH虫H tlaHra XeHJIH政Hh YrH虫H T3pIYYH YeH虫H

3rurHAr narax uIH如B3PJT3rJPX Tyn MOHrOn XYH em X3M33X YrH政r ema r3Ⅹ yHIIJHXrYa　am

X3M33X YrH政r ame r3X yHuHXrYa H虫MA YYH39C rapaX 6yNIHaH 6ahxrYR.

61 InyJIrHAr yHIIl班XaJI 6anapxa虫3rruHr TOJ10pMyB x3M33H 3apHM XYH X3JIMY乱　BHEHH蕗

caHaBaaC HJYJIrH虫r兄MaP H3r3H HJYYX TOITOOJl 6ymy HOeEHH aMraJlaHr 3p3Ⅹ33p ryHuHH

籾ⅦamIH a且HJI XyytIHH 6HtlrH最H X3m33P yHIJJHX X3P3rrYa XapHH OJIOOrH如1月PHaHLI

x3J133P, PLnTr3JM免H X3n33p yHInBaaC 3Y虫T3乱　月pHaHhI X3JI3H且epreJITrYB 6orHHO 3rlnHr

TOnOpXOHrYH TyJl uYJIrHAr x3p3B兄PHaHhI X3JT33P yHIEBaaC 6anapxa貞3rHIHr TOApOXrYH

6oJIaA･ "CapaH MaHEyXyha MHHH点C3Tr3n I13Hr3H3M" x3M33Ⅹ 33pr33p叩r斑点r兄MarT

xyytIHH 6mrH政H X3JT33P 6mHX 6a MOM TYYHH蕗r xyytIHH 6HtlrH点H X3J733p yHHIHX X3p3rT3蕗

r3Ⅹ 6erooc刀.aaHtZ XO蕗u yxapcaH Y33J1 6oJIMyH.

7･ 3apHM HeXeJt X3JT3X Hh 6aJ7aPXa虫3rurH蕗H 6YpMeCOH 6anapcHl,Ir XaAaan OEOO COHCnOX

6a政raar 6mbe X3M33MY乱　Epoec MOHrOJI X3nHH蕗eproJITrY虫6orHHO 3rUHr lleM 6anapxa蕗

6oroeJl月33P X3nC3H eCOOp 3ap打M X3Jl3Ⅹ34 6y滋6oJIOX 6a 3aPHM X3JI3Ⅹ3JI YrYB 6oJTOX 33pr33p

TOrTBOprYHrHHH E33p XYH 6YpH由H X3JT3HE 6ac SUIraBapTaH TyJI兄MaP Yell XaaHa 6aJlapXa蕗

3rHlrH蕗r 6wtIHX 6a兄Map Yen XaaHa 6肝IHXrYH 33prH免r EYp3M 60JIrOH TOTTOOXOJI MaIH

63pXT3臥　3apHM XYH 6aJTaPXa虫3rlHHr 6a蕗Ha X3M33H 6HtI肌, 3aPHM XYH YrYb x3M33H Xa瓜

TyJI XyytIHH TeBer 6yⅣIHaH 6ac x3B33p Ypram氾IJI3Ⅹ3E XYpMY乱　Bac 6aJlapXa虫3mlrH虫r

xaaEa 6HtIHX 6oJI6aac H3rEYr33p33C XO丘Im YeH蕗H ypT 3rI∬rH丘r H9r3H 3rur33p T3ME3m3Ⅹ

6oJIOXrYa 6oJIMy臥　H血ME 6aJTaPXa政3rIIIrH蕗H 3apHMhlr XaACHaaC 6ypMeCeH Xa兄CaH Hh

6yⅣIHaHrYH aMap 6oJlMyH.

8･ 3apHM XYH兄pHHH X3JIH33C XOJIJtOB r3Ⅹ 6a免Mya YYHJI, XaPHH YrY丘6oncoH 6a

6aJTaPCaH 3rurH虫r lleM TOAOPXO如oH 6HtIHX HL SIpHaHhI X3JIH33C HX3A XOuPOrJIOX XOJLqCOH

x3p3r 60roeE HypIエIyyEaJT YJI3MX. Ba皿aPXa虫3rurPl蕗r 6HtIHXrYB opxHX Hb兄PHaHtd X3JIT3政

見r HH血IC3H r3Ⅹ Ⅹ3皿Ⅹ 6oJIOXrYb 60noBtI XaPHH yphmlr 6oEBOOC H3JI334 0丘pTCOH 60reeE

frypuyynaJtrYB･ RMap tl yJIChIH YC3r MeH YHE3CTHH免Ⅹ3JIH蕗r qyxaM SLJIraaraaP HapH点H

T3MA3m3Ⅹ tlaAaXrYB 6aparuaanaH T3M刀3rJI3C3H　6a軸Ⅰar6ereejI 6比A MOH　6aparuaaJTaH

T3MJPrJI3X YCrI柏r aBMya SHJIHH虫Yc3r Hh CypaXaJI M6ap 60reeA fryPuTyyJtanrYA 6a政
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Ⅹ3P3rT3乱　Ba刀apXa蕗3rⅡ汀H免r xa3ZBaaC JPMH虫Hyp耶Ⅶan aPWIMy乱

9･ AE叩町OnOH 6onox x3M33H 3aPHM XYH X叫･ ,,捕(alaqu),仙〕 (aluq-a)でilx,

叫0,elge), NTT)仲elig>r belg,棚(qalaqu),山っ(qaluq-a)-r XalX r3Ⅹ ann. 6HqHrEB33C

6yⅣIHaHTa点EBAaJl raPMy虫Ⅹ3M33MY乱　MHHH虫caHaaHJt 6HJI aJIHJIaaP X3Jl33E 6yNIHaHTa免

ytIHp CaHaaraa M3J13JIII3Ⅹ tZaMar Tyn aAHnaap 6HtIHX3Jt 6ac yJI 6oJIOX ra3aprYA. X3m3Ⅹ3JI

aAH刀脚araTaH YrH免r oHEOOrOOP 6m33C X3J1 6HtlrH蕗H XOOPOHEHH 3aBCaP HX 6oJIOXur

J133p町pJtCaH 6oreeJ1 6aJTaPXa点3rlnrH良r xaECaH 3cc3H anHH 60JIOBtl aEntaaP X3JIE3r YrHHr

aEH刀aap 6HtIHr 6y虫3a.

10. 3apHM XYH OJIOH EYP3MT3丘Ⅹ3M33H 33M刀3MYA. YYHJt 6aJTapXa丘3ruZrH丘r 6HtlB33C

MaIH TeBOrT3虫EYP3M X9p3173虫6erooA 6aJIapXa虫3rIIIrH虫r xa兄ⅩaE JIePeBXeH EYP3MT3虫

60皿Mya T3p Hh:

1) Banapxa蕗3rlnrH点r 6肝Ⅰ叫.

2) YrH免H 3ⅩHH免YeH点H yPT 3rIErI柏r JlaBXap 6HIHX 6a xo虫ⅡⅨH ypT 3rurHBr H3r3H

3rlHr39p T3M月3rn3MYH･

3) 9H3 EYpM3HJl i xaMaaPaJTrY乱　BorHHO i-r i-r33p, yPT ii-r y-r33P T3MA3m9MY乱

4) Xo最HOO 3rHlHrrY虫60reeJI TOJtOPXO政col1CJ10X n YC3IT a6ycTPy¢a T3M月3r TaBHMy乱

YYHH虫r onoH EYp3M X3M33H X3刀Ⅹ apa虫6oJIOXrYA 6oJIOB yy.

11･ raJIaaAHH YrH丘r x3pX3H 6wq斑X B3 Ⅹ3M33H 3aPHM XYH aCyyX 6y乱　YYHE yraaC

raEaaAHH Yr 6onoBt1 6YpMeCOH MOHrO皿XCOH YrH点r MOHrOn Xa兄HH虫HI蛸T EYPM33p EZLyynMy臥

Ⅹ-33n633C:叫(蓋aJang),柑)(bangtang), 70(eai),仰Gingkimi), AdTJbiisin),叫.a

(qaranda)(TYP3r X3Jl33P 又ap tTyJryy X3M33C3H Yr) 33P3r 6onMy乱　yraac Te叫Yr 60noBtl

MOHrOJLq X3p3rJI3Ⅹ 3aHuCaH XYHH点H3PCH虎r MOHrOJI YrHH虫aJIHn 6打qMY臥　血u33J1633C:

州∀bTPT)(qangdus正rhg) Xand-S也n, q,FSTr7.I)(damdinJab) Damdin-Zab r3X M3T･ MeH 3H3

M3T33p XOep Yr33C 6YTC3H XYHH功H3pH血i MOHrOn YrHHr XOOPOHJI HL 3ypaaC TaBbX 6HtIMYH.

jKHu33n633C:紬(m6ngkeeo†tu) M6ru-Cogt,仰(engkebayar) Enx-Bajr r3X

M3T.

rar叩Ⅳ 43Jm点AaXHHaap X3p3m3X H3p TOMt'eOr　6HqHX3E yr YC3r　6a wNIarhlr

xapran3a3K 6打Ⅶ33C 30Ⅹ滋Ⅹ 6oJ10B yy･月こHu33JI633C:枇吋broIEtari) - proletari,鴫qJ

(kapital) - kapital,叫っ(masina) - maShina r3X M3T･ X3p3B 6anapxa免3rurHBr xacBaaC

raJtaaELIH Yr TyCraIt EYP3MT3虫6oJIOX 6a 6a刀apXa虫3rurI柏r 6才q333C raJtaaAuH Yr MOHrO皿

YTT3虫H3r3H EYP3MT3丘6oJIOX r3Ⅹ 6oJtZLOOC 3H∬YYp3n 6oJIMy臥　BaJlaPXa虫3rIIIrH政r xa5ICaH tZ

T3p 6HtIC3H tI T3P raAaa兄hIH YrHH点tlaHra XeHJlH点3ruHr H3r3H Yr3HE OPOX 6a (nomer) YrH蕗H

3Ⅹ3HE XOep rypBaH rH点rYyJI3rtI H3r3H XaMT TOXnOJIA0Ⅹ (gramm) Ⅹ且丘r33Jt a-rH免H XO蕗HO

3pX6Hu a JtaranEMyB x3M33Ⅹ MOHrOJI YrHH政ⅩypaMA YJI 3aXHparEaX (Komunism, atom) 39P3r

xypMhlr OePtlm 60JIOXrYH TyJI raAaaJIhIH H3p TOMもeOHH Yr 3pX6Hu TyCra蕗EYP3MT3点

6a触aac oep aprarY虫M3T･ raAaa且HH YrH丘r x3pX3H 6HtIHX Hb TyCra点兄PHa 60reeJt Aapaa

60刀OBCOpTOJ一X3Jl3m13Ⅹ TOITOOX 6y虫3a.

TerceB.
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資料2. 『ウネン』紙1945年3月6日号

I.･君avL亀吉竹重]`㍗.vFT･L･互や藍丁二J

一

･TL A. rtt Tdj一L　互の
OPOH BYXHHnrLPOnETえPHHAP H3rA3rTYH

加OHrOJI APAblEt Xy'BbCrAnT HAIVLblH TeB

XOPe BA 3ACrHnH rA3PblH COHHH.

抽1

J945　oJZ

3Ayr坤CaPhtH

束
AIH r朋AP

Y約20xe. =

(

Moz打ozlz,zH Y糊さC一

沼戚●王an69pTさH,
tき

互y弘CraAHZ3 yTraTa最

迎正酌　CO如岨at5月Vy･

ra削

3p王qeA6r omrorq y虎a ApHオ鮎叩きa叫ap blaWyra最

yJt点Jt和約! 383 tO印YnlAr

COJlCXOD aPX WJt如Ll AyPTa点

uOflrOJThZtL XYft　印加)X C3Tr3JtA

由Ta点6axTa貞ca血aH血hAar B51

Xopm DOP8eJI XMX如ebI･

叫CyxdiTaP. LZo且68JICaHrtZ加

aP仙h Xyp紬T q叩柑叫6a如-

AarlED, NloErOJThl打aPA TYhLuE丘

叩エ　ー柑JZ与r盲　T3A(恥K768加a托
Mypr亨　T∋叫∋JIE FLX n由兄的丘

7y⊂Jtip叩fJL亡311 yJT加点pbIu如

FyaBh ndadSnafa l詳豊763aCic3:;
671JIき.

A 38巳･16･lT　且･･( Opcc yJLC仙l

apA llY･lJ3EZ伽AaLJJt a羊A守相加

TyCAaM祇Y3fJ138 r3C3m 6a叩Ta白

L'3姑AtC即OJTuH　紬myTraP

17r∋ll COLleA64　aPD知,比もElrO･

JZhZ"5pTaJT ra38P ypbA O州O

Y33rAきry丘3PX3H E･Y LL3PrtI紬

Aa的朋岬でAHBr YP X紬AEi
yc3.YqnN3HXfe'AXiム芸笥諾㌫ ;,eddea^.-TcraA;

eB^き･ eBra,I yJ]紬　zA3PrHrlr

6axAaM Y33XAi, X官X3&,出川d貞

IaJIJ, HO･tOP yn如　u叩さr JILlhl
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p81I yP17pax　即ぐM baJtaH Al別･

raMA亨的IX点cyprjp　叩qrきC糾

いp9耶M. '叩　Cyub川　6叩…
TFBl1如･1即.･.〟　~8[1･lap AYP38.

Xy-a･r Jl如T3点　丁叩　r83ap,

OJI叩alLhT8日YPI JlP(9N A与pさe

叩31mJJH. 8如LIy r39T, ra.1hlX
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卵PT34巧ca叩互T3(r3JlrY丘6aR･

P4Jt吐rjF. 68rTa"AamHX∋JTB洲

謂pcAagA三富r'csapn5.T 〟 : E w,npAyOI" 6ua 3 7.I
JZLほ佃わLt3R TY…　aユ17Tal:

Ue網打0白pry点　灯OROJrAO米血痕-

zBA. ･加M6孔叩XjrJl如r叩HGH

打3r37　3iJt的　亡3Tr9JT a即叫

･10JTac e'JIC帥Aapq JIPC∋汀aP9･1-

tI∬K 30tTEOAXaJ]yM X6n z細評OX

r9X OAOP DJeHOTYB raJIi epAOX･

:yoEoS:良:?^･僻目8a."e^専一

3a･悶r_ q叩7r T叩^亨aAAa･1-

ryA TOTTOX aBA如きr3X Ba.14M

AUK uar如　uJYA与　rEdad37na汀

TauJyPjp豆xapF如　ra叩bl月Yn

Y39rJL∋王王ZMJ7如zz)yTaAf rapCaH,

朋MH 6yAaH TaTCaH ePreH ua-

r貞∬ TaJThZr　3貞x x∋^Ⅹ3E OJl仙i

xopeHrFlAr xaMrj^X aBJtjEa.

31]3 6oJr伽43叫TyeaJTC糾, 3柑

.OJIOE attTaF a･t B晋　HaPblil arl･

Da･ T叩YrT8 60･-斤6MA …p

A舶JtX 6apa.wY丘caH r3X O8･

r附加A16aLLaPXaL, epHall "r3け

a7kJTIT ･相加∋村　山的aJmArjl)

X叩II如･15 yr舶r z3.15B.山岳

33BT･13H　6ypヲtuax MヨT如紬(=r･

･1∋H, yLqZJlr uar, 77aAlarfr MC

LlaP北Ja, dJTe 6触aN l1AaPqm-･

ca一l 6a丘x u■:!5　0,7i･.I:.1.1亨7E LLalf

亨t)all iaTa丘甲虫XaF由b_Y　60.1?
J?TJ70X r3X F如JF　6a如ar JCII

da如a Aj rさXエヨJtX(き.

6. PutiLlH比

叩XJ.ラ.'q l].
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ツェンディーン(ダムディンスレン)

MoHrOJII'III m3′YC3r 60Jl COeJIhtH 3pX3M T叩坤p拍M.

um9 YCr血cypllrall

MaHa虫MOHrOJIq軸y疏rypl'IH YCrI柏r aBtl X3pr3JIC5p AOJIa Ha由MaH 3夕71 X比刀6oJ10B.

9H3 MOHrOJI YCrH放H AyTamaJITa蕗60JIOX ytIPhlr MOHrOJlhIH. C3X5T3H aHX X3JIH触5c

M9JtC5p 6a由caH 6a 3aCaMX14JIXLIr OPOJIACOp HPX5.

血In5JI63JI: ra由ALIH 9H3TX3r, TeBJl, XmaAhIH YrH貞r 6HtIHX 6oJIOXrY血6a蕗xaJI fa,

za 33prH虫H YCrl柏r H3MX 30XHaX5.

月pI拍HbI YrH由r T3p X3JlJPr X3B5p Hh MOHrOn YCr5p 61ttlHX 6oJIOXrY放ytlp豆C 6ap夕H

MOHrOJlqyJI To∫l YCrH蕗r 30X竹aX33.

r3BtJ eHaJIep MOHrOJlhIH YC3r, aX aMJ'JIPaJl 0prHH XOrXHX 6aJIPaH MaHAaX 6a放ⅩaA

TYHHH Xypl1 33BC3r 60JLX XaPaXaH tlaJlaXrYH, Xap14H 3aPHM 3Y如11 66r好JlaX 3Y血1 6oJIX

6a虫Ha.

raHll XHIII5r x3JI63JT, XPtlHH MOHrOJI YCr5p 6HtlC3H tede r3113r YrHhr, T3且3,月3A9, TaTa,

Jta皿a, T3T3, LISTS, TaTa, AaTa, Ha由MaH月113aap yHuⅥⅩ 6oJIOX 6a功Ha. 9H3 6oJT H3IT5咋p

XYHA CypXaJI X3IlV 6oJIXac ra月.Ha HOrOT3rYp YrI川r TOJIOPXO虫HaPI4放H 6IttlHX 6oJILurYH

6oJlrOX 6a由Ha. Sac xytIHH MOHrOJl YCr5p oJIarH由H刃PHa批Ⅰ 3aPHM XaP Yrl柏r 6HtIHX

aprarY臥XMLu5J163JT: XaH豆c r31Pr YrHhr qami†a-aea (XaM14ra-aua) r3Ⅹ 6HtlX5c ap

aprarYH.

Sac, OJL, OT, OJIa r3月3r rypBaH OHJIa yTraTa疏YrH蕗r xytlHH MOHrOJl YCr5p mraX 6MtlHX

60JIJIOrrYh･ T予H5c raAHa LuHHX∬3X yXaHJ'I Ta, xJ4MI柏H H3p TOMhe?JIOJl, raAaAhIH XYHH由

H3p 33prI柏r 6HIX3月6ac 6YJIfJ13rJ15皿60JlAOrTYIt 3YⅣI OJ10H 6Hh.

H虫M yt川P MOHrO皿blH uHH3　XerXH刀Jt　30XWlA如caH OpOC MOHrOJThlH COeJlhIH

HaHpaMⅣIblr yJTMap 3y3aTraC豆p 6a銃rar aHXaPaJf由aBtl OnHbI CypXt'lH X兄刀6aphlr 60月OX

opoc YcrH虫r YHJIC3JTC3H LLMH3 YCrH虫r aBtI X9pr3JLX5p MaHa由HaMt'lH Ton Xop6 6a

3acrH虫H ra3PaC 194l OHA TOrTacoH 6a虫Ha. T音H5c xo放u 3H3 Ⅹ9JtX3H油M刀H由H J10TOP

MaHa蕗ok)TaH Cypartl, MaJltlHH aPJI HI川T3p uHH3 YCrH虫r MaLu JtyPTa14rap CyPllr豆X

6a丘Ha.

InHH3 YC9r 6oJT MaHa虫X3Jl3HJI VyXaM TOXHpCOH HapH由H Ca虫H YC3r IOM. T予HH虫r

cypxa且Xm6ap. 5lpH豆HbI X3Jl5p 6HtIKX 6oJlHO.

IJ3H刀.H滋H.

ー233-



T.ルハグワー｢小･中学校に新文字で印刷された教科書が｣

6ara Jtylq CyP軸ⅡIEII9 YCIうp x9m3rAC3H CypaX 6才qm丑6αⅨ5.

1941 oHbl rypaB好rap capE HaMhIH Ton Xopb, ApJthlH Ca如HaphIH 3eBnOnH虎H

XaBCapCaH XypJIaC MOHrOJThlH XytIHH　6HtlrH滋r LIIHH3　YC9r A3p lUWIXYJI3X TyXaH

TOIT6JIhlr rapraX5.

9H3 TOrraJIhlr 6HeJIfJI9X YHJIC3日115p ApJtblr r3rうpiJI3X苧MHac 6yx cypryJM触

CyPartlJthlr YHJ13CHH虫IIMH3　YC3IT CypraX　月BJU7J'lr OHU刀OH Y33X, 6ara JtyHJt

cypryJMHPJtaJI Y33X CypaX 6HtlrHかuIHH3 YCr5p x3B3JIJPr 6onoB. Bara cypゆIH虫H CyPaX

6IttlrI畑r 6YrJtHかIllHH3 YCr3p X3B3JlC3H 6a EyHA CypIYJIJ4m 3aPHM CypaX 6HtlrH銃r

LJIHH3 YCr5p x3B9皿X5･ XHu5JI63JI: 1, 2, 3, 4 JIYr5p aHr咋AaE Y33X X9JIHH虫3Y由,

yc3t773n, yHIllHX 6J4tlHr, apIゆMeTHKa, 6a由raJlh MOH 4, 7 EyraP aHrHE CyⅣIaX MOHrOJl

opHhl ra3pJ,tH 3Y払6ac 5 JIyr豆p aHrHJI Y33X ypraM刀blH CyJUTaJl 6a cypartl14由H JIYP3M,

6arLZJ HapT TyCJIaMX r343r C3Trか, 6ara cypryJIHH知hlH npOrPaMM 39p9r 20 rapy丘

TOPJM由H HOMyJI LuHH3 YCr5p x3BJ13rJPH raPt15. T予HⅦ3H 1945 oHJ1 6ara cypIYJlHHy恥IH

6yx cypaJIuaX HOMyAhlr lllHH3 YCr3p X3B3JIX rapraX 6a 6yp9日6yc EyHA CypIYJMHyJthIH

■■ーヽ■

yH月.C3H XHtZ3JIYJIHHH CyPaX 6Ⅰ4tlrH疏r IIIHH3 YCr3P X3BJI3H raPraX豆p 69JITr3Ⅹ 6a由Ha.

HH軌6aruJ Hap, XHt15JTH由H KOHCneKT, Yお仰3pH滋H TeJl6oJrr古, XypHanJ,Ir LuHH3 YCr5p

yhE3X XeTeJIAOr 6oJIX5.

r3Bt1 6arLu, CyPartlJlaC uHH3 YCr5p x3BJI3mC3H CyPaX 6HtlHr, YrfJ13n, uYJI3r Ha由pyJTra

33prHhr yHllIHX兄BAaJI XaHraJITrY由6a由Ha･ uHH3 YCr5p x3BJl3rAC3日6Yx 3YむⅠHか

uylIaJITrY功yHLuHX TyC TyCZ'IH COeJT 60JIOBCOpJIbIH XerXHJITOHLl aJKaM 6oJICOH uHH3

Yc3IT yJIaM tlaHapTaI4 CaHHap CyPaJlqanyH!

T. JIxarB豆
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